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本報告書は、中央自動車道建設に先立ち、山梨県東山梨郡勝沼町から東八代郡一宮町にかけて発掘調査された釈

迦堂遺跡群のうち、勝沼町三口神平地区について、調査の結果をまとめたものであります。

釈迦堂遺跡群は１９８０．８１両年度にわたって発掘された大遺跡群で、中央自動車道建設に伴う事前発掘は本遺跡群

の発掘をもって終了し、1982年11月には中央自動車道西宮線が全線にわたって開通いたしました。

発掘調査の対象となったのは、京戸川扇状地上に点在する34か所の遺跡群のうち、５か所、約２万㎡に達する広

大な地域であります。遺構や遺物は極めて豊富で、年代的にも先土器時代から平安時代に及びますが、･質量ともに

卓越するのは縄文時代であります。縄文時代の各期にわたって多数の住居辻が発見され、大量の土器や石器が出土

いたしましたが、特に中期の環状集落の遺構が検出されたことや一千体を越す土偶が発見されたことなどで注目を

受けました。当埋蔵文化財センターにおきましては、これら発掘資料について鋭意整理作業を進めて参りましたが、

昨年度は一宮町塚越Ａ地区など３地区について、そして本年度は当三口神平地区及び一宮町野呂原地区について、

それぞれその成果を刊行することができました◎

三口神平地区の発掘面積は５か所中最も大きく、約10,000㎡に達しますが、これをさらに４地区に分けて発掘い

たしました。発掘された遺構は、住居並172軒、土壌約800基、土器すてば３か所という大規模なものですが、住居

杜は平安時代の５軒を除きすべて縄文時代に属しております。住居杜の形態や出土の土器・土偶・石器等によって

綿密な編年を施した結果、前期初頭の下吉井式期の１０軒を除くとすべてが中期に属し、それも井戸尻式期に至って

増加の傾向を示し、曽利式期において爆発的に激増し、全体のほぼ７割がこの期に属することが判明いたしました。

特に重要なことは集落の構造が明らかになったことで、中期中葉には集落が環状を呈し、その中央部を広場とし、

その外側に土器すてぱを伴う様相が認められ、後葉に至るとさらにその規模を拡大することが確認されました。こ

れらの遺構のほか、土器・土偶・土製品・石器等のおびただしい出土品についても、地区別に整理して一覧表で示

し、物心両面にわたる縄文時代人の生活の実相を追求する貴重な資料を提供しております◎

釈迦堂遺跡群の調査も、このたび全３冊の報告書の刊行によって完了し、縄文時代を中心とするこの大遺跡群の

全容が、はじめて詳細かつ組織的に解明されました。特に遺跡群中最も重要な地域を対象とする本報告書の刊行は、

学界を稗益するところ少なくないと信じます。本報告書がより多くの方々にご利用いただけますよう念じてやみま

せん。

本報告書が刊行されるまでには、直接発掘作業に参加された方々をはじめとして、大量の出土品を迅速かつ精確

に整理された方々、専門の事項について種々ご教示．ご指導を賜わったり、執筆を分担されたりした方々など、実

に大勢の方々のお世話になりました。また関係各機関や地元地区の皆様からは、終始多大のご援助。ご協力を賜わ

り、作業を円滑に推進することができました。

末筆ながら、お世話になった方々に改めて厚く御礼申し上げます。

１９８７年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義



例 匡Ｉ

1．遺跡の呼称は釈迦堂遺跡群とするのがよいが、一般に釈迦堂遺跡とも釈迦堂とも呼びならわされているので、

煩雑さを避け釈迦堂とした。

2．本書は山梨県東八代郡一宮町と東山梨郡勝沼町に所在する釈迦堂遺跡群のうち、勝沼町三口神平（さんこうじ

んだいら）地区の報告書である。また本書は本文編、図版編、写真図版編の３分冊からなる。

3．調査は日本道路公団第二建設局から、山梨県教育委員会が委託を受け、1980年２月８日から1981年１１月１５日ま

で実施したものである。

4．発掘調査は田代孝、小野正文が担当し、調査員として、一宮町教育委員会の猪股喜彦、勝沼町教育委員会の

室伏徹が加わった。また出土品の整理、報告書の作成は小野が担当した。

5．調査区域は中央自動車道のセンター杭のうち２点を延長して、南側をＳ区、北側をＮ区として、それぞれ１００

ｍごとにＩ～Ｖ区まで設定した。

6．調査区の名称は、Ｓ－Ｉ区が東八代郡一宮町塚越北Ａ地区、Ｓ－Ⅱ区が同郡塚越北Ｂ地区、Ｎ一Ⅱ区が東山梨

郡勝沼町釈迦堂地区、Ｓ－Ⅲ、Ｓ－Ⅳ、Ｎ－Ⅲ、Ｎ－Ⅳ区が勝沼町三口神平地区、Ｓ－Ｖ区が一宮町野呂原地

区となる。野呂原地区は一宮町の飛地である。

7．本書の遺構写真は田代孝、小野正文が、遺物写真は佐野博基、小野が担当し、焼付は小野が行った。

8．本書の展開写真は小川忠博氏によるものである。

9．本書土器実測図と土偶実測図の大半はシン航空写真株式会社に委託した。

１０．本書の執筆は､｢土壌・土器すてば．グリッド出土の土器一覧表｣と｢土器すてぱの研究」を山形真理子が担当し、

他を小野正文が担当した。

１１．調査にあたっては、日本道路公団をはじめ、一宮町、勝沼町等の関係機関から、多大の援助があった。また整

理作業においては一宮町より施設の提供を受けた。合せて感謝申しあげる。

12．発掘調査から本書の作成に至るまで、実に１００余名の方々から、多大の御教示、御指導を賜わった。本来･なら

御芳名を記し、謝意を表すべきであるが、別の方法をとりたい。

13．発掘調査にあたって、地元の千米寺地区、石地区、藤井地区の御協力を得た。また発掘作業員として、上記地

区をはじめとする多数の方々の御協力があった。御芳名を記すべきであるが、延べ２万人以上という人名のた

め、やむなく断念した。
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第１章調査とその概要

第 １節調査の経過

1979年１１月２１日

１２月１８日

1980年２月８日

２月１２日

１１月２日

1981年１１月１５日

１１月１６日

１１月１７日

文化庁に発掘通知を提出する。

文化庁より県教育委員会に発掘通知の受理通知書が送付される。

東八代郡一宮町千米寺塚越北Ａ地区（Ｓ－Ｉ）のクイ打ち作業開始。

Ｓ－Ｉ区の発掘調査開始。

Ｓ－Ⅲ区～Ｓ－Ⅳ区の発掘調査を本格的に開始。冬期に入るため、精査を断念し、遺

跡全域の試掘調査を開始。この間Ｎ－Ⅱ区の遺構を検出。

発掘作業を終了する。

この日がＦ１曜日であったため、最終的な確認作業を行う。

発掘作業の終了したが、保存問題等もあり、Ｓ－Ⅲ区SB-lO8、Ｓ－Ⅳ区SB-32、SB-

72のレプリカ作成を開始する。

第２節調査組 織

く発掘調査＞

調査主体

調査担当

調査貝

調査補助員

く整理作業＞

整 理担当

調査員

調査補助員

整理作業員

山梨県教育委員会

田代孝（県文化財主事）

小野正 文 （ 〃 ）

猪股喜彦、室伏徹、佐野勝広、横倉雅幸、外山泰久、山下孝司、日向千恵

青柳弘美、秋田かな子、秋山千恵、大橋瑠瑛、奥山和久、河西佳子、勝田あけみ、川島園枝、

櫛原功一、桑折礼子、小林宇壱、小林斉、小林正彦、五味研治、斉木義一、佐藤美鈴、佐藤

好枝、三五康司、志村和子、信藤祐仁、杉浦章一、高橋葉子、田村和幸、成島京子、広川珠美、

藤田菜穂子、古谷健一郎、堀金靖、三谷雅章、矢崎佐百合、山田周平、山田美作子、山根弘

人

小野正文（県埋蔵文化財センター文化財主事）

横倉雅幸、奥山和久、佐野博基、山形真理子

秋田かな子、浅利司、大橋瑠瑛、北村玲子、櫛原功一、桑折礼子、古谷健一郎、森田安彦

雨宮照子、雨宮正人、飯島由美、岩間喜美枝、岩柳弘子、内田裕一、小河いつゑ、小川苗美、

奥村澄江、笠原美登里、加藤道、金子美枝、小宮山葉子、五味はるみ、三枝明仁、坂野恭子、

里吉あつ子、佐野靖子、白沢多恵子、田草川かみ志、田中きくの、津田元栄、土屋浩司、霞田

成美、中川千春、早川きぐえ、早川君子、樋川歌子、広瀬ます子、古屋香代子、保坂正美、松

岡美恵子、丸山つぎ子、水上きよみ、武川明美、武藤敏、八代米子、矢房静江、山下延子、

１



山下弘美、山村正光、依田ハル江、渡辺美代子、山内春美、奥山久子

く土器洗浄・注記・接合・分類＞

雨宮、岩間、岩柳、小河、小川、奥村、笠原、金子、坂野、佐野（靖)、白沢、田草川、田中、早川、早川、樋

川、広瀬、松岡、丸山、八代、矢房、山下、依田、渡辺

＜土器復元＞

浅利、櫛原、桑折、古谷、雨宮（正)、内田、加藤、津田、武藤、山村

く分類＞

横倉、奥山、山形、秋田、浅利、大橋、北村、櫛原、桑折、古谷、森田、飯島、水上、武藤

く土器拓影＞

山形、秋田、大橋、北村、桑折、森田、飯島、小川、小宮山、五味、坂野、里吉、佐野、篭田、中川、古屋、

保坂、水上、武川、武藤、八代、矢房、山下、山内、奥山

＜土器実測図＞

奥山、秋田、浅利、飯島、大橋、北村、櫛原、桑折、古谷、森田、山形、小川、小宮山、五味、里吉、中川、

古屋、保坂、武川、武藤、矢房、山下、山内、奥山

く土器トレース＞

秋田、桑折、飯島、小宮山、五味、里吉、佐野、篭田、中川、古屋、武川、矢房、山下、山内、奥山

く土器・土偶の補描とトレース＞

古屋

く一覧表作成＞

飯島、小川、佐野、三枝、土屋

く土器データ表＞

山形、秋田、浅利、櫛原、古谷、小川、小宮山、五味、里吉、中川、古屋、保坂、武川、武藤、矢房、山下、

山口、奥山

＜土器・土偶整理カード＞

飯島（協力早川清美）

く写真撮影＞

佐野、小野

く写真焼付＞

小野

２



く図版作成＞

小野、飯島、里吉

く執筆＞

小野、山形

第３節釈迦堂遣跡群の位置

釈迦堂遺跡群は山梨県東八代郡一宮町と東山梨郡勝沼町にまたがる京戸川扇状地（藤井扇状地）の扇央部に位置

する。遺跡名のもととなった釈迦堂は、両町にまたがる字名で、現在も小さな杜が残っており、小さな洞と石棒が

祁ってある。

この扇状地は地理学上著名で、かつては教科書にその地形図が掲載されたこともあった。蜂城山（標高738ｍ）

と岩崎山（標高880ｍ）の間を流れる京戸川の押し出しによって形成されたこの扇状地は扇頂から扇端まで約2,500

ｍを測り、広大面積となり、モモ、ブドウの栽培の適地となり、付近有数の果樹園地帯となっている。大まかに見

れば一宮町側がモモ、勝沼町側がブドウということになる。遺跡はその間に立地していたことになる。

分布調査の成果によれば、この扇状地上に34ケ所の遺跡が点在している。

第４節調査の概要

調査の概要

時期

釈迦堂Ｚ２式

五領 ケ 台 式

諮沢式

新世式

藤内式

井戸尻式

曽利式

平安

Ｓ･一ⅢＳＢＮｂ

４７，５２，１０２，１０７，１０８，１１０，１１２

2研一１

2０

１８，７８，９５，１１１

4９，８４，８７，１００，１０６

０９，２６，２７，２９－２，３３，３５、３８，３６，

４８，６５

０４，０５，０６、０７，０８，Ｌ０，１ﾕ、１２，１３

１５，１６，：７，１９，２１，２２，２３、２４，２５

２９－－３，３０，３４，３７，３９、４０，４１，４３，

４４，４６，５０，５１、５３，５４，５５，５６，５７

５８、５９，６０，６２，６３、６４，６６，６７，６８

６９，７０，７１，７２、７３、７５，７６，７７，８０

８１，８２，８３，８５、８６，８８，８９，９０，９１

９２，９３，９４，９５，９６、９７，９８，１０１，

１０３，１０５，１０９，１１３

０１，０２，０３、ｌ４，２８

S‐‐ⅣＳＢＮｈ）

別、５７，５９

41,（４７．４９）、４８，５１

０６，７３

５３，６８，６９，８０，８１

３２、５２

１８，３４，４０，６０，８３

０１，０２，０３，０４，０５，０７，０８、０９，１０

１１，１２、１７，２０，２１，２３，２４，２５、２７

２８，３０，３１，３３，４４、５０，５５，５６，６２

６３，６４，６５，６６、６７，７０，７１，７２，７４

7５，７６，７７，７８，７９

Ｎ一ⅢＳＢＮｏ Ｎ一ⅣＳＢＮｏｌ 伽考

０１，０２，０３ ０１，０２，０３

＜Ｓ－Ⅲ区＞

この地区では、前期初頭に位置する下吉井式期にあたる釈迦堂Ｚ２式期の住居北が、SB-47、５２，１０２，１０７，１０８，

１１０，１１２と、計７軒検出された。この中でSB-47からまとまった資料が出土した。中期では、五領ケ台式期はSB-

３
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挿図２釈迦蛍潰跡群の位置（１／25000）
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２９－１の１軒にすぎない。格沢式期もSB-20の１軒である。

新道式期に入り、やや増加の傾向をもち、SB-l8、７８，９５，１１１がある。この中でSB-95がよくまとまった資料

で、新道式期の新しい部分のよい資料で、藤内式期のSB-84とも重複関係をもつことからも重要である。

藤内式期はSB-49、８４，８７，１００，１０６がある。この中で、SB-49、８４，８７はそれぞれ埋尭をもっており、特異な

例である。出土遺物はSB-84でまとまって出土している。

井戸尻式期に至って、住居の増加の傾向は著しいものがある。SB-09、２６，２７，２９－２，３３，３５、３８，３６，４８，６５と

１０軒となる。いずれも重複等があり、まとまった好資料を出土した住居杜は少ないが、SB-36がややまとまってい

る。

曽利式期に至るとまさに急激に増加する。これらはすべてで119軒となる。周知のように曽利式土器は一般に５

型式に細別される。よって、これらの住居北も細別して、説明されなければならないが、ここでは、とりあえず１１９

軒としておく。

曽利終末期と思われるものを抽出すれば、柄鏡形住居辻のSB-55、８５，８６，９８が見られる。この他にもSX-02、

04,もこの期の住居土''二の残欠と考えられる。

縄文中期が終わると、後期の遺構はほとんど認められず、晩期はなく離れて平安時代末の住居杜が、SB-01、０２，

０３，１４，２８と認められた。

他に埋謹が数点あり、これらも何らかの遺構に伴ったと思われるが不明である。

土器すてばＡは、三口神平地区西端にあるもので、土器の移動等から、この地区の集落に伴うものと判断される。

広さは約288㎡である。

土壌は407基検出されているが、時期の確定できるものは少ない。SK-271のように石匙を伴うもの、SK-48の

ように土偶頭部を埋設するもの、SK-01のように井戸尻式期の土器を埋設するものがあるが、Ｓ－Ⅳ区のように

土器埋設の曽利式期のものはほとんどない。

くＳ－Ⅳ区＞

この地区では、釈迦堂Ｚ２式期が、SB-54、５７，５９とあるが、いずれも撹乱の著しいものである。これらはＳ－

Ⅲ区と合せて１０軒となり、Ｓ－Ｉ区が神之木台式期の釈迦堂Ｓｌ式～Ｓ４式さらには釈迦堂Ｚｌ式まで認められる

ことから、Ｓ－Ｉ区との連続性が窺える。

中期の五領ケ台式期ではSB-41、（４７．４９）、４８がある。４７と49は同一住居北と思われる。Ｓ－Ⅲ区と合せると

５軒となる。ただし、時期的に分離されるので、釈迦堂遺跡群は五領ケ台式期の住居は、点在的といえる。

猪沢式期ではSB-06と73が見られる。従来山梨県下では格沢式期の住居杜と出土遺物はほとんどなかったが、こ

のSB-73でよくまとまった資料に恵まれたことになる。

新道式期に至って、SB-53、６８，６９，８０，８１がある。このうち６８，６９，８０，８１はすべて重なっていたのである。

そして貼床と埋斐の関係から、SB-81→80→69という古から新という関係が証明されたことになる。SB-53は深さ

が130cm以上もある特異な住居で、土器、土偶、石器とも群を抜いている。

藤内式期は、数が減り、SB-32、５２の２軒となる。特にSB-32は該期のまとまった資料として重要である。

井戸尻式期では、SB-l8、３４，４０，６０，８３がある。いずれもまとまった資料に欠けている。この中でやや良好な

資料はSB-83である。

曽利式期はＳ－Ⅲ区と同様にすこぶる多く、４１軒を検出している。これも先述したように時期別に分離して説明

すれば、一時期は、平均的な数値となろう。特に、SB-55、５６でまとまった資料が出土し、Ｓ－Ⅲ区と対照的な様

相を示すこともまた重要である。

土壌は、３０１基検出されており、重要なものが多い。SK-05、５２，５３，１２８等である。曽利式期のまとまった資

料としては、数少ない例である。

なお、土器すてばＣとした曽利式期末の土器すてばが形成され始めていたことは、土器すてぱの性格、機能を知

§



る上で重要と思われる。

＜Ｎ－Ⅲ区＞

この地区では曽利式期の住居杜３軒が検出されている。ここでは、土器すてばＢが中心であるが、この地区の

土器すてぱの堆積は薄く、Ｎ－Ⅳ区寄りに１つのブロックが認められた。ただＶ－ｌ９グリッドで土器すてぱの中に逆

位の底部欠損埋妻が検出されている。土器すてぱはＮ－Ⅲ区で約368㎡。

柄鏡形住居の残欠であるSB-03が検出されている。

る多い。またＦ－ｌ７グリッドでケルン状の石積み

＜Ｎ－Ⅳ区＞

この地区では、曽利式期と思われる炉祉のSB-01、０２があり、柄鏡形住居の残欠であるSB-0f

土器すてばＢのうち、この地区が中心で土器の出土量もすこぶる多い。またＦ－ｌ７グリッドで

があり、この土器すてば形成以前よりの存在だと思われる。土器すてぱはＮ－Ⅳ区で384㎡ある。

９



第２章Ｓ－Ⅲ区

第１節縄文時代前期の住居と出土遣物

ＳＢ－４７

Ｕ－７に位置する長径415cm、短径385cmの住居杜である。柱穴は６個認められたが、すべてが柱穴とは思われな

い。住居杜中央部に焼土が認められたので、地床炉と思われる。

盤状石皿も炉の南に認められた。該期の住居杜としては異時期の土壌が２基切り込むのみで、よく原形をとどめ

ている。石器は稜磨石がｌ、磨石が６，石皿ｌ、ユーテイライズドフレイクｌである。黒曜石１０．６ｇである。水晶

がまったく出土を見ないことは、Ｓ－Ｉ区の早期末の住居杜とは様相をまったく異にする。

ＳＢ－５２

Ｍ－５にある住居杜である。当所中期の住居杜と思って、調査を進めたが、柱穴がほとんど認められない点、炉

吐がなく、住居杜の南東寄りに焼土が認められることから、これを地床炉と考え、出土遺物からも前期初頭の住居

比と認めた。土壌が２基と集石が１基この住居杜に切り込んでいる。図の１８，１９の曽利式土器もまた曽利期の土壌

が存在した可能性を示す。石器は水晶の石錐ｌ、ドリルｌ、ピエスエスキーユ１，打斧８、ハンマー（敵打石）ｌ、

使用痕のある剥片（以下ユーフレ)７、フレイク・スクレイパーｌ、水晶１４４９である。この住居j211二では、Ｓ－Ｉ区

と同様水晶が認められる。

ＳＢ－１０２

Ｕ－３に位置する。住居刈二覆土中に２ケ所も焼土が認められ、地床炉と思われる焼土は住居杜の南東に位置する。

柱穴は住居杜の内側に円形に並ぶ、Ｐ１ｏは焼土下に認められた。石器は、石雛２，打斧８，磨石６，石皿２、この

うち１個は盤状の住居設置である。喋器３，玉石ｌ、ユーフレ３，黒曜石229である。出土土器は完形のタガ状隆

帯文土器が１個のみで、他は少片多数である。

ＳＢ－１０７

Ｔ－７に位置する。長径（470）ｍ，短径440ｍのほぼ円形プランをなす。中期の土壌がいくつか重複しているが、

ほぼプランが確定できる。柱穴はプラン内側にめぐり、この期の柱穴らしく、大きく深いものはない。

出土遺物に無繊維のものは見あたらないが、ｌは極く少ない。石器は見あたらなかった。

ＳＢ－１０８

Ｕ－２に位置する。長径500cm、短径300cmである。出土遺物も多数あり、火災住居を思わせるほど多くの焼土の

堆積と炭化材が見られた。またＰでは柱穴が炭化して残っていた。この柱は丸材で、深くは埋設されていなかった。

住居北の中央部がややくぼむのが、この時期の住居並の特色と思われる。

出土遺物の図化が出来得なかったが、大多数は無文の含繊維土器の体部片である。１は口縁部を欠くが、口辺下

に１条の隆帯をめぐらす。隆帯上に貝殻背圧痕地に沈線を加えている。口辺部に沈線で波状文を描いている。３は、

タガ状隆帯文の土器で、この期の特徴的な土器である。

石器は石錐１，打斧１，磨斧ｌ、磨石９、石皿２，喋器２、玉石１，ユーフレ３，溶岩ｌ、フレイク・スクレイ

パー２，黒曜石５７９。
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ＳＢ－１１０

Ｓ－２に位置する。（450）ｍ×（400）ｍのほぼ円形プランを示す。炉祉の位置は確認できなかった。出土遺物

は少量であり、第94図のｌが時期を考え得る資料である。口縁部に貝殻圧痕地に結節沈線文を施している。他は含

繊維の体部片である。石器は磨石ｌ、ユーフレ２，黒曜石１．６９、水晶３．３９である。

ＳＢ－１１２

Ｗ－２に位置する。長軸380cm×短軸320cmの楕円形プランをなす。小型住居杜で柱穴はＰ!、Ｐｚ、Ｐ罰、Ｐ４、Ｐ鼠、

Ｐ,、Ｐ８がこれにあたる。地床炉は床面中央部をやや掘り込めた該期の特色である。炉の北に盤状のやや厚手の石

皿がある。

時期的には下吉井式期にあたる釈迦堂Ｚ２式期にあたる。石器は石錐ｌ、磨石３、黒曜石４９９である。

ＳＢ－１１０

中期の撹乱の著しい、不鮮明な住居杜であったが、長軸（450）cln、短軸（400）ｃmをなすび炉吐は柱穴であると

考えられる。出土遺物は’が無繊維土器で、口唇部に貝殻背圧痕を施し、さらに結節沈線を加えているもので、釈

迦堂Ｚ２式期に属するものである。石器は磨石ｌ、ユーフレ、黒曜石１．６９、水晶３．３９と極く少ない。

第２節縄文時代中期の住居と出土遺物

ＳＢ－２９－１

Ｙ－９に位置する。SB-29-3である曽利式期の埋尭炉があり、SB-29-2の井戸尻式期の石囲炉の残存があり、こ

れにSB-65が重なるという著しい重複のあった住居で、遺物を精査中に次々と炉祉が検出されるという状況であっ

た。

SB-29-lは、五領ケ台式期の埋斐炉であった。石器等はいずれに時期に属するかは判別できないものである。

ＳＢ－２０

Ｙ－９に位置する。格沢式期の埋斐炉のみ検出できた。埋謹炉のまわりに焼土が多く見られた。埋斐炉は２９，３６

の破片が古い埋斐炉であり、これを切って新しい埋斐炉が設置されている。これは長楕円文帯が２段めぐり、一部

無文帯に波状結節沈線文をめぐらしており、さらに楕円文帯がめぐる。猪沢式でもやや後出のものであろう。

石器は石雛１，ドリルｌ、ユーフレ１２、黒曜石７３９、水晶２．５９である。

SB-18

W-11に位置する。これも埋設された埋尭炉と思われるが、特に焼土の堆積は認められなかった。

ＳＢ－７８

Ｔ－ｌｌに位置する。新道式の埋設土器と石囲炉と思われる施設があり、これが炉刈二であれば、また別の住居:l止の

存在を考えなくてはならないが、炉吐とは確定できないが、新道式の埋莞炉と考えた。

ＳＢ－９５

Ｆ－４に位置する。藤内式期のSB-84と重複する。長径550cm、短径450cmである。小型の石囲炉をもつ。柱穴は

8個認められる。出土遺物は新道式期の最も新しい部分に属するものであり、特に４６，５０，５１，５３などはしばしば
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藤内式の縦区画文土器などと伴出することがあるが、これがSB-84と重複することによって、一時期を画していた

と認められることは重要である。

石器は石雛２、ドリル２，打斧１２、磨斧３、磨石８，牒器ｌ、ユーフレ７、スクレイパーｌ、溶岩ｌ、黒曜石１０７

９である。

ＳＢ－１１１

Ｖ－２に位置する。長径（350）ｃm、短径300cmの小型円形プランをなす。炉は土器片囲炉である。２６，２８，２９の

土器が用いられていた。柱穴はＰ３、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ７の４本柱穴と思われる。土器は１６からも新道式期の最も新しい

部分に位置するものと思われる。これらの土器群の中に縦区画文土器が含まれないことは一つの時間的特色を表わ

している。

ＳＢ－４９

Ｐ－５に位置する。いくつかの住居杜が重複しているがSB-49が藤内式期住居:土止で、５角形石囲炉で、出入口部

に28の無文の深鉢が埋設されており埋要と思われる。柱穴は確定し難いがＰ‘、Ｐ２、Ｐ鯛、Ｐ釦、Ｐ鋤、Ｐ鯛などがそ

れと思われる。

ＳＢ－８４

Ｇ－３に位置する。長径505ｍ、短径440ｍの円形プランをなす。柱穴は６個と思われる。炉辻の南に焼土が見ら

れる。埋蕊は縦区画文土器の底部を利用したもので、柱穴の一部の窪みに埋設されていた。出土遺物は縦区画文土

器を主体としたもので、三角押文に似たキャタピラ文風の押引文を用いたものは26の浅鉢といくつかの小片に限ら

れるようである。さらに31,41のような有孔鍔付土器を保有しているので、三口神平地区における１つの特異な住

居であると思われる。また先述したSB-95と重複していることから、この時期の編年研究に一つの示唆を与えるも

のと思われる。

石器は石錐５、石上４，ドリル８、ピエス２，打斧15、磨斧２，磨石２，石皿２、喋器２，ユーフレ７，スクレ

イパー２，フレイク・スクレイパー３、溶岩ｌ、黒曜石２３４９、水晶３．４９。

ＳＢ－８７

１－１１に位置する。石囲炉の残存と埋尭を検出している。埋尭は縄文RLの細かな藤内式期の特有な縄文である

と思われる。炉と埋斐との位が中期後半とは違いやや近い位置にある。

ＳＢ－１００

Ｌ－２に位置し、長径520ｍ、短径320ｍの楕円形プランをなし、中心部に地床炉がある。特にＰ６には第１１０図の

ｌにある土器が埋設されていた。SB-lO6ともSB-05とも重複している。いずれも藤内式期の範ちゆうに入る土器

群である。

石器は石錐ｌ、ピエス１，打斧９，磨石３，喋器ｌ、玉石１，ユーフレ４，黒曜石３８９である。

ＳＢ－１０６

Ｌ－２に位置し、SB-lO6と重複する。焼土の一部と床がSB-lO6に貼っていたので、SB-lO6より新しい時期の

ものと思われる。出土遺物も少量で、全体のプランもやや不明であるが、長径（315）ｃ､、短径（220）cnlのほぼ円

形をなす小型の住居辻である。

石器は角柱ｌである。
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ＳＢ－２６

Ｒ－７に位置する。長方形の石囲炉であり、この付近より井戸尻式土器片が多いので、石囲炉の時期を井戸尻式

期としたが、炉形態からは、後出の曽利式期であると思われる。石器は石雛’、ピエス’、磨石３，コア’、ユー

フレ２，角柱３，黒曜石８．１９である。このうち角柱とは方形に加工した石材で、しばしば石柱としてあるいは、炉

石として用いられるものである。

ＳＢ－２７

Ｔ－６に位置する。ほぼ壊滅した石囲炉とその周辺にいくつかの土器片が見られた。出土遺物からは、井戸尻式

期に比定される。

ＳＢ－２９－２

先述したようにSB-29-2は３軒の重複があり、その中間の位置に属する。ＳＢ－２９－ｌの上にあった石材が石囲

炉のものと思われる。時期的には井戸尻式期に属するものと思われる。

ＳＢ－３３

Ｒ－４に位置する。プランの南側のみ壁を確認したが、炉吐は検出していない。柱穴もあるが不安定である。長

径550cm、短径（500）ｃ､をなすと思われる。出土遺物は井戸尻式期のものを中心としており、これに曽利式期のも

のが混入しており、住居比の時期は井戸尻式期と思われる。遺物の中に有孔鍔付土器があり、注目される。

石器はドリルｌ、打斧25、磨斧ｌ、磨石４、石皿３、ユーフレ８，スクレイパーｌ、溶岩ｌ、角柱ｌ、黒曜石5０

９である。

ＳＢ－３６

Ｍ－６に位置する。長径372cm、短径372cmをなす４柱穴の円形プランである。ｌを埋斐炉としており、これにか

かるように４が出土し、床面よりやや浮いて６，７が出土した。２は底部の一部が、この住居杜から出土しており、

口辺部はＭ－７から出土している。３もまた体部の一部のみがこの住居杜からの出土である。台形土器が２点もま

とまって出土したことは注目される。

石器は石錐１，石皿１，打斧12、磨斧２、玉石３，ユーフレｌ、丸石ｌがある。

ＳＢ－３５

Ｔ－７に位置する。長径600cm、短径（500）ｃmの円形プランをなす。石囲炉は本来石囲埋蕊炉であったが、埋斐

炉は調査中紛失。柱穴はいく認められたが、Ｐ‘、Ｐ⑲、Ｐ１６、Pl3、Ｐ７がそれと思われる。住居並床面に見られる石

は配石ではなく地山の石である。SB-38と重複しているので、出土遺物は所属が不明のものもある。石器は石錐３，

打斧１９、磨斧３、磨石９、牒器ｌ、ハンマー３、玉石２，ユーフレ１４、ユーフレ水晶ｌ、角柱ｌ、溶岩２、スクレ

イパーｌ、黒曜石709、水晶３．３９である。

この住居杜で注目すべきは、４４，４５に見られるように関東系と思われような、円筒形の器形で口辺部に一帯の文

様帯をもつ土器が出土していることである。

ＳＢ－３８

Ｔ－７に位置する。プランの一部と石囲炉を検出している。柱穴も確定できるものはないが、Ｐ’、Ｐ２，Ｐ型、

P,｡、Ｐ４がそれにあたるであろう。石器はピエスｌ、ユーフレｌ、黒曜石３．１９である。
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ＳＢ－４８

Ｐ－６に位置し、SB-49、５０，５８，５９などと重複し、前後関係の不明な部分が多いので、井戸尻式期のものを抽

出した。炉祉は不明であるが、時期的な検討をすればSB-49の炉吐としたものがあるいは、SB-48と炉祉となる

可能性が大きい。出土遺物はやはり井戸尻式期の後半の部分に属する。特に台形土器（７）はSK-09と接合関係を

もつ。

石器ユーフレ２，黒曜石15.79である。

ＳＢ－０４

Ｋ－６に位置する。SB-43、３２と重複関係をもつ。また’－５出土の逆位底部穿孔埋斐（193図－６）もあり、

さらに住居j止の重複が考えられる。炉杜は方形石囲炉であり、完存していた。出土遺物は曽利新式第４段階のもの

と思われる。なかに加曽利Ｅ式系土器である（図１２４－１０，１１、１２）があり注目される。

石器は磨石１，石皿ｌである。

ＳＢ－０５

Ｋ－３に位置する。長径674ｍ、短径564ｍの楕円形プランをなす。炉吐は右囲炉であるが、１個を除いてすべて

抜き去られていた。柱穴はＰ』、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７、Ｐ，の５柱穴と思われる。ただし、この時期のものとしては、珍ら

しく、埋斐を持たない。あるいはＰｕがそうした施設であろうか。壁溝は南側の部分のみに認められた。

出土遺物は豊富である。特に（125図－７）は吊手土器で、炉祉の北側から検出され、Ｓ－Ⅱ区SB-05と同様な

出土状態である。また（126図１５，１８）は関東地方の加曽利Ｅ３式土器に比定され、曽利式土器との伴出関係が注目

される。曽利新式第３段階。

なお、この住居辻はほぼ同時期のSB-71と重複関係をもつが、層位的な確認はできなかった。石器は石雛２、ド

リル１，打斧１３、磨斧２，稜磨石１、磨石６、石皿２、喋器２，玉石４、ユーフレ７、フレツク・スクレパーｌ、

溶岩２、黒曜石809、水晶２．３９であり、これに石皿のミニチュアが出土している。

ＳＢ－０６

Ｎ－３に位置する。ほぼ円形の石囲炉のみを検出している。出土遺物は加曽利Ｅ４式土器に併行する時期のもの

であるが、炉祉の石組みからすれば、いわゆる曽利古式前後のものと思われる。

ＳＢ－０７

Ｗ－３に位置する。石囲炉と埋謹が検出されている。石囲炉は曽利新式期のものと思われる。ただし埋斐はその

位置から言って、このSB-07に伴うものとは考えられない別の住居杜に付設されたものと考えられる。

ＳＢ－０８

Ｘ－５に位置する。石囲炉のみを検出している。石囲炉の形態から曽利古３～曽利新式期に属するものと考えられる。

ＳＢ－１０

Ｎ－７に位置する。石囲炉のみ検出されている。石組みの方法がＳ－Ⅳ区SB-05などに類似している。おそらく

曽利古式期に属するものであろう。

SB-11

０－６に位置する○石囲炉の残欠が検出されている。炉形態もやや不明な部分があり、時期的にも不明である。

石器は打斧２，フレイク・スクレイパーｌである。

－１５－



SB-12

０－８に位置する。石囲炉の残欠のみ検出されているｂ炉形態も不明である。

ＳＢ－１３

Ｘ－８に位置する。小型の五角形石囲炉である。このような小型の石囲炉は曽利式期の終末に位置するものと思

われる。

石器は打斧ｌ、磨石１，玉石ｌ、ユーフレ３である。

ＳＢ－１５

Ｙ－６に位置する。石囲炉がほぼ残っており、石囲炉の形態から、おそらく曽利古式期のものと思われる。

ＳＢ－１６

ｐ－４に位置する。方形石囲炉がほぼ完存していた。炉形態より曽利新式期に比定されるものと思われる｡

石器はユーフレ３である。

ＳＢ－１７

Ｘ－３に位置する。石囲炉と埋尭を検出しているが、その位置関係より両者はそれぞれ別の住居杜に属するもの

と思われる。埋莞は加曽利Ｅ‘式に属するもので、石囲炉は曽利古式期のものであろう。（図130-2）はこの地域

では少ない直前段自結の結節縄文である。

ＳＢ－１９

Ｑ－５に位置する。方形石囲炉である。自然篠の上に構築された炉吐である。炉形態より、曽利Ⅳ式期に前後す

る時期に位置するものと思われる。

石器は打斧ｌである。

ＳＢ－２１

０－９に位置する。長径（570）ｃm、短径（530）ｃ､の円形プランをなすと思われる。炉祉は石囲炉で、埋斐は長

胴大尭の胴部を利用したものである。なお（図40）にあるように、この埋尭は井戸尻式期の埋尭を切って埋設され

たものであり、さらに南側に加曽利Ｅ３式の埋蓋が認められている。また炉祉の脇にも埋尭の一部が検出されてお

り、これらの埋尭はそれぞれ異時期のものと考えられる。柱穴はＰ３、Ｐ１０、Ｐ‘、Ｐ,、Ｐ‘ないしＰ５がそれと思わ

れるが、なお、いくつか柱穴と思われるものもあり、別時期の住居杜の重複を考えなくてはならない。曽利古式第

２段階。

またＰ１３からは曽利式の水煙把手が検出されている。石器は石錐ｌ、ドリルｌ、ピエス１，打斧２、磨ｌ、磨石

５，石皿ｌ，ユーフレ３，黒曜石19.49、水晶２．３９である。。

ＳＢ－２２

Ｋ－ｌＯに位置する。石囲炉の１部が検出されているるおそらく方形石囲炉であろう。出土遺物もなく時期不詳で

ある。なお、炉祉は図化されていない。曽利新新式に位置しよう。

Ｓ Ｂ－２３．

Ｋ－１０に位置する。方形石囲炉である。出土遺物は少量であるが、炉形態より曽利古式前後の位置が与えられよ

う。

－１６－



ＳＢ－２４

Ｘ－６に位置する。炉はほとんど崩壊しているが、この炉祉に伴うと思われる埋尭が検出されている。これは縄

文地に粘土紐を貼付したものである。おそらく曽利古式第３段階に属するものであろう。

石器は打斧２、磨斧１，稜磨石ｌである。

ＳＢ－２５

Ｘ－７に位置する。この炉祉もまたほとんど崩壊したもので、時期の特定は困難である。

石器はユーフレｌである。

ＳＢ－２７

Ｔ－６に位置する。この炉祉もまたほとんど崩壊しており、時期の比定は困難であるが、この付近より井戸尻式

期の土器の出土があり、あるいは、この時期に属するものかもしれない。

ＳＢ－２９－３

Ｙ－８に位置する。SB-29は重複の著しい住居並であった。最も新しい時期のものがSB-29-3である。炉吐は

石囲埋髪炉である。石囲埋尭炉は曽利古式期に用いられる炉形態である。Ｓ－Ⅲ区ではSB-78、Ｓ－Ⅳ区でSB-l

lなどがある。また出土遺物等から曽利古式第２段階の範ちゅうとして考えておきたい。

石器はSB-29のいずれの時期に属するか不明だが、石雛４，打斧８，磨石９、石皿ｌ、丸石ｌ、プレイクスクレ

イパーｌ、溶岩ｌである。

ＳＢ－３０

Ｒ－６に位置する。ほとんど炉祉の痕跡のみ認められた住居辻である。出土遺物にはＸ把手付大尭がある。時期

的には曽利古式第３段階に位置しよう。

石器は打斧ｌである。

ＳＢ－３１

Ｙ－６に位置する。石囲炉の奥の部分の石のみが残ったものである。炉形態より曽利古式に位置しよう。

石器は石鑑ｌ、角柱ｌである。

ＳＢ－３２

Ｋ－５に位置する。方形石囲炉の側壁の石のに残っていたもので、SB-04と重複するもので、おそらく曽利新第

３段階前後の位置に属するものと思われる。

ＳＢ－３４

Ｍ－８に位置する。長径570ｍ、短径520ｍをなす。埋謹炉（134図－２）がある。より新しい時期であるSB-44

と重複し、またほぼ同時期のSB-64とも重複している。SB-34のＰ‘に逆位に埋設されていた底部穿孔埋謹（図134-

1）はSB-64に伴うものと考えられる。このSB-34も時期的には曽利古式第２段階に位置するものと思われる。

なお出土遺物に台形土器が３個体も見られる点は特徴的である。

石器は打斧６，磨斧２、磨石９、ハンマー３、玉石ｌ、コアｌ、溶岩ｌ、黒曜石３０９である。

ＳＢ－３７

Ｌ－７に位置する。長径500cm，短径407ｃｍをなす。炉祉は石囲炉の奥壁部の石のみが残存していたのみで、他は
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抜き去られていた、柱穴はＰ，、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５がこれにあたる。Ｐ５は発掘時は不明で、住居を切り割って検

出したものである。壁溝は南西側のみに検出されており、特に奥壁部では壁溝の中に小ピットが穿たれていた。埋

謹は出入口部に逆位底部穿孔埋喪が２基直列して検出されている。

出土遺物は曽利新式第２段階に属するものと思われるが、特に（135図－６）は特異な縄文Ｌであり、注目される。

石器は石嫉ｌ、打斧ｌ、石皿ｌ、ユーフレ５，溶岩ｌ、黒曜石４９である。

ＳＢ－３９

Ｍ－７に位置する。長径（540）ｃm、短径（480）ｃmである。石囲炉の側石が２個検出されている。出入口部に埋

斐（136図－１）が検出されている。この埋尭の中からミニチュア土器が出土している。柱穴はＰ’、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ５

がそれに充当するものと思われるが、炉奥壁部の柱穴は確認できなかった。なお、ほぼ同時期のSB-77がこれに重

複している。曽利古式第２段階。

石器は石錐１，打斧３，磨石１，石皿ｌ、ユーフレ４、黒曜石６．３９。

ＳＢ－４０

Ｒ－４に位置する。プランは不明で、集石した石囲炉の周辺から出土した土器をこの住居杜の出土遺物とした。

この集石した石囲炉は釈迦堂遺跡群では他に例がないものである。出土遺物のうち（138図－１０）はこの土器の口

辺部の１部がSB-43からも出土しており、ほぼ同時期の所産と思われる。曽利新式第２段階。

石器は打斧４，稜磨石ｌ，磨石ｌ、ユーフレｌ、黒曜石17.49である。

ＳＢ－４１

Ｒ－２に位置する。プランは不明、石囲炉は完存している。遺物は炉吐周辺に多く分布している。土器は出土量

が多く、肥厚口辺系土器（140図－４４，４５）が見られる（41,47）もこの系統の土器であろう。曽利新式第２段階。

石器は打斧２、磨石２、喋器ｌ、ユーフレ２、スクレイパー２，黒曜石０．５９である。

ＳＢ－４２

Ｒ－２に位置する。プラン不明。石囲炉は完存しており、出土遺物は極く少なく、炉の北側に集中していた。時

期的には曽利新式第２段階に比定されよう。柱穴と思われるピットはＰ1.、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４がある。

ＳＢ－４３

Ｌ－６に位置する。長径560ｍ、短径420cmである。壁溝が全周し、柱穴はＰ'、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ５が認められるが、

奥壁部の柱穴は調査の手順の誤りから検出されていない。炉祉はほとんど抜きさられている。埋斐は壁溝にかかっ

て検出されている。

出土遺物は豊富で、特にSB-40とも接合する土器が出土している。特に土鈴が検出されている。時期的は曽利新

式第２段階に比定されよう。

石器は石雛４、石上ｌ、ドリルｌ，ピエス４，打斧12、磨石８，石皿ｌ、喋器ｌ、玉石２、ユーフレ９，コア２，

溶岩２、黒曜石８５９、水晶２．８９である。

ＳＢ－４４

Ｋ－８に位置する。SB-34、SB-70と重複する住居並である。炉祉は壊わされているが、よくその石をとどめて

いる。柱穴は奥壁部のものが不明だが、これは重複のためである。埋斐は頚部に刻目隆帯がめぐり、体部に縄文が

施されるものである。他に肥厚口辺系土器烈点文系土器、斜行沈線文系土器とさまざまな系統の土器がある。時期

的には曽利新式第１段階。
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石器は打斧２，磨石22、石皿ｌ、チャートｌ、黒曜石１．９９である。

ＳＢ－４６

Ｊ－９に位置する。長径550ｍ、短径545ｍの楕円形プランをなす。壁溝は南西側にめぐる。石囲炉は完存ｌ、柱

穴はＰ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４，Ｐ６である。埋斐は正位で、付近に土偶と耳栓がある。

出土遺物は曽利新式第４段階に位置するものであろう。特に肥厚口辺系土器の出土を見ない点は注目される。

ＳＢ－５０、５１，５６，５８

Ｐ－５に位置する。重複の著しい住居杜である。SB-48、４９はそれぞれ井戸尻式と藤内式期に比定されるが、S

B-50、５１，５６，５８は炉祉のみが残る。SB-50は石囲炉が一部残り、SB-51はSB-50の炉並の上に設置され、SB-

56は炉石の一部のみが残っている。またSB-58はややはなれて、Ｑ－５に位置する。またこれに近接してSB-83の

炉吐もある。おそらくSB-50は曽利古式の第２段階。

このように重複が著しく、前後関係や重複する柱穴の所属関係等不明な部分が多い。

ＳＢ－５３

Ｎ－６に位置する。SB-03によって切られた石囲炉の残欠。

ＳＢ－５５

Ｘ－７に位置する。柄鏡形の住居:t''二で、円形プランの部分には周縁部に石をめぐらせていたと思われる。張り出

し部には敷石があったと思われるが、崩れている。茄囲炉である。柱穴と確定できるピットはない。

自然石の露頭の部分に、構築され、しかもSB-25、２４等の重複が著しく不明な部分が多い。時期的にはSB-85や

Ｎ－Ⅲ区SB-01などと同じような曽利新式第４段階期に位置しよう。

石鍬６（１点はホルンフェルス）、ドリルｌ、ピエス１，打斧５、磨石３，石皿ｌ、玉石ｌ、ユーフレ１５、コア

ｌ、溶岩１、石棒ｌ、黒曜石１５７９、水晶21.29である。

ＳＢ－５７

１－７に位置する。楕円形プランと思われるが、壁溝の一部と炉祉と埋斐を検出している。柱穴はＰ!、Ｐｚ、Ｐ３、

Ｐ５と思われるが、炉の北側の柱穴は土壌があるため、確認できなかった。

時期的には曽利新式第２段階に比定されよう。出土土器の中に肥厚口辺系土器がないことも一つの特徴である。

石器は石雛３、磨石７，石皿ｌ、ユーフレ５，黒曜石３０９、水晶０．７９である。

ＳＢ－５９

Ｎ－ｌＯに位置する。プランは不明、石囲炉が、変形はしてはいるが完存し、柱穴は不明。炉祉の南側の自然石の

間に、逆位底部穿孔埋謹があった。これが位置的もこの炉吐に伴うものと判断された。

なお、この住居杜のまわりには、SB-21の埋斐等いくつかの埋斐もあり、別個の住居の可能性もあるが、その位

置関係から、埋斐の所属を決定している。

住居の時期は埋斐より曽利新式第４段階に比定されよう。石器はユーフレ２、黒曜石０．９９、水晶３．５９である。

ＳＢ－６０

Ｍ－ｌＯに位置する。プラン不明だが、南東側に壁溝の一部を検出している。炉吐は出入口部側を抜きとられてい

る。また炉祉の北側にＰ５があり、これは一部石囲いとなっているが、この上部に埋要が設置されていた。出入口

部埋妻は正位であり、そのまわりを調査すると一つの土壌となった。柱穴はＰ１、Ｐ２、Ｐ５、Ｐ６、Ｐ９がこれにあ
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たると思われる。

これにSB-75、

石器は石錐ｌ、

曽利新式第３段階。

76,59が重複し、柱穴の中には、これらの住居杜に属するものがある。

ドリルｌ、打斧３、磨石３，ハンマーｌ、ユーフレ５，溶岩１，黒曜石１５．７９である。

ＳＢ－６２

Ｍ－８に位置する。プランは不定形である。SB-64、３４と重複している。また炉祉は検出していない｡柱穴もＰ,、

Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５がそれと思われるが、整然としない。

出土土器は肥厚口辺系で、曽利新式第３段階に比定されよう。なお、（157図41,42）は異時期のものである。

石器は、ドリル１，打斧２、磨石４、玉石ｌ、ユーフレ５、溶岩ｌ、黒曜石15.79である。

ＳＢ－６３

０－１０に位置する。石囲炉のみ確認している。炉石の側石が失なわれている。SB-80の上に構築された住居辻で、

プランは不明で、柱穴もまた確認できなかった。

石器もほとんどなく、牒器１点のみである。

ＳＢ－６４

Ｍ－８に位置する。SB-34と重複するが、壁溝と東側の掘り込み部から、長径（560）ｃm、短径（480）ｃ､の円形

プランをなす。炉祉は石囲炉で、出入口部と奥壁部の石を抜かれている。柱穴は５穴と思われる。曽利古式第１段階。

ＳＢ－６６

Ｎ－４に位置する。長径470ｍ、短径460ｍの円形プランである。北側に壁溝がある。炉石はほとんど抜きさられ

ている。埋尭は出入口部にあり、柱穴は５穴で、Ｐ１、Ｐｚ，Ｐ３、Ｐ４、Ｐ６がそれである。典型的な曽利後半期の住

居形態である。時期的には曽利新式第１段階。

出土土器の中に肥厚口辺系を含まない。石器は石錐ｌ、打斧４，磨石２，ユーフレ２，石棒ｌ、黒曜石１７．６９で

ある。

ＳＢ－６７

Ｒ－７に位置する。石囲炉の側石のみ検出されている。炉祉の付近に（158図－１）の土器が伏斐状態で検出さ

れている。

時期的には曽利古式期前後に置かれよう。

ＳＢ－６８、６９

Ｗ－６に位置する。南側の壁の１部のみ検出された。炉祉は石囲炉をSB-68とし、焼土と埋斐炉をSB-69の炉

;tll二とした。柱穴はＰ!、Ｐ鰯、Ｐ麺、Ｐ１２、Ｐ,,、Ｐ６等がそれにあたる。出入口部のSK-79に正位の埋尭が２個直列し

て検出された。これをSB-68ないし69に伴うものと判断したが、位置的に断定し難い。曽利古式第１段階。

出土遺物は埋斐の遺物が無文で時期判定に苦しむが、胎土等から曽利式期に属するものと思われる。石器はユー

フレ７、水晶ユーフレｌ、黒曜石239、水晶０．４９である。

ＳＢ－７０

Ｊ－７に位置する。長径約550ｍ、短径535ｍの円形プランをなす。炉祉はほとんど壊わされ、炉石を一個のみ残

しており、柱穴はＰ，、Ｐ３、Ｐ６、Ｐ７、Ｐ９と思われる。ただし、SB-44、３７が重複し、これらに属すると思われる

ものもある。埋翌は大霊の底部を利用したものである。曽利古式第２段階。
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出土遺物は極く少ない。打斧ｌ、スクレイパーｌ、黒曜石３．８９である。

ＳＢ－７１

Ｋ－５に位置する。SB-05と重複関係をもつ。長径520cm、短径500cmである。炉吐はほとんど壊わされている。

柱穴は５柱穴である。なお、炉吐の北東に石柱状の自然石がある。埋斐は出入口部に正位に埋設されていた。壁溝

はない。

出土遺物は比較的豊富で、曽利新式第３段階のものと思われる。壷形土器（162図－７１，７２）は、Ｓ－Ⅳ区SB-5

5でも２個体出土しており好対照をなしている。石器は打斧ｌ、磨斧ｌ、稜磨石ｌ、磨石ｌ、玉石２、ユーフレ５、

石棒ｌ、黒曜石３５９、水晶４．７９である。

ＳＢ－７２

Ｇ－６に位置する。三口神平地区の曽利式期の住居北としては最も西端に位置し、土器すてばＡと接している。

長径（540）cIn、短径480cmの楕円形プランをなす。炉:jZll二は崩壊している。柱穴は他の曽利式後半期の住居と違い８

柱穴でそれぞれがやや小さい。壁溝は南東側に認められた。なお、この住居並で最も問題とるのは、出入部に設置

された石柱の帰属問題である。調.査時には異時期のものとして取りあげたが、セクション図の検討等から、この住

居に伴うものと考えても、おかしくない状態ではないかと思われる。むしろＳ－Ⅲ区とＳ－Ⅳ区のいくつかの対照

的な様相から、伴うものと考えて集落を考えたい。

出土遺物は極く少ない。特殊遺物として土鈴の出土がある。石器は石錐１，打斧５，磨石４，石皿３，玉石３，

ユーフレ２、溶岩ｌ、炉石ｌ、黒曜石９．３９である。

ＳＢ－７３

Ｕ－９に位置する。半壊した円形石囲炉のみ検出された。出土遺物もなく時期不詳だが、この炉形態からすれば、

曽利古式の位置が与えられよう。

ＳＢ－７５

Ｍ－ｌＯに位置する。五角形石囲炉のみ検出されている。SB-60の上に構築された住居で、この上にさらにSB-7

6が乗る。SB-75に伴う柱穴や埋妻は不明である。石器はユーフレｌ、黒曜石229である。曽利新式第４段階。

ＳＢ－７６

Ｍ－ｌｌに位置する。SB-60、７５の上に構築された住居で、若干の焼土の炉石の抜き取り痕を検出している。柱穴

は炉並の北と東西のもののみを検出しているが、これもSB-60と重複している。石器はドリル１，打斧ｌ、ユーフ

レ２，黒曜石６．５９である。

ＳＢ－７７

Ｍ－７に位置する。長径（570）ｍ、短径（550）ｍの円形プランと思われる。西側のみに壁溝を２本検出してい

る。炉は全壊している。柱穴はＰ，、Ｐ３、Ｐ２、Ｐ４があり、未検出のものがある。SB-39と重複し、時期的にも、

ほぼ同様の時期と思われる。石器としては磨石ｌである。

ＳＢ－８０

０－１０に位置する◎長径（500）ｍ、短径（400）ｍと思われる。SB-63の下部に検出された住居でSB-21とも重

複関係をもち、この上に構築されたものと思われる。炉吐はほぼ残っており、その形態を想定できる。壁溝東側の

みに検出されている。この溝は花商岩を削り込んでいる。さらにこの中に小さな穴を穿っている。この住居で問題
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となるのは、埋謹である。埋斐の１は出入口部に通常に設置されていたが、埋斐２は調査を進めるとSK-266となっ

た。埋斐を囲むように石が置かれている。埋蕊とｌのこのような例は管聞にして知らないので、あるいは別個の遺

構とも考えられるが、相方の埋蕊とも、ほぼ同時期のものと考えられるので、この両者ともこの住居に伴うものと

考えておく。なお柱穴はやはり５柱穴と思われる。２穴がSB-21の中にある。石器は石錐１，打斧ｌである。時期

は曽利新式第１段階。

ＳＢ－８１

０－１０に位置する。SB-80の東に検出された石列である。この石列を炉』上の一部と認定したが、焼土もなく、石

も焼成痕がないので、住居杜とは断定し難い。

ＳＢ－８２

０－１１に位置する。石囲炉の残欠であるが、焼土もあり、住居izIlﾆの存在を考えた。SB-80とも重複するものであ

る。

ＳＢ－８３

Ｐ－４に位置する。小型の炉吐で、クイの残土を撤去する時に検出された。このような小型の炉吐は、中期終末

に位置するものと考えられる。

ＳＢ－８５

Ｈ－ｌ２に位置する。柄鏡形住居杜である。鏡部は長径300cm，短径280cmをなす。柄部は幅165cm，長さ270cmであ

る。鏡部には縁石をめぐらし、柄部は先端に敷石が見える。石囲炉はやや小型である。縁石には石棒、小型の丸石

などが利用されている。曽利新式第４段階。

出土土器は曽利式から加曽利ＥＩ式、後期初頭の土器まで見られる。石器は石雛１，ピエス１，打斧１，石皿ｌ、

喋器ｌ，ユーフレｌ、溶岩ｌ、黒曜石289、水晶９．８９である。

ＳＢ－８６

Ｉ－ｌ２に位置する。プラン不明。SB-85と同様な住居ではなかったかと思われる。出土土器も中期末である。石

器は打斧２、黒曜石３．８９である。

ＳＢ－８８

０－１３に位置する。プラン不明。焼土と埋尭を検出している。炉は石が抜き取られており、焼土のみが残る。埋

謹はハの字文土器の底部を利用したものである。石器はピエスｌ、ユーフレｌ、黒曜石309である。

ＳＢ－８９

Ｋ－ｌＯに位置する。プラン不明、炉:tltの一部を検出している。炉の北側にSK-230があり、ここに土器が設置さ

れており、埋嘉であると思われる。こうした例はSB-60に見られる。時期的には曽利新式期に位置しよう。

ＳＢ－９０

Ｋ－ｌｌに位置する。炉の石列のみを検出している。出土遺物もなく時期不詳である。石器は石錐ｌ、ユーフレｌ、

水晶８．１９である。
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ＳＢ－９１

Ｌ－ｌｌに位置する。炉はほぼ全壊し、石列が残存している。SB-90、９１付近には、いくつかの遺物があるが、い

ずれに帰属するかは不明である。石器は打斧４、磨石２，玉石２である。

ＳＢ－９２

Ｑ－３に位置する。周溝の一部を確認している。柱穴はスクリーントーンで図示したもので、Ｐ！、Ｐｚ、Ｐ３、

Ｐ４、Ｐ５がそれにあたる。炉並はSB-93の上に炉石が一部が残っている。石器は石錐ｌ、ユーフレｌ、黒曜石8.8

９である。

ＳＢ－９３

Ｑ－３に位置する。長径530ｍ、短径520ｍの円形プランである。石囲炉は完存している。石囲炉は完存し、４隅

に立石がある。柱穴はＰ,、Ｐ５、Ｐ４、Ｐ３、Ｐ２がそれにあたる。埋斐は東側の壁溝の中にあり、正位に埋設されていた。

出土土器の中に加曽利Ｅ３式土器が多く見られる。時期的には曽利新式第４段階に位置しよう。

SB-94、９９

Ｌ－ｌｌに位置する。長径620cm、短径620cmの大型プランである。石囲炉は平石を置くタイプである。柱穴は６穴

である。壁溝は全周する。埋斐はない。この住居に２つの番号を付けたのは写真図版で示したように厚さ約１０cmの

貼り床が存在したためである。炉祉はSB-99ではやや浮いたような状態にある。

土器はほとんど完形品はほとんどないが、おそらく曽利古式第２段階に位置するものと思われる。石器は石錐４，

ドリル２，ピエス３，打斧３、磨斧ｌ、磨石５､石皿ｌ、ユーフレ12、黒曜石489である。SB-99においては黒曜石

６．１９である。

ＳＢ－９６

Ｊ－ｌｌに位置する。プラン不明。柱穴は不明。炉祉は石囲埋尭炉でこの西側に逆位の埋設土器がある。撚糸文地

の土器はレベル的には石囲埋斐炉と一致するが、斜行沈線文土器はより低い位置にある。時間的には炉体土器と埋

尭とが同時期とは考えられない。

住居杜の時期は炉体土器で曽利古式第１段階で、埋尭を中心に見れば、曽利古式第３段階であろうか。石器は打

斧２、磨石３，ユーフレ３、黒曜石０．２９である。

ＳＢ－９７

Ｒ－２に位置する。長径585cm、短径460cmである。石囲炉は半壊している。柱穴はＰ’、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５であ

るが、プランとかならずしも整合しない。時期的には曽利新式期に位置しよう。石器は石皿ｌ、喋器ｌ、ユーフレ

３，黒曜石229、水晶０．４９である。‐

ＳＢ－９８

Ｈ－３に位置する。焼土と石敷を確認していたので、柄鏡形住居の残欠と認定した。出土遺物はほとんどない。

時期的にも中期の終末に位置するもので、表土から浅い所に位置するため、撹乱が著しいものと思われる。

ＳＢ－１０１

Ｈ－ｌに位置する。石囲炉と壁溝の一部を確認している。柱穴と思われるものも４穴検出している。炉祉は完存

している。

出土遺物はない。おそらく曽利新式期のものであろう。Ｓ－Ⅲ区のSB-02、０３と近接し、他の曽利式期の住居群
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とは離れている。石器としてはユーフレｌのみである。

ＳＢ－１０３

Ｕ－３に位置する。石囲炉は完存し、プラン不明。出土遺物は極く少ない。ただし（198図－２）は吊手土器の

一部でブリッヂの部分に人体を表現している。あたかも土偶が付いているようである。

ＳＢ－１０５

１－１１に位置する。長径680ｍ、短径650ｍの大型プランである。このような大型プランとなると６柱穴となるよ

うで、Ｐ!、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ?である。奥壁部の柱穴は土壌と重複してｌ穴不明となっている。埋斐はなく、出入

口部の施設の痕跡であるＰ,２，Ｐ,3がある。時期的には曽利新式第１段階である。

出土土器は非常に多く、図化したものもその一部である。重孤文土器、肥厚口辺系土器、加曽利Ｅ系土器など

があり、バラエティに富んでいる。石器も多く、石錐５（うち水晶ｌ）、ドリルｌ、打斧１０、磨石９，石皿ｌ、ユー

フレ20、スクレイパー２、溶岩２、丸石ｌ、フレイク・スクレイパーｌ、黒曜石989、水晶１．３９である。

ＳＢ－１０９

１－１２に位置する。長径620ｍ、短径（580）ｍの円形プランである。壁溝は全周する。石囲炉は半壊し、炉石の

一部が炉の北に置いてあった。柱穴は典型的な５柱穴である。埋莞は周構内に正位に埋設されていた。

出土遺物は割合と少なく、曽利新式第３段階の後半に位置しよう。石器は石錐２，ドリル２、ピエスｌ、打斧３、

磨石９，石皿２，喋器２，玉石ｌ、ユーフレ３，ユーフレ(水晶）ｌ、溶岩ｌ、フレイク・スクレイパー２，黒曜石579である。

ＳＢ－１１３

Ｈ－９に位置する。はじめ埋尭を検出し、これは単独の屋外埋妻と考えていた。またSK-66を調査したところ

土壌の壁に炉:h'二が斜めに検出された。よって、この炉祉は何らかの自然変異によって、炉祉周辺部が陥没したもの

と考えられる。なおこの埋謹の中からは土偶の頭部が出土している。このような例は尖石遺跡のほか例が少ないと

思われる。時期的には曽利新式第３段階。

第３節埋 套 と 不 明 遺 構

埋雲炉と思われる埋雲

Ｒ－６にある井戸尻式の埋斐は、埋斐と考えられたが、焼土を確認していないので、住居杜番号を付さなかった。

Ｘ－６にある新道式の埋斐もまた焼土の確認ができなかったので、炉:htとは断定できなかった。

Ｙ－６にある井戸尻式の埋斐は復元図化できなかったが、これもまた上記のものと同様な理由で、住居番号を付

けなかった。

ＳＸ－０４

Ｖ－７に位置する。これも柄鏡形敷石住居辻の残欠と思われる。鏡部の敷石の一部と思われる。

ＳＸ－０２

Ｕ－５に位置する。柄鏡形敷石住居杜の一部と思われる。おそらく出入口部のものと思われる。出入口部に石囲

状の施設をもつものはこの時期にいくつか見られる。
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ＳＸ－０５

Ｃ－５に位置する。土器すてぱの西に位置した喋群であり、中に焼石等が認められたが、この集石の性格は不明である。

第４節土器すてばＡ

土器すてばＡ

三口神平地区の西端に位置する。調査の当初は、土器すてば〃という概念はなく、調査を進め、下部から住居杜

が検出できるものと考えていたが、ついに何の遺構や検出できなかった。

立地的には、Ｎ－Ⅱ区から伸びてくる小谷に向う傾斜地の肩の部分という所である。全体的には三口神平地区の

住居群とほぼ同様な平面にあることから、この住居群とは別個の土器すてばと考える調査員もいたが、整理作業の

進展に伴い、三口神平地区の遺構やグリッド出土土器との接合関係が明らかにされたことによって、その有機的な

関係が証明され、三口神平地区の集落に伴う土器すてばと確定できるに至った。出土遺物は実に豊富で、土器はも

ちろんのこと土偶、土製円盤が著しく多い。

なお土器すてばＡおよびＢ、Ｃの性格については後述する。

第５節平安時代の住居と出土遣物

ＳＢ－０１（歴史時代の住居杜）

Ｈ－９に位置する。一辺314cmの方形プランである。方形プランの一角にカマドを設けるのがこの時期の特色で

ある。柱穴不詳。

出土遺物はカマドの中に土師質土器が検出されている。

ＳＢ－０２

Ｊ－８に位置する。一辺485cmの方形プランで、やはりSB-01と同様に南側の一角にカマドを設けている。出土

遺物はない。カマドはほとんど崩壊し、形状不明。

ＳＢ－０３

Ｋ－６に位置する。長辺519cm、短辺480cInの長方形プランである。東側の一角にカマドを設けている。この時期

の住居杜としては珍らしく、柱穴を数穴確認しているが、主柱穴は４穴と思われるが、確定はできない。また北側

の隅に、貯蔵穴と思われるような、土壌も存在する。

ＳＢ－２８

Ｎ－７に位置する。一辺が463cmの方形プランをなす。住居杜プランの中に黒色土が充満していた。柱穴は.確定

できなかったが、カマドもないことから、住居とは別な施設と考えられる。

ＳＢ－１４

Ｑ－５に位置する。長辺450cm、短辺400cmの長方形プランである。東側の一角にカマドを設けている。他の住居

と違い粘土で構築したカマドである。この他に住居の中央部にも焼土の堆積があった。土師質土器が２点出土している。
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－２６－

第６節住居杜一覧表

Ｓ－Ⅲ区住居辻一覧表

ＳＢＮｑ

ＳＢＯ１
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０
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４
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９
８
５
６
３
３
３
５
９
７
６
８
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５
６
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３
ｍ
５
９
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母
．
〈
咋
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脹
帳
涯
浄
鴻
卜
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浄
匪
吟
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浄
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酷
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卜
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６
７
６
６
７
８
８
８
６
６
５
５
８
６
５
７
６
７
４
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一
一
一
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一
■
｜

』
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砂
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法
吟
蹄
蛎
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』
眼
Ｍ
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Ｋ
Ｋ
Ｘ
Ｘ
Ｒ
Ｔ
Ｎ

畏軸×短創Ｉ

314×２８０

'185×４６０

５１９ｘ４８０

６７４ｘ５６４

(485)×(380）

450×４００

(570)×<530）

463×４２５

500×（500）

570×５２０

６００×（500）

372×３７２

５００×４０７

(540)×(480）

住居形態

方形

方形

方形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

炉形 態

１
．
侭
．
時
‘

が
、

マ
マ
マ

・
刀
・
刀
力

方形石囲炉

石側炉

円形石囲炉

方形石囲炉

方形石側炉

長方形石朋炉

方形石囲炉

石囲炉

石囲炉

五角形石朋炉

カマド

怪方形弱開炉

方形石囲炉

方形石囲炉

埋漣炉

方形石囲炉

埋蕊炉

方形石凹炉

方形石凹炉

方形石囲炉

石囲炉

石囲炉

長方形石|川炉

石囲炉

カマドな:，

雌蕊炉

石朋炉

禰Ⅲ埋売炉

石囲炉

石囲炉

石朋炉

不明

埋翌炉

石囲埋発炉

埋斐炉

石囲炉

石囲炉

方形石囲炉

集石右側炉

方形石側炉

炉石の残存

１
－

欠
欠

存
石
存
存
石
存
石

完
側
完
完
側
完
前

典石欠

側石欠

存
存

歩
元
杢
元

前・奥石欠

存
存

一
元
毒
工

完存

側行のみ残存

先存

奥石のみ残存

柚‘（〃′み舜左

完存

側石を欠

完存

奥石のみ残存

'側荊

完存

完存

｣1M

正位

正位

砿位

正位

逆位底部穿孔２

而位

特殊遺物

土偶

土偶

吊手土器・土信

土偶

土偶

土偶

土偶

土偶

土偶

土鈴・台形土器

台形土器

偶
偶
偶

士
土
土

備考

平安時代窯の住居虹

平安時代末の住居北

平安時代末の住居吐

埋蕊は別の遺櫛に伴うもの

平安時代末の住居並

埋翌は別の窒納のもの。

埋斐炉が車複していた。

井戸尻式期の埋設‘畠器を切っ

た埋尭

遺物不明

平安時代末、住居とは別の

遺構であろう。

埋誕の中にミニ･チュア土器

が遺存。



7］

7２

－２７

ＳＢＮｂＩ

ＳＢ－４２

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

３
４
．
５
６
７
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８

グ リ ッ ド

２
６
８
９
７
５
５
５
５
５
６
６
６
７
５
ｍ
、
８
叩
皿
８
４
７
６
６
７
５
６
９
ｍ
ｕ
叩
ｎ
ｍ
胆
４
３
吃
哩
如
喝

Ｒ
・
・
》
鴎
◎
・
一
》
吟
』
』
砕
癖
』
岬
◎
Ｘ
Ｐ
』
癖
炉
叫
◎
峠
ひ
咋
据
呼
岸
呼
雁
・
》
＆
睡
昨
い
◎
昨
雌
峠
◎
ト
ト
ひ
画
．
吟
鵬
肥
隆
卜

長軸×短軸

５６０×４２０

(600)×５２０

５５０×５４５

４１５×３８５

５８０×３３０

(450)×(270〕

(640)×(570）

(450)×<420）

(540)×(480）

(600)×５３０

(560)×仏80）

４７０×４６０

(620)×(570）

<550)×５３５

５２０×５００

(540)×(480）

(570)×(550）

(500)×(‘100）

505×４４０

住居形態

楕円形

楕円形

楕円形

格11｣形

楕円形

楕円形

棺円形

楕円形

楕円形

不定形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

''1形

楕円形

楕円形

柄鏡形

不明

炉 形 態

方形蒋厨|炉

石囲炉

万洲炉

方形石囲炉

地床炉

不明

.'j:角形石囲炉

石囲炉

方形石囲炉

地床炉

打間炉

方形行囲炉

石|川炉

石Ni炉

石囲炉

方形石囲炉

方形石間炉

不明

石Ｍ１炉

石服炉

,iI_角形石間炉

石Ni炉

石囲炉

石囲炉

埋喪炉

石M1炉

石囲炉

石囲炉

円形弱｢囲炉

五角形ti囲炉

不明

不明

巧囲炉

石囲炉

石囲炉

石囲炉

石|川炉

ｲﾃⅢ炉

石囲炉

石囲炉

石囲炉

炉石の残存

完存

奥濁のみ完存

全壊で形状不明

完存

側石を欠く

前・側石を欠く

完存？

存

存
存
形
存
残
欠

残
残
蛮
欠
残
み
存
存
く
欠
を
く

み
み
力
桁
み
の
久
残
荊
欠

雑
種
を

欠
の
欠
の
だ
欠
奥
欠
の
石
カ
カ
の
前
を

石
石
府
石
存
存
石
・
部
壊
石
側
壊
壊
石
石
存
壊
壊
石
石
・
部
存

側
側
側
側
完
完
側
前
．
全
側
向
全
全
側
側
完
全
全
側
側
側
》
完

埋翌

正位

正位

正位

正位

正位

逆位底部穿孔

正位

逆位底部穿孔

正位

正位

正位

正位

正位２

正位

正位

正位

粋 殊 遺 物

土鈴・:2二偶

.&:偶・耳栓

盤状項i皿

上偶

...完偶

立石・土鈴

土偶

儲 考

藤内式期の埋謹

柄鏡形住居Ｉ!上

炉祉の北にも填翌あり。

ＳＫ－７９の中に直列して検

洲

炉に近接して伏蕊あり。

正位の埋蕊２個体直列して

検出〈，

石囲炉とは認定し難い。

藤内式期の埋誕

冊差八I可へ胴Ｒ〃】Ｉ型２２唾轟



－２８－

Ｓ ＢＭ

ＳＢ‐・8９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
・
・
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

グリツ贋

０１

皿
ｕ
３
３
Ⅸ
４
砥
２
３
正
２
．
－
２
３
皿
２
７
２
廻
２
２
２
９

Ｋ
Ｋ
Ｌ
Ｑ
Ｑ
、
昨
Ｆ
Ｊ
Ｒ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｕ
Ｕ
。
』
唾
か
ト
．
一
．
幸
い
呼
峠

一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
難
一
一

長軸×短軸

(540>×(520〉

５３０×５２０

６２０×６２０

５５０×４５０

(600)×(550）

５８５×４６０

520×３２０

４５０×４４０

６８０×６５０

(315)×(220）

(470)×４４０

５００×３７０

６２０×(580）

(450)×(400）

(350)×３００

３８０×３２０

使居形態

円形

;'1形

楕円形

椎''1形

円形

''1形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

糟円形

円形

炉形態

石囲炉

石囲炉

石朋炉

石囲炉

石囲炉

方形石凹知

石囲炉

石|Ⅲ埋寵知

方形布囲炉

炉
炉
炉

囲
開
囲

炉
猫
炉
石
石

床
形
床
形
形

地
方
地
方
方

如
炉
炉

床
床
床

地
地
地

方形石囲炉

地床炉？

土器片炉

地床炉

方形石囲炉

炉石の残亦

側石のみ残存

側病のみ残存

存

識
棒
擁
幽

売存

存

側・奥石久

半製

側行を失う。

皿

l1E位

正位

逆位２

｣位

緋殊遺物

土偶

士偶

土偶

|孟偶

土偶

土偶

吊手土器

炭化種子多し

土偶

-に偶

備 考

炉北のＳＫ－２３０内の土器

側:埋琵か？

ＳＢ－９９の上層住居北

柄鏡形住n劃1卜

ＳＢ－９４と永複

雌蕊の中に土偶あり



××５３

第７節土壌一覧表

Ｓ －Ⅲ区土壌

１１２×９５×１８

１０４×９８×１１

× × ３ ９

× × ８ ０

127×８０×５５

× × ８ ５

８０×５２×

６３×４０×

７５×６２×２８

120×１１５×５７

８３×２７×７６

８３×７１×２０

××１０４

×× ４９

× × ４ ２

152×１３２×８５

××５８

102×４５×７４

５４×３１×５０

× × ５ ３

××６５

９３×９０×７３

××５４

１０８×９０×３０

１２９×１０３×８７

８５×７４×４７

－２９－

整j理番号 土砿番号

１
２
３

０
０
０

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

４
５
６
７
８
９
０
砿
岨

〔
Ｕ
（
Ｕ
〈
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
（
Ｕ
。
ｌ

》
一
酢
一
》
一
一
■

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

ｎ
ｏ
（
。
〔
ロ
（
、
Ｑ
〕
（
。
ふ
り
ｎ
ｏ
ハ
ロ

３
４
堀
６
７
８
９
１
２
３
剖
妬
鉛
”
盤
弱
釦
副
詑
謁
誕
鵠
鎚
訴

１

１

１
１
１
１
２
２
２

－
一
雫
一
｝
一
雫
一
》
一
羊
一
一
』
一
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

６
９
皿
醗
７
７
ｎ
ｍ

》
一
印
一
》
胆
》
一

Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｕ－９，１０

Ｎ－７

ＳＢ・28内土壌

Ｊ・・４

７
６
８

、
殖
銅
雨
、
邪
、

６
３
７
３
７
３
５
３
７
７
７
７
８

■
一
■

記
鎚
ひ
串
吟
串
ひ
び
ト
レ
ト

ー
Ｂ

Ｔ
Ｓ

Ｋ－８

８
７

Ｋ
Ｎ

Ｌ・・５

SＢ・・52内

Ｘ・‐９，１０

９
８
６－

Ｘ
》
』
Ｓ

長径×短径×深き(”） 出土遺物

土偶､打斧２，稜磨石､焼土､石棒

|無卿書”
；活器、打斧

|打斧

土器

土器、打斧、磨石

台形土器

井戸尻式

〃、磨斧

|鱒”
石皿、庭石

|曾測式大蕊…灘鋳丸》
磨斧、磨石、コア

石錐、打斧

土偶、石錐、打斧３，ハンマ．．、

‐E石２

１土器､石上

|上器禰上'､打蕉磨斧
|藤内式など､打斧

土器赤色チヤ！､、磨石､ハンマ

土器、打斧１，膳斧４

１石Ⅲ､打斧、玉石

井戸尻式土器、土製円盆

石鮭、ドリル４，打斧５

図化した遺物

井戸尻式深鉢、士偶

曽利式大琵

曽利式深鉢

台形土器

藤内式深鉢

曽利式

藤内式深鉢

井戸尻式上器、ｔ製円

盤

備 考

|蕊雷鰯雲

「

|催騰酔う……



た土砿あるいはSＢ－５７

SK-64を切っている。

これをSB-68、６９の埋

翌と考えた。

SK-82～84まで亜複し

内の土砿かｃ

－３０－

SK-64を切っている。

これをSB-68、６９の埋

斐と考えた。

SK-82～84まで重複し

た土砿あるいはＳＢ－５７

内の土城か。

整理番号 土狭番号 グリッド 長径×短径×深さ(“） 川土遺物 図化した遺物 備考

８
９
０
２
４
５
６
７
８
９
０
’
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
内
圃
川
竜
５
６
７
８
９
０
２
『
。
４
５
６
７
８
９

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
一
句
５
５
５
５
５
５
５
５
戸
、
６
６
《
０
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７

－
一
亜
亜
一
引
一
一
一
一
一
一
》
一
一
》
一
一
郡
》
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

向
、
Ｑ
］
、
□
ｎ
口
ハ
ロ
〔
、
、
、
六
。
穴
、
［
。
〔
ロ
、
。
、
□
ハ
ロ
ハ
ロ
ｑ
Ｕ
、
。
ハ
ロ
戸
、
〔
、
ふ
り
（
。
ハ
ロ
〔
ｂ
《
。
［
。
ハ
ロ
（
己
［
、
【
、
（
。
Ｃ
ｕ
〔
、
ｎ
ｏ
、
。
ｎ
ｏ
Ｑ
〕
、
、
Ｃ
ｕ

SK-80・l

SK-80-‐２

ＳＫ‐８１

SＫ－８２

SＫ－８３

ＳＫ－８４

５
５
２
９
９
６
７
７
６
８
７

一
、
、

、
、

６
６
４
７
４
５
Ｋ
３
７
Ｘ
８
８
８
５
９
Ｘ
６
６
７
５
５
９
一
一
９
９
７
９
７
１
４
２
５
５
５
５
５
７
８
８
上
７
７
Ｊ

一
一
》
》
一
》
、
一
。
Ｅ
』
一
一
一
》
、
邸
一
一
国
一
一
一
、
一
》
一
一
。
、
》
一
印
一
｝
》
辛
辛
恥
一
一
、
。
。
、

Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｒ
Ｕ
Ｕ
Ｊ
Ｆ
Ｑ
Ｗ
Ｍ
じ
じ
Ｕ
Ｗ
Ｗ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｈ
Ｔ
．
Ｉ
Ｑ
》
Ｊ
Ｈ
Ｈ
Ｙ
Ｘ
Ｖ
Ｖ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｖ
ｚ
Ｚ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

102×87×38

96×86×

１５５×94×17

140×103×65

96×71×７９

××l6

97x67xl2

101×８５×５１

93×90×52

72×６４×35

100×83×

90×７５×2４

×× ８０

××４０

××２６

１１息×８８ｘ２０

１４６ｘ８８ｘ２９

× ×３ ４

××3２

６２x58x42

128xlO5x54

170×139×

277×206×79

125×９５×76

128×118×33

110×84×38

135×122×４８

９２×90×

上１７×106×60

73×60×21

101×8ｌｘ１６

××52

106×82×２０

××1２

196×l41x

95×82×66

83×57×２９

８４×78×4４

××３１

石皿

焼土、打斧３、磨石２，石皿

埋灘（逆位）、焼石、台形.土器、

打斧

土偶、打斧

ミミズク把手、打斧３，客万１，

と石

稜磨石

台形』:器

石錐

打斧、粘土

石錐

石盤、打斧

土偶

土製円撚、磐石１

土偶、台形土器

打斧

土偶、磨斧、磨石２

土器

曽利式土器

磨石

石皿、ドリル

曽利式２個体、打斧３

石Ⅲ、土偶、打斧

上器

純文土器、台形土器

土製円盤

曽利土器

曽利２佃体



－３１－

整理番号 土駁番号

SＫ・・８５

、
‐
２
１
２

』
》
一

８
８
９
９

８
８
８
８

－
》
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

０
１
２
３
４
５
６
７
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９

’
》
一
》
》
》
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

２

１
２．

・
０
１
－
２
３
４
５
６
７
８
９
０
‐
．
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
３
４
５
６
７

９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

９
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
：
。
’
』
’
一
・
一
１
Ｌ
・
上
、
一
１
１
－
１
１
１
１
１
１
１
１
１

羊
亜
一
雪
一
》
｝
印
一
》
酢
一
印
一
一
印
距
一
唖
雪
一
雫
一
｛
一
｝
一
一
一
》
》

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

１
６

Ｙ
Ｙ

Ｙ・‐６、

Ａ・・６(S－．Ｍ

Ｗ－，

Ｋ，Ｌ・‐８

Ｘ，Ｙ－．５

Ｙ－６，７

ｈ
６
Ｊ

、
〃

、
。
Ｊ

Ｖ
Ⅳ
Ⅳ

●
１
４（

一
〕
〔
』
〕
〔
へ
〕

魁
ｆ
Ｌ
、

、
〃
Ⅱ
、
、
Ｊ
ｒ
ｌ

Ｐ
『
〕
Ｆ
ｎ
Ｕ
匡
哩
〈
ｍ
Ｕ
（
ｈ
Ｕ
ハ
ハ
Ｕ
虞
Ｕ
戸
（
Ｕ

一
亜
一
咽
亜
印
一
》

Ｙ
Ｙ
Ａ
Ｙ
Ｙ
Ａ
Ｙ
Ａ

７
８
６
６
６
７
６

、

。
。
、
、

５
８
８
８
７
Ｒ
７
７
７
ワ
．
７
７
皿
皿
４
６
Ｒ
Ｒ
５
６
６
６
６
６
７
６
Ｊ
６
６

》
酢
一
。
’
、
’
一
・
・
・
。
－
。
■
一
、
、
一
・
甲
・
・
・
・
。
、
一
》

Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
Ｙ
Ｊ
Ｒ
Ｑ
害
Ｑ
菅
』
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｒ、Ｓ・・６，７

長径×短径×深さ(“）

１２３×Ｉｌ５ｘ５３

１７０×52×3６

124×92×

２２３×ユ１５×

二１５×１００×５４

152×l３０ｘ８１

125×92×3０

176×１１５×3９

１３９×xl6×48

1102×52×4６

６ｌｘ５３×53

,ｌｌ８ｘ６０×7４

118×１１０×7３

５７×４７×

'200×100×６４

××５１

１××50

1××２８

××５５

××２３

××３７

135×ｌｌ８ｘ５４

坐り×巽×5４

l19x84×4８

９０×７５×６７

１１０×74×57

1179×l33x38

××２０

××２３

××３５

９０×７０×３３

ｌ４８ｘｌｌ６×２９

０
２
８
６
３
２
４
８

５
２
３
２
４
３
６
－
ｂ

×
×
×
×
×
×
×
×

７５

×
×
×
×
×
×
×
×

３６

出土遺物

打斧、石鑑；、磨石２

機i･塊

打斧

伍雄２，ピエス、打斧、ユーフレ３

暦石、扉.・・プレ３

石雌

スクレパー.

土製円鮭、ユーフレ

曽利式２個体、耳栓、ドリル、打

斧、磨石、石Ⅲ

粘土塊、土製円礁

ドリル１

焼土、稜唐石

土偶、上製円盤、石上

ユーフレ

石鮭、ユ・・プレ２

図化した遺物

･乙製円盤

曽利式土器、耳栓

土製円盤

土偶、土製円盤

備 考

SK-91と爺複

土城ではなく、柱穴様

のもの



－３２－

整理番号 土城番号

２
２
３－

一

鋤
駈
詑
認
弘
拠
弱
詑
訂
詑
釣
仙
仙
樫
個
狸
娼
帖
獅
把
卿
帥
副
露
弱
別
閃
砧
弱
詑

８
９

１
１
２
２

１
１
１
１
１
・
堅
１
１
１
１
１
１
・
坐
・
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
・
一
・
今
１
１
１
１

》
一
一
》
一
》
’
■
一
■
一
》
一
》
華
一
一
》
》
》
一
一
一
一
印
一
一
一
一
亜
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
判
．
１
１

》
一
一
雫
一
一
恥
一
一
》
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

３

Ａ
Ｂ
』

９
９
９
０
１

６
６
６
７
７

１
１
１
１
１

’
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グ.リツド

６
７
、
４
４
、
８
７
、
６
７
７
７
９
８
７
７
７

、
一
一
酢
４
、
６
一
、
、
、
、
、
、
、

３
型
一
・
Ｗ
誕
理
〒
〉
、
》
心
唱
熔
弔
電
ハ
型
イ
弔
可
Ｊ
も
》
》
も
可
咽
守
〔
「
調
も
喝
弔
々
母
宅
洞
句
麺
も
６
皿

６
Ｘ

・
、

Ｔ
唾
Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
０
．
－
０
一
・
》
一
Ｍ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｇ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｊ
Ｍ
◎
Ｓ

長径×短径×深さ(“）

１２５×典１６×５６

××47

105×９６×2７

ｘ９Ｌｘ８２

５４×４１×２９

７６×55×2６

７６×62×4５

３８×23×2０

121×99×9２

l98x40×6２

８８×83×９７

１４９×105×6７

９８×77×３５

102×77×８２

× × 岨

｜××'９
××･２６

’××３４

×× ６４

××５９

××５３

139×ユ０×３８

××１８

１５１×ｌ２２ｘ４１

××５６

××５４

××4５

１１７×lO3xI4

160×６９×２０

××３５

×× ４６

１０４×９１×４８

１１ｌｘ67×５２

×× ４４

××５４

××6８

１５６×62×5５

９２×７０ｘ

ｌ５９×１２２×

’ｌＯ５ｘ８４×

127×ｌＯ５ｘ５７

出土遺物

|角柱

上偶、土製円盤、石錐２、ドリル、

塔石

打斧

|骨､炭化物出‘総購斧

|土製円盤

|…’
|土偶

打斧

際器

磨斧

石鉄

i土製円盤

図化した遺物

土偶、土製門鑑

土製円盤

土製円盤

備考



－３３－

整理番号 士蛎番号

２
２
２

２
３
４
５
６
７
７
８
９
０
１
１
２
２
３
４
５
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｎ
Ｕ
１
２
３
４
５
６
７

７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１

１
．
－
‐
‐
・
・
・
』
・
・
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
・
凸
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
△
２
２
２
２
２
２
２
２
２
笹
２
２
２
２
２
２
２
宅

皿
》
恥
距
宰
叱
皿
一
一
一
一
一
一
》
一
》
》
｝
一
｝
一
｝
魂
》
］
一
一
雫
雫
叫
圭
一
一
》
一
■
。
■
■
画
一
。
。
■
■

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

２
戸
、
〆
Ｄ

Ｏ
叩
加

《
０
、
ｑ
》
、
《
０
１
４

廿
１

，

画
Ｉ

４
里
・
４

、

、

、
や

ｆ
弔
心
宅
割
８
毛
塾
哩
・
必
弔
ｐ
咽
ぶ
も
鋤
《
也
母
弔
伽
垂
喝
迩
辿
唖
９
勺
０
，
斗
竺
噌
切
羽
咽
弔
⑲
市
３

〈
上、

Ｓ
１
Ｍ
Ｊ
Ｗ
Ｖ
Ｈ
Ｈ
Ｎ
Ｗ
亙
Ｖ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｕ
ｕ
ｐ
．
，
Ｇ
Ｏ
０
０
Ｇ
Ⅸ
Ｍ
Ｔ
Ｎ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
一
壱

長径×短径×深さ(“）

ｌ２５ｘ１０３×５３

６０×５３×２８

１０:ｘ６７ｘ４５

160×」32×５３

×× ４０

７４×６４×

××４３

××３３

二１４×１１３×４０

８１×８１×

×ｘ２ｉ

６３×51×

:80×:54×32

189×166×92

84×77×30

240×143×９３

××30

195×98×2７

l58x130×4２

276×241×２２

ﾕ'11×70×3０

９４×７４×４０

１１８×82×５１

l92xl33×3７

143×105×４６

×× ３０

××３２

×× ５３

××２７

××２３

85×73×52

82×７５×3５

105×97×３８

息23×９０×７０

××２６

102x63x42

66x53×２７

８７×７４×２０

二１７×８５×3６

８０×６９×６２

１３０×１１６×42

115×llOx

98×９０×１８

１４２×１０５×3２

ｉｎ土ｊ、物

k偶

･』､裟I･]錐、打斧３，ユーーフレ

､具.一プレ

台形土器

器
盤

ス
土
円
ル
３

エ
形
製
リ
石
柱
桂
斧

僻
ピ
台
土
ド
塔
角
川
打

打斧

肩誰、打斧

_l狐

上製旧雛

打斧

打斧

石鍵

土製円盤、打斧

岡化した遺物

坦製円盤

台形土器

土製ﾄﾘ達

井戸尻式土器

藤lﾉ1式土器

:当製円盤、

曽利占式土器

土製''１盛、

苦利新式上器

備



－３４－

整理番号 上 鞭 番 号

麺
麺
麺
卿
狸
麹
麹
麹
郵
麺
麹
麹
却
型
却
却
理
麹
却
却
麹
却
狐
麹
麹
独
秘
悲
郷
獅
麹
却
却
麺
麺
類
麺
猛
麹
”
耗
独
却
姻
麺
班
狸
姉
獅

一
》
一
印
一
一
一
》
一
一
事
雫
一
一
■
一
■
》
’
》
一
一
■
一
一
亜
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
》
》
》
一
》
一
一
一
》
｝
胆
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

１－３

r・・・９

:,－９

:‘・・１０

－一旬|ハ
ユ41Ｍ

Ｋ．‐１０

Ｋ－１０

Ｍ.ｕ

Ｌ－ｌＯ

Ｌ－ＩＯ

胆
、
６

造
Ｌ
Ｐ

Ｐ－６，７

７
３
３
咽

、

、

。
も

６
５
５
６
６
６
吃
４
５
５
３
Ｓ
廻

一
一
一
一
虫
》
一
一
一
一
一
、
一

Ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｐ
砂
Ｐ
Ｎ
》
－
１
１
ｓ
Ｒ
Ｎ
Ｒ‐‐５

０－３

Ｎ，０．－．１２，１３

Ｎ・・１２，１３

<〕＝其２，１３

了－４，５

Ｌ・'２，１３

Ｓ・・３，４

５
皿
１
３

－
一
一
一

Ｒ
Ｋ
『
》
Ｔ

Ｋ、Ｌ・・上’

１
１
０

１
１
１

Ｍ
Ｍ
Ｆ

腿径×短径×深き(“）

126×１１２×５６

９３×９１×47

64×58×5８

×× ３６

l06xlO5x56

ﾕ36×125×６０

A０９×77×５２

皇33×120×3７

×× １６

×× 4２

123×１１０×１３

６９×５７×２３

××１８

皇09×９０×３８

:O6x82×５１

上０４×94×５２

×ｘ２８

ｌ８１×１１９×72

296×267×３９

１００×９８×３２

９８×９５×３１

１３６×１１９×

93x61x21

73×６６×４４

××52

108×79×33

1躯×９７×25

121×90×30

104×88×27

122×１０７×58

130×109×２３

××25

105×94×９１

里７×101×９０

× ×５ ２

９６×６９×26

126×78×３１

××69

154×１１５×4６

××2４

１６１×１１３×

４
４
５
３
４
２

７
４
６
４
３
２

×
×
×
×
×
×

×
ｘ
×
×
×
×

１０５×９２×２３

出』‐造物

打斧１，膳石、角柱、溶岩

ユ・・プレ

台形土器

打斧、ハンマー

打斧、磨石

打斧、磨石

ｒｌ：製円盤

石皿

土製円錐

ｋ製円盤

室製円盤

打斧､‘石皿、‘ブレイク・スクレイパ・

打斧３

石鹸

石棒、打斧２

図化した遺物

台形土器

曽利新式･土器

井戸尻式桟鉢

土製円盤

土製円盤

土製円盤

土製円盤、

井戸尻式土器片

藤内式土器

藤内式:､晶器

加Ｅｨ式､曽利新新式土器

備



－３５－

整理番号 上壊番号

２－

７
８
９
０
・
凸
２
３
４
５
６
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

記
的
卯
別
蛇
鯛
銅
妬
妬
師
卵
”
、
皿
蛇
肥
“
鴫
帖
岬
昭
的
加
ｎ
世
巴

６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

》
一
一
圭
一
》
一
一
一
一
》
一
一
一
》
一
》
》
》
｜
胆
一
一
一
一
一
“
一
郡
一
一
一
函
》
一
一
一
一
一
亜
｝
』
酢
一
》
】
ｌ

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

Ｌ、Ｍ‐・12,13

１１

１

３
４
ｑ

、

、

１

謁
哩
哩
喝
弔
褐
『
韮
２
電
叫
迎
噸
』
劃
望
哩
型
皿

Ｕ
Ｐ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
Ｖ
Ｔ
Ｖ
Ｖ
し
Ｋ
Ｗ
Ｖ
Ｒ
ｊ
Ｋ
Ｓ－．３，４

Ｖ，Ｗ－３，４

◎

４
⑬
岨

、

１
３
４
３
４
４
－
⑫
塑
了
’

一
》
》
一
一
胆
》
一

Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
０．．１３

０－１３

Ｎ，０．．１３

Ｔ－．３

Ｑ・・７

Ｖ－１２

Ｑ‐・７，８

Ｑ－８

．

Ｍ－．１３

Ｓ・‐８

Ｓ－８

長径×短径×深き(“）

ｘｘ４０

]O3x102×１０５

××１８

127×１００×

132×l20x32

130xI20×24

109×１０３×2４

×ｘｌｌ２

154×127×

１４４×１２９×

××２８

× ×４ ５

×ｘ７８

ｘ ×４ ６

××３２

××１８

９５×９３×９９

× × 里 Ｏ

××２０

:６８×】５８×５２

１２０×１０５×４５

９５×７２×19

106×89×３３

５６×55×lIi

57x56×３２

××５５

××6l

ｘ×55

210×ｌ３１ｘ３６

××５０

××４８

１５３×９５×４８

××８０

××５４

１５ｌｘ１２５×５０

102×５３×40

109×92×40

109×83×2５

××４４

７７×５１×

88×56×

出土遺物

打斧８，稜磨石、磨石、喋器、

ユー‐プレ３

石上

石雛

膳芯２

土偶

土偶、‐晶製円撒、石錐、石と、

打斧２、石皿、ユーフレ１，溶岩

打斧、晦斧、磨石３，ユーフレ２

磨石

土偶、打斧、礁器

打斧

打斧、コア

圭製円残

ドリル、稜磨石、磨石、石捧

打斧、ユ・・フル３

彊打

街皿

図化した遺物

簡利新新式土器

曽利新式土器

曽利古式.､昌器

土偶、土製円盤、

加Ｅ‘式

曽利新式

井戸尻式土器

土製円盤

附考



－３６－

稚璽番 土壌番号

４
５
６
７
ｎ
Ｕ
９
０
１
２
、
。
４
５
戸
口
７
８
９
０
１
２
３
０
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
列
舌
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
〈
０
７
戸
ひ
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
殉
。
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
‐
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６

３
ｑ
〕
３
句
》
の
⑨
３
へ
．
外
。
《
』
的
。
の
。
釦
。
ハ
。
ｎ
画
、
。
ｑ
》
ｎ
Ｊ
《
。
９
９
孔
。
『
○
句
。
ｎ
ｄ
〔
団
、
。
、
。
恥
⑨
の
。
、
。
、
。
”
ひ
、
。
内
．
、
。
、
．
、
⑨
へ
ロ
の
。
内
。
ｎ
ｄ
３
〈
。
、
、
『
．
⑤
。
３
３
３
３

唖
一
一
”
胆
一
一
亜
一
』
一
一
》
》
一
』
“
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
雪
一
》
一
一
一
一
》
一
一
一
一
弛
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
雌
Ｋ
Ｋ
Ｋ
ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
虻
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
ハ
ロ
ハ
ロ
ｎ
ｏ
ｑ
〕
ハ
ロ
ａ
、
〔
ロ
（
、
ハ
ロ
〔
、
ｑ
〕
Ｑ
）
〔
、
両
。
ハ
ロ
ハ
ロ
門
画
〔
、
ハ
ロ
ハ
ロ
ｎ
ｏ
〔
、
ハ
ロ
（
ご
六
○
ｎ
口
ｎ
ｏ
ふ
り
、
、
〔
、
侭
、
（
、
六
画
〔
ロ
戸
口
何
口
〔
、
Ｃ
ｕ
〔
、
（
、
ｎ
ｏ
肉
、
、
、
Ｑ
］
Ｓ
ハ
ロ
ハ
ロ
念
、

グリッド

Ｓ
◎
Ｕ
ｒ
Ｙ
Ｙ
Ｕ
Ｙ
Ｙ
ｇ
Ｅ

Ｙ
Ｈ
◎
Ｘ
Ｘ
Ｊ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ,Ｗ

1３

１３

４

３

３

、

、

、

、

８
７
２
３
吃
哩
皿
２
廻
マ
‐
》
３
２
３
３
２
２
２
２
胆
２

胆
一
一
》
」
雪
一
一
。
、
》
率
や
印
一
雫
》
一
一
一

Ｗ
Ｗ
Ｕ
－
Ｊ
Ｎ
Ｍ
Ｔ
Ｓ
Ｊ
》
‐
｛
Ｗ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｗ
Ｖ
Ｖ
Ｔ
Ｊ
Ｙ

長径×短径×深さ(“）

幾 鱒｜

蕊：｜
××4０’打斧

××２９．

５６×５１×５８

×Ｘ２３ ドツル、ユーーフレ２

××8２土製1'1盤、ｆ了斧４、磨不｢、石Ⅲ、

喋器４，ハンマー、溶岩、コア

１:４×107×2２

158×ｌ４８ｘ２０

××2８’王衝

××２２

× ×２ ２

××２２！

××１９

××3０１

:!蝋：｜
××２７

打斧、ユ･‐プレ

××２３ ド:ノル、打斧、ユ･‐プレ

l31xIO4×３６

××３９

××3８１

:鰯憩｜
××３０

××２９

××４２

××5５獣面把手、．.:偶、打斧３

××4６打斧

××2３石諜２，打斧３，ユーワレ

97ｘ６５ｘ３３’

打斧4

145×１１３×3８打斧５，稜磨石ユ、喋器

７０×67×

197×1諦Ｘ４Ｄ’角柱

｜出土遺物 図化した遺物

土蛙円盤

普利新式

備考



土器一覧表分類番号

早期末葉～前期初頭

前期中葉～末葉

五領ケ台式

格沢式

新道式

藤内式

巳
。
ｃ
●
■
■

，
‐
Ｉ
士
（
叩
〃
ん
一
〔
王
、
〕
・
何
“
主
一
，
『
〕
（
Ｌ
ｎ
〕

7．井戸尻式

8．曽利式

８－ １ 曽 利 古 式

８－２曽利新式

８－３曽利新新式

８－４曽利縄文式

８－５その他

加曽利Ｅ式

加曽利Ｅ式終末

称名寺式

堀之内式

９．

１０．

１１．

１２

－３７－

整理番号 土城番

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
雫
一
一
雫
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
皿
一
一
一
一
｛

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

３
３
４
４
４
５
｜
’
・
一

Ｅ
Ａ
Ｂ
Ｅ

Ｅ

Ｙ
３
Ｘ
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
Ｙ
，
４
ｖ
』
Ｙ
４
４
５
５
５
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
皿

、
｜
、
》
’
一
一
。
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
屯
国
、
、
一
》
一
一
》
’
一
一
一

。
Ｘ
Ｘ
Ｗ
Ｗ
Ｖ
Ｖ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｖ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｘ
Ｙ
Ｘ
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
◎
Ｕ

長径×短擬×深さ(”）

157×１１２×２０

５２×４３×20

144×126×２８

９７×９０×２９

××２６

××１８

二３４×110×３０

９１×８５×２６

５０×４５×２４

××18

72×７１×１７

７０×66×ｌ５

５５ｘ４９ｘｌ４

１０９×93×23

73×６９×２０

４９×４６×23

148×：４７×４６

７
４
４
５

１
１
１
１

×
×
×
×

×
×
×
×

８８×６７×

l２０ｘ４５ｘ

××３５

88×68×４３

６６ｘ５８ｘ２４

９６×８７×ｌ２

６２ｘ３５×１０

３
５
７
７

９
４
３
９

×
×
×
×

×
×
×
×

103×５４×

出土遺物

土偶

磨府、石皿、溶岩

図化した遺物

曽利新式

備考



Ｓ－Ⅲ区格沢式期の住居並出十十器

第８節土器一覧表

Ｓ－Ⅲ区釈迦堂Ｚ２式期の住居吐出土土器

様文

Ｚ

３

４

1９

３

Ｓ－Ⅲ区五領ケ台式期の住居祉出十十器

Ｓ－Ⅲ区新道式期の住居:j吐出ナ＋器

高さ

３

２

４

４

1０．７

－３８－

文 様

10.7

4５．２

写 真

4０

凶

9７

図ＮＯＬ

3７

３６

出土地点

SB-20埋翌炉

Ｙ－９Ｎｑ２０､２２

SB-20鴎恩洞

分類 文 様

【]辺部に梢円区画帯を三段めぐらす。楕円区画の;'１も垂走する結節沈線をめ

ぐらすものと、波状緒節沈線を施すものもある。

指頭圧痕を残した器而の上に隆幣が残る。３６を切って37が埋設してあった。

ざ

2５

:容篭、 備考

写真

4０

図

9６

図ＮＯ Ｈ１‐上地点

SＢ－２９－ｉ

埋蕊炉

分類 文 様

。辺部に４単付の机手孝もつ。正而は羊角状をなす。口緑下に交配刺突によ

る連続．の字文をめぐらす。その下;二Ｙ字状沈線を施す。・部は結節沈線

1４

容量 備考

写真

3９

図

9２

９３

9４

９５

図 脆 出土地点

SＢ－４７

ＳＢ－４７

ＳＢ－４７ＭＬ２１

ＳＢ－４７Ｎｑｉｉ

ＳＢ－５２Ｎｑ２

SＢ－．５２

Nq41、４２

SB-lO2

SB-・lO7

NQ30

SB-IO8

分類

ｕ辺部に一条の結節沈線をめぐらし、その下に:]辺部文様帯を区画する低隆

帯をめぐらし、その上に条痕を施している。

l]辺部文様帯に縦の隆帯と、辺部文様帯Ｆ端の隆帯がある。隆帯上に結節沈

線を施し、器面にも結節沈線を施している。

:]辺部文様帯下端の低隆帯があり、Ｉ]辺部には２条の結節波状沈線をめぐら

し、部分的に蕪"'詰恥･錘もある。

I;辺部文様帯-;､･端の低隆帯上に貝殻背圧痕を施し、；I辺部には、３条のほと

んど沈線化した結節沈線を施す。

曽利新式の土器

曽利新式の土器

含繊維､1器で11辺部にタガ状隆帯をめぐらし、その.皇に右傾の刻Ⅱを施す。

識維をやや含む上器で、口辺部に３条の波状沈線を施している。結節化はほ

とんどない。

含繊維土器１１辺部にタガ状隆帯をめぐらす。刻目は左傾である。

14-6

16.5

３３．９

３３．０

１８．６

２３－０

容量２ 硝考

写真 図 |叉ＩＭＬ 出土地点 分類 文 様 高 容量、 備考

４０ 9８

１００

０
６
５
６
７
８
９
０

１

１
１
４
４
４
４
４
５

１ ＳＢ・ｌ８

埋斐炉

ＳＢ－７８

埋蕊炉

ＳＢ‐・７８Ｎｎ８９

ＳＢ－７８Ｎｎユ

ＳＢ－９５ＮＯＬ１７

２０，２１，９７

108,二１６､l２２

ＳＢ－９５Ｎｑｌ２２

１－２Ｎｎ７

ＳＢ－９５Ｎｎ

５
５
９
９

Ｂ
Ｂ
Ｓ
Ｓ

SＢ９５Ｎｎｌ４

新道式の胴上半部を利用した埋誕炉である。買角区画陸帯の脇にキャタピラ

文、その脇に三角抑文を付けている。

新道式の胴上半部を利用している。三角区画隆帝＋キャタピラ文十三角押文

である。

１１辺部に楕円区画帯をめぐらす。栴円区画帯の中はキャタピラ文と波状沈線

底部

11辺部に三角区画帯、服部に区画帯、胴下に三角区両帯をめぐらす。Ｉ:辺部、

胴部、胴下部区画帯はそれぞれ、施文具をかえている。

【]辺部に変形の区画帯をめぐらす。区画帯は隆帯とキャタピラ文と三角押文

を付けている。

11辺部軍角区画帯、胴部も室角区画帯、胴下部に楕円区両帯をめぐらす。三

角抑文は用いず大小のキャタピラ文を用いている。

ロ辺部王角区画帯に隆帯にキャタピラ文と区画の中に蝿角押文

48と同様な文様構成であるが、｜i辺部の区画が異なる。

jllI象文上器である。純文地に11辺.ドに楕円区画帯、胴部に抽象文、抽象文は

隆帯にキャタピラと三角抑文を加えている。

７．４

１６．０



届
、

、

５

目

目

５

■
弧

樋

Ｓ－Ⅲ区藤内式期の住居吐出土土器

６

６

2７ ６

５2８

６

〃

６

贋
見

眉
、

６

６

６

〃

６

６

６

６

隅
口

６

－３９－

写真 図

１００

1０１

図Ｎｃｌ

5４

出土地点

SB--95NU52

74、ｌＯＯ

ＳＢ－０５Ｎｑ５２１
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分類 文 様

これも抽象文土器であろう。三角抑文の施文‘士芽芳的である。

区画帯の構成が不明、キャタピラ文と:三角抑文を利用、胴下半部は.呈角押文

のみである。

ＲＬの斜縄文、新道式;二しばしばみられる円筒形の総文土器である。

把手である。

洩鉢、４単位の突起を１１緑侭もつ、突起は粘土紐を11唇にまいて凹凸のある

突起となっている。

無文の深鉢

:I辺部に三角Ⅸ価帯、中に退化し･玉抱き２叉文、休部にも．ﾐ角区画帯。

高さ
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容量 備考

写 真
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痴
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出土地点
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９７－１ｇ６－１'7-Ｗ

SB--84Nnl49

ＳＢ－－８４

塊90,91,92,

94,113,114

ＳＢ・‐8４

N､8２，１１９

SB-84Nq41

46､50,93,基Ｉ

ＳＢ－８４埋要

ＳＢ・－８４

Nq50､68,1125

S扇－８４Ｍｌ３３

ＳＢ８４ＮｏＬ１３４

SＢ－８４

ＳＢ－－８４

SB-84Nm62

SB‐８４Nq4l

46､50,93,11』

ＳＢ‐・８４恥‘３４

Ｇ.・３ＮO‘３

ＳＦ・・８４Ｎｎ８９

ＳＢ８４

Ｆ・‐３Ｎｑ１４

ＳＢ－拠恥4１

52,90､Ｌｌ

分類 文 様

縄文把手をもつ皿形土器

I』鍛形"〕蓉藷‘０段３条の縄文ＲＬの地文を二段に膳り消1,ている。そして．

上段には円形塵消支をもっている。

胴部に輪積み痕と指頭圧痕を残してif,る･

縄文ＲＬの斜縄文

縦区画文、口唇部は４単位に分れており、その２つiこ文様がある。縦区画の

中は単なる沈線ではなく、連続二ｺの字文、王抱き三叉文がある。

縦区画文、Ｉ:辺にひねりが付く、縦区画文は大型化する。

縦区画文、方形を組み合せた縦区画文と異なり、さまざまな形が組み込まれ、

三叉文等が多用されている。

縦区画文、縦区画の中にカエル〈ヒト）文を組み込んでいる。

縦区画文、典型的な縦区画文である。

縦区画文、区画の中に角押文、キャタピラ文がある。

縦区画文、縦区画文としては変則的で、縄文を施し、方形区閥を積み重ね

入れ違いになっていない。

緋Ⅸi【iii萱十器

鞭区画文

無文地に隆帯とキャタピラ文で文様を描く。

浅鉢；1辺熱'Ｘ両帯の中にやや先のまるいキャタピラ文、胴部に縄文ＲＬ

いわゆるゾウリ虫文が短瞳帯とキミ'タピラ文で施される。

[I隷下･にキャタピラ文と波状沈線をめぐらし、胴部は織女ＲＬ

０段３条のＲＬを消して文様を描く

犠積痕指頭圧痕を残した深鉢
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２
３
０
６
５
４
翻
皿
詔
肥
肥
１
３

１

２
２
２
４
４
３
１
３
２

容鎚４

2.6

３．０

ａＯ

術



Ｓ－Ⅲ区井戸尻式期の住居赴出十十器

〃

〃

4２

4３

７ F１

－４０－

８

７

７

７

７

７

写真 似１

106

１１０

図ＮＯ 出士地.山

ＳＢ８４恥28

84,』３１、ｌ３２

ＳＢ－－８４

ＳＢ８４

ＳＢ－８４ＮＧ８２

ＳＢ・・８４

Ｇ・‐３

Ｇ．３

Ｇ・・３ＮｏＬ２１

ＳＢ－８４Ｎｑ４４

ＳＢ.､8４

NbL86、１３７

ＳＢ－８４Ｆ,・・４

ＳＥ・・粋I

NC‘９，１３．．．３

sＢ・・８４

NUL１５、ｌ８

Ｅ－４ＮＯ５６

Ｆ・‐３

Nａｌｌ，ｌ２

ＳＢ・'００恥.ニ

ユ９，２０
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K-2NOL550

619、５８１

Ｋ‐２Ｎ１１６

Ｋ.－２

N､627,640

分類 文 様

,有孔鍔付+響底部にある２つの刻みは４単位である。東京都中画道跡冴雲

仰あり。

底部

有孔鍔付士器縦区両文土器、凶由iと区間の間を削り取っている。

縦区画文土器､圏辺部にﾒガﾈ状突起が付く《,

口頚部ﾄｰ隆帯、休部に４単位の縦隆帯を施し、他を縄文で埋めろ。

縦Ⅸ画文土器の底部

頚部は階帯による楕円区画‘帯をめぐらし、そのｌｆにさらに降帯をめぐらし、

休部はＲ]』の０段３条

rl縁下にl条の沈織、体部絵糎の縄文

余織女の十器０段多条の縦位の縄文

rI緑部突起下の垂下渦巻文、頚部に楕円区画をめぐらす。

浅鉢、１１縁部に隆帯による文様をめぐらすc，（;i径56.0）

;｡辺部を失うが、区画文と新渡系文様が組み合わさったものである｡

縦区画文’幅の狭い区画の中に条線やｷｬﾀビﾗ文が見える。

恥文の＃､型深鉢

浅鉢４単位の波頂部をもつ

井戸尻式期に属する。個唇部の波頂部にヘビ文が付く。

台付:12毒｡】堕蔀か？異形土器

曽利式期の口辺部
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分類 文 様

浅鉢撚糸文ＬのＲ巻きを施している。

|"‘
底部’111講座の部分

底部

底部純文０段３条のＲＬを施してい・る。

桟鉢Ｉ;縁部に指頭腿痕をもった隆帯をめぐらしている。

錦‘蝋備耀"幽術郷に掛り腫爾瀞…‘‘，細…3…で｜'ある。

唾部曲折底、縄文は０段３条

高き

29-8

１８．８

２１．０

23.3

備考
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0段３条のＲＬを地文と:,、ゆわいるゾウリ虫文を施している。

深鉢縄文は０段３条のＲｴ亭と思われる。

深鉢の底部

縄文地ＲＬに円形塔消を加えている。

有孔鍔付士器小型の有孔鍔付.芭器である。

曲折。縁

底部

11緑部に波状陸帝をめぐらしている。

曲折底

曽利新式の[l辺部

これもおそらく曽利新式の１１辺部

ミニチュア無文地に沈線文を施している。

深鉢やや外反する円筒形の器形に４単位の突起をもつものである。文様帯

が胴.'二半に集中し、胴.ド部は無文帯となる。

深鉢４０と類似した文様帯榊成をもつ。

底部胴上半部と~!､･半部を分ける隆帯が残る。

深鉢無文化した:I辺部に隆帯が付き、胴.ド半は縦の純文に膳消を加えて･い

る。

小型深鉢円筒形の上半部に文様帯が集中する。関東系:.名器

〃４４と類似した器形と文様である。

深鉢円筒形土器の1.号辺部

壷形土器、湾曲した胴部に彫刻文を施した文様帯を付けている。

これも47と同様な器形、文様である。

小剥-隈器

浅鉢雁唇部に文様が施される。

深鉢無文の深鉢

大斐〃‘<翌の‘jlii‘部署利用した埋喪炉、円文を中心に手のモチーワが加わる。

胴中央部に楕円区両巻が由ぐる。

キャリパ･･口辺、l1h折底の擢曲文土器、胎土、器形ともi『、井戸尻式土器と

は異なる。異系統土器、信州系.I器といっている。

曲折口辺、曲折底の深鉢、；I辺部と胴下部に文様が柴中する。縄文地iぞ.隆幣

を貼り侭ﾅている。旅文順序の判明する良好な資料

曲折1:辺、曲折底の深鉢、口辺部と胴下部に文様が集中．j･る。３のように縄

文は用いず、無文地となっている。

小型深鉢、Ｉ;唇部から隆帯が下がり、縄文はＬＲ

台形土器、孔は１孔４単位、雪血璽…ﾔ減りしている。

台形土器、孔は２孔４単位、接地面は片減りしている。

深鉢、やや外反するロ辺に４蹴位の突起がつく。文様帯は胴上半部に柴中す

る。

深鉢、Ｉ]緑部は無文で外反し、１１縁下で楕円区画文がめぐっている。胴下半

lまＯ段３条のＲＬ

８
８
３
０
１
７
３
２
胆
Ⅳ

４
３
２
２
２
２
３
６

1２

2.3

容迂、 備考



７

高さ

７

７

７

７

７

Ｓ－Ⅲ区曽利式期の住居jtlH-H十十器
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文様

４単位の波状口辺深鉢、波頂部下に渦巻文、他は楕円文の1-1辺部文様帯をも

つ･恥部.』当郷歯状工具によ警峡旨,'誰深又

小型深鉢｜樋部i-赴綜がめぐり、胴部は正下する平行沈線と波状沈線、無

文地である。

深鉢加曽利Ｅｊ式に比定される胴下部

深鉢加曽利Ｅ３式に比定、『J辺部、文様帯と休部文様帯の区分が失なわれ

つつあ為。純文ＲＬ

深鉢底部縄文Ｒ:割を施文している。

深鉢：I辺部文様帯はマド区画、リ｡部面低隆請によあ大区画をもち、そこ}畠

波線を狼.ドさせる。

深鉢これもほぼ同様の文様榊成をとるが、胴部は平行馳緑を垂.壱､'させてぃ

心｡

ｉ深鉢2の文様桶とほ【霞|両lじである｡

深鉢実側の位世が45･ずれているｃＬ１縁部をめぐる沈綴から２本の沈線才

、;させて、｜ルf画をつくろうとしているが、不規則

蝿、ｉｉ辺部を欠批していろ。MIil部に砿~吋る２本の炊線が見える．

Ｘ把手付大喪、Ｘ把手を継ぐ隆帯は２本であるが、胴部の渦巻文は』本であ

る。

枯手土器吊手説器'瞬亨の十.｛』_状況であ筈炉の北側から出:蔦、懸垂‘fLを両脇

に備えている。

底部・低隆帯モチーーフが見える。

鉢形土器通常この種のと毒,寂把手が付くが、木例はＸ把手も、充填条糾

もない

|底部

|駕憩雛:蝋献澗撫貿…

〃躯下する２本の平行沈線がみえろ。

｜〃無文土器
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分類 文 様

曲折!｣縁、曲折喉の小型深鉢、：:辺部はキャタピラ文と波状沈線で文様を描

いている罰

浅鉢、；1辺部に桶円区画がめぐみ。

深鉢無文地に隆帯文を施している。

深鉢無文地に三叉文と大きな楕円|(画が見える。

台形土器SK-09に‐部が出土している。下面におそらく４嫡虻の刻目があっ

たのであろう。瑚郷が塵憾Ｌている。

台形土器

浅鉢｜j縁部が肥厚している。

ミヱチュアロ辺部に波状隆帯がめぐる。

深鉢縄文地０段３条のＲＬに、殺杉隆帯が砿ドすお。

礁老
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分類 文 様

深鉢．'辺部にマド区画、垂ドーゾる半隆帯、やや曽利的な土器

深鉢口辺部に,マド区画、頚部煙霧又‘評、胴部に２本隆帯による渦巻文を施

している。縄文はＲＬ簡利と大木の影聯を蛍けた土器

深鉢関東地方の加曽利Ｅ式の擬入品と思われる。ＲＬ

小型'上器

普利新式第１段階SB-07の.埋謡ではない。肥厚I:辺土器で、1,1文および

Ｓ字状文を肥厚11辺に施文し、胴部に大きな渦巻文

深鉢加曽利Ｅ‘式、波状11縁、．部に把手、胴部に渦巻を施し、渦巻文は

沈線で区画している。畠の住居に伴うものではなかろう。

長1111発の胴部、催.管惟I1Z降轄によってＵ字状のモチ._ブを描き、その脇に粘

土紐を貼り付けている。条線は充填

深鉢、肥厚1J辺土器、。縁部にＳ･了二椴誤巷文、胴部にやや変形の渦巻文

深鉢、加曽利Ｅ』式、徴隆帯で区画を描いている:,薄い縄文が見える。

ミニチ学,ア純文がある。

深鉢Rroの純文地の上に粘土紐を貼付している。

長胴斐胴部に曹字状の隆線を貼り付け、竹管で諾節している。、豆の種の土

器は頚部の施文が競初である。条線のl弓に指紋が残る。

'i,麺Uﾙ詰胴率、頚部に波状陸帯を施している。

台形土器孔は不明

Ｘ把手付大喪、主要モチー‘フは竹管修形隆帯で描く、その数は３本である！

粘土紐の貼付は条隷施文後である。

長胴蕊、：]縁部は失なわれているが、外反状に直立したものである。頭部は

ふくらみをち、無文地に隆帯で渦巻文を施している。胴部は頚部から３本の

隆帯を垂下きせ、その間にＵ字降帯がある。逆位底部穿孔埋斐

長胴錐の;I辺部、頚部に刻目隆帯がある。

小型の長胴粥の11辺部、頚部に刻目隆帯がある。

台形土器無孔接茄,罫Li塵喜

台形-.目器無孔接地面は磨耗

台形土器鍔部に刻目、孔は１孔４単鱗位

小型ｔ器胴部に沈線文と条線がみえる。

小型深鉢ＲＬの縄文が見える。

深鉢、：]緑部に弧状マド区画を際帯で施し、波頂部下より垂下平行沈線があ

り、その間に波状沈線を施す。

逆位底部穿孔埋蕊口辺部にやや変形した２重弧のマド区画をもち、その下

に低隆帯の懸垂文が付く。・・部の懸垂は渦巻状となっている。

小型深鉢、４単位の波状口緑、口辺部に：条の沈線と波頂下から、垂下沈線

で４区画をi〆、そ･の騨凹のにI｣異仁波状垂下沈線

高さ

９
１
１
８
１
０
１
２
２
１
３
５
６
３
７

１

４
３
２
３
２
２
２
２
２
５
７
１
４
１

容量：

５．０

4.4

62.4

０．８

備考
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写真 図 |XＩＮＤＬ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量 備考
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ＳＢ４１〃

SＢ８３

ＳＢ－－４１

NqlO6

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
２
８
８
８

深鉢、４単位の波状口縁、波頂部に渦巻沈線と波頂下に３本の垂下.沈線で大

区画をなし、その中央:こ波状垂下沈線を施サ。地文は櫛歯状_l鳥具の刺突文で

ある。

深鉢、Ｌｌ辺部に１条の沈線をめぐらす。その!､に隆帯でマド区画をなす。マ

ド撰舎部から、１本の|唾帝課が韮下する。それによって、４区画された中央

に波状沈線が近下する。

特殊な縄文I,、やや硬質の細状のｒを２本樵り合せて、Ｌとしたもの、２本

のｒと:害の間が節のようになる。これは識維の方向が見えないからＬ{:か

深鉢、口辺部に』冬の慨隆審寿めぐらし、そこから４単位の２４低隆帯が砿

下す為。条線は横位で、そこに波状線がある。

網代底

底部

深鉢

瀧鉢、４単位の大区画､区画間に渦巻文､大区間の中央に波状沈線が垂下する。

深鉢、条級のみの土器逆位底部穿孔斐

浅鉢、１１辺部に‐条の沈線

Ｘ把手付翌重弧文土器重弧文もＸ把手¥,竹笹修形隆帯で主文様を描く。

口辺部を欠く、垂下する半隆帯で従区河した中を櫛歯状工具によみ沈線と波

状垂下沈級で埋めている。

『]辺部と底部を欠く、体部はＨ字状韮.ド隆帯の退化したもので縦区両し、そ

の中を半彼竹管による沈線と垂下沈線で灘めている。

休部に渦巻状文様を拙く類である．拙券錘.桑降帯で描かれ、その問を沈線で

埋めている。

休部に渦巻状文様ご騒ぐ類、澗容又げ睦希で、その間を集合沈線で埋めてい

る。

|】辺部に２誼のつなぎ弧文をもち、垂下文は２里で２ケ所において渦巻があ

る。その間を集合沈線で埋め、波状沈線を鞭下する。なお、口辺部の・・部は

ＳＢ４３から出土している。

;l状区画の中にハの字状沈線で埋めている。

体部に短沈線で埋めている。

斜純文で僻面全体を埋めている。

重弧文土器竹管修形半隆起線腫よる重弧文

竃睡.手櫛人事、‘低隆帯で渦巻文を描く、隆帯の上にワラビ手状沈線を施す。

肥厚川辺系土器に属するものである。

縄文地ＲＬに諜状純緑をI1jEFさせる。

毎部造伽,橘巷久と描く類、一般畷画一,雪~rに.-条"ﾉﾃｵ鏡弗めぐらすが、ｒＬ

れでは、ワラビ手状、短沈線となっている。

肥厚ロ辺系土器、；]辺部を肥厚させ、波頂部に渦巻沈線と楕円文、体部は垂

Ｆする沈線で区画し、その間を、葬含並簿息二師α,,、その･罰こ波状沈線を韮卜

させる。

肥厚ロ辺系土器、ｎ辺部を肥厚きせ、体部は半歓竹管に点る沈線とモチーーフ

を描く沈線が見られる。

Ｉ._I縁から波状沈線が垂.1,．する。無文地であるが、・部に短沈線が見られる。

口辺部と底部を欠く、Ｘ把手付翌、低隆帯による渦巻文を描く、渦巻文の先

蝋がまた渦を描くところから肥厚[]辺系土器

26.7

33.0

51.8

20.5

49.9

60,5

39.6

２４．５

4５

10‘６
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分類
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３

目

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

文 様

体部に低隆帯による渦巻文を描く、その問を半裁竹管による沈線で埋めてい

る。本来Ｘ把手が付くものであろう。

Ｘ把手付大蕊竹菅修形隆帝により半渦巻文を描き、その脇に波状粘土紐を

貼り付けている｡

X把手付大蕊これも竹筈修形隆帯で主モチーフを描いている。

Ｘ把手

X把手

X把手

大蕊の;]辺部

ｎ辺部を欠く、Ｈ字状垂下文行総恢芯了.の間を矢兎.‘状ぴj訪隷で埋め、沈線の

中央に波状沈線が垂下する。

加曽利Ｅ的なマド区画をｕ辺部にもつ個体部には、垂下する２本沈線が４単

位あり、他を集合沈線で埋めている。

８と同様な:I辺部破片

11緑'0'､;に；条のi；t線をめぐら【"、その「に楕円文と識巻文を描き、渦巻文から韮下する隆

線がああ。その間を縦の集合沈隷で埋め、その上に波齢t線を施す。

I｣隷下;竪条の沈線と、その下に楕円文帯をめぐらす。

鉢形土器で、あるいはＸ把手が付く、頚部に楕円文帯を施す。

口緑部に：条の沈線をめぐらし、体部は縦の条線、その上に波状沈線を施す。

これも１３と同様なものであろう。

継文地〈ＲＬ）にI男辺部につなぎ弧文（本来的には懸垂文が適切）を沈線で

描いている。

器面に逆::字状沈線で区画した巾に条線を施こし、その上に波状沈線を施す。

浅鉢でL|緑下に：条の沈線をめぐらす。

Ｘ把手付蕊、Ｘ把手と休部の渦巻文は分離してた段階のもの。条線ではなく、

列点で充填している。

肥厚【l辺系と器肥厚[i辺に円文が連続する。時には:】唇部から、Ｓ字状文

となっている。休部雌渦券2-が連なり、その問を条線で埋め、苔らにその上

に波状沈線を施すものもある｡

斜行沈線文塞器沈線の上に粘土紐で頚部を区切り、体部は小渦巻と波状文

を粘土紐で付けている。

口辺部に２重のつなぎ弧文を隆帯で付け、体部は沈線で渦巻文等を描いてい

る。そして器而全体に列点で充填している。

口辺部を欠く、頚部に刻目隆帯をめぐらレ、地文の縄文はＬＲ

肥厚11辺系土器：]辺部に円文が付く、波頂部で琴描巻典となっている。

－４５－
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１８

28.9
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27.5

2ﾕ.５

ﾕ9.5

さ 容盈‘ 備考
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分類 文 諜

浅鉢

全縄文の土器、ＲＬ

L』辺部文様帯はほとんど退化し、ワラビ手状になってv,患罰２本沈線で区:町

した中も、矢羽状に１本沈線で埋め、その･',又に波状沈線を施している。

[】辺部に：条の沈線をめぐらし、体都版哩宋<貴,､沈線文を施している。

口辺部に１条の枕鎮凌めぐらし、つなぎ弧文と渦巻文を付け、そこから蛾ﾄﾞ

する隆帝も体部中央で渦巻文をもっている。条線は縦位

つなぎ弧文と恥下隆帯が１本で連続的に表川苔れる９

器而全体i二：本沈線による矢現状条練を施こし、その中央に波状沈線を垂下

させている。

r・れもまた口辺部文様梢はない。２本１単位の垂下沈線とその両に矢羽状１

本沈線による条線

::辺部に1条沈線をめぐらし､休部は縦位の条線

口辺部を欠く、正下する隆線とその間に矢羽状条級とその;i'央に波状沈線を

施す。

頚部に竹菅修形の半陥錦存めぐらし、体部も同様な隆線でモチ･‐ブを猫〈、

条線は縦位、図版の貼り誤り。

藍部(F竹管修形の半隆線をめぐらし､体部腫U字状モチ･･フを描き､その脇

に波状粘土紐を付ける。またＵ字状の中央にも波状粘土紐が付く｡、

頚部にク舞状の中空把手が付Hf,て･おり、‐-部は口辺部まで伸びて、水煙把手

をなすものと思われる。

U字状モチーワに波状粘土紐が付いている。

逆U宇状区画の中に条状と沈線が付く。

器形は異地域のもの、頚部に数条の沈線、 体部は条線

おそらく斜行沈線文二.:器、頚部に波状雛t紐を付け、体部は条線地に波状粘

圭紐を垂下苔せる。一部はカギ状となっている。

非常に大型土器である。体部に隆帯で渦巻文を描く。縄文はＬＲ

双環把手の付いた小型土器

;I辺部に楕糾文帯をもち、そこから雌ドする隆帯はＨ字状隆帯の退化したも

ので、他梶波状垂線もある。

体部文様帯のみ、体部に２本溌帯で渦巻文を描く。Ｌｌ縁下iこわずからに沈線

尤線を施し、体部はワラビ乎状の沈線を垂-1,.きせ、その問を斜

位の条線で埋めている。

口辺部に沈線をめぐらし、体部に

いる｡

縦位の条線の地文に波状沈線を垂下ぎせて

2５

容量

5.1

備考
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Nn38、４３
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SB-57Nq25
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Ｘ－７

SB 5 7
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Ｎｑ４､16,18,29

ＳＢ‐５９

埋蕊
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SB-621Wq8､１１

Ｍ.８Ｎ・１０

６
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宮
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記
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配
池
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Ｍ・‐８

sＢ‐６２Ｎ､1０

Ｍ－８Ｎｑ５

Ｍ－９

ＳＢ－６２

Ｍ－９

ＳＢ‐６２ＮｏＬｌ３

ＳＢ－－６２ＮｏＬ１１

Ｍ－８ＮＯ２

Ｍ‐９

ＳＢ－６２ＮＵｌｌ

Ｍ・８Ｎ、２

Ｍ‐－９

ＳＢ－６３

分類
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８
Ｒ
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８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

文様

肥辺部に１条の沈線をめぐらし、佐害KI土癖付.の条線

I|辺部に１条の沈線をめぐらし、体部jこ縦位の条線

頚部に楕円文帯をめぐらし、体部に条線を施す。

口辺部

肥厚11辺系上勝、致禁匿無文帯となり、休部に渦巻文を施す。

ヤド;富｢T荊系上器の把弄ｲ､i鋒

X把付鉢

X把１１発体部に澗巻文を施す。

X把手付翌体部にｉ木隆帯で渦巻文を描く。

浅鉢

器全面に条線を施す。

口辺部をめぐる１条の沈線は４単位で渦巻をなす。逆Ｕ字状凶刻の中i晶矢羽

状条線を施､字.し、その中央部に波状沈線を垂下きせる。

口辺部に楕円文帯と渦巻文をもち、･体部は垂下沈線と波状沈線がある。条線

は斜位である。

大蕊17亜部虚無_*_、壷部I士陸巻と条線でなし、仏都iえ課赫の条線'二:波状粘

上紐を砿.Ｉさせている。

肥厚巳辺系土器波状部は３単位で膜頚部で円文とどの字状沈線文がある。

１１李較症F､隆帯で縦区画をなし、その間を矢羽状条線を施こしている。

肥厚I]辺系土器：]辺部に咽]文帯と渦巻文を施す。休部;届渦巻文を施す。そ

の間を条級を縦位で施し､ぎらにその上に波状沈線を施す｡

小型.』二器、繕位の枕謀と斜位の条線を施す。

井戸尻式終末の'二器、楕円文の中に無節純文地に縦の沈線を施屋している。

肥厚口辺系土器

逆Ｕ字状区画の'型j二横位の条線を施こしている。

口緑.1,.にユ条の沈線を施こし、体部一一面を文様帯としている。

大蕊の無文Li辺

高き
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岡伽 出’二地点
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分類 文 様

’１４刀立l《Ａ－・生、洲･罫反.戸緬<・毎八,1延謡序密時I1z…､..…‐"._‐.,鴫睡．．‐－、で'.〕下につなぎ弧文を｛』．:,、ｉｉ菖詐変形L，

たＨ字状懇下文と斜位霞たは矢羽状条線の.i;央に波状沈維を施す。

口辺部を欠く、小型土器垂下文と斜位の条線が見られる。

口緑を欠く、塑誹に撰撫生需又常郵目し、４単位の垂.Ｐ･文は３条の刻目隆帯

文で、条線は縦位

大型長胴認、頚部は３段の刻肖、体部のＵ字状モチーフは分節的で古い様相

を示す。

無文の休部で時期不詳だがおそらく曽利式

『1緑に１条の沈線をめぐらし、４単位の飛.ド文は川辺部で渦巻化して垂下す

る。その間に縦位の条線地に波状沈線を施す。

おそらくＸ把手付大斐の底部、モチーーフの．-部が見える条線は縦位

11辺部文様帯は単に沈線と化し、４単位で渦巻文化している。体部は縦位の

条線である。

H1辺部に１条の沈線をめぐらし、渦巻つなぎ弧文から、垂下文が付く。

小測－１器

１１辺部に数条の沈線がめぐり、体部は縦位の条線となる

体部に条線のみを施して１，１る;]辺部は不詳

;I辺部に：黍の降帯がめぐり、体部はまばらな条線となっていろ。

口辺部に１条の沈線がめぐる‘:休部は縦位の条線にわずかに波状沈線が兇ら

れる｡

rl辺部を欠く、休部臆大きな渦巻文を施している瞳

垂下文も条線地に波状沈線が見える。

垂下隆帯がみえる底部

休部に条線が見える。

底部

底部

底部

寄形士器、１本の低隆帯が渦浅覚を拙き、その間を条線で埋めている。

壷形土器、７雌はIﾂ同森．ご・・Ⅳ陸SB--55でも同様の個体がやはり２個体H４

土している。実に対照的である。

X把手付大蝿、口辺部を欠く、体部に渦巻文を描く、条線は縦位である。

底部

垂弧文土器の偏辺部

il辺部を欠く、おそらく肥厚口辺系_i二器、体部全而に渦巻文を展開させる。

条線は縦位である。

肥厚口辺系土蕃Ｌ誼紅した土器で、：1辺部}こつなぎ弧文があり、弧文の中に

列点が見える。休部にＨ字状垂下文が見える。条線地に波状沈線が見える。

ハの字状文をもつ底部

[l辺部にｌ参ｌｊ祇膳帯が‘:パリ、ｒ１辺部4誠立で渦幾ijt線が正'ず文と＊っている。その問

に縦位の条線があり、その上に波状沈線を施していろ。SB-68の5と類似する｡

3４

2４

2８

3４

量』 備
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１７５ 2４

2９

2６

2７

2８

3０

5０１７８

－４９－

写 真

5６

図 図池 出土地点
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ＳＢ９３

ＮｏＬ３、９
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Ｑ‐３

SＢ－９３

Ｑ‐９NQI10

SB-93NoLl4
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Ｑ－４

ＳＢ９３

Ｑ３Ｎｏ１３２

ＳＢ９３ＮｏＬ１６

Ｑ－３､Ｑ－４

ＳＢ９４

ＮｎＵ,12,15
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ＳＢ－９４ＭＬ９４

Ｌ・‐ｌ２

ＳＢ－９６
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埋翌炉

SB-96埋尭

SB-96埋蕊

ＳＢ９６Ｎｑｌ

ＳＢ・ｌＯ５

Ｊ－１ｌＮＯｌ１８４

ｊ‐･l2NOL6

r-l3NDLlO5

SＢ－９６

油２，１０４
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Ｊ－:２ＮｎＬｌ９

Ｊ－－ＬＮｃＬ３

ＳＢ９６Ｎu６６

ＳＢ－９７ＭＬ１３

Ｓ・・２
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文様

底部

４単位の波状[I辺をもつ、波頂部で'二ｺ縁下"唾操‘ず簸頂部で渦巻文化して垂

下する‘，その融宇．矢羽状条綴を施こしている‘その中央に沈銀を施こしてい

る｡

:』辺部文様帯と垂下文が･体化している。条線地に薮軟延隷がつi,iている。

曽利新式、ロ辺部

底部

底部

小型土器

底部、曽利新式

逆Ｕ字状の沈線区画のみの文様がある。

小型土器、低隆帯で渦巻文を描く。

I]辺部に２条の列点をめぐらし、･1不当叫一誕課による渦巻文を施している。

加曽利Ｅ式土器の体部

加曽利Ｅ３式:と器、これは騒入品であろうと思われる。：i辺部Ｒ1,,胴部Ｌ

Ｒ

加曽利Ｅ式的な七器、頚部無文帯下に沈線区画の中に列点帯をめぐらし、体

部に磨消縄文とワラビ手状沈線を付けている。

大型蕊形土器の無文1号辺部

縄文地!ご竹隷を諺睦帯ＬよるＳ字状文を施している。０段３条のＲＬ

撚糸文地に波状粘:j:紐を付けている。該期の大型宝蛎斐,鯵土器の小型品であ

ろう。

藤内式期の無文口辺部

大型長胴翌形土器の口辺部と頚部が残る。頚部に半隆起線による数条の隆帯

をめぐらし、体部に垂下文が４単位付くも

斜行;j:線文系.邑器の:I辺部

[I緑部に列点帯をめぐらし、撚糸文を地文とし、頚部に沈線をめぐら［,、体

部に渦巻文を施している。しのＬ巻き

麺部に血鐘をめぐらすが、撚糸文地（Ｌ）に赫状縦線が下る。

おそらくＸ把手付鉢の頚部

浅鉢、頚部に波状沈線をめぐらし、地文は条線である。この秘の土器は本来

的には純文が施きれるのが常である。

X把手付大斐、列点文を充填している。

加曽Ｅ式土器、搬入品であろう。ＲＬの縄文

高き
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出１．地点

ＳＢ・・9７

知２１，２２

ＳＢ‐ｌＯ３

Ｎｈｚ

ＳＢ・ｌＯ３

ＳＢ－.上0５

No261、３８８

３９０

１－．１１NOL165

ＳＢ‐‐105

Nq319

Ｊ・・９Ｋ－10

1Ｊ・ｕｌＪ・1３

ＳＢ１０５

Ｎｏ３１３

ＳＢ・ｌ０５

Ｎｕ２７４

ＳＢ－ｌＯ５

ｉｈ２７４

ＳＢ・・XO5

ＮＵＩ200,300

1-ｌｌＮｎｌ８９

ＳＢ‐・l05

ML295

I・・ｌ２Ｎｑ３

ＳＢ－ｌＯ５

ＮＯＬ２０５

ＳＢ-.96床面Ｆ

Ｉ－１１Ｍｌｌ６２

ＳＢ－･IO5

NOL266、２６７

２７９

ＳＢ－－１０５

Ｊ・・ｌ２ＮｎｌＯ

ＳＢ‐・】０５

NOL225,335

sB・・105

Ｎ11256,333

ニー･'２

SB--lO5

ML251、３１４

１－１２Ｎu2,10

１－．１２ＮＱ５

Ｊ．・1ユＮＭ４

Ｊ・‐ｌ２Ｉｉｈ２

ＳＢ‐lO5

Nq226、２６７

SB--lO5

SB,．9６

ＳＥ・‐1０５

分類
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８

８
８
８
８
８

８
８
８

文披

口緑部に沈線をめぐらし、純文地に波状沈隷を錘1,.させている。

、辺部につなぎ弧文、休部には縦位の条線を施し、その上に波状垂線を垂Ｆ，

きせている。

吊手土器の口辺部、吊手土器の吊手の蕊秀山人体がつくもの

藤内式のⅢ部

重弧文上器の,:辺部、重弧文は半賊竹腎によゐ沈線でああ。

重弧文上勝、Ｉ]辺部に莱弧文とそれを区切る縦の隆帯、頚部に波状隆帯をめ

ぐらし、休部には縦位の条線と波状粘土紐を正下させている。この重弧文も

斜行沈 線文土器の口辺部３０と同様

斜行沈線文土器の体部

肥厚口辺系土器、肥厚;1辺部に円文をめぐらし、休部は沈線区画の'１１に列点

文を施している。

口辺部に２本隆帯によるつなぎ弧文が見える。

:｣辺部はやや肥厚したつなぎ弧文をなしでいる。休部に沈線モチー･フがあり、

その間に逆矢羽状条線をほどこしている。

壷形土器で、ｉ]辺部は錐支帯とし、体部は枕線Ⅸi白iの中に刺突文を施してい

る。

。辺部につなぎ弧文が見え、休部は垂下文と波状沈線が見える。

;辿部に楕円文帯を蝿くらし、頭郵を無文帯とし、体部のモチ･-ブは不明。

浅鉾形土器、頚部に波状粘土紐をめぐらし、体部には縄文を施している。

洩鉢形土器、口辺部に･･条の沈線をめぐらし、体部に撚糸文を施している。

ｕ辺部不詳、体部に撚糸文地に速弧文を施している。

r]辺部につなぎ弧文を施し、頚部に半隆起線文をめぐちし、それから４単位

に垂下文を施し、体部は鯉文ＲＬが地文となっている｡

11辺部に１条の沈課をめぐらし、以下を条線としているが、体部不詳

2４０

1６．７

1８．２

容量‘ 備考
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Ｊ－･ｌｌ

ＳＢ１０５

Ｉ－１１ＮＯｌ８６
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Ｎｑｌ１
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NOL36埋斐

ＳＢ－ｌＯ９

ＮＯＬ１９

ＳＢ－１０９Ｉ－ｌ３
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１．．１２曲3２

１．１３Ｊ－１２

SＢ－Ｉ１３

埋斐

分類 文 様

[J辺部に沈線がめぐり、休部に縦位の条線

浅鉢、撚糸文が施されている。

井式尻式期の底部か？

斐形土器の燕文『I辺部

無文の深鉢形二･.器

無文の小邸七器

台形土器1孔4単位か

口辺部のつなぎ弧文が楕円文帯がくずれ、垂下文と－－体下している。

口辺部は不詳だが、おそらく27と同様であろう。

;1辺部侭１条の沈線と隆帯をめぐら:へそれから、隆帯の錐.下文を施し、条

線地に波状沈線を施している。砿下隆帯も．-部で渦巻文を描くらしい”

垂下隆帯と条線地波状沈隷が見える。

Ｘ把手付鉢、頚部の楕円区画の中に縄文〈Ｌ）が見えるロ

隆帯で口辺部に１条と垂.了文を施し、体部は維位の条線地に波状沈線を施し

ている。

天
宮 容量』

６．３

備考
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分類 文 様

&]録装飾3-皇む･大型ミミズク把手１単位と、大剛11Jﾌ.麹L手３単位、それぞ

れ把手基部に眼鏡状把手・環状把手がつく。把手間には、貫通孔を有する波

状突起あり。内湾口縁部には文様少ないが､把手下に低平な円形隆帯がある。

胴部文様は陛斗'頓睡計により上下２段に分かれ、：』』形・楕円形・三角形・斜

行隆帯と、陸補間を埋める沈線文から成る。ｎ緑装飾・雲遼等は櫛形文土器

に似るが、文様の重なり方が全く違う。

頚部斜格子日文→胴部５本１組竹管整形隆帯による懸垂文･援胴部懸垂文に付

随する貼付文、波状粘土紐→臆部、半裁竹管による条線。

胴下半部、半減竹智による条線。

所謂櫛形又土器の胴部破片。

内湾する【1緑部に何らか".]蝕付の痕,､胴部隆帯は背に綾杉刻み、龍叉文等加

飾きれる‘，沈線による円形文の内郁は刺突列を充填している気

頚部は半隆起線３条がめぐる。胴部は２本１組竹管整形隆帯による懸垂文、

上端に逆Ｗ字岐貼付あり⑥加部地文縄文は磨滅して見えにくいが、Ｈ１｣。

:I唇が肥厚する小型円筒形深鉢。半裁竹管半隆起線i『よる三角形区画で器面

を分割し、区画内に斜めの１本引き沈線列を充填、さら侭２本の沈線を交差

きせる。

台付鉢であるが台部欠損。Ⅲ部は爪形刻みをもつ隆帯によし)４単位に分割き

れ、うち２単位は窺形区画、２単位はひし形と宝角形凶dljから構成される。

区画内は縦・斜めの：不びき沈緑ﾀﾘ、ただしひし形区画内は蕊群!』突による

鋸歯状文を用いる。

l-l縁部２本の横走隆帯で画した検帯に、小波状隆帯。隆帯１．はいずれも半裁

竹営を沖引いたﾉＭ多文を施すが、磨滅が著しい。胴部縄文ＲＬｏ拓本では不

明瞭であるが、３本の唯消枇群（幅ユc､程）が入り、１話２本は磨消帯の上.Ｆ

に波状沈糾が沿う。

胴上半部は枇走半隆起線が垂なる-候胴下半部は半赦竹管を浅く施文した条線

→胴'二半部の錐方向短粘土紐と、波状粘土瓢を貼付する。

曽利式の無文!:緑が波状を呈しているもの。波頂はおそらく６単位。：I唇は

内而に突出する。

大型浅鉢。頚部にユ本の波状粘土紐がめぐる。服部は全面純文RL。

大型深鉢の底部付近。地文櫛歯条線上に、垂下沈線が見える。

口唇直下と胴部の横走隆帯によって画された胴上半部に、大波状隆帯。隆帯

はいずれもカマポコ形で､爪形釧‘ｽﾑか我つｏ夫沸状|盗帯|-ｿr杜半|隆紀綿列で、

１条おきに交互刺突による鋸歯状文を施す。胴下半部縄文Ｒｴ,。’』辺下４cｍ

程に補修孔１冊残存。

４単位波状I:｣縁。｜I唇に沈線がめぐる。ロ縁部に円形隆帯と、それをはさむ

手桶Ｈ掴基凹。胴上半部に２本１組の隆帯が４単位垂下する。隆帯上刻み。

地文は１本目':さ沈総こ胴部中央にて打欠いている。所謂櫛形文土器の--変型

であろう。

隆帯と隆帯脇沈線によるil状区画内、地文櫛歯条課と蛇行沈線。

洩鉢。Ｉ|緑は内琶ｃ連鎖状隆帯がめぐる。

台形土器。脚部捲仙面は･ｵ.りへらない[‘

滞而全面縄文Ｒ２忽-･ロ緑近く稚上粒貼付は、５個残存。

胴部縄文０段３条ＲＬ。

隆帯による加曽利Ｅ式的な【_|緑部文様帯の_剛こ、太い讃走沈線がめぐる。マ

ド区画内・胴部地文とも、先端の細い工具による条線。

屈折底部。純文ＲＬｂ星れ吐同の耐滑ミスで、SB-84の遺物である。

高さ〔､、

'54.3

1瓢，

２７．４

容量４

20.7

4.26

1.7

4｡７

約6.8

(底部

欠損）

6-65

礁考
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文様

摺曲文土器の口縁部破片。

無文

隔離の対向タる位置に垂下隆帯。その他何らかの懸韮隆帯があったらしい。

隆帯に沿ってキャタピラ文、琵角押文、また崩れた波状沈線。地文は０段３

条Ｒし。

文様は粘土緋を貼付せず、全て半隆起線による。Ｘ把手‘1単位をつなぐ３条

の半隆起線、また胴部文様の４条の半隆起線は、途中に渦巻文をもつ。半隆

起線を施文後、地文揃歯条線（櫛歯は４本ｌ単位）。条線は密ＩＦ,施文。

両瓦電頚都‘-Ｘ把手２単位｡頚部横帯マド区両1ヘ'士嶺歯推工具【.弓よる条線を

充填。

波状突起と.突起下渦巻文上に爪形刻み。口緑部文様は隆帯に沿うキャタピラ

文と波状沈隷。波状沈線から伸びる２本の短沈線が特徴的･

平縁。頚部に楕円区画横帯。胴部は輪積痕・指頭圧痕を残す器面の上に、垂

下隆帯。蔭帯に沿ってキャタピラ文、楕円区画内三角抑文、胴部には波状沈

線。

器面は４単位垂T隆帯により４分割されるが、図の側面の２単位は３本隆帯

が途中結びつけられる形態をとり、隆帯頂部に円形突起がつく。半撒竹管に

よる矩形区画内は､無文か､半裁竹管によら斜行謹雑列,隆帯.1二は爪形刻み．

鋒舟雄iiみが,,'１時される。

浅鉢。口緑内折部に文様。キャタピラ文と、その外側の幅狭い部分に三角押

文。

ﾉj,冠葬埠['〕斑下半部．､,底部。縄文ＲＬ･

大型淡鉢の胴１号半部～底部と推定きれる。純文ＲＬｏ

器面陰鴨捜痕・指頭圧痕を残す。隆帯に沿うキャタピラ文・這角抑文による

波状文。

縦位区画文土器の底部付近、爪形刻みをもつ隆補・半隆起線にて区画。半隆

起線上に爪形刻みを施す部分がある。

大ぶりなＸ把手。Ｘ把手をつなぐ２本の隆帯の間の沈鵠はＸ把手裾部に全ご

て渦巻文となるｨ,胴部文様は隆帯による大渦巻文であったろうが、付随する

小渦巻文のみ残存する。地文は、この弧の土器には珍しく純文、ＲＬ･地文

施文後に隆帯に沿って沈線。

台形土器。脚部接地面がすりへる。脚部に孔が３個残存、もとは皇孔４単位

であったらしい。ただし３個とも底而がすりへったためか､孔の．!､半が欠損している。

深鉢の胴下半部。無文のたあ唐騨:乱し難いが、いずれ中期巾業か後葉であ

ろう。

小型円筒形深鉢。器壁が薄く約５ミリ。輪祇痕をよく残す。

内湾する口緑部に1豆顎疾突更:、その直下【ご鯛嬬1超'.¥手がつく。半球状突起上

に沈線による渦巻文、〒三叉文。把手下に連鎖状隆帯２本垂~F・頚部隆帯上の

綾杉刻みは、途中で施文を止めている。胴部は珍しく潤文ＲＬの地文農駆沈

線を引く。丁寧な作り。

内恋する:I縁部から胴部偽１１央の<ぴれ皇で、隆帯が並んで垂下する。おそら

く胴下半部が張り冊す器形であったろう。

打久いた部分をきれいに擦って、深鉢底部のみ再利用【『供したもの。

大剛深鉢の底部､,井戸尻式もしくは菌初式動学び,ものであろう訓

縦位は画文の上器の胴下半部一底部。半隆起線による区;Fli内は斜格了目状沈

縦位区画文土器の底部付近、爪形刻みをもつ隆補・半隆起線にて区画。半隆

起線上に爪形刻みを施す部分がある。

大ぶりなＸ把手。Ｘ把手をつなぐ２本の隆帯の間の沈鵠はＸ把手裾部に至っ

て渦巻文となる伽胴部文様は隆帯による大渦巻文であったろうが、付随する

小渦巻文のみ残存する。地文は、この弧の土器には珍しく純文、ＲＬｏ地文

施文後に隆帯に沿って沈線。

台形土器。脚部接地面がすりへる。脚部に孔が３個残存、もとは皇孔４単位

であったらしい。ただし３個とも底而がすりへったためか､孔の．!､半が欠損している。

深鉢の胴下半部。無文のため時期判別し難いが、いずれ中期巾業か後葉であ

ろう。

小型円筒形深鉢。器壁が薄く約５ミリ。輪祇痕をよく残す。

線。

1-1唇外帯は陰帯で肥厚｡その直下の太い半賎起線上には爪形文を加飾｡以ド、

細い半隆起線で矩形区画し、内部は１本鼠きの斜行沈線を充填する。

浅鉢。畠I唇．上1mは平らで、内外に肥厚。右下破片に蕊雑孔z佃（半欠）残存。

I]唇外帯は隆帯で肥厚。その直下に沈線が沿う。以下縄文ＲＬ。

商さcn1
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一
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文様

:]唇やや突IHする部分から降帯鍵下。隆帯上刻み。師部仙立は１本引きの条

級。

２禦短の誤凌Ｍ縁をもつ小型土器，；:縁部に枇走隆帝がユ本めぐり、波頂~'ｆ

の沈線渦巻文から隆帯垂下。地文半徴竹管iごよる斜行条線上に、２単位の蛇

行沈線が亜ﾄｰするが、図には表れていない。

台形土器。接合面にて脚部が欠損&診ている。

添舗にひ》I岸等一
色ゴー▲■

－１－－■ 巴

２本１組の垂下沈線→櫛歯状工具による綾杉状条親

大型浅鉢。口縁{よ大きく開き、２単位の弧状の切れ込みをもつ。補修孔：個

残存直

井戸尻式大型深銚の胴上半部。横走隆帯にて２段に分かれ下.曙は鰭|TI砿価一

上段は:Ｔ１形隆帯から二叉状に伸びる隆帯と、縦列沈線、そのｆにｆ･字文。．R‘

字文内部を削る｡

屈折底部ＧＩⅢ折部まで砿Ｆすゐ隆帯が見える。

！;緑は波状もしくは何らかの'1緑装飾をもつであろう。胴部は４本の隆帯が

渦巻文を作るが、外２本が高く、爪形文を加飾される。渦巻文隆帯内部に半

隆起線が沿う。

頚部に棺i:jlX澗柑帯、区画内キャタピラ文、三叉文、波状沈線、交互刺突を

充填。胴部は理下降帯によって分けられた器面を、半隆起線で縦付反面。内

部に沈線列、蓑ﾅ･綾杉:脳刺突列達充填一先端蕨手状隆帯上には交互刺突を加

飾。

内湾する波状突起１個残存。外侭に'１１鏡状把手がつく。胴_i詮半部は大波状隆

帯により逆玉角形区両４単位を作る。隆帯に沿って争睦辿報虻'､ぬぐり、内部

総Ｌ本引きの縦列沈線を充填。胴下半部縫文０段３条ＲＩ‘･縄文施文の後、

胴上手無文竪書磨く｡

竃型土器。.'1堆1-隙帯黙付→縄文ＬＲ→隆帯に沿って沈線。

壷型土器。祁広<低;1zな隆帯_kに純文ＬＲｏまた降帯と沈線により区阿され

た内部にも、磨減著しいが縄文ＬＲが見える。

４単位波状口縁をもつ（ｉ単位残存）。施文は沈線文のみで簡略。波頂下に

逆Ｕ字あるいは長楕円形の細侭い文様。平緑部には弧線文がある。綾杉状短

沈線又（i,ハ｣の字文）は大ぶりである。

大蕊ﾆｪ器の底部。時期判別は困誹。

胴下半部は無文のため時期判別周難。ただし底部形態か64と似る。

網代底。胴部は錘下沈線が残るのみ。

.】緑部横走沈線、その頂下に弧線文と、弧線文を凹んで皿下する沈線を施文

→地文半赦竹管による条隷施文。

ｌ:1縁部がわずかに外に開く深誌の砂片。口紬に無文部残し胴部４本１組の櫛

歯条線。

文様はいずれもﾕド餓竹管１判蝿1二よぉ。唯1,沈課の他、Ｕ字あるいは縦長楕

:･5の細長い文様で縦方向を区画し、紗杉雅沈線文を入れる。底郵『す接合111ｉ

割れ。

棚走学隆起線が垂畳す烏が、このうち上半はらせん状に連続して、｜ご半は輪

切り状に施文を行っている．-陵４単位、２列の短粘土綴貼付→半故竹管内面に

よる「Ｃｊ字状押引文､ただし図の右下の２列は「逆Ｃｊ字となっているが、

磨滅している。

深鉢の胴！ご半部･無文。

深鉢の;I緑部破片。閥隔の空いた（揃術）条線を斜方向に施文。

両耳奄。頚部iこ幅広い睦帝がめぐり、峰徴的雀形態（糸巻き状）の把手につ

ながる。把手はi呈下に貫通孔あり。頚部隆帯:2に太い沈縦。把手下.に職沈銀

による渦巻文３個が配される。胴部は嶋広隆帯により斧先状に区画された中

さcIn

１２．０

１７，

舵だし底
普孜1m

28.8

23.1

容量

0.3

２．０

備考
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９
９
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２
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３
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Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

分類

８－２

２
２

８
８

文様

に、縄文1,Ｒを充填。

11緑が内湾する幹異准器形。１１縁都文様帯は隆帯貼付による渦巻文と楕円区

画がつながる。胴部は垂下隆帯８単位。口緑部区画内縦方向・胴部潅杉液に

半俄竹管条線。

浅鉢の底部破片。７４と同一_個体の可能性あり･

浅鉢、連鎖状隆帯の連結部に１乃至２個の刻み。鎖の背#こは短沈線。

難文11緑が開く。内外面まく磨いている。

深鉢の底部。

;』緑部は隆帯貼付による渦巻つなぎ弧文、沈線によるマド区画から成る。マ

ド区画内沈線。胴部は、渦巻文~１号に垂下する２本１組沈線と、半裁竹管によ

る条細。

低平な隆帯と両脇に沿う沈線によりI]状に区両、区画内は櫛歯状二１２具による

条線の地文上に、蛇行沈線。

４単位波状11緑。１１唇内外に肥厚。内湾する1ｺ緑部に縦列沈線、三叉文、円

形文、交互刺突など沈線主体の文様を施文。頚部のふくらんだ部分に楕円区

画横帯。楠円の間に垂下隆帯・連鎖状隆帯。胴部縄文０段３条ＲＬｏ屈折底。

高さc、 容量』 備考
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２
３
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７
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Ｒ・・６
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Ｊ・６

１－５

里１７

Ｎ・１０

Ｎ－ｌＯ

分類

ー

文 様

口緑に把手１個残存、頂部欠損だが烏頭状を塁,していたか。把手下の橋状把

手は剥落するがその直下に半環状隆帯が続き、鋭い刻みがつけられる。：.緑

部型三ＪTl区画内は、区画隆帝に術って鴨思.-2角押弓:文、順狭重角抑引文、削

り出し手法による三叉文・-|#拘軍菱も~・ワラピ手状文左どを充填する。頚部

米文帯は幅広_鳶角j11I引文と三角押引波状文。埋斐炉かと思われたが焼土なし。

内湾する口緑部が大きく広がる。｜,I縁部文様は下端を横走隆帯で画す。隆帝

上刻み・交互刺突。隆普間は沈隷による渦巻文・三叉文・沈線列間交互刺突

など施文する。埋韮炉かと思われたが焼土なし。

無文深鉢。底部全欠。正位埋蕊だが住居杜が確認できなかむた。

頚部は４本の横走隆帯と波状粘上紅･･扇塾了３本１組隆帯による懸垂文。懸

垂文先端は渦巻状とまる。太くしっか、Ｌた降帯は、竹管による整形を受け

ていない。→胴部地文半裁竹管による条線。埋発炉かと思われたが焼土なし。

７恥位のＸ把手をもつ大尭で、完存する。３本１組の竹管整形隆帯によりＸ

把手を連結し､胴部懸垂文を形作る。懸垂文は直線的に垂下するもの３賄位、

渦巻となるもの３単位、逆Ｊ字状とな為もの’っで､途中鈎状に屈曲したり、

ｓ字状・意つ葉状貼付が付随したりする。地文は手換竹菅二よる条線。地文

施文後、蛇行粘土紐を貼付する。底部は焼成後穿孔、径約]､7ｃｎ１ｏ集落ほぼ中

央の土砿に逆位埋設。

頚部にｘ把手４単位とＸ把手をつなぐ２本の隆帯。胴部文様.ま睡需と両脇の

沈線にふる４単付大漁巻才と、付随する小渦巻文､渦巻文より垂下･する隆帯。

大渦巻文のうち１つは２本１組隆帯により形作られる。隆帯間の条線は半裁

竹管による。底部に眺成後穿¥.』、径1.4（．Ⅱ'。；1織部に補修孔２単位４ｊ肘あり。

SB-32の埋斐とするには位置が疑問となる。逆位埋殻｡

４単位波状|､|縁をもつｃｌｌ縁伽文様帯は沈熟によ})梢円形と円形をつなv,だ

形のマド凶則証緬繊、僅脚肉'縄文ＲＬ,。体部文様帯は雌下沈線により縄文帯

と無文帯に分かれ､縄文ＲＬ上に蛇行沈線｡充填縄文である｡正位埋斐であ

ったが住居杜が確認できなかった。

口緑へ胴上半部を打欠いている。垂.「沈線に画されて縄文帯．無文帯．中央

に蕊下沈線が入る無文帯が順序よく並ぶ。測文帯は12単位。縄文はＲＬを縦

方向施文。充填縄文でなく磨消縄文である。ＳＢ－２１埋尭のさらに南側に位置

し住居:hlJ儲屈不明。

口縁～胴１．半部、唆藤蕊.'欠いている。砺蕊.jL葎ｿ垂下沈線により画された

区岡内に、維杉状禰沈糾によるハの字文を施文、８単位。SB-59埋蕊として

は位置がおかしい。

きＣｌ、

４
３

９

● 59,9

術考
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一
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Ｆ
Ｆ
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分類

面
Ｉ
『
Ｉ
【
ロ
Ｉ
居
』
局
ｆ
、
。
【
Ｉ
吟
』
”
』
局
Ｉ
庁
Ｉ
毎
Ｊ

文 様

４単位の【|l形突起をもつ櫛形文土器。１１縁の内湾、綱'ざ部の膨らみ、ともに

ゆるやかで器形にめりはりがない。『]緑部文様帯下端は低平な横走隆帯がめ

ぐる。円形隆帯‘刻みをもつ延帯を主モチー｡うとし、その余白にわずかに型

父状沈隷が入る伺胴｣苫､1遥部は突起F､円形隆帯から垂下する連鎖状隆帯。胴下

半部は櫛飛玄を形作る隆帯のみ。

[]緑部内折部よ})卜が欠損するが、沈線文が少し残存する。淘折部面.i､iこ４

叩樫,製鏡波把手、そｒから２本鱈帯が垂下する。胴上半．､ド半部とも【二息本

ﾘIき沈線。

波状ｕ縁１個残存。波状部内側に三叉文あり。１１縁部文様帯ﾄﾞ端は面してい

ない。波頂部から逆Ｊ字隆帯垂下。：I縁部隆帯上に綾杉刻み・交互刺突。隆

帯間に縦列沈隷・渦巻文。．ｆ叉文。胴上半部垂下隆帯は２単位らしい。胴F･

半部キャタピラ文（錘沈線列）と波状沈線。

小型土器。波状11縁をもち、胴部がくびれる。キャタピラ文による文様の図

形は不明。〈びれ部にめぐるキャタピラ文のみ、施文具の幅がやや広い。

口唇に沿って隆帯をめぐら{像、その内側脇に沈線をひき二重口縁とする‘，ＬＩ

縁部は２本１組隆帯により４単位渦巻文と弧状文。隆帯には沈線が沿う。胴

部_L半は、２本１組砿.ド隆帯４単位と、それらをつなぐ便走陰帝。１１縁部・

銅部の地文縄文ＲＬは、隆帯貼付前に雌文する。胴下半部のわずかな残存部

は無文。文様構成が特異で１１縁部文様は加曽利Ｅ式的であるが、系統は不明。

井戸尻式期最鵜末に位置づけ-ごおく。ぽ・・ⅣⅨ土器すてばＢ，第5771Xl35

の上器と類似。〉

４単位の大把手が欠失し、人把手間に位置する小把手が残存する。小把手は

上下２段の橋状把冨;モつなげたものであり、精ゴｰ紐貼付により加飾され、把

手の背に.Z里楕111形文がつく。；1隷部は把手の裾帝つなぐ横走隆帝が、上か

ら２本・３本・４～５本ずつ、這段構成となる。隆帯脇に沈線。胴部は大把

手下に２本１組垂下隆帯。地文は櫛歯条線を後から施文。胴部がiL半と下半

に分かれない特異な二z器。

浅鉢。；I緑部は内沓i"たらしいが、内窒部直下の接合面にて故意に打欠いて

いる。

垂下隆帯で文様帯を縦に分け、その間を対弧文とする、この種の‘'二器に通有

なモチーフ。隆帯は太く低下で、交均[刺突をもつ。対弧文内は縦列沈線。

胴下半部、太い横走隆帯で文様帯下論を区切る。胴部文様は垂~ド隆帯・弧状

隆帯（対弧文）、降帯上交互刺突、除帯間に沈線文。

胴部文様帝は連鎖状隆帯が垂下して４，単位に分けられ、下端を横走隆帯で画

す｡区両内X字状文､ただしユケ所は上部が聯平な円形隆帯となり､人形文

を呈する。陸帝而の沈線文は、．I乳に縦列沈線、猫走沈線、まだ･2叉文、渦巻

文、鋸歯状文など。

台付土器として推定復原した。頚部に－－本の隆帯がめぐる他は無文｡

無文深鉢。

半円形突起から隆帯が唯'ざして器而を４分割する。胴部文様は２段に分かれ

る｡上段の斜行隆帝のうち2説位は扇平で幅広く､ｷｬﾀビﾗ文で縁どりし､

内部を渦巻文・・電又文等沈線文で埋める。なお半円形突起.1,･矩形区画内は４

単位とも文様が異なり、２単位は突起から隆帯が垂下し先端が渦巻く。下段

は婿｢'1区画文４単位。匹閲内の:=::角形・ひし形余白の周囲を緩列沈線で埋め

る。２ケ所１瓦毒睦諾がつく。胴下半部の垂下隆帯のうち２章位はう字形に

はね上がるが２単位は不明。縄文は0段３条Ｒ1-,．

半円形突起２単位、小突起２単位、いずれも垂下隆帯がつながるロ小突起下

隆帯のうち１つは胴ド半部まで伸びる。口緑部はやや肥厚し、縦・横交互に

苔⑥'1

24.4

５５．０

３３‘６

突起頂

モチ里

6９

備考
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１９９
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４
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１沈叙列が記される。胴|:半部は斜行隆帯|Ⅱlを、三叉文．渦巻文．縦列沈級等

で埋める。胴部中央に精;q区画横帯。Ｆ端を画す横走隆帯がない。楕円区画

ｉ内吐癖列鍬納一
７切れ込皐をもつ突起から正下する隆帯によって胴部文様帝は２単位に分けら

｜れる｡主ﾓ談-うば隆帯に』槌…文､その一端が大きく膨らみ3つ指状
となる。隆帯間紘縦列沈線など沈線文で埋めるが、仙走部分はベン先状｣二具

を使い三角押文とする。

７：４単位塔状把手のうち２つ残存。把予頂部に貫辿ｊＬを有するダル形把手を戴

く｡:I緑内折部の端梶深い切れ込みがつけられる｡|､.【蒜部文禄は１J字状睡帯，

渦巻隆帯と､陸帯に沿う沈線文。Ｕ宇状降帯先端が乎指状に聯ら心部分あり。

ＩｊＬ』折部直'ずに刻み目をもつ隆帝があり、この部分浜,ｌｎＩも鏡状把手がつく。胴部

｜〈ぴれ部に横走陸帯がめぐり､胴Ｉ鷺半部は垂下降帯､下塞!i唾縄文0段3条Ｒ
動上に、：l雄位の低平な隆補をつける。

大把手（おそらくミミズク把手）１個残存する浮欠矢部多い。貫通ｲLも』綱

残存し､その右側は三叉文がつく。文様帯はｋﾄ゙ ２段。下震;も槍両Ｘ両枇帯、

i-副iよさ南左ﾓﾁー ･ﾌをとる隆帯と沈級文による職成となろう｡胴部純文は

０段３条、』．屈折底。

４単位I.;形突起の柵部はⅢL鏡状把手こなら。Ｌ|稼難又擁ｕ把手をI急P心に:診て

左右に半楕円形反而冷作り、区画内に縦列沈線・渦巻文・三叉文．志た内折

部直上部分の隆帯.ｋに刻み。iWr部直下にI嶋狭い無文帝あり、無造作な横走

沈線をはきんで、以ﾄﾞ全面撚糸文｡Ｌの縄を:,巻き。

内奮口縁のごく‐･部が残存。柳手の病跡あi]､その直Ｆに眼鏡状把手がつき、

横走隆帯とつながる。胴部恥下降帯の先端はＪ字状にはね‘Zがる．降帯f刻

み、ｊ字部分に三叉文がつく。胴部地文撚糸文、Ｌの縄をＲ巻き。屈折底を

もつｏ

深鉢の胴へ底部ｃ全而撚糸文エゴの縄をＲ巻き。内面猫方向に~j,寧に訓整して

いる。

;1緑部欠損寸るが、低下な維帯と､渦巻文など沈線文iこよる半肉彫的文様は、

井戸尻式のもの。・・方、頚部横走隆帯i二はさまれた波状隆帯、同--手法によ

る胴部懸垂文‘1単位、途中Ｕ字状i咽IHIする垂ド隆帯４岸.位、またユ本引き

条線など、頚・胴部の形制は曽利式と認定できる。

膨らみをもつ胴部のみ残存。頚部に横走塗帯、胴部'二２本：組飛ド隆帯４単

位。隆帯上刻み。胴部'よ半職竹管によ為縦方向条線。、

'1M下斗当!§'｣L》z／3が残呂。４本１組隆帯垂下，途中Ｕ字状に堀曲する。隆帯.Ｌ

刻み、あとから櫛歯条線（５本１組）を施文。

'1縁・雄部欠損。頚部は刻みklをもつ枇走隆帯にはさまれ･波状隆帯２本。

胴部は2-.３本：組隆帯による逆Ｊ字状懸垂文と、ユ本引き沈線による条線。

内湾．yろ無文１１緑が約］／２残る。輔部に措未確桜、隆帯上刻み。

円筒形でくびれのない器形。ｌi唇は平ら。｜i唇から‘1本１組の隆帯が４単位

垂下1-,胴部懸垂文とつなが愚が、うち２単位は４本降帯の斗'間に大きく突

出する短隆帯をもつ。頚部に２本の横走隆帯。胴部は逆Ｊ字状懸垂文′渦巻

文．|X|の端側面に４本』組垂下隆帯(途L1:両側にＷ字状に屈曲する）がある。

妓後にＬ本引き条線を施文“

円筒形U,器形一：1縁やや外反。：－１緑割に鉦泣･帯』横走沈線を上端として、胴

部は１本引き条線。条線は細い。

思縁部ざ二躯騨-る無文帯あり、横方向調整痕がよく残る。胴部は扇平な連鎖

状隆帯が３本残存,一、その間は、１Ｊyの渦巻文と、縦方向《やや斜行するも

のも含めて）沈級列を施文する。寂のﾆﾋ器は諏訪湖盆～八ケ岳西南麓の在地

"〕弁J-i疏人の‐菰。

副部の横走半隆起線５条＝陽剛緑部半隆起線による重弧文、胴部の縦方向条線
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文様

を施文→口緑部・頭部下端の、波状粘土紐認占付。

頚部横走半隆起隷窒･腫縁部'1脇隆起線による重弧文、胴部に３本ユ朝‘竹管整形

隆帯iこよる､徹Ｓ学文や胴部地文半裁竹管による条線･炉波状粘土紐を貼付。

梅原器彩は不適当で、もっとI]縁が広がり胴部がすぼまるはずである。

Ｆ:緑部斜行半降起線、胴部半裁竹管照よる条線施文÷頚部を横になでる｡頚

部波状粘土紐・胴部懸埜文貼付。なおK;韓営蝿に溌土をつぎ足:－２木沈線を

めぐらせる。

頚部横走半隣起線と、それ;こ_:z1,.をはきまれた、先の細い:I呉隠よる鋸肯状

文…･胴部地文二本引き条線-陽頚部・Mlﾘ部波状桁'二紐貼付。

罰隷Li検定半隆起線。胴部は３本ユ組の竹菅挙影賑糟により「ｖ』字文とそ

れをとり囲む．':』字文２単位、その２単位間は縦の懸睡文で分吟られる･

主モチ.-フの懸鵡文に付して小貼付文が各所侭つけられる。→胴部地文半裁

竹菅侭よるしっかりした条線-･頚部汲砿･雑::二紐。

頚謡に８単位のＸ把手。Ｘ把手側面から４木』組の竹管整形隆帯が班ﾄﾞし懸

垂文となる。４.龍位は縦に垂.!､･し、４単位は逆ざ字形と:なる。隆帯は途中釣

状に屈曲レズ､り、上下に鈎状に分岐したりする。隆帯貼付の後、地文の半裁

竹管)二よる条隷を施文。

胴部に沈線(Fよる大渦巻文が２単位残存するが、全体で３単位となろう。渦

巻文からＺ卒";需諭､垂下。や櫛歯状工具↓ごよる綾杉状条線→蛇行沈線ｃ

刻継やや外反･ｳｰる器形。地文櫛幽状ｒ具（雌は６本）ｉ準ろ条糾･缶11総部に

波状粘ｔ紐貼付･手胴部j二上Ｆ２段の弧隷文、弧線文は２本：紐沈隷による。

i５段は弧線でなくI||形状となる部分あり。弧線文系圭器の・・種であろうが、

特異な上器である動

I]緑部隆帯貼付+ごよる渦巻つなぎ弧文。不明瞭ながらマド恢両沈線と匹画内

縦列沈隷を描いて1,､る。胴部は鴬琶文下の垂下隆帯と、』木弓:き条線、蛇;ｆＴ

沈線。

内沓する;I縁部の上に無文１１唇が面立する。１１緑部文様帯は２本皇組横走隆

帯で]．.､1ぎを画す。文様は基本的に２本１親隆帯にて、横Ｓ字文・渦巻文・滑

学状文など複雑に組合せる。１１縁・胴部とも地文撚糸文、Ｘ雪の縄をＲ巻き。

撚糸施文が最初に行われろ。なお図示しなかったが胴部と思われる破片があ

り、胴上半部に横走隆帯に上下をはさまれた波状隆帝がめぐり、そ･れを横切

って３本』組隆帝が垂1､する。：診かし嘱卦"]毒形全卦｡健成･尚不明である。

加曽利屑』式平行の他地域の土器であろうか。

深鉢の胴部｡地文撚糸文Ｌの縄をＬ巻き。おそらく地文を先に施文している。

文様は３本１組竹管簿,2｡隆帯による、３単位横Ｓ字文の左右が連雑して左半

分が波状となったもの。残存部上端の隆帯とつながっている。特異な文様を

もち系統は不明。

‘1単泣のＸ把手。胴部主モチーフはＸ把手右裾から伸びる、３本；組竹管整

形隆帯による逆Ｓ字状懸垂文。淳寺'え途．.』上ドに鈎状に分岐する箇所あり、

また各種小貼付文が付随!"、先端には剣先状文がつく。胴部地文体Ｌの範の

撚糸文だが胴部卜半の一部で櫛肯条線にかえてv,る･順序は主･子チーーフの懸

垂又-+地文･や剣先状文等貼付文。

卿緑部に隆帯により渦巻文と矩形のマド凶創を作る。マド(X画内半教竹管に

よる縦列沈線･挙胴部地文縄文Ｒｒ‘《，Ｒｴ割の:Ｊを途中直前段結節:診てい墨と思

われる。・や半徴竹管による.14に１種並隷が諏i2半部で垂下･〉〈びれ部で談走

･捗脹!､半部で恥!､．。

浅鉢。胴部縄文『′Ｒ→頚部に半餓竹管を使っで３本の棲燕‘:緑。

地文縄文ＲＬ一縦長のひし形を呈する変形渦巻三叉文と蛇行沈線、本来は５

または６単位であったろう。→il緑部に.'と．,､‘ど列の刺突文がめぐる。
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小迎円筒形深鉢邑全面撚峯文、ｒの遡浄同巻弐舎図は誤りで、．･端は'1唇で

ある。

口緑部欠損。維文ＲＬ。

細い施文具で描かれた蛇行沈線が5本残存し､どの時期には珍しく純文が０１
段３条ＲＬである。

鶏外術’，震…識繍…卿季……える。｜胴部鎚文ＲＬｏ胴１，半部内1m+昂スス付着による黒色部めぐる。

４単位波状口縁下が橋状把手（図の正面では欠鎖）となり1ｺ隷部文様帯下端

の横走隆帯とつなが為。口縁部文様帝は橋状把手により４単位矩形区画に分

けられ、区画内は半裁竹管を用いた縦列沈線。波状部、把手部の内外に、縦

列沈線・渦巻文等が加飾される』波頂下含た把手の背に貫通孔ｃなお11唇内

折部は幅広く、隆帯・沈線めぐらし三重ロ縁を呈・ｳー 。胴｣彩半郁無文。胴部文

様譜憾上端の嬢走腫帯鐸半識竹管による条線…繊震1癖と…蕊"]｜
順。胴部を縄文にすれば東関東の加曽利Ｅ式。

高さcml
1６－０

容量 備考
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分類 文 様

口唇直下に縄文帯。その下に幅広沈線と降鞭上縄文帯が交互に２本ずつ入り

その２本の糊文帯の間に橋状把手を渡し、把手上にも純文がつく。いずれも

ＲＸ診。胴部文様は把手下の鋲!､陰挿で分割され、まず純文ＲＬ、きらに結節

を縦方向にころがす。胴上半部は２本１組横走沈線の間に、円形竹管の先を

交互刺突した鋸歯状文が施きれる。五領ヶ台Ⅱａ式とする。

11緑部'よ虚三角怪幽横帝。に閥円1.世隆帯に沿って帳広三角押引文、その内部

を．#､叉文とそれをとりまく嶋狭逗角押引文で充填する。頚部素文帯をはきん

で、胴部は幅広い横帯となる。隆帯の連結部が突出する。胴部は隆帯に沿っ

てキャタピラ文、区画内は玉角抑引文と三叉文で充填する。底部直上は楕円

区画横帯とな'〕、隆帯に沿って幅広望角押引文。なお素文帯には-三角押引波

状文がめぐる。ペン先状.:具は･･種類である。

口緑部に無文帯あり、その下に重三角区画横帯、素文帯と重なる。隆帯に沿っ

てキャタピラ文、岳角押引文がめぐり半1ﾘ形区nIji内は呈角押引文列で充填さ

れる。三角抑引に沿って刺突が入る部分あり。素文帯には、ペン先状:.三具を

』.!ごｳﾆ交互に抑圧-j-る手法による波状文がめぐる。

円墳影蕃漉"'１'蒜_:二端に縄文帯、その．!､.『1厘広沈鎧、泌‘i誼綜がぬぐる。胴

上半部が重三角区画横帯となり、隆帯に沿ってキャタピラ文、角抑文がめぐ

り、ユ.邑鵬形区画内は角押文列で充填される。

口縁は朝顔形に大きく開く。ｌ｣縁肥厚帯の下に楕円区画横帯がめぐる。胴下

半部に断面三角形隆帯による何らかの懸垂文がある。胴部下端に横走隆帯が

２本めぐる。隆帯の他は全く無文。

坑形土器。内外面に赤彩が残る。１単位の把手は欠損するがミミズク把手で

あったらしい。瞬辱外帯に刻み目。胴部は半隆起線にてF方が開く矩形区画

を並ぺている。

細文ＲＬｏ胴上韮部を打欠いて再利用に供している。

円筒形深鉢。肥厚:I唇と横走隆帯に上下を画された横帯があり、その幅いっ

ぱいＦ波薮陰誇が入る。隆帯'二爪形文刻み。j両蕊'す請載狸を残し指頭圧痕が

めぐる。

大型浅努の卵首|》･残存部上端に横走隆帯が残っている。胴部全匝縄文Ｒ動。

きれい腫維にころがしている部分と、横にころがしている部分とがある。

全面に縄文ＲＬ･残存部上端に横走沈線１本が見える。

内｢､全体に赤形よく残る。外面もＫ]縁部・胴部ふくらみ部分にやや残る。

焼形土器。乳白色がかった胎土が異質である。外面に赤彩が残る。内外而底

鋸が望缶禄,jるが二次焼成によるスス付着かどうか判別できない。

深銚の胴下部･-底部。円筒形を呈する深鉢か。

浅鉢。ロ織部がゆるやかに内ぎし、唇が内外に肥厚する。

唾ｊ雷_を持つ深鉢。４単位の降帯によるモチー･フの全体は不明。隆帯と屈折

部に沿ってキャタピラ文、キャタピラ文i二沿って波状沈線。

屈折底部｡所訓櫛形文土器の胴部<びれ部にて打欠いたものと思われる｡文

様は縦方.;･』"〕沈線列。

４単位の山形突起のうち、２単位から連鎖状隆帯が垂下し、２単位は突起Ｆ

の環状隆帝から隆帯が垂Fしたはずだが剥落している。キャタピラ文に沿う

沈線は、裏砲金鎧",罰いペン先状工具を用いた連続三角刺突文からなり、胴

上半部に抽象的な文様図形を描いている。
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文様

』.ﾖ11織仔す合I:,主眼蕊秋夫把争【ず、、'二方にもう１つ小眼鏡状把手をのせ、

頂部は渦巻文で装飾きれる。曇‘立口緑部の下、頚部は刻みをもつ隆帯i二はさ

まれた波状隆帯がめぐ駒。胴部は賊面頁角形隆帯２本をつなIfてl:字状懸垂

文とし、懸垂文1,.端を橋状把手でつなぎ、先端に上向きのＵ字状突起をつけ

る。断1m:Ｅ角形隆帯の背;F波状隆帯を里ね、波間を交互に刻んでいる。Iliil部

地文は縦方向に１本引きの沈線列。

文様は上下２段の横帯からなり、上険は1ｺ縁部２単位の円形隆帯から垂下す

る各２ム"〕陸諾′-Ｊ]唇上端から垂下する２単位",隣椿‘-より区画される。

円形隆帯の内部に円すい状突起あり。ド段は楕円形Z画がくずれ斜行隆帯が

めだつ。いずれも健帝上に刻み、隆帯冊に沈線によあ三叉文・渦巻文。llxIの

点線は隆帯の剥落痕。

大型深鉢で残存高77”を嵩る。’二1縁部欠。胴部のl隅広い文様は垂下隆帯;星よ

り４または５単位に分けられ、区画内の対弧状陸幣を-iZモチ･‐ブとする。隆

幣は連釧状となる部分もある。|剛の正InR辻対弧状隆帯の.』もドにh力平な円形隆

帯がつき、人形を悠わせる。降帯に;よキ．vタピラ文、さらに三角抑文が沿う

が、大雑把な施文である。三角抑文は先端が丸みを帯び、列点文風であ鳥。

内湾する無文口緑をもつ。頚部に眼鏡状把手あり、その_皇〃のなんらかの装

飾は剥落している。胴部文様は枇走隆帯if,よ'ﾌ上下２段に分かれ、円形隆滞・

斜行隆帯等と、その間を埋める沈線列・渦巻文・三叉文からなる。

1人誉す今歎又口縁に１対の円すい形突起があり、突起上に沈線渦巻文がつく。

突起よ'1降糖が垂下し、頚部眼鏡状把手につながる。胴部は４単位の隆帯を

貼付－，縦の条線→横の短沈線列→横の短沈線列の中央を区切る縦の沈線、と

いう順序らしい。

所調櫛形文土器の胴~|;・半部～底部でソロバン王状を呈する。隆帯と、逓帯間

の沈線渦巻文・三叉文など彫刻的な文様をもつ。矩形区画内の縦列沈線は半

裁竹管を服いる。

所謂櫛形文土器の胴.ｌご半部～底部。胴部<び荊郵↓-刻みをもつ横走隆帯がめ

ぐり、胴上半部に４単位の隆帯が垂~にする。内面に著しくスス・オーJケ付着。

胴部<ぴれ部に横走隆帯、胴上半部４単位の連鎖状隆帯亜.i､.、胴下半部は隆

幣により、櫛形文を作出。隆帯上は綾杉状・交互の刻み。櫛形文内に沈隷文。

浅鉢。内傾する部分iこ残馬,文様はマド低阿と区画内条線の部であろう。

諏訪湖盆に典型的な上器･頚部４単位の小眼鏡状把手から胴上半部に２本１

組の隆帯が垂下し、器面を４単位に分ける。２単位にＷ字状隆帯、２単位iこ

'lj形状隆帯が入り認隆帯上に沈綴が引かれる。隆帯間に沈線渦巻文・も昌叉文

が入る。なお２本１組垂下隆帯上に、横方向に短い溝･垂を弧本も被せて、

結果的に刻み:;状に見せる手法をもつ、（諏訪系土器と仮称）

1J縁部に粘-k緩貼付による摺曲文。この梢1111文は上下の幅が長い。『]唇端部

は無文。頚部は横走隆帯に上下をはさまれた波状隆帯。なお頚部に１つ小眼

鏡状把手が残る。

:1緑部から１１１部<ぴれ部横走隆帯まで‘１噸位の雌帯が垂~'ざヒハ２単位は連鎖

状である。|人I沓ロ縁部の文様帯は上端は沈線で面されるがF･端は画きれなし､。

２単位は無文、２単位は低平な隆帯上に交互に三叉文を施文する手法侭よる

波峨陛幣がつく。

浅鉢。内而には赤彩の残る箇所が全体的に広がっているが外面には残ってい

ない。
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文様 高きcIn

小型円筒形深鉢。５本の細い柵庵読線により４段の横帯とする。蝦走沈線｜

に商角に鈎状の短沈線をひく揃帯内刺突文｡沈線と刺突は同じ雌文具によ，
るであろう。

ﾉ1,咽･台付の有孔鍔付-i:器響頚部に鍔、Ⅲ節下端にも１本隆帯がめぐる。台部１２．７

漣２箇所が凹湾!"て開いている。

4単位大把手のうち2単位残存｡；つば頂部が円形平らで貫這；Lがあり、１
１つは動物の頭を模した装飾をもつ。大把手基部はミミズク状である。；l隷

認のI…蝦'零の横潅建舗が…劉…っが長の腫帯綱の４箇溺｜
に小橋状把手が渡される壱『|緑部文様帯は隆帯による対弧状文・『;形文をは

畜迩斜腫徽…ﾜ…望臆…剛｡'錨卿臆謹馴髄綴謂｜叉文。胴部地文撚糸文はＲの縄をＬ巻き。

卿畔鰯鱗…鋤……"鯉拳織…篇…輔｜
謡端が連鎖状となる所と、深１，､切れ込みが入っ．<･ひだ状を呈する断とがある回

11緑部文様は降帝が鋸歯状につながる間を５叉文で埋める。胴･半部侃４草｜

位韮下隆帯と、縄文０段３条ＲＬｏくぴれ部は低平な除帯上に沈線をめぐら

す。胴ﾄﾞ半部はｉ本引き沈線列。

ユつの大把手（顔面把手？）は内側から見るとミミズク状である。頂部から

辿娯1A弓降帯が誰ドして眼鏡状把手とつまがるが、苫らにその「に隆帯が証下

して屈折底部でＬ字状にはねｋがっていた'よずである二図袈側には|:縁部ｒ

渦巻状円すい突起あり、その1ｆのＬ字部分が残存し沈線渦巻文。:-2叉文など

施される。地文雑文０段３条Ｒ;,。

蛎憲撫鰯駕懸鴛鱒駕鰯墓鵜｜
分もある｡胴部継文は磨滅:診てわかり臆くいが0段3条RLであろう。｜
内湾lj縁部にｉつ渦巻状P;すv,突起あり、突起.!:に隆帯が垂下Ｌ，頚部卜.-眼

鏡状把手がつくが欠損している。隆帯は途11｣室角形に広がり，：叉文が入る‘，

図婆側には突起はないが垂下隆帯はある。頚部に横走隆帯。胴部は撚糸文、，

Ｌの縄を用いる。

屈折底部･胴下半部純文は０段３条ＲＬｏ

ｌＪ緑部垂下隆帯はこの期によく見られるモチーフをＰる。図ではわかｍにく’

いが頚部に4単位の突起あり、うち2つは径』"程の上下貫通孔をもつ｡頚｜
蔀捧読面“糟「の」の字状隆帯でつなぐ。服部はＪ字状（-部逆Ｊ字状〉懸

睡文４単位。３本隆帯が途中結束する手法は、藤内式侭盛行したもので、ま

た懸垂文先端の：.-ｻー 占字状貼付は、曽利古式に見られるものである。胴部地

文条線は、上本引き沈線による部分と、５本１鋼櫛崎雅v,具を用いたと思わ

れる部分があ為。

；]縁は内考・無文。頚部は２本１組隆帯が２条横走する問を４単位の橋状把

手でつなぐ。胴部は、把手から３本の隆帯が蕊1,.し、外側２本が方形区画を

作るが、これは同時期の人型深鉢に蟹〈見られる対弧状ﾓﾁーﾌであろう・｜
隆帯鷺刻み｡胴部区画内条隷､６~7本』組の櫛歯状鴛具による。’
１｣縁が大きく聞き、内背する。頚部斜格.F･文･斜格子_ｋ:;を画す波状粘_:二紐

･･頚部讃帯直ｆに２本の横走隆帯、Ｆﾉjの隆帯は10箇所でＷ字状;こ屈曲する。

胴部主モチーフは２本ユ組睦帯による半円形文５単位･細部地文半減竹管に

よる条線-･理ﾄﾞする波状粘土紙を貼付､,隆帯は竹待修形苔れない。

大きく開く無文口緑。

容量'
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備考



－６４－

写真

ト
ル

’’５５

１，

1列 図N、 慨土地点

６
８
８
４
Ｌ
Ｌ
胆
２
３
ｍ
４
４
３
２
２
３
３
５
６
Ⅱ
５
２
３
３
里
哩
２
２

一
印
』
■
■
一
幸
一
一
胆
》
一
｛
’
一
一
》
一
》
一
一
》
』
■

Ｍ
Ｍ
Ｙ
Ⅱ
１
Ｊ
Ｕ
Ｕ
Ｊ
Ｘ
Ｗ
Ｗ
Ｔ
Ｒ
Ｓ
Ｑ
Ｐ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｕ
Ｖ
ｕ
一
一
Ｐ
Ｏ

分類

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１

勺
一

１

－
－

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

文様

鉢形土器の胴部。文様は３本の横走隆帯f_ふる上下え登匝J城器力､らなる。下

の２本は半裁竹管の連続抑圧が施されろ。下段は隆帯渦巻文により画蓉れた

区画内'二、さらに細い隆帯が逆X‘字状に背中合わせに配きれ、先端渦巻く。

隆帯間は、沈線による鋸歯状文と刺突文。ｊ童"唾烈！:｢、逆I,字状文の背中

合わせ部分に対応する箇所では粘土紐で表現される。

頚部は横走隆帯にはさまれた３本の波状粘土紐だが下２本は胴部懸垂文隆帯

")あと砧jiされた。胴部は３本１組隆帯による、おそらくご字状モチ・・フの

懸垂文と、付随する貼付文。隆帯は徐中スペード状に屈曲すあ。胴部半裁竹

管条線は妓後に施文。

胴部３本ｌ親竹管整形陸帯による懸垂文･･波状粘土紐が致粂垂下・半裁竹管

条線

胴部<ぴれ部に２本の隆帯（と沈線）があり、それ以下が残存する。文様は

２琴②陸需ど隆帯間・脇の沈線により、横につながる大渦巻文と、付随する

小渦巻文を描いている。地文として棒状工具先端を利用した列点文を充填。

内而はスス付着で撮色化。

'1縁部文様帯は２本の隆帯と隆帯間沈線により渦巻つなぎ弧文、沈線により

マ漁区画を作っている。マド区画内条線。胴部は３本１組垂下沈線により器

面８分割。中央の沈線は途中渦巻く。区画内は綾杉状条線,1.に、蛇行沈線。

条線はいずれも半蛾竹管。

:]縁部は沈蒜で横長の矩形区画と畑くらしい。中に棒状工具先端による円形

刺突文が入る。胴部はＵ字状懸垂文と、櫛鯛状~Iで具による紡杉扶桑線＝蛇行

沈線。

胴部に５単位の垂下隆帯、そのうち荷".'紅蓮の２本は、胴部中央にて渦巻文

をはさんでＹ字状を呈してb,たらしい。地文櫛歯状:T具による条線。底部に

木の莱圧痕あり。

小型深鉢。曽利古式の、口縁部に斜行条級をもつ土器を模しているのだろう

が簡略である、’1辱は内側に粘土をついで突出させ｡、短い条謀を施し１本の

沈線をめぐらす｡胴部<ぴれ部の2本の沈線をはさんで上下半とも半裁竹管

による斜訂条驚1画

４単位X把手付。２本の隆帯でX把手間をつなぐ。隆帯と隆帯に沿う沈線に

より把手の裾部に渦巻文。胴部文様は低率な隆帯貼付による大渦巻文。隆帯

間に、半戴'･す管Ｉ二よる条線をまばらに施文している。

４単位X把手を有する鉢形土器。把手をもつ頚部横帯は隆帯により８単位の

マドlxI町を作るが、隆帯連結部に砿形刺突（棒状工具か）を施す点が特異で

ある。胴部は頚部から続いて垂やすら蕊帝が『;状陛:咽璽'Fり、区画内に大ぶ

りな蛇行沈線。なお頚部・1M部と¥,条線は８本二単位櫛歯状工具による。隆

帯には沈線が沿う｡口縁部欠損するが破片は残り､波状突起があり波頂下に

貫通ｴ.どもち、口唇肥厚し上端に１本沈線がめぐる、いわゆる肥厚I]辺であ

る。以下は太い沈線により、Ｕ字形･円形.Ｕ字等の図形を全面に描くらしい。

鉢形土器。頚部にX把手が２個残存している。把手は上下に貫通孔。頚部は

太い隆帯で横帯を作り、把手両脇に渦巻文があるが、欠損部分多く文様の全

容は不明。

口縁部横走隆帯１本は５ヶ所で渦巻文となり、隆帯上下に沈線が沿う。渦巻

から隆帯が垂下して1M部を1-|状に区画し、区画内５本１組櫛歯状丁:具による

条線と、蛇行沈糾。左盆内而胴下半部に緬７r'"〔ﾉJ槽ji託-ススが付着している。

器面は、上端と中央部に渦巻文をもつ２本の垂下隆帯によりおそらく４単位

に分けられる。川緑直下に太;心散走泌課がぬぐる。地文半減竹符による条線

上に、蛇行沈線。
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文様

噸麗蜜蝋鯛蹴繍費麓照ｇ鰯
と、蛇行沈線。

：I緑部に２本の太い検定沈線。順純は辰雨たく、蛇行沈線と、１本弓:き沈線

による綾杉状条線を粗雑に施文する。

ｉI緑部は横走沈線１本、蛎誹｡ご稚蕊で11状区画く５単位？)。区画内櫛歯状工

,具による綾杉状条線ﾊLI録構市洗鋳卜で内外面から１個の補修孔を穿とうと

しても､るが貫通せず。内面胴F半部に帯状臆スス付着がめく．る。底部ｻﾆ明瞭

な網代圧痕ありＥ１

Ｉ]緑部i二２本の太い猫去就錦がぬぐり、その間が隆起･ilるが隆帯か港か不明。

腸部は垂下隆帯で:~|状区両を作るが､Ｉ１状の区画の上端も貼付隆帯か否か不

明｡隆帯に沿って沈線｡区幽陶溌>･悲潅たは殺杉洪条課と､蛇行沈隷｡条線

は半救竹管によるか。

’1緑部横走沈線１本。胴部は沈線による：I状区画５単位。区画内は４本二親

櫛歯状工具による綾杉祇条線と、蛇行沈線。底部に網代圧痕あり。

１１緑部はわずかに残るが塔減著しい。図は不適当で、２４Kの枇走沈線らしい‘，

胴部は垂下隆帯でⅨFMi、Ⅸ画内７本１組櫛歯状二:具による斜行条線と、大ぶ

りな蛇行沈線。

器面はA1端が澗巻文となる沈線と、その左に沿う沈級、即ち２本１組垂下沈

線により６単位に分かれる（図では降帯に見えるが沈線のみである>･区両内

は太い沈線による綾杉状文と蛇行沈線。綾杉の向きは通常の逆でハの字状。

沈線文のみ。Ｉ]縁部に横7鉢ｵ線１本。総方向条綿は５本１組櫛歯状.:具によ

る。

沈線文のみ。「|状区画は５単位。区画内の櫛歯状条線は、横方向・鞭方向に

入る区画が各ユ単位、綾杉状条線をもつ区画が３単位。蛇行沈線は全く左い。

胴下半～底部。４単位垂Ｆ隆帯間に、６本１組櫛歯状1二具を綾杉状に施文し、

その上に蛇行沈線。

１１緑部に横走沈線が２本めぐり、砿舗;i葱.斧１，､逆LP宇状沈線を韮下させて区

|画し、７本１組櫛歯状条線を施文後、蛇行沈線。器形は復原実測図よりも、
外傾するだろう。

磨滅箸し〈文様がわかり1Ｆくいが、沈線で縦に細長く区画した巾にハの字文

を施文。

２本ユ紐沈線が４単位垂下して器面を区画し、区画内は細い施文具による綾

杉状のまばらな条線と、蛇行沈線。

胴部は区画せず、４本１組櫛歯状i:具による縦の条線を施文後、蛇行沈線。

円筒形を呈する胴下半部。６本１組櫛歯状工具による縦の条線のみ。

I]緑部が大きく開き、上端部分で強く内折する。１１唇端部に２本の隆帯をめ

ぐらすｃ口縁部文様帯下端を２本の隆帯で両す-←地文細文ＲＬを横に施文→

２本の竹管整形隆帝による波状文。波状の頂部は渦巻く。文様は１０単位。

なお縄文施文後臆口唇の外側の隆帯が竹管で整形きれて両脇に沈線が沿う。
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９

文様

rI織部文様帯は_血戦の検走購帯と、２本の隆帯と隆帯に沿う沈線による渦巻

つなぎ弧文とで、マド陛凹を作っていあ。渦巻文の頭に刺突が入る。・マド区

画内・服部迄_#_唾撚糸文、Ｌの組をＲ巻き。マド区画内の両隅薗撚争"〕か”

りに条線としている。胴部は４本１組の沈線が垂下するが、外側２木が外折

して横につながっている。

内沓する'1縁部に２本の隆帯と隆帯に沿う沈線による渦巻つなぎ弧文と、そ

の上端をつなぐ横走隆帯。半円状の区画内は刺突文、胴部はＲＬ純文、胴部

中央の膨らむ部分にて故意:二打欠いている。

:.縁部は２本１組沈線による波状文。施文頃.'争匿ぎず上方の波状沈線→胴部

地文細文Ｒ:,、ｆ~|縁部刺突文→F方の波状沈線とそれと結びついた洲巻文、

官叉文と蛇行沈線。

５単位の波状口縁。波頂下やや内蛮。口唇は厚くなり上端に２本の粘・;二紐が

めぐり、波頂部でワッカ状につながる。仙女遡女ｐＬｏくぴれ部に波状粘土

紐がめぐり、‐;1半は波頂部下に５単位、下半は10単位、波状粘土紐が垂ﾄ゙ す

ゐ。

おそらく４単位の突起の頂部に、逆のｒの」の字状を呈する沈線渦巻文が入

る。突起をつないで、口唇外帯に１本隆帯がめぐり、その下に２本の隆帯が

やや似状智塁して沿うが、堆も.下の：本は把手下で渦巻を作る。地文縄文Ｒ

Ｌｏくぴれ部に３条の半栽竹管制碓起級がめぐり、上半は８単位の蛇行沈線

垂‘I､、下半は３本の沈線による８単位の弧線女と、弧の１，Fに蛇行;ｵ縮が韮Ｆｏ

ＭＩ１部下や～底部のみ。地文純文ＲＬ。〈ぴれ部に半微竹管ｉｒよる２条の半隆

起線、下半部も半戯竹管を利用した蛇行沈線が数条垂下する。

地文撚糸文、Ｌの蝿をＲ巻き。地文上の文様は、４木または３本１組の垂.i､、

沈線の左右に、２本』組を基本とした弧状文・渦巻文。

浅鉢｡無文口縁が外膜する｡頚部に細い淡濯粘土紐と波状粘土紐が2本ずつ

めぐる｡1M部撚糸文､磨滅してわかりにくいがLの縄を用いているらしい。

浅鉢。胴部全而撚糸文施文のあと波状粘土紐貼付。撚糸文には２種の結び目

の圧痕が明瞭に現れている。途中に緒節のあるＬの縄をＲ巻きし、その両末

潮の結び目を柚にはさんでいる。軸の直径は約６”であることがわかる。

浅鉢｡無文:K緑が直立し胴部はやや膨らむ｡頚部に波状粘土識｡胴部継文Ｒ

こぎ、

浅鉢。外皿丁籍箪付のＬＲ縄文を縦ころがし｡､１１唇部から内面にかけ赤彩残

る。

外面全面瓢文、純が大きく削い純のＲＬｏ内而胴下半部にスス付着部がめぐ

る。

外而全而雛ｈｒＲＬＤ

胴部やや膨らむダル形を呈する。横走隆帯と垂下隆帯により器面をＩ１状に１３

単位に区画し、うち６単位が縄文部分となる。縄文はＬＲｏ縄文部分は無文

部分よりやや幅広い。無文部分は縦に訓整。順序は降帯貼付-し縄文一・隆帯に

沿ってナデ。

４本ｌ粗く１箇所、３本）垂下沈線により器而を６単位に区画･骸綾杉状の列

点文〈ハの手文)。ほとんど水平な列点部分もある。

おそらく４単位の波状|I緑を呈すると思われる。口緑に沿って横走沈線１本、

以ﾄ゙ :l状Ⅸ画とＸ閲内ハの字文。Ｉ蝿l胴.１．.ﾕ1喝謡にスス付詩。

２本"]批緯で器面を６単位に分iﾅる→ハの字文→区画内に１本ずつ、蛇行沈

線を入れる。蛇行沈線は図の正而で不明瞭であるが、確かに存在している‘，

ＳＢ･22の帰属としてよいと考える。

おそらく４単位の波淡｡縁を呈する。器形にくびれは全くないが、１．|縁付近

でほんの少し内湾する。文様は沈線による逆Ｕ字状の中に、粗雑なハの字文

を入れている｡

高さcn1

28.6

26.5

31.5

22.5

35,0

22,2

容量、

2.8

19.8

2.7

3,1

術考
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Ｕ‐４

Ｘ－４

Ｐ－８

<〕－８
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Ｗ・・５

Ｋ－２

一
あ
６
５
２
３

－
一
一

Ｔ
Ｔ
Ｑ
Ｕ
Ｙ

Ｎ－２

ＳＢ‐･2８

Ｑ－２

分類

８－：

８‐２

８‐２

Aｌ

文 様

吊手土器。把手は扉平だが内側がやや厚い。把手基部に眼鏡状把了がつく。

休部|ﾕ唇鍾I隠厘<、内側に突出する。把手の背に刻みら1,きものあり、他iこ

文様は認められない。内外血・把手ともスス付着著し<、器壁が荒れ、霊次

焼成の痕は明らかである｡

無文深鉾。

無文深鉢。

無文深鉢。

無文深錐。'１Nが張る器形易

浅鉢の口縁部と底部を打ち欠いて、伏尭もしくは底部穿孔雌斐と:要ていたら

しいが、１J･属する遺構は横川でさなかった。底部穿孔の状況は特異で、接合

而にて打欠き、入念院擦って径５へ,６”の孔を作る。非常に不明瞭であるが

文様あり、２本：紐沈隷と縄文が見えるので、中期終末であろう。

無文浅鉢。図には現れていないが口緑外帯が幅３戯内外で肥厚している。

無文浅鉢１

深鉢の胴下半･･･底部。接合而'二で打欠き、擦って再利用したものと思われる‘，

わずかに条線が見える。木の葉底．

無文の鉢形土器。

小型深鉢。２本Ｌ組曇~I､‘沈線、３本二組垂下沈線各２単位で器面を４分割。

区画内は細い沈線による綾杉条線と、蛇行沈線。４つの区画のうら］つは全

く無文。

大型深鉢の胴下半～底部＆

深鉢"唾|､F半～底部。施文が雑で、Ｌ,かも磨滅しているので文様億不明瞭だ

が、垂下沈線とその問のハの字文が見える。

深鉢の底部。

2単位把手症造鉢。把手は頭2気涛"嬢U,瀞‘･'二経を外側から内側へ渡１，たもの。

11縁下約２“のと息ろをめぐる断面三角形隆帝の両裾に、先端の細い~jき具iF．

よる刺突文が沿う。隆帯並びに刺突は把手の両側の雛り.i･.がりＩＦつ鞍がって

いく。胴部はひっかいた様な沈線によ')、横に連結する波形文。波の先はＪ

字状にまるくなる。

鍔なしの台形土器。脚部に孔が：つ、半分程残る。脚部接地面がすりへって

いる。

測部なしの台形二‘･盤．両面とも黒色の運びりつきがあるが特に・・而はほとん

ど真っ黒。

台形主器。脚部欠損して1,,る。鍔の側面に刻み文様あり。

苔c、

22.8

１７－０

９．５

]０．６

丑2.5

<ﾕ5‘5）

容量‘ 備考
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第９節石器一覧表

Ｓ－Ⅲ区住居社

Ｉ

１

３４

９ ３

３ H１ １ ３

１

１１

４

１ １

I １

Mｉ

４ ８ １１

2 １

－６８－

住居NpL

SＢ・・Ｏ１

ＳＢ‐，Ｏ２

ＳＢ・Ｏ３

ＳＢ‐・Ｏ４

ＳＢ－－０５

ＳＢ－０９

Ｓｎ－ユユ

Ｓ Ｂ ｌ ３

ＳＢ‐－ユ４

ＳＢ・皇６

ＳＢ・・ｌ９

ＳＢ－２０

ＳＢ‐、２１

sＢ‐・２２

sＢ‐・２４

ＳＢ．、２５

ＳＥ‐‐２６

ＳＥ.‐‐２８

ＳＢ･一２９

ＳＢ－３０

ＳＢ・・３１

８Ｂ，．３３

SB-33、

SＢ－．３４

ＳＢ－３５

ＳＢ－－３６

ＳＢ－－３７

ＳＢ－．３８

ＳＢ‐‐３９

ＳＢ･－４O

SB・‐４１

ＳＢ－４３

ＳＢ・・４４

石 鯨 志匙 ドリル ピユス 打斧

３
．
雪
２
１
２
２
５
８
１
５
６
９
２
‐
’
３
４
２
２
２

１

２
１
１
１

瞬斧

１
２１

１

ｌ
ｌ
上

『
１
コ

稜磨恋

１
上

哨
４

牌石 石Ⅲ 牒器 玉石 その他

ユー・フレユ

ユーーフレ（ﾌk品)ｉ

ユーフレ７

。．．‐プレ７

フレイク・スク

レー‐パー｡､

溶岩２

コア１

フレイク・スク
レイパ･‐１

．.‐.､プレ３

ユーブレ４

スクレイパー‐

（水晶）ユ
ド・スク

ー

ユーフレ３

ユーフレ１２

ユー‐プレ３

角柱１

ユー・プレー

罫ア１

．－．‐プレ２

角柱３

ユ.一プレ４

角柱１

スクレィパー.：
丸石ユ
ブレイス

レイパーｌ
溶岩１

スク

角柱ｌ

ユーーフレ８

スクレイパ..ｌ
溶岩ｌ
角柱ｌ

ユーフレ４

コア１

熔岩１

ユーーブレ１４

ユーフレ（水晶）１
角柱１
溶岩２
スクレイパ.‐Ｌ

ユーフレ１

丸禰１

コ.－．プレ５

清岩１

ユーブレ：

ユーフレ４

ユ・・プレ１

ユーフレ２

スクレイバ・・２

ユー･プレ９

コア２

溶岩２

チャ・・トー

黒曜石

８

４

１
３
４
－
，
９

日
■

■

凸
■
町
凸
■

３
９

４
抑
加
鋤

０

８
５
５

０
０
０
４
３
６
７
０
５
勺
一

３

７
１

１
０

５
３
７

１
８

１
１

１

水晶９

２
３
２
２
、
《
３
２

勺
Ｌ



ハンマー

１

Ｉ

５

6９－

住居ＭＬ

５
６
７
８
９

４
４
４
１
４

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

～5８

ＳＢ・・５２

sＢ・‐５５

ＳＢ‐・５６

sＢ・・５７

ＳＢ・‐５８

ＳＢ－５９

ＳＢ‐・６O

SB・・６１

ＳＢ－６２

ＳＢ－６３

ＳＢ・・６６

ＳＢ－６８

ＳＢ－６９

ＳＢ・７０

ＳＢ－７ｉ

ＳＢ－７２

ＳＢ－７４

ＳＢ－７５

ＳＢ‐・７６

ＳＢ－７７

ＳＢ・・７８

ＳＢ－７９

ＳＢ－８０

ＳＢ・‐８４

ＳＢ－８５

ＳＢ・‐８６

ＳＢ－８７

ＳＢ－８８

Ｓ]３－－９Ｃ

ＳＢ－９１

ＳＢ－９２

ＳＢ・・９３

sＢ・９４

石雄

ン

Ｉ

晶
５
ル
３
．
今
・
一
１
．
一
１
５
１
１
１
４

１

水
ホ
ス

石・匙 ドリル

『
《

訂
雪

Ⅱ
上

◆
■
７
国

Ｔ
Ⅱ
晶

笥
』

０
０
４

向
〆
】

ビユス

２
１
１
２
１
．
凸
３

打斧

（
０
Ｑ
〕
Ｆ
Ｄ
ワ
ニ
Ｑ
Ｕ
２
４
今
１
－
１
Ｆ
、
－
１
。
一
日
今
》
⑨
ｌ
ク
》
４
０
２
ｑ
〕

向
く
〕

磨斧 稜磨石 磨石

２
田
舎
２
・
上
２
２
５

３
６
０

３
７
３
１
４
２
・
一
４

１

石皿

Ｑ
〕
。
凸
。
⑪
西
上
１
Ｊ
。
。
１
Ｊ
カ
ム
ワ
ロ
１
＆

磯器 玉石

２
３
１
２
ｉ

■
Ｌ

１

＄
４

の他

溶岩：

|翼:；
ユ.--．プレ９

ユ・・プレ(水品)１
フレイク・スク

レイパー４

角柱二

誓蔦ｉ
ユーフレ７

ブレイク、スク
レイパーｌ

ユーーフレ１５

コア』

鴬農ｉ

寡.‐．､プレ１

ユーフレ５

皇一.プレ５

．ｦ旬阜一プレ２

１蹄rし５

ユー・プレ３

認ｱﾚ２
ユー・プレＩ

ユ・‐プレ６

ユ…プレ(水侃,)１

スクレィパー‐１

鳥瀧?し５

鵜?し２
炉石ｌ

ユ・・プレｌ

ユ・・ブレム

｜ユ.－プレ２

１偏繍，

ユ・‐プレ７

スクレパ･－２
フレイク、スク
レイパー・３

溶岩：

．-Ｌ、‐プレｌ

溶岩』

ユー・プレ１

ユ．．.フレー

|ﾕーﾌﾚ』
離?し’
溶岩１

ユー‐･プレ1２

黒暇石９

８
５
６
７
２
４
９
７
Ｊ
ｊ
６
３
８
５
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■
曲
館
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０
８
０
５
７
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１
０
３
０
５
５
２
７
３
３
３
３
９

１
１
１
１

２
５
３
１
１
１
２

１

２
６
４
８
３
０
８
８
０
８

２
３
２
３
３
４

２

水

９
４
４
４
今
８

ワ
ー
ワ
ー
に
回
０
７
“

０
４
１
０
３
４
３
９

ワ
］

■
串
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２

１

３ １

１

１

６
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１
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４

１ ３

Ｉ
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コ
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軽
↑
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ハ
リ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
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Ｌ
・
Ｉ
ェ
・
上
１
４
Ｉ
上
１
＆
⑨
色
の
色
○
色
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色
ワ
。
⑨
色
旬
凹
句
〕
句
９
。
』
Ｑ
Ｊ

－
準
一
》
一
ロ
ー
》
、
》
》
・
一
一
一
雫
■
》
一
■
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｑ
〕
Ｃ
ｕ
Ｑ
Ｕ
（
ロ
内
、
Ｑ
〕
〔
、
Ｑ
）
Ｃ
〕
昼
〕
〔
、
ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
廻
〕
〔
、
亘
〕
Ｑ
〕
（
、
。
〕
内
、
ｑ
）
Ｅ
】
戸
口

石 錐 石匙 ドリル ピユ.ス 打斧 磨斧 稜磨粁 膳石 ,fゴ皿 喋器 _!ｆ石

⑱
“
臼

勺
ユ

その他

石棒：

ユープレ１
１．７

.‘ユーフレ２
，８．９

’１．８

ユ.．､プレ’８，０.Ｌ

１．３

ヨアニ
７．７

６．３

ユ.・・プレ６

フレイク・スク
４５

レイパーー

２．８

１３．８

１－‐プレｌ
Ｌ１．６

ユー・プレ３

スクレイパ．-．１６．３

５

黒曜石 ｋ晶

ﾕー６

0.5

０．７

住)吾NC’

５
６
７
９
帥
鯉
蛇
“
舶
肥
的
呈
ユ
型

９
９
９
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

》
一
》
一
一
一

円
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

石 雛

２
１
今
ワ
］
ｊ
孔
ロ
皿
荊
一
の
色
勺
上
勺
一

水

石匙 ドリル ビエス 打斧

３

日
空

７日－

１
１
２
２
９
８
０

１
３
．
』

Ｉ

１

膳斧 稜磨石 磨石 石皿 磯 ハンマー 玉菰 その他

ユ・‐プレ７

スクレパ・‐１

溶岩１

ユーブレ３

ユーブレ３

ユーフレ４

ユーーブレニ

ユ.‐・プレ３

ユー・プレ２０

スクレパー-２

溶岩２
丸石１
ブレイク・スク

レィパー･１

角柱Ｌ

ユ
ユ
清
フ

フ
フ
ー

卵
一
増

レイ

し３

レ<水紬>１

スク

ユー..プレ１０

ノッチドスク
レイパ・‐Ｉ
フレイク・スク
レイパ・‐２

ユーブレ２

ユ・・プレ２

スクレイパー・Ｉ

角柱１

黒曜石

ワ
ｒ
ハ
リ
句
曾
殉
。
句
邑
ハ
ワ
今
ｆ
ｎ
Ｕ
１
Ａ
司
乙
４
弧

更
Ｊ
句
竺
ウ
ム
賃
』
貝
〕

水晶９

０．４

１．３

３．３



１

５４

３

１

３

１

]

１

１２

３

１

１

Ｉ

１１１

２１１

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

１

－７１

土砿NDL

６
，
９
２
２
３
６
７
．
８
９
０
．
４
ｂ
６
９
３
５
６
７
３
４
５
９
０
５
６
８
９
０
２
０
４
８
９
伽
“
的
皿
詔
妬
認
調
瓢
弱
銘
仙
岬
茄
廊
帥
帥
腿

３
７
３
４
４
４
４
１
４
４
３
５
５
５
５
６
６
６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
１
１
１
１
１
・
凸
１
１
１
１
』
１
１
１
１
１
１
ｌ
・
皇

－
３
＆
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
｝
》
一
一
一
一
“
》
一
・
・
準
一
》
一
》
雫
｝
巽
準
一
》
》
一
一
一
・
率
一
一
一
》
．
》
》
一
》
｜

誕
錘
３
砿
駆
甑
鍬
郵
誕
砿
遜
認
遮
錘
頭
雛
誕
遮
駆
郵
遮
郵
遜
顕
甑
甑
鉱
甑
甑
証
甑
誕
誕
顕
駆
鉱
駆
甑
諏
皿
甑
那
遮
顕
甑
諏
醜
誕
錘
駆

石 誰

１

勺
心
０
１
Ｏ
Ｌ

１
２
１

１
２

１
‐
‐

！
１
１
１
●
Ｉ
Ｉ

石 匙 ドリル ピエス 打斧 騨斧 稜磨芯

ウ
ョ

理
凸

Ｔ
ｌ

、
空

Ｏ
Ｌ

２

勺
号

▽
Ｉ

ワ
ヱ

１

‐
１
１

１
凸

腰緬 石皿 際器 玉石 その他

凸ｊー ・ープレＬ

１－．プレ１

溶岩ﾕ、砥石】

ユーフレ１

ユーーフレ２

.エーフレユ

石皿

ユ・・プレ３

ユーフレ３

スクレイパー１

ユフレＩ

石棒ユ
溶岩ユ

ユー・プレ畠

ユ・・プレ２

角柱ｉ

ユー・プレ４

二.－プレ２

ユ・・.フレユ

黒曜石９

旬
』
戸
。
ハ
ロ
・
４
向
皇
Ｒ
Ｊ
『
。
句
竺
毎
Ｉ
。
。
、
。
‐
民
凹

２
０
５
７
７
３
５

■
。
■

２
－
Ｊ
４
５
３
６
７
８
６
２
３
３
３
腔
２
里
１
１

３
２
１
－
３

１

水晶 ，

２
７
３
２



ハンマー

１

－７２－

住居Nｑ

ＳＫ－・ｌ６３

ＳＫ・‐ｌ７２

ＳＫ・・１７１

172､Ｉ７３

ＳＫ－１７３

ＳＫ・・Ｉ７４

ＳＫ－１７６

ＳＫ・・ｌ８２

ＳＫ－１８３

ＳＫ－ｌ９０

ＳＫ－ｌ９１

ＳＫ－‐ｌ９３

ＳＩ←ｌ９４

ＳＫ－．１９５

sI←１９６

ＳＫｌ９９

ＳＫ・・２００

ＳＫ－２０２

ＳＩ←２０７

sＫ・２１１

s]←２１４

sＫ・２１５

ＳＫ－２１７

ＳＩ←２１８

ＳＫ－－２２１

ＳＩ←２２４

ＳＩ←２３Ｏ

ＳＫ・２３６

ＳＫ－２４７

ＳＫ－２５２

ＳＫ－２５９

ＳＩそ２６０

sl各－２６１

ＳＫ－２６４

ＳＩ岳・266

ｓ1Ｇ．267

sI←276

sI←２７７

ＳＫ－２８０

ＳＫ－２８７

ＳＫ－２８９

ＳＩＧ－２９０

ＳＩＧ－２９１

Ｓ１●‐292

ｓＫ・２９６

si一・２９７

sＫ・３０３

sI←３０５

ＳＫ－３０７

ＳＫ‐３１１

石鑑 石匙

ロ
Ⅱ
土

０
０
－
８
－

ドリル ピェス

、
『
酢
■
些

向
『
〕
勺
上
口
０
４
Ⅱ
△
屯
Ｉ
上
。
Ｉ
』
ニ
ー
と
’
生
甜
凸
Ｑ
Ｉ
Ｌ
●
Ｉ
Ｌ
、
『
》
の
〃
幸
◎
０
、
〃
］
ロ
ー
凸
。
Ｌ
Ⅱ
》
１
坐
◆
０
今
一
●
、
〕

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
‐
‐
’
ｌ
１
ｌ
ｌ
０
－
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
’

○
Ｉ
Ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
‐
１
１
．

打斧 磨斧 稜磨石

１
１
１

ｌ

磨石

ｌｌ

ｌ’

ｌｌ
ｌ｜

,｜，

】’

１

;石Ⅲ 牒器

１

玉石 その他

ｊ

品
ク
品

ユーブレｌ

ユー･プレ(水

テャー・トユ

角柱１

角柱１

角柱』
溶岩』

．.・・プレ１

フレイク・ス

レイパーＬ

ユーフレユ

何棒Ｉ

ユーフレ３

.ユーブレユ

ユー・ブレ（水
溶岩１

ユーー・プレ２

コア］

X１．棒１

．ｺ.・・プレ３

黒曜石

６
５
８
６
７
２
４
９
９
５
８
４
３
３
４
９
．
－
９
７
７
６
９
９
９
９

▽
■

”

０
・
‐
０
９
４
・
・
：
Ｏ
Ｌ
２
５
ｌ
Ｑ
５
４
２
５
Ｌ
ａ
６
２
ａ
５
０
４
０
４
ａ
ｌ

ｌ

ｌ

２
２

水 晶

２５



７

ハンマ'一

１

４

ワ

Ｉ

１

§

２ ３

４

１，

釈Ｓ－ⅢＳＸ

］

ハンマー

１

石器種別一覧表釈Ｓ－Ⅲグリッド

９

5１１

※Ｉ

ワ

3591０３

1１4０

１4７

3９

７

３

2５

９

4０虹

※鉄津は縄文時代の遺物ではないが、集計の都合上この一覧表に入ってしまった。
石器の数量としては、これを差し引いて考えるべきである。

6０

５

ｉ
一

一

一

一

口

－７３－

上砿N、

ＳＫ－３ｉ３

ＳＫ－３１８

ＳＩｆ－３２０

ＳＩ←３２７

ＳＫ－３２８

ＳＫ・‐３３４

sＫ・‐３４４

ＳＫＦ・３４５

ＳＫ３５１

sＫ,－３５４

ＳＫ３５５

ＳＫ・３５６

ＳＫ・３５７

sＫ・３５９

sI←３６０

SKS"ｌ
ＳＫ‐４００１

石 堆 ｆｊ匙 ドリル 背..』_ス 打斧 暦斧 稜廃石

■
Ⅱ
６
■

図
Ｌ

麿石 石皿

２

１

礎器 張石 その他

ユーブレ２

■
＆
宙
■

岩
ア

溶
．

弓一・・フレユ

ユ，－．プレ１

ユ'--..プレＩ

角甘１

溶岩１

黒曜府

５５

１５．８

３．９

１ｔ：
５．８

２８

水晶

石 稲 別

チ ャ電気ト

石英

二．ア

ピニスー‘・・スキ・・ユ

スクレイバー・

ノッチドスクレイパ・

Iざリル

ュー‐ラィライズド
フレイク

水晶ピゴスニスキー､ユ．

水 晶ドリル

水品ユ・・テイライズド
フレイク

玉石

磨斧

個数

吟
‐
今
４
月
６
９
６
４

．
上
２
－
。
１
１

石器種別

磨石１１』石

:門捧

角柱

糖岩

石匙

稜磨固

その他

フレイスクレイバー・

藤 器

ハ ン マ－．

丸石ｆ

砥石

石皿

個数

２８

石器種別

軽荊

鉄淳

打斧

黒 唯 石 石 錐

水晶石錐

ヴ ー ャ － 卜 石 雄

ホルンフュルス石錐

フレイク

水晶フレイク

安ｕ：岩ｆｉ識

粘 板 岩 石 錐

個数

3６

5.056

NCI

．
一
４

０
０

一
一

ｘ
Ｘ
Ｓ
Ｓ

石鹸|石匙 時リル ピエス 打斧 暦斧 稜磨fｉ 磨冶 イ；皿 喋器 |嘱万 その他

角社：

黒唯行９

５６９

水晶 ９



（２）

5４

グリット別。種別石器一覧表

１７ 8６

1１

９ ８

6５ 3１ １４３

３

784 3．２３１

1０９ 757

１７

１ 口

５ １

8４ Ｉ

９１４？

3７

7３ ３

り

292 Eｉ

Ｉ９

６1２

；

1６

園

(１） １１）1７

Ｉ

１

1２ １

2２

－７４－

心器 穂別

チャ－．卜

石英

司ア

ピ エスエスキーユ

スクレイパ・－

ｋ リル

ユーティライズド

フレイク

水晶ピエスエスキーユ

水晶ドリル

水品ユーティラィズド
フレ イク

玉梧

嵯斧

磨 石！':！石

石 捧

角柱

溶岩

石匙

稜麿石

その他

プレイクスクレイパ・

難 器

S-lIlグ

７

１

１７

１１６

４４

２２５

５６５

５

３

９７

１６３

]４１

５１ユ

２８

７

】0３

４０

４７

７

２５

４０

Ｓ一ハグ

２２

Ｊ１
ｈ４

８〔&

（１

０７

N-IIlグ

．
〃
〆
ｑ
Ｊ
０
１
１
４
Ｉ
Ｌ
ｑ
錘
ケ
Ｊ
。
。
１
１
１
１
局
⑨
ヲ
Ｉ
毎
Ｊ
ワ
“
１
４
ｑ
ｖ
卸
○
ハ
リ
ｎ
ｏ

イ
２
５
郡
３
２
脚
２
・
・

し

Ｎ＝Ⅳグ

イク

３

５

２９

１：

５４

１６３

２

６７

５６

２３５

２

５

５８

１５

１４

１

２０

に

同|・

３
３
２
１
６
抑
Ｏ
ｕ
３
７
４
．
６
７
７
５
１
４
９
１
３
９
７
６

１

３
３
８
２
９
０
４
９
空
４
２
１
８
８
６
７

蒋器種別

ハンマー

メＬイ「

砥糧

fⅡＩｌｉｌ

軽 打

打斧

黒咽石汀識

水品石錐

チャート石鋤

ホルンフェルスィLf雌

粘板岩イｉ鱗

大型フレイク

水晶フレイク

安山岩石錐

ノッチドスクレイパー

石 睡

畦石岩石欺

玉

長 石

水品，原石

合計

Ｓ－Ⅲグ

5,056

Ｓ‐．Ⅳグ

４
２
３
７
１
凸
２
３
５
２

２
３
３
１７２

(5】

2－４４１

藤・・Ⅲグ

６
－
初
２
６
１
１
２
１

１

５
７

３

』‘０３７

Ｎ－ｌＶグ

Ｌ704

計

(5)

1０．２４０



－７５－

第10節土偶一覧表

Ｓ－Ⅲ区

NCI

１
２
巾
、
ｄ
鼎
５
戸
０
７
，
０
ｑ
》
ハ
Ｕ
１
△
２
ｍ
』
ｆ
ｆ
一
。
６
７
８
９
ハ
リ
１
２
３
４
５
パ
、
７
８
９
（
Ｕ
１
２
、
０

画
１

１

８
１

咽
１

も
Ｉ

咽
Ｂ

可
１

’
１

『
今
２
ウ
』
２
ワ
】
２
２
⑰
造
の
必
２
２
３
九
⑨
局
○
、
Ｏ

脚
図
間
図
図
図
図
図
図
図
図
、
峰
図
図
図
脚
図
図
脚
Ｍ
Ｈ
岡
図
図
脚
図
図
図
脚
図
剛
図
図
図

８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
２
０
２
２
２
羽
鱒
詔
瀦
詔

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
配
型
詑

、
１
０
１
Ｔ
ｌ
・
１
８
１
咽
１
勺
１

可
且

０
１

０
１

０
１

．
１

２
２
２
２
２
２
２
ウ
凸
⑥
色
２
２
９
』
？
》
２
２
句
必
の
＆
２
向
必
勾
乙
の
。
２
２
、
必
２
２
２
２
ワ
凸
２

第
第
第
第
第
策
銑
罪
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

出I二地点

ＳＢ－０１

ＳＢ‐Ｏ２

ＳＢ・‐Z３

ＳＢ－３３Ｒ

－１６

ＳＢ・・３６

ｓＢ・・３９

ＳＢ‐‘1３

ＳＢ・49,50

５１，５６

ｓＢ・’００，
Ｋ．２

ＳＢ－ｎ３蝿

ＳＢ－ｉＯ５

NQ321

ＳＫ－２５

ＳＫ－４８

ＳＫ・・２９１

７
３
７
８
１
３
７
８
り
８
９

－
一
戸
財
一

Ｂ
面
、
（
し
〔
し
ハ
リ
《
処
［
卜
Ｆ
暦
』
【
卜
（
口
〈
い

Ｇ‐‐１０

２
０
１
う
］
２
２
３
６

｜
師
一
一
》
別
》
一

Ｊ
池
Ｊ
Ｋ
Ｋ
血
Ｍ
Ｍ

部位

胸

顔
顔
顔
．
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
溌
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
腕
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔

顔
顔

たて×よこ×はIま

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

Ｚ
。
‐
１
６
７
５
２
６
９
４
５
６
９
９
５
１
５
Ｊ
２
３
７
１
３
０
３
１
０
７
４
２
４
６
７

。

●

凸

●
■
守

凸

■

■

Ｃ

ｂ

ｐ

６
４
４
３
１
３
１
６
２
３
６
－
塾
６
５
３
８
６
５
３
１
胆
⑨
航
仏
８
秒
一
鉦
５
３
４
３
６
３
兜

×
ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

時期

Ii飯ヶ台－－
幣沢

藤内～｣|:戸
bＬ

牌利？

'神利？

藤内～ハ:〆
脆

藤:勾一･仲戸
〃と

牌利

新道~藤内

軒道.-職内

卿Aｌ

所泣～擁内

'i*利

此17lhL

嘩内･-．ﾙﾉｫ
呪

鼎'利

ligiIｲﾘﾎ゚

libi｢利

牌利

仲利

ｌＮｌ利

沖;打Dt‘

ｎ.領ケ台

騰内～

ﾉドﾉﾙIＬ

li9イリ

幣刊

'１１沖11？

牒内～
井戸虻

〃.領ヶ台

牌利

タコ予塞ｌｌｌ醐釘】』翌ヌ謂画Ｌ
■一dBー●画

頚部に分割塊l前あり

頚部に水心痕

胸部健木芯喚

頚部{二分割塊而あり

頚細二分割塊1ｍあり

凱部に分割塊旧jと、
水‘笹痕

頭部に粘上塊而

頚部に分別塊耐と木
芯痕

頚部に分荊塊、ぁI）

頚部侭分割塊耐

蹴部に分割塊曲

砿祁に分削塊|、

頚部に分削地面

頭部にえぐり

瀬部に分割塊|ｍ

胸部に分割塊而

頚部に分盲１１塊liiiとイこ
芯痕

頚部に分別塊而

頚部に分割塊血

部位と文様

ダブルハの.;二文

蝋部に袖'二組でｋ抱
きミ叉文

額くこ半月形又

ダブルハの・j垣文

父様なしの顔

後頭部に味‘|Hfで'11文

後頭部に以環をもち
その両脇に円文をも
一ｺ

後頭部:昌i伽巻.弓父又

後蛾に暇抱き４叉文
２角抑文で沈線を描
く

後蝋に双環文と変形
化した雁抱きi父文
か、｜ＩはミツⅡ

額にＷｊ文、頬に
ブルハの.r言虻、後
部:二暇抱き:叉文

和
の
後
文

にＷ】文、ノ侭噸
みダブルハの字
頭部に限抱きミ

ダ
煩
に
文
父

後頭部に双環文、こ
れを玉とした玉抱き
室父文

後娘部に変形濃抱き
-§父文と思われる

廻唖制jに訓１１、ダフ･
ルハの宇文

左煩に渦巻文と戦部
側頭部に沈線

砥噸部に沈線又

後頭頂部に単環文と
渦巻き又

頭頂部に剣1１

後蝋項部にill環又

頭頂部
唄部に
部は渦

に111文､後賊
双環文と後頭
醤え

頬にダブルハの．｝:文
】旧中線、後頚部にＶ
'夢又

頭頂部仁沈線文

蝋｣n部に刻、と後頭
頂部に単環文

後蛾部にＥ抱き昌父
文

頭頂部に沈線文

文様と施文具

沈線でダブルハの‘１．
文

額仁半弧状沈線

陥帯で''1文

I1j文を隆'1ルでなし、
その恥こ刻I|文、額
健半月文

渦巻邑父又は雌･llfで
蕊わす。

Ｅ抱き.､ﾐ又又は雌帯
'１と111は晶角押文で
州iく

雌帯ｋ;も剣１－１

雅抱毒4奨文は降柵
で表わし、その上仁
刻、

左頬と後頭部にミ角
押又

除‘冊ｋに剣t」
に交京刻側．
に沈線

文禄は隆併

いずれも沈線

、．部
菟又文

頭部が角状;こなるの
が中期末の特色

沈線文は頭髪か

埴環は隆帯、渦巻文
{ま沈線

１１が稀なたれ1１

頭部に刻Iiと沈線、
渦巻文に炎ﾉ[刻Ⅱ

いずれも沈線文

R抱き月欠文は隆柵

彩色なと

把手のKII能碓
もある。

力,ソパ型'二偶

頭部中空

力･ソパ型_'二偶
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部位

一
理
型
準
琳
部
釧
釦
到
却
蝿
郵
郡
評
蕪
剰
岬
祉
智
蛎
部
恋
砕
砕
唖
秤
郷
唖
叫
釧
唖
鐸
如
叫
琳
坐
砕

３
Ｘ
５
５
８
１
２
４
５
５
４
０
０
１
７
．
Ｊ
０
１
８
３
８
５
７
６
７
８
２
！
７
６
７
１
１
６
２
１

淘
岬
泡
魂
型
．
祁
掛
錨
電
秘
々
刈
科
魂
訓
稲
科
海
淘
魂
魂
電
科
哩
謬
密
理
科
超
超
認
秘
密
趨
趨
秘

１
２
８
が
０
冊
６
８
」
６
５
６
４
６
１
２
８
３
３
３
５
５
８
６
２
－
⑪
７
０
９
３
０
７
６
５
２
１

●
。
◆
■
Ｐ
■
◆
■
■
曲
。
■
凸
■
Ｐ
ｐ
■
▲
●
。
■
■
。
句
■
■
ｂ
ロ
ヰ
宙
■
。
■
■
■
■

４
３
２
３
３
６
３
２
９
１
５
５
１
２
５
６
２
４
４
５
８
２
３
１
２
２
．
凸
３
勺
‐
２
２
２
２
１
２
３

川
胸
胸

腕

胸

顔
顔
顔
顔
顔
餓
顔
顔
漫
臓
騒
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
霞
域
顔
飢
腕
腕
腕
腕
蝿
腕
腕
腕
碗
腕
腕
・
腕
腕
腕

碗

たて×よニ×はば 時 川

井戸尻

啓利

噸内.､，

井戸尻

ルノ『尻

ル戸尻

藤道へ．識|ﾉ１

藤内-､．
井戸尻

ルfり凡

瞥利？

絡沢～
ル戸尻

･斤ー領ヶ台

硲沢～

版jIi

府.価ヶ汽

五領ケ台

藤内-..
井戸尻

脚利

藤内

幹利

絡沢～
井戸DIL

幣利

蒋利

硲沢～
井戸虻

硲沢～
非jrIjiL

啓利

啓利

分測塊の観察

頚部に分剛塊獅綱綜'麺き執
頭部に粘1J鬼1mが兇

砿1,部に昌角文、後
雌部に渦巻文、その

｜べている。

'…｜鯛蹴堂

…‘|剛蹴
｜郷維蝉．

頚部に分劉塊1iii鰐鰯撚溌

頚部に水心痕 後頭部 に 渦巻弓 又 文

鎮雛にえぐりあり鯉繍線､後噸

′荷恥喜rIl姉文を粗雑
分判誤れないｋ偶｜に施している。

頚祁撞分謡塊1ｍと水‘頬にダブルハの字文
芯旋後頭部 に渦巻又

弧怖に分割塊liiiと水後虹lrI部に双環、後

競胤，｜……

i､i･根部

沈線文

部位と文様 文様と施文具

|……
|噸#…"

|鮮藁
|額中央に沈線をもつ

L…域’

彩色など

把手の可能性も
誰宝できない。

'１』壱'二偶

ダブルハの

文に赤

カッパ型土偶
あるいは把ｆか

形状も特異な
ｔ側

板状有孔上偶
とでも仮称し
ておく。

カッパ唖１２偶

カッパ型上仙
あるいは把手。
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第229図７０

第229図７１

第229図７２

第229図７３

第229図７４

第229図７５

第229図７６

第229図７７

第229Ｎ７８

第2291剛７９

第229図８０

弾229回８１

第229図３２

第230脚８３

節2301Ｘｌ８４

第230図８５

節230図８６

第230臆'８７

第230図８８

第230図８９

第230図９０

錐沌､同91

第230図９２

節230図９３

第230図９４

節230図９５

第230凶９６

節230図９７

第231図９８

第230脚９９

第231Ｍ100

第231Ｍ101

第231図102

節231図１０３

第231脚１０‘１

第232図１０５

第232図106

第232図107

出土地点
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０
０
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卜
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皿
卵
榊
躯
躯
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郡
畑
地
乱
罪
恥
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部位

腕

腕

腕・胸

腕

腕

l蝿・胸

腕

腕・胸

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

碗

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胸

胸

胸

狗

胸・胴

胸

胸・腕

胸

胸・腕

胸

たて×よこ×はI瞳

１．６×３．７×１．６

２．６×１．７×１．５

３．号×３．７×】、７

３．０×４．０×】、７

１．５×３，５×２．５

５．０×７．７×２．７

２．１×４．０×２．０

３．３×４．５×２．２

２．０×３．８×１．９

１．ｌｘ２．３×１．３

z､６×２．０×１．１

１．７×３．０×１．７

3.1i×３．２×：．８

１．３×２．､×：、４

２．８×４．１×２．０

１．８×２．７×１．３

３．２ｘ５－３ｘ１、３

２．０×３．７×】、７

２．５×3..i×２.り

２．１×３．５×2．９

２．５×３．４×：．８

３．６×５．０×２．７

３．０×５．０×２．０

，．６×３．Ｌ×１．．１

３．８×６．０×３．．１

３．３×５．６×２．２

２．７×４．８×２．０

２.()×３．５×１．８

．１．５×５．３×２．i１

４．６×４．５×１．４

．:－３×７←.I×３．５

３．５×４．６×3.2

-1.2×２‘６×１．２

３．２×３．３×２.(）

３．８×３．３×１．４

５．８×５．５×２．２

2.8×８．９×２．２

４．７×５．５×３．２

ｌｌｌｆ期分割塊の観察

牌利

斯道･･･藤|人ｌ

絡沢､･藤内

啓利

硲沢～
ルノ叩光

桁沢一・喋内

暫利

新道

縛利

縛利

ｌＸｌ利

析道．､･藤|ﾉ､」

；術パー別｢坦

曽利

紳利

I神利

'滞利

析道～
井戸虻

新道～
井戸虻

付根部に水』E;痕と分
割堀簡が兄える。

木芯痕と腕の鮎土塊
が見える。

木必痕

ｆ､i椎有;[-'j穂1.蹄｢ｎｉか
ある。

腕の粘'二塊剛が兄え
'る。水芯侭もあり

付恨に分削塊,、あり、
また木芯痕もある.，

付根部に分割塊而

'W根部に分割塊而あ

（Nq'55と俊介）

l腕部と胴郁に分割塊

ilIiあり
胸‘:‘面に,随部とのネ
ガティブな分割塊而
あり

胴中央部にネガティ
’プな分畜11塊lEi

'鎮繍に木砿痕
頚部と胸部に分割塊
而

｜楯割(少雌,玄,１，宇令封,柳

面

部位と文椛

上面に沈線文

rzImに沈線

ｋｌｍに沈線又

ｋｌｍに沈線又

lZlmに沈線又

腕先{邑沈線文

脇ドから続く沈線文

包角抑文による沈線
又

上面に沈線又

I[中線
脇腹部に角抑文

背部に沈線文

上
部
か
文

'１，脇ｆ〈側腹
）蒜部から刷部に
けて普利式特有の
様がある。

Il1ij腕に沈線又

文様と施文具 彩色など

所湘バンザイ
上Ｉ

仙作を炎現し
た土偶

パンザイヒ偶

接合
バンザイヒ偶

胸部はソケッ
ト接合法、動
作をした土偶

小型粗隙ｆ偶

バンザイ上偶

小型粗像lも偶
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部位

獅鱗｜
胸

胸，

胸

腹

胸・胴

胸・胴

胸

胸・腕

胸

胸

眼

胆

腹

胸‘腕

刷

胸

上半身

胸

胸

胸

胸・腕

胸・縦

ｌｌｍ

ＩＩＭ

胸

胸・腕

鋼'ﾂ胴｜

胸~卿l
MIl・脆

胸

胸

胸・碗

胸

胸

たて×よ皇×はぱ

5.7×3.5×３．０新道腕の付根部

3.9×２．８×２．８胸筋

3.2×3.9．×２．７ｊ箇刺蝿の瞬翌鐸

側×‘J×ｚ７瞥刷蝋瀧鵬部…

:剛擁!謹懸
……|瞥剃｜''鯛‘に本総蝉
4.●×2.5×2.4腎利’頚郁に分割塊,Ｙｌｉ

州…'群，｜

禰鰯｜蝋…
2.5×3.5×2.ｌｌｌｉｉ‘利’,ド腹部に分割塊1ｍ

恥Ｏｘ６掛×準総幣脆’継憾に分制塊

測鯛ｒ…"
”×3"×:”，灘に分割塊'mと水
3.5×５．５×２．９’首i利喫鄭:-分沓;哩叫

‘』×7…膿W芦腿ｉ
5.1×4.7×2.:憎利｜頚部に分割塊面

3.8×1.5×２．：牌利？｜

剛…津"，｜柵…”
33×J,5×2』硲漉腕の付根離

詠…x2JlM制‘

:撹麓:|鰯~畷肉ｊ剛…蝿
諏…×”|耕遊…鋼机卿の中央仁‘k芯嬢

2局×‘L8×班51蕊W声脆

4雲7×3.2×1,6紳利ｉ唯1ig-垂,；哩卿

5.5×４，２×３．５，暫'利．

熟8×風oxa3'総択…藤内糊謀瀧、綱

4今3×５．５×2.6曽利

;廟蕊…‘噸覗聯灘磯
６４×凱４…恥蝿柵蝿鮮粘
4.1×４‘５×１．５静利

時期 分割塊の観察 部位と文様

'両部健弥智【二よる半
｢１１文

Ⅲ』ﾄI線

止中線、ブラ文、紋
付又

正中線、ブラ文、紋
付文

側腹部に沈線文

派中線、ブラ文、側
腹部にブラ文

ｆ中線、ブラ文、肩
部にﾀｽｷ文

｣|･｣1↑線を脅角抑文

'1弧|I線、ブラ又

胸部に沈線文

正中線、ブラ又

周都に沈線文、頚部
門略

I随先を刻み手を炎呪

正中線、ブラ文、夕
スキ文

側|腹部i:..._畠角'''1文

脇ド無沈線文

肩部に_皇角抑文、背
部にも~且角ｲ111文

沈線を文様を拙くが

あるいは前・後が逆
か？

胸部と腹部が肥大し
ている。

11斗I線、ブラ又

｣E'''課、背rl｣}こＶ字
文

文椛と施文具

黒馴の－１２偶の肩部と
同様な施又手法

{搬縦のまわ
沈線文

沈線

沈線

.､二角押文

沈線

､-4角抑文

額例な;.,文様

沈線

彩色など

勤作-12柵
黒駒の土偶を
思わせる。

接合
バンザイｋ偶

パンザィーヒ催

バンザィヒ偶

パンザイーヒ偶

バンザイ土偶

粗像上偶？

パンザイーヒ偶

脚を省略した
立隙型-ｋ偶

小型粗像＊偶

バンザイ土偶

所謂鯉を抱く
-k偶
尖訂形態土偶
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分割塊の観察
NＱ 川上地ﾉAｉ 部位 たて×よニ×はば 時期

…蝉’
第238iXll45

第238ｌｘ１１４６

第239図147

第239図１４８

第2391XI150

輔2401xI152

第240脚154

第240図１５５

節240図１５６

第２‘11脚157

第241脚１５８

第241図１５９

第241図160

第241Ｍ161

第241図１６２

第242Ｎ163

第242図164

鰯２…’
第242図１６６

麓::::’
第243図169

第243図１７０’

第243,剛,7,｜

…図,721
第243図１７３，

節243両174，

第243i叉'１７５１

第２州刈１７６，

:::M:’

Ｕ－．！

Nql

５
５
７
３
６
９
４
１
３

０
０
３
４
１
７
８
９
９

９
・
【
ｆ
、
－
９
一
一
－

１

３
５
７
７
３
５
１
２
３

－
距
一
一
Ｂ
Ⅳ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
脇
Ｂ
叩
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｕ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ＳＢ－９

ＳＢ‐･１１２

ＳＫ－･Ｏ１

ＳＫ－６０

ＳＫ・‐１１０

ＳＫ－Ｉ４３

ＳＫ－２０１

1１．－５

Ｂ－ｌＯ

。
“
ロ
、
再
Ｉ
⑪
⑰
５
９

－
》
一

『
〃
祇
叫
胴
雌
市
に
市
じ
【
巴

|購
胸・腕

|鱗脆
,胸・腹

|職鮮
,胸&’腕
,：

|”
胴・脚

胴

１腹

|脅卿
胸～脚

腎

|；
胴一・脚

野

|､

鵬~闘｜
|,,，

瞥卿｜
僻・脚｜

：｜

：｜
符｜

胃｜

腎

胴．符｜

胴牒’

６．８×５．９×２．２

２．６×５．５×ｉ，３

２．１×､１．２×１．．１

６．２×４．９×３．s

２．５×５．９×１．９

５，２×９．８×2.5

.1.0×１．７×２．２

今１．９×６．０×２．９

３．９×２．７×２．２

３．５×７．０×２．８

3.0×６．９×２.【

７．５×３．７×２．７

１．８×４．６×５．：

Ｌｉう×３．８×２．，１

３．７×２．７×２，』Ｉ

８．５×６．７×6.3

.1.2×２．３×２．１

３－４×３－３×２．２

５．７×４．２×３．６

３．９×-1.0×：、２

２．８×２．０×３．１

１
１
１
１
’
’

一
砂
３
２
２
３
８
８
６
５
８
０
７
－
⑨
２

４
■
。
■
凸
■
●
■
。
■
じ
■
■
。

２
３
４
１
３
１
２
３
３
‐
、
３
５
５
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１
９
９
０
６
１
Ｊ
８
８
９
８
０
８
０

●
Ｐ
■
や
。
？
■
①
巳
ｐ
凸
ゆ
心
◆

３
３
１
８
２
３
４
３
２
４
１
４
６
！

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

１
９
７
２
９
５
９
８
：
９
！
ハ
リ
０
５

■
■
■
■
Ｐ
◆
●
凸
■
◆
■
●
■
Ｃ

‐
‐
２
１
６
３
１
Ｊ
２
３
４
５
５
８
５

|濡’
藤鮮脆

|鱗w辰"

｜硲沢～

|縛利

|畔

|噸：

卿｜

Ｗ'１

'繍“｜

評！’

純”｜

総沢｜

岬！’

鮒部ソケット接合法
と分割塊面、胴中央
部にも分割塊面

脚部に粘上塊而

頚部と胸部に分割塊
1ｍ

胸部に分割塊1mと木
芯痕

胸部に分割塊１，

頚部に分割塊1ｍ

頚部と胸部に分割塊
1mがある。類部を蹴
り込んだソケット接
合法

（lVQ99と接合）

頚部に分削塊1ｍ

鴨部に分制馳ｍｉｌ
胸部に分割塊1ｍ

'閏吋'蹄'に分劉塊'剛｜

馴班柵に鮒悩緬’

・部分に分削塊

|驚驚…’

|……

慨…

正中線、ブラ文

|離線と側聴部の沈

|脇Ⅸ
lKIlj線、刈称沈線文、

’側腹部に沈線文

||:卿‘
側腹部に渦巻文など

’膝部に刻11

1腹部に弧線文、側腹
督に!り災.弧線父な’
|側腹部に沈線文と孔

|卿輔｜
|鯉雛典｜

施離と縛総に瀧鵜｜
文’

側腹部に炎ﾉK刻剛、｜

瞥雛をﾊﾋ線文ｉ
側腹部に渦巻文、腎
部を弧線文

IlIIII線、側腹部に渦
巻又、那線文、腎部

灘卿’

部位と文様 文様と施文具

|…Ⅲ

|…
|雛”

|沈線文

|雛趣
|彫刻文と沈線文

彩色など

パンザイヒ偶

妊娠した腹を
かかえるｋ偶
尖行形態に類
似

バンザイｉ-偶

バンザイｔ偶

111空上偶

中窄I:偶

脚街略の
虻像i葛偶

座曜の･'二偶



角抑文

沈線文

沈線文、彫刻文

腹部は中空

洗練文

中実円錐形
土偶Ｂ２

三角抑文

三角抑文とﾐ又文

沈線文と陰刻文

中空土偶中を
くり貫いている。

沈線又

楢原形態土偶

中実円錐形
土偶Ｂ２

三角押又

沈線文

何らかの動作
をした土偶か沈線と半隆起線又

沈線文と交互刻1１

半隆起線文と三角陰
刻文 大型中空土偶

三角抑文

中空土偶

沈線

形状としては

土偶として変
である、

沈線

三角錐形ｋ偶沈線文

－８０－

ＮＣ

第245図179

第245図ISO

第245間181

第2451Z'182

第246図183

第246凶184

第246図185

第246図186

第246図187

第247図188

第247図189

第2471ﾇ１１９０

第247図191

第248脚192

第24181ﾇ'193

第248図]９４

第248閃195

節248脚196

第248凶197

第２‘19図１９８

節249凶199

第249図200

第249図201

第250ｌｘ１２０２

第250図203

第250図2“

第250脚205

節251図206

第２菰図207

第251閃208

第251図2０９

第251凶210

第251図21］

出と地尉

Ｅ－９

Ｆ－２

Ｆ・‐３

Ｆ－８

Ｆ－１１

Ｇ．７

Ｇ．８

１．．１：

Ｋ・・２

Ｋ－２ＮｂＬ３９

２
２

２
２
２
４
Ⅱ
２
１
１

－
“
一
師
一
一
皿
一

Ｋ
伽
Ｋ
恥
Ｋ
Ｌ
Ｌ
地
Ｌ

Ｍ･‐２Ｎ０８６

６
１

７
８
２
１
２
１
２
６
１
１
１
１
６

『
一

Ｍ
Ｍ
Ｎ
０
０
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
ｒ

Ｔ・・５ＮCLi

部付

1Mリ・管

腎

胴･腎

胴・腎

胴・宵

腎
胴
腎
晋
瞥
瞥
瞥
胴
宵
胸～脚

腎
胴
普
晋
腎
瞥
腎
瞥
智

腎
腎
胴
胴
胴
瞥

企身
(胸～脚）

全身
(胸~剛

たて×よこ×はば

６．３×５．４×４．５

４．４×４．１×１．８

７．３×３．３×3.6

3.：×‘1.3×４．３

８．７×６．９×４．０

２．７×３．９×１．６

５．８×５．８×３．２

３．９×４．４×１．７

３．８×３．１×６．９

５．０×５．０×５．０

８．２×４．３×４．８

５．８×６．８×３．３

３．０×３．５×２．４

９．８×７．４×５．６

４曇５×３．２×２．４

３．５×４，ｒ×２．２

５．２×４．５×４．６

２．５×２.］×３．０

３．５×２．２×２．８

５．７×１．４×１．９

7.0×７．６×２．０

５．５×３．４×３．４

６．６×５．５×４．１

５．６×４．０×３.'１

１．３×９．６×５．６

６．８×５．２×４．３

３．９×３．３×３．０

４．１×.1.4×３．８

３．５×３．５×２．１

３．０×３．９×２．４

４．５×３．９×１．４

５．』×５．９×１．３

６．０×４．３×３．５

l聯１１１

曽利

鞠利

'１謡ﾉⅧ．－

智利

州ﾘ詞虻～

，
．
（

刊
道
道

啓
斬
新

析逆～藤内

｝|塁ﾉﾘﾒi､-､.

Ｗ利

ｌＭｌ利

井戸尻

'制利

曽利

新道

ｳi'利

格沢～

jl:〆ｈｄ

膿内~
ル戸川

井戸雌

新道一課内

新道～藤内

箇利

ｳｉＬＦｌｌ

緋FＩＩ

分割塊の期察

(ﾕ81と接合）
W’部Iこ分割塊|iii

弧部と胸制分制塊1ｍ
（179と接合）と水

芯痕

１１１１部と卿付根部に分
割塊而、脚付恨部仁
ソケット接合法

頻部と晋部に木芯鯉

ネガティブな分割塊ｉｉｉ

凱怖と脚卜｣･恨剛に分
WIl塊ｌｍと木峨喚

のネガテｒブな

分割塊而

卿付,限諦に分割｣jllm

致部と11剛､l･根部に分
訓塊而と水心痕

胴巾!h:部に,k,E;娘

胴部に粘土塊面、頚
部に分訓塊、

背中央に水,忠痕

腎部にネガティブな
分荊塊而

頚部と脚付捉部に分
削塊1ｍ

神部ﾊ･側に”剖魂mｉ

仲窄部の指頭圧痕
が兄える）

鴨部片側に分制塊面

頚部に分割塊而と木
芯痕、替部は中空

腎部に分割塊而

卿付根部に分削塊1ｍ
頚部低木芯痕

頚部に分割塊mｉ

分割されない上仙

部位と丈制

側腹部に沈線文

難文

側腹部に沈線文

{11iIl海害I(に二‘ｖｊ･少湘

巻箕箪~一~へ…

mi諭割に洗郷文

岬|｣線、側腹部と背
部Iこ沈線又

側腹部に渦巻文

側腹部に誠Il1Il又

対称弧刻文、側腹部
に三角抑文で渦巻と
三角陰刻文

対称弧刻又、側腹部
に沈線文と皇角陰刻
文

側腹部に沈線文と：.、
箕文

正中線と腎部に沈線
文、紋付文

IE中線、下腹部に沈
線文

側腹部に沈線文

側腹部に､|も脆起線文
と沈線文

側腹部に三角抑文

晋部を沈緑又

側I際部に角４１１１．ｾ‘

対称弧刻文、側腹部
に沈線文

対称弧刻文、側腹部
に沈線文と交/戯Ilil
文

半隆起線により、腎
部を表出、側腹部に
三角文

側腹部に三角抑文に
よる渦巻文と｡Ｉ叉文

側腹部に三角ｌ''1文唯
一具父又

正中線、側腹部は沈
線文と渦巻文

正中線

腹部と側l鵬部に沈線
文

正而に変形したlﾐ抱
善三叉文

背中と底部に沈線又

正面に逆室角文、側
面に渦巻文

文様と地文』↓
Ｉ

彩色などｉ
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部位

脚

瞥
瞥
畔
腎
啓
一
縛
削

替

腎
潜
将
腎
腎
・
胴
腎
州
瞥
腎
腎
瞥
脚
脚
即
脚
脚
脚
脚
脚
脚
Ⅷ
脚
脚
脚
脚

何Ｉ

たて×よこ×はば

４６×５．６×Ｉ

９．１ｘｉｊ､２×３

爵.９×７．１ｘＵ

２．８×２．７ｘ３

－ＬＯ×４．６×５

６．１G×４．９×』

３．８×４２×３

３．２×２．７×３

．１．７×Ｂ･Ｉ×１

３．３×２．２×２

‘i､９×４．８×.’

３．９×３．３×.Ｉ

４．１×３．５×２

２．０×５．３×３

４．：×・Ｌ６ｘ３

３．７×３．８×２

４．９×３．２×４

７．６×７．４×３

４．４×４．８×５

５．９×６．０×５

５．０×３．５×今Ｉ

６．３×１．２×８

３．９×１．６×４

１．５×３．３×４

5..ｌｘ４．］×３

５．ｌｘ２６×３

３．２×２．】×２

１．８×３．８×.’

４．７×３．２×５

３．３×３．８×２

５．８×３．１×２

３．０×２．７×２

５．０×１．；×５

６今０×５．０×７

時期

新道-.藤内

IiI?利

ルＪＷと～
’iOil利

仲利

杵利

噛利

新道－－藤内

I沖利

神リ

析道-,．藤内

紳利

硲沢へ新道

１N'利

路択一･新道

W》利

韓利

牌利

輔利

ｌｉｌｉｌ利

析道～藤内

紳利？

分割塊の観察

腕の接合部に分割塊、
瞥部は中空になると
思われる。

腕接合部(二分

腕接合部に分割塊mｉ

腎部に分割塊而

頚部に分割塊而

ネガティブな

面

馴部と脚｢J-帳部に分
割塊而

IlmI中央に分割塊1ｍ

胴中央部に分割塊ｌｍ

瞥部の片側泥分割塊
旧ｉ

稗部【ニネガティ･ﾌ゙ 、ポ
ジティ．ﾌ"〕f姪.:郡!！

卿付根部と打帥との
接合部に分割塊而

付恨部

付隈部に分割塊1ｍ

庄足との接合部に分
割塊面、木芯痕

郁位と文榔

側腹部に三角抑文

ｌＥｌ１１線、符部を沈線
又で塑出

将部を半隆起線文で及
川L,､､叙文をjﾘlIえる

側腹部健沈線文

腎部のF線を沈線文
と集合沈線文

I[中線と側腹部に沈
線文

脱部は縦横の沈線文、
腎邦を推鎮で表出

側腹部に沈線文

側胆部に弧線又

晶角ｲ''1文とき角陰刻
文で眼抱晶叉文

判唯起線で瞥部を炎
Ⅲ

１１１中線

胴部に沈線文

側腹部に角押文

１１沖線と側腹部に.:‐
乗の沈線文

Xj称弧刻又、側腹部
に~；角抑文

僻部を半隆起線文で
炎出

脊部を半除起線文で
炎出

正Il3線と側服部仁渦
巻文と股ｉｓに集合沈
線文

膝を､ド隆起線i寺.よる
渦巻文で表出

脚外側に肌緑又

足筒.に沈線又

足首に沈線文と短沈
線

足片に呈角ｨ１１文

閥|側|、に弧線文

文様と施文具

．-:角抑文

_竺父又はミ角陰釧文

沈線

と角抑文、乏角賎刻
入

角抑文

沈線文

三角押文

雛隷蛾織
の誹色

沈綱

沈線又

彩色など

中窄上偶

底部にえぐり
''1雛形土偶

足を研膳して
いる。

災形上偶

肥大した腹部
好 嵯 上 佃

'11実''1雛形
ｔ偶

腎部は11t霧
土偶
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Ｆ
Ｆ
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Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１．．１０

１－１０

１．．１０

部位

脚

脚

脚

脚

肌｜

脚

脚

脚

脚

脚

卿l

llMI堕

脚

脚

脚

脚出

師

脚

脚

IlMI

Iull

脚

脚

脚

脚

脚

脚

脚

即

脚㈲

脚佐j

lMill

脚

脚

帥

即

脚

脚

たて×よこ×はけ

３．息×２．７×３．７

２．ｉ×２．４×４．０

６.訂×』１．１×４．１

３．９×５．４×４．７

２．２×３.‘I×･1.5

３．７×２．９×２．５

３．０×４，２×･1.7

４．１×４．０×３，９

２．０×３．１×５．４

３．３×２，３×２．７

４．５×４．７×５．８

５．５×３．４×６．１

‘１．ｌｘ３．０×３．９

５．２×４，７×２．０

１．３×､1.7×５．１

３．６×４．３×４．３

１．０×３．０×･1．１

４．６×３．２×５．４

２．８×４．ｌ×３．６

３．４×３．４×３．９

９．５×９．２×１０.』

２．０×３．９×４．５

《､３×３．３×４．４

３．１×２．８×４．３

６‘５×5.1×６．７

．１．１×２．３×,1.8

2..1×２．０×１．７

ｉ､８×３．１i×､１．５

４．８×３．ｌｘ３．６

』.９×１．５×７．１

２．１×1.3×７．４

３．６×'１．:j×７．３

３．４×：．８Ｘ２．＄

３．８×３，：×５．：

３．８×２．３Ｘ３．ｉ

３．６×３．８×７．３

息.６×１．ユ×３．３

３．７×３．２×１．：

時期

啓利

紳刊

'i‘i'利

卿利

新道～藤内

FＩＩ

Ｗ利

昨戸jＪｄ

紳利

新道~･藤内

利

利

分割塊の観察

N･根部に分割塊1ｍが
あり、別の粘土塊の
ネガティブな面がある。

脚付根部と左地との
接合部に分別塊鰯

足光Iこ
かとに

接合部に分

布足との按
削塊１，
恥lと,|暁介）

(NQ267と接合）

ヵ､’

脚接合部に分割塊IIli
ソケット接合法

(Nq261と接合）

罰i桜合部に分割塊而

占足との接合師に分
訓塊|、

左足との接合部に分
割塊而、脚との接合
部に木芯痕（276と
接合）

右足と脚と
に分割塊|ｍ
接合）

瞥部との接合部に分
削塊而

部位と文様

|篭騨

足の指を刻11で表出

蝋沈線

短沈線

脚上部に沈線又

雌片に沈線又

足許に沈線文

hLiviに沈線文

かかとに渦巻又坐･も
父文

,足尚F邑沈線と域蛎介
'沈線

|柵緋
膝をlリ文で表出

種霊史‘､11で炎出

足指を刻闘で表出

'足伸;こ沈線文、後に
'渦巻文

足の災に綱代侭

'足門に沈線又

足怖に沈線又

文様と施文共

沈線

三角抑文

沈線文

５本イ

5本指

噸沈線と渦巻又

：本越え！木枠I）

彩色など

中窄土偶

雌彩あり

''1ﾂ大叫'二偶
の妃

網代摸の例は
稀少
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州
・
・
ｊ
Ｏ
〃
３
ｐ
４
心
一
幻
如
⑭
５
．

句
、
叩
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哩
’
且
⑤
○
ウ
今
三
Ｊ
向
う
Ｒ
〉
ワ
］
内
Ｕ
ハ
．
１
１
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》
一
ワ
色
戸
司
侭
》
１
－
９
岨
、
。
巾
○
、
唾
峨
１
で
《
』
》
』
炉
○
１
二

時期

幣利

析辿一・穂内

硲沢．､．析道

牌利

祈辿一・藤内

析道--藤内

斯道~I機内

ii:戸腿～

普利

牌利

斬近へ諜内

桁沢－，諜内

分割塊の観察

ｲf足.と替部との接合
部に分割｣鬼|、

足の後に*,Iil冒塊1ｍ
宵部との接合部に分
割塊間

雌足との接合部に分
削塊面

脚との接合部、ソケ
ット接合法

瞥部との接合部に分
測塊I、

管部との帳令部に分
割塊1m、ソケット接
合法

件部とめ接合部値分
荊塊而と木芯疲

lIMl付根部に分判塊1ｍ
ソケット接合法、足
光に粘土塊I前

脚按合部に分割塊而

脚付根部に分割塊I、

卿付恨部に分荊塊而

(､l･恨部に水,懸痕

付恨部に分割塊面

付恨部に分訓塊1ｍ
ノケット接合法

(Ｓ‐。Ⅳ区233と接合

ノf足との接合部に分
削嵯間

部位と文械

）Iと竹に沈線文と弧線
,文

畠角押えによる沈線

|“
足ivi.:ニミ角抑文をめ
ぐらす。

足"，､皿-沈蕊又

足先に刻１１

足間'に沈線文、伽蒜

|寵』こ-:刈柳…
足儲に晶刈押えがめ

|撚織：

|足杵に沈線文

貼付に４角抑文がぬ

足杵に沈線文

文.樵ｋ施文典

枢措

:角抑文･角押文

５本指？

沈線又

f角;''1文

|'|堆起線文と沈線又

彩色など

匪間のある黄
料

Ｓ一Ⅳ区NQ233
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×
×
×
×

８
：
９
２
８
７
６
６
．
．
ｄ
６
２
７
心
仙
２

■
曲
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
曲
Ｐ
ゆ

り

２
６
４
３
６
３
１
３
１
．
１
４
４
４
Ｚ
４
５

時期 分割塊の観察

付根部1...分荊塊1ｍ

付根部に分訓塊釧

Ｎ･喫iW;:二分割塊司と

木,凹痕

1止先に柚二．二塊而

付根部に木芯痕、左
足との接合部に分割
塊面

側･鼎細字分割塊Iｆｉ

{州ﾐ部とィ;･足との接
齢部に分割塊1m

部位と文様

足首に沈線めぐらし
渦巻文も{ず１－。

足首仁短沈線、足先
に刻!：

'雌の唾をえぐってい
る。

足首i二沈線文が殉ぐ
る。

足lvl､に沈靭文がめく
る。

足のllI(こ

の盛にも
沈親丈”足
短沈課

足首k:沈線文がめぐ
⑨。

文様と施文典

沈線文

５水詣

沈線

上線

庇称又と斑沈満1文

彩色な群



7９

8１

4７

4８

4９

5０

7３

7４

7５

7６

7７

7９

第11節土製円盤一覧表

Ｓ－Ⅲ区土製円盤一覧表

8７

8２

8３

8４

錨

8階

8８

瓢９

9１

9２

－８５－

番号

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

出 土地

層
層
．
．
層
層
層
層
層
層
層
６
層
層
層
層
層
層
層
層
層
厨
層
層
層
晴
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

ワ
“

２
油
３
３
３
．
上
２
３
３
Ｍ
３
３
２
２
３
２
２
．
－
２
３
３
２
３
２
３
約
３
３
３
２
３
３
３
３
２

刃
５
６
，
．
２
７
８
８
８
４
５
７
７
７
７
７
７
８
８
８
９
９
９
皿
⑩
１
１
５
５
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９

》
’
一
一
一
率
幸
一
一
一
一
■
■
一
■
■
■
一
一
｝
一
》
一
一
》
一
一
》
一
一
》
一
一
一
一
一
一
■
』
一
■
韮
一

Ｐ
』
■
■
』
一
一
■
■

Ａ
Ｂ
Ｂ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｄ
心
Ｄ
Ｄ
Ｄ
心
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
動
、
Ｊ
動
Ｄ
、
、
Ｚ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

最大径！
〈”）

4.』

４．２

３．９

２．８

５．４

４．６

３．６

５．９

４．４

２．９

２４

３，３

ａ６

ａ８

３．４

：-８

４．０

ａ６

３‘３

４－８

５，３

４‘Ｏ

ａ３

３，２

３．６

３．８

３－０

２．７

２．９

３．７

３，９

２．５

３．４

３．３

４．１

３．８

３．３

２，９

５．２

３．７

３．２

３．６

３．２

３.ユ

３．２

２－９

|厚き
（”）

1.4

1.智

１．３

１．３

二.Ｏ

ﾕー０

ﾕ,０

i､７

エ.4

0.8

0.7

Ｌ３

１．３

０，８

１．５

ユ.２

１．５

１－２

１．１

ユ‘４

１．４

０．８

１．３

１．２

ユ‘７

１，３

ユ.０

０．９

１．０

Z.２

０，９

０．９

１，３

１０

ユ.１

１．３

Ｚ､２

：､０

１．０

ユ.Ｏ

Ｌ２

Ｌｚ

Ｌ３

ＬＯ

ｉ､４

０－９

竜巻
ダah
h｡』

躯
郵
銘
型
銘
創
賜
創
謎
９
６
８
９
９
２
５
０
７
８
２
３
９
５
６
６
３
５
０
１
５
０
８
９
６
４
．
５
８
３
４
５
６
９
‐
．
：
７
０

１
１
Ｇ
１
２
ｍ
。
’
’
１
４
４
４
１
具
も
上
Ｉ
ワ
】
２
も
１
ｌ
‐
．
２
２
１
１
２
の
乙
１
１
命
団
・
凸
・
Ｌ
ｌ
１
Ｌ
１
１
１

斎鋤 情譜

ミニヅ･ユア'‘,島

器の底部

番

１
２
３
Ⅲ
』
５
６
７
８
９
０
４
１
２
３
４
５
ハ
０
７
８
９
０
司
令
２

Ｆ
。
５
Ｆ
⑨
戸
、
〆
、
５
戸
。
５
戸
ワ
《
ｂ
《
０
６
《
勺
【
ｂ
《
０
盆
０
６
か
、
《
り
７
７
７

8０

８９

Ｈ１．:、地

下

０

＋
殆

娼
謡
煽

層
ク
層
層
膳
層
層
層
錨
層
・
・
層
岬
層
層
唇
層
層
層
増
層
増
Ｂ
層
層
層
５
屑
層
厨

３
ワ
３
３
１
２
３
３
３
伽
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
ｓ
３
２
３
Ｍ
３
３
３

９
９
９
ｍ
叩
、
ｕ
ｕ
３
４
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
ｍ
Ｌ
ｕ
Ⅱ
Ⅲ
ユ
型
ｕ
吃
⑬
蝿
魁

一
。
■
一
一
一
一
》
》
韮
一
》
■
一
』
■
｜
■
一
』
■
一
画
一
一
》
｝
一
一
一
一
》
一
幸
一
一
》
一
》
》
一
》
》
》
■
■
■

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
ド
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
”
順
‐
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
両
》
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
ｒ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
『
’
一
Ｆ
Ｆ
Ｆ

量大径
(“）

3.2

3.7

3-2

3.8

3‘５

３‘２

２，８

二.８

４．０

３－６

３．４

ａ０

２．４

３．６

３‘８

４．４

１･９

２－８

２‘９

ａ７

４．３

３．１

4.0

２．３

４．２

３６

４．－

２．８

４．０

４．２

３．１

3,0

２．７

２‘４

３．２

３．９

５．５

６．７

２－１

５．４

２．８

２.ユ

２，４

３，６

３．２

２．９

厚
<”）

‐
Ｉ
‐
‐
‐

７
．
．
７
：
８
０
９
２
９
２
．
２
４
０
３
０
２
９
０
３
９
５
３
．
，
．
－
１
２
０
６
．
．
２
０
９
２
２
０
２
２
０
０
９
０
９
２
１
１

Ⅱ
■
■
や
■
、
ロ
●
甲
■
ｑ
■
．
や
■
●
Ｐ
の
■
凸
ヨ
■
■
●
凸
■
一
■
■
■
凸
い
■
■
■
甲
●
■
■
寺
●
▲
？
Ｐ
Ｐ
甲

０
１
０
１
０
１
－
０
１
０
１
１
１
１
１
１
、
一
・
今
０
．
凸
１
０
１
１
１
１
１
，
‐
・
一
，
』
‘
．
１
１
０
１
．
』
１
－
，
一
・
．
１
１
０
１
０
１
１
Ｊ

皇：苔
(９）

０
星
０
０
１
０
０
０
２
２
１
１
１
１
１
２
０
０
１
２
．
．
．
．
２
７
郡
旧
恥
皿
記
妬
Ⅲ
Ｍ
９
ｍ
ｕ
翠
蝿
“
５
誕
叫
６
６
鋤
型
⑬
‐
’

.ｆ器ﾊ゙
の時期

傭考



１８

2７

2６

2２

2５

1０

1６

2７

2９

2３

2９

3７

１１

1８

2６

1０

１１

§

６

3４

1２

2４

3０

１７

1７

1８

1４

2８

４

２４

1５

1１

－８６－

番号

１
１
‐

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

１
１
上
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
：
１
－
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

出土地

２

層
層
塔
層
層
層
層
層
層
１
⑩
層
岬
概
層
瑚
皿
層
卿
》
増
刷
屑
層

２
』
３
‐
．
３
３
３
３
１

脳
地
３
一
・
一
．
．
Ⅲ
１
１
ｑ
』
３
３
３

妬
３
３
３
３
５
６
７
８
８
９
９
皿
山
川
ｕ
ｕ
胆
３
４
４
４
４
４
９
延
腫
廻
鱒
旧
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
５
５
６
６
７
７
７
ｍ

一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
難
一
一
一
》
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
』
｜
》
一
一
》
一
一
一
》
’
一
》
一
》
一
一
一
一
》
一

Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
１
Ｉ
ｒ
ム
マ
ー
Ｚ
１
ｚ
：
一
一
Ｉ
１
１
ｚ
マ
・
・
《
Ｉ
・
今
Ｉ
１

最大径
（“）

３，基

３．８

３，６

３．５

２７

３，９

３，９

３．５

４．５

３．７

４.ユ

３．４

３．９

４．２

２．５

３．４

３．０

２，８

４．０

３．５

２－８

５．６

４．３

４．９

３，１

４．９

ａ４

３．３

４．０

３．９

３．８

２．３

２．５

４．１

６．０

４．０

２．７

２．６

４．２

４．１

３．１

３．３

２－９

２－８

２．８

２．８

５．３

４．５

３．１

厚さ
(”）

ｎ
Ｕ
和
上
、
ソ
氏
Ｕ
０
４
《
口
呼
ｎ
コ
一
恥
哩
０
凸
ワ
色
。
〕
戸
◎
１
Ｊ
・
ワ
０
３
匹
（
⑪
）
１
上
弓
Ｉ
○
色
ｎ
Ｕ
ワ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ワ
ｆ
、
。
ｎ
口
ク
“
（
×
》
０
０
ｎ
〉
句
。
⑨
ロ
【
い
》
ハ
リ
Ｑ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
《
ｕ
》
。
全
Ｆ
口
、
／
一
ｑ
》
ｎ
》
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
○
○
ｑ
〕
ｎ
Ｕ
頁
』
８
Ｌ

■
凸
０
ａ
■
■
４
凸
■
■
曲
■
■
ｂ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
ｈ
、
、
‐

璽さ
(９）

2４

３
０
９
６
４
９
５
６
９
配
蛎
狸
田
調
崎
述
型

１
３
１
１
２
１

土器片
の時期

備 番

銘
蝿
“
妬
佃
堺
把
柵
別
刷
理
調
認
弱
弱
”
肥
調
釦
“
配
“
飢
侭
師
〃
銘
的
沌
訂
泥
祁
汎
褐
乃
万
沼
、
別
副
艶
鯛
刷
踊
師
師
詔
的
加

１
１
１
１
１
‐
一
・
一
１
・
一
１
１
１
－
１
１
１
．
ｓ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
《
１
１
・
凸
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

：
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
１

１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
‐
Ｉ
．
’
１
１
１
１
１
１

出上地

１．．１１２照

’－－１１

１－･ｌｌ

Ｌ－１：３罵上

了－１２

Z－．１２

エー,１２

了－１２

エー・１５２層

ｉ・－１５２層

：－１６２層

Ｊ－２Ｎｎ６６８

Ｊ－２

ｊ－８３Ｉ１Ｗ

Ｊ－８３崎

ｊ・ｌＡ３層

Ｊ‐１１Ｎｂｌ２５

Ｊ‐-11

Ｊ-‐１１３層上

Ｊ－ｌ２

Ｊ・‐ｌ２ＮＱ１２

ｊ‐･'２

ざ－１３

Ｋ－．２フクド

Ｋ･23層

Ｋ－２１ｈｊｈＬ・・592

Ｋ－２

Ｋ.２

Ｋ－－２３１Ｅｆ

Ｋ－３フクド

Ｋ－．３

Ｋ－９３１杵

Ｋ一:Ｌ

二・・５：1門

L,‐‐６

i--72鳩

Ｌ－７３層

:‘・‐７３層

Ｌ－７

Ｌ－－８Ｗ･し
Ｌ・・８１層下

Ｌ－１０

Ｌ・ｌ２

Ｌ・・ｌ２

Ｌ－１６２解

Ｍ－３

Ｍ－４

Ｍ－５

雌大径
(”）

４－２

４．５

４．１

2.9

,1.6

３‘０

３．７

４．０

４．３

３．８

４．１

５．０

２．９

ａ４

３‘９

３０

３．２

２．６

３．８

２．４

４，０

３‘３

３．８

４．０

４．１

３．４

３．５

３．０

３．３

４．７

２２

３．６

２．１

４，０

４．０

３‘５

３，５

３．５

４．：

３．３

２６

４．６

３．５

３８

３－９

２．７

３．３

３．４

３．３

厚さ
(”）

：､７

１．５

１，３

：.O

：､１

０．９

０．８

』.３

１．６

１．４

１．３

１，２

１．：

１．２

皇.３

上.０

０．８

１．１

１．０

０．８

１．６

０．９

１，５

二.ｌ

ユ.４

ﾕ.1

1.2

1.0

1,3

1.3

0.7

1.2

1.3

1.１

１．０

:_曙

:.１

０．９

:､３

１．４

０．７

上.Ｃ

ﾕ.５

｣.4

1-7

1.3

1.4

1.2

1.2

重さ
〈ｇ）

3４

2８

４
８
５
８
９
７
７
９
２
０
９
７
９

２
１
１
２
１
２
１
２
２
１
１

土器片
の時期

備考



,１５

1１

1８

2５

2４

1１

2３

2０

2１

2０

1８

2６

８

1１

1２

－８７－

番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
恥
。
４
。
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
Ｏ
》
０
１
２
３
４
５

９
０
ヅ
９
９
９
９
０
〕
９
９
０
０
（
Ｕ
《
Ｕ
ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
二
１
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
、
畠
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

232

233

234

出土地

卜

６
８

層
犯
層
層
屑
層
層
層
層
層
層
層
層
隔
巧
層
型
層

１
伽
３
３
３
３
２
２
２
１
３
２
３
胸
血
３
油
３

６
７
７
ｎ
ｍ
ｕ
ｕ
２
２
４
４
４
４
４
５
８
９
皿
恥
１
２
２
２
２
２
３
３
４
５
５
７
旧
１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
５

一
一
一
一
一
一
一
一
一
’
一
一
一
一
》
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
》
》
準
一
》
一
一
圭
一
一
一
》
一
一
雫
一
一
一
』
一

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

大径
(”）

７
２
１
０
８
０
５
３
２
９
８
４
７
．
Ｌ
９
３
４
４
６
２
３
８
９
４
８
３
０
８
７
０
２
８
２
０
２
４
９
５
９
５
５
０
８
３
６
４
９
５
３

▲
■
■
申
』
■
◆
ｐ
■
■
■
●
■
■
巴
ｇ
■
■
■
■
■
■
一
■
Ｐ
■
●
旬
■
一
Ｆ
Ｂ
ｒ
■
●
■
■
■

２
３
３
４
２
４
３
３
３
２
４
３
３
４
２
５
３
３
４
３
３
４
２
３
２
４
３
２
３
４
４
２
４
５
３
３
３
４
３
２
３
３
３
２
２
３
４
４
３

■
●
Ｐ
■
●
■
■
■
■
■

厚き
(“）

1.3

ﾕ.1

1.3

1.4

1.2

0.7

0.7

1.1

1.二

●,９

１．１

１．１

１．０

１．７

０．９

二.0

0.9

0.9

ｉ･’

１．０

１，２

１．２

０，９

１．３

０．８

ユ.１

ユ.３

１．０

二.０

１．５

１．１

１．５

０．９

１．０

１．２

二.３

１．３

１．１

１．０

０，７

０．８

１．０

１．３

０．８

１．：

１．５

１．３

１－２

１．２

重さ
くｇ）

｣４

二７

１９

１５

１２

１６

１４

１６

１８

｣０

２５

１７

１６

３３

１０

２９

１４

１５

２８

１６

１７

３２

１２

１６

９

１９

１６

2４

６

：１

２】

3９

３０

１７

斎熱 備考 番号

２４０

241

242

243

244

245

246

247

248

２４９

２５０

２５１

２５２

２５３

２５４

２５５

２５６

２５７

２５８

２５９

２６０

２６１

２６２

２６３

２６４

２６５

２６６

２６７

２６８

２６９

２７０

２７１

２７２

２７３

２７４

２７５

２７６

２７７

２７８

２７９

２８０

２８１

２８２

２８３

２８４

２８５

２８６

２８７

２８８

lLH土地

城
Ｆ

層
嶋
層
層
層
土
層
層
噸
溺
勝
噺
鯉
暫
膳
層
妬
層
加

Ｉ
２

層
屑
１
６
６

３
３
Ｍ
伽
地
２
２
２
１
１
哩
鳴
１
３
３
地
，
、
２
伽
１
３
１
Ｍ
１
醜

５
５
胆
１
２
２
３
４
４
７
２
３
３
３
４
５
６
７
７
７
７
７
７
７
８
２
２
３
３
３
５
２
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
６
８
Ｍ
２
２
２
２

一
一
一
一
》
一
一
》
｜
》
》
｝
一
一
》
》
一
一
Ｂ
辛
辛
一
距
率
一
一
一
一
》
’
一
一
一
一
一
》
》
』
｜
》
一
一
一
》
》
一
一
》
》

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
唾
曹
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
で
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
〉

燈大径
(”〕

3.2

ａ2

4.0

3.2

2-8

3.4

2.5

2.7

3,0

3.3

3.6

5.0

3.6

2.9

５，６

２．６

３．７

３．４

２．７

５.』

２．５

２．５

４．３

３‘０

３．５

４．７

５２

４，０

３．９

１．６

３.皇

２．４

４，８

３．１

３．６

２．８

３．４

２．９

４，０

３．４

４．３

５．２

３．２

３．７

２．９

４．２

ａ２

２．９

３．７

厚さ
(“）

４
９
３
３
４
〃
２
８
１
３
２
３
Ｊ
９
８
２
７
７
８
２
８
．
机
‐
』
３
２
２
４
Ｊ
２
６
よ
り
Ｊ
、
３
２
９
３
、
９
３
３
８
７
１
９
１
１
０

．
△
０
１
１
１
０
１
０
１
１
１
１
，
－
０
０
．
一
・
凸
０
０
１
０
１
１
１
．
聖
．
，
１
１
１
０
１
１
．
．
今
１
１
１
－
０
１
．
，
０
１
１
０
０
１
０
１
．
１
‘
一

重さ
(９）

頁
》
、
畠
ハ
リ
、
。
《
ｂ
。
。
ｌ
ｎ
Ｕ
６
７
１
ワ
】
ｑ
》
０
３
。
‐
＆
（
Ｕ
１
０
〕
６
ワ
ｆ
〈
Ｕ
戸
、
７
《
Ｕ
〈
ぜ
７
‘
（
Ｕ
４
凸
２
２
７
－
２
４
。
２
４
巳
ｑ
⑫
４
ｑ
》
４
５
《
Ｕ

心
日
上
ｂ
０
－
の
ク
シ
Ｔ
■
且
１
４
１
４
。
Ⅱ
上
１
４
９
８
句
丞
］
幻
“
“
■
口
１
Ｌ
ｎ
〃
】
０
０
上
向
く
〕
勺
－
０
《
ふ
く
》
勺
凸
一
旬
〃
】
。
ｌ
』
、
〃
】
向
乙
‐
パ
廻
の
〃
臼
の
〆
】
ハ
叩
Ｕ
ｏ
・
ロ
向
く
』
ｐ
０
二
の
△
１
上
。
《
１
４
詞
。
Ⅱ
０
ｓ
、
く
》
ａ
ｎ
詮

土器片
の時期

備考

喪に赤色有り



320

1０１．０

0.8 ８

0.9 １５

2５

Ｌ’

L(〕

1.0

1.1

1.1

1.2

0.7

１－１

1.6

０．８

1.2

Ｌｌ

1.5

１．２

0.8

ＬＯ

0-9 1０

0,7 1４

３１２ 1.5 １５

313 １．３ 1１

314 Ｌ１

315 1.3

316 １．１

３１７ 1.1

318 0.9

319

2１

1.2

3２１ 1.］

ﾖ2２

323 1.1

324 Ｌ］

325 Ｌ２

326 1．１

327 1.4

328 １．３

329 1.3 2１

330 Ｌ３

334

3３１ 0.9 1Ｊ

332 1Ｊ 1９

333 0.9 ６

1.］

336

９

335 1.0 1１

4４1.2

337 1.2 理』

－８８－

番号

即
卯
馴
蛇
兜
叫
蛎
妬
”
肥
”
帥
Ⅲ
蛇
鯛
伽
妬
帖
岬
肥
的
皿
皿

出土地

層
層
層
層
層
層
層
層
層
評
層

３

３

３

１

３

３
２
３

３

ＮⅢ

３

｜
》
｜
｜
》
一
難
■
一
■
一
一
画
一
一
一
難
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
韮
一
一
一
》
一
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》

Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
Ｉ
》
じ
》
Ｉ
》
面
Ｉ
』
Ｕ
じ
ｒ
ｍ
Ｉ
、
評
Ｉ
』
じ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

最大径
(cwI）

１
６
０
７
０
５
３
６
５
１
－
５
７
８
８
２
３
７
３
３
２
０
２
４
９
４
４
３
２
．
．
３
１
９
４
３
，
．
９
８
８
９
８
０
６
６
．
．
６
２
６
２
７
２

２
３
３
愚
２
３
３
３
４
４
３
３
ａ
３
４
３
３
３
３
４
ａ
ａ
＆
４
２
３
３
４
３
４
４
３
３
３
２
２
２
３
３
４
３
ａ
ａ
３
２
２
ａ
ａ
４

厚さ

(“）

０
“
１
０

雄苔
(９）

１
５
８
６
一
○
２
５
２
８
０
４
４
９
５
０
４
２
４
３
７
８
５
７
４
５
７
６
７
８
２
０
２
３
８
５
５

．
坐
１
１
１
２
３
１
２
６
１
２
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
。
’
２
１
１
３
．
－
１
１
‐
１
１
１
２
２

土器片
の時期

備

中心に穴をあ
けようとした
跡有り

希号

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

出一+二地

３１神

３層

３層

３層

Nhl7

182

、Ｅ６

表採

４
４
４
５
５
５
５
５
５
６
６
７
７
７
８
２
２
３
３
３
３
３
３
４
５
５
６
６
６
７
７
皿
淵
３
３
３
５
８
８
９
９
９
９
＄
０
９
蛇
３
３

吟
鴨
吟
い
い
吟
い
い
↑
睡
眠
喉
鴨
い
い
Ⅷ
陥
呼
喉
師
雁
獅
岬
陥
Ⅷ
Ⅷ
喉
呼
陥
昨
祁
昨
陥
舶
玲
斑
浄
汗
遥
浩
涯
班
冷
浩
浄
浄
泌
吟
窪

娘大径
〈”）

７
０
０
３
１
４
８
０
４
２
３
４
５
５
３
８
４
７
５
可
さ
３
７
９
４
９
１
８
０
６
８
５
１
２
１
９
０
０
３
１
１
１
４
４
２
６
９
７
５
０

．
争
呂
Ｆ
■
“
■
■
●
■
。
■
。
■
■
ａ
●
４
日
●
■
■
■
旬
■
■
句
■
■
■
■
。
■
■
■
■
凸
ヰ
ロ
ｑ
“
印
。
凸
占
凸
、
■
４

３
４
．
３
５
３
３
３
３
３
４
４
３
３
３
３
２
４
３
３
３
４
２
２
３
２
４
３
４
４
２
４
３
５
３
３
５
３
４
３
４
３
４
３
３
２
２
３
４
３

厚さ
(”）

勺
凸
（
Ｕ
司
今
０
８
、
》
刑
４
勾
竺
”
』
⑪
。
兜
》
珂
乙
ｎ
Ｕ
９
】
イ
人
、
〕
ハ
〉
旬
皇
ハ
ソ
ｎ
〉
詞
１
の
凸
⑥
色
⑨
竺
Ｑ
〉
ｎ
Ｕ
１
上
川
舌
で
１
ｎ
Ｕ
、
必
ｎ
コ
ｎ
ｏ
ワ
］
Ｔ
ｌ
で
１
ｎ
Ｕ
ｎ
ｏ
○
》
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
八
Ｕ
の
色
４
Ⅲ
Ｑ
》
ｎ
Ｕ
命
。
。
。
ハ
リ
戸
０

Ⅱ
ｄ
■
■
Ｐ
■
■
■
■
甲
勺
『
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
？
■
■
■
■
甲
Ｆ
■
■
Ｐ
曲
■
■
凸
唖
年
一
■
』
■
凸
ら
＆
■
口
凸

五
１
１
２
１
上
郡
上
Ｒ
ｕ
や
Ｌ
。
‐
口
ｎ
Ｕ
和
上
‐
よ
Ｉ
上
面
４
回
上
日
上
・
凸
勺
上
Ｉ
上
ｎ
Ｕ
０
凸
勺
。
Ｉ
上
勺
上
。
《
ｎ
Ｕ
屯
Ｌ
・
坐
。
《
。
』
１
Ｊ
０
｛
ハ
ｕ
ｎ
Ｕ
可
Ｉ
’
一
制
凸
Ｏ
Ｌ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
１
上
１
上
勺
。
０
上
和
上
内
Ｕ
可
１
１
４
心
人
ｎ
Ｕ
勺
１

璽さ

(９）

０
９
４
０
．
．
８
０
０
８
５
一
○
６
０
８
０
０
０
５
５
３
２

２
１
１
３
１
１
２
１
１
２
２
１
２
１
１
１
３
１
１
１
２

2０

２１

１１

２７

１２

２４

１０

４０

１３

２２

３０

９

２０

１２

２７

１５

１８

２０

１４

９

１４

１９

２４

１６

土器ノ

の時期
備零



１９

387 2.9 0.9 l］ 394 5.8 1.3 魂

388 L３ 0.93.3 １．０ 395 3.2 l］

389 3.4 ０９ １５ １２396 3.2 1７

390 3.2 1.4 1５ 397 2.3 1.3 10

3９１ 4.1 1.1 2０ 398 3.5 1.2 １８

392 4-2 踊1.3 399 3.4 L４ Z秘

393 0.92.6
Ｕ
掴

釈Ｓ－Ⅲ区土製円盤土壌出土

1８4.6

3.1 1５ 1３

4．５１１．８ 4５3.7 剛Ｉ 1４

2.Ｒ’０．９ 1０6.0 5１ 1５

4．７１１．３ 2９4.4 2５ 1６

3．２１１．３2.9 1０ １７ 1６

４０１１．２ 協秘

Z､９

－８９－

1８

5．１１１－１ 3１4.3 2４ １９

1５3.4 1５ 2０

2０4．１１１．１1９ 2１3.4

1６４１ ”4.9

1０2-9１１．０2０ 2３4-0

1０

番号 出上地

層
■
ロ
画
一
一
一
》

ｖ
凸
茜
ｖ
Ｌ
ｖ
昌
ｖ
今
ｖ
Ｌ
ｖ
Ｌ
ｖ
上

最大径
(”）

厚さ

(”
胆さ

(９）
土器片
の時期 備考 番号 出土地

・・９

・・1０

明
明
採
明

不
不
表
不

最大イ
(“）

厚さ

(“）
軍さ

『口。、
、－Ｊ

土器片
の時期

備考

番号

１
２
３
４
』
、
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

出上地

ＳＫ･－３６Ｐ３

ＳＫ･一６２

ＳＫ・・9９

ＳＫ・‐１０１，１０２
１α１０２号-ｔ鯛

ＳＫ・・lｌＯＮｑ７

９
９
９
９
９
４
９

２
２
２
３
６
７
８

１
１
１
１
１
．
《
１

》
一
》
一
華
一
》

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

最大径
(“）

厚 き
(“）

】・Ｉ

：､２

１．１

二.０

ユ.０

０'７

ｌ－ｌ

ＬＯ

二.ｊｌ

』.3

0.9～1,6

：､０

求 さ
(９）

土器片
の時期

備 考 番号 出土地

ＳＫ－２０６ＭＬ２

１８

地
型
Ｐ
Ｆ

１
４
４
４
５
５
６
８
９
２

７
３
３
８
２
６
７
７
８
８

乏
包
芝
宅
乏
↓
］
望
］
過
り
】
『

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

綾大径
(”）

厚き
(“）

里さ
(９）

士器片
〃)時期

備考



2編

釈Ｓ－Ⅲ区土製円盤住居吐出±

L８

'０

1０

2４

１０

1９

2０

１５

１５

3０

１３

1６

1５

2４

１８

１５

１１

６

１５

１０

2９

９

－９０－

号

１
２
３
４
評
団
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
・
上
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
．
３
３

出土地

４．３

１;；
３．８

４．９

１４．３

，１．５

４．１

３．０

４．２

３．１

３.Ｉ

３．２

１５．１

１３．４

４．１

４．１

４.ユ

３，５

１３．４

１３．４

１;：
３．９

３．７

４，７

３．６

２，８

３７

２‘８

，２．９

１１７

１４．２
ｉ２６

５
内
４
”
調
徳
銘
池
〃

池
炉
Ｐ
他
伽
肌
伽
Ｐ
伽

７３

恥
畔
馳
恥
恥
跡
脚
認
函
跨
脚
跡
確
踏
睡
畔
準
郵
鋤
》
砕
酔
酔
脚
碑
脚
跡
確
埼
癖
封
躍
酔
掛
劃

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ

履大径
(”）

厚さ
(“）

ー’一・ー一一ー‐

：.０２０１
０．９」５１
０－９１１９１

：､０１０

０．９２０Ｉ

ＬＤ３０１

：‘0，２３

，．，．２８

１．０’２４’

１－４１８

１．０２１１
ユ.Ｌ１５ｉ

Ｏ､７１０１
０，７型

１．６’５０

，．：’喝‘
，､２１２５
３，４’’７

，．：’，２０

１．４’２２

０．８１２１

Ｏｂ７ｌ’’

|：Ｗ｜
』.１２０

０，９’３

』：ｌ３０

Ｌ４１２５
０．９’’０１

１．：Ｉ９

Ｌ』 と'

０．８９

ニー３’３５‘

１．６１３６１
０．７５！

重き

(身）
土器片
の時期

術 老 祷号

《
Ｕ
‐
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
一
軸
５
５
５

５８

卜１１土地

SB--41NGL1

SB‐’'１１

sB‐４１

SB-43恥7L

ＳＢ４３

SB--43ベルi､内

SＢ－４３－６４

ＳＢ・‐ｨ１４

ＳＢ４４

ＳＢ－ｿｌ５

ＳＢ‐４５

sＢ-49.50.51

56.58ｐｉＬ１８

ＳＢ－５３ＮｎＪ８８

ＳＢ５７

SB--61付近Ｐ８

S13--61P‐・４

ＳＢ－６２

ＳＢ－－６６

２

号
括
師
》
坐
肥
曜
吃
塑
魂
胆

０
．
Ｎ
Ｐ

６
．
Ｑ
Ｐ
，
㎡
動
Ｌ
ｐ
Ｐ

２

０
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
．
４
５
５

弔
弔
毛
弔
弔
弔
剖
鋤
割
勘
『
鋤
調
過
剰

Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
吟
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｓ13戸－１０５１>２５８

ＳＢ－・'0５

最大径
(”）

３－４

２．９

２．５

４．８

２．８

ａ５

ａ８

３．０

３．４

５０

２．５

ａ６

４．７

３･３

３．６

３．８

３．５

２．７

３．８

２．７

３．５

２．７

４４

３･０

３．８

４‘０

４，３

３．２

４．３

３．３

２，７

５．４

３．６

３７

２７

厚き
(酬）

５
２
５
６
１
５
５
８
８
８
９

２
２
２
１
２
１
－
１
５
１
－
１

３
０
２
３
０
《
ひ
４
５
。
』
ｑ
坪
９

■
■
■
ｐ
■
■
＆

．
国
・
凸
可
‐
一
。
‐
４
０
１
１
１
１

張さ
(９） 諾鰯 備考



9０１２１６

第12節士製品一 覧 表

ＡＳ－Ⅲ区把手

2]２

ワ

1０．８３

４

213 ５

６
9０

ノ

8７

Bｉ

214 ９

1０

２１５ 1１

1２

L３

9１ 1４

7.2

１０

6．５笛

5.3【
８

４

6．０５

８

因

容
掴

2.5

１５

217 Lll

１２

鵬

1４

１６

1７

1８

1９

－９１

写真 図 図NＯ 出一i･当地点

Ｆ－－９

１騨:W
lG--』ｌｌｗｎ４
Ｇ－９ＮｑｌＯ

Ｕ・・３

１副総”
Ｍ・６

１ｓ－１V区

Ｄ‐ｌ３

Ｓ－Ⅲ区

Ｋ・・]３

Nql69

９－１Ｎｑ９

Ｎ－Ⅲ区

Ｑ‐･２０

Ｓ‐ⅡＩ

ＳＢ－．２１

ｐｉｔ７

Ｓ－－Ⅲ

じ・・７Ｎｑ５１－

Ｐ･‐・ｌ

Ｅ－１１

ＭＬｉｉ

Ｇ－ｌＯ

Ｅ・４

Ｇ－ｌＯ

Ｕ－４

Ｓ－６

Ｕ・・５

Ｔ･‐・４

１－１２

'Ｙ--.4

1Ｅ８
Ｅ－皿

Ｘ、－２

｢‘
ｌＧ－９

ＳＢ－９３

１周溝
Ｏ－１

Ｑ・・３

Ｎ0,ユ

分類

把手

把手

把手

把手

把手

把手

人面把手

把手

把手

把予

把手

把手

把手

把手

顔面把手

顔面把手

顔面把手

顔面把手

把手

把手

把手

把手

把手

把手

把手

ヘビ把手

ヘビ把手

ヘビ把手

イノシシ

把手

イノシシ

把手

イノシシ

把手

把手

把手

文 様

ｲ111』謡11嘩把したものか不明だが、坂井逝跡、北堀遺跡に類例がある。

ヘビと思われる把手。

おそらく、土偶様のものが付くと思われる。

イノシシ把手

ヘビ把手

ヘビ把手

葵津玩式_蝿びり!:辺部に人面把手が付く。

筒状の把手

井戸尻式期のイノシシ、ヘビ合成把手。

井戸尻式期の把手ｃ

井戸尻式朋のミミズク把手。

酋利耕肌の押千、住居祉内のピットに埋没

普利式期の把手や

目は切りロ

目の部分がもりあがってi,､る１１は梅略

顔の部分がない。

顔の部分は不明

おそらく人面を表わした把手鷺思われる。対三角而把手と表現する。人面把手
か。

紺三角面把手

212図］と同様な把手

人面把手か。？

ヘビ把手か。

キメラ様の把手正面からも下からも顔にみえる。

カエル状の把手

高き 容還ゼ 備考



１６

１７

１

２

３

４

５

６

７

８

３

1０

lｌｌ

1２

1Mリ

1４

1５

Ｂ耳飾など

2５

1８

1９

2０

2１

2,Ｚ

2３

2４

2９

2６

2７

2８

3０

3１

3２

9２－

写真

8９

図

291

２９２

図Nｕ 脇士地点

ｓ－ｍ区

ＳＢ－２９

ＳＢ－４９～５６

sＢ・‐４６

ＳＢ－９５

恥3０

ＳＢ９５

ＳＫ－.10Ｃ

Ｄ－．７

Ｆ－９

Ｃ－３

Ｒ－４

Ｗ・３

Ｗｰ７

Ｘ－１２

Ｓ・‐Ⅳ

ＳＢ・l８

ＳＢ－３２

Nm61

一
採
弧
訓
迦
飛
訓
那
諏
哩
訓
割
咽
弧
釧

３
Ｈ
表
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｎ
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｎ
Ｈ
三口神平表採

ご同需了表孫

電:I神平表採

三;I神平表採

三:I神平表採

Ｓ・・ｕ区

ＳＢ－０４

Ｎｎ５９

分類

耳栓

耳栓

耳栓

耳栓

決状耳飾

耳栓

耳栓

耳栓

耳栓

耳桧

耳栓

耳栓

耳栓

耳栓

耳栓

耳栓

耳栓

栓
栓
栓
栓
栓
栓
栓
栓
栓
栓
栓

耳
耳
耳
耳
耳
耳
耳
耳
耳
耳
耳
耳栓’

耳栓

礎伏耳飾

材料

士

記 ： 脚

赤彩曽利新第４段階

新道式期

新道式期

曽利古～新式期

井戸尻式期？

雁内式期

｢釈迦堂エ:未報告分五領ケ式期

大きざ

×
×
ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
１
２
５
４
６
８
６
７
６
６
６
３
８
７
６
５
８
８
４
３
０
４
９
９
７
６
７
２
９
５
９

●
。
■

■
缶
■
■
■
●
色
守
ら
旬

■
吟
凸

■
■
■
■
凸

２
２
２
２
４
２
３
．
．
割
一
１
１
２
２
２
２
２
２
１
１
３
３
２
２
１
．
今
１
．
－
１
：
２
２
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

術考



Ｃ有孔簿円盤一覧表

－９３－

写真 凶

293

岡NＣ

２

２
３
４
５
６
Ｆ
ｊ
８
９
ｍ
醐
皿
凪
孔
喝
出
〃
砥
旧
加
劃
２

Ⅵ
一

出一上地点

１
１
‐
Ｉ
１
１
ｌ
‐
ｌ

翌
翌
斐
斐
蕊
壷

Ｓ一Ⅲ

Ｃ一塁

Ｆ・・９

Ｇ．８

Ｊ－９

鼠・・.！

Ｔ－１０

Ｗと・７

Ｙ･－３

Ｓ・‐Ⅳ

ＳＫ－７８

１．－２

Ｃ‐６

ＳＢ－２０

炉辻中

Ｎ‐Ⅲ

|]一'８
Ｎ・・

Ｅ－ｌ８

不明

Ｓ‐・ＩＩ

ｌＲ･-21

,Ｓ一Ⅳ区

Ｂ－５

'底部穿孔埋

Ｓ・・Ⅳ区

|:悪拠雌！
Ｓ・・Ⅳ区

Ｂ－５

底部穿孔理

|:皇W“
底部穿孔埋

Ｓ・‐Ⅳ区

Ｂ・‐５

底部穿孔埋

Ｓ‐‐Ⅳ区

Ｂ・‐５

底部穿孔理

分類

盤
盤
鏡
盤
盤

１

円
円
円
円

簿
薄
薄
薄
薄

Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

；

』
１
一
Ｊ
’
一
Ｊ

有
有
有
有
有

鑑
溌
盤
盤
稚
盤
盤
嬢

円
円
Ⅲ
円
円
円
円
‐

簿
簿
薄
薄
薄
薄
薄
薄

し
し
し
し

し
Ｌ
Ｌ

Ｌ

７
７
ｆ
７

１
イ
・
寸
子

有
有
有
有
有
有
有
有

|篇孔聯睦
有孔薄円盤

行孔灘'11誰

有孔薄円盤

有孔簿円盤

|有孔鰯阿鍵

有孔薄円盤

有孔簿円蓋

有孔簿円盤

有孔薄円猿

材料

土
土
陸
士
土
・
江
‐
Ⅲ
催
川
峠
‐
比
‐
ｌ
‐
士
士
土
土
士
士
士
Ｌ
土
上
‐
』
土
・
・
曲

記事

階.緑部に訓同

沈舗W文と刺突文あり

|短沈線文あり

大きき

８
８
５
０
８
８
６
６
７
９
４
３
２
２
５
，
８
９
８
９
８
８

Ｆ
ｐ
■
■
■
甲
■
凸

■
■
。

ｎ
〕

０
０
０
１
０
（
Ｕ
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
《
１
０
・
坐
０
０
０
０
０
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
４
７

４
２
６
３
１
６
３
４
０
９
４
４
［
狐
２
２
‐
一
β
心
２
２

２
３
２
２
３
３
２
２
３
２
２
２
２
２
３
３
２
３
３
３
２
２

■
■
甲
■
■
甘
■
■

×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
１
６

７
８
６
７
８
７
６
５
２
２
５
８
β
β
６
２
０
９
０
．
４

曲
甲
■
■
■
■
●
■

２
３
２
２
３
３
２
２
３
３
２
２
２
２
３
３
３
２
３
３
２
２

廿

備考

写真 図

292

図Nａ 出土地点

９
１
２
２

乱
母
過
乏

Ｎ
Ｋ
Ｌ
Ｌ

分類

､

班状耳飾

溌伏耳飾

沸|犬上P飾

決状耳飾

材料

上
士
土
士

己事

Ｆ１迦堂エ.:未報告分

:､釈迦錐Ｌ；未報告分

｢釈迦堂冨.;未報告分

',釈迦堂竃未報告分

大きさ

４．２×４．３Ｘ二．３

３．８×３．７×０．９

３－４×３．４×１．１

畠.８×１．９×０．７

備考



事記

土鈴

－９４－

記 事写真 例 図Nａ 出土地点 分類 材料

293

３
４
－
５
６
７
８
９

２
２
２
２
２
２
２

Ｓ一ⅣＩＸ

Ｂ－５

底部穿孔埋葬

Ｓ－Ⅳ区

Ｂ－５

店都窪ｲI‘埋謹

Ｓ－１Ｖ区

Ｂ－５

底割く窪了|迩琴

Ｓ‐Ⅳ区

Ｂ－５

底部穿孔埋蕊

Ｓ一Ｍえ

Ｂ－５

底部穿孔埋発

S--ⅣＫ

Ｂ－５

癖挑Z望:71鍾奉

Ｓ－ＩＶ区

Ｂ・‐･５

底部穿孔埋蕊

有孔薄円遊

有孔薄円椴

有孔薄円撒

布孔簿円盤

土製円雛

土製円砺

土製円盤

土器片
利用

土器片
利用

２．７×２．６×０‘８

３．０×３．ｌｘ０．７

２．６×２．６ｘ０．８

２．３×２．５ｘ０．８

大きざ 備考

写真

8９

８９

間

9４

２９５

図No. H1土地点

ＳＢ－３４

ＳＢ－－４３

ＳＢ－７２

ＳＢ－９３

床直

ＳＢ－－９３

Ｐ－５

Ｎｎ３

１１－４

Ｎ－－ｍ区

I:.－１９

Ｗ－２０

Ｓ一Ⅳ区

ＳＢ－４０

ＳＢ－６３

ＳＢ６３

５
９
３
３
皿
Ⅳ
肥

一
一
一
一
一
一
一

Ａ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｂ
Ｎ
Ｆ

分類

鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴
鈴

●
．
“
｜
土
ｔ
上
上
汁
土
土
士
士
‐
穏
土
土
士
上
士
土

記叩

制利幻Ⅲ

曽利式期これは孔がある。

曽利式期

曽利式期

曽利式期

曽利式期

曽利式期

榊利式期

曽利式期

曽利式lU1

曽利式期

智利式1M

１５と同個体か？

SB--04のものと思われる。

大きさ

､1-2×４．５×４．５

４．ｌｘ４．ｌｘ４．３

３．９×４．０×３．７

３．３×３．５×２．０

３．ｌｘ４．ｌｘ２．３

５．１×４．９Ｘ４．８

４．１×２－５×２．７

５．１×２．９×３，０

３．０×３－２×１，５

３．６×３．９×３．０

５．２×４－０ｘ２．２

５．５×５．８×５，８

４．８×４．９×２．５

備考



－９５

Ｅその他

写真 図

２９６

２９７

２９８

図NＣ 出土地点

６

区
区
岨
灰
区
認
区
区
区
区

Ⅲ
７
Ⅳ
７
．
噸
”
訓
野
Ⅲ
迦
証
釦
Ⅲ
処
理
Ⅲ
刀
Ⅳ
３
２

一
一
〕
。
Ｋ
一
一
一
幸
一

Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｊ
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
：
Ｓ
じ
Ｓ
Ｒ
Ｌ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｈ

ＳＢ－８４

Ｎ０，４９

区
区
区
区
羽
区

２
Ⅳ
喝
Ⅲ
３
Ⅳ
喝
Ⅲ
８
２
一
一

一
一
一
一
一
》
韮
一
一
一
Ｂ
Ⅲ

Ｍ
到
り
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ｓ

２
５
６
６
６

一
一
華
二
一

Ｅ
Ｘ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

分類

有孔球状
土 製 品

有孔球状
土 製 品

有孔球状
土 製 品

土球

有孔球状
土 製 品

有孔球状
土製,ｉｆ，

球
球
球
錐
錘

士
土
上
土
北

土器片錘

土器片錘

土器片錘

子
子
石
石
石

浮
浮
原
原
原

材料

-上

軽石

軽万

黒曜石

黒曜石

黒曜石

記 事

あるい'孟皇躯添÷運弟かワ

!~釈迦錐Ｉ：未報告有孔球状土製舶

酢釈迦竜Ｉｊ未報告有孔球状土製品

｢釈迦堂Ｉj米報告布孔球状土製品

|撰型汽埋霧野で3例にとどまる。

」

貫通孔あり

３箇まとまって出ｋＬﾒ･ものである。石器・・覧表でコアとしたものも、どの原石を

含んでおり、特に分別しなかった割

備考



3４

第13節粘土塊一覧表

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区粘土塊

備 考

３１１指痕、握ったもの

１２１指痕

２９１指痕、握ったもの

ＬＯＯｌ指痕

６

２

－９６－

KO

息
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

．
Ａ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

出土地点

層
嶋
砦
笛
扇

旧
５
８
９
⑩
９
２
ｍ
ｚ
工
３
１
翌
型
ｕ
６
２
２
．
一
ｍ
皿
刀
岨

■
一
』
｜
■
Ｂ
写
Ｂ
Ｂ
Ｂ
一
■
凸
一
一
圭
一
一
一
》
》
一
一

Ｅ
Ｆ
肺
空
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
ｍ
－
？
（
・
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

重き(9)

－７７１－－－‐
１１６文様有

１０，

１５１

４８８指痕、アジロ

１４０１指痕

１５５，指痕

４５１
１４

２１２

３'’
１２０．指痕

２０１

１５，

４１

他’出土地塁

Z.・・'０３層

皿
３
３
３
３
７
５

口
宮
口
・
・
・
口
調
Ⅲ
函

【
・
一
鰯
Ｖ
Ｖ
ｖ
平
Ｘ
不

Y･－．１０３層

F・・:０３層

Ｆ・・８Ｎ０２

Ｆ・・ｉＣＮ〔R:l８

ＳＢＯ１

ＳＢ３５

ＳＢ－４６ＮＱＬ６６

ＳＢ－６５

ＳＢ－９４

ＳＢ９４

ＳＢ‐９４

ＳＫ・８８Ｍ二

2４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

策苔(9)

５
０
５
２
８
０
５
２
９
５
２
５
０
９
８
０
０
．
凸
９
６
０

１
２
１
３
３
５
３
８
７
０
１
２
７
４
．
４
３

4illi考

指痕

握ったもの

l屋ったもの

似ったもの

アジロ

指痕

アジ爾

指痕、アジ詞

アジロ

アジLｌ



※内孔は器壁を貫通する孔のことをいい、外孔は鍔を貫通する孔のこととした。

－９７－

第14節有孔鍔付土器一覧表

NCI

Ｍ
胴
鴫
万
蝿
凹
加
迦
鰯
泌
型
謁
郡
野
詔
調
鋤
邸
鎚
詔
弘
鵠
妬
訂
鉛
鋤
仙
堪
哩
偲
雌
幅
妬
唖

出ｆ地点

屑

３
脳
照
哨
刑

３
３
３
３

９申
３
８
７
９
２
７
７
８
８
９

Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
３
Ｅ
Ｅ
Ｅ
庇
l昌一９３１Ｗ

２
２。
．
７
８－

Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ

Ｆ－．８杭

Ｆ・・８２属

Ｆ‐１０３肘

F･'03肘

勺
Ⅱ
▲
ｄ
ｌ
ｅ
、
〃
』
一
町
／
】
、
〆
一

一
Ⅱ
Ⅱ
け
Ｔ
８
ａ
雨
凸
日
【
弔
昼

Ｆ
△
【
ｒ
Ｆ
＆
両
．
Ｆ

ｒ・・:６２願

Ｇ・９２層

Ｇ・９３層

Ｇ－９３層

Ｇ‐・ｌ５

１１－１０

Ｉ‐‐３

１－．１１層

Ｉ‐‐ｌ：ＮｂＬｌ８２

１．．】１

１‐-－１２

１．‐１２

１.‐:２

１．・上２

Ｊ－４

Ｊ－１２３１Ｗ

Ｋ・‐３

Ｌ－２

Ｌ・：２

１．－１２

Ｍ．２

Ｍ・・３

Ｍ・・７

部位

頚
砿
辺
辺
辿
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辿
辺
辺
頚
辺
辺
辺
辺

頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚

、
Ｊ
服
口
潤
１
１
Ｌ
列
Ⅱ
Ⅱ
、

内孔・外孔

外凡

内ｆＬ

外孔

内ｆＬ

内ｆＬ

外孔

内ｆＬ

ＩＪ１孔

内孔

｜外孔

内孔

内イし

内孔

内イＬ

ｌＡｌ孔

内孔

内孔

｜内孔
内，jL

ll:ｉ
内孔

内イＬ

内孔

内孔

！外イ|、

外１．L

外孔

内・fL

l”“
外孔

内孔

’内孔

’内孔．

内孔

赤彩の有禁

,f1.、｜ﾉ１．外

ｲi、内側

有、内側

ｲ、内側

打、内側

ｲj、内1リ

文 様

槌又

低い陸帯、沈線

洗練文

刺突文

刺突文・沈線又

｢『雑部水平に陸,||｝に爪形文

備 苫

穴が開いて.､家い

Ｆ･-12（810727）と接合

Ｆ・-:２（810727）と同一

F－．]智（810505〕と接合

１４１掴Ｌ・１２（８１０５２７）と接合

Ｌ・・１２（810527）と接合

ｉ・・1２（810728）とlril．.

、

〉接合
ノ

1．．．１２（8ﾕ0527）と1,1..

Ｇ－．９２層と接合



－９８－

NＣ

８
９
ｎ
Ｕ
１
２
３
４
５
６
姉
』
８
９
０
１
１
２
３
４
５
６
《
Ｉ
口
。
９
０
１
２
３
４
５
６
７
，
。
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
局
Ｉ
７
局
Ｉ
７
０
７
７
７
８
８
８
８
，
。
８
８
８
８
８
０
ゾ
９
９
９
９
９

川.二地ﾉﾊ（

辺
頚
辺
崎
嬢
辿
頚
辺
蝉
辺
辺
辺
頚
甑
辺
戦
蛾
頚
頚
頚
頚
頚
頚
辺
頚
頚
辺
辺
辺
頚
辺
幽
頚
辺
頚
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
辺
面
辺
辺

：
１
１
‐
．
：
Ｉ
１
１
可
一
‐

柳
叩
皿
抑
剛
巽
削
則
叩
Ⅱ
Ｍ
Ⅲ
、
、
叩
列
冊
昨
肌

Ｉ
１
脚
．
‐
１
脚
ｌ
：
：
１
，

１
‐
‐
‐
１
１
ｌ
‐
‐
：

牌

Ｂ

銅
榊
２
３
蝿
判
弱
妬
舘
皿
恐

層
鵬
２

層

２
３
伽

０

８
９
２
２
２
－
釦
２
３
１
－
抄
８
８
＄
５
－
⑨
２
７
１
５
２
３
３
５
１
２
３
４
４
４
６
３
５
７
１
３
３
ｑ
”
４
７
２
７
》
’
一
》
手
一

一
一
一
・
》
一
一
皿
叩
一
距
亜
雫
》
一
胆
一
一
叩
”
恥
一
｛
｝
雫
一
》
一
一
一
圭
距
一
亜
．
”
一
一
雫
『
『
明
雫
噂
旧
Ｂ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
ｌ
，
‐
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｊ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
ｖ
Ｙ
Ｙ
Ｂ
不
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

部仙 内孔・外孔

外必

!J１．１Ｌ

１ﾉ､１１．Ｌ

内孔

内孔

内孔

内ｲL

内ｆＬ

内孔

山孔

内fL

1J,１１

内；し

内･'.Ｌ

内孔

内孔

内ｊｉ‘｜

:1tｌ
内孔

内ｲL

:ﾉｗｉイＬ

１Ｍ‐｢Ｌ

内・｢Ｌ

外孔

:1tｌ
内孔’

内孔

外孔

内イＬ

内・'し

内孔

内孔

内・jl』

内孔｜
脚孔！

亦彩のｲi無

有、内・外

ｲj、内・タト

イi、内・タト

イi、外側

ｲf、内・外

ｲj，ljl・外

打、内側

文 様

浅も､沈線又

浅い沈線文

純文

鍔の部分に刻みのある把手

雌併２本

総文

浅い沈線又

l W i 塔

N--lⅡＰ・・20とｌｉｌ．？

Ｖ・２，Ｗ･･5.-･折と接合

２片あり

Ｈ-.ユー括、Ｓ･･Ⅲ表採と同．‐

1...8と同。



－９９－

舟監

第15節台形土器一覧表

Ｎｑ

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

出土地幽

蝿
嚇
層
層

蝿
嶋
層
層
照

層
層
屑

１

３
３
３
３
“
』
３
３
３
１

０
１
’
‐

４
７
＄
７
８
９
６
８
『
一
９
‐
．
・
４
３
８
９
９
９
９
９

■
■
■
■
一
一
胆
一
一
の
■
』
■
一
曲
》
『

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ⅱ－９

１．．２

エー‐３

層
娼
暦咽

■

０
２
・
心
３

３
１
１
１
３
５
７
５
５
１
．
１
。
．
’
２
２
”
．
２
３
母
電
召
叫
Ⅲ

】
一
エ
一
一
ヨ
■
一
，
皿
■
｜

…
１
１
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｖ

目

名称

付
付
付
付
付
付
付
付
付
付
付
付
付
し
付
刈
付
側
し
付
付
，
〉
付
付
付
付
付
付
付
付
付
‐
》
付
付
付
叶
．
付
付

な
な
た
？
？
？
な
？
？
？

？
・

鍔
鍔
鰯
鰐
鍔
鰐
鍔
鍔
鍔
鍔
鰐
鰐
鍔
鍔
鍔
鰐
鍔
鍔
郷
鰐
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鰐
謬
鰐
鍔
鍔
鰐
鍔
鍔
鍔
鍔

部位

面１．鱒

鰐

鍔

脚

１１Ｍ

脚

脚

脚

鍔

鑑

受而-1．鍔･'一脚

鍔

鍔

側ｌ

受１ｍ

鍔

脚

受而1-鍔

鱈

受、ｉ

受面．：鍔･:･脚

鍔

耐
鍔
鍔
鍔
鍔
鰐
盤
龍
脚
鍔
岬
戦
叫
鍔
鍔

起
冬
鳥
守

面･¥-脚

鍔

鍔

鰐
謂
鍔

．
。
‘
。
．
監
十
監

而
而
常
田
舟
“

受
受
受

受面÷鍔

孔の有無

luillにｨＬ

脚に孔

抑【呈孔

脚に孔

|剛繁,卿こ孔

|…‘

|卿噸,に;硫

受け面の形状

平

F11

凹

平
ド
川
平
平
凹
平
平
平

平
平
凹
凸

オコケの打無 文様の有無

鍔に浬統．字文

沈線又は刺突

瀞に縦きざみ有

鰯に縦きざみ,fli

脚ド部除帯爪形押
文､孔の閉り隆帯

大き 備 拶

、
ｌ
排
ｊ
ノ

同

接地面磨耗

接地而磨耗

S・・IllJ-311ij
l8(L10.31)|噛合

ＳⅢ

卜.）÷
（51.2

Ｓ‐．Ⅲ

'接合



－１００－

ＮＣ

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

”
帥
副
挺
鯛
雛
踊
雛

Ⅱ'1土地点

層
層
鐸
酌
認

３
離
脆
血
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第 ３ 章Ｓ－Ⅳ区

第１節縄文時代前期の住居と出土遣物

ＳＢ－５７

Ｂ－ｌに位置する。プラン不明。床面と若干の遺物を検出している。焼土の堆積は住居の中央部ではなく、隅に

検出されている。柱穴と確定できるものはほとんどない。

時期的には下吉井式期にあたる釈迦堂Ｚ２式が出土している。石器はドリルｌ、ピエス１，打斧４，稜磨石１、

磨石７、石皿ｌ、喋器ｌ、フレイク・スクレイパーｌ，ユーフレ７、黒曜石289である。

ＳＢ－５４

Ｂ－４に位置する。壁の一部を検出したのみで、プランは不明。柱穴と思われる小ピットが壁近くをめぐる。た

だし、中期の撹乱が著しく全体像は不明。出土遺物も特にない。

ＳＢ－５９

Ａ－４に位置する。SB-54に接して、住居杜の壁の一部を確認したが、全体像は不明◎壁の近くをめぐる柱穴列

も６箇所検出している。ただし炉祉の位置は確定できなかった。この住居杜もまた、壁の掘り込み、柱穴列等から

前期初頭の住居と考えた。

第２節縄文時代中期の住居と出土遣物

ＳＢ－４７、４９

Ｂ－８に位置する。ここはSB-20、４０等の住居杜の重複の下に、五領ケ台式期の埋尭炉が検出されたもので、い

くつかの焼土ブロックもあり、これも地床炉の一部とも考えられたが、重複が著しくプラン不明な状況では、埋斐

炉をもって、住居杜と考えざるを得ない。そこで、焼土と埋斐炉から住居杜番号を付した。SB-47とSB-49は同じ

焼土の中に別個体の埋斐炉をもつもので、別個の住居杜番号を付したが、五領ケ台式期の埋斐の調査例からすれば、

同一住居とした方がよいと思われる。

ＳＢ－４８

Ｂ－８に位置する。焼土は埋尭炉の中に検出されている。五領ケ台式の口辺部を利用した埋妻炉である。

ＳＢ－５１

Ｂ－８に位置する。これもまた五領ケ台式土器の口辺部を利用した埋尭炉で何故か口辺部を欠いて、波状口縁状

にしている。焼土は埋斐炉の中に検出された。

－１０１－



ＳＢ－７３

Ｈ－ｌに位置する。長径560cm、短径420cmの楕円形プランをなし、炉は埋斐炉で、格沢式土器の口辺部を利用し

ている。柱穴はＰ,、Ｐ２、Ｐ５、Ｐ‘、Ｐ７の５柱穴と思われる。柱穴をつなぐ小ビット列が並んでいる。掘り込みも

約70ｃｍと深い。

出土遺物は非常に豊富で、床面にほぼ接したかたちで、床全面に出土した。格沢式土器の新しい部分の一括資料

として貴重な例である。なお、注目すべきは、（366図-94～95）の平井出３類Ａがある。甲府盆地では八ケ岳南麓

を除いて、稀有な例である。

石雛６、ドリル４，打斧27,稜磨石ｌ、磨石ｌ、ユーフレ１０、黒曜石2209、水晶８９である。

ＳＢ－０６

Ａ－,,に位置する。焼土と埋謹が検出された。埋斐は無文の胴部であるが、時期決定に苦しむが、胎土等から、

猪沢式土器と思われる。

ＳＢ－５３

Ｆ－ｌに位置する。長径630cm、短径520cmの楕円形プランをなす°北側に張り出しが付いている。柱穴はＰａ、

Ｐ,｡、Ｐｌｚ、Ｐ１３、Ｐ,４，Ｐ３、Ｐ２、Ｐ５、Ｐ７がそれにあたる。また壁にそって小ビット列がめぐる。炉吐は埋斐炉で、

新道式土器の口頚部を利用している。この口辺部はＰ，の底にあり、その上にｲT皿が置かれ、さらにその上に盤状

の自然石があり、さらにその上に口辺部が並んでいた。そして頚部を埋斐炉として利用していた。

住居北の堆積土は、写真図版と断面図にスクリーントーンで図示したように黒色土のｌ層があり、三角堆積土と

しては、黄色砂質土がⅡ層として堆積していた。このような明瞭な堆積層は稀有な例で、歴然と時間差が想定され、

ｌ層の遺物をNo.ｌからナンバーリングし、２層をNoJ,000からナンバーリングしたが、これらは接合関係があり、

この住居はほぼ同時期に堆積したと考えられる。

なお、土器すてばＢは、このSB-53の埋没完了後、形成されたものである。よって、（375図95,96）は土器すて

ばＢに属するものである。

禰器は石雛１５，布上５，ドリル２、ピエス２，打斧212,膳斧９，稜磨刑２，磨干｢23,石皿７、喋器６，玉禰６，

角柱２，砥石２，溶岩２，フレイク・スクレイパー７，コアｌ、黒曜石13039、水晶１７９である。

ＳＢ－６８

Ｇ－ｌに位置する。南側の壁の掘り込み部のみを検出した住居並で、SB-69に切り込まれ、覆土がわずかに残っ

た住居祉で、わずかの土器片から新道式期の住居北と認定した。

ＳＢ－６９

Ｇ－ｌに位置する。SB-80の上に貼り床された住居hl言で、柱穴と考えられるものは、Ｐ噸、Ｐ鋤、Ｐ"、Ｐ鰹、Ｐ２，

Ｐ５であるが、SB-68に伴う柱穴もあり、またSB-68ないしSB-72に伴うと思われるものもあり、確定はできない。

埋尭炉は（38図-31）でこの直上に32が乗っていた。時期的は新道式期に比定されるものである。石器は石上１，

打斧32、磨斧１０、牒器２、角柱ｌ、フレイク・スクレイパー２、溶岩１，ユーフレ３、黒曜石709である。

ＳＢ－８０

Ｇ－ｌに位置する。SB-69の炉の下にさらに炉が検出されたので、SB-69の床面を剥がすと、SB-69より小型

の長径400cm、短径340cmの円形プランの住居:1Jｔが検出された。これをSB-80とした。炉:jJl二は新道式土器の破片を

利用した埋尭炉である。柱穴はいくつかあるが確定できなかった。石器は打斧ｌである。

－１０２－



ＳＢ－８１

Ｇ－ｌに位置する。SB-80の下部に検出された住居で、柱穴は確定できなかったが、６柱穴と思われる。埋斐炉

は２個体分の土器を用いている。この中で、（380図－２）は、隣りのSB-53の第１次堆積層（Ⅱ層）と第２次堆

積層（Ｉ層）から出土したものと接合するという事実がある。このことは、ＳＢ－５３とSB-81では、SB-81が新し

いか、少なくともSB-53と同時期ということを事実として示している。つまり住居辻が貼り床されて、次々と構築

されていることから、SB-53→81→80→69→68ということになる。

ＳＢ－３２

Ｄ－６に位置する。長径620cm、短径520cmの大型プランの住居並である。柱穴は６柱穴で、出入口部施設に伴う

と思われるピットが２穴ある。炉刈二は５角形禰囲炉で、北側が開口している。盤状石皿と磨石が、出入口部側に置

かれていた。出土遺物は多く、ほぼ床直上に集中していた。この中で（386図－１１５）は、床直上であるが、まった

く別時期のものであるので、別個の土壌が重複していたのではないかと考えられる。

石器は石錐９、石上３、ドリル１２、ピエス５，打斧53、磨斧４，稜磨７f-il、磨石６，石皿ｌ、喋器ｌ、ハンマー

ｌ，玉石２，フレク・スクレイパー２、コアｌ、ユーフレ57、黒曜石３６０９、水晶４．２９である。

ＳＢ－５２

Ｄ－２に位置する。長径425cm、短径420cnlの円形プランである。炉刈二は全壊し、窪みと焼土が残る。柱穴はＰ２、

Ｐ６、Ｐ７、ＰＩＯがそれである。出土遺物は小片が多く、まとまったものは少ない。

時期的には藤内式期に属するものであろう。石器は牒器９，ドリル３，打斧37、磨斧ｌ、磨石１１，石皿２，喋器

２、玉石、窪石ｌ、フレイク・スクレイパー２，コアｌ、ユーフレ９，黒曜石2459である。

ＳＢ－１８

Ｂ－６に位置する。南側の掘り込み部のみを検出したもので、プラン不明。曽利式期のSB-lOを調査中。ＳＢ－１

８の石囲炉を検出したものである。石囲炉は５角形で完存し、北側が開口している。柱穴はＰ！、Ｐ３、Ｐ７、Ｐ１ｏがそ

れにあたると考えられる。この住居並もまたいくつかの住居杜と切り合い関係をもつもので、柱穴の中には別個の

遺構に伴うものがいくつかある。

出土土器と炉形態から時期的には、藤内式期～井戸尻式期の時に位置付けられる。石器は石鑑２，打斧４，磨斧

ｌ、磨石２，石皿２，篠器ｌ、スクレイパーｌ，ユーフレ24、黒曜石209である。

ＳＢ－３４

Ｄ－ｌｌに位置する。SB-21と重複関係をもつ住居杜である。東側の周溝の一部を確認している。柱穴と思われる

ものは２個確認できるが、他は不明である。埋尭は井戸尻式期の長胴斐の胴部を利用したもので、他の遺物も含め

て、井戸尻式期の住居である。

石器は石雛２、ピエス１，打斧２，磨石２、ユーフレｌ、黒曜石909、水晶１．９９である。

ＳＢ－４０

Ｙ－８に位置する。南東側のプランのみ検出している。炉祉も不明で、柱穴も確定できなかった。出土遺物も極

く少ない。

石器は石雛１，打斧ｌ、磨石ｌ、ユーフレｌ、黒曜石４０９である。

ＳＢ－６０

Ｄ－３に位置する。長径450cm、短径380cmの楕円形プランをなす。自然篠の露頭の中に構築された住居杜で、炉

－１０３－



杜は地床炉のようであるが、一部に石皿を用いている。柱穴は細く小さく浅く、一見前期初頭の柱穴のようである。

石器はドリルｌ、打斧１０、稜磨石２，石皿３、溶岩３，ユーフレ２，フレイク・スクレイパーｌ、黒曜石７４９であ

る。

ＳＢ－８３

Ｊ－４に位置する。長径（425）ｃ､、短径415cmの円形プランである。五角形の石囲炉をもつ。柱穴は３穴は確認

できたが、他は不明である。火災住居と思われ、炭化材や炭化物が異常に多かった。

なおＰ，の中に大型の台形土器が埋置されていた。時期的には井戸尻式期に位置づけられよう。ただし、曽利式

土器も数点見られたので、あるいは、このSB-83の上に曽利新式第２段階の何らかの遺構があったかとも思われる。

ＳＢ－０１

Ｂ－６に位置する。方形石囲炉と埋斐２個体を検出している。プランは不明。石囲炉の東北側に両耳壷の埋尭２

があり、南西側の出入口部に正位の埋斐が埋設されていた。

出土遺物は炉吐の付近から出土したもので、少量である。時期的にも曽利新式第４段階に属するものであろう。

石器は石雛１，打斧ｌ，溶岩ｌ，フレイク・スクレイパーｌ，ユーフレ25、黒曜石１０７９である。

ＳＢ－０２

Ｂ－９に位置する。石囲炉が半壊したものをもって、SB-02とした。炉祉の周辺からの出土遺物があるが、時期

決定の資料としては不十分である。炉形態から曽利式の終末期に位置するものではないかと考えられる。

石上１，打斧６，磨斧ｌがある。

ＳＢ－０３

Ｂ－９に位置する。石囲炉が完存している。出土遺物はやはり時期決定の資料に乏しいが、炉形態が平石を置く、

Ｓ－Ⅲ区SB-94と類似するので、曽利古式期の時間的位置が与えられよう。

ＳＢ－０４

Ｂ－９に位置する。石囲炉が完存する。この石囲炉は平石をたて、石の間に立石をもつもので、時期的にはやは

り曽利古式第３段階の時期が与えられよう。また出入口部に（404図－２６，２７）の埋斐の埋設されていた。２６は逆位

底部穿孔埋尭で、調査中では胴下半部は空洞であった。また27は正位の埋斐でＸ把手が１ケ所だけ付いている。

石器は石錐２，ドリル４、打斧ｌ、稜磨石ｌ、磨石ｌ、角柱ｌ、ユーフレ2６（水晶ｌ）、黒曜石959である。

ＳＢ－０５

Ｂ－６に位置する。五角形の石囲炉で、平石をたてた状態で構築されている。時期は不明であるが、炉形態から

曽利古式期の位置が与えられよう。

ＳＢ－０７

Ｂ－５に位置する。プランは不明だが、石囲炉と柱穴Ｐｌ、Ｐ２、ＰＰ乳、Ｐ７を確認している。炉祉は平石を置く

形態のものである。埋斐は浅鉢を正位に埋設したものである。この地区の住居:t''二では炉奥壁部に柱穴痕を確認でき

ないものが多い。曽利古式第３段階。

出土遺物に特殊なものが多い。有孔鍔付土器（406図－９）および土鈴である。

－１０４－



ＳＢ－０９

Ａ－５に位置する。焼土と石列の一部を検出し、炉北と確定して住居杜番号を付したものである｡

ＳＢ－０８

Ａ－５に位置する。SB-09近接して自然篠にそって構築された石囲炉の残欠である。

ＳＢ－１０

Ａ－５に位置する。長径620cm，短径520cmの楕円形プランである。炉祉は埋妻炉で曽利式の長胴斐の口辺部を利

用したものである。柱穴はＰ，、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ６、Ｐ７が考えられるが、プランと整合しない。

時期的には曽利古式第２段階の位置が与えられよう。土器に長胴斐の破片が多いという特色をもっている。石器

は、打斧５，稜磨石ｌ、磨石２，ハンマーｌ、フレイク・スクレイパー２、ユーフレ８、黒曜石３５９である。

ＳＢ－１１

Ａ－８に位置する。長径約（570）ｃ､、短径約（440）ｃmの楕円形プランである。南側をめぐる壁溝からおよその

プランを推定できる。炉祉は石囲埋斐炉である。この炉形態はＳ－Ⅲ区SB-96と類似する。柱穴は４柱穴と思われ

る。州土土器は曽利古式第２段階のもので、（409図－２）は大木８ｂ式の影響下に作られた土器であるが、撚系

文地の部分が大木式土器とは大きく異なるところである。

石器は打斧５、磨石ｌである。

なお、この住居杜にかかわって、２つの壁溝が検出されており、少なくとも２つの住居杜が想定されるが、炉祉

が検出されなかったため、住居辻番号を付さなかった。

ＳＢ－１２

Ｃ－９に位置する。少なくともSB-21、２４，２５と重複する。SB-l2は炉石が一部失なわれているが、全形の判明

するものである。柱穴は不明である。埋尭（412図-30）は小型のもので、位置的に炉祉と近い位置にある。平面

図を構成してみれば、これはむしろSB-24に伴う埋斐と考えておいた方がよいかもしれない。

出土遺物は重複関係を示すかのように、時間的な差異が著しい。炉形態からすれば、曽利古式期に置きたいと考

える。石器は磨石１，石皿１，溶岩ｌである。

なお、SB-l2の炉の下に逆‘位底部穿孔埋髪が埋設されていた。

ＳＢ－１４

Ｂ－４に位置する。炉石の残欠とこれに近接した埋斐をもって、住居:L''二番号を付した。これらは位置的に共存す

るものではなかろう。

ＳＢ－１７

Ｂ－５に位置する。SB-lO、１８，２３，２７と重複する。315図に示したように、重複が著しい。SB-l7は炉石のみ

を検出した住居北で、炉奥壁部の石が三角頭状を示し、一段と高いものである。柱穴は確認できなかった。

石器は打斧４，磨石ｌである。時期的には曽利古式第２段階に位置する。

ＳＢ－２０

Ｃ－７に位置する。長径500cm、短径420cmである。奥壁部には壁にそって石が置かれていた。石岡炉は奥壁側が

抜き去られているが、ほぼ形状が判明する。柱穴は確認できなかった。埋尭は、加曽利Ｅ系土器である。時期的に

は曽利新式第１段階の位置に置かれよう。
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石器は石雛４、ドリル１，打斧５，磨石３，ユーフレ46、黒曜石2409、水晶１．６９である。

ＳＢ－２１

Ｄ－'0に位置する。石囲炉と壁溝の一部を確認している。石囲炉は平石を置くタイプのもので、炉石を一つ失っ

ている。柱穴はＰ，、Ｐ５、Ｐ４、Ｐ３がそれにあたると思われるが、炉吐東部のものは不明。埋妻は２個体検出して

いる。曽利式のものが、このSB-21に伴うものと思われる。連弧文土器のものは、別個の住居杜に伴うものであろ

うが、炉吐、柱穴とも不詳である。また炉吐の東部の別個の壁溝の中に埋尭があり、これは農道によって失なわれ

た別の住居杜の存在を示している。SB-l2の炉の下で検出された逆位底部穿孔埋尭もまた別個の住居並の存在を

示している。曽利古式第２段階。

石器はドリルｌ、ピエスｌ、打斧ｌ、磨石３，玉石ｌ、ユーフレlO、黒曜石５０９である。

ＳＢ－２３

Ｃ－５に位置する。方形大型石囲炉が完存する。プラン不明、SB-l7、２７とも重複する住居並である。位置的に

出入口部と思われる部分に埋尭と思われる土器が埋設されていた。ただし、通常の埋婆が、ほぼ形を保って遣存し

ているのに対して、この埋尭は破損された状態で検出された。あるいは、埋妻とは別個のものの可能性も考えられ

る。

時期的には、曽利古式期の位置が与えられよう。

ＳＢ－２４

Ｂ－９に位置する。半壊した炉石のみを検出している。SB-l2の項でも説明したように重複が著しく、その時期

決定に苦しむものである。SB-l2の埋尭としたものが、SB-24に帰属する可能性があることを留意しておきたい。

時期不詳である。この埋婆をSB-24に帰属するものとすれば、曽利Ⅳ式前後の位置が与えられよう。

ＳＢ－２５

Ｃ－９に位置する。先述したSB-l2、２４などと重複した住居である○石囲炉の全壊した痕跡を検出したのみであ

る。時期的な判断の根拠となる資料はない。

ＳＢ－２７

Ｃ－５に位置する。石開炉の全壊した炉祉の痕跡のみを検出したものである。ＳＢ－７、２３などと重複した住居杜

である。なお、SB-lOのプランの中で検出された逆位底部穿孔埋婆（459図－３）は、このSB-27に帰属する可能

性があるものである。ただし位置関係のみで、プランや柱穴等の関係が稀薄なため可能性にとどまる。

ＳB－２８．３０

，－９に位置する。住居杜のほとんどを農道によって失なわれている。南側の壁と壁溝２本、北東側に壁溝を検

出している。壁溝が２本あるため、住居杜番号を28,30とした。

外側の住居杜をSB-28とする。埋婆は壁溝の外側にあり、柱穴はＰ，、Ｐ２が認められる。他は不明である。内側

の住居並の壁溝の一部が検出されている。柱穴はＰ５のみが検出されている。

時期的にはSB-28は曽利古式の時期におかれよう。

ＳＢ－３３

Ｅ－８に位置する。長径（580）ｃ､、短径（530）ｃmの円形プランをなす。壁溝は南側にめぐる。また一部に壁溝

の一部がある。柱穴はＰ，、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ５などがこれにあたる。炉吐は石囲炉が半壊している。なおSK-46とした
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ものが、あるいはこの住居杜に伴う埋蓋であるかもしれない。

時期的に確定できる資料は少ないが、炉形態等も含めて検討すれば、曽利古式第２段階の位置が与えられよう。

石斧は打斧２，磨斧ｌ，磨石１，石皿２，ハンマー１，玉石１，黒曜石５８９である。

なお、このSB-33とほとんど床面のレベルが同じ、五領ケ台式期のSB-41がある。これは埋斐炉２個体が埋設

されている。

ＳＢ－４１

Ｆ－８に位置する。五領ケ台式期の埋莞炉２個体をもって、住居辻とした。SB-33と床面がほぼ同一面であった

ため、覆土はまったく失なわれ、柱穴も確定できない。

ＳＢ－４４

Ｅ－６に位置する。焼土を炉北の痕跡をもって、住居杜番号を付した。出土遺物は炉祉の周辺に集中し、時期的

な判断に足る資料は少ないが、形状を復元できる連弧文土器を考えれば、曽利新式第３段階の位置に置かれよう。

ドリル１，打斧２，磨石３，喋器１，黒曜石１６９である。

ＳＢ－５０

Ｅ－ｌｌに位置する。農道によって半壊した住居杜であるが、径約ｍの円形プランで、壁溝が全周するらしい。

柱穴はＰ,が確定できるのみである。この住居にSK-53、128という遺物の充満した土壌が重なっている。

出土遺物は多様であるが、時期的には曽利古式第２段階の位置が与えられよう。石器は石雛３，打斧５，稜磨石

ｌ、磨石４，玉石ｌ、角柱ｌ、黒曜石929である。

ＳＢ－５５

Ｐ－３に位置する。長径585cm、短径460cmの円形プランをなす。壁溝は全周し、埋斐はない。柱穴はＰ’、Ｐ２ま

たはＰ３、Ｐ５がこれにあたる。炉祉は全壊し、炉石は全部抜き取られている。

出土遺物は非常に豊富で、肥厚口辺土器が多い。特に（430図32,33）は壷形土器で、２個体同時に出土している

点は、Ｓ－Ⅲ区SB-71と好対照をみせる。時期的には曽利新式第１段階に位置しよう。石器は石錐３，ドリル１，

打斧１１、磨石２、喋器ｌ、ハンマーｌ、玉石ｌ、ユーフレｌ、黒曜石６５９である。

ＳＢ－５６

Ｃ－ｌに位置する。長辺560cm、短辺550cmの隅丸方形プランをなす。この時期の住居杜としてはプランが特殊で

ある。柱穴はＰ，、Ｐ２、Ｐ６、Ｐ４がこれにあたり、Ｐ３、Ｐ５は袋状をなすので、貯蔵穴であると考えられる。炉祉

は全壊し、炉石はほとんど抜き取られている。壁溝は出入口部を除いて、全周する。出入口部にやや張り出したピッ

トも認められる。埋斐は正位底部穿孔埋尭で、釈迦堂遺跡群では唯一の例である。

出土遺物は非常に豊富で、肥厚口辺系土器や（435図１０２，１０３）のようなゆわいる弧線文系土器の出土がある。時

期的には曽利新式第１段階に位置しよう。石器は石錐４，打斧１３、磨斧２、磨石１３，石皿３、ハンマー３，溶岩ｌ、

フレイク・スクレイパー４，ユーフレ47、黒曜石５６９、水晶１．８９である。

ＳＢ－６１

Ｇ－３に位置する。大きな焼土の範囲と石列を検出した。住居杜の炉としてはやや大きいが、住居辻番号を付し

た。時期不詳である。

－１０７－



ＳＢ－６２

Ｈ－８に位置する。長径525cIn、短径430cmの楕円形プランをなす。炉二Lltは失なわれており、住居:t''二の北隅に焼土

がある。壁溝は住居杜の南西側にめぐる。柱穴はＰ，、Ｐ２がこれにあたり、他は不明である。時期的に曽利式期の

終末に位置しよう。石器は打斧ｌである。

ＳＢ－６３

Ｇ－ｌに位置する。SB-68、６９の項でも、触れたように、重複が著しいため、プランが不明確であり、出土遺物

にも、SB-68、６９，８０，８１等が混入している。炉祉はほぼ完存し、埋斐はない。壁溝もない。

時期的には曽利古式第３段階の位置が与えられよう。石器は打斧１７、磨斧２、磨石６、ハンマー２，玉石ｌ、ユー

フレｌ、黒曜石８９９である。

ＳＢ－６４

Ｈ－２に位置する。長径600cmの楕円形プランをなすと思われる・石囲炉は完存し、これは平石を置くタイプの

ものである。柱穴はＰ７、Ｐ５、P13、Ｐ!‘が確認できる。埋斐は２個体並んで検出され、その中に骨片が認められた。

ここで問題となるのは、埋斐の位置がSB-64のそれとしては位置にあまりｌ炉に近い位置にある点と、調査後の床

面の精査で判明したSB-64と重複する壁溝があり、位置的には、この壁溝とこれらの埋尭は位置に合致するように

思われる。ただし、この壁溝のみの住居辻には、住居杜番号を付していない。仮にSB-64-2としておきたい。

時期的には曽利古式第１段階に位置すると思われる。石器は打斧１０、磨斧ｌ、磨石２，ハンマー２，玉石ｌ、ユー

フレｌ、黒曜石８９９である。

ＳＢ－６５

Ｇ－ｌに位置する。SB-63とほぼ同時期の重複がありこれにSB-73、SB-81、８０，６８，６９とも重複しているため、

柱穴は不確定である。炉祉は完存し、これは石をたてるタイプのものである。埋斐・壁溝は検出されていない。こ

の住居:L''二の床面には写真図版で示したように、焼土の中に頭蓋骨が検出された。ただし骨はほとんど風化しており、

取り上げ後は小片に帰している。一種の廃屋墓と考えられる。

時期的には曽利古式第２段階に位置するものと思われる。石器はドリル３，ピエス１，打斧１０、磨石２，ハンマー

ｌ、角柱ｌ、黒曜石３６９である。

ＳＢ－６６

Ｈ－２に位置する。プラン不明、炉石のみを検出して、住居:h'二番号を付した。若干の焼土が認められた。時期不

詳。

ＳＢ－６７

Ｈ－３に位置する。長径620cm、短径推定610cmの楕円形の大型プランをなす。炉祉は半壊している。柱穴はＰ４、

Ｐ‘、Ｐ７、Ｐｕ、Ｐ崎、Ｐ!,の６穴が考えられるが、壁溝も２本認められることから、建て替えが考えられる。壁溝は

２本ともほぼ全周するらしい。

出土遺物は意外と少なく、時期決定の資料に足るものはないが、曽利古式の位置に置かれよう。石器は石錐３、

石上ｌ、ドリル１，打斧33、磨斧３，稜磨石ｌ、磨石３，石皿ｌ、玉石ｌ、フレク・スクレイパーｌ、スレイパー

ｌ、ユーフレ５、黒曜石１５２９である。
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ＳＢ－７０

Ｈ－ｌに位置する。SB-65のセクションベルトの中に検出された埋尭と、これと位置的にもレベル的にも合致す

る炉吐の残欠をもって、SB-70とした。時期的には曽利古式第１段階に位置しよう。

ＳＢ－７１

１－２に位置する。石囲炉の残欠を検出したのみである。焼土は特に検出されなかった。なお、この炉祉の南西

に埋斐が２個体直列して検出されたが、この住居二hｔとは異時期のものである。

ＳＢ－７２

Ｈ－２に位置する。これも石囲炉の残欠を検出したのみに留まっている。この周辺にはSB-66、７０，７１，７２と石

囲炉の残欠がいくつか認められた。

ＳＢ－７４

Ｆ－８に位置する。焼土と炉石の抜き取り痕をもって、住居並番号を付した。時期不詳。

ＳＢ－７５

Ｆ－２に位置する。SB-67、６４，６８，６９等と重複関係にある。出入口部に曽利古式と思われる長胴斐の口頚部を

利用した埋尭をもつ。柱穴は確定できなかったが、SB-67、６４の中に、この住居杜と対応する柱穴があり、４～５

柱穴と思われる。壁溝はSB-67の中にその痕跡が認められる。

時期的には曽利古式第１段階としてよいと思われる。石器は打斧６，磨斧１，石皿１，ユーフレｌがある。

ＳＢ－７６

Ｅ－７に位置する。Ｅ－７にある焼土の範囲をもって、炉祉と確定し、住居１１１二番号を付した。いずれにしても撹

乱の著しい部分でもあり、不確定要素が多い。時期不詳。

ＳＢ－７７

Ｇ－ｌＯに位置する。長径440cm、短径315cmの楕円形でプランをなす。炉祉と思われる部分はなく、住居杜の北隅

に焼土の範囲が認められた。柱穴と思われるものはＰ，、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ‘である。焼土はあるもの、炉吐が未確なの

で、住居辻としての根拠は薄いものと思われる。

ＳＢ－７８

Ｇ－７に位置する。長径（425）ｃm、短径415cmの円形プランをなす。方形石囲炉が完存する。柱穴はＰｉ、Ｐｚ、

Ｐ３、Ｐ?、Ｐ５およびＰ‘が考えられる。この住居並の出入口部には立石と石蓋のある加曽利Ｅ捌式の埋斐が検出さ

れた。立石のある住居祉は、先に述べたＳ－Ⅲ区SB-72があるのみである。また石蓋のある埋発は長野県方面には

よく見られるものの山梨県内では初めての発見である。ただ長野県内のものが鉄壁石の薄板状の石を用いるのに対

して、これは花間岩のやや厚い平石を用いている。これらの立石、石蓋、埋尭という要素が重なった住居杜は、釈

迦堂遺跡群のみならず県下の該期の住居杜としても、特異なものである。

また、Ｓ－Ⅲ区SB-72の立石にやや問題はあるものの、集落の両端に、立石をもつ特異な住居杜が存在すること

は、注目しておきたい。

時期的には、曽利新式第４段階の新しい部分に位置しよう。石器はピエス１打斧３、磨斧ｌ、磨石１，石皿２，

玉石ｌ、ユーフレｌ、フレイク・スクレイパーｌ、スクレイパー４、黒曜石２７９である。
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ＳＢ－７７－Ｂ

Ｆ－８に位置する。焼土の範囲と炉石の抜き取り痕および、まわりの柱穴群から、住居杜の存在を確定した。時

期不詳であるが、おそらく曽利式期に属するものであろう。

ＳＢ－８２

Ｇ－８に位置する。長径370cm、短径350cmの小型円形プランをなす。炉吐と思われる焼の範囲と石列の残存は、

住居並プランに比べて、やや大きい。また柱穴はＰ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ５がそれにあたるが、住居吐プランと、よく対

応しない。時期的にも不確定である。石器は、打斧２，磨石ｌ、黒曜石３８９である。

なお、この住居杜と重なって、壁溝の一部と思われる溝状の掘り込みもあり、なお、また別個の住居杜の存在を

想定させる。

第３節埋萎と不明遺構

埋護

Ｂ－７に位置する埋婆は（459図一ｌ）および（335図）は井戸尻式の埋萎で、焼土は検出できなかったものの、

埋尭炉ではないかと思われる。なおこの埋婆とほぼ位置を同じくして、頚部に格子目文を持つ曽利式の埋尭の残欠

が存在したが、これは図化していない。これらを総合すれば、ここに新たに井戸尻式期の住居杜と曽利式期の埋髪

に対応する炉吐はないものの、都合２軒の住居杜の存在を想定できる。

Ａ－７に位置する埋婆は（334図）と（460図-13）である。これもまた曽利式期の埋斐の一種と考えられるが、

これに対応する炉吐の検出はなく、とりあえず単独の埋婆と考えておく。

Ｆ－６に位置する埋尭は（334図）と（460図-11）である。逆位の埋尭である。この埋斐とほぼ対応する焼土の

範囲も図化した。柱穴等の要素に欠けるが、これは住居辻と考えてよいもの考えるが、焼土と埋髪の位置関係が逆

転しており、住居杜と認定するに至ってない。

Ｇ－５に位置する直列する２個体の埋斐（460図６，７）および（334図）は、これも住居杜と考えてよいもので

あるが、対応する炉吐がない。この地区は、土質の関係上住居杜の検出が進まず、この他にも、新道式期の新しい

部分の土器がまとまって検出されており、何らかの遺構の存在が想定された。

Ｈ－ｌに位置する直列する２個体の埋尭（460図１４，１５）および（331図）は、これも住居杜に伴うものと考えら

れるが、対応する炉祉は検出されていない。

なお、この他に図化してないがＡ－ｌ７で五領台式期の埋婆炉２基を検出している。

ＳＸ－０１

Ａ－３に位置する。敷石住居杜の一部であろう。敷石と縁石が検出されている。縁石の一部に石棒片が利用され

ている。規模がやや小さい点からすればＳ－ｌ区SX-01と近似する遺構で、住居杜とは別の存在となる。

ＳＸ－０３

Ｅ－５に位置する。これもまた柄鏡形敷石住居杜の一部である。おそらく出入口部である柄部のみ敷石したもの

であろう。一部空白部があるのは、あるいは何らかの施設とも考えられる。

－１１０－



第４節土器すてばＣ

土器すてばＣ

初めＧ－８に土器片が集中し、住居杜覆土上層部のものと判断し、住居杜番号を付し、土器を取り上げた７

査を進めるに従って、土器片の分布範囲は広く、下層に何らの遺構もなく、住居比は認定できず、土器すてＩ

することにした。

各々の土器すてぱの性格については別に触れるが、この土器すてばＣは他の土器すてばと違い、中期の後畠

分のほぼ復元でき得るものが多いと言える。また土器すてぱの範囲も極く狭い範囲である点、特の土器すて（

きく異なる。

なお、この土器すてぱに伴って、石列がみられるが、これが、何らかの遺構であるとは確定できなかった。

土器を取り上げたが、調

できず、土器すてばＣと

中期の後半の部

土器すてばと大

－１１１－
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第５節住居祉一覧表
Ｓ－Ⅳ区住居杜一覧表

ＳBNC

●
１
２
３
４
５
６
７
８
９
【
】
１

０
割
割
『
『
⑥
訓
心
剤
『
『

ＳＢ

ＳＢ

ＳＢ

ＳＸＩ

ＳＢ

ＳＢ

ＳＢ

ＳＺＢ

Ｂ－ｌ２

３
４
麹
肥
Ⅳ
肥
廻
測
既
翠
認
塑

弱
溺
訂
銘
”
鋤
説
詑
詔
認
弱
拓
訂
銘
鉛
⑩
砿
蛇

■
凸
勺
も一

》
■
一
一
一
■
■
一
一
■
一
■
》
『
一
■
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
恥
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
鴎
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
酌
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グフツト

６
９
９
９
６
皿
５
５
５
５
８
９
４

》
一
■

３
Ｂ
３
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
◎
Ｂ

。

◎

５
６
７
刀

Ｂ
Ｂ
◎
Ｃ
Ｄ

｡

５
９

頁
》
９
９
８
５
８
Ⅲ

９

－
■
■
『

Ｃ
Ｂ
Ｂ
◎
Ｃ
、
。
ｐ
Ｃ
じ
Ｅ
，

。
◎
。
◎
。
Ｙ・・８

Ｆ－８

〃、

込多

長軸×短'袖

(520>×<480）

620

(570)×<440）

５００×４２０

(580>×(520）

600×５二０

６２０×５２０

<580)×(530）

(470)×(450〉

住居形迩

踊り形

寵:形

炉形態

方形石岡炉

：f身囲炉

撰方形Zi囲輝

方形荊閤炉

五角形祇囲が

埋蕊j『

方形恋囲炉

諏囲炉

芯囲炉

埋混灯：

獄閉埋尭炉

藩聞知

覆囲炉

街囲灯：

五角形子T囲炉

方形石囲IXIi

方形石囲炉

方形Z:聞炉

不明

不明

?』囲灯

打開炉

石閉炉

亜角形石囲知

石囲炉

岨霊知

皿菟簿

炉而の残存

薦警欠《ｒ髄，
完存

完存逆位底部穿孔.

n位

重＃｜
完存正付

側編のみ

全壊

完存｜
完存

前祇の--部を欠く｜皿位

側鎧の蕊ｉ迦位

完存

完左

翼蒸篭欠く｜:泣
側石を欠く｜止位２

鴬端欠《｜不牒；

全壊

全猿’
農道で壊滅｜正付

全壊

完存

奥側肩を欠く

完与

完噂

哩琵 特殊遺物

偶斗
釦

偶
器
と
土
．
系
偶

偶
偶

鈴
偶
木
土

偶
偶
偶
偶

上
・
謡

上
土
大

上
土
と
土

Ｉ
１
１
１
１
‐
Ｉ

．』偶

上偶

土偶

北偶

備 考

脈の北とf･､入:：部;~埋琵

逆位と皿位の埋謹が直列

I､皇増の同期

てｖ,る。

浅鉢の埋塾

の埋琵炉を切っ

あるＩ,･は３Ｂ２４の埋翌力

別個の遺構:二伴うものであ

ろう《，

Ｂ４に落ち込みはあ鐸ｺた

が住居辻で睦なかろう”

Ｇ８を:十ｺ心？-した．･器す

でば

奥涯が:§角頚状【F高い

連弧文』_器の

住居杜のもの

埋菟は別個の

埋琵と芯疑問もある。

ＳＢ．:2の埋謹が当性居晶咋

のものか

ＳＢ－２８の11;iPある住居ill：

ＳＢ・３３

の埋尭炉

と重複した２個体



－１１３－

ＳＢＮｕ

悲
宰
噸
噸
寺
焔
却
却
剖
唾
認
哩
雨
蔀
翻
鎚
咽
却
割
唾
噸
訟
燕
価
イ
侭
咽
却
訓
唖
詔
訓
雫
祁
禰
罪
詔
却
知
韮
認

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
脇
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
聯

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

６
８
８
８
里
８
２
‐
、
４
３
１
１
４
３
３
８
１
２
１
２
３
．
一
・
一
・
１
２
２
．
．
８
２
７
皿
７
・
・
・
冬
８
４

’
■
■
一
｝
準
一
｜
■
■
’
■
》
｜
》
一
》
》
一
》
一
一
一
一
雫
》
一
》
’
一
一
雫
一
》
一
》

。
Ｅ
◎
◎
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｄ
ド
Ｂ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
◎
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
塵
庇
Ｇ
Ｇ
Ⅲ
星
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｊ

畏軸×避軸

480×(4m0）

425×４２０

６３０Ｘ５２０

４８５×４６０

５６０×５５０

(430)×(350）

450×<380）

５２５×４３０

(510)×〔550）

600×(550）

(530>×４４０

６２０×(610）

(550)×５２０

(420)×(420）

560×４２０

４４０×３１５

(425)×４１５

３７０×３５０

<425)×‘115

住肘形態

円形

円形

円形

隅丸方形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

炉 形 態

石間炉

埋謹炉

埋謹炉

埋蕊炉

方形粁朋炉

埋斐炉

軒、炉

埋蝿炉

石囲炉

涜閤炉

地床炉

不明

衝囲炉

右囲炉

７｢冊如

何囲炉

石IIli知

蝿誕炉

石l川炉

，目囲炉

石M1炉

埋謡炉

・fi閲炉

不明

不明

不明

方形石間炉

石Ｍ|炉

埋尭炉

埋斐炉

石囲炉

五角形祈囲炉

炉 石 の 残 存

全壊

農道で半壊

全壊

全壊

全壊

側石の・・部を失うっ

完存

存

形状不明

側・奥石を欠く

舌E存

前石のみ残存

側・奥石を欠く

側石のみ残存

存

全壊

売存

埋斐

正1幻災部穿fＬ

正位２

正位

正位

正位

特 殊 週 物

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
娼
蛎
蛎

土
土
・
こ
ｋ
．
．
。
．
土
‐
１
士
』
と

備考

ＳＢ・‐49とは同一一住居であ

ろう｡あるいはＳＢ－４７、

４８，４９，５１は同・住居か

燈探の住l舌hＬ

ほぼ令壊した前期理のf幅,烏

｣]l‐

前期初頭の住居並

前期初頭

炉熊石皿を利用

２佃体直列して検州

立石・禰蓋・埋謡あり《，

ピッ1,に台形上器
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第６節土壌一覧表

Ｓ－Ⅳ区

整理番号 F':城番号 グリッド 長径×短径×深さ(”） 出土遺物

８８

．
今
２
３
４
５
６
７
８
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
式
９
０
１
２
３
４
５
６

０
０
０
０
０
０
０
０
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

－
一
一
一
一
》
一
』
一
唱
一
一
一
一
亜
一
一
一
一
一
恥
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
圭
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｙ，Ａ・・９

５
６

Ｂ
Ｃ

、

、

５
６

Ａ
◎
Ｂ
Ｅ－．９

Ｆ‐・'0

Ｆ－１０

．

Ｆ‐－１１

Ｆ‐‐ユ１

Ｆ‐－１１

Ｆ.．:Ｉ

Ｆ‐‐皿

Ｆ‐－１１

Ｇ～ｉｌ

Ｇ・・１１

Ｇ.－１１

Ｇ．‐ｌｌ

Ｇ－ｌｌ

。
◎

５
ｍ
ｍ
９

１
１

も
＆
勺
凸

一
》
》
》
一
一

Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｅ

。
○

Ｂ－ｌＯ

Ｃ・・７，Ｃ－８

◎

７（
）、

７
６
３
３
３
７
７
７
７
７

画
。
一
一
》
一
一
一
》
『

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｃ

× ×１ ９

× ×3 ３

109×７５×

××65

132xl24x30

×× 3０

９５×７１×

７７ｘ６１ｘ６２

××２７

××４l

ｘ×１５

:７３ｘｌｌ５×４０

７９x64x

l33x76×

５０×５０×

82×７１×

108×７０×３３

××１０５

× ×４ ８

× ×２ ６

213×96×7８

ｘｘ ６１

110×７７×６３

７０×４５×３２

９７×９１×45

193×ｌﾕ１×２１

６５×63×１６

５６×50×

１０４×83×６６

８０×７７×5０

６０×４２×

５２×４０×

普利式土器、稜磨石

曽利式土器、溶岩

曽利式土器３

曽利式土器、打斧

曽利式土器、台形土器、打斧

打斧

粘ゴ･塊

打斧

打斧２，曽利式土器、ユー･プレ２

石鮭

焼･と、宥孔簿円盤、曾利式土器、

打斧ユ、磨石１

土製円盤

焼土、打斧２，膳石上

井戸尻式土器、ミニチュア、

土製円盤

打斧１

普利式土器、磨禰、磯器

ユーフレ

土製円盤

石上

曽利式土器

曽利式土器

曽利式土器３

曽利式土器

瞥利式土器、台形土器

曽利式土器

曽利式土器

土製円縦

井戸尻式土器、ミニチ

ユア、土製円錐

曽利式土器

上製円盤

図化した遺物 備考
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理番号 土漉番号

２

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
．
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

７
８
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
ク
】
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

９
９
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
．
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
、
仏
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
－
１
１
’

一
一
一
》
一
一
一
》
一
一
一
》
》
一
一
一
一
｝
》
一
一
一
一
即
一
一
一
一
》
印
一
一
》
一
幸
一
一
》
一
亜
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ＳＫ－ｌ４０

ＳＫ－－１４１

ＳＫ・・142

グリッド

局
〃
９
【
Ｊ
Ｊ
【
Ｊ
Ｊ
Ｆ
Ｊ
ｇ
ワ
ｆ
丹
Ｊ
Ｏ
ワ
ｒ
‐
４
．
Ⅱ
ユ
も
の
皇
八
″
凸
旬
／
】
ｎ
乙
的
く
』
⑩
〆
】
Ｆ
ｎ
ｕ
戸
ｈ
ｕ
Ｆ
『
〕
６
０
凸

一
一
一
一
一
亜
一
一
Ｉ
一
一
一
一
一
》
ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
◎
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
◎
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｂ７電Ｃ－７

１
７
１
１
．
。
４
Ⅲ
４
型
４
４
４
４
４
４
５
２

－
》
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
◎
Ｆ
Ｆ
Ｆ
◎
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ

Ｄ－３

Ｄ－４

Ｃ－３

長径×短径×深き(”）

７６×４７×

58×38×

４６×３０×

５
３
２
２
６
２
５
４
△
４
４
９

４
４
５
３
・
《
２
ワ
｝
２
１
２
７

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

○
コ
が
Ｄ

Ｐ
○
【
Ｊ

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

〆
、
１

再
Ｉ
く
げ

ｘｘ２８

××２９

× ｘ４ ２

１１４ｘ９４×２４

××47

158×ｌ２０ｘ４８

×× ８５

９５×９１×１９

４７×３２×１１

６４×５０ｘ３８

９５ｘ７３×ｌ６

ｌｌ３×103×27

105×９０ｘ４１

１４２ｘ１２５ｘ６１

１４８×』１２×６８

××８２

××７５

l:０×99×

100×７６×50

103×８６×７３

９６×７２×２３

８７×６８×４８

195×１５０×４３

１０４×ｌＯｌｘ３７

９７ｘ６Ｉ×15

128×１１５×“

出土遺物

打斧

玉ｲｆ

骨淵－，猫沢式土器、石鍛、ド:ノル、

打斧、磨石、石皿、玉石、．Ｌ－．フレ

炭化物焼土、行雄

台形土器、打斧、磨万

曽利式土器７個体以上、打斧

曽利式土器

生粘土、水煙把手、打斧、ｆ５．上

藤内式土器、ブレイク・スクレイバー

曽利式土器、有孔鍔付土器

井戸尻式土器、士偶、粘土塊、

フレイク・スクレイパー・’、溶岩、

打斧２

スクレイパー

土製円錐

打斧、土製円雛

図化した遺物

猪沢式土器

曽利式土器７個体

曽利式土器

藤内式土器

曽利式土器、口辺

井戸尻土器

－２占製円錐

土製円盤

備 考



－１１６－

整理番号 土壌番号 グリッド 長径×短径×深さ伽） 出土遺物 図化した遺物 備考

３
４
５
６

４
４
４
４

１
１
１
１

一
’
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

７
８
９
０

４
４
４
５

１
１
１
１

－
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SＫ－ｌ５１

ＳＫ－ｌ５２

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
SＫ－ｌ６７－２

８
９
０
１

６
６
７
７

１
１
１
１

’
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SＫ－ｌ７１－２

２
３
４
５

７
７
７
７

１
１
１
１

’
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SＫ－ｌ７６

ＳＫ－ｌ７７

ＳＫ－ｌ７８

９
０
１
２
３
４
５
６

７
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１

一
｜
’
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｃ－４

Ｇ－４

Ｈ－２

Ｇ－２０

Ｇ－ｌ

Ｈ－４

、
、
、
、
、

３
３
５
１
３
４
４
４
４
４
５
４
４
４
４
４
４
１
８
４
４
４
４
４
１
１
４
４
１
５
５
５
３
４

Ⅳ
１
皿
ｍ
ｌ

ｌ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
◎
。
◎
◎
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ

７５×７０×２０

169×１５１×３０

××４６

168×１０２×

６５×６３×

３９×２６×

４６×４４×

８４×７５×

144×１３２×

６０×３９×

７５×４３×

７６×

134×１１２×８３

××１９

× × ６ ０

× × ４ ８

９１×８３×１２９

９０×５１×４２

５１×４２×６３

××５４

××５９

112×１０７×

９５×７０×

９４×６２×

143×１３５×１１２

６５×５７×

116×９５×

１３１×１２４×

××７０

××１０９

115×４８×

１０６×８５×

８８×７５×

234×１４５×

７５×６５×

耳栓、打斧３，磨斧、稜磨石、

磨石３，土製円盤

打斧、石皿

磨斧、砥石

石錐２，土偶、打斧

焼土、石上

打斧１

曽利式土器、有孔鍔付土器

打斧４，磨石

骨片多量

石雛

磨斧、ハンマー、ユーフレ

焼土

石皿

打斧

石雛、石上、打斧４，磨石２，

ユーフレ

石鍬

打斧

石上、新道式土器、ミニチュア

磨石、石皿

、

石皿、新道式土器、土偶、台形土器、

土製円盤

打斧５、土製円盤

台形土器

打斧、土製円盤

打斧

耳栓、土製円盤

土偶

新道式土器、土製円盤

土製円盤

土製円盤



－１１７－

整理帯 脆 壊 榊 号 グリッド 長径×短径×深さく”） 出上辿物 図化した遺物 備考

ク
】
？
》
り
己
？
》
２
ワ
］
ク
〕
ウ
白
２

７
〔
ろ
〔
ぜ
０
Ｊ
９
０
０
１
’
１
２
２
３
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
〔
ひ
９
０
１
ワ
］
３
４
５
６
６
７
７

《
ろ
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
Ｉ
△
１
１
１
１
。
－
１
１
Ｉ
’
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
－
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
ワ
言
２
２
？
》
２
２
２
２
ワ
】
ワ
管
２
ク
ニ
２
２
２
２
２
２
２

－
一
》
｜
酢
一
一
》
一
一
一
一
》
一
■
》
一
一
睡
一
胆
》
一
一
一
一
一
一
胆
亜
一
昭
一
一
叩
一
一
一
亜
一
》
一
一
』
》
一
一
》
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

〔
□
【
。
戸
、
〔
、
〔
○
〔
ロ
〔
、
〔
。
〔
○
ハ
ロ
〔
、
ハ
ロ
〔
、
〔
□
〔
、
〔
、
Ｑ
轡
ハ
ロ
〔
ｂ
穴
、
〔
。
ハ
ロ
（
、
〔
ロ
【
。
〔
○
（
、
六
○
〔
、
〔
○
《
。
〔
、
ｑ
〕
（
ｂ
〔
、
【
、
穴
、
〔
。
〔
。
（
、
（
。
ハ
ロ
穴
画
〔
。
ハ
ロ
（
。
《
、
〔
。
【
、
（
，

一
》
》
一
■
一
一
印
》
一
一
印
一
｝
■
｝
一
一
一
一
一
一
一
恥
一
一
｝
一
印
一
一
一
一
一
一
唖
一
一
一
矩
一
一
一
一
》
》
一
一
一
一
一

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
ｒ
上
Ｇ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
１
１
１
１
・
－
１
Ｊ
１
１
１
Ｉ
Ｚ
Ｔ
ｌ
Ｘ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｈ
Ｊ
Ｈ

７７×５５×３１

××５２

』０１×１０１×

× ×７ ３

５８×42×

４３×４０×

５５×54×

４９×４２×

129×55×

４５×３５ｘ

ＩＯ５ｘ８３×

53×５２×

:１０×９６×

６７×６６×

76×５８×

５３×４９×

９５×４３×

４７×４５×

ｉＯ７×８４×

51×４１×

７３×５９×

５３×３９×

６８×４６×

９４×66×

lOOx68x

88×７８×

９８×９５×

打斧６，コア、１腿円盤

有孔鍔付土器、打斧

有孔鍔付土器

打斧２

角柱

打斧

新道式土器、打斧、磨石

粘土塊

打斧２，石'１１

打斧２

打斧、磨石

土製円盤

土偶

裳.斧２、磨石、石皿

新道式土器

土製円誰

新道式上器

上製円盤

:！_偶

新道式．､畠器



－１１８－

整理番号 土 塘番号 グリッド 長径×短径×深さ(”） 出土遺物 図化した遺物 備考

SＫ－２２８

ＳＫ－２２８－２

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SＫ－３４５

SＫ－３４５－２

６
７
８
９
０
１

４
４
４
４
５
５

３
３
３
３
３
３

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SＫ－３５１－６

ＳＫ－３５１－２

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
９
３
３
３
３
3Ｋ－3６２－２

３
４
５
６
７
８
９
０
１

６
６
６
６
６
６
６
７
７

３
３
３
３
３
３
３
３
３

一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

、
フ
、
フ
、
フ
、
，
、
，
、
，
、
，
１
１
０
１

４
・

毎
Ｊ
庁
Ｉ
戸
０
ワ
〕

’
一
一

、
ロ

ハ
０
局
Ｉ

１
１

戸
個
石
Ⅳ
戸
阻
ｖ
上

、

、

、
、
、

２
３
２
２
１
１
１
１
１
ｕ
皿
ｕ
ｕ
１
３
３
３
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
６
６
６
７
７
Ⅲ
７
７
７
７
７
７
７
７

、

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
●
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
Ｊ
両
ロ
Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｊ
Ｔ
ｌ
１
Ｊ
１
Ｊ
Ｔ
Ｊ
１
Ｊ
戸
口
ハ
ロ
〔
胆
〔
胆
而
握
（
し
（
し
口
型
ロ
ユ
ロ
ム
Ｆ
Ｌ
Ｆ
４
戸
Ⅳ
Ｆ
Ｌ
［
侭
病
巳
戸
握
Ｆ
Ｌ
両
人
Ｆ
上
両
４
Ｐ
４
肩
上
両
』
両
』
両
』
戸
巳
両
』
戸
巳
戸
且
Ｑ
Ｊ
両
』
ロ
』
〔
己
〔
巳
［
巳
、
ソ
、
ノ
、
ノ

７８×６７×

１０５×９７×

４５×４０×

７８×７７×

１０６×９９×

９６×８３×

８５×８３×

××５８

９５×８７×

６５×５０×

８８×６５×

８３×７３×

３９×３２×

３６×３１×

８８×６５×

３３×３０×

５３×４３×

112×７８×

７５×６２×

129×１０２×

138×１２６×

１３１×１１０×

７３×６０×

７２×４１×

100×６７×

７６×７３×

'８×５９×

'８×２８×

'４×６３×

曽利式土器

石雛２，磨石、ハンマー

コア

石雛

曽利式土器、石鎌､打斧２，磨石２

石皿、溶岩

磨斧

土偶の手

曽利式土器

磨石

嘗石

焼土

雪利式土器

曽利式土器

曽利式土器

曽利式土器

雪利式土器

※１００番欠落



－１１９－

理番 土壊希号

２

２
３
４
－
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

》
》
一
一
一
Ｂ
Ｂ
』
》
一
邪
一
》
一
一
一
》
一
一
亜
一
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ａ
ｂ
ｃ

５
５
５
６
７
８
９

９
９
９
９
９
９
９

３
３
３
３
３
３
３

雫
一
恥
一
一
》
》

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

７
７
７
７

Ｅ
Ｄ
Ｄ
，

６－

８

戸
叩や

、

６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

》
》
一
Ｄ
雫
》
一
》
》
一
》

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
獄
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

毎
Ｊ
庁
』
戸
。
７
戸
ｂ
〔
Ｉ
【
Ｉ
毎
Ｊ
戸
○
［
Ｉ
（
。

胆
亜
一
『
一
一
酢
一
一
》

６
Ｇ
Ｈ
Ｆ
◎
Ｆ
Ｅ
Ｅ
ｚ
Ｈ
肘
Ｅ

長径ｘ短径×深苔(”）

３７×３４×

33×２８×

３８×３２×

lOOx92x

72×68×

６８×54×

８２×８０×

１０９×Ｒ月×

×× ２０

６７ｘ５４ｘｌ５

７８ｘ７４×１７

８０ｘ４９ｘ３５

３７Ｘ２８ｘ

４２×32×

３５×３２×

×ｘ６６

ｘ×９７

125×103×9８

９０×８５×

７５×７０×

××３８

出土遺物

曽利式土器、打斧、磨石

･臨製F1盤

ユーフレ

ユ・・プレ２

打斧

石錐

曽利式二･:器、石雄、磨訂、石皿４

ユー･プレ１，〈チャー!､）１，

土製円盤

､ﾕ.‘・ブレ

図化した遺物

曽利式土器

ｔ製円盤

曽利式土器、土製円雛

備 考
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格沢式期の住居吐出土土器

第７節土器一覧表

五領ケ台式期の住居吐出土土器

写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量０ 備考

118

119

360

361

０
１
２

２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
１

１

１

吾
●

ＳＢ－０６

埋嘉炉

ＳＢ－７３

埋要炉

ＳＢ－７３

Ｐ．Ｎｏ４４

ＳＢ－７３

ＮＯｌ６１

ＳＢ－７３

ＳＢ－７３

ＮＯｌ２４

Ｎｏ,137.145

１６１．１７１

１９８

ＳＢ－７３

Ｎｏ２２７

２２８．２３６

ＳＢ－７３

ＳＢ－７３

Ｐ、２２６

ＳＢ－７３

Ｐ・ｌ４１

Ｎｏｌ８

ＳＢ－７３

ＮＯｌ３、１１２

１１３．１６１

１６２．１６６

１７８

ＳＢ－７３

ＳＢ－７３

Ｎｏ２１７

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

胴部無文の胴部破片胎土や成形痕から格沢式と思われる。

角押文口辺部に３段の楕円区画帯をもつ土器である。

口辺部の楕円区画がやや３角形状をなし、ＳＢ－５３の埋婁炉に近似。

角押文口辺部に３段の楕円区画、胴部にクランク文が付く。

この時期の典型的な土器。

角押文口辺部に３段の楕円文とこれから下がるクランク隆帯

口唇部に刻目突起が４単位付く。

角押文口辺部に阿玉台式土器にも近似するような把手が付く。

口辺部にｌ帯胴上部に３帯の楕円文帯が付き、下はクランク文。

角押文口辺部に３段の楕円文帯が付き、体部下部では２本のＬ字状逆Ｌ字

状隆帯がつく。

角押文口辺部に３段の楕円文帯が付く。１１辺部の把手はＸ字状をなし人体

のようである。体下部の垂下文は脇に角押文が付く。

角押文やはり口辺部に楕円文、頚部に細長楕円文、体部の楕円文の形状は

不詳。

角押文口辺部に楕円文帯をめぐらし、体部上半また楕円文帯を重ねている。

角押文口辺部に一帯と頚部に一帯楕円文帯をつけ、体部に沈線で長方形区

画をし、その中にＴ字状文を付けている。体部に垂下文が付かない類である。

角押文、口辺部に一帯楕円をめぐらし、体部に沈線で方形区画を施し、中に

Iま角押文となっている部分もある。

角押文、浅鉢形土器口辺部に楕円文帯を角押文で表出している。

角押文器形と施文法はやや古い印象を与える。口辺部Iこのの字状隆帯と、

角押文を施している。

写真 図 図NOL 出土地点 分類 文 様 高さ 容量、 備考

118 359 １

２

１

１

ＳＢ－４１

埋萎炉

ＳＢ－４１

埋妻炉

ＳＢ－４８

ＮＯ９・’9．１５

１２．１０．ｌｌ

Ｃ－８Ｎｏ８

Ｃ－７ＮＯｌｌ

埋妻炉

ＳＢ－５１

埋尭炉

３
３
３
３

波状口辺と口唇部に爪形文を施し、体部は無文地に細沈線でモチーフを描いて

いる ○ No.115＋１１７＋188

深鉢の体部、縄文地に隆帯が見える。

ＳＢ－４１と同様であるが、口縁部に縦位の細沈線文を施し、体部は無文地に細

沈線のモチーフを描く。

本来波状口辺ではないが、口辺部を割り取って、波状としている。口線部を縄

文帯とし、頚部の湾曲部に縄文地に沈線で逆Ｕ字状のモチーフを描く。
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写真 図 ,図Nb 出土地点 |分類 文 様 高さ 容量０ 備考

１２０

362

362

363

３
４
５
６
７
８
９
０
・
一
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１

１

日
＆

’
１
１

１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

１

Nql98

ＳＢ－７３

ＳＢ－７３

Na１０６．１５２

Ｍ１５４．１８１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

一
一
・
』
－
１
一
一
３
－
１
’
’
７
－
５

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ⅳ
Ｂ
肥
Ｂ
Ｂ
肥
Ｂ
過
Ｂ
蛇
Ｂ
Ｂ
Ｂ
鳩
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
和
Ｓ
胸
Ｓ
Ｓ
恥
Ｓ
恥
Ｓ
伽
Ｓ
恥
Ｓ
蝿
Ｓ
Ndl1６．１５８

１７６．１７８

209

SB-73

NoL158･古Ｏ８

ＳＢ－７３

Ｎｔｌ２７７

ＳＢ－７３

ＮＯＬｌ５４

ＳＢ－７３

Ｎｕｌ２７

ＳＢ－７３

Ｎｑ１６７．１８７

ｌ７０

ＳＢ－７３

Ｎｑ149.14Ｏ

ＳＢ・‐７３

NQl86

SB-73

NbL214・ｌ２０

ＳＢ･－７３

Ｐ．ｉ5８

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
．
４

角押文小型鉢、Ｊ７旗陰常が見え、器面を角押文で埋め、問を~三叉状陰刻

文を施している。‐般に伽抑文と陰刻文はあまり併用きれない。

角抑文一格沢系新道式土器：I辺部に三角区画帝、休部に楕円文帯を付ける。

:満J1'１文、波状Ii辺部に三角Ｚ画帯、休部に楕円文帯と＝角区画帯と垂下文

がつく。・ﾐ角押文の使用は少ない。新道式･;二器。

L|辺部に三鯛区画状0霞帯とキャタピラ文が付く，

いる。

縄文はＲＬで地文となって

ｕ辺部にＣ字状隆帯がつく。Ｉｉ緑下に１条の角押文、以下を蕊文ＫＬがつく。

角押文口辺部を４単位に割り、角押文で埋める部分と格子日文で埋める部

分に分水る。体部は細沈線で文

、緑部に前期水魁未の伝統的な

部分的

粗製士

に蚊刻がある。

様を

波状

施す。

隆帯が付き、体部は細沈線で文様を施し、

器阿玉台式という意見もある【I辺部に１帯、頚部に１帯楕円文を

隆帯で描き、以.1,.に'Ii

I]辺部不詳、体部上半

下文を付１．１

に楕円文帯

〔いる。

があり、それに垂下文が付く。

無文土器1.1辺部に弧状の隙帯がつく。

無文土器1-1縁部摂波状隆帯が付く。

無文．．:器口辺部に２条４単位の隆帯が付く。

無文土器「I辺部腫１条４単位の隆帯が付く。

無文上器口縁部;二４甲厘突起がつく。

無文土器【]緑部に４単位の突起がついて１，喝。

無文L二器住居の中央部に逆位に置かれていった土器。；]緑部に４単位の粘

隆帝が付く。

休部の破片、角押文が４条みえる回

Ii辺部不詳休部上半に棺円文帯とクランク状垂下文が下がる。角押文と。

三
部

部
体

角抑文も見える。

下部韮~ド文とクランク状垂厚,文があり、脇に角抑文を施す。

体部ﾄﾞ部桁円文帯とＪ字状の垂lざ文が見える。

体部に垂下隆帯がある。

体部下部９．１０の体部と同様に沈隷の方形区画が見える。

体部下部逓下隆帯



4２

様文

3６

3７

3８

3９

4０

4１

4７

4３

4４

4５

4６

4８
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文 様写真 図 凶NＣ 判土地点 分類

363

364

ＳＢ７３

Ｎｑ２６８

ＳＢ－７３

Ｎｂｌｌ８３．：８２

Ｓｍ７３

慨１，ｌＯ４

ＳＢ７３

Ｍ１２４３

ＳＩ３．７３

N(l3542

1IhL5：：Ｌ６

ＳＢ・７３

NoL87：Ｏ８

ＳＢ－７３

Ｎｑ４：２０５

Ｓ１３．７３

Nclll8

S．Ⅳ

ＳＢ・７３

Ｎｎ６１６０

Ｎｃｌ５８２』５

250

Ｓ Ｂ ７ ３

炉火止Nq3

Ｅ：９Ｎ､：

Ｅ一二８Ｎu：

５Ｂ・７３

NＭ３３６３

Ｈ,－２０

ＧＩ９

Ｇ.２０

ＳＢ・７３

Ｎｑ３３２６

ＳＢ・・7３

NqLl36

SB.

Nfll98NIL3

４
４
４
４
４
４
４
４
４
へ
〕
４
４

体部下部垂下隆帝と角押文が見える。

体部･'､･部砿･'６．隆帝

脇付の底部おそらく有孔鍔ｲ･_．､兇器であろうこ

';､型の含付土器の脚部

浅鉢形土器ｌｊ辺部内側;F桁円文と角押文が見えるｅ五領ケ台式の浅鉢から

の伝統であろう。

41,42,43の;【辺部は::唇部から短隆帯が識下し、その脇;二角押文を施すもの

である。阿合式とやや関連があろう。

体部遮徴降帯i¥よる楕・I]文帯となってl‘･る･

[!辺部文嫌は42と類似する&

楕円文帝が重まるものであろう。この土器で魁『l緑下の角押文列が途中で逆

転:=た内側作行文となっている。ぞうした逆転が体部では:i､流となって１，る。

猪沢系新道式I器ｉ]辺部、体部とも:吊一;角Ｘ画帝が見え、庸祁はクランク

状蕊Ｆ文諦よび、体部の--部;扇割込みⅨidIjがみえる。『:唇部の:．:形突起等:二

新道式の特徴が見える。ズ･だし:．；角押文は使川せず、角抑文のみを使用。

新道式土器であろう。１１唇部髄波状粘4昌紐、；:I辺部に;鋤区間帯の､!:侭キャ

タピラ文、軍角押文が見える;,体部ＩＦ同文が見える［

１．:辺部無文で、体部':半ＩＦ楕・：文帯が見える。

1..唇部侭４脳位の突起があり、そこから蕊ト.文あり、休部は拙位の沈線文で

埋めている。

高さ 容量２ 備考
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新道式期の住居杜出土土器

写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考

1２１ 369

370

０

１

２
３
４
５
６
７
８
９
１

1１

２
３

１

１

ＳＢ－５３

N０．５３１３２

1５４１６２１９１

１９７２００２７８

2７９３００

1,074

〃

NO75107

152153185

188195198

1,0641,065

2層

〃

N０．１４４６

8４１４４１５１

2６７２７６

２層

〃No.１２８

2層

NOL1０４２８２

２８３２８４７７土

〃NOll7

2５６２９８３０６

３１３３１５３２３

1,104

77土２層

〃７７土

２層

〃No.2９

6２２００

〃 Ｈ － ３

２層

N01,103

〃No.1,042

1,0471,049

2層

〃NOL297

２層

〃No.6４

〃 Ｅ － ２

〃NO239

２層

NｏＬ４６Ｅ－２

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

口辺部に三角区画帯、体部は縄文帯としている。三角区画帯の脇にキャタピ

ラ文、三角押文、区画の接点にヒネリを付け、新道式の特徴をよくあらわし

ている。体部の縄文はＲＬで五領ケ台式の縄文と類似。

１．とほぼ同様の構造を取る。体部に縄文ではなく、短隆帯を配列する。

これもｌとほぼ同様の構造、口唇部に４単位の突起と三叉文がある。口辺部

三角区画帯の中にも三角陰刻がある。三角区画脇のヒネリが顕著になってい

る ◎

新道式としては、特異な文様構造をもつが、文様要素は新道式の特徴をもつ。

特異な土器で胎土も赤レンガ状で他の土器とは異なる。

口辺部、三角区画帯、頚部三角区画帯、以下無文帯、楕円文帯、格子目文帯

としている。各文様帯脇にキャタピラ文、三角押文を施す。

口辺部文様帯は楕円文の変形、頚部無文帯、楕円文帯、無文帯、楕円文帯と

し、それに垂下文がつく、底部からの逆Ｕ字状のモチーフがある。やはりキャ

タピラ文、三角押文が多用されている。

口辺部三角区画帯、体部には楕円文帯が見える。

口辺部の三角区画帯が見える。三角区画帯の中に角押文の充填がある。

口辺部三角区画帯、体部に縦位の刻目短隆帯があるｏ２と同じ構造

口辺部に三角区画帯

口辺部の無文部の幅がやや広く、縄文地に三角区画帯、隆帯脇に三角押文が

見られる。口縁裏に三叉文が見える。

口辺部三角区画帯体部にも三角区画帯で隆帯脇にキャタピラ文、角押文が見

える ○

11と同様に縄文地三角区画帯が重壇する。
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写真 図 図NOL 出土地点 分類 文 様 高さ 容量‘ 備考

370

371

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

２
２
２
２
２
２
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２
２
２
３
３
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３
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１

１
１

１

１

１

ＳＢ－５３

No.１２１２層

〃Ｎ０２４３

ヶNo.241

〃

Nｏｌ

4６，

Ｅ－２

2７

５０

〃ＮＯ８７

168,309

2層

〃

NO321， 322

77土２層

〃

〃

N０２５，１５１

〃ＮＯ８０

1４１ 268

77土２層

〃ＮＯｌｌ８

2層

〃No.１３７

２層

Ｅ－ｌ７

〃Ｎｏ２４５

ＳＫ－ｌ８８

Ｓ－Ⅳ

ＳＢ－５３

Ｓ－Ⅳ

ＳＢ－５３

No.137

〃ＮＯｌ６１

199,204

〃２層

〃Ｎｏｌ３７

２５８２層

Ｅ－２

〃ＮＯｌｌ６

77土

〃２層

Ｇ－ｌＮＯ３

NolO31

5２

〃No.5１

5３

〃Ｎｏ８８

1６３，１０９

1６４，９８

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

口辺部楕円文帯、頚部にも楕円文帯、体部に三角区画帯が見える。隆帯脇に

キャタピラ文と三角押文を施す。

口辺部に楕円文帯がつく。

口辺部は不詳、縄文地に隆帯で区画帯を付け、隆帯脇にキャタピラ文と三角

押文が見える。

口辺部不詳、体部に楕円区画帯、三角区画帯、方形区画帯、三角区画帯と続

〈・隆帯脇にはキャタピラ文と三角押文が付く。

口辺部楕円区画帯、方形区画帯、三角区画帯と続く、隆帯脇にキャタピラ文

三角押文が付く。

楕円文帯か重壇する隆帯脇にはキャタピラ文は角押文に近い、一部にキャタ

ビラ文、三角押文がある。

小型浅鉢、縄文地、口縁部に一条の三角押文がある。

浅鉢、口辺部に半楕円区画帯、隆帯脇に角押文を施し、口縁下にも一条の角

押文、型式的に格沢式に位置しよう。

口辺部に楕円文帯を２段、体部に縄文地に大きな三角区画文を描くらしい

隆帯脇にはキャタピラ文と三角押文が見える。

０

口辺部不詳、体部に三角区画帯、本来無文帯部に縄文が見え、体部下端に楕

円文帯がめぐる。体部下端楕円文帯は当住居jhl二では少数

所謂抽象文土器、口辺部不詳だが、抽象文士器としては最も古いものの一例

であろう ○

体部破片で、楕円区画帯と三角区画帯が見える。隆帯脇に三角押文のみ使用

している。

体部下端に楕円文帯がめぐる。

体部に楕円文帯とそれからクランク状の垂下文がある。

口辺部無文帯とし、体部に方形区画をめぐらす。隆帯脇にキャタピラ文を施

す◎

体部下端に楕円文帯をめぐらす。

縦区文土器、区画の脇に裁刻を施す。

縦区画文土器、縄文地に半裁竹管内側で区画文を描く。

、

縦区画文土器、縦区画文といっても、体部で横帯に区切る手法が用いられる。

これはこの３例とも共通した手法と思われる。

無文土器、器面全体にヒダのような指頭圧痕が付く。

無文土器、３３と類似



－１２５－

写真 図 図NOL 出土地点 分類 文 様 高さ 容量０ 備考
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３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
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〃NOl20

1,028

〃

〃ＮＯ６０

139

ＳＫ－ｌ７５

NO33

ＳＢ－５３

NolOO，ｌｌｌ

１２７

１５４

Ｓ－Ⅳ

150

ＳＢ－５７

No.264

No.6８

ＳＢ－５３

N０３０１，２９９

6７， 2０１ ，

ＳＢ－５３

5０

NOL254,312

1,003,293

2層

〃No303

〃Ｎｏ２５２

1５

〃Ｎ０．７

５ 1４

〃７７土

2層

〃NoLl40

2層

NOL266

〃２層

〃〃

〃No.5９

1５１

2層

〃ＮＯｌｌｌ

〃NoL31

〃ＮＯ２７２

〃

〃Ｎｏ４４

8２，

269

274

〃Ｃ－８

無文土器、３３と同様だが口辺部不詳

湾曲した体部で壷形土器の体部であろうか、９のような刻目短隆帯がある。

無文土器、体部に２と同様な短隆帯が付く。

無文土器、口唇部に渦状に巻き、三叉文も付けている。体部には指頭圧痕文

が見える。

無文土器、口縁部に１条の沈線がめぐる。

無文土器

〃

〃

〃

〃 体部には指頭圧痕がある。

〃

有孔鍔付土器、赤彩されている。

ミニチュア

浅鉢、口唇部に指頭圧痕により波状にし、一ケ所円文が見える。

浅鉢、口縁部に４単位２対づつ突起がある。口縁部に三角押文が施される。

浅鉢

底部

底部

浅鉢、口唇部に渦巻状隆帯、口縁部に同様の隆帯が付く。

体部に縄文を施している。
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写真
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５２４

図 図NＣ
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出土地点

胸懸，
j…

墜卿麹

罰７２．｜

墓蟹’
2:，‘｜

;鰯・躯’’

製Mw蝿1．

分類 文 様

これは、上晴fFf.』土L,、土器すＺぱＢ;こ鴨すべき・器である。おそらく：ａ

層は堂.器すてぱの層である。井戸尻式に属する。Ｉ:唇部;ご大きなミミズク把

原を付;ﾅ、：．.'辺部文様袴、体部文様帯と続き、曲折底となっている。

これも土器すてばＢ侭属する土器であろう。曽利式期の条線文土器である。

ＳＢ７３の期尭とI司様な文様構成を取る。Ｉ:辺部は晶角fF近1‘,楕円Ⅸ1曲i帯で

ある。ただ:"施文具はキャタピラ文とヨ角押文を用いてしる。

;~!辺部に楕円Ⅸ脚帝、頚部ＩＦも楕円Ⅸimi帯とし、休部【よ不詳。

:I辺部iこ楕ｉＬ;文帯を３段めぐらし、体部は縦,『２分割し、指頭庄痕部と格子

。文部瞳分れる。隆帯脇ifはキャタ.ノラ文j-揖角押文値

:;辺部;こ楕・-:文帯、頭部に方形区間帯とし休部は不詳。１８と同様な文様構造

であろうか。

1胃辺部･晶角|X画帝、体部は不詳だが、・調区画かあるいは渦状をなぅと思わ

れる。：I辺部魁降帯脇を.･4角押文、中に玉抱き．.と叉文。

埋琵炉脇砿あった肖器で、Ｉ]辺部望角区画帯、頭部i『方形区間、休部に縄文

体部破片、体部ＩＦ大_畠角xilhi帯をめぐら:へ隆帯脇,F・キャタ:'ラ文とー 角押

文を施す。

全体の文様構成は不詳。ｉ:辺部(稲円文、休部HP楕円文帯をめぐらす。隆帝

脇渋キャタピラ文とと.角押文が見られる。

m辺部に_昌角区間帯といっても懸垂状隆帯が見える。隆帯脇Ｆキャタピラ文。

体部･lf部iFクランク状隆帯が見える。隆帯脇(ミキヤタピラ文。

体部偏ﾄﾞ部に大・調区画帯、隆帯脇ＩＦキャタごう文。

無文士器

浅鉢、１W辺部半楕円状の区脚帯(,;~.圭角押文。

高き 容量‘ 備考
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写真 図 図肌 出土地点 分類 文 様 高さ 容量、 備考
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1１５

１
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３
４
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６
７

１

１

２

３
３
３
３
３
３
３

〃２層

ＳＢ－４２

ＳＫ－ｌ

〃

ＳＫ－ｌｌ５

NＯ２

〃

ＳＫ－ｌ７５

NOL２

ＳＢ－５３

Nｏ９０ 1,013

1,020,1,066

1,067,1,075

1,099

２次層

ＳＢ－５３

N０１，０４４

〃No.1,026

〃No.1,047

〃NOl77

302,1,018

1,022,1,080

1,095 1,103

〃No.３

埋妻炉

〃No.１

２
５

，

４

3０

〃No.1３

〃

ＳＢ－６９

NＯｌｌ

〃Ｐｉｔ３

〃 Ｇ － ｌ

Nｏ８

ＳＢ－８０

埋妻炉

ＳＢ－８１

埋妻炉

〃Ｃ－ｌ９

ベルト内

ＳＢ－８１

埋斐

ＳＢ－５３

N０１１９，１７４

1,033,1,034

2層

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

浅鉢、口唇部に三角押文と一部キャタピラ文が見える。

埋整炉の直上に正位にあった土器。

浅鉢、口唇部に三角押文４単位２対の突起がある。

浅鉢無文。

底部。

底部。

阿玉台系土器、一般に阿玉台式土器の研究者は、阿玉台式に素直に含めない

が、胎土成形法ともに、当地の手法ではない。阿玉台Ⅱａ式に比定されよう。

口辺部三角区画帯、頚部無文帯、体部不詳。口辺部三角区画帯脇には２条の

三角押文、現存では三角押文のみ。

体部に大きな区画帯をつくり、その中に三叉状陰刻文を施している。

下端は平行四辺形区画帯をめぐらしている。

底部。

小型土器、縄文施文の丸底。

底部、縄文施文。

体部のみ、平行四辺形帯をめぐらし、それから垂下文を付けている。

隆帯脇には、キャタピラ文と三角押文を施している。

口辺部に三角区画帯をめぐらすが、重三角文となるが、三角が長く、ＳＢ－

53埋婁炉等の口辺部からの変化を伺わせる。

ＳＢ－８１の埋要炉として、ｌと一緒に用いられた。口辺部はＳＢ－５３の第１

次と第２次層から出土している。
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藤内式期の住居吐出土土器

写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量、 備考
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Ｎｏ９４

ＳＢ－３２

Ｎｏ２１７
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Ｎｏ９４,153,ｌ５４

ＳＢ－３２

Ｎｏ９２，２１０

SB-32

NOl34，ｌ７８

ＳＢ－３２
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縦区画文土器、頚部に本来ない文様帯である楕円文帯が入る。区画文土器と

しては、後出のものとして理解される。

抽象文土器、いわゆるサンショウ魚文が付く。頚部に楕円文帯、体部にサン

ショウ魚文が付く。いずれの文様もキャタピラ文で加飾される。

小型土器、頚部にキャタピラ文と波状押引沈線、体部は指頭圧痕文。

３と同様な文様構成を取る。補修孔がある。

これは無文内湾口縁をもつが、３ ， ４とほぼ同様な構成を取るらしい。ただ

し頚部から体部に何らかの文様帯が付くものと思われる。

楕円文土器、頚部に一帯の楕円文帯が付く。ただ体部に至る垂下隆帯がある。

あるいは口唇部に把手が付くものと思われる。

楕円文土器、口唇部に双環把手の付いたものである。頚部に一帯の楕円文帯

が付く。

楕円文土器、該期の一つの特色である楕円文の重だんが見られる。

浅鉢、口辺部曲折部に指頭圧痕状の凹文帯がめぐる。

小型土器、器面に指頭圧痕が施される。

浅鉢、口辺部に円文や菱形文をつけ、時には４単位の突起となる。

隆帯上にはキャタピラ文、隆帯脇には三角押文が施される。

浅鉢、口縁部の突起は２単位、口辺部に楕円文帯がめぐる。

口辺部に隆帯で大三角文を描き、その間に円文を埋める。いずれも隆帯上は

綾杉刻目、体部に楕円文帯、下部は縄文地に無文隆帯が下がる。

口縁部に１つの突起をもつ。突起には渦巻き三叉文があり、体部はＬＲの縄

文◎

口辺部に１箇所の円文、口縁下に２条の波状沈線、体部は０段３条の縄文。

口縁部に突起、突起の内側に半渦巻き隆帯がつく。器面に縄文が全面施文。

口縁部に波状沈線が２条、体部は縄文が全面施文。

口縁部に１条の沈線、体部に縄文。

小型土器、全面縄文。

全面縄文。

口縁部に波状沈線、体部に縄文。

口縁部に突起が付くらしい。体部は縄文地に円形磨消文と体部中央にｌ周す

る磨消帯。

3９
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写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量、 備考
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NOL８９，９２，
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ＮＯ２８ｐ

ＳＢ－５２

ＮＯ２１

ＳＢ－５２

ＳＢ－５２

ＳＢ－５２

ＮＯ３１

ＳＢ－５２

ＳＢ－５２

ＳＢ－３２

Ｎｏ４８

ＳＢ－５２

ＳＢ－５２

ＮOL８６，９６，

ＳＢ－５２

ＮＯ６９，７１，

ＳＢ－５２

Ｎｏ８３

６
６
７
６
６
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６
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６

浅鉢、口縁部に２条の半隆帯文をめぐらす。半隆帯上には爪形文が施される。

体部は縄文。

底部。

当住居杜とはまったく異なる時期のもの。住居i''二覆土内の土壌であろうか。

口辺部に沈線文帯、体部に三角文帯、楕円文帯と続く。

口縁下に爪形文をめぐらし、縄文地にいわゆるゲジゲジ文が付く。

楕円文帯が３段重なるが、下段は変型している。隆帯脇にはキャタピラ文と

波状沈線が付き、やや古い様相を示す。

口縁下に１条沈線がめぐり、体部上半に縦区画文、下半に縄文縦区画の中は

半隆起線の脇にキャタピラ文時には三角押文を施す。

縦区両文土器。

縦区画文土器のミミズク把手。

縦区画文土器。

小型土器、口唇部に円文を付け、体部には短隆帯が付く。

底部、体部下端に三角区画帯。

底部、体部下端に楕円文帯。

底部、縦区画文士器。

底部。

無文地に隆帯彫刻文を付ける。

Ｘ把手付大喪片、ＳＢ－５６に属するものであろう。

浅鉢、頚部に波状粘土紐をめぐらし、体部は縄文。

浅鉢、縄文が付き、底部に網代。

50.2 23.0
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井戸尻式期の住居吐出土土器

写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量０ 備考
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小型土器、無文。

台形土器、台部と脚部の接合部がはめ込み式となっている。

口辺部と底部不詳、体部は現存では３段の文様帯をなし、各個の文様は半肉

彫刻文で飾られる。

口唇部に大きな把手が付く。ミミズク把手が内側を向き、口辺部に隆帯と彫

刻文で文様帯をめぐらせ、体部は０段３条の

口唇部からＪ字状隆帯が下がり、口辺部は角押文２条で．の字状に施し、頚

部体部に楕円文帯が付く。異時期の混入。

縦区画文土器の底部。

〃

浅鉢、口唇部に刻目がある。おそらく格沢式に属するものであろう。

小型土器、沈線文を施す。

有孔鍔付土器、底部に４単位の刻目、赤彩あり。

台形土器、住居祉床面下に掘られた浅いピットに逆位に入っていたもの、大

型の台形土器である ●

０

浅鉢、４単位の波状口縁。

縄文地、に磨消円文と沈線文を加えている。

口縁部に１条の沈線、体部は縄文が付く。

小型土器、器面全体に縄文が施される。

底部、縄文が施される。
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写 亘
〆、 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量０ 備考
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NｏＬ３１－４

ＳＢ－８３

６
６
６
６
６

大尭の無文口辺。

口辺部不詳、休部に底隆帯で渦巻文を展開させ、その間を条線で埋めている。

口辺部つなぎ弧文、つなぎ部からＨ字状隆帯が下がる。その間に矢羽状条線

を施し、中央に波状沈線を加える。

<ぴれ口辺の浅鉢、体部上半に沈線で楕円文をめぐらせ、その中に刺突文を

施す。

口縁下に１条の沈線、体部は縦位の条線地に波状沈線を垂下させている。
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曽利式期の住居杜出土土器

写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考
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〃
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炉

〃
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〃
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NO54
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８
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８
８
８
８
８
８
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８
８

口縁部不詳、体部に縦位の条線に波状沈線を下げる。

把手付壷逆Ｕ字状の沈線区而の中に縄文ＲＬとその間にワラビ手状沈線、両

耳把手が特色的

斜沈線文土器、口辺部斜行沈線、頚部沈状粘土紐、体部は条線を地文として

粘土紐でモチーフを描く。２７と並んだ逆位底部穿孔埋喪。

口辺部無文、頚部沈線文にＸ把手が１ケ所付く。

体部は縄文ＲＬ。

台付有孔鍔付土器、孔は内孔であり、おそらく２孔２単位、鍔下の体部に沈

線で渦巻文を描く。

浅鉢、頚部に沈線文、体部に縄文ＲＬ。

口辺部に縄文。

大型長胴尭の口辺部、口辺部無文、頚部に沈状粘土紐を付ける。

大型長胴妻、頚部に沈線文の上に粘土紐を貼り、格子目状とする。体部は主

モチーフを竹管修形隆線で描き、その脇に波状粘土紐を貼付し、やや太い条

線を加えている。

大型長胴嘉、頚部に格子目状粘土紐がみられる。

大型長胴喪、頚部に大波状の竹管修形隆線で描いている。

大型長胴尭の頚部。

大型長胴尭の口辺。

口辺部不詳、体部に縄文を施し、粘土紐を貼付している。

大型長胴尭の口辺。

撚糸文地に口辺部に弧状沈線文を描き、その中に刺突文を加えている。

23.7

42.9

23.0

21.0

28.6

4.1

21.5

3.0

2.9

24.5



－１３３－

写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考
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NOL2０
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NoL5
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大型長銅婁の口辺部。

大型長銅婁、口辺部無文、頚部に水平粘土紐の上に波状粘土紐を加え、体部

は粘土紐の上に波状粘土紐を加えて、主モチーフを描き、空間を条線で埋め

ている。

大木8b系土器、口辺部の細く沈線を加えた把手は大木式のものである。体部

(ま撚糸文地に半隆帯で垂下隆帯とＵ字状モチーフを描く、一部剣先状である。

当地の大木系土器は撚糸文地となり加曽利Ｅｌ式のフィルターを通過したも

のと思われる。ＲＲＲのＬ巻き。

台形土器。

大型長銅嘉の体部、頚部と体部のモチーフを波状粘土紐で描いている工芸的

にすぐれたもので、図化した。

頚部に波状粘土紐を貼付、この種の頚部は井戸尻式から曽利ｌ式にかけて見

られる。

浅鉢、頚部に楕円沈線文と綾杉状隆帯がみえる。

重弧文土器の口辺部。

大尭の口辺。

条線地に波状粘土紐を貼付。

大喪の無文口辺。

条線地に竹管修形隆線でＵ字状のモチーフを描き、その脇に波状粘土紐を

貼付。

27と同一個体であろう。

条線地に波状粘土紐を貼付。

口辺部につなぎ弧文の隆帯を付け、弧文の中に縦の沈線を加えている。
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写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考
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Ｃ－５
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ＳＢ－２０

ＳＢ－２０

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
８
８
８
８

体部文様帯のみの土器で、低隆帯で渦巻状のモチーフを描く。

大喪の体部下部、竹管修形隆帯でＵ字状モチーフに下からつきあげる逆Ｕ字

状モチーフが見える。

体部のみ、矢羽状条線に波状沈線を垂下させる。

浅鉢、頚部に沈線で細長い楕円文を描く。

浅鉢、頚部に沈線モチーフとハの字状沈線文がみえる。

口縁下に沈線をめぐらせ、条線地に連弧状モチーフを施す○

縄文地に口縁部に沈線文を施し、頚部にもｌ～２条沈線をめぐらす。

斜行沈線文土器の頚部。

斜行沈線文土器の頚部。

大喪、頚部に沈線地に粘土紐貼付の格子目文帯をめぐらせ、体部は主要モチー

フを竹管形隆帯で描き、脇に波状粘土紐を貼付している。

Ｘ把手付大要。

加曽利Ｅ式土器、胎土成形ともに曽利式とは異なる。縄文ＲＬ。

浅鉢、口辺部不詳、条線のみ。

縄文地に口辺部に連弧状波線を描き、体部に波状沈線を垂下させる。

小型土器、５５と同様な文様を描く。ＲＬ ０

深鉢、全体に撚糸文を地文とし、口辺部につなぎ弧文状の沈線を描き、つな

ぎ部に渦巻き三叉状モチーフを描く、口辺部に刺突文を施す。この種の土器

は当遺跡では類例は多い。

底部。

口辺部。

口辺部。

21.8 15.0
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写真 図 図NＣ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量、 備考
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頚部に刻目隆帯。

摺曲文土器の口辺部。

体部破片、条線地に波状粘土紐を貼付。

〃 〃

肥大口縁とつなぎ弧文を合せたような口辺部文様帯、頚部無文帯とし、体部

Iま条線地に渦巻文を描く。

つなぎ弧文状に隆帯で口辺部文様帯をなし、体部は縄文地に沈線で垂下文を

描く Ｃ

体部下部に斜位の条線と垂下隆帯が見える。

浅鉢であるが、口頚部がくびれて壷のようでもある。頚部につなぎ弧文様の

モチーフを描き、中をハの字文で埋め、つなぎ弧文から垂下する沈線もある。

浅い条線が見える。

大要の口辺部。

浅鉢、頚部に波状粘土紐をめぐらし、体部は条線である。

浅鉢、頚部に隆帯をめぐらし、その上に爪形文を施している。

浅鉢、頚部に波状粘土紐をめぐらし、体部は縄文である。

浅鉢、頚部に刻目隆帯をめぐらし、体部は縄文ＲＬ。

縄文地に田の字状区画沈線を施す。撚糸文Ｌｏ

縄文地に口辺部は弧文状隆帯、頚部に隆線をめぐらし、それから隆線を垂下

させている。

口辺部不詳、体部に連弧状の隆沈線を施している。ＲＬ

器面全体に縄文施文し、その上に連弧文を描く。

○

口辺部に沈線をめぐらし、体部に逆Ｕ字状区画を沈線で描き、縄文を施し、

その上に波状沈線を加えている。

重弧文土器の口辺部。

重弧文土器の口辺部。

1９．４

１４．５

１５．４

１．６

１．０

２．０
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写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考
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、

頚部に半隆起線を施し、部分的に刻目を施している。体部は条線地に波状粘

土紐を貼付。

大型長銅妻の体部、竹管修形隆線でＵ字状モチーフを描き、波状粘土紐を加

えている。

大型長銅要、頚部に沈線地に粘土紐貼付の格子目帯とし、体部はＵ字状モチー

フを竹管修形隆線で描き、波状粘土紐を加えている。

口辺部。

Ｘ把手付大喪。

口辺部に低隆帯と垂下隆帯があり、矢羽状条線地に波状沈線を垂下させてい

る ○

4単位の波状口辺をもち、波状にそって沈線を数条めぐらす。体部に条線を

施す。口辺部に一部粘土紐が付く。

4単位の波状口辺、縄文地に波頂部から粘土紐が波状に垂下する。

縄文地に結節縄文が見える。当遺跡では結節縄文は稀少である。

連弧文土器、胎土成形等から搬入品であろう。

浅鉢、無文。

後期の土器、称名寺式の終末か。

斜行沈線文系土器。

大蕊の体部。

ピットの中は破片の状態であったので埋妻としては妙である。口辺部に隆帯

のつなぎ弧文、頚部無文帯とし、体部に垂下沈線と波状沈線を施す。

X把手付浅鉢、口辺部にＸ把手と体部に縦位の条線

連弧文土器、口縁下に３条の沈線を施し、その間に刻目を施す。体部は撚糸

文地に連弧文を施している。搬入品か？

本来大型長銅婆の文様構成であろう。頚部に沈線をめぐらし、体部にＵ字状

モチーフをなし、一部に波状粘土紐を付けている。
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写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考
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斜行沈線文士器の口辺部。

妻形土器の口辺部、頚部に波状粘土紐がある。

大要の体部、竹管修形隆帯のＵ字状モチーフがある。

大要の体部。

大要の口辺部。

Ｘ把手付大尭の口辺部。

小型土器、縦位の条線がある。

Ｘ把手付大喪、隆線が低く幅広くなっている。

Ｘ把手付大喪。

浅鉢無文、頚部がくびれ口辺が外反。

浅鉢無文、口縁部がやや肥大する口辺が内湾。

台形土器、無孔、脚部の磨耗が著しい。

肥大口辺系土器、口辺部にＳ字状沈線文と円文がある。頚部に無文帯、体部

に大きな渦巻文を展開する。条線は縦位で一部に波状沈線が垂下する。

肥大口辺系土器、口辺部に円文がならぶ、体部は垂下隆帯と縦位の条線があ

り、波状沈線も加えている。

肥大口辺系土器、口辺部に円文がならぶ、体部は口辺からつながる低隆帯が

大きな渦巻文を展開する。

肥大口辺系土器、口辺部に円文とＳ字文がある。

つなぎ弧文の口辺と肥大口辺の折中的である。体部は低隆帯でモチーフを描

き、条線は斜位で埋めている。

ＳＢ－５６の103に類例がある。隆沈線で弧文や円文を描き、その中を条線で

埋めている。
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写 真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考
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大要の口辺。

大喪の体部、垂下隆帯と条線地に波状沈線がみえる。

おそらく器面全体を大きなモチーフを描くものであろう。大きな渦巻文を展

開し、縦位の条線で埋めている。

浅鉢、頚部に中を条線で埋めた楕円文と渦巻文が並ぶ。

浅鉢、２９と同様であるが、渦巻ではなくＳ字文となっている。

Ｘ把手付浅鉢、頚部に中を条線で埋めた楕円文帯と半隆起線による渦巻文が

ある ０

壷形土器、無文で直立した口辺は失われている。体部に２本の半隆起線によ

る渦巻文を展開させ、これにそって条線を施している。

壷形土器、３２とほぼ同様である。Ｓ－Ⅲ区のＳＢ－７２においても同様な箇体

が２つあり、対照的である。

大喪の底部、体部に半隆起線による渦巻文があり、条線は渦巻にそう部分が

見られる。さらに条線の上に波状粘土紐を加えている。

蕊の底部、垂下隆帯が２本見られ、縦位の条線の上に波状沈線が見られる。

深鉢の体部、沈線区画の中に条線と刺突文が見える。

底部。

底部、条線がある。

底部、条線。

底部。

深鉢の体部、縄文地ＬＲに垂下沈線がある。

小型の重弧文土器。

肥大口辺系土器、口辺部に円文が並び一部Ｓ字状沈線がある。体部は低隆帯

に渦巻沈線を加えたモチーフと横位の条線が施される。

口辺部に１本隆帯によるつなぎ弧文を施し、弧の中に沈線を加え、垂下隆帯

が２本下がる。

体部全体に渦巻文が展開するもの、体部文様帯のみ。

これも体部文様帯のみの大区､iに条線。
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写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考
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口辺部につなぎ弧文。

Ｘ把手付大要、頚部にＸ把手、体部に渦巻文が展開し、３本の渦巻隆帯にそっ

て条線が施される。

Ｘ把手付喪、頚部にＸ把手、体部に２本隆帯による渦巻文が展開し、条線は

縦位に施される。

口縁部に沈線をめぐらし、体部に条線を施し、頚部に沈線を３条めぐらし、

体部に連弧状沈線を施している。

口頚部にＲの撚文と体部の縄文はＬＲで異なる。口辺部は変形した連弧状で

ある◎体部もまた同様である。

口辺部不詳、体部に縄文ＲＬ、底部に網代、底部穿孔の正位埋要は本例のみ。

全縄文。

Ｘ把手付浅鉢、頚部に波状粘土紐をめぐらし、体部に縄文がある。

Ｘ把手付浅鉢、頚部に波状粘土紐をめぐらし、体部に縄文Ｌがある。

全体に縄文が施され、口辺部に弧状沈線、体部に逆弧状沈線が施される。

浅鉢の底部が縄文である。底部が磨耗している。

小型浅鉢。

4単位の波状口縁をもつ深鉢、全面に刺突文を施し、波線で文様を描く。

50.8

8.4

35.8

1.0
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写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量、 備考
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下層のＳＢ－６８か80の土器であろう。口辺部の三角区画帯は失われ、頚部を

無文帯とし、体部に三角区画帯がめぐる。隆帯にそったキャタピラ文と三角

押文が特徴的である。

１１辺部無文で開く、体部の文様は不明だがキャタピラ文と三角押文が見える。

浅鉢、口縁下に指頭圧痕隆帯がある。

小型土器、縄文地ＲＬに刻目隆帯があり、その脇にキャタピラ文が見える。

底部。

無文の小型円筒形土器、粗製土器。

底部文様帯とし、三角区画帯が見え、隆帯脇にキャタピラ文。

〃

カゴ目文口辺土器、貼付粘土紐が失われ、斜行沈線文土器と同様になってし

まう。頚部に粘土紐をめぐらせ、体部にも波状粘土紐が垂下する。この種の

土器としては小型品である。

斜沈線文土器の口辺。

大喪の口辺。

X把手付大喪の体部。

口辺部文様帯は、つなぎ弧文があり、弧文の中に沈線がある。体部は大きな

文様帯となり、肥大口辺系土器と類似。

１１辺部につなぎ弧文、頚部無文地に弧状沈線を連続させている。

口辺部不詳、体部に縄文地に垂下隆帯と波状隆帯を垂下させている。ＲＬ

大型長銅妻の口辺部、頚部に沈線がある。

０

曲折口辺の口頚部、頚部に長楕円文力竹管修形隆線で区画され、部分的に刻

目を施している。

1７．１ 1.5
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写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量０ 備考
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浅鉢、無文。

大型長銅妻の体部。

大型長銅婁の口頚部、頚部に波状隆線がある。

小型土器、頚部に沈線地に粘土紐を貼り付けたカゴ目文があり、体部にＵ字

状の粘土紐が貼り付けられる。

小型土器、口辺部無文、頚部に波状粘土紐がめぐるらしい。また、やや伸び

たＳ字状粘土紐も同時に施され、体部に２本の垂下隆帯があり、条線地に波

状粘土紐がある。

口縁下に粘土紐と波状粘土紐を付け、体部全体に無節縄文Ｌがあり、Ｕ字状

の粘土紐と波状粘土紐が見られる。

深鉢の体部、縦位の条線がある。

浅鉢、口縁部に粘土紐で折り返し状に貼付している。該期の浅鉢としては数

少ない例である。

台形土器、無孔有脚。

大型長銅妻、頚部に水平粘土紐を貼り付け、さらに波状粘土紐を加えている。

体部には３本の刻目隆帯が垂下し、この期としては稀な櫛歯状工具で条線を

施し、さらにやや太い波状粘土紐を施している。

口縁部を欠く、大型長銅嘉、頚部をめぐる２本の刻目隆帯が垂下文に連なり、

十字文となり３本隆帯となって下がる。体部は条線で埋めている。

曲折口縁浅鉢、頚部に竹管修形隆線と刻目があり、４単位に円文を付けるら

しい。

大喪の口辺。

大喪の口辺。

小型無文土器。

大要の口辺部。

口縁下に２条の沈線をめぐらし、そこから垂下沈線を４単位おろす。その中

を矢羽状条線で埋め、そこに波状沈線を施す。

X把手付要、床直出土である。Ｘ把手が４単位付き、体部の渦巻文は１本隆

帯となり、渦巻隆帯にそった条線もみられ、体部下部は横位の条線である。

口辺部に円文と楕円文の沈線をめぐらせ、垂下沈線はワラビ手状と長楕円文

になり、体部をハの字文で埋めている。

体部に渦巻状垂下隆帯がみられ、ハの字文で埋めている。

1９．０

17.8

1.0

3.4
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写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量、 備考
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６
７
８

ＳＢ－７８

６
７

Ｇ
Ｇ

ＳＢ－７８

正位埋尭

ＳＢ－７８

Ｇ－３

７

６
８

８
９
９

沈線で４単位に．の字状大区画をなし、その中をハの字文で埋めている。

加曽利Ｅ式土器、４単位の突起をもつ、口辺部に沈線による楕円文帯をめぐ

らし、そこに縄文が施され、頚部無文帯とし、頚部下に指先圧痕による刻目

帯をめぐらし、体部に逆Ｕ字状区画の中に縄文を施し、さらに波状沈線を加

えている。さらに区画の問にワラビ手沈線がある。

把手付小型妻、口縁部は失われている。体部の文様帯は７とほぼ同様である。
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Ｓ－Ⅳ区土壌出土土器

写真 図 ⅨlNO 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量２ 備考
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Ｅ－９
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９
４
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一
一
一
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Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｅ

２

１

１

１

１

２
１

一

７
８
８
８
８
８
８
６
６
８

5本ｌ単位櫛歯状工具による条線のみ。内面胴下半部にスス付着し、器壁の荒

れ・ヒビ割れの著しい部分が幅１０cmほどでめぐっている。外面は胴中半部にス

ス付着による黒色部著しい。

頚部４本の横走隆帯上は半裁竹管内側による刻み。頚部隆帯直下に半裁竹管に

よる２本沈線がめぐる。胴部は隆帯貼付による懸垂文が少し残り、地文は半裁

竹管条線。

おそらく４単位のｘ把手をもつ。胴部文様は２本隆帯と隆帯間・脇の沈線によ

る大渦巻文と、付随する小渦巻文。地文は細い半裁竹管による縦・斜め方向条

線○

台形土器。台部がぶあつい。脚部接地面は非常に擦り減っている。

まず頚部と胴部の境を一本の横走隆帯で画す。頚部は斜めの集合半隆起線→２

本１組の斜めの隆帯→上端の波状粘土紐→下端の隆帯の上方に沿う横走隆帯→

半敵竹管内側を押圧して刻みを施す、という順序をとる。服部は３，４本１組

竹管整形隆帯により主モチーフ「 Uｊ」状文十直線垂下文各３単位を作る→波

状粘土紐→地文半裁竹管による条線。主モチーフ貼付後いずれかの段階にて頚

部と同じ刻みを施す。

頚部横走粘土紐、波状粘土紐→胴部３本１組竹管整形隆帯による主モチーフ、

逆「Ｊ」字の先端が渦巻いているか、あるいは「Ｕ」字の中に渦巻が入るか。

直線垂下文は途中四つ足状に屈曲する→地文半裁竹管による条線→波状粘土紐。

頚部４本の横走隆帯と波状隆帯→胴部は３本１組隆帯による「

位とＪ字文と直線垂下文。「 U」

山」状文２単

」状を作る隆帯はところどころ短い隆帯に横

切られる。Ｊ字文の先端に花びら状に波状粘土紐がつく。隆帯上端に渦巻状粘

土紐におおわれた円すい状突起あり。→半裁竹管による条線。５．６番に比べ、

胴部懸垂文の作り方などやや古い感じがある。以上３個体は、破片にされてか

ら同一土壌に埋置されたと思われる。器体にゆがみを持っており、製作上成功

したとは言えないものであろう。

文様がすべて沈線で表現される。胴部文様は２～３本１組沈線による大渦巻文

4単位、また蛇行沈線が２単位垂下する。胴部地文は棒状工具を用いた斜条線、

蛇行沈線の周囲は条線は綾杉状となる。施文順序はＸ把手をつなぐ沈線・胴部

渦巻文→条線→一部の沈線の引き直し・蛇行沈線である。

Ｘ把手欠損。Ｘ把手をつなぐ２本隆帯、把手裾に渦巻文→胴部条線は半裁竹管

によるが、一部その背を使った？１本引きとなる。→隆帯に沿って沈線、蛇行

沈線。

Ｘ把手の部分の破片。細い半裁竹管による条線。

胴部破片。２本１組垂下沈線→３本ｌ単位櫛歯状工具による条線→蛇行沈線。

口縁部に２本の横走沈線→胴部地文、５本ｌ単位櫛歯状工具による条線→胴部

2本１組の垂下沈線４単位。沈線の間の条線を磨消している→蛇行沈線。

口縁部に太い横走沈線が１本めぐる→胴部条線。６～７本１組の櫛歯状工具に

よると思われる。

胴部全面地文、縄文０段３条ＲＬ。くっきりと整った施文。無文口縁が内蛮す

る ０

深鉢の胴下半部を、接合面にて切り、そこを擦って再利用に供したのであろう。

全面縄文ＲＬ。

４単位の山形突起がつく。口縁部に横走隆帯が１本めぐる。胴部文様は隆帯に

より小渦巻文と、それをつないで展開する文様を作っている。地文は半裁竹管

によるまばらな条線。ＳＫ－４０（Ｆ－８グリッド）破片を中心に、比較的大き

な接合破片が広域に散らばっている。

5９．８

６．１

７３．２

８３．３

6０．９

8３．１
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写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量２ 備考
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ＳＫ－４６

ＳＫ－５２

ＳＫ－５３

ＳＫ－５３

ＳＢ－５０

ＳＫ－５３

Ｅ－８

Ｅ－ｌｌ

Ｆ－８、土

器すてばＣ

ＳＫ－５３

Ｅ－ｌｌ

ＳＢ－５０

ＳＫ－５３

ＳＢ－７８

ＳＢ－２２

Ｅ－ｌｌ

Ｆ－９

Ｓ－Ⅲ表採

ＳＫ－５３

ＳＫ－５３

ＳＫ－５３

ＳＫ－４８

ＳＫ－７５

ＳＫ－７８

ＳＢ－４８

Ｅ－８

８－１

８－２

８－２

８－２

８－２

曽(4)(5)

８－２

８－２

６

８－１

８－２

胴部に縄文ＲＬを持つ浅鉢。

４単位大把手にやや欠損部分が目立つ他はほぼ完形である。把手は対向する２

単位ずつが類似。輪にした粘土を組合せて造形し、全体に半裁竹管による半隆

起線を幾重にも加飾する。把手の間に対応する位置の頚部に４単位のＸ把手が

つく。胴部は２～４本１組の竹管整形隆帯（ただし隆帯間は棒状工具で整形し

なおしていると思われる）により懸垂文を作る。大把手下から垂下する逆Ｊ字

状懸垂文４単位のうち２単位が先端二又に分れ一方が渦巻き一方がさらに垂下

する。懸垂文の先端は渦巻くが、その部分が特徴的に盛り上がる。服部地文は

5本ｌ単位櫛歯状工具による条線。土壌内に横倒しでつぶれた状態で遺存した。

おそらく横位に埋設したものであろう。

貫通孔を有する３単位の把手のうちｌ単位と、小突起３単位はいずれも頂部に

渦巻文を持つ。口唇上面には渦巻を結ぶ沈線がめぐる。口縁部文様帯は隆帯を

用いて、渦巻文をはさむ特異なマド区画を作る。区画内は半裁竹管を用いた縦

列沈線。この口縁部文様帯は曽利式の肥厚口辺が崩れて低平になり、加曽利Ｅ

式の口縁部のマド区画を採用してできたものと説明できる。胴部は垂下隆帯６

単位によりｎ状に区画されるが、隆帯の位置に規則性なし。半裁竹管による縦

方向条線上に、大ぶりな蛇行沈線。

口縁部に無文帯が存在し、その下が２本隆帯渦巻つなぎ弧文の口縁部文様帯と

なる。隆帯は全体に低平で、沈線が沿う。半円形のマド区画内は半裁竹管によ

る沈線。胴部は渦巻から垂下する隆帯によりｎ状に区画され、区画内は半裁竹

管による綾杉状条線と蛇行沈線。文様は６単位。

口縁を打欠き、擦って再利用したものであろう。胴部は低平な隆帯上に沈線を

引いて隆帯を２本に見せる手法で、大渦巻文を作っている。条線は１本ずつ、

ただし半裁竹管を使う部分もある。

無文口縁部が長く、直立気味である。Ｘ把手４単位。胴部は２本隆帯による大

渦巻文をもつらしい→地文半裁竹管による条線→隆帯に沿って沈線（なで） ○

頚部４単位Ｘ把手と、Ｘ把手をつなぐ隆帯。胴部は１本の幅広隆帯による大渦

巻文、隆帯両脇に沈線が沿う。頚部隆帯と胴部隆帯の連結部に沈線渦巻文が入

る所がある。胴部地文６本ｌ単位櫛歯状工具による条線。

Ｘ把手付の妻の口縁～頚部破片。

大型土器おそらくＸ把手付大婁の胴部破片。２本隆帯とそれに沿う沈線による

大渦巻文。地文は櫛歯状工具による縦・斜方向条線。

両耳把手は欠損するがＸ把手であったらしい。頚部横帯は隆帯で区画を作り、

区画内は隆帯に沿う沈線と半裁竹管による沈線列。区画間に沈線によるＳ字文。

口縁無文帯は断面三角形状に肥厚、ｌ単位の環状把手がつく。胴部文様帯は、

2単位の垂下隆帯と２単位の逆Ｊ字隆帯で器面を分け、半裁竹管半隆起線で縦

長の矩形区画を作る。区画内は縦・横・斜めの沈線列を基本に、沈線列上の波

状沈線、三角押引文列などバラエティがある。

Ｘ把手付大喪の胴部破片。３本１組竹管整形隆帯は、外側２本がワツカ状に閉

じている。地文は１本引きの細かい条線。

頚部横帯はしっかりした隆帯で上下端を画し、細い隆帯による渦巻文とＵ字

を交互に配す。その問の地文として１本引きの沈線列を施文する。

5５．４

把手頂

まで

７１．０

３４．６

２７．０

把手頂

まで

3０．６

２７．０

3６．８

7.4

1５．０

広域接
合土壌
とはな
れたグ

リッド
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史 様

．緑４単位の;１１形に嘘上.る節分は、粘上を貼付して三角すい状に突出きせ、そ

の上に沈線を深くえぐる様に施文して横Ｓ字文・円形文を描出している。口緑

部文様帯は２本隆帯に患る弧状文・隆帯間沈線は弧の連結部(=て渦巻く。臆辱

'二面に：本の太い沈線がめぐる。紹部文孫補は口緑部から斜めﾄﾆおりる太い沈

線に‘鴬る渦巻文４単位。溺蓋",小猫響が沿う所もある。１１縁区画内・胴部、

地文は棒状I:具先端による列点文⑥胎上・色調も含め異質な１二器であり撤入品

と考える。

櫛歯状工具による条線・・３本１組沈線による連弧文、〈ぴ郡部は横走。

無文！]緑が直立し肩がやや張出･ﾘ．ｃ鎧も突出する部分に唾帯をめぐらし、その

上方に３本の沈線を横走ぎせる，

蕪鉢"〕可礁唾騨ｉＪ離して胴I;･半部のみ再利用に供したものであろうが、切１７１１

はよく調幣きれ本来的なロ緑部と言っても遜色ない‘》その擬似I]縁部分臆隆帯

がめぐり、４単位３つずつの刻みがある。以下全而縄文０段３条Ｒ二．。

頚部上繊帯は２本の枇走隆帝Fはさまれた波状隆帯。胴部文様帯'よ３本１組隆

帯穐よる』ず状懸砿文４単位。懸飛女.張端は２本の隆帯で頚部とつながり、懸

垂文下端から同じく２本隆帝力唾下すあ。隆帯_該りみ、地文二本ﾘlき沈線によ

る条線。

頚部ｾﾞ様轄iよ猫,F陛帯と波状隆帯各２本ずつから成る砦膳部文様帯は３本１組

隆帯によるＵ字懸垂文、おそらく３単位。懸垂文の-･端に渦巻状突起がつく一

胴部地文半減竹管Ｉ馬よる浅い条線。なお内面の底から５ｍ位のところ:毎幅８ｃｍ

樫の著しい里琴総論がある。

大把手Ｚ単位のうち１価残存。把手は棒状弓~､具ﾄー ふる1ﾘ形又・渦巻文・交互刺

突（沈総〕などで加飾きれる。火把手刺"〕顎部にＸ把手２単位、把手間は低平

験隆帯と隆帯-.'二・脇の４本の沈線でつながれる。胴部は把手;-Ｆi二隆帯によるＨ

字状文がある。隆帯ｋ刻み。地文は半稔竹管眠よる条線。把手装飾の仕方・頚

部把手のつなぎ方・胴部懸耽文の作り方を考えると、同二土壌の他の．i器より

やや'識』が古いと思われる。

頚部の幅広い文様帯は斜めの集合半隆起線･季.::下を画す潰走隆帯や波状隆帯と

いう施文順序をとる‘,胴部文様帯は３本：組隆帯によるI;字状懸正文と、Ｕ字

の中に入る将異な涌曲を持つ垂.F隆帝《，Ｕ字状文姓Ｗ字状屈曲を持つ⑳隆帯上

は半栽竹管内而を附いた刻み。順序は:恩:モチ…ブ→地文細い半裁竹管侭よる条

線‘･陽刻み。

頚部は６本の竹管整形縫帯を横走ぎせるが、懸垂文上端部分のみ縦走とする‘

脂部懸垂文は竹管整形隆帯によるＪ字文と直線垂下文各２単位と、ｒ字文の中

iこ入るＳ字文。Ｓ字文は福広粘二』:を貼付してＳ字を作り、さらにその鷺．､に竹管

整形隆椛をのせている。胴部地文半蔵竹管脆よる条線。

38審と酷似するが文様の作り方は違っている；頚部・胴部とも幅広除帯を貼付

し、その_1-.iこ半裁竹管半隆起線を弓:いて竹管箔掛詮需に見世･そいる。'1M部懸垂

文はじ字文、Ｓ字文、直線垂ド文２単位ずつ。直線采.1,文は途匡.ijL-側が乱角形

状に屈曲し、冒違角内部をけずり出して無文とする。１７字文、Ｓ宰文の半隆起線

の中央の条は、半裁竹管をrコンパス文風に動かして波状文と司る。

曽利式の典型的なI|縁・頭部ａ弧首|ｗ勢諏半陸迄燕･‘･斜行粘二』紐･波状粘土紐。

ずんぐりとした胴F半部の特異なラインは東海地方の.』二器の器形と類似する。

１１縁部は４単位の波状：．|緑を呈し、波頂下が内湾する。器全而にわ売り撚糸文

Ｌの縄をＬ巻きにしたものを施文する。．〈ぴれ部に描走する波状隆帯→胴部

に垂下する波状隆帯８単位を貼付する,波状隆帯以外、つ室り地文・器形など

昔利式にはない要素を採り入れているＣ

大型深鉢の胴下半部･~-底部。

高苔cn1

1３．２

6０－０

40.6

6J1-5

3８．５

容量

卜

'識１

１ １

１ｉ

’１２．９

１‘

｜’

‘備考



－１４６－

写真 図 図No. 州土地点 分類 文 様 高さc、 容量０ 備考
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胴部中半の楕円区画横帯をはさんで上下に幅広い区画帯が配される。胴上半部

に縦長の楕円区画がある。胴下半部には先端がふくらみ五指状となる特徴的な

隆帯がある。隆帯に沿って基本的に２列の角押文がめぐる。区画内は角押文に

よる波状文が入る。角押文に沿って刺突文（裁痕）が施される所がある。その

刺突と隆帯上の刻みは、細い円形の竹管を用いている。

器全面撚糸文、Ｌの縄をＬ巻きにした原体を用いる→口縁部に横長の刺突文２

列。

胴部最下段は平行四辺形の区画帯となり、その上段は幅の広い素文帯である。

隆帯に沿ってキャタピラ文、三角押文。区画内は三角押文による斜めの波状文。

口縁部は地文縄文細かいＲＬ上に、沈線により横Ｓ字文を描く。Ｓ字の両端は

円形となる。沈線には細い波状沈線が沿う。胴部は隆帯により抽象文（サンショ

ウウオ文）を作る。隆帯にキャタピラ文、波状沈線が沿う。抽象文の枠内は、

円形に施したキャタピラ文上の円形沈線文、三叉文などで埋める。縄文は口縁

部と同じ。屈折底部直上に楕円区画横帯あり、区画内キャタピラ文と波状沈線。

中型深鉢の、内琴する無文口縁。

胴上半部は楕円区画横帯が２段以上重なる。区画内は隆帯に沿って半隆起線、

その内部に円形刺突文、交互三叉文。横帯直下にキャタピラ文と波状沈線◎胴

上半部は縄文ＲＬ。

全面地文縄文ＲＬ→口縁・胴部<びれ部に横走する波状隆帯→縦方向に波状隆

帯が垂下し、胴部の横走波状隆帯を横切る。１０単位。

大型深鉢の口縁部。

胴部は細い１本引きの条線。

円筒形小型深鉢。上から重三角区画横帯、矩形区画横帯、そして胴下半部にひ

し形状区画横帯と重なる。隆帯に沿ってキャタピラ文。上段と下段はキャタピ

ラ文にさらに三角押文が沿う。三角区画内部に施される三叉文は、三叉内部を

けずり出して作る。中段の矩形区画内部は三角押文による波状文。内面胴下半

部が黒色化。

52番の土器の展開図。

台形土器。脚なし ○

横帯区画は上から重三角区画帯・頚部素文帯・矩形区画帯・楕円（片側のみ）

区画帯。そして胴下部は隆帯貼付による懸垂文が垂下する幅広い横帯となる

懸垂文の先端が木の葉状にふくらむ部分がある。隆帯に沿ってキャタピラ文

○

、

三角押文、矩形区画内三角押文列、楕円区画内三角押文による波状文。隆帯上

には部分的に刻みがある。

内蛮する口縁部と膨らむ胴部をもつ大型深鉢。口縁部は重三角（三角十半円）

区画横帯、区画隆帯に沿って２列の三角押文がめぐり、内部に玉抱三叉文が入

る。三叉文はけずり出している。胴部は胴上半部半隆起線による横長の矩形区

面が６段にわたって並ぶ。区画内には半隆起線に沿って裁痕、また最上段と３

段目には三角押文による波状文が入る。横帯間に１条ずつ横走半裁起線があり

爪形文が施される部分がある。

胴部は２本１組の垂下隆帯２単位が下がり、胴部下端の楕円区画４単位のうち

2単位とつながる。隆帯に沿ってキャタピラ文、２列の三角押引文。垂下隆帯

問にはけずり出し手法による交互三叉文が縦に並ぶ。なお胴部器面には輪積痕

と指頭圧痕が不明瞭ながら残る。図の真横の位置に、２列の三角押文に囲まれ

た交互三叉文・キャタピラ文によって縦に垂下する文様が施されている。垂下

隆帯上に刻み。

3３．０ ６．９ 広域接
合土壌
と土器
すてば
とグリッ

ド

広域接
合土壌
と住居
杜と土
器すて
ば



Ｓ－Ⅳ区埋妻（遺構外）

－１４７－

写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量、 備考
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Ａ
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Ｓ

７

８－１

円筒形の器形。口縁部に無文帯をとり、横走隆帯と大波状隆帯、胴下半部に縄

文ＲＬ・波形は10単位。隆帯上綾杉状刻み。また横走隆帯上に交互刻みがあり、

一部は刻みが半円形に結ばれている。口唇上端は平らである。

逆位底部穿孔（欠損とするべきかもしれない）埋整、住居杜に付属するか否か

不明。頚部に２本の太い横走隆帯と、胴部に同様の隆帯によるＵ字状懸垂文２

単位。胴部地文５本ｌ単位櫛歯状条線の部分と１本引きの条線の部分がある。

写真 図 図No. 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量Ｉ 備考
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頚部に眼鏡状把手をつける→頚部横走隆帯にはさまれた波状隆帯貼付、胴部は

太く扇平な隆帯１本で懸垂文を作る→４本ｌ単位櫛歯状工具による条線。懸垂

文の作り方が特異であり、眼鏡状把手の存在も含め井戸尻式期と考える。

深鉢の胴部。４本ｌ単位櫛歯状工具による条線。

鉢形土器。口縁部に沈線１本めぐらし、胴部は沈線で｢l状に区画する。区画内

(まﾉ､の字文。

底部近くまで垂下する２本１組隆帯により器面が分けられる。幅広く低平な横

走隆帯で胴上半部に２段の横帯を作る。横帯内は同様の隆帯により円形文を横

Ｓ字状につなぐ。隆帯の背が５本ｌ単位櫛歯状工具による条線で粗く加飾され

るのは特異である。

口縁部に集合半隆帯線（斜行線文）、頚部に波状粘土紐。

全面撚糸文、Ｌの縄をＬ巻きにしている。厚手でしっかりした感じがする。

口縁部に隆帯を貼付し、沈線で閉んでマド区画を作る。区画内半裁竹管による

縦の沈線。内面に赤彩が残っている。

口縁に４単位の耳状突起。口縁部の横帯は重三角区画から成る。三角形区画内

は隆帯に沿ってキャタピラ文と２列の三角押文、半円形区画内は隆帯に沿って

半裁竹管半隆起線と三角押文、内部に三角押文列を充填。以下は全く別の文様

となる◎半隆起線により横位（１段）・縦位に区画がなされる。１ケ所、縦の

区画内に縦長楕円区画がつながって入り余白をけずり州している部分がある。

半隆起線には載痕が沿う。

円筒形を呈する深鉢の把手。頂部の渦巻文その他の沈線文で加飾される。把手

基部に小眼鏡状把手がつく。内面に深くえぐった穴とそれを囲む三叉文がある。

胴部は横走沈線で画した横帯を小円形刺突でびっしり埋める。横帯を横切る短

沈線がある。

全面に櫛歯状工具による条線を粗雑に施文０

頚部に６本１組の竹管整形隆帯を横走させる→胴部３本１組竹管整形隆帯によ

り懸垂文を作る。モチーフは「 山」状文と直線垂下文各３単位。→「Ｑ」状

貼付→波状粘土紐→懸垂文上端の「Ｕ」状貼付→７本ｌ単位櫛歯状工具によ

る条線。なお頚部の隆帯上に１ケ所のみ半裁竹管内面による刻みを施している

が、これはすぐに施文を諦めたらしい。

2１．７

１６．６

１７．６

６．２

１．６

９．３



－１４８－

写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量Ｉ 備考
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逆位底部穿孔埋尭。はじめＳＢ－ｌ７の埋尭としていたが位置に疑問があり住居

杜に帰属することはしなかった。内部より土製円盤３個、有孔薄円板１０個、炭

化物と骨片少々が出土した。頚部４本の横走隆帯貼付→胴部３．４本１組の並

走する隆帯による ｢山」 状文と直線垂下文各２単位。隆帯は竹管整形せず問

を棒状工具で整形する。隆帯が渦巻く部分の周りは四足状に屈曲したり、波状

粘土紐で囲んだりする→地文半裁竹管による条線→胴部波状粘土紐。なお隆帯

上刻みは半裁竹管内側による。

3番の土器を埋設したピットから出土（おそらく落込み）した大型深鉢の胴下

半部～底部破片。２本の竹管整形隆帯と波状粘土紐が垂下。地文は半裁竹管に

よる条線。

逆位底部穿孔埋要。住居杜帰属を確定できなかった。口縁部を故意に打欠いて

いる。丁寧な作りの土器。頚部斜格子目文（斜めの集合半隆起線→斜粘土紐）

→胴部３．４本１組の竹管整形隆帯による「 山」状と直線垂下文各３単位。

隆帯は途中四足状．Ｓ字状に屈曲する。→地文５本１組櫛歯状工具による条線。

おそらくその後に隆帯上半裁竹管による刻み→頚部上下を画す波状粘土紐を貼

付→懸垂文上端の「Ｓ」字文を貼付。

7番の土器と並んでいた。住居杜帰属を確定できなかった。口縁部・底部を故

意に打欠き、胴部のみ転用している。頚部に３段の横走波状粘土紐→胴部に２

本１組粘土紐による４単位懸垂文を作る。「

による条線。

｢ｖ」状のモチーフ。→半裁竹管

内傾する口唇上面に凹線がめぐり、受口状を呈するのが特徴。胴部は、半裁竹

管半隆起線を幾重にもめぐらす→縦に５単位の波状粘土紐貼付。上端は渦巻状。

渦巻の頭をつなぐ様に横走波状粘土紐。縦の波状粘土紐間に１本ずつ垂下粘土

紐。→半隆起線上に横方向刻み。上段はＣ字状、中・下段は逆Ｃ字状に、半裁

竹管による刻み→垂下粘土紐上に同様の刻み。胴下半部を故意に打欠いている。

胴部中央辺にて打欠き下半部を埋妻とする。胴上半部横走沈線、これは半裁竹

管を用いているらしい。→胴下半部に半裁竹管による縦の条線→６単位の粘土

粒と垂下する波状粘土紐を貼付。ただし６単位中４単位は、貼付の帳だけ空け

て条線を施文したらしい。なお頚部横走沈線間に半裁竹管内側を用いた刻み

(結節）を施している。

単独埋要。内部より磨石１個・黒曜石製ユーフレ１個、カコウ岩自然石１個、

土器片数点が出土し、これらはみな埋妻に伴ったものと考える。土器は現存部

容量822をはかる大型のもので、おそらくｘ把手付大尭を胴部最大径付近で切っ

て下半部を転用したものであろう。文様は５単位の渦巻状懸垂文を３本１組の

竹管整形隆帯で作っている。隆帯間を整形しなおしている部分もある。→地文

半裁竹管による条線→渦巻文を縦につなぐ粘土紐、また鈎状に屈曲する付随貼

付文を貼付する。５単位渦巻文は細部に変化があり、渦巻の先端に剣先状文や

｢Ｑ」状貼付文などがつく。

口縁は貫通孔を有する半円形状突起と小突起が３単位ずつ交互に並ぶ。口唇に

沈線がめぐる。肥厚口辺が扇平化し、文様も沈線でマド区画が崩れた様な形を

描いている。胴部は半円形状突起に対応する位置に３単位垂下隆帯と、その間

にＹ字（渦巻をはさむ）状隆帯２単位、途中渦巻状にはね上がる垂下隆帯ｌ単

位をもつ。地文８本ｌ単位櫛歯状工具による条線。

地文縄文ＬＲ→沈線で口縁部にマド区画、胴部<びれ部に２本の横走沈線、そ

の下に３本１組沈線で弧線文を描く。文様は９単位

無文の胴下半部～底部。大型深鉢の一部であろう。

○

底部・無文口縁部を打欠いて埋嘉としている鉢形土器。２単位の橋状把手も打

欠いている。胴部全面縄文Ｌｏ

7３．７

2４．１

(把手

頂まで

27.1）

6０．０

２．９



Ｓ－Ⅳ区土器すてばＣ出土土器
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写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量‘ 備考
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Ｘ把手付大要の無文口縁部破片。

Ｘ把手付大嘉の無文口縁部破片。

4単位Ｘ把手をもつ。Ｘ把手を結ぶ２本１組の太い隆帯、胴部文様は１本隆帯

と沈線による大小渦巻の連続。地文は縦・横・斜方向の一本引き沈線による条

線○

4単位の縦長のＸ把手はほぼ完存する。胴部は一本隆帯による大小渦巻文。地

文は沈線というよりは長い列点状。

X把手部分の破片。図の上下は逆にするべきである。隆帯と太い沈線による小

渦巻文が把手の周囲に付随する。

胴部破片。半裁竹管による条線は珍しく斜方向の部分と縦方向の部分とがある。

2本１組また１本のみの垂下沈線、蛇行沈線は、一部は条線のあと施文してい

ることがわかるが、詳しい施文順序は判別できなかった。

胴部破片。４本ｌ単位の櫛歯状条線のみ。歯の１本１本の幅が広い。

両耳把手付鉢だが、口縁部に文様帯が重なる点が特異である。曽利式のいわゆ

る肥厚口辺と、加曽利Ｅ式の口縁部文様帯（隆帯と沈線による渦巻文とマド区

画）が共存する。口唇の突起は５単位か。

比較的小型の土器の口縁部破片。いわゆる肥厚口辺に円文が並ぶ。胴部は１本

引き条線。

調整が丁寧で文様も明瞭な土器◎隆帯貼付により口縁部文様帯マド区画と、胴

部文様帯ｎ状区画を、各６単位作る。→５本ｌ単位櫛歯状工具による綾杉状条

線、マド区画を作る隆帯に沿う沈線→マド区画内条線、服部隆帯に沿って沈線

→蛇行沈線。

口縁部文様帯は隆帯と沈線によるマド区画で、その右端が４単位の波状突起下

で渦巻文となる。沈線は雑な施文である。胴部は細い沈線を垂下させたり、逆

Ｕ字状に施文したりして区画を作り、内部を櫛歯状条線で埋めるが、やはり施

文は粗雑である。

口縁部文様帯上端は沈線、下端は弧状隆帯でマド区画を作り、端部が渦巻く。

胴部は垂下隆帯により縦長の区画に分かれる。垂下隆帯は途中渦巻くものもあ

る。マド区画内・胴部区画内５本１組櫛歯状工具による条線。

２単位の把手は欠損。把手は貫通孔を有し、しかも胴部上端の二叉状渦巻文の

中央と橋状把手で結ばれていたようである。口縁部に２本の隆帯がめぐり、隆

帯上に円形刺突文が並ぶ。胴部は１本隆帯による大渦巻文４単位と、付随する

小渦巻文。最後に半裁竹管による条線を比較的まばらに施文している。

波頂部をもつ口縁部破片◎隆帯（マド区画上端のみ明らかだが他は不分明）と

沈線でマド区画を作るが、区画下端の沈線は長く伸びて波頂下で渦巻く。区画

内５本ｌ単位櫛歯状工具による条線。
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写真 図 図NＯ 州土地点 分類 文 様 高さc、 容量‘ 備考

460 1４
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８
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口辺部に２本の隆帯がめぐり、４単位に垂下する隆帯がある。体部にクシ歯状

工具による条線地に波状沈線を施す。

14と並んで検出された。体部に条線と波状沈線が見える。



－１５０－

写真 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量‘ 備考
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胴部上端に１本の横走隆帯、その直上に太い横走沈線がめぐるが口縁部文様帯

を持たない土器と言えよう。胴部文様帯は１本隆帯による大渦巻文と、付随す

る小渦巻文。地文は６本ｌ単位櫛歯状工具による条線。

胴部上端に横走隆帯１本、その直上に横走沈線が沿う。胴部文様帯はＨ字状の

懸垂文が４単位垂下する。Ｈの中央に渦巻文。地文３本ｌ単位櫛歯状工具によ

る条線。

壷型土器。２本１組隆帯に沿う沈線による大渦巻文。地文半裁竹管による条線。

Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－５５の32,33番の土器が類例。

低い波状口縁を呈する。波頂下に幅広・低平な隆帯を貼付するが隆帯は下方に

いくと消滅するごとく判別できなくなる。隆帯間に沈線によりｎ状区画を作り、

区画内地文櫛歯状工具による綾杉状条線と、蛇行沈線。胴部分割が波状口縁と

対応しきれなかった為か、１ケ所隆帯を省き、ｎ状区両がくるべきところを全

て磨消して無文とするところがある。

胴下半部、底部のみ残存。胴部は垂下沈線により（おそらくｎ状に）区画し、

区画内半裁竹管による綾杉状条線をまばらに施文。その上に大ぶりな蛇行沈線。

地文４本ｌ単位櫛歯状工具による条線を施文→中央に渦巻文をはさむＨ状の懸

垂隆帯、胴下半部のみのステッキ状隆帯を貼付→蛇行沈線、隆帯に沿ってナデ。

なお底部に薄く網代圧痕が残っている。

口縁部がゆるやかに内蛮する浅鉢。文様は上端を１本の横走沈線を雑に施文し

て画し、以下体部全体に６本ｌ単位櫛歯状工具による条線を施文する。条線は

縦・斜方向に短く流れ、一部は蛇行している。

胴下半部に垂下隆帯と、半裁竹管によるまばらな綾杉状文がある。素地はずい

分赤っぽい土器であるが、内外面とも塗彩かと思われる程黒光している。

胴下半部に垂下隆帯と、半裁竹管による縦方向条線が残存する。

大型深鉢（Ｘ把手付であろう）の胴部破片。２本隆帯とその脇をなぞる沈線に

よる大渦巻文と、付随する小渦巻文。地文は６本ｌ単位櫛歯状工具による条

線○

４単位の高い突起は、頂部から外面にかけてＳ字状に深くえぐられる。口唇に

は沈線がめぐる。突起のＳ字状文の両脇に、特徴的なＣ字文・円形文が付随す

る。口縁部は隆帯とそれに沿う沈線によるマド区両８単位。胴部文様帯は沈線

により全体が「田」の字状に区画される。口縁部・胴部区画内は、９本ｌ単位

櫛歯状工具による列点文。ただし胴部施文順序はおそらく列点文→沈線による

区画。

胴下半～底部が残る。２本１組沈線が８単位垂下し、区画内は半裁竹管による

綾杉状短条線が入るが、「ハ」の字文に近くなっている。

2単位の大ぶりな把手はＸ把手の形状。口唇は内面に肥厚する。文様は横走隆

帯に上下を画された横帯で、横帯内は縦の隆帯と渦巻文、「ハ」の字文。

口縁部に横走沈線１本、以下の胴部を沈線でｎ状に５単位に区画、区画内は先

端の鋭い棒状工具にて「ハ」の字文を充填。

口縁よりやや下がった位置に２本の横走沈線があるので口縁の無文部が広い。

以下、縦長楕円形の垂下沈線・頂部が蕨手状となる垂下沈線の間を、「ハ」の

字文で埋める。

口縁から隆帯を垂下させて器面を分割し、沈線で｢]状区画を描き、区画内「ハ」

2９．２ ４．７
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写真 図 図 紬 冊.t･地点 分類 文 様 高きc、 容量２ 傭･考
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の字文。器形にくびれなく、底径はﾉ5､さし．。

器形のくびれは失っている。波状の突起１ケ所残存。則縁庶下をめぐる２本の

横走沈線魁波頭ドで屈曲してそのまま誰.ドし、変則的な':状区画をつくる。そ

の区画丙はやはり２本：組の垂下沈線で分割きれる。区画内駐鍾沈線〈Ｆよる綾

杉状文‘，もっと恕i',沈線でばとんど「'､」のや文となるところもある。

文様は聴貢沈線・区画沈線と区岡内「ハ」の字文。Ix面沈線ばかりでなく垂下

沈線も下端が:]字ＩＦ閉，るものがある。

器形に．〈ぴれはなv,。！]縁に：ク所波状部分が残る。波頂下の渦巻文は横走沈

線とつながって:‘る。紫本的iこ２本の沈線で:]状;二区画し、Ⅸ画内６水’単紘

櫛歯状異冒其による綾杉状条線と蛇矛･『沈線。なお渦巻文京５．．１]状区画外の余白

部分に縄文Ｒしを鞭i晶ころがして▽~るのは群異である。

１．J縁部突起の片側がふくらみ、上面がくぼんでいる。１１縁部文様帝は隆帯〈不

明瞭だが確か砿盛上i･ている)と太い沈線９Fよるﾏk区画｡Ⅸ画は楕F1形と円

形をつなv,だ形である。区画内．胴部地文縄文ＬＲｏ胴部に頂部がワラピテ状

となる蛇祷沈線。

:I緑部文様帯は沈線Iこよる横長楕円:ﾇ画のみとなる。胴部文様帯は渦巻文と飛

下沈線を組合わせた時異な形の沈線文と、低とんど振幅のな'‘:蛇行沈線名８単

位。地文縄文ＲＬ･縄文施文は蛇行地文より先だが、渦巻文・垂下沈線の特異

な沈線文との先後関係は判別しかねる。内面をよくみが跡ている。

小型の両耳把手付壷。把手の形態は橋状。頚部:二隆帯;了よる横帯をつくり、隆

帝.｡,弓;F沈線で横長楕i-:を描いﾏ’いてい,る。胴部は隆帯と沈線により４里位の渦

巻文を描く。渦巻直下より隆帯垂Ｆ･

隆帯貼付4Fよる４単位渦巻文と、渦巻文FWF垂下する隆帯。渦巻を横､Fつなぐ

様髄.横走沈線を施－ている様洋が、雑な施文なので不明瞭。

浅鉢の11M．託･半部、底部。底部周縁'よ粘土を貼1#･して盛上,乎、揚底となつでi'りる。

胴部id低平な隆帯が放斜状ＩＦ配ざれ隆帯§F沿う沈線がＵ字状６ら:亜画を作り、区

画内は５本ｌ単位櫛歯状I:具*二誤る条線がおそらく綾杉状i二入ると思われる。

不明瞭ながら網代唾痕あり。

底部付近の破片《,蝿文Ｒ:.、

1．６

ﾕ.０

３．６
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Ｓ－Ⅳ区グリッド出土土器

写真 図 図NＣ 出土地点 分類 文 様 高さc、 容量《 備考
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口縁部がくの字形に張出し、胴部がすぼまり、底部が張州す。口唇はやや外傾

し上端に刻み。地文縄文ＬＲを口縁部は横、胴部は縦方向に施文→横に渡す橋

状把手を貼付、ひとつ残存。→口縁部に半裁竹管による横走沈線を何重にも施

文、上端は波状沈線とし、下端は短く途切れさせている。部分的に半裁竹管を

押引いて結節とする→胴部、図の正面に垂下沈線、ただしこれは１ケ所のみ。

不明瞭ながら網代圧痕残る。

口縁の幅の狭い内接部分に文様がつく。４単位の突起のうち２単位は、両側の

環状の隆帯がせり上がった間の部分に６本の短沈線を引く。２単位はｘ字状。

→縄文ＲＬを施文→２本の沈線間を半裁竹管で交互に刺突して作る鋸歯状文を

施文。

口縁部の低い突起からＹ字状に隆帯が下がり縦の隆帯上に刻み。口唇直下にキャ

タピラ文、その下に複合鋸歯文がめぐるがこれは角押文による横線２本の間に

半裁竹管先端による交互刺突を施している。その下にＹ字状文が並ぶがこれも

角押文による。以上口縁部文様帯の下に一段の楕円区画文。胴部には隆帯を屈

曲させて作る懸垂文。

口唇外面が断面三角に肥厚し刻みが施される。口縁部に横長矩形区画と凸形区

画の組合せの横帯一段。区画隆帯に沿って１条の角押文、矩形区画内ではそれ

に刺突が沿い、さらに内部を斜めの角押文列で埋める。胴部はＹ字状文からク

ランク状に垂下する隆帯とＷ字状文各２単位。隆帯には１条の角押文が沿い、

また２条１組の角押文が単独で垂下したり山形文を作ったりする。なお器面全

体に輪積痕と指頭圧痕を残す。

深鉢の胴部破片。横方向の整形痕が残っている。

器面は５段の横帯から成る。口縁部より重三角区画（三角十半円）帯・三角区

両帯・楕円区画帯．再び三角区画帯・矩形区画帯と重なる。上２段は区画隆帯

に沿ってキャタピラ文（もしくは幅広三角押文）と２条の三角押文がめぐり下

３段は幅広三角押文、三角区画内はさらに幅狭三角押文がめぐる。楕円・矩形

区画内は三角押文による波状文が入る。幅広・幅狭の三角押文の施文具を別個

に考える必要はない。

ロ縁部横帯は変形楕円区画、楕円の右側が逆Ｃ字状に屈曲する。垂下する短隆

帯上は刻みではなく、粘土紐を横渡ししている。狭い無文帯をはさんで２段の

楕円区画横帯。胴下半部の広い素文帯は無文ではなく、不明瞭ながら縄文ＲＬ

が残存している。最下段に再び２段の楕円区面横帯。隆帯に沿ってキャタピラ

文、区画内に三角押文による波状文。

丁寧な作りの小型深鉢。４単位の垂下隆帯で器面を分割。２単位は胴部中央で

渦巻き、２単位は弓状の隆帯が縦に２つ逆向きに連なる形をとる。隆帯上・隆

帯側面に刻み。分割された器面を半裁竹管半隆帯線による縦位区画で埋める。

区画の形は基本的に縦長矩形だが変化に富む。区両内横走沈線列・格子目沈線．

交互刺突文など。

抽象文（サンショウウオ文）の尾部のみ残る。隆帯に沿ってキャタピラ文、波

状沈線。地文縄文はＲＬｏ内面はいちめんにスス・タール状炭化物の付着が見

られる。

台形土器。台部裏面・脚に囲まれた部分に先端の細い工具で「Ｘ」印を刻んで

いる珍しい例。脚部接地面は故意に打欠いて欠損させたのであろう。

台形土器。台と脚の接合する部分が失われている。台が比較的薄い。脚部接地

面は擦り減らない。

台形土器。脚部がきれいに剥がれている。裏面中央に円形のくぼみがあるが文

様か否か不明。

把手１個残存。山形を呈する把手の一辺が膨らみ中央にくぼみを持ち、他の一

５
９
１

●

●

●

４
２
６
２
３

１

５
０
７

●

●

●

６
２
４



－１５３－

写

１４６

４６７

４６７

図 岡N，

４
，
』
、
《
、
７
。
。
０
》

●
Ｌ

■
堅

■
Ｌ
ｄ
Ｌ

－
ｅ

Ｑ
１

２０

２１

２２

２３

２４

５
６
Ｚ
２

２７

’２８

２９

出土地点

２０

ベ９

２０

Ｍ

７
６
７
５
５
３
３
４
Ｘ
６
４
３
４
９
４
４
Ａ
超
均
。
‐
．
９
８
，
・

》
一
一
．
Ⅲ
．
．
．
．
川
Ⅳ
一
一
Ⅳ
｜
》

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｇ
Ｇ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
解
ひ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ｓ
Ｎ
３
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
罫
Ｃ

分鋪

侭
Ｕ
戸
口
が
、
戸
、
ｎ
，
【
。
ワ
〃
字
』
テ
ワ
〃
写
ｆ
○
○
。
。

文様

|辺は頂点から刻みが連続し'､･端で淵琶隆苓となる。ｉ'緑無文部を徳さんで胴部

全面雑文０段３条Ｒ:,。低い屈折底を持つ。

４.単位の波状11穀をもつ。：I唇外帯に低平な蔭帝上に縄文施文した継文帯がめ

ぐり、１惹方ぴ』砿旅迩_ｳﾃ帝と向き合って対弧状そチ・フを作る。波頂Ｆｄこ円形の

,靴文帯c胴部くま波頂に対応する位置に縦に２本の短隆帝をつける。隆特上刻み。

隆帯に沿っ了輝i誕環一文様４噸位のうち剃の皇側の１単位は!_1縁部．胴部と

もに変化あり。なお縄文は全で０段３条ＲＩ,。

'鴛蹴鱒:鴛鯛繍噸鰹
位は｣'端力禍巻又となる逆ｓ字状文・’単位はｓ竿状隆帯．』単位（l刈の:iF面）

は.,垂"〕撰澗巷又と垂下隆帯。消琶陰睡帝;:に沈線をひいて作羅。降帯_i刻み宮

縄文は0段３条ＲＬ、

小型深鉢｡全IHj雑文０段３条Ｒ:‘･内面⑳:'縁部から胴ド半部まで赤彩が残る。

無文'７善蔀が内外f-肥厚する。胴上半部がふくらみF･半部が噌蕊鋤.--$･ぼまり、

低い屈折底に;福る。胴部全面細文０段３条ＲＴゴ。

深鉢の胴部破片。細文ＲＩ‘.i２，胴上半部に３本の横走隆帯。隆帯_ｊ刻み。

胴と半部のIIR鏡状把手とつながって直立する円形突起、おそらく】単位。突起

頂部はくぼむ。眼鏡状把手下部にＪ字状にはね上がる隆帯。文様は沈線による

対強|淀モチ･･ﾌを主体とするが§:れは西関東の小型円筒形深鉢(ﾆよくみられる。

対弧状文の余1ﾖは二号叉文状W鵬川し、沈線渦巻文、縦列刻みなどを施・文。胴下

半部紺文０段３条ＲＬｏ

Ｉｌ縁部が肥厚。刻み目をもつ渦巻状隆帯による突起が残存。胴部は縄文０段３

条ＲＬ上に、円形文を描いて中を塔消している。

胴部縄文０段３条ＲＬｏただし細文の代わり(ニベシ先状･工具による藁角刺突列

を施している部分がある。胴下半部内而にスス付蓋。

内折１７唇上に、２つのワッカｊＫ⑱降帯が両侭からせり眠って結合してできた高

い把手･二単位が立ち_皇:がる。把手の内外(稲巻文、外側の渦巻文からは陸帯が

蛾ドしそ"〕背匠無頚暫::1-押圧きれている。把手裾の隆帯のうち片側の先端に［

字状の貼付がつく。器令而凱壷細文０段３条Ｒ7.．把手~Ｆとその反対側に２個

ユ組、その中間の位置に１個ずつ、計６幅の円形厩消又が入り、磨消による幅

広沈線がめぐる。

太い降帯により_畠角形文・円形文を作る。隆帯上i亭刻み、交互刻み。託角Ⅸ|曲ｉ

,内に沈熟による．§叉文・渦巻文・無ﾀ裂認などを充填する。
隆帯の背を押);韮た連鎖状隆帯をもつ胴部破片。いわゆ為櫛形文上器の胴!q半

部か。

Ｓ・‐Ⅲ区グリッド川士礁器であるが図の作製ミスでここに入る‘胴iz半部に縦

列沈線とそれら沈隷の下端を:胴両極走辻燕”内面胴下半部にスス付着と器堂の

荒れ。

Ｎｌｖ区-1器すてばＢ出土土器として配置すべきだったと考える。‐R端は接合

Ikiにてきれいに切っている。Ｉﾄil部文様は調腫b,隆帯を貼付して幾何学的（ひし

形）文様を作り、隆帯上1二半減竹管による集斜堂需靭署施文、巻らに部分的;畠

.-列おき;こ爪形刻みを施す。のちに隆帯外の無文部を丁寧IRみがいている。胴

下半部にわずかに横走隆帯が残り隆帯且縫文Ｒ;望。珍しい文様である。

くびれのない器形。｜I縁より２本ｌ鈎",隆帯が２龍位垂．!､し、隆帯.'二に刻み。

さらにその中間の位置ﾄﾆ1ｺ緑無文帯下よ'１２本1,組隆帯が２単位垂下するがユ

単位は刻みを持迩ない。口緑無文帯と胴部を横走沈線で画す。胴部１本ﾘ1きの

条線。

薪蕎錨可･霊:．､藤鍾隷･声編都魁管轄琵蹄帯‘-よるrUj｣状文.直線垂下文各3申
位を作る。ＩｌＵ｣状文の下底部の渦巻文も貼付と竹管整形の手法Iこよる→逆
ｓ字状貼付･膨溝状粘土紐･÷地文半裁竹管による条隷。

無文照緑鎚の吸堤．。

い器形。

し1,･端で淵琶隆苓となる。ｉｌ緑無文部を徳さんで胴部

低い屈折底を持つ。

ｃ：I唇外帯に低平な蔭帝上に縄文施文した継文帯がめ

と向き合って対弧状そチ・フを作る。波頂Ｆｄこ円形の

歯する位置に縦に２本の短隆帝をつける。隆特上刻み。

文様４噸位のうち剃の皇側の１単位は!_1縁部・胴部と

生３条Ｒ:鐙。内面⑳:|縁部から胴ド半部まで赤彩が残る。

夏する。胴上半部がふくらみF,半部が噌蕊鋤･~~#･ぼまり、

部全而細､文０段３条ＲＴゴ。

ＲＩ‘.i２，胴上半部に３本の横走隆帯。隆帯_ｊ刻み。

状隆帯による突起が残存。胴部は縄文０段３

膳消している。

文の代わり(ニベシ先状･工具による藁角刺突列

部内而にスス付蓋。

隆帯が両侭からせり眠って結合してできた高

の内外(稲巻文、外側の渦巻文からは陸帯が

ている。把手裾の隆帯のうち片側の先端に［

文０段３条Ｒ7.．把手~Ｆとその反対側に２個

、計６幅の円形厩消又が入り、磨消による幅

隆帯上i亭刻み、交互刻み。託角Ⅸ|訓
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文様

頚部横走､'2隆起級、胴部は４本組竹管整形隆帯i弓よる懸垂文一波状粘ﾆﾋ紐･地

文半餓竹管による条線。

頚部は半戯竹帯に‘kる３条"〕豊評衛墜課･←波状WiIi土紐。胴部の３単位の主モチー

フは:山j状懸垂文と直線垂下文が結びついた形と考える｡いずれも3本塁
組竹菅整雌腫市を用い波状粘二:二紐が沿い、ｰ、Ｉ状付随貼付文をもつ。すべて

の施文が終了してから、地文の半械竹管による条線。

頚部斜行する楽合ﾕド隆起線.･頚部!畠端を波状粘土紐、｜､､端を枇走隆帯と波状粘

土紐で画す。胴部は４本１組竹管轄形降帯侭よる（おそらく逆』字状の〉蝦正

文．胴部文様桁上端に：ケ所竹管整形隆惰iこよあ渦巻文がある。・接隆帯に沿彦；

て波状粘土紐．また懸垂文先端に-4つ葉状の粘4:細装飾｡細い半減竹管による

緩の条線。Ｅ，．３グリッドを中心に、土器すてばなど広範に破片が散らばって

いたものである。

頚部に３本の粘土紐がめぐり、ド端に波状粘土組が沿う。'１M部は２本１組・４

単位の垂下粘土紐とその両側に沿う波状粘二．､紐。一地文６本１寧惚騨街験I:典

による条線。粘土紐は細く剥落若し<、全体にこの時期には珍しく稚拙な作り

である。

11緑部に半裁竹笹半雛達緯ｃ－よる重弧文（おそらく５単位）施文・・11縁部蛇行

粘『|荊鮎付。その直､ドに続く２本ｉ組垂下隆帯#皇よって胴部器mjが分割される。

３本上紅竹誉』溌刺勝椎による大渦巻文は、拙く,二連結きれている。・・1111部地文細

い半微竹管による条線→頚部<ぴれ部の横走波状粘土紐を貼付。

;』緑部に半裁竹管による斜行線文、頚部に同じ施文具によふ麺：唾会半隆起線

文を施文くこの種の土器は必ず1:I縁部の施文の方が粗雑である》→胴部地文半

赦竹管による条線をまばらに施文。おそらく息の後に、頚部文様帯の上下を岡

す様な形で太い横走隆帝を貼付。さらに脂部文様帯'二端にｗ字.樵・櫛苦状1二屈

曲するU斜祥がめぐる。

おそらく８単位Ｘ把手を持つ。３本ｉ組竹;闇･半膨畦帝により把手間をつなぎ、

Ⅷ部螺誰噛-を形作る。懸垂文は逆」字状を呈すると思われるが先端のみ残存。

先蝋には逆ハー・卜状文などが貼付される。胴部地文は半裁竹管による条隷をしっ

かりと施文。

愛誰"'錐i("jみ独存。j洲折部上半が文様帯となる。'1'央に円形文とそれをつな

ぐ２本１組仙ﾉ1苫降帯がめぐる。円形文から胴下半部にかじ‘て短v縫帯が歌下す

る。地文は沈線にJ､る斜格子上1文。文様帯'二端は隆帯．‐F､端は沈線で画す。

Ｓ－ｍ１ＸグリッI：413番の浅鉾と類似している。

:]緑部文様帯は.i2瀧か恢走江瀧､以ｒ峰帯と沈線に‘kる渦巻つなぎ弧文と半円

形（マド）区画２単位。区画内半裁竹管iこよる条線。胴部-#糠帯は２本１組唾

下沈線で器!Hi分割し、口緑区画内と同一｡施文具による綾杉状条線と蛇行沈線を
施文。

Ｉ|縁部文様帯は隆帯上にマド区画とそく'｣増部の渦巻文を沈線で描いているのだ

が稚拙な感じがする。渦巻文上はI:I縁がやや突出する。胴部文様帯は２本１組

沈級をいちおう渦巻文.1,.に垂ドきせるがずれてし,る°マド区而内・胴部地文５

本１１享鯉騨寓眺粂課。

;-1緑部は所謂肥|豆口辺の表琴が省議ｆきれたものと考える。８単位の|l｣形突起

は頂部がくぼむもの・くぼまないもの客４単位が交互に配きれる:､突起下にI』］

形のくぼみ。また深くえぐり川した小'9形文が並ぶ。胴部は垂下隆帯や半城竹

管i二よる条線･･隆帯に沿う.T状寅両M緋、蛇行沈線。

肥厚口込が雛半となり簡素化する。頂部に渦巻文を冠し貫通孔を有する把手と

1』形状の小突起各３単位が並ぶ。口唇に沈線一本がめぐる。扇平に盛::lた:１

隷部には沈線による円形文・渦巻文．胴部文様帯は２本１組沈隷で６単位に分

割きれ、区画内‘士昌:r･錠噴･誉‘;．よる綾・斜方向条線と蛇行沈線。

ｎ縁の‘1単位突起は隆帯と沈線により小渦巻を形作る。Ｆ１緑部文様帯は、突起

のうち２単位から隆帯が八lの字状に篭Ｆして区画を作る。区画内.また胴

部地文は半裁竹管による縦の条線。胴部の２本１組・３単位の蛇行沈線は大ぶ

りで凱雑である。胴~Iご|呈部内面にスス付若薪しい｡
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文様

口縁部文様帯は上端の横走隆帯とそれを基点とうる１本隆帯による弧状文・弧

状文語総〔'j猫巻_ｳー からなる。いきおいマド区画渦巻文も下に垂れ気味といった

感じになる。服部は11緑部渦巻文・弧状文の!､に隆帯が垂．!､･して細長い凶叫を

作る。降帯に沈線が沿う。!又.【順I侭半漆竹背による条線と、蛇行沈線。

!】緑部文様帯は上下を横走隆帯で画し、５単位の隆帯渦巻文を入れる。隆帯に

沈線が沿う。胴部文様帯は1-1緑渦巻文-ドの韮ﾄ゙ 隆帯で区画を作る。Ｉ;縁部・胴

部地文は７本１単位櫛備状I:具による条線。胴部区画内に大ぶりな蛇行沈線。

胴下半部内面にぐるりとスス付着。

Ｘ把手は５言たは６単位．胴部大渦巻文は蛎広<非常に低平な隆帯を貼付しそ

の:2を３へ･４本の太い沈線をたどり、隆帯を２～３本【こ分けて見せる効果を上

げる。ただし隆帯を貼付せず鯉鋳i二義銅1<所もある｡と:二か<隆帯があまり

に低平なので貼付がある否か判別が困難、Ｘ把手をつなぐのは沈謀。胴部半減

竹管による条線。

ｘ把手はおそらく’１単位。肘郁は４単位大渦巻文と付随する'j,渦巻文。ｘ把手

をつなぐ隆帝を含め、隆帯はいずれも低平な隆帯を貼付した後にそのｋ・脇に

沈線を引き、２木隆帯に見せている。胴部地文半裁竹管による条線は渦巻文に

対し放射状である。

ｘ把手はおそらく４単位。胴部に２本の隆帯・隆帯沿う沈線により渦巻文を描

いていたと思われる。地文は１本引きの条線を大雑把に施文。

Ｘ把手は４単位。Ｘ把手をつなぐ隆帯・胴部大渦巻文とも低平で幅広な隆帯を

貼付し、隆帯上に太い沈級をd:いで２本隆帯に見せる。胴部地文の半戯竹管侭

よる条線を非常にきっちりと施文して、その後に隆帯脇を沈線でなぞる。

無文の口緑部破片。Ｘ聖湾丁大蕊のものか。

Ｘ把手は４単位。２木１組隆梢が把手をつなぐ。胴部は上本隆帯による大渦巻

文。隆帯に沿って沈線。地文は櫛歯状｣:具による条線。

Ｘ把手付の士器にしては小型で、腸部がほっそり:"ている。把手は４岸lMl.。』

木隆帯と陰焦閥謹凝によって大渦巻文と付随する小渦巻文を表現する。－－部、

２本隆帯で文様を作るところもある。胴部地文は無文。内面胴下半部～底部の

黒色化箸しい･

Ｘ把手は２単位。Ｘ把手をつなぐ隆帯・胴部の大渦巻文ともに１本隆帝と隆帯

脇の沈線に‘照り表現される。胴部渦巻は部分的に２本隙帯からなる。地文は６

本ユ単位櫛尚状工具による条線。文様施文は全体に粗雑。無文口緑部が長めで

ある。

胴Ｆ半部にいくつかの懸垂隆帯が残る。２本：組の弧状隆帯から太い隆帝が韮

下する他、先端が渦巻くＪ字状隆帯、単なる垂下隆帯がある。隆帯腫沈線が治

う。斜めの条線は半裁竹管による。

この図は誤り。実は前頁の47椿の土器の胴.畔部と同．。

Ｘ把手は4単位。Ｘ把手をつなぐ隆帯と胴部の大渦巻文は低平なよ水の隆帝に

よる。地文のまばらな条線は竹慎･"､背誰",施文具で１本ずつ引いている。

両耳把手付鉢。把手はＸ把手のifが.上向きに平にされ、太い沈線で渦巻文が施

きれるもの。把手をド方から見るとその沈線が把手下部の貫通孔の周囲をめぐ

り、いわゆる肥厚口辺の把手と同じ作り方であることがわかる。文様帯は上Ｆ

を枇走降帯で画し、新の器,懲症涙弓『・を作る。区画内４本ｌ単位櫛歯状条線→

区画隆帝に沿う沈線。

.l単位のＸ把手をもつ鉢。Ｘ把手の上~Fをそれぞれ横走隆帯でつなぎ、その部

分が横帯となり、把手横に渦巻隆帯嘩胴部は１本隆帯による大渦巻文。隆帯は

両脇をなでつけてはりつけるだけで形も整えない。また４本ｌ単位櫛歯状:I:具

による条線を施す部分があり、全体に粗雑な施文をしている。

ざc、
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文様

副緑部に推走沈線Ｌ本○その.ドの隆帯は不規則で、途中隆帯渦巻文を

はさんで連結し、また隆帯L:に沈線で小渦巻文（「Ｃｌ字状）を描く

所もある○その横走鮭帯から下がる飛下隆帯の位世も不規則で、胴部

匿面の稲も形もまちまちである。隆帯に泊って沈線｡x画,ﾉMは櫛肯状

工具による維杉状条線と、蛇行沈線。

[]縁部はおそらく４単位の波状部分をもつ。；｡縁部文禄帝は波頂下の

渦巻文と、くずれたマド区画の表現･横走沈線をはきんで胴部文様帯

は、２本１組垂下沈線と６本Ｉ単位櫛歯状工具による条線。

胴部文様帯は横走隆帯と垂下隆帯により:~I状区画５単位を作る。区画

囚ﾕi更頬竹脅:?よる穎雫状条課と蛇行沈線。ただしユつだけ非常に狭い

区画があり蛇行沈線もない。

Ｌ'緑部がゆるやかに内湾する器形は珍:望い°；l緑部に横走沈線１本、

lﾙﾘ部:こ垂|､する蛇打沈課９単位‘,胴部地文は８本１単位櫛歯状l;具に

よる条線だが方向は不説則。

胴下半部に２本ユ組沈綴が６単位飛下→６本ユ単位櫛歯状_遥具による

綾杉状条線.＋蛇行沈線曾

胴部に６本の垂下隆諾合間に４本，単倫硫罰‘;片_言:具による条線と蛇行

沈線｡

;]縁部に摸造郷課１本、やはり沈線でM,ﾘ部に，，撰腿蜜書猫<ロＬ,縁部

に渦巻文が入ったであろう。区画内６本ｉ単価柿歯推_追具による条線

→蛇行沈線。

胴部２木：誰韮l､洲諜→半栽竹管によ筈謹堂刻八条謙一鎚詐沈線。

iｴ織部に横走沈線２本、服部に２本よ制飛下沈線おそらく４単位。一・

区画内に：本ずつ蛇行沈線が施されるが、垂下沈線のすぐ隣にくる部

分がある。‐･半減竹管による横・斜方向条線。

横走隆帯と６単位の垂~F隆帯によりＩ跡ヌー剛〔を作る。:x~皿勾‘ず半越竹

管による条線を斜方向に無雑作に施文。１ヶ所だけ蛇行沈線が入る。

口縁部に拙走沈線１本、胴部に沈線によるI可状区画。区画内は６本息

単位櫛澗状工具による榊.ﾅy向参誌"』み･

;]緑部に幅広い横走沈線１本-･胴部地文半減竹管による縦方向条線-・

胴部に蛇行沈線が数本垂｡Fする。

‐縫蔀↓-噸唯い横走沈線１本→胴部｣Ilz文４本ｌ単位櫛歯状:I倉具による

条線・・２本：組垂ド沈線。

I'１１下半部礁２本１組恥.下沈線・半祇竹管による綾杉状条線-.蛇行沈線。

内面晴.明瞭にスス付請。

I]縁部に検走沈線息本。櫛歯状工具による縦の条線と蛇行沈線‘『

I巻誠一描族江錐2本、うち下の二本‘土器1癖粂操卿文のあと･蛇行沈

線施文の前に引いている。胴部は半減竹管腫よる斜めの条線と９阜位

の蛇行沈線。

[｣縁部にまがＷ<ねった横走沈線』本。lﾙﾘ部｛よ,１本１単位櫛歯状工具

irよる条線上ii二、不規則な調隔で蛇行沈線。

ｌ単位の膜状.』稼琶もつ。口緑直下に祇走沈細を跡にﾘ!いているが条

線よ;,鋳の施吻、胴部地文７本ｉ阜鹸樋'鈎示I:具による横方向の条線

し蛇行枕線。

：本の駁疋沈流と、胴難に姉寓喉匝具による条線。

胴部全而に縦方向のまばらな条線を上本ずつ施文。

2９．０

２５－０

2４．８

２２．６

容量』 術考
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文様

巽凹の階滅若しく、不明瞭ながら全面に雑文ＲＬを施していると恩わ

匁る･内面は胴下半部を中心にスス付着、毒鐙"'荒知が甚だ!,､‘n･

胴部文様は沈線によるＹ字状文３単位、Ｙ字の里又部分侭渦巻文（も

ともと渦巻文のくる所であろうがＣ字・円形となっている）が入る。

１ケ所だけ２本上組の垂下沈線がある。地文は罰い半戯竹管による条

文禄は非常に粗雑で、形が崩れている。横走沈線：本で胴部を分け、

：2半は２～３本１組沈線で弧状文、斜沈線文。下.半は２本』親沈線で

逆じ字文。沈線文の間隙にまばらに半識竹管【是よる条線を施文。横と

縦が重なる所も、斜方向も、綾杉状となる所もある。

|小型探鉢｡胴部に隆帯貼付臆よる大渦巻文。地文は３卒二単位櫛歯状

１１縁部に枇走脳諦：本、以下脆梢貼付による大渦巻文とそれ(届付随す

'以下通常は低平な隆帯と沈線による文様を､３本１組の沈線で表現し
ている。、i陰種竹営による条綴も、珍しく横方向に流れている．沈線･砦

底面に沈線で渦巻文を描く特異な土器である。胸部は隆帯貼付による

大渦巻文３単位-+半歎竹管による条線-.隆帯Iこ沿ってナデ。

低平な隆帯と隆帯脇・間の沈線により文様を作るが、沈線が太くしっ

か')しているので隆帯がえぐり出きれている様な感じを受ける。１１緑

部に横走沈線１本、胴部に火渦巻文。おそらく，r裁竹管による条線。

隆帯で大渦巻文を作る《,隆帯に沿って太い沈線。半減竹管臆よる

！;縁部に枇走沈線；本、その直１５に４単位あるいは５単位の渦巻文と

それをつなぐ惟走沈線。胴部文橡帯は基木的に３本】組沈線によ}ﾉ方

形に区画。ただしF半は方形区画の数が多く縦長である伽ｒの下半の

蔀牽力嘆x､皿Ij角が丸味を帯びる傾向がある。笈鎌‘上沸く施文。胴部

llx荷内はﾊの字文。
|沈線で区画し、’本1きの綾杉状文を施文。

；:縁部に長楕円形Ⅸ画、その合い皿の泣肩α蝿銚に縦長桁円区画を施

'す。胴舗の．Ｘ苛め間隙にハの字文‘’

７単位の波状口諒をもつ浅鉢。浅誹の11縁が内折し、その上に上向き

に面を形成する撰提.J縁が昨挙れている。波頂間に両端に渦巻文をも

つ沈線と、それに誰秀L鍔弁施文する。-人7日､全休からI]緑の上向き面

；l緑部に横走沈糾ユ本。内外面とも：I緑部近くにわずかに朱彩が

|駕扇…:……
蝋饗噸繍:駕繍馳鷲鷲

ユ水と、５本』'１１_麓騨歯沃二具による条線。

３本１組沈線で弧状文、斜沈線文。下.半は２本』親沈線で

沈線文の間隙にまばらに半識竹管【是よる条線を施文。横と

所も、斜方向も、綾杉状となる所もある。

隆帯５単位。地文は肺歯状二具による条線.，

、先端の鋭い.I:具による綾杉条線と、蛇行沈綴。内而に藩

着,:ハー部にオコケが残っている。

胴部に隆帯貼付臆よる大渦巻文。地文は３卒二単位櫛歯状

条線。木の業底。

走悩世帯：本、以下脆梢貼付による大渦巻文とそれ(届付随す

.・皇!:蛾町営:三よみ条線→除帯に沿って･ﾉー ヂ。

文様を描く。l-I嘩轍内胸戸肥厚。口緑部に横走沈線１本、

低平な隆帯と沈線による文様を、３本１組の沈線で表現し

蔵竹管による条綴も、珍しく横方向に流れている哩沈線．。

の字文。

し、１本引きの綾杉状文を施文。

楕円形Ⅸ画、その合い間の位置α蝿銚に縦長桁円区画を施

区画の間隙にハの字文《，

内外面とも：I緑部近くにわずかに朱彩か

．」蒜部に枇走沈線ユ本のみ。胴部無文。

商さ
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２２．５

１２．７

皇７．８

２１．５

２６‘４

】４．８

エ４．５

１９．２

３１．８

容逓９ 側考



－１５８－

写真 図 図NＯ 洲土地 占
Ｊ６，、 分 類 文 様 高さ 容量０ 備考

152

474

475

476

9７

9８

9９

lOO

1０１

lO2

１０３

lO4

1０５

lO6

1０７

lO8

lO9

110

１１１

２
３
７
岨－

Ｉ

７

Ｃ
Ｄ
Ｃ

Ｏ
６
６
７

３
４
３
０

－
７
一
４
１
４
４
７
５
６
４
３
４
４
３
５
３
８
７
－
７
８
６
Ⅳ
９
４
５
’
９
９
８

Ｂ
一
Ｋ
一
一
’
一
｜
’
一
一
一
一
一
一
一
Ｋ
一
一
一
一
一
一
一
Ｂ
一
一
一

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｈ
１
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

４
４
４
４
４
４
４
４
４

１

８
８
９
８
８
８
８
８
０
８
８
８
１

れも縦ころがし。縄文地文上に沈線を垂下させるが、沈線は細長い逆

Ｕ字状文を呈している。

眼鏡状把手をもつ鉢であるが把手の単位は不明。把手は上下左右とも

貫通しない。把手から横に半裁竹管による半隆起線２本１組が伸びて

横帯をつくる。横帯内は半裁竹管内面の両端を用いた２個ｌ対の

刺突文を入れる。胴部は縄文ＲＬ、ただしころがす方向は不規則。

縄文→半隆起線の順序が読みとれるが全体としては横帯の方が先

であろう ０

口唇は内面に肥厚し、上面に１本沈線をめぐらして二重口縁とする。

全面地文撚糸文、Ｌの縄を左巻にした原体を用いるらしい。口縁部文

様帯は２本１組隆帯による渦巻つなぎ弧文、ただし厳密には渦巻では

なく逆Ｓ字状の屈曲である。隆帯に沿って沈線、その沈線で半円形区

画を描いている所もある。

大木式によく似た形態の浅鉢がある。口縁部の２ヶ所の111形突起は位

置が偏っており、本来３単位を目標としていたと思われる。口唇に沈

線がめぐり二重口縁を呈す。口縁部文様帯は地文縄文ＲＬ上に、２本

1組隆帯による渦巻文とそれを連結して伸びる弧線文。また２ヶ所に

蛇行粘土紐がつく。隆帯には沈線が沿う。

口唇上面に１本沈線がめぐる。全面地文撚糸文、Ｌの縄を左巻きした

原体を使う。口縁部文様帯は２本隆帯による渦巻つなぎ弧文６単位。
０

胴部文様帯はくびれ部やや下の２本の横走沈線と、それ以下に展開す

る沈線文。横Ｓ字状の渦巻文が横につながる。

胴下半部のみ残存。地文撚糸文はＬの縄を右巻きにした原体を用いる

→２本１組沈線による波状文。

口縁部無文、胴部全面縄文ＬＲ。

頚部<ぴれ部に横走隆帯がめぐる。以下胴部全面縄文ＲＬ。

胴部全面地文縄文ＲＬ→粘土粒を貼付し、その下に波状粘土紐を垂下

させる。

全面地文ＲＬ→口縁部に２列の刺突文がめぐる。口唇が内傾。内面胴

下半部にスス付着、黒色化。同じ位置の外面は器壁の荒れが甚だ

しい ０

全面地文撚糸文、Ｌの縄を左巻きにした原体を用いる。内面胴下半部

のふくらむ部分を境に、その上部がスス付着により黒色化。

胴上半部<びれ部の内面の稜がはっきりしている。全面地文縄文ＬＲ

を施文の後、おそらく６単位、口縁から結節をころがしている。

全面縄文ＲＬｏ口縁におそらく７単位の突起が存在したであろう。口

唇が内側に突出し、その上面に１本の沈線がめぐる。

胴部地文縄文は特殊な縄に見えるが

と考えた。

Ｒ {
《（太)＋‘（細）

《（太)＋《（細）

全面縄文ＲＬ。非常に粒の大きい縄である。内面胴下半部にスス付着

が明瞭。

全面地文縄文ＬＲを縦に施文→沈線で縦長の逆Ｕ字文を施文。逆Ｕ字

１２．０

１６．５

２４．０

２３．３

１．２

１．７

３．３

広域接合

土器すてば

と離れたグ

リッド
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１１３

１１４

１万

１１６

ユ1７

１１８

１１９

１２０

Ｇ・‐７，Ｈ・・６

土器すてばＣ

９
３
８

Ｅ
Ｆ
Ｇ

Ｇ・‐８

Ｅ‐・２

Ｅ３

Ｈ－２

Ｃ・・１１

出-k位置不明

Ｂ－３Ｂ・‐４

［
Ｉ
６

Ｅ
Ｅ

８－５

1２

1２

８‐・’

８－２

|X1IIijの内外とも席消Ｌた痕跡はないが、息ヶ所細長い区画の内部に縄

文の見えない部分がある

無文

ミニチュアの無文深鉢。

脚付の深鉢だが脚部は欠仙している。Ｌ｣維部は１ヶ所波状部分が残存

するが２単位であったか。文様は札線”み･波頂下に渦巻文、１１緑部

にそれとつながった横走沈線。胴部文様は４単位のＹ字状文と、その

間隙に入あ澗巻文器形・文様ともに蒋異な土器。内面底部-.胴Ｆ半

部に詳しく、また外面胴上半--;I縁部にスス付着。

２単位の波状I｣蒜をもつ。｜I唇に沿って高い陸帯をめぐら:ハ隆帯上

刻み。波頂下に垂下隆帯、隆帯上』よ竹禅による円形刺突。１１緑'二沿う

形で２本：望"'師麺嘩、頚部<ぴれ部に２４星の識走沈線。胴部文様

は、４単位の粘土粒を貼付し、それを'|]心に２本１組沈線による渦巻

文と、その問に入る山形文を施文する粘土粒の上:二円形刺突を施す

が碗..,.僻か形をなさず半分つぶれた様な所もあるぃ沈線施文も全体に

粗雑,堀之内Ｉ式と考える，

11唇内側に沈線が１本めぐる。１１縁にひねり状の把手２単位（１個は

欠）、把手裾部に円形刺突。胴部は幅広い文様帯となり、中央部に４

錨寸の端.1文がつく。うち１単泣h率形刺突を弧線でつなぐ堀之内期

の特徴的な文椛が入るが、あと３単位は半欠またi‘t剥落､,Ⅲ1部沈線に

よる文様のモチーフはおそらくＪ字文であろう

胴ド半部に２本エ篭の九い隆帯による懸垂文が２単位残る．隆帯上娃

へラ状k:具による刻み。条線は５本ｌ単位勘歯状工其による。内向に

著しくスス付着。

１１緑部に１本隆帯がめぐるが、隆帯.ドに沿う沈線の方が目立っている。

その隆帯から胴部に垂ドする隆帯７単位。隆帯脇i晶沈線。区画内３本

：単位櫛歯状エ具:二よる条線。

無文外面ほぼ全体が黒色化。

台形土器

皿．４

７．』

１７．８

脚欠損

９．８

１－８

０．０５

Ｃ－７

０．９
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スクレイパー

胸ノル

．』 ７’

ピエスエスキーユ

ノッチドスクレィパー・

ユーティラィズ ド
ブ レ イ ク

水晶ユ･-テイライズド
フレイク

石匙

牌斧

石Ⅱ

玉打

表採碇質料石錐

Ｐｉｔドリル

個数’

型
９
５
２
７
５
Ⅳ
沼
諏
跳
１
１

戸
Ｕ
〈
Ｕ

石

ハンマー

角１主

喋器

稜磨石

石擁

プレイクスクレイパ･‐

石 錘

丸石

砥府

軽石

鉄瀧

Ｐiｔフレイク

Ｐｉｔ１－－ティライズド
フレイク

唾 別 個数

２２

石器種別

そ
溶
膳

の他

石Ｐ』］

打

黒ＨＡＩ石

水品

チャ・‐

大型フ

岩
項
斧

而雛

石鑑

卜石識

レイク

計

個数

２．４４６

土砿No.

ＳＫ－３９７

ＳＫ－８９８

不明ＳＫ
〈Ｂ－５〉

不明ＳＫ
（Ｂ‐・６）

宿雛 石一上 ドリル ビユ.ス 打斧 磨斧 稜膳軒 膳石 石皿 雌器 ハンマ'．. 宝洞 その他

.ゴ.－プレ１

H鯉7９

４．３

Ｃ､３

２ｑ５

水晶９
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たて×よこ×ぽば

第９節土偶一覧表

Ｓ－Ⅳ区

NＯ

２
３
４
５
６
７
８
９
０
・
雲
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
妬
７
詔
劉

１

？
】
ｎ
台
２
ワ
》
２
句
凸

■
畠

１
１
↑
６
１
勺
《

・
Ｌ
１
１

１

１

ク
】

図
図
凶
図
図
図
図
図
Ⅸ
図
図
図
図
図
例
図
塑
図
劉
空
似
瞬
判
図
図
図
噸
図
姻
咽

８
８
馴
馴
鍵
馳
馳
蛇
艶
艶
鯛
鋤
錦
踊
別
副
塑
副
斑
一
塀
一
鯛
５
酪
鍋
弱
帽
師
８
８

，
１

０
１

０
４
’
４
０
４
４
列
冠
４
４
４
０
４
。
「
４
４
０
４
４
‐
４
４
理
川
孟
４
４
靴
恭
叩
０
４
４
’
４
四
４

熱
認
第
第
第
第

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
乗
第
弟
雄
第
第

ｌＩ上地典

・
筒
刈
鉱

●
仏

０
３
０
２
２
４
２
３
３
３
３
抄
３
３
３
１
席
ワ
】
万
１

帥
蝿

１

２
３
３
３
５
５
５
５
５
５
５
５
５
８
１
５

’
・
・
・
ｂ
！
‐
芯
－
１
、
渉
９
３
４
．
３
３
４
８

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｎ
世
３
Ｆ
Ｂ
５
Ｂ
脇
Ｂ
刑
Ｂ
鵬
Ｂ
胸
Ｂ
に
Ｂ
胆
Ｂ
Ｂ
Ｂ
弱
Ｂ
、
Ｋ
鼠
川
一
Ｋ
唖

Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
血
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｍ
Ｓ
恥
Ｓ
血
Ｓ
恥
己
山
ｓ
恥
Ｓ
恥
Ｓ
Ｓ
Ｓ
地
Ｓ
日
Ｒ
Ｓ
ｋ
Ｓ
Ｍ
心
Ｃ
Ａ
Ａ
（
、
ｃ
ｃ
Ｃ

部位’

噸
幽
顔
釦
餓
頓
噸
頓
顔
頻
鯉
域
瀕
幽
城

側１

上､卜牙
噸～調

煎

飢

》
削
叱
迦

Ｉ

顛圃

嬢
城
顔
餓
頗
頓
虹

Ｉ
ｌ
：

１

６
１
胤
９
２
３
７
０
６
８
５
．
』
９

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２
８
二
｜
，
４
。
Ｊ
５
３
８
８
９
１
２
６
心
３
６
β
０
一
Ｊ
７
侭
２
９
３
，
０
０
リ
》
４

弓
○

６
６
２
５
６
５
３
５
５
４
２
４
６
即
Ｆ
リ
ー
３
３
↓
４
芯
４
２
Ｊ
．
３
６
６
６
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
‐
×
×
×
×
×
×
×
×
認
×
×
ｘ
×
×
×
、
雛
×
×
×

５
：
卯
や
声
邸
盛
ク
ー
５
９
０
６
・
４
５
４
５
３
一
心
、
Ｉ
０
３
８
０
３
－
‐
・
２
２
３

５
６
；
５
５
４
３
７
４
１
２
３
６
１
４
３
１
３
４
．
５
８
５
３
２
３
５
７
６
３

時期

硲択～新道

仲利

曾利

ji:『ﾃjﾉＬ

曽利

折進一藤内

斯道

踊尺～
排ＩｉｌｊＬ

裕沢～
Ⅱ:Ｉ･すりＬ

l[師ゲデｉ

｡､')耐ﾉ《

猪沢～
リ|:戸虻

櫛道～
ノドｊｉ塊

姉ｕ

加iｉｉ

新進

幣洲--稚内

；識ﾉ《～

岬I§ﾘﾉ&

'抑利

'鯛Jv--
ii;IilﾉＬ

維内--．
ハ:)iｌｊＬ

伸利

li誠ヶ･台

一・蹄l〈

ﾘｳﾘ末

I牒内~
昨FfI凡

折道萄-喋内

析瞳一
昨JfI鬼

爪棚ヶ台
～絡沢

分削塊の観察

灘に分割塊耐と椎

|識柵”
鯉に"刑叱ｌｌｉと水

，部'二帖ｋ塊Im

l聯峠縦…

部位上文様

頓の周朋から狐脳部
に角抑文をめぐらす
蚊握状沈線文

ダプルハの‘j･2文、額
に蛎線文、後蚊那に
単磯

噸の炎現なし

後虹部に円文があっ
たと思われる

後蛾部に渦巻文

苛称抵訓丈、１Ｍ１腹部
に三角押文、中央部
のJL陰''1揃一jる

噸'〕炎現な！．

後唄部は陥柵による
|i抱き宝又文となる
１１[辿孔,３つ

後虹部に11Ｉと角文
'１とり如二爪形丈

後蚊那に渦巻丈

後頚部に爪杉丈坦ﾄ【１
粒か3個

|l:二三Ifl抑丈、皿部
'二111池･Ｌ３ｉｌｌ１Ｉ

Iiii1ili;こ沈課虻、後Im
Ii1･mHLがあるある
､､は前後逆

隆眼部iFjiu私室つ
じあり、Ｉ|ク)'ざに′、
”;･冒丈

後皿部仁|;州:による
渦巻三Ｘ丈、ｌ‘価哩L
51M

後虹部を.卜降，ＭＨ二上
る渦巻三叉丈か

後蚊部'二弧線文

1WＭ１部にIﾘ突:曹沈線
雌に沈諜文

後頭部に恥環、まつ
厄
一

ｲ1.3個

後蛾部に２つの円．史
孔２個

蚊爪部に刺突文

文様階施文典

角押え､髪形を表出
一一ごいる例、後蝋眼
部結髪

沈線文

同と後娘那降俳文も
し､ずれも別Ｈ*'施す

t線

除‘附丈、後皿部にⅢ
辿孔･_品つ

沈諜

催降僻晶交if刻ｉｉを
ljlIえる

半降起補:二交ﾉj刻Ｈ
史

除線上~是角押文

彩色なと

賊例SIIIlベ
１９

ｓⅣⅨ１７

カハI;リグ>Ⅲｉ

ウハⅡ,'1ｋ仙
幣理『|'紛失

Ｉ|'''剛n部の型
作法がわかる
盗料

ガソハ卿士偶

力･ノハI刺土偶
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No. 出土地点 部位 たて×よ二×はば 時 分割塊の観察 部位と文様 文様と地文具 彩色など

第487図３０

第487図３１

第487図３２

第487図３３

第488図３４

第488図３５

第488図３６

第488図３７

第488図３８

第488図３９

第489図４０

第489図４１

第489図４２

第490図４３

第490図４４

第490図４５

第490図４６

第490図４７

第490図４８

第490図４９

第491図５０

第491図５１

第491図５２

第491図５３

第491図５４

第491図５５

第491図５６

第491図５７

第491図５８

第491図５９

第491図６０

第491図６１

第491図６２

第491図６３

第492図６４

第492図６５

第492図６６

第492図６７

第492図６８

oＪＯＮ

2０

３３

５０

５３

５６

８３

1３９

９
？
】
０
０
１

Ⅳ
一
一
一
一
一
一
－
１
１
３
６
６
６
１
１
１
４
１
６
６
３
５

１

４
９
９
９
９
２
１
１
４
３
２
１
３
３
７

－
Ｂ
Ｂ
３
Ｂ
Ｂ
麹
Ｂ
Ｂ
配
Ｋ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

，
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
１
Ｊ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
恥
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ

身
胴
・
卿
胸

怖
腕

顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
半
一
顔
胸
・
顔
顔
顔
顔
腕
腕
腕
・
腕
腕
腕
腕
腕
腕
腕
腕
腕
・
腕
腕
腕
腕
腕
腕
腕
腕

上
顔

鵠
顔
腕
腕

一
Ｉ

１

４
２
８
８
２
８
３
３
３
４
４
６
７
３
４
０
０
５
５
９
２
４
９
１
９
８
３
９
６
０
４
８
６
１
一
○
６
９
４

。
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●

４
５
５
４
２
２
１
４
４
２
３
２
６
３
２
３
６
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
１
１
３
１
１
２
３
２
１
１
１

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

４
７
３
０
２
７
５
９
２
７
８
５
５
６
２
１
０
０
５
３
２
５
７
１
９
６
８
３
０
８
１
５
４
４
４
３
８
８
２

５
－
１
３
５
５
３
４
２
４
４
５
７
９
６
３
５
９
３
３
３
４
３
２
３
３
２
２
４
４
２
５
２
３
５
６
５
２
３
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

８
６
０
３
５
２
８
２
０
９
５
８
８
９
５
０
７
０
６
９
４
２
４
２
７
８
６
１
０
８
８
４
３
４
２
９
０
３
５

４
７
３
４
５
４
３
４
３
４
６
７
８
５
４
５
｛
Ｉ
２
２
１
３
１
２
２
１
２
２
３
９
〕
１
２
１
２
２
３
２
２
２
１

新道～
井戸尻

新道～
jl皇戸Iﾉi‘

格沢～新道

紳利

liI;I利末？

硲沢～新道

Ⅲ領ケ台
～新道

幹利末

新道～
井戸尻

啓利

牒内～
井戸I凡

藤内～
昨戸呪

紳利

職内～
１１:戸Iﾉi‘

紳利

路沢～新道

新道～藤内

曹利

頻部に木芯痕

頻部に分割塊1m

頚部に分荊塊1ｍ

砿部に粘ｔ塊1ｍ

左手付根部に分荊塊
1ｍ

頚部に分割塊1ｍ

鎖部に分削塊1ｍとソ
ケット接合法

蝋部に分荊塊１ｍ

蚊部に粘土塊而

蝋部に分荊塊liIiとﾉ|く
芯彼

付根部に分割塊1ｍ

腹部との接合部に分
削塊1ｍ

付根部に木芯痕と全
体に粘土塊、

付根部に分割塊1ｍ

後頭部は渦巻三叉文

後頭部変形ｆ抱き三
叉文

ダブルハの字文

目に角抑文、蚊部に
1'1通孔３個

後頭部双環、目にま
つ毛、口にトリプル
三角文

目に角押文

箇通孔１個確認

紋付文と背部に沈線
文

頭部に渦巻き三叉文、
ダブルハの字文

頭部に単環、頒碩部
に沈線

頭頂部に双環

後頭部に渦巻三叉文

頭碩部に洲｝、ダーフ
ルヘの字文

⑭

後頭唄部に双環と変
形三叉文

手先に三角ｲ111文、災
は刻目

ＬＲの縄文

手先に別目

降帯

降帯

降帯、沈線

渦巻三叉文を降帯で
その上に刻｜Ｉ

降幣と三/『j陰刻文

三角抑文

カッパHiu土偶

あるいは把手
力、

カッパ烈士偶

バンザイ土偶

鳴る土偶

土偶には稀な
縄文
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NＱ

ｑ
〉
（
Ｕ
弧
且
・
の
凸
ｈ
ｄ
４
４
Ｆ
Ｄ
《
０
７
，
口
０
》
ｎ
Ｕ
勺
１
、
色
、
．
４
戸
。
《
Ｕ
７
。
。
Ｑ
》
ハ
Ｕ
ｌ
ワ
己
へ
。
Ａ
４
戸
ひ
戸
０
７
ｎ
ｏ
○
》
内
Ｕ
１
２
冗
凸
‐
４
Ｆ
Ｄ
６

６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
，
己
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
皿
、
加
脚
、
幻
加

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
側
図
図
図
図
図
図
別
捌
図
図
図
図
図
図
図
図
図
阿
図
図
側
図
図
図
図
図

蛇
犯
蛇
卯
兜
蛇
蛇
蛇
蝿
兜
兜
兜
兜
蛎
兜
兜
飢
叫
別
“
叫
拠
妬
妬
蝿
弱
鯛
妬
妬
鮎
妬
”
卵
妬
妬
妬
妬
妬

０
４
’
４
４
０
４
４
４
号
４
４
４
‐
４
４
皿
４
４
４
４
４
４
４
亀
刀
響
４
４
４
４
刀
４
４
４
４
４
４
４
段
４
４
４
４
４
’
４
４
４
血
靴
４
４
４
４
４
註

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
姉
弟
第
第
第
第
錆
牢
第
第
第
第
蛎
鋪
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

出上地点

Ｆ８

Ｇ．.ｌ

Ｇ‐．.！

Ｇ＝７

１１．．８

１．．８

Ｊ・・２

Ｍ．８

ＳＢＯ７

ＳＩ１．．１２

;監拶すてばＣ

《
Ｕ
？
》
３
句
⑨
誹
心
⑨
心
ａ
呼
妙
心
。
ハ
リ
一
ひ
５
－
Ｊ
７
－
勘
３
の
Ｊ

ワ
ー
釦
．
３
－
，
５
５
５
Ｆ
⑰
一
、
六
ｐ
《
ｂ
ゆ
り
６
戸
、
７
８
碑
⑤

凸

』
■
』
Ｂ

ａ

』

２
４
、
Ｉ
１
．
４
８
Ⅱ
‐
．
３

Ｂ
３
Ｂ
１
Ｂ
グ
ー
Ｂ
狸
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
９
Ｂ
Ｂ
砧
、
肋
Ｂ
Ｂ
”
Ｋ
雫
・
・

Ｓ
Ｓ
Ｓ
恥
Ｓ
恥
Ｓ
池
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
血
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
耐
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
，

部位

腕
腕
腕
腕
碗
腕
腕
腕
胸
胸
胸

胸・碗

胸
腕
胸

胸・碗
㈲

胸・腕
幽

胸・腕

胸・胴

|脚

胸

胸・胴

胸

胸

胸・腕

胸・胴

胸
胸
胸
胸

胸・腕

胸・胴

胸
胸
胸

胸・腕

胸
胸

たて×』鷺こ×はば

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

時期

帥利

諾沢．､・
井戸舵

硲沢～藤内

硲沢～藤内

絡沢～藤内

折道．､･藤内

ｌＸｌ利

帯沢､-藤内

絡沢~藤内

猫沢-.諜内

斯道～藤内

・析辿

絡沢．､,街道

新道

絡沢～析道

猪択一･析道

稲沢一‘譲内

紳利

析道

棚利

紳利ゥ

硲沢-･新道

礁内～
峠Ｊ･『尻

ｌＸｌ利

稗ドリ

幹利

分割塊の観察

腹部との接合部に分
剖塊面

腕部と腹部との接合
部に分割塊而

腹部との慨令部

腕部に分
(S-IVE

の接合
と木芯

胸部に分割塊血
(Ｓ－１Ｙ区Ｎｑ糾と接制

頚部と腕部との接合
部に分割塊lfIr

胸部仁粘

枯北塊而

ｆ塊Iｆｌｉ

(Ｓ･･lVKNn]5と按制

腹部との接合部に分
割塊面と木,芯痕

頚部と腹部との按合
部に分割塊1ｍ

鋤部に渉剖塊而

i,1-根部に分割塊Ilrli

ド芯痕

の接合

弾部との接合部に分
削塊圃

腹部との接合部に分
割塊曲

木芯痕

腕部に分割塊I､、頚
舟|Jに接合川刻'１

部位と文様

Ｆ光に渦巻又

側腹部$ご郡'抑文

三角抑文

脇1,.挺沈線文、紋付
文

I鵬中線

側腹部;ニミ角押文、
TIlf部に1,.i:状脆帯

礼勝と11.''１線

胸部に角抑文

角抑文による弧線又

IE中線

il2Iil線と告部にタス
キ文など

ii誌|jに.『l形竹符文

１１ﾐ中線、脇部1二沈線

沈線

止中課、側腹部に』；
刻的沈線又

紋付文

脇部に沈線文

脇部に沈線文

文様と施文典

邑角押文による沈線

沈線

Ｖ"挙状隆帯、沈線鐘

,誤川の特色

沈糾

叩【'1文(＆よる沈線文

角J1'1文

Ｉｌｌ形侍誉文

沈線又

彩色左ど

ｨSIljlなｔ製品
だがｆ偶とし
て扱った。

雛理I|;紛失

ＳＢ･･73の1-屑

ＳＢ－７３のＩＪＷ

熱駒の上偶と
類似する。

小]剛u製上偶

パンザイヒ偶



－１６８－

NＯ

第4196図１０７，．．１０

第496図１０８，．．１０

第497図109Ｅ・６．７

第497図ＨｉＯＥ－７

第4971叉llZl庇・８

第497図L2E･9

第497Ｎ１１３１§・Ｅ６

第497図１１４Ｆ・２

第498図iﾕ５Ｆ・・５

弟辿￥塁Ｋｌ６ｉ１，‐．Ｓ

第498図ﾕ１７Ｆ・・９

第498図魁８Ｆ－９

第4981刈皇１９Ｇ．'１

第498図１２０（;・・５

第498図12lx・７

第498図ｌ２２１１－８Ｎｎｌｌ

第499間』231Ｎ…:６

第499図ｌ２４Ｔ－５

第4991叉ｌ１２５Ｓ－ｌＶ

第499図』26熟佃
弗499間127ＳＢ－ｌＯ

第500図1281ＳＢ･-コ
Ｎ咽０

第500図L291SB-18

第500図13ＯＳＢ･鋤

篤5.0図I3ll＄‘-2．
第501図ｌ３２ＳＢ－２１

第5011列ｌ３３ＳＢ･･３２

第５αIxl134Sjう－３‘’

第502図ｌ３５ＳＢ･４６

蕊502膜''３６脇-Wｉ
縮502図ｌ３７ＳＢ･･５３

第502図:３８Ｓ８．５３

第502図139紬~総

第503図ｌ４０ＳＢ･･諭

第503図141ＩＳＢ･･5３

111土地南 部位

胴(胸）

胸

胸

抑

協

胸･I随

胸

,N･鮒'1Ｍ

脚

胸・１Ｍ

胸

胸・腕

胸・碗

胸・腕

胸

胸

胸

胸

仙･胴‘脚

瞥

腎

宵

瞥

嘗

腎
智
腎
瞥

晋・脚

稗
腰
曙

将

たて×よこｘはば

３
７
０
２
９
心
９
９
汀
９
２
９
８
８
掴
心
心
侭
一
却

守

●

２
２
３
３
２
画
一
２
麺
‐
２
：
２
・
曇
２
１
１
２
２
罰
．
２

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
２
罫
９
６
‐
’
』
６
６
３
４
６
５
皿
Ｉ
７
５
－
０
６
８

叶

■
寺
ｂ

Ｌ

４
３
４
一
ひ
４
．
。
４
３
２
３
３
５
叩
・
ひ
２
６
３
．
圭
込

■

■

寺

●
●

×
×
×
×
×
×
×
ｘ
ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

６
８
０
８
‐
‐
３
６
９
３
河
５
刈
錫
２
５
６
心
・
坐
母

■

■

◆

■
◆

令

◆

２
３
３
，
１
３
‐
Ⅲ
４
３
４
４
３
３
１
２
３
６
４
４
６

５．６×６．９×､1.3

鵬９×２．７×４．０

５．１×３．６×５．７

６．０×７．２×両．ユ

３．８×Ｚ,３×３．３

９．１×３．８×』．３

９．８×３．１×１．５

７．４×７.】×-1.-1

.1.3×２．７×２．５

３．５×７.¥×』.２

７．４×４－５×繭－５

１．９×２．０×３．：

５．０×３３×２．７

７．３×７.〔ﾉ×４．６

３．２×５．４×４．５

6.-1×４．１×２．９

時期

新垣～藤内

IlilFIl

1lil利

ｌＸｌ利

絡沢-,．
ル戸塊

硲沢--藤内

硲沢-,．
井戸脱

榊利

静利

ｌｉＭｌ利

神利

鼎利？

H:ﾉrljZへ‐
ｌｉｉｌ利

新道,-．職内

Ｗ利

常利

'静利

牌利

騰内．､‐
仲ﾉ『尻

新泣～帳内

稲沢･‐新道

雑泣一藤内

絡沢～斯道

析坦-,.

ル１５尻

分割塊の観察

水芯痕

頚部との接合部に分
割塊１，

頚部、腹部との接合

,ド,忠棋

独部〈に雛11塊附

lim釧他・永稚癌
客戸■■ﾛﾛ－■幸一

溌部と腹部の喫合部
に分割塊|、

凱郁【こ分訓塊1ｍ

胸部(二分割塊|、

頚部と腕部の接合部
に分割｣１１面と木‘磁痕

l}1K1部との峻介部腫分
獅順Ｉｉ

脚部との接合部に分
剖塊mｉ

胸膜皆部片側に分割
塊|m，曽,ﾘ式に特徴
的な分荊塊面

胴腹僻部片側に分割
塊|、

僻部片側との間に分
割塊|ｉｎ

右脚部はIﾘlらかな分
割塊而は兄えなも､が
今生11池而

(Kcl225登撰今の糾群）

脚部匙“披合部に分
割噸、

蹴協と脚部に妙刺塊
1ｍ

頚部、片側普部に分
割塊1m、頚部にｲ<’慨
痕

部位と文様

ＲＩＬの縄文とミ徳押
又

l1irl'線

１Ｍ１級

l[.i:線がをい･紋付
文とタスキ文がある。

.１１部に沈線文

:l倉巾線

ｒ先に刻目

脇!､.【こ沈線文

バンザイｔ偶に特徴
的な沈線文

助･汁状文

絢郁仁､|&附帯で些出

響鐸ＷＦ－ｉ‘ル純寸
■■■守日産亨一ＰＰ画■q■Ｆ●可声竜

側件部【こ渦巻又

側将部報&巻文

瞥部を１４雄帯で炎||＃

hl称１１K刻文、ilZIIl線
を釧1維帯、・を角抑
文にｋる渦巻文

側併部に渦稚文

側勝部に沈線文

側瞥部に沈線文

側瞥部に沈線文

対称虹刻又、側瞥青｜
に1畳抱き畠父文

f則蝉部にmjI'1文

刈称弧刻文、
文、正''１線、
に吊角lilI文と
刻文

iT]押文

逆言跨
側腹部
晶角陰

側腹部lこ沈諜又

文様と施文具

紐文と鈎押又

角押文

沈線文

洗練文

沈線

-と角抑文{亀よる渦巻
文と・部で単なる沈
線となっている。

沈絹

・部にl｣:文がある。

半縫起線と．晶叉状陰
刻又

角子111又

一二角#111文と_晶角鯵刻
文

像色など

バンザイ！:偶

小郡知製上１１１

白色の胎l・

赤彩

咲侭えぐり

|赤彩

|鴬…
なる。

’|'窄一f偶



胴

儲

智

腰

胴

－ １ ６ ９ －

N［

２
へ
』
４
５
６
７
８
９
０
‐
△
２
３
Ⅱ
４
５
６
７
〔
ひ
９
０
１
２
３
４
５
６
７
Ｑ
Ｕ
９
０
１
２
３
４
５
６

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
打
Ｕ
６
６
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
－
１
凸
‐
△
：
１
１
１
。
△
１
．
今
１
１
勺
』
１
１
４
１
１
１
１
１
１
：
ｌ
ｕ
１
１
１
９
Ｊ
１
１
１
勺
鎧
、
今
１

図
図
面
凶
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
凶
図
例
図
図
図
図
図
図
図
図
図
間
図
図

“
船
偲
“
“
帆
帆
帆
“
“
肌
鵬
鰯
砺
妬
侭
鴨
鯛
鵬
“
妬
“
伽
妬
帖
妬
飾
Ｗ
”
”
師
碗
師
蛇
肥

５
５
Ｆ
Ｄ
画
⑧
５
戸
、
Ｆ
Ｄ
戸
，
』
・
り
一
勺
ひ
５
５
５
－
和
５
－
。
Ｆ
Ｄ
〔
、
５
岸
、
【
。
－
０
Ｆ
ひ
５
戸
０
Ｐ
ｂ
芦
り
５
５
５
《
９
５
－
ワ
５
Ｐ
ｂ

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
佳
牢
坑
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

出土地点

６１

６
２
０

３
３
５
０
９
９
－
，
１
Ｎ

５
一
ひ
５
６
６
６
１
２

・
３
１
３
１
３
Ⅱ
６
８
９
２
３
３
３
３
４
６
５
６
６
７
－
ノ
．
８
唖
Ｐ
叩
８
８
８
９

じ
Ｂ
倍
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｋ
．
．
Ｋ
》
」
”
》
》
一
『
一
》
叩
｛
》
雫
函
。
．
．
・
・

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
呂
恥
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
周
Ｂ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

部位

胴
替

腎
脚
脚
卿

脊
瞥
臓
腎
宵
．
・
腰
・
皆
腎
脳
腎
腹
腎
腎
腎
臓

瞥

胴

腎
臓
・
胴
醤

晋

腎
脊
胴
瞥

たて×よＰ.×はば

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

８
１
２
９
９
１
６
６
２
５
９
６
９
０
６
２
叩
一
０
８
０
句
一
３
９
。
，
８
Ｊ
呂
胃
『
，
５
９
‐
．
５
７
品

や

■

繭

色

■

■

■

◆

ｇ

凸

●

■
○
ゆ
○
ヰ

■

●

申

守

■

凸

■

■

Ｌ
・

４
４
５
２
３
２
３
ｉ
５
一
Ｊ
２
－
０
２
２
２
３
３
３
３
３
３
７
３
３
。
．
３
６
１
３
２
３
３
６
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

時期

折道

新道

新道画､．

油ｱﾙＺ

新道．-.藤内

格沢･､･荷道

新道～藤内

諾択一･新辿

硲沢～新道

I擬内一
井戸尻

'篇利

新道~鵬内

ji:戸虻

曹利

曽利

曽リ

昨Jﾉﾉ&～
紳利

新道～
X号派呪

新道へ藤内

瞥利

曽利

衿利

瞥利

帥利

分割塊の観察

脚部に,ド芯痕と分割
塊面

特殊な製作法である
咽像法で細のI_E痕が
残る。

腹部に分牌lj｣鬼而

腹部に分荊塊|、

脚部に分削塊面、右
足はソケット接合法

腹部に分割塊而

腕部に分割塊1ｍ

轡部片側}一二分割塊曲

ｲこ芯痕

普部片側に分割塊面

腎部に分割塊|、

腹部に水芯痕

腕部との接合部に分
割塊而

ﾊｰ側瞥部と腹部との
接合部に分割塊面

頚部に分削塊面

部位と文様

Ⅱ:I|】線、娃祢継刻又
Ｌ子文と渦券又

ＩⅢ腹部に．-1F｢lJI1l又哩
望角陰刻文

対称班刻文、角抑文
によ；5沈線文

側腎部に.ミ、111文

側腎部に角抑文

側替部に‐:角抑文

変形対称弧刻又

側腹部に沈線文

対称弧刻文、側腹部
'二二角押えによる沈
線

腎部に沈線文

腎部に渦巻文

側普部に沈線文

沈線文

側脊部に半隆起線文
と刻目

側替部に短沈線

側嘗部ｲﾆｰ渦巻冒瞳識
沈線

側腎部に二角文、円
文を沈線で描く

正巾線、側件部に渦
巻文

側腎部
状沈諜

に眼抱き§父
文

'E中線、ブラ又

'E中線

]中線、側腹部に．ｆ
角抑文

側腎部に沈線又

mll響割側.雫渦未心・
■ｒ■ｐ■■■可『産守叩５－左￥

正'1'線、側腎部仁渦
巻文

側腎部に制巻又

側啓郁に沈線文

】E中線、服部、側腎
部、言角状、弧状、
沈線

文様と施文具

陰刻文

陰剣又』徳押文と

伽抑文

沈線

半隆起線による-4角
文

染谷沈線

枕線文

対称弧刻又は変形し
てお')､ＷＩｌｌ)]ｋった
痕がある。

』EIi'線は洗練

線
線
細

沈
沈
沈

彩色など

えぐりあり

脚禰略

中空腹部

えぐり

牌部はｉｌｌ

凶而の11具1ｍの
位撹に誤りが
ある。

へソと背B:｣を
打し
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NＱ

第５O81Xll77

第509図L７８

第509図179

第509図１８０

第509間１８１

第509図１８２

第５O91xI183

弟510図184

第510図185

第５１０慨;186

鯛510図１８７

第510図１８８

第510図１８９

鋪510図１９０

第510図191

第510図192

第5．図１９３

第靴l図１９４

第５:l例195

第５:l図196

第５]1図197

第５瞳図198

第512図上９９

節512例200

第瓢2図20】

第512同202

第512図204

第513側205

羊!、湖:饗iｧ''６
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第513図208
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出上地点

９
１
８
８

Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｆ・‐pＮｑ３

９
２
１
１
１
－
勘
６
７
８
９
６
３
４

Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
１
Ｉ

一
Ⅱ
酉

ｒ － ワ
理一

Ｖ---10

炎係

ＳＢＯ１

ＳＩ）・・ｌ７

ＳＩ３・‐；７

NＭ

ＳＢ－２９

Ｋｑ‘ｌ内

ＳＢ・・３２

Knl22

S1う・・ｌＯ

ＳＨ－４４

ＳＢ－５０

Ｓｌ１．．５２

部位

腎
腹
将
儒
腎
腎
併
将
胴
僻
胴
将
胴

胴・将

脚
腎
腰
骨
胴
啓
胴
幣
胴
脚
脚
脚
伽
脚
脚
脚
脚
脚
脚

たて×よこ×はば

５．８×６．５×５．１

3..1×３．６×２．１

３．０×５．３×２．７

８．２×Ｇ,：×.i，’

２．８×２．８×２．５

３．６ｘ３．２×２，５

２．６×３．３×３．１

５．ｉ×６．２×３．１

３.Ｕｘ２．！×３．４

２．８×；、６×：、９

４．５×４．３×３.Ｃ

４．０×３．４×２，９

４‘６×５．０×３.(〉

.１．ｌｘ２．６×２．２

１．Ｓ×２．０×３．３

３．３×３．：×３．０

３．５×３．５×３.ユ

６．７×１．(;×５．０

３．２×１．８×３．１

７．５×３．９×２．９

3.8×３'､９×２．７

3.7×３．３×３．２

５．８×４．２×：、８

３．０×２，５×２．７

４．５×４．０×さ1．３

３．９×‘i､６×１．９

：'６×３．３×２．３

１．９×３．７×５‘７

7.6×４．８×６．９

４．７×５－８

３．０×２．７

２．８×

２．６×

3..1×３．２×１．８

２９×２．６×３．．１

時期

'抑利

牌利

藤内

牌利

曽利

析道･･･藤内

徹辿

神利

紳利

弗沢～

杵FII

紳利

)|二戸hi‘～
牌利

絡沢-､彦斬道

蒋利

需利

新進､･藤内

ＩｌｉｌｆＩ」

Wf道－．.恭内

'Ｎｉ利

分割塊の観察

斑姉と腎都と腹部に
分割測荊

|側腎部に分割塊1ｍ

帖上塊面

腹部;星分割塊lili

Il姉詩１，１．‐ＦＦＦ詮ＩＬ【卵『ｍ

普部片側に分割j鬼1ｍ

碗部と脊部に分訓塊
,前

仲恨部に分訓塊1ｍと
木芯痕

部位と文様

卿繍卿｜

難 蝋

聯:｜
鯉縦側MM柵に沈

胤撫量柵刻ｘ１

Ｉｆｌｌｌ線，

文様と施文具

渦巻文は全角抑文､
ｉ叉文は除刻文

沈線

'1§IIJ線:こ半雌』ＨＩと§
角抑文

釧:：文と沈線又

円形竹稗史と角押文

沈線文と雌合沈線文
(擦痕）

沈線文とキャタピラ
文

沈線で文禄を拙く

角抑文と円形竹梓文
が組み合されること
が多い．

沈線文

－１角又は執｣抑文で
描く

隆幣による正I|'線

沈線文

彩色など

腹部中空
Ｓ＝Ⅲ区208に
蝿した文様

勝部は中窄と
なる。’'1錐形
中空上偶

脚を折略した
|邑仙

'１１空ｋ側
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ＳＢ－５３

ｋ偶１５

ＳＢ－５３

ｋ偶】５

ＳＢ５３

ＳＢ・・３３

sＢ・・５５

ｓＢ・５５

ＳＥ・・ｓ６

ＳＢ－６０

ＳＢ再６７

ＳＫ－.'９

ＮＱ４７Ｄ－１：

の
、
２
２
ワ
ー
３
３

－
■
一
一

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ・・・１Ｎ、２

』
⑨
【
わ
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、
、
ム
一
、

Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｃ
ｃ

Ｃ－６ＮＱ６

【
ｆ
ワ
，
輿
ｕ
句
且
の
⑨
汐
ｈ
》

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
、
，
X〕・・］０

，．，１０

Ｄ－コ盈採

ワ
』
３
３
４
。
『
ｆ
⑥
Ｏ

両
』
垢
坦
両
》
需
巳
Ｆ
ｕ
時
》

部ｌＮｌ

㈲
閥

脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
剛
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
川
脚
脚
卿
脚
脚
脚
脚
脚
卸
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚

たて×よこ×はば

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
９
２
７
５
６
．
．
５
６
．
．
３
３
８
２
９
６
３
８
１
０
１
０
５
９
０
０
９
０
２
３
９
０
２
９
１
０
２
３
２

曲

■
■
甲

ｂ

■
■
■

ｐ

■
や
■

士

●

◆

可
■
。
■
■

ゆ

■

■
■
■
ｑ

■

■
■

■

●

ｑ

己
。

■

■

Ｉ
３
２
３
３
３
冊
３
３
１
３
２
２
３
３
２
１
’
４
２
５
２
３
２
３
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Ｉ
’
４
３
４
３
３
２
３
１
２

宮
１

．
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×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

時期

::|噸::：

｜繊蛮
Ｉ測塊衝
’1,1.眠都は分割塊1mは
’観察できないが、分

｜｜"縦…
州

,瞥刺｜付擢灘に分鋤“

|帥利

｜｜'撤撫，

分割塊の観察 部位と文様

足前に・角抑文

足首に1瓦行沈線間斜
ｉｆ鯉沈線

脚典側に渦巻文

側腎部に渦巻又

雄竹に沈線文

足竹に洗練又

疋の甲に沈線又

つま先と疋竹に沈線

脚部に受状;,と課又と
災合沈線

足肖に平ｲj沈線問刺
突文をなすと忠われ
る。

文様と施文典

沈線文

沈線

洗練

膝は渦巻沈線で菱川

畜色など

､

!接fｉ
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第521図255
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姉521図257
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第521図259

第521図260

第521図261

第522図262

第522図263

第522図264

節522図265

第522図266

節523図267

第523図268

第523図269
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縮523図271

第5231割272

節523図273

第９４図ユ

鋪524Ixl2

第524図３
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HlII員地点’部佃

Ｅ－９脚

Ｆ－ユ脚

F-２１脚
Ｆ－２脚

Ｆ‐-２脚

蝋_,，｜”
Ｆ８１１１Ｍ

Ｆ－９ＮＱ］lMjII

:菖ｉｌＭ
Ｇ－５１脚1

G.-6脚

Ｇ・・８ｌＩＭｌ

Ｈ－.1脚

Ｈ･-』１１脚

Ｈ－４脚

１．．２１脚

１－２脚

１－;３脚

1．．４卸

Ｊ・-２脚

Ｊ・・２脚

』.．‘ＩＩｌＭ

Ｒ－２０１１MI

S・・１８脚

Ｓ一Ⅳ]¥－５

s・・ⅣＢ・・６

Ｓ－ｌＶＪ－２

Ｓ－１Ｖ】1－．２

身
身
身
身

全
全
全
令

たて×よら×はば

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
７
９
６
６
９
２
９
３
０
６
３
４
６
９
１
９
２
２
０
８
０
６
２
月

■

●

■

●

■

も

巴
Ｐ

●

■

■

Ｐ

ｂ
■

●

■

■

■
■
■
■
■
■
二

Ｊ
１
３
３
３
１
３
２
３
３
２
３
２
４
句
響
３
３
６
５
３
２
１
．
６
３
矧

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２，２×６．１×２．５

１．９×３，：×１．６

４．４×７．３×３，３

１１２．６×５．０×３．１

時期

智利

曽利

新道.-．藤|人１

韓利

分割塊の観察

噸…|鯛;，
雌蕊に粘k塊'ｍ鎌ｗｆ沈線間、

職の接合部に分っ…剣Ⅲ

理§に粘１２塊mｉ膝を突i:1させで､る

部位と文様

腹に沈謀

耳とＩ：と表現

石斧を人形様に加工
Ｌたもの

文様と施文典 彩色など

足をf↑略した
上偶

足底にえぐり

足底4こえ.ぐl〕

土動物土偶

イノシシ

イノシシ

右偶か？
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第10節土製円盤一覧表

Ｓ－Ⅳ区土製円盤一覧表

4９

5０

５１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

寵’

6５

6６

6７

6８

6９

7０

7１

7２

8６

7４

7５

7６

7７

7８

7９

8０

8１

8２

8３

龍

8５

9１

8７

8８

8９ ３

9０

9２

9３

9４

9５

9６

－１７３－

番

１
２
３
４
一
⑨
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
一
○
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
，
１
２
２
２
２
２
２
２
２
ワ
ョ
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
Ｌ

出土地

Ⅱ
‐
ユ

３砦

２１曽

フク

ユ層

ＭＬ６８

》
一
》
■
一
率
ｑ

Ａ
Ａ
Ａ
八
Ａ
Ａ
Ａ

咽
廻
・
一
・
一
・
《
１
．
坐
１
．
－
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
５
６
６
６

》
一
一
》
一
一
》
》
一
一
垂
■
■
■
一
一
一
■
■
■
》
一
ヨ
》
一
■
■
一
》
’
一
一
一
》
》
一
地
■
■
■
■

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
一
唖
。
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
罫
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
罫
乃
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

最大後
(“）

ユ.９０８

２，８皇．；

３．５０，７

：､８０．９

２．３１．：

３．０：、２

４，５０．９

３．９１－２

３．２１．０

２．３１，１

３－８１．０

３．７０．８

３．８０．７

２．４０．８

３．７０．８

３‘６１．０

３．４【、０１

２，４１’･２
３.ユ０．９

５，７』.０

４．３１．０

４．０皇．と

２．iｊ０．７

４．４』０

３．５二.３

３．４二.２

３，４ＬＯ

ｉｊ､２－．－

４．０１：｡３
３４’07

３．７１．３

１．８畠.０

５．６』‐２

３．００．８

４．７０．９

４．０１２

３．２‐．‐

４．６Ｋ､３

３．９』､２

３．３０．９

４ ． ０ １ ． :

３，：１．０

３．６ＬＬ

３６1.0.-:､７

４．２：.０

４．２ユ.３

４．６二．０

５．０：、２

厚き
(cln）

重 さ

<ｇ）

垂

８

：４

，二s

型

|雌
｛６

１６

１５

ル１

１．１

１８

１１６

’１０

３２

２４

２１

２２

１８

１７

１４

４５

２５

１０

１８

２３

，１４

２５

２２

１５

Ｒ
Ｊ
〔
×
〕
（
ｕ
ｖ
（
×
〕
⑥
〃
》
〈
、
〕
１
Ｊ
、
〃
］
虞
Ｕ
ハ
ツ
８
凸

ｑ
〕
Ｉ
上
１
４
・
凸
り
凸
ワ
ョ
⑨
色
向
乙
ワ
】
劉
飢

土器片
の時期

備考

１i錘‘.;i荊制

番号 出一上地最大径
(“'）

Ｂ‐・６ ２．５

Ｂ・’６ １３.』

Ｂ－６ １４４
Ｂ－６ ４．９

Ｂ－．６ ３．４

Ｂ ７ ２．９

Ｂ－７ ２．９

Ｂ－７

Ｂ_『,瞳：｜制

勝γ”：ｌＭＢ ８

Ｂ－－８ ３．９

Ｂ８ ２．８

Ｂ・８ ２．９

Ｂ‐・８Ｐｉも１３．５

:弓:;：｜i：
Ｂ‐・１０ ３．２

Ｂ‐・刀 ４．４

Ｂ－１２ ａ５

Ｂ・・1２ ４９

Ｂ － ｉ ２ ２ 層 ３ ． ２

Ｃ‐・１ ４p８

Ｃ－ｌ ２，８

Ｃ‐‐１ ３，８

Ｃ-..2 ４．６

Ｃ-－２ ４．５

Ｃ－－２ ａ３

Ｃ‐・２ ３，４

Ｃ－３ ３．５

Ｃ・・３ ３．６

Ｃ－３メンコ４３

Ｃ‐－．４Ｎ(,2２３４

Ｃ・・４ ３，８

Ｃ‐‐４ ３．８

Ｃ・‐‘１ ２．２

Ｃ－４ ３Ｉ

Ｃ・・４ ３６

Ｃ・・５Ｐ・‐１４.ｉ

Ｃ・‐５ＰＮｑ７ａＯ

Ｃ・・５ ３．３

Ｃ・・６ ５．８

Ｃ・・６ ３４

Ｃ－６ ４，６

Ｃ・‐６ ３．７

Ｃ‐‐６ ３‘６

Ｃ・・６ ５．３

Ｃ－６ ’４２

厚当

(CUK）

、
叩
》
ｎ
ｍ
〉
ロ
巳
。
」
。
＆
ｎ
Ｕ
Ⅱ
凸
可
’
一
・
１
４
誼
Ｉ
《
１
上
ｎ
Ｖ
（
ｎ
〉
７
０
壬
ｎ
Ｕ
■
０
処
勺
０
－
《
ｎ
Ｕ
０
０
上
Ⅱ
凸
田
上
八
Ｍ
〉
“
一
ｎ
Ｕ
令
一
０
４
ニ
ム
。
－
１
。
Ⅱ
上
八
Ｕ
■
凸
Ｌ
一
Ⅱ
凸
ｎ
Ⅷ
》
・
凸
・
＆
、
卓
・
Ｉ
上
ｎ
Ｕ
０
１
凸
Ｔ
一
Ｊ
■
一
《
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｍ
》
’
一
訂
’
一
－
１
ユ

軍

《召〉

［
恥
Ⅵ
八
Ｖ
川
詮
、
知
己
八
匹
〒
Ｉ
１
ｑ
八
町
一
｛
『
》
雫
ｎ
Ｕ
・
１
４
ハ
ロ
八
Ⅶ
》
Ⅵ
エ
。
》
ｎ
Ｕ
句
〃
］
Ｆ
『
》
・
Ｒ
Ｕ
ｎ
ｏ
一
ｎ
Ｖ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｅ
唖
ｑ
Ｕ
青
〃
‐
呪
却
Ｑ
Ｕ
４
列
今
Ｑ
ｕ
二
ｎ
Ｕ
、
。
．
川
竜
庁
』
〆
、
》
‐
卯
一
（
⑪
〉
、
″
】
１
＆
八
〕
〕
Ｉ
上
頁
〕
Ｅ
ｕ
Ｒ
ｕ
（
×
）
戸
，
ワ
“

０
０
－
ワ
皇
、
伽
誰
・
Ｉ
上
・
ｑ
心
ク
ヨ
ワ
白
⑨
ケ
全
ウ
色
ワ
ム
ロ
ユ
画
一
ワ
］
Ｑ
〕
△
１
坐
、
＆
１
４
今
〆
白
巳
０
凸
心
〃
》
１
凸
◆
０
４
句
へ
〕
ひ
白
－
４
日
Ｉ
鼻
Ｉ
上
。
＆
”
／
］
。
，
坐
ワ
岬
１
２
７
上
ワ
空
局
″
と
－
１
０
－
勺
ト
ー
【
』
。
Ｉ
込
句
〃
』
４
０
ａ
◆
０
壬
４
４
⑨
色

上器片
の時期

備考

有孔･土製円綻



－１７４－

番号 出土地
最大径
(c､）

厚さ
(c､）

重さ
(９）

土器片
の時期

備考 番号 Ｈ１士地
最大径
(c､）

厚 さ
(c､）

重さ

(９）
土器片
の時期

備考

７
８
９

９
９
９

lOO

lOl

lO2

103

104

105

106

107

108

109

1１０

１１１

１１２

１１３

１１４

１１５

１１６

1１７

ｌｌ８

１１９

１２０

１２１

１２２

１２３

１２４

１２５

１２６

１２７

128

129

130

1３１

１３２

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

下
下
卜
層
層
層
層
層
ル
層
層
層
層

２
２
２
２
２
ベ
３
２
３
３

７
７
７
７
８
８
９
ｍ
皿
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
７
８
９
Ⅲ
⑩
皿
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

７
１
８
２
４
８
４
８
６
３
３
５
６
５
４
５
２
３
７
４
８
３
９
４
０
５
４
８
５
６
４
４
４
７
２
０
９
０
４
２
２
５
６
４
１
８
３
８
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
白
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
３
５
３
３
４
３
４
４
４
３
２
４
４
３
２
３
３
５
３
４
２
３
４
３
３
３
２
３
３
４
５
３
５
３
４
３
３
４
３
３
３
３
４
５
３
３
３

０
２
５
０
８
９
０
０
３
１
１
０
７

①
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
ｅ
●

１
１
０
１
０
０
１
１
１
１
１
１
０

６

１
７
１
１
１
１
７
９
７
３
７
０
４
２
１
１
９
５
０
２
０
１
１
０
２
７
８
０
９
７
８
０
１
０
２
１

－
１
１
１
１
１
０
Ｏ
Ｏ
１
１
１
１
１
１
１
０
０
１
１
１
１
１
１
１
０
０
１
０
０
０
１
１
１
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
印
④
●
申
●
の
●
●

Ｊ１

2０

１０

1１

3７

1１

1６

３０

２０

３９

１８

３０

１４

７

3５

２９

１６

８

６
３
５
５
０

１
２
２
１
２

]１

０
８
０
７
０
０
４

２
１
２
１
２
１
１

６

３
２
５
４

２
４
１
３

９

３１

1１

４
８
４
４
４

１
１
１
１
１

1１

７
２
４
４
２

１
３
１
２
１

'４６

１４７

１４８

１４９

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４

１５５

１５６

１５７

１５８

１５９

１６０

１６１

１６２

１６３

１６４

１６５

１66

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

３層

No.２０

No.４

３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
６
６
６
６
７
７
８
８
８
８
８
８
９
９
９
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
４
５
６
６
６
６
６

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

０
４
２
５
４
０
２
０
４
０
０
９
《
０
Ｒ
）
ｎ
〉
、
ろ
８
２
６
７
９
（
。
４
１
７
８
０
（
．
８
４
４
２
８
３
７
〔
ろ
４
５
７
７
３
５
２
０
３
１
３
８
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
①
旬
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
〔
。
ｑ
〕
４
３
４
４
３
，
．
３
２
２
７
３
（
。
（
。
、
。
２
３
３
ｎ
Ｊ
４
（
。
３
３
３
４
《
。
２
５
４
２
４
３
４
〈
。
ｎ
ｄ
３
へ
。
３
２
４
２
３
４
４
５
３

０
３

０
９
２
０
３
１
８
１
８
０
９
２
４
１
１
９
４
５
９
１
０
５
０
９
７
９
８
０
２
０
２
６
７
９
８
９
５
０
１
０
２
８
９
８
２
９
８
１
０

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
－
１
１
１
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１
１
１
１
０
Ｏ
Ｏ
０
１
１
１
１
１
Ｏ
Ｏ
０
１
Ｏ
Ｏ
ｌ
１

Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
作
０
１
０
１
０
１
１
１
１
０
１
１
０
０

●
●
①
①
●
。
●
●
●
●
●
●
巳
●
●
●
■
①
●
●
□
●
●
●
●
●
ｃ
●
●

Ｏ

Ｌ

６

２
４
３
７

１
１
１
３

９

０
１
２
３
０
３
３
９
３
１
６
０

２
２
１
１
１
１
１
６
１
２
２
２

９

９
０
０
０
０
３
５
０
５
５

１
２
２
２
１
１
１
１
２
２

９
０４

3５

８

０
４
３
３
７
９
８
８

２
１
２
２
１
１
１
１

６

1６

５

２
０
０
０
５

１
２
２
５
１



2２

’
1０

2９

1０

１１

1１

2０

3４

'1０

１４

1５

１５

2０

1９

2４

３１

1７

７

９

1７

2６

3３

2７

2０

3４

1０

2２

1９

2１

１９

1０

2０

１７

1８

1８

2０

1０

2０

1８

5４

８

4０

2］

l］

唖
副

2０

1１

1９

2７

－１７５－

番号

５
６
７
８
０
０
‐
凸
２
３
４
５
６
７
８
９
０
．
△
２
３
４
５
６
７
８
９
Ｃ
・
坐
２
３
４
５
６
７
８
９
０
．
．
２
３
４
．
５
６
７
８
９
０
．
．
２
３

皿
四
四
四
四
印
加
卯
鋤
加
釦
加
釦
鋤
加
幻
創
副
虹
瓢
郡
創
副
虹
型
翠
犯
型
理
蛇
型
配
型
鍵
泥
蝿
調
鉛
調
羽
盟
羽
鎚
鯛
調
型
型
製
塑

出土地

３
１
５
２
膳
層
哩
哩
響

入
Ｎ
Ｎ
Ｌ
ｑ
仏
Ｑ
Ｇ
勺
一

胸
３
３
ｌ
Ｎ

７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
ｍ
皿
・
凸
‘
－
１
一
・
’
’
一
・
砦
，
、
１
１
１
１
：
，
．
‐
曇
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

一
一
一
》
準
一
》
》
一
一
一
一
■
一
一
■
■
。
－
一
》
凸
一
■
’
一
率
一
準
一
雫
一
■
｜
準
一
》
幸
》
一
一
》
一
■
画
■

Ｆ
『
１
．
「
、
．
Ｆ
Ｆ
ｒ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
恥
割
』
Ｇ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

最大径
(c]､１

２
．
４
」
ｎ
Ｊ
２
，
．
３
５
の
＆
３
両
。
、
。
Ｊ
坐
４
４
戸
、
３
の
色
２
，
。
Ｆ
Ｄ
４
０
４
４
》
ｂ
４
３
、
。
、
．
３
，
．
３
３
３
，
．
ｑ
〉
へ
。
３
句
凸
，
。
２
４
４
２
、
。
２
４
旬
。
ｎ
ｏ
４
．

厚さ
(c､）

０．８

Ｌ３

ＬＯ

：’０

０．８

Ｌ,２

０，９

ユ０

：．：

０－８

Ｌユ

１．０

０．８

Ｌ１

１．１

１．０

ＬＯ

Ｃ､８

１．１

０．７

１．２

』．３

０，８

畠．２

０．８

曹．６

』.Ｚ

ｊ３

ｉ、２

０．８

１．ユ

：．（；

』，５

１．０

０‘６

：．１

１．１

６へ１．

（H､７

二.４

：､３

二．ユ

ュ､２

０．８

１．２

０．８

１．０

１．６

亜さ

(９）
土器片
の時期

備考 桁号

244

２４５

２４６

２４７

２４８

２４９

２５０

２５１

２５２

２５３

２５４

２５５

256

257

258

259

260

26ユ

262

263

264

265

266

267

268

259

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

290

29１

２９２

出土地

３
句
⑪
命
。
３
ｎ
ｏ
３
句
。
心
。
３
の
。
４
４
４
４
４
４
４
４
４
僻
、
一
打
戸
ａ
Ｆ
○
５

》
》
》
一
一
部
一
■
一
■
■
■
』
。
■
一
一
一
》

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

中北

２
．
．
層
作
層
滞
４
．

Ｎ
Ｎ
４
刺
２
４
伽

０
０

６
６
６
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
９

’
一
■
一
一
》
》
一
韮
一
》
一
》
一
》

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

９
９
９

Ｇ
Ｇ
Ｇ

G・・９３層

Ｇ‐１１２崎｣ャ

、
心
．
．
２
２
２
２

Ｈ
Ｈ
皿
Ｈ
Ｈ
Ｈ

簸大径
(、'〕

|:：
;：
３．２

３．６

３．５

ｉｉｉ
４：

４７

３．７

３，２

３．２

：：
３．８

２．６

３．５

３．２

３．１

２．９

:：
-ＬＬ

４．２

：ゼ

オ；
５．６

：：
３８

２．５

４５

３．３

３．２

２，７

３．５

３．８

３．：

３．２

:：
４．二

２．２

２．９

３－４

厚さ
(、'〕

Ｑ
唖
１
４
《
○
１
壬
（
，
〈
Ｕ
《
》
Ｑ
ｕ
買
Ｊ
、
》
（
一
Ｕ
ｎ
Ｕ
座
『
』
八
Ｕ
州
到
今
』
打
頁
》
・
ハ
Ｕ
毎
ｒ
Ｊ
ワ
ム
ｑ
》
ハ
リ
頁
〕
ｎ
〉
画
０
＆
Ｑ
》
１
２
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
０
刈
墨
？
〕
ワ
Ⅲ
ハ
Ｕ
《
ｎ
嘘
（
、
〉
ワ
ー
○
○
閏
哩
〔
Ｕ
翼
唖
（
Ｕ
ロ
バ
子
ｎ
〉
《
、
一
』
』
。
》
［
ａ
ｆ
△
凸
ウ
ｕ

ｑ
》
Ｑ
⑭
Ｑ
》
１
上
・
１
ワ
堂
１
《
・
１
ク
】
ワ
〕
Ｑ
〕
ウ
】
・
Ｌ
。
ｌ
凸
‐
・
Ｌ
・
上
上
．
．
。
｛
‐
Ｉ
Ｉ
上
ｑ
》
ク
】
・
’
１
司
０
－
●
Ｉ
の
〆
』
リ
】
‐
４
０
１
の
〃
］
一
ク
』
８
１
ワ
》
１
４
０
１
１
－
Ｉ
Ｌ
ワ
〕
、
１
少
》
・
１
Ｉ
Ｌ
１
上
－
１

－
６
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｑ
Ｊ
○
○
一
『
⑫
心
◎
⑨
〃
］
‐
川
手
《
ｈ
Ｕ
Ｑ
画
。
《
Ｆ
『
』
０
明
日
凸
凸
’
二
【
が
ｆ
、
亥
と
〔
Ⅷ
〉
”
〃
０
勺
一
凸
八
Ⅱ
ｖ
の
〃
〕
勺
鼻
〈
理
Ｕ
。
Ｕ
▲
（
Ⅱ
》
ワ
』
向
い
】
ワ
〃
〔
ｕ
》
笹
Ｉ
凸
ｑ
ｒ
Ｌ
弓
竺
到
凹
両
宝
⑭
ｉ
Ｌ
心
〃
”
ｎ
ｕ
Ｉ
＆
句
〃
”
ｎ
ｘ
ｖ
（
叩
〕
・
且
叩
〆
哩
（
、
〕
一
晩
凹
口
〉
。
」
《
ｍ
Ｕ
ハ
ｕ
》

■
凸
■
■
■
■
■
Ｐ
■
■
■
”
■
Ⅱ
。
ｒ
■
■
■
■
『
■
■
■
■
曲
■
Ｐ
ｂ
■
Ｐ
■
■
■
且
曲
■
■
凸
Ｕ
■
Ｂ
巳
■
や
■
■
■

■
。
ｎ
Ｕ
・
１
４
勺
ｊ
凸
面
Ｉ
凸
■
０
わ
△
凸
。
《
・
品
二
一
・
Ｌ
６
』
二
兎
一
ハ
リ
自
一
《
ｍ
Ｕ
《
ｍ
Ｕ
。
。
Ⅱ
坐
・
１
０
ｌ
Ｌ
０
ロ
ユ
〈
叩
Ｕ
Ｄ
Ⅱ
▲
０
０
《
《
ｍ
Ｕ
ｎ
Ｕ
《
ｎ
Ｕ
、
Ⅲ
〉
１
上
ロ
ー
仏
－
１
１
ｌ
Ｌ
ｏ
一
一
ｌ
Ｌ
利
＆
１
Ｊ
■
凸
■
凸
《
ｍ
ｖ
・
生
。
凸
１
凸
・
凸
■
由
八
Ｕ
勺
＆
■
４
ハ
Ｕ

童
(９）

土器片
の時期

姉



3.7

３．８320

3２１ 2.9

322 2.9

3.9323

3.4324

325 ４．０

3.0326

3.43２７

328 3.4

329 3．１

２．８330

3-9３３］

4-5

332

333 3.7

３．５

337

337 5.8

338 6.0

339 3.5

４．０

4．３１１．２１２０

2．８１１．１１１０ ３．５

3．９１０．９１１４ 344 3.2

345

3．５１Ｌ４１２０ 346 4.6

８１１－１１２０

－ １ ７ ６ －

番号

2９

3０

０
０
０
０

３
３
３
３

Ｈ１－ｆ地

■
■
準
一
》
一
一
華
一
幸
》
｜
圭
一
ロ
一
難
》
一
一
》
■
一
Ｄ
■
一

Ⅱ
Ｅ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
市
‐
畢
亜
廷
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
正
Ⅱ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

最大径
(Ｃｌ､）

９
９
３
４
９
１
．
６
１
５
５
２
４
４
９
７
０
群
③
０
２
０
０
０

１
Ⅱ

・
鱒
１
－
２
３
３
１
１
．
．
・
・
１
・
島
１
２
４
３
３

９
２
１
７
８
２
０
２
４
・
１
‘
‐
２
３
９
２
９
２
８
・
一
２
１
０

や
じ
じ
●
伊
■
甲
凸
■
句
■
■
■
ａ
ご

■
■
■
■
■
■

０
。
』
１
０
Ｏ
・
曇
１
１
１
．
‐
今
‐
‐
：
‐
．
０
．
‐
０
１
０
１
１
１
・
聖

‐
，
Ｉ

９
５
１
７
６
７
４
８
２
９
９
０
９
８
６
３
７
０
１
１
７
８

■
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
勺
■
■
■
凸
■
や
■
■
■
■
■
■

３
３
２
３
２
２
３
３
４
４
２
３
２
２
３
３
３
３
４
６
４
４

厚さ

(Ｃｕ'）
重さ

(９）
土器片
の時期

１

１
‐
Ｉ
１

１

伽考 番号

【
ベ
リ
向
く
ｕ

ｑ
ｕ
叩
、

３１

３４

３４

淵土地

ｒｉｔ

Ｎｌｌ１

5０

器
も
崎
宅
宅
召
弔
訟
到
剖
巡
剖
訓
叫
串
マ
ー
ー
Ａ
２
電
『
々
誰
如
却
巡
『

Ⅱ
Ⅱ
量
要
・
凸
Ｉ
－
Ｔ
・
Ｉ
１
１
１
１
．
－
１
．
坐
・
〕
・
Ｊ
ｊ
・
〕
』
３
．
．
》
Ｊ
Ｓ
Ｘ

最大径
(cm1）

厚さ
〈c皿）

Ｒ
ｕ
。
『
ｎ
Ｕ
ワ
白
ｑ
⑭
句
＆
ワ
』
ｎ
Ｕ
《
３
利
上
○
○
少
】
母
〕
句
。
ハ
Ｕ
ｎ
ジ
。
。
ワ
ｆ
’
一
一
、
暇
胃
』
ｎ
Ｕ
，
一
ｎ
ソ
一
ｑ
》
ｎ
Ｕ

亜さ
<ｇ〉

２４

１４

L５

１６

１２

９

２５

２２

２０

１８

１０

１３

３０

６０

１５

３０

２４

１８

１２

１８

1８

土器片
の時期

伽考



2４

2５

Ｉ

２

３

４

５

ロ

Ｐ？

％

H１

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

１９

2０

２１

2２

2３

Ｓ－Ⅳ区土製円盤一覧表

3７

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

4３

3８

3９

4０

4１

4２

4４

4５

4６

4７

4８

－１７７－

番 Ｈ１士地

５

６
醜
Ⅳ

他
脳
伽

２
２
２
３
４
０
・
今
５
５
６
６
７
０
０
０
０
１
６
２
２
２
２

０
０
０
り
り
『
‐
髭
『
『
Ｊ
『
・
一
．
辺
２
必
三
越
必
罰
喝
竜
母

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ＳＢ－８７

ＳＢ－４０

ＳＢ５０

ＳＢ－５０Ｎｎ３８

ＳＢ－５０ＮｏＬ４４

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

喝
『
『
『
毛
『
５
５
－
↓
者
も
一
『
一
↓

Ｂ
Ｂ
Ｂ
３
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

層
層
層
層
層
畷

次
次
次
次
次
次

２
２
２
２
２
２

３
３
３
３
３
３

５
５
５
５
５
５

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ＳＢ５３

ＳＢ－５３

最・大径
(“'）

■
■
■
凸
■
■
●
■
や
日
凸
Ｐ
■
■
凸
■
■
と
甲
由
■
■
ｐ
■
Ｌ
■
ｑ
■
凸
句
■
■
ｐ
■
８
勺
ｄ
■
■
や
■
由
色
勺
曲
■
凸
』

《
０
一
訂
４
．
４
。
ｎ
“
ワ
皇
一
ワ
轡
ｑ
一
画
ｑ
〕
Ｑ
』
》
４
今
再
Ｊ
一
ｍ
へ
》
ｑ
》
ク
ム
、
一
久
〕
穴
．
△
４
０
４
ｎ
ｏ
一
ワ
〕
、
。
ｑ
、
）
ｑ
〕
ｑ
）
‐
４
⑤
。
４
。
へ
。
《
竃
ロ
〉
一
日
“
△
４
凸
ｑ
Ｕ
、
』
ｎ
Ｊ
、
。
ウ
】
ｑ
Ｊ
句
母
》
ｑ
〕
、
、
》
内
。
《
一
Ｕ
声
、
？
酉
ワ
】
局
》
ワ
“

厚さ
(CII'）

３１
２
．
．
３
３
０
０
ワ
ー

』
ロ
■
■
●
■
■

。
弔
上
勺
凸
ｑ
凸
・
凸
句
凸
■
一
一
坐

ｊｌ

４

ク
〕

５
１

９
４
・
一
０
２
Ｏ
Ｌ
２
１
７
・
凸
９
０
１
７
１
４
２
１
０
０
１
５
２
０
０
０
Ｌ
３
・
曇
０
０
Ｌ
・
竿
９
・
曇
０
０
０
１

０
，
１
．
－
・
》
Ｌ
Ｌ
へ
・
知
Ｌ
Ｌ
ｌ
－
Ｑ
Ｌ
Ｌ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
・
』
，
酌
・
》
へ
・
一
・
一
Ｌ
詮
恥
》
罪
０
・
『
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｌ
Ｏ

■１

１

重き
<ｇ）

Ｆ
Ｄ
（
Ｕ
（
Ｕ
、
。
７
Ｉ
Ｒ
〉
０
卓
侭
〕
貝
〕
。
。
戸
。
ク
ニ
－
１
皇
汀
五
ｎ
Ｕ
動
』
典
〕
ワ
ｒ
Ｑ
〕
ワ
】
・
凸
４
○
】
③
、
》
ワ
ー
Ｐ
Ｄ
‐
４
ワ
］
師
。
《
ｕ
》
《
０
Ｑ
》
ハ
Ｕ
戸
、
Ｆ
Ｄ
理
》
《
〉
⑤
◎
４
“
。
７
０
《
０
ｎ
ｏ
・
の
〆
】
『
０
〈
Ｕ
《
Ｕ
ワ
ロ
一
日
上

ｑ
Ｕ
凸
４
ワ
】
、
〆
》
“
凸
１
４
・
画
１
４
ワ
空
辰
⑭
ワ
』
。
』
１
心
で
。
１
４
Ｑ
Ｕ
Ｉ
上
０
１
星
Ｉ
上
Ｉ
Ｌ
１
＄
ワ
レ
。
』
ひ
白
１
ユ
？
］
１
▲
１
Ｊ
ク
色
、
〃
盆
⑪
〃
】
０
４
ロ
一
４
坐
。
《
寸
Ｉ
や
。
』
１
４
、
４
蝿
く
哩
勺
凸
１
－
令
１
１
４

土器片
の時期

備考 号番

gｏ

出土地

ＳＢ－５３

ＳＢ・５３ＮｏＬ７

ＳＢ－５３血二

sＢ･－５３Ｎｃｌｌ４

ＳＢ５３Ｎｂｌ２０

ＳＢ－５３１ＩｈＬ２３７

ＳＢ５３ＮｑｌＯＯ５

ＳＢ－５３ＮｈｌＯ５５

ＳＢ・‐５３ＮｑｌＯ５７

ＳＢ５３ＮＩ】LllO5

SB-531NklLＯ６

ＳＢ－５３Ｎｕ２８７

ＳＢ５３Ｎｎ３１６

ＳＢ・‐５３１wulO99

３
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

喝
『
も
『
も
『
喝
『
も
『
『
『
『
喝
５
５
『

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｑ
唖

１
４北

沸
地

７
３

Ｊ
Ｊ
Ｐ

ワ
】
．
’８ｔ

証
詑
茄
罫
誰
侭
詑
認
舘
偲
や
識
認
証
“
訟
幸

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

鍛大径
(で､）

３
３
３
３
３
３
３
５
４
４
、
４
３
３
５
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
３
３
３
３
２
２
３
２
３
２
３
４
４
１
１
３
３

厚き
(c､）

１．３

１．０

０‘８

:．０

：､２

ユ３

：、３

：.Ｏ

二・２

：,８

０．９

ユュ

ヨビ
０，９

１３～１．２

』.０

１．４

：、２

皇.０

０．９－１，５

ユ．ｌ

’Ｋ,５

０．８

０，８，－１：

０．９

１．５

０．９

１k；
１．０

１．４

１．２

１．３

１．ｺ

Ｌ］

１．０

０．９

１．０

１．１，，in３

１．３

１．２

１．０

0.8'～１．１

０．９

１．３

１．３

童

(９）

現

；１

１５

１９

１７

２３

３６

２７

４０

１８

１３

２０

４５

１２０

，１１

１５

２２

１'’
１３

１０

１，４

１画
’１０

１０

１０

１７

１３

１”
１０

２０

需
茄
二７

ユ３

垂

２０

２３

ユ０

２３

２０

：４

ユ４

２５

３９

上器片
の時期

備考



口
励

Ｓ－Ⅳ区土製円盤

Ｓ－Ⅳ区土製円盤土壌出土

1.0 ワワ

１ 唇

２ 間

３

４ 1４

５ 1６

H１ 1．１ 1３

1．１ ６

目 1.0 2２

1１

1３

1.2

1０ 1-2
g》g】

1１ 0.8 1５

1２

1.0

－１７８－

0.9 ９

１４ 1－３ １６

1５

番号

ｑ
〕
（
ｕ
〕
《
岨
》
ｎ
Ｕ
一
ｎ
Ｕ
〈
〉
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
一
ｎ
Ｕ
一
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｍ
Ⅱ
且
１
２
。
’
凸
ｐ
Ｌ
’
且
△
１
上
。
’
凸
ム
ロ
ュ

●
。
。
少
Ｉ
＆
・
０
４
１
４
１
Ｌ
０
《
０
凸
０
凸
１
０
１
丑
・
１
凸
１
Ｊ
。
。
・
ぬ
。
＆
。
．
＆
・
一
。
■

１１１．:、地

一
『
リ
ｎ
〃
色
《
叩
》
ｎ
其
Ｕ
商
Ｊ
Ｊ
〈
ｕ
〕
泊
凸
勺
凸
・
や
向
く
⑫
Ｏ
処
。
の
凸
’
４
。
民
》
〈
価
〕
、
盆
］
、
く
り
の
凸
ａ
ｎ
．
ワ
Ｊ
ハ
、
ｎ
Ｕ

■
■
■
■
■
甲
■
■
■
■
■
甲
■
■
■
ｐ
■
曲
■
■
■
■

４
。
■
ｎ
叩
〉
一
ｎ
Ｕ
、
‐
〉
〈
〕
ｑ
凸
ｑ
凸
。
や
１
匹
ｐ
一
エ
■
１
凸
■
凸
・
凸
■
ロ
・
や
。
Ⅱ
８
１
Ｊ
・
Ｐ
〈
〉
。
■
。
。

■
ロ
ロ
■
‘
１
ｐ

－
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｑ
Ｉ
Ⅱ
■
１
１
‐
Ｉ
１
１
１
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
‐

Ｑ
Ｕ
，
勘
、
》
Ｕ
○
４
。
《
『
叩
７
‐
《
｛
Ｕ
ワ
学
内
。
。
》
へ
、
４
。
。
、
》
Ｑ
】
⑥
○
《
。
⑪
″
色
《
く
》
《
〉
『
く
咽
只
】

巳
■
■
■
■
■
■
■
巳
甲
■
■
■
■
甲
Ｆ
■
■
■
■
■
・

舟
“
凸
同
ａ
四
列
『
△
師
．
旬
。
ｑ
》
ｑ
〕
４
坪
凸
月
到
。
内
。
。
Ⅲ
ふ
ぺ
》
』
、
Ｑ
》
ｑ
〕
届
く
噂
ウ
】
恥
ぺ
〕
《
て
》
⑥
○
局
研
、
刈
観

Nq4C

晩５３

‐フク品

フク北

･フク士

ＳＢ－６４

ＳＢ・６５

号Ｂ６５

ＳＢ－６５

Ｓ筋.６５

ＳＢ６５

ＳＺｌ－６５

３Ｂ６５

Ｓ３６５

ＳＢ－６５

Ｓ３.６５

ＳＢ６５

ＳＩ〕－６５

３Ｂ６７

ＳＢ－６７

ｇＢ６７

Ｓ胃３．６７フクー,..：

ＳＢ－６７:次間溝

ＳＢ６９

ＳＢ６９

ＳＢ６９

ＳＢ－６９

最大径
icI11i

厚き
lCInj

電芭

(ｇ；

ｉ

２
４
’
．
ａ
０
５
８
８
２
４
５
６
３
７
５
・
書
９
５
７
９
４
７

２
。
２
１
１
１
。
．
２
．
３
１
４
．
．
２
ゥ
“
１
１
１
。

．､器片
の時期

鮒考 番号

誼：

儲

'畷
:；

:：

||:力
||:：

''13,

卯：i･･地

ＳＢ６９フク垂何.芯０７γ

::-::蝋嘘|:！;：;：

:灘;:柿'1:l
ＳＢ－７３３．９：,３：９

sＢ’７３：；.７：､７２：

雛"」::,;:,：、
ＳＢ７３Ｎｑ５４.ｅ二.Ｃ：９

ＳＢ７３Ｎｄ６３．０ユ.２：３

ＳＢ７３ＮＯＬ７４.Z：３二９

蕊::|;ｉＭｊＩ
ｓ,〃い’‘‘
s３１‘･；“：!‘‘

最大径
{【ｍ：

厚掌
(cIn〕

重き

<ｇ）
､呂器片
の時期

備考

番号 排’・地

ＳＫ２９
ａ４

ＮｏｉＣ

Ｃ－.７ＳＫ．．8３３．３
N０４６

Ａ・３
藍.６

ＳＫ９１

ＳＫ・i4二３.ｂ

Ｃ－３
３．５

ｓＫと4Ｚ

ＳＫ・'6４３．：

ｓＫ:７３１ａ５

ＳＫ・'8３２．５

Ｓ Ｋ － ﾕ鵠４.Ｓ

ＳＫ・'8５４.Ｏ

ＳＫ.：8８１３．９

ＳＫ－２:２２．８

ｓＫ・376２．７

ｓＫ・395３.Ｏ

ＳＫ８０
３．３

NhL46

最大径〈c､） 厚さい､）

０．８

：､０

０－

１．０

７～

重きく湾〕 ‘:器)号の時期 備 悪

ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
，



1３

第11節土製品一覧表Ａ把手

Ｓ－Ⅳ区把手

高き

3．１

２ ３．２

３

４

周

６

ノ

８

§

'0

1１

1２

2０

3.7

1４

１５

1６

1７

1８

1９

２１

2２

2３

2４

2５

2６

－１７９－

写真 岡

4７

４７

４７

４８

図NＵＬ 出土 地点

５

８
３
内
１

５
０
３
０
９
ｎ
Ｊ

認
寵
伽
弱
山
田
嘩
弼
弼
鵠
“
Ｎ
４
５

５

Ｂ
ル
Ｂ
Ｂ
Ｂ
“
Ｂ
焔
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
一
一
一
一
》
》
Ｂ
母
喝
ゼ
ゼ
翻
毛
Ｂ
『
》
一
》

卜
８
１
２
４
３
３
４
４
６
６

Ｓ
べ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
伽
Ｓ
池
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
”
Ｃ
Ｇ
Ｆ
口
墨
Ｃ
Ｃ
Ｓ
卵
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

分類

人而把手

人面把手

手
子
手
手
手
手
手
手
手
手
手

把
把
把
把
把
把
把
把
把
把
把
イノシシ把手

イノシシ把手

イノシシ把手

トリ把手

手
手

把
把

や
ン
シ

モ
ン
シ

ノ
ノ

イ
，
イ
．

ヘビ把手

ヘビ把手

把手

ヘビ把手

把手

ヘビ把手

ヘビ把手

文 様

対三角而把季、＆れらの把手は硲沢-,-新道式期;こみられる。

ﾃE抱きこし叉文を陰刻し丈．把手

対三角面把手

対三角面把手

対ユ角面把手

ねじれた把手であり、・部阿玉台式の影評があると患われる。

対.§角面把手

対~晶角面把手

五領ケ吉立輿"唾露ﾘｰ.つく把手。

有孔鍔付:1二器につく把手である。

対三角耐把手

１４とi5は同．・個体と思われる‘：

五領ケ台式期浅鉢の把手（淵土地はｓ・‐ｍ区）

．'､リの把手であろう。〈カワ･霊〉

井戸尻式期

井戸尻式期

井戸尻式期

井戸尻式期

井戸尻式期

井戸尻式期

井戸尻式期

井戸尻式期

井戸尻式期

容量＃ 備考
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考

Ｓ －Ⅳ区粘土塊住居杜・土壌出土

第12節粘土塊一覧表

Ｓ－Ⅳ区 粘土塊

N、 ｌＬＨ土地点

層
層
６
３

３８

次
次
皿
Ⅳ

血
２
２
池
恥

５
０
２
２
２
２
２
２
２
４
５
３
３
３
３

１
２
３
『
『
『
竜
息
３
『
召
『
『
奄
戸
『

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ＳＢ－６０

重＆ざ９

ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
Ｒ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ざ

戸
口
Ｉ
〆
Ｕ
川
迅
頁
〕
ワ
色
ｎ
コ
ワ
律
〃
竜
Ｒ
Ｕ
４
岨
ロ
リ
Ｑ
〕
Ｑ
Ｊ
ワ
】
一
ｂ
心
、

術考

指痕

撮ったもの、なめら力

指痕、細かい穴数個
指紋

ァジ画

アジ両

指痕

握ったもの

指痕・握った手の跡

全体になめらか

Ｎ、 出土地点

ＳＢ－６７ベル}、

ＳＢ‐‐６７

ＳＢ－７３

Ｓ
Ｓ

Ｂ－５３２次腰

Ｂ－５３

３
３
５
５

も
『
『
弱

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ＳＢ－３３．３５

ＳＢ－３３．３５

ＳＫ－６５

ＳＫ－ｌ３９

ＳＫ・－１９９

重さ９

ｇ
ｇ
再
貝
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
暦
９

ｉ ｉ ｌ ｉ考

穴あり

指痕

指痕

NＣ

。
己
ウ
色
ｑ
Ｕ
１
Ⅲ
区
》
屑
》
ワ
』
⑤
。
ｎ
Ｊ
・
ｎ
Ｕ
３
０
ワ
。
Ｑ
Ｊ
４
酌
民
』
〆
、
辱
●
Ｉ
Ｑ
Ｕ

１
４
０
凸
ｄ
ｌ
△
．
１
Ｊ
９
。
Ｉ
Ｌ
『
１
《
Ｉ
Ⅱ
．
’
且

柵士地点

ツ
・
浄
・

孔
７
‐

層
穿
層

２
部
２
Ｅ

底

３
４
４
５
皿
胆
１
２
３
５
７
９
６
７
８
３
６
８

一
一
》
一
一
一
一
一
一
雫
一
一
準
一
》
一
■
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

里き９

ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
胃
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
宵
９
ｇ
ｇ

３
６
５
３
４
０
８
８
２
０
５
７
１
０
５
４
８
３

４
１
２
４
１
２
４
１
１
割
２
２
６
９
．
－
２
８
９

１

傭

指痕

指痕・指紋

指紋？

指痕

握ったもの

手のひら大、平盤

指痕

NOL Ｈ１土地点

1Ｗ

３
３
７
７
９
９
叩
．
、
５
５
５
５
８
２
６
４
３

－
雫
一
》
｜
雫
一
一
一
｝
’
一
》
｜
韮
》
一

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
１
Ｊ

垂さ９

９９

２０９

８２９

９８３９

９９虜

７２９

３７９

２７９

３８９

１８９

３７９

１５９

１６９９

２２９

１５９

２０９

１６４９

備 考

土撰足？

職有り、刺突

指痕

指痕．細い線

推痕
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第13節有孔鍔付土器一覧表

Ｓ－Ⅳ区有孔鍔付土器

Nａ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

：’

1２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

出土地点

５

Ｂ
ド
ペ
卜
・
歴
．
卜

２
４
膳
４
増
層
屑
増
層
筒

盾
Ｕ

胸
肋
３
恥
２
２
２
２
２
２

式
『
噌
弐
毛
々
『
超
喝
認
訓
剖
詣
平
毛
喝
⑲
割
ぎ
ぎ
思
惑
も
喝
剖
釧
竜
『
応
訴
ワ
々
邦
雫
も
詣
渇
弔
咽
『
母
宅
電
３
署
竜
崎
甜
・
一
Ｌ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ

部位

頚部

頚部

頚部

頚部

頚部

頚部から胴

頚部

1 ． ． 辺

I可辺

頚部

！；辺

：］辺

別辺

：？辺

頚部

頚部

頚部

別辺から胴

頚部

頚部

頚部からＮＭ

頚部

;］辺

！Ｉ辺

、辺から胴

頚部

頚部

頚部

頚部

頚部から胴

頚部

頚部

頚部

頚部

頚部

頚部

頚部

【．辺

頚部

回辺

Ｌ；辺

ｉ：辺

頚部

爾辺

頚部

ｉ：辺

：］辺

頚部

脚 付 底 部

内孔・外孔

突きぬけない穴
も有

’
し
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
し
し
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
し
し
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
し
し
Ｌ
Ｌ
し
し
Ｌ
Ｌ
し
し
Ｌ
Ｌ
し
し
し
し
Ｌ

子
子
子
３
７
子
子
‐
す
７
１
１
Ｊ
．
１
７
｝
す
ｆ
子
『
す
子
『
４
ｆ
子
『
す
ｆ
・
＃
子
子
；
割
子
子
雫
寸
『
訓
弛
寸
７
７
ｆ
子
『
す

内
外
外
内
内
内
内
内
内
内
内
内
勾
哩
内
内
外
外
内
内
外
内
内
内
内
内
外
外
外
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内

赤彩の有無

内・外有

内・外有

内・外有

内有

内・外有

内・外有

内・外有

外有

内・外有

内・外有

内･外有

内・外有

内・外有

内・外有

外有

内・外右

文様

鰐の下に報文

隆帯有

鍔のﾄ゙ に純文

鍔の下に純文

１同．．

鍔の~1,.に縄文

礁 老

Ｂ－３と同．.

Ｂ－２と同.

C・・５と接合

Ｎ・ＩＶＥ･－２０２層（８１．８．１７）接合

Ｎｈ４十N０．３十Ｃ－３＋Ｃ－４－ＮＵ３０
･-Ｎｑ７－Ｃ一二Ｃ・勝一Ｃ－３同一･個体

｜同-－

Ｄ‐１（810905）と接合

p‐・２ＬＩ辺と同．、Ｅ‐・２〈81092）と接合

Ｄ－２ｎ辺と同・・、Ｅ－２（81092）と接合

Ｅ－：〈810916）と接合
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ｓ－Ⅳ区住居吐出土有孔鍔付土器

Ｓ－Ⅳ区有孔鍔付土器

NOL 出土地点 部位 内孔・外孔 赤彩の有無 文様 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３

１
１
１
１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

土
層
層

０５炉内

1０

２１

２２

２６

３２Ｎ０８５

３２

５２

５３

５３フク

５３

５３２次

５３２次

頚から胴

口辺

頚部

頚部

頚部

口 辺 か ら 胴

頚部

頚部

口辺

頚部

頚部

頚 部

頚部

し
し
し
し
し
し
Ｌ
Ｌ
し
し
し
し
Ｌ

子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子

外
内
内
外
内
内
内
外
内
内
内
内
内

内・外有

内・外有

内 有

曽利新の文様

鍔の下に沈線

鍔の下に縄文

隆帯

ＳＢ－３２（810819）接合

No. 出土地点 部位 内孔・外孔 赤彩の有無 文様 備考

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８

３層

３層

No50

NO68

NO､６

２
２
２
３
３
４
４
９
ｕ
ｕ
１
４
７
９
略
２
２
４
５
５
７
９
１
１
４
４
４
５
５
５
６
４
４
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｊ
』

辺
部

６
冊
６

立
口
立
口
立
口

部
部

Ⅲ
６
１
６
Ⅲ

立
口
立
口
立
口
立
口
立
口

部
部

部
部
部

部

辺
辺
部
部
部

部

部

辺

部

部
部
部
部

部
部
部

口
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
口
口
頚
頚
頚
頚
頚
口
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚

し
し
Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
し
し
Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
し

し
し

し
し
し
し
し
Ｌ

Ｌ

子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子

内
内
外
外
内
外
外
内
内
外
外
外
外
内
内
内
外
内
外
外
外
内
外
外
外
内

有
有
有
有
有

外
外
有
有
外
有
外
有
有
有
有
外
有
有

内
内
外
外
内
内
内
外
外
内
内
内
内
外

沈線の文様有

条線の文様有

沈線の文様有

沈線の文様有

沈線の文様有

鍔の下に条線有

沈線の文様有

沈線の文様有

沈線の文様有

沈線の文様有

鍔の下に縄文

Ｄ－３と接合

F－７(81.3.26)十Ｇ－７(81.4.3）接合

F－９(81.3.13）接合Ｆ－４同一(81.9.17）

ミニチュア

Ｆ－９と同一

Ｅ－２（810311）接合

Ｅ－３（810903）接合Ｆ４同一

Ｎ－ⅣＢ－ｌ７ＮＯ３（810821）同一

Ｇ－５ＮＯ６８（811023）同一？
ＳＫ－ｌ７８（811004）接合

Ｇ－５ＮＯ５０同一？

E－２（810311）接合

Ｈ－６ＮＯ６と同一

Ｈ－６ＮＯ６と接合

H－４（810904）と接合

H－５（810112）と接合



NＯ

－１８３－

４
５
６
７
８

１
１
１
１
－
ｌ

■
■
一
ｑ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

９
０
１
２

．
１
２
２
２

■
画
ロ
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

５６Ｎｑｌ４２

５６

６７Ｐｉｔ３

８０フク三．２

ＳＢ６５

SKF-l38

SK・・l59

SK戸-190

ＳＫＦ・'9２

:I辺から胴1,.

頭部

頚部

:！辺

頚部

頚部

ｌｉ辺

頚部

【’辺

調辺

内孔

外孔

内孔

内孔

孔
孔
孔
孔

内
内
内
外

鮪
鮪
鮪
賄

タ
ダ
ダ
タ
有

内
内
内
内
内

曽ⅢⅣ文椅

ミニチコア

川上地点 部位 内孔・外孔 の有無 文様 術 差
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平

第14節台形土器一覧表

Ｓ－Ⅳ区台形土器

Nb，

‐
．
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
．
４
４
４

H1土地点

３層

２届

Ｚ層

３層

Nｑ３

３１苗

２
６
６
７
８
９
２
３
１
＄
５
５
５
５
６
７
７
８
８
２
３
５
７
７
岨
皿
１
２
３
ｍ
１
１
２
２
２
２
８
理
４
４
５
５
５
６
６
６
７
７
７

》
》
》
一
一
一
一
一
歩
峠
》
一
一
準
一
二
一
一
二
一
》
一
』
一
幸
一
》
』
｜
》
一
一
一
■
一
一
一
一
一
一
一
一
。
》
一
》
一
一

Ａ
八
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
，
．
，
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

増称

付
付
シ
付
状
シ
付
付
付
付
付
付
付
状
シ
付
付
付
状
付
状
付
状
付
付
付
状
付
付
付
付
付
付
付
付
シ
シ
シ
付
付
付

ワ
ー
ワ
・

口
刈
ノ

ナ
？
？
ナ
？
？
？
・
了
ナ
ナ
？

鍔
鍔
鍔
鍔
瀧
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
盤
鍔
鍔
鍔
鍔
盤
鍔
擬
鍔
盤
鍔
鍔
鍔
瀧
鍔
鍔
鍔
鍔
鰐
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔

部位

鍔
盤
盤

鰐＋受；ナ、

受げ1ｍ：脚

鍔十脚

受け而

受け面

鰐。：受け面

鍔

鍔．:．受け|m－１脚

鍔十受け而

盤

鍔

鍔÷脚一宇受け面

鍔

盤

受け而

受冊而十脚

脚

脚

盤

盤

鍔

受 け ｜ 、

脚

受けⅢｉ

盤

受 け面 十脚

受け面

鍔

脚

脚

受け面

鍔

鍔子写

脚

総十受け面十脚

脚

鍔十受１．j面十脚

鍔

鍔

受け面

受け血．＋脚

脚

鍔一Ｉ・受け面

撚

鍔十受けｌｉｉ

鍔十受け面

孔の有無

脚にずし布

脚に孔有

脚に孔蒋

脚に孔有

脚に孔有

脚に孔右

脚に孔右

受け而の形状

平
平
平
平
平
平
平
平
‐
平
平
平
平
平
平
平
平
凹
平
平
平
永
．
平

平
平
凹
平
平
平
平
平
平
平
平
阿
平
平
平
哩
‐
平

オニケの有無

コケ有

｡』ケ右

ｵﾛー ﾏｹ端

文様の有紙

線に縦きざみ有

鍔にななめのきざみ

脚に三角ｲ''1文

オヨケ滴

大きさ

<76)×(144）×2２

221×221×５７

備考

接合、ＳＢ
-12接合

Ｂ－７同．.

(810305）

接地而、磨耗

Ｂ－５と同一

赤彩消

接地面、磨耗



あ

ワ

Ｓ －Ⅳ区住居並

－１８５－

NOL

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
泊
鋤
副
犯
詔

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
．
．

出土嬢地点

S法二ｌＮｑ２

ＳＢ－ｌｌＮｃＬ３

２
２
３
１
１

３
Ｂ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

ＳＢ・l６Ｎ１ｌ４４

ＳＢ‐１６トレンチ

１
１
２
３
３

７
８
１
２
２

跨
脳
母
監
匪

８
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

霊
魂
艶
詑

伽
肋
血
肋

２
２
２
２
０

３
３
３
３
５

』
＆
監
母
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SＢ・・５３２次層

ＳＢ－６０

ＳＢ‐６３Ｎ３８

ＳＢ－６７

ＳＢ－７８ＮＩ１１

ＳＢ・７８

端称

鍔付

鍔付

鍔付

詮状

？

鍔ナシ

鍔ナシ

？

鍔付・

鍔付

鍔付

盤状

詮状

鍔付

総状

鍔付

鍔付

盤状

鍔付

雛状

盤状

鍔付

句

部位

鍔．+･受け両十脚

鍔十受け面十脚

鍔十受け間

受 ｉ ナ 而

猿

受 け前 十脚

受 ｉナ ｜、

盤

鍔．:．受iﾅlni-･-脚

鍔

鍔‐し受け面

受吟ｌⅢ

受；；面

鍔-1受け而十脚

受縁耐

偲

鍔十受け面．－．脚

受け面

鍔 十受 什而

受け面

受け面

鍔十受け面十脚

盤

孔の有無

脚に孔有

■‐■

毎.＆唱〔ﾉJ認』だ

凹
平
平
平
平
型
門
準
平
平
凹
平
平
門
凹
平
平
半
平
曲
凹
平
平

オコケの有無

オ:ガケ右

|オコケ有

受け面にオコ
ゲ

受け面にオコ
ゲ

受け面にオコ
ゲ

文様の有無

韮に沈線の文様

鍔に沈線の文様

大きき 硫考

Ｉ接合
253×（130）
×(64）

へ．６．３屑-{‐
Ａ－６接合

接地Iili、磨耗

袈而が磨かれ
ている

接地面、磨耗

受け而赤彩
有

脚の内側に
赤彩

接地面、磨耗
受け面に赤彩
有

接地面、磨耗

Nｕ

Ｏ
Ｉ
２
３
４
－
り
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

郡_診:地点

ワ
』

３
．
．
２
認
旭
賜
娼

池
地
肌
恥
伽
凱
地

８
９
９
．
－
２
３
３
４
７
２
４
４
正
６
肥
３
３
２
５
”
ひ
６

一
一
》
一
一
》
》
》
》
準
一
’
■
一
■
一
一
垂
》
》

Ｆ
Ｌ
両
４
両
＆
（
い
〉
ハ
‘
ｕ
《
’
ロ
ハ
●
ロ
戸
ｕ
ハ
軍
Ⅱ
ｎ
ｍ
ｎ
ｗ
皿
而
興
で
１
Ｊ
〒
ザ
ロ
〕
ロ
］
Ｆ
》
（
．
哩
戸
ロ
戸
ロ

名称

鍔付

鍔付

鍔付

鍔付

鍔付

鍔付

鍔付

鰐付

鍔付

鍔付

盤状

？

鍔付

鍔ナシ

鍔ナシ

鍔付

ウ

リ滞状

雛状

部位

受け而

受碓而十脚

鍔

脚

盤

撚

鍔一卜受け面

鍔

鍔;･受吟|iii十脚

鍔

鰐

鍔

受け面

盤

鍔

受 け面 十脚

受 け面 十脚

鰐
盤

け１ｍ

受け面

孔の有無

脚に孔狗

脚{､2孔有

脚に孔有

受汁面の形状

凹
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
ｆ
平

オコケの有無

才コケ右

文様の有無

鍔に縦にきざみ有

皇而;是×文様

大きさ

|賎。
Ｎ〔L26接合

術考
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No. 出土地点 名称 部位 孔の有無 受け面の形状 オコケの有無 文様の有無 大きさ 備考

４
５
６
７
８

２
２
２
２
２

SＢ－８３Ｎｏ５１

SＫ－８

SＫ－５３

ＳＫ－ｌ２７

SＫ－ｌ７８Ｎｏ２６

鍔付

鍔付

鍔ナシ

鍔ナシ

盤状

鍔十受け面十脚

鍔十受け面十脚

受け而十脚

受け面十脚

受け面

平
凸
平
凹
平

受け面、裏面
オコゲ

受け面オコゲ

受け面オコケ

接地面、磨耗

接地面、磨耗

接地面、磨耗

裏に赤彩有

Ｇ－５Ｎｏ１２

１３（8１，１１
4）接
Ｇ－６N０．４３

(8１，１０
2）接

、

、
、



第 ４ 章Ｎ－Ⅲ区

第１節縄文時代中期の住居と出土遣物

ＳＢ－０１

Ｍ－ｌ８に位置する。柄鏡形住居であろう。柄部の敷石部と埋姿と炉吐を検出している。住居杜の出入口部の方向

が南を向いている。この時期の主軸方向は統一性がないことも一つの特色である。埋尭は柄の部分ではなく、鏡部

のプランの中で検出されており、釈迦堂の柄鏡形住居二M二では唯一の例だけに注目される。時期的には曽利新第４段

階に位置しよう。他に加曽利Ｅ,式の破片もいくつか見られる。石器は石鎌，、打斧，、磨石，、玉石，、黒曜石,７

９である。

ＳＢ－０２

Ｈ－ｌ９に位置する。長径550ｍ、短径480ｍの円形プランである。炉祉は全壊している。柱穴はＰ’、Ｐ３、Ｐ９，Ｐ皿

がこれにあたるが、炉の奥壁の柱穴は検出できなかった。壁溝は南側の出入口部周辺のみにある。

出土遺物はほとんどなく、小片のみで、時期判定には苦しむ。石器は石雛１，打斧２，磨斧ｌ、黒曜石４０９、水

晶８９である。

ＳＢ－０３

１－２０に位置する。長径520ｍ、短径470ｍの円形プランをなす。炉祉は全壊しており、柱穴はＰ！、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ‘

がそれにあたるが、まだ検出できないものもある。

出土遺物も少なく、時期的判断に苦しむものである。石器は磨石３，ハンマー１，砥石ｌ、黒曜石１．２９、水晶3.3

９である。

第２節土器すてばＢ

Ｎ－Ⅲ区土器すてばＢ

Ｎ－Ⅲ区の土器すてぱは、土器すてばＢのうち大半の面積を有する。Ｎ－Ⅳ区と同じように直径１２ｍの円形ブロッ

クをなしている。ただし、Ｎ－Ⅳ区のように濃密ではない。またＶ列のグリッドより西側は散漫な状況の土器すて

ばとなり、これらもあるいはブロックを形成するものであろうか。

なお、土器すてぱも細かく見れば、小さなブロックの集合といえる。ただし、これらの小さなブロックごとの説

明は省略せざるを得なかった。

ところで、Ｎ－Ⅲ区土器すてばＢでは、Ｖ－ｌ９でSK-05とした逆位の底部欠損の埋尭が検出されており、何か特

殊な遺構のように思われる。いずれにしても、屋外埋尭の特殊例である。

出土遺物はＮ－Ⅳ区に比べると、格段と少ない。これはＮ－Ⅲ区の土器すてぱに小片が多かったという理由と、

復元作業が作業の手順上から進まなかったという理由以外に、このＮ－ｍ区の土器すてぱの一つの性格といえよう。

－１８７－



８

N-m区土塘出十十器

第４節土塘一覧表

文 様

出土世物

第５節土器一覧表
Ｎ－Ⅲ区埋萎Ｍ-111反蝉琴

様文

８

第３節住居辻一覧表

Ｎ － Ⅲ 区 住 居 杜

－１８８－

６１０－８0.8

1６．８

整理番号 土峨符号

１
２
３
４
．
５

勺
０
０
０
０

｜
■
一
一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド

Ｌ－１８

不明

挺佳×短径×深き(”

ﾕ31×１０９×38

150×137×１０９

× × ３ ９ 磨石 曽利新式土器

加Ｅ

ＳＢ－０１に伴うものか。

姫石上城

土峨の棚り込みは認め

られなかった。

凶化した遺物 備考

写真

173

図

545

547

例NＩＬ

２０

３１

洲土地点

埋斐

分類

11辺部文様雑j,夫iij､和:ｊｌ、その残影から、４.iiiL位の懸錘状沈線が下る。休部は

クジ歯状.::具による条線と沈線文がある。

体部全体1-沈線による文様を描く、異質な土器である。

高さ 容逓２ 附考

ＳＢＮ１

ＳＢ－０１

ＳＢ－－０２

ＳＢ－０３

グリッド

Ｍ‐・'８

！‐・20

11-19

長軸×短軸

550×４８０

５２０×４７０

住居形態

柄鏡形

梢｢１１形

不定形

炉 形 態

方形石間炉

測川力‘

石開炉

炉打の残存

一部欠落

全壊

全壊

塊発

正位

特 殊 遺 物

土偶

土偶

備 考

柄鏡形住居杜

写真 図 版 仰図NＱ 洲土地点 分類 文 様 商さ 容通:Ｅ 備考

１７３ ５４８ ＳＫ－Ｏ３

ＳＫ－０３

ＳＫ‐･O３

ＳＫ－Ｏ３

Ｖ－ｌ９

(ＳＫ－０５）

ｋ器すてば

Ｂ内の逆位

｣IⅡ粥

８．３

８．．２

２〈または４？）単位把手付壷。頚部に２４の隆帯がめぐり|駈帯_上に把手が

立ち上がる。隆帯間に太い沈線。胴部は隆帯による三角形状（斧先状）区両

と澗巻文．隆帯に沈線が沿う。Ⅸ職|ﾉ１（外にも少し）５本ｉ組揃歯状_'二典を

斜めに刺突した並列刺突文，

塊状の胴部のｒに続いていた台部はほとんど欠失。胴部は２本ｉ紐の砿F沈

線で器面を分けてはいるが、本来の無文部にも施文する所あり。ハの字文が

崩れた、いいかげんな列点文。内面はススで真っ蝶。

ミニチュア上器。

'1緑部に枇走沈級1本唇胴細ま縦長の逆Ｕ字状懸垂文で器面を分割し、その

間に上端砿沈潔の楠''1文、以ドは綾杉状沈線文と、その上に蛇#r沈線が唾.ド。

服部くぴれ部・底部彬金-丁；こて故意に打欠き、理艶に転用した。胴部地文純

文→<ぴれ部に半裁竹管による２条の半隆起線（つまり３本の沈綴）がめぐ

る→胴下半部に２条の半隆起級が８単位垂.ﾄ゙ ･土器すてば内に埋哉されてい

た唯--忽の例。

l〔}
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1０

Ｎ一Ⅲ区土器すてばＢ出十十器

写真

１７４

似Ｉ

549

550

図恥 洲･上地点

Ｘ－ｌ８

Ｙ‐-18

Ｘ・‐ｌＯ

Ｙ－Ｉ７

Ｓ．Ⅳ

ＳＢ－５３

Ｙ・２０

Ｙ－Ｌ８

Ｙ･－１９

８
９
０

１
１
２

－
一
一

Ｎ
Ｎ
Ｑ

Ｘ・‐２０

Ｘ・‐1９

Ｐ‐２０

Ｑ－２０

Ｒ－ｌ９

Ｒ－７

Ｐ･一2０

８
９
８
８

１
１
１
１

ｖ
凸
Ｂ
Ｂ
Ｃ

Ⅲ
Ⅳ
閲
Ⅳ

Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ

分類 文 様

内沓,.蒜と球胴形胴部をもつ。１１緑部に渦巻隆帯】箇所残存。Ｌｌ唇直下２本

の沈線、沈線に沿って５～６個１組の刺突文面募竹管先端〉。その|､~にＹ字

形刻文。胴部はＹ字形降帯が派下。胴部上半に６本の備志汁綜がめぐり、下

半は２本１組沈線が垂下するが、沈線が連続弧状に垂!ざするバラ.T・ティあり。

地.文縄文ＲＬ、【I緑部は横にころがし、胴部黛裟が基写だが横もある。今村

氏編年によれば五領ケ台直後、大石式。

ミヱチュア土器。胴部に２箇所、枇Ｓ字状隆帯の先を半隆起線で伸ばした特

異な文様がある。口辱に半隆起緑がめぐり、隆帯．半隆起線I刻み。

４単位の突起は、逆ｒＣｊ字形と永・韓瑳ブi〈左右に結合した形状を呈寸る。

I]縁部文様帯は隆帯により』1単位の半円形区画と逆台形区画を作る。区画内

キャタピラ文、三角抑引文、斜格子状沈線文、削り出しによる陰刻室叉文。

.《角ｲ''1引文に刺突（裁痕）が沿う所あり。堀熱瞳辿Ｕ－濠走曇蕊溌帯２単位:こ

より分割される。降帯は途中屈曲して先端が象の鼻状にふくらむ。胴部は上

半の枇位僻成・下半の縦位購成に分かれるがいずれも半隆起線(.：よる区画か

ら成I)、区1両『1の,哩.照を創り洲す。半隆起線には救痕が沿う。上半は３段の柵

便溌'11．柑蒔砿形Ｉズ耐、』ざ半ＩＬｌ上陸系:Ｂ字状文１．Ⅸ画内は横走．斜行E角

抑引文、斜格子状沈線文、交互に龍きれる陰刻三叉文。

LL誰謡:r鴨座い肥厚帯をなし、その下端の換定撚課』本の他は全面縄文ＲＬ。

無文川緑が開き胴部が'1]筒形を呈する。服部は縦の縫帯で４単位に分かれ、

Ｕ宇状隆帯・渦巻隆帯などの慨を沈隷{二よる渦巻文・＝叉文で埋める。図の

左側のＵ宇状隆帯内は中央に隆帯が垂下し下部の脇平な円形隆帯とつながり、

左ｲfの淵蕪汰銀とあわせて人1ｍを思わせるモチ．．うである。

内折｢I線上に因単位の環状人把手がつき、頂部に蛇頚状装飾をのせ進帯が垂

!､する。把手内側は十字に貫通。大把手反対側に麦角に突出する突起があり、

その推諦.L綿券曲-となる。胴上半部肺噛釧・1Hf－０段３条ＲＬ｡弧状・円形膳消

文また突起Ｆ隆帯膿治って冒叉状の磨消文がある。胴部<びれ部に横走隆帯、

以下Z罰'‘蛎陛画械帝となるｃ

所謂櫛形文土器の.に半部。４単位火把手はv,ずれも欠損。二1緑部は刈折部を

はさんで上-Fに半肉彫的文様が施きれる‘,似|の正面、大把手欠損部直下i呈位

慨する円形のふくらみは眉・；:の表現あり顔而把手であ為。図の側面の同と

位潤には眼鏡状把手。

小型円筒形深鉢。２本：組の隆帯とそれに沿う沈線により２段の横帯i二分け

るが下端は限らない”枇帯は交玩の惹叉文から成i］三叉文内をきれいにけず

る。１ヶ所、三叉え"'たか猫巻上なり内部に円形文を抱く様なモチ．フがあ

る‘：

所謂櫛形文ｔ器の胴下半部、底部。胴下半部文様帯は円形隆帯とそれをつな

ぐ斜行隆帯、陸帯間縦列沈親・渦巻文・‐域文から成るが、、Ｚれ'よ楕円区画

の変形とみjるべきであろう、隆帯１．は訪参の眺錦が猫･'÷'〆、各所;こ刻皐がつ

く。

雌形土器。波状:I線の波頂部がいずれも欠損。波頂部が二一叉状になっていた

かあるいは波頂１，に貰遅孔があったらしい１１緑に沿って太い弧状沈線。内

外而全体にわたって、赤彩の痕がよく残る。

沈線渦港文をもつ円〕I紫滞またはじ字|j艇zi制､ら砿'弓-ろ隆帯に‘ｋＩｌ４刺立に分けられ、

うちｚ叩嘩:禦謹青!､蛎型毒で卿す.鋸歯状1溌帯.先端力蛇蕊伏となる斜行f;滞なと‘の

醗隙浄渦鐸甘・言叉噛-たと‘の潮韓立･ぴ';α>る‘，

高さ

10.2

42.7

２２－２

７．２

釣摩０

容量‘

0.：5

13.7

2２

0.5

備考

嘩
鑑
鑑
症
剛
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写 亘
〆 、 図 図NＯ 出土地点 分類 文 様 高さ 容量《 備考

175

550

5５１

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１

１

１

１

１

２
２
２
２

０
９
８
０
１
９
１
９
０
０
９
０
９
８
９

２
１
１
２
２
１
１
１
２
２
１
２
１
１
１

’
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｑ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｙ
Ｒ
Ｒ
Ｘ
Ｘ
Ｐ
Ｐ

８－１

８－１

８－１

８－１

８－１

８－４

鍔が欠損する台形土器。脚部接地面が擦り減っている。

台形土器。脚部底面が擦り減っている。

台形土器。脚部底面が擦り減っている。受け面は凹湾する。裏面の脚部に囲

まれた部分に沈線列が描かれる。

口縁部は半隆起線による摺曲文（重弧文）を施文後に波状粘土紐垂下。頚部

は４条の横走半隆起線と下に沿う波状粘土紐。胴部は３～５本竹管整形隆帯

による懸垂文が逆Ｕ字状に残存するがモチーフ不明。波状粘土紐垂下。地文

(ま半裁竹管による条線。

外反する口縁部と膨らむ頚部の境に横走隆帯１本。胴部は２～３本１組垂下

隆帯と、２本１組隆帯による対Ｕ字状文。いずれも隆帯は太く、刻みをもつ。

胴部地文縦方向条線は１本ずつひいている。

頚部は３本の隆帯を横走させているが胴部懸垂文が下がる部分で途切れる。

胴部懸垂文は３本１組隆帯による逆Ｊ字文４単位。隆帯はいずれも竹管整形

に似るが、実際は棒状工具で隆帯間に沈線をひいているものであろう。

隆帯を短沈線で区切っている所がある。地文は縦方向１本引き沈線による条

線０

円筒形の小型深鉢。口縁部のＵ字状貼付から垂下する２本１組隆帯による逆

･』字状懸垂文と、図の裏側は２本１組垂下隆帯。隆帯上いずれも刻み。胴部

地文１本引き沈線による条線。口縁の無文部はやや肥厚する。

小型深鉢。頚部２本横走隆帯、胴部は２本１組または１本の垂下隆帯。隆帯

上は不明瞭ながら半裁竹管による刻みをもつ。胴部地文撚糸文はＬの縄をＲ

巻きしている。撚糸文と隆帯の先後関係は不明。

胴部地文撚糸文、Ｌの縄をＲ巻きする。→胴部中半部に楕円形突起、突起下

に逆Ｕ字状に３本隆帯が垂下する。隆帯上刻み、特にまん中の１本は交互の

刻み。隆帯に沿って半裁竹管による沈線。→突起をつなぐ様に、同じく沈線

３本による弧線文。文様は４単位。

時期が異なると思われる要素が共存し時期決定が難しい。

壷形土器。無文口縁が外反し、胴部下半がふくらむ。地文撚糸文、Ｌの縄を

Ｒ巻き。→頚部に１本の波状粘土紐を貼付。胴部は２本１組の沈線を連弧状

に、その下に横走させて、施文している。

地文撚糸文、Ｌの縄をＬ巻き。→胴部中央に２本の横走沈線、口縁部・胴下

半部に２本１組沈線による弧線文。口縁部弧線の連結部に渦巻文とその下に

三叉文が入る。→口縁部弧線文内、棒状工具先端による刺突文。

21.2

27.3

3.1

7.6



1５

第６節石器一覧表

Ｎ－Ⅲ区住居地

Ｉ Ｉ

８２

３ Ｉ

Ｎ－Ⅲ区土塘

3３

ワ

石器種別一覧表釈Ｎ－Ⅲ区グリット

2１

３

2７

２107

１

９

7６

６

352

３

１０

－１９１－

止吸NIL

SＫ－Ｏ３

石 錐 石Ｉ； ドリル ピエス 打斧 唐斧 陵磨石 膳７Ｔ 石皿 牒器 玉石 その他 黒曜石９

7.4

水晶９

佐居NＯ

ＳＢ・‐Oｌ

ＳＢ－０２

ＳＢ－０３

石 雛 石；Ｉ ドリル ピエス 打斧 噌斧 俊膳,Lｉ 膳：I･ｉ 斬皿 牒器 ､ンマー 玉‘目 その他

砥石ユ

黒唯石９

１７

４０

1.2

水晶９

3.3

石器穂別

チャ・・卜〈フレイク〉

石 英

．ア

ピエスニスキ-． ユ

スクレイパ・・

ノッチドスクレイパーー

ド リル

１－.ティライズド

フレイク

水晶ユーテイライズド

水晶ドリル

個数 万器種別

石 Ⅲ

膳 石凹石

玉 石

溶岩

層斧

ｲ 1．斧

石 匙

プレイクスクレィパー

際 器

稜磨石

個数 石器種別

ハンマー・

ﾓｮ捧

稚

黒曜石石雄

水晶石鑑

･チャー・卜石嫉

計

個数

LO37
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第７節土偶一覧表

N-III区

ＮＱ

１

２

３
１
一
。

６

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

２

２
２
２
２
２
２

２

図
間
図
図
図
側
図
図
側
図
脚
図
図
閃
脚
図
図
側
別
側
間
図
側
側
間
図
図
脚

一
、５３

３－
０５

５
５
５

５
５
５

３
３
３

３５５

４
４
．
１

５
５
５

５
５
５

４５５

５
５
５
５
５
－
可
５
５
５
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
－
り
５
５
５
５
５
５
５
－
ゅ

５
５
５
５
一
ひ
５
５
６
６
６

ご
り ６

ｍ
、
６
６
７
７
７

－
⑨
一
り
５
一
○
』
、
Ｆ
ひ

７－
０

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
杵
叩
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

龍5571

第5571噸０

節557脚３１

第553図３２

第558脚３３

第558図3４

ｌＩｌｌｔ地駄’

ＮOＢ

９
９
９
９
９
９
９
０
９
９
０
９
８
９
９
０
９
８
８
０
的
、
卿
肥
胸
冶
９
９
８
９
９
９
０

１

１

１

１

１

１

２
１
１
２
１
１
１
１
２
１
１
１
２
１
．
‐
１
１
１
１
２

》
一
一
》
一
『
一
一
恥
卵
唯
一

Ｋ
Ｍ
Ｎ
ｒ
Ｕ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
ｖ
．
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｖ
Ｗ
Ⅵ
ｖ
Ｙ
Ｙ
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｐ

部位

顔
撰
顔
餓

顔㈲

飢
顛
雌
餓
顔
馴
腕・胸

腕
腕
腕
腕
腕
腕
胸
狗

胸～牌

1脚・腕

胸
胸

胸．Ⅲi」

胸

胸・腕

胸～鴨

胸
腹
胴
胴
秤
収

たて×よこ×はば

×３．８×

×,１．７×

×５．８×

×４．８×

×：、８×

×５．６×

×１．９×

×３．７×

×４．７×

×覇.３×

×８．９ｘ

ｘＳ､２×

×４．５×

×３．５×

×４．８×

×‘Ｉ.３×

×秒.６×

×２．７×

×４．０×

×､１．９×

×４．２Ｘ

×５．７×

×２．１×

×７．ｉｘ

ＸＩｉ､７×

×３．５×

×３．７×

×２．４×

×.１．K×

×ｉ、６×

×３．０×

×・ＬＯ×

×：、２ｘ

ｘ３－７ｘ

時期
L

Ｊ

１;岬ﾘボ

猫沢～
井ﾉﾘﾉｉ

輔利

I藤内一
N:j7jﾉ＆

止髄ヶ台
～緋道

曽利

('抑'１

藤内～
,ﾙﾉ虻

脚池～
jfJ51ﾉ＆

斬辿~
ルJﾃﾙﾑ

斯道一擁|ﾉ１

|締避藤内

紳利

瞥利

輔利

紳利

新道

蒋利

縛利

～雌内

分割塊の脱察

|…｜

「…
|水芯浪

|蝿に分制恥叱

部に分割恥ｉｌ

ｌ羅紗蝿
'縦腫'…にｨ１

部位と文椛

後蝋部はＥ抱き二父

Ｍ簾椴ド綱

|頭峨|Iに刻１１鮭滞

|織危…Ⅲ
鰍星騨繍

|鱗妙

正１１線、プラ文が渦
巻文化

|プﾗ文､儒識に擦鍵

文様と脳

耳は中期水から独立
する。

|堆帯又、賞j邸L311Ai

降帯文、貫通孔４個

渦巻隆帯ｋに刻日を
施す。

竜角雌帯i:に剣'1を
施す。

噛辿ｲL３個

渦巻文は脆'Ⅲ

変形~E抱き畠又又は
|玲縦、貰皿ｲＬ３佃

雌帯I剣Ⅱ

キャタピラ文】･波状
沈線

沈線

沈線

彩色裁と

（S-IVK20と
汲卜の土偶だが
胎士がまったく

別）

llJ期では珍らし
く¥がドが為。

曽利式肥口辺
土器と施文手
法が同じであ

パﾝサｲﾋ偶
の典型的な製
作法

腹部と啓拙''1空

(S--IV区
ﾛ78に頚似）
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NO‘

第5581剛３５

第558図３６

第554岡３７

第5591ﾇ１３８

第559図３９

第559脚豊１０

筋559ｌｘＭ１

第559図‘１２

第559図弼

第560ｌｘ１４４

第560脚Ｌ１５

第560図４６

第560脚４７

第561ｌｘ148

第5611洲９

第561図５０

鰯561脚５１

第5611ｘＩ５２

第５U11xl53

第５G11Xl5'’

第561図５５

節562図５６

節562図５７

筋562図５８

第562凶５９

第562図６０

第5621ﾇ161

第5621刈６２

第563図６３

第563ｌｘ164

苑563図６５

第563図６６

節563図６７

第563図６８

節563脚６９

第564ｌｘ'７０

第564図７１

第56△|図７２

第564Ixl73

第564脳'７４

節564脚7５

出ｋ地点

０
９
９
９
蛎
翻
船
出
鋤
症
８

２
１
．
・

一
》
咽
一
》

Ｒ
Ｕ
Ｖ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｙ
Ｙ

２

６

１

４

１

０
ｕ
ｑ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

８
９
９
０
９
０
０
８
９
０
９
０
０
０
９
０
０
口
》
０
５
９
９
０
７
７
７
９
９
９
９

．
』
．
’
１
２
：
２
２
１
１
２
１
２
２
２
１
２
２
‐
今
２
１
１
‐
２
１
口
１
１
ｌ
：
１
１
一

一
一
”
》
恥
恥
一
一
一
一
雫
■
一
。
■
ｐ
■
一
一
■
『
｜
邪
一

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｋ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
竿
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｖ
、
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
丁

部位

胴
智
腎
腎
腎
腎
腎
野
粋
件
騨
瞥
瞥
腎
腎
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
卿
脚
脚
脚
脚
脚
脚

たて×よニ×はば

・1.2×１．，１×3.0

７．９×６‘３×３．３

３．６×２．ｌｘ】．７

１；．’×6..ｌｘ１．５

２．７×１．１×２．１

１．Ｕ×３．１×４．５

１．６×４．０×４．７

２．５×２．５×２．０

３．７×１．８×1.2

６－１×５．３×３．４

５．８×３．０×月.４

３．６×３．９×､１．５

１．３×３．２×２．１

６．７×２．Ｓ×】､２

５．２×４．０×易.６

５.{i×４．９×３．５

２．５×３．６×１．８

２．０×４．４×１．３

２．６Ｘ２９×１．１

３．２×２．３×２．Iｉ

２．６×２．３×１．：

２．４×3.6×３．５

５．８×３．９×５．９

２．３×２－２×２．７

１．３×４．０×５．９

３．９×２，５×３．０

］．ｈ×３．６×3.1J

.;､１×３．３×.1.3

1i､Ｏ×５．５×５．６

３．１×３．７×３－３

１．８×班.２×‘1.8

２．９×２．８×』．６

３．０×：､９×２．９

２．２×３．９×.Ｌ３

３．０×３．９×５．８

４．６Ｘ3.-1×４．３

３．８×５．ｌｘ５．７

２．５×２，３×２．１

３．６×,1.5×７．３

３．０×２．７×､1.2

３．ｌｘ２．Ｓ×３．３

時期

新道ﾊｰ藤内

藤内．､．
ルノ『脆

帯沢～斬泣

脹内一‘
昨戸虻

'X‘利

仲利

新道．､･鯉内

ルノ5脈

ﾙﾉﾙと

分割塊の観察

腕部に分割塊miと木
芯痕

腎部に分割塊I、

腹部仁分割塊mi

jl-側腎細二分訓塊liW

ﾊ側瞥部侭分割塊1ｍ

ハー側腎郡に分割塊I耐

水芯痕

卿付根部陰分割塊1ｍ

水芯痩

水芯疫

|胴部に分訓塊|ｍ

付根部に分訓塊1ｍ
〈ソケソト接合法）

他は粘土塊曲

枯'二塊面

付根部、妃足との接
合部に分割塊1iii

付根部に分割塊１，

水芯痕

|側…蝿‘，

付恨部に枯止塊1ｍ

付根部に分割塊mｉ

部位と文様

側腹部に．；剛１１文

側腎部に角抑文

lEI11線、対称弧刻父
側腹部に渦巻文や茜
叉状又

側将部に渦巻文

件部に''1文皇変形4
叉又

側将部'二渦巻；父文

側背部に渦巻又と剣
Ⅱ沈線

地の111に沈線又

｣財'線､逆刑文
､ド行沈線間叩I'1文

爪先に沈線又

足ikiiに平肺線lH剣同
文

爪先に刻１１４本

足に刻!i沈線

足jﾔに刻11降帯､足
の111に沈線又

文雛些施文典

沈線又

沈線文

沈線

沈線文

沈線文

沈線

沈線、角抑文

５本指

沈線は折を産出か

彩色など

腹部‘|'空

中窄|[I雛形ｋ
偶、柳原形態
のｋ仙

底にえぐり

地にft勉孔あり



－１９４－

第８節土製円盤一覧表

Ｎ－Ⅲ区土製円盤一覧表

番号 州土地
最大径
(”）

厚さ
(”）

重さ
(９）

土器片
の時期

備考 番号 出土地
最大径
(”）

厚さ
(”）

重さ
(９）

土器片
の時期

備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
1１

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４

トレ

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
プ
層
層
層
２
層
層
層
層
層
層
層
層
層

１
１

２

２
２
２
２
２
３
２
３

サ
－
３
２
Ｍ
３
２
２
３
２
３
３
２
２

９
９
０
０
９
９
９
９
９
９
９
９
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
６
８
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
９
９
０

１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
１
１
２

｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
６
｜
’
｜
’
ｌ
ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

０
９
１
９
５
０
９
５
５
７
５
９
１
８
０
３
５
４
９
５
５
２
８
７
６
９
０
２
５
７
７
６
４
１
２
４
１
０
４
４
５
３
７
２
９
４

●
●
●
●
●
●
●
■
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巳
■
●
●
●
●
●
●

３
３
４
３
３
３
３
３
３
２
３
３
３
３
３
４
４
３
２
４
３
５
４
４
４
２
５
４
３
３
４
３
３
３
２
３
３
３
４
３
３
３
３
３
３
３

８
３
２
３
３
９
９
３
４
５
９
１
０
９
９
１
１
２
２

。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
１
０
０
１
１
１
０
１
１
０
０
１
１
１
１

0.7～１．３

１．２

１．０

１．２

０．８～１°Ｃ

１．２

１．３

１．３

１．０～１．３

１．１～１．５

１．１

１．４

０．９

１．０

０．９

１．０

1.5

1.0～1.2

０
０
２
２
３
１
８
１
０

●
●
岳
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
０
１
１

５

０
２
９
５
１
７
５
２
２
０
６
２
４
０
３
６
５
３
０
９
５
２
３
４
２
０
８
７
６
２
３
２

２
２
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
２
１
３
２
２
２
１
３
２
１
１
３
１
１

1１

５

８
４
３
４
７
７
６
８

１
１
１
２
１
１
１
１

９

2０

1１

門
Ｉ
、
ろ
Ｑ
Ｊ
ハ
Ｕ
８
１
ワ
］
へ
。
４
４
Ｆ
Ｄ
〈
ｂ
庁
Ｉ
、
ろ
Ｑ
〉
ハ
Ｕ
勺
１
ワ
］
へ
。
４
畳
Ｆ
Ｄ
〈
ｂ
〔
Ｉ
（
ろ
Ｑ
〉
ハ
Ｕ
‐
１
？
］
へ
』
４
４
Ｆ
Ｄ
〈
ｂ
句
Ｉ
Ｒ
ｕ
ｏ
ソ
ハ
Ｕ
３
１
ワ
白
へ
。
４
Ｆ
、
〈
ｂ
句
』
Ｒ
ｕ
Ｑ
〉
〈
Ｕ
３
１
ワ
】

４
４
４
４
４
４
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
戸
、
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
一
‐
０
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
〈
◎
〈
ｂ
（
０
〈
ｂ
〈
０
《
０
戸
０
〈
ｂ
〈
０
〈
ｂ
局
Ｉ
［
Ｉ
句
Ｉ
〔
Ｉ
【
Ｉ
句
Ｉ
『
Ｉ
【
Ｉ
局
Ｉ
局
Ｉ
、
ろ
、
ろ
ｎ
ろ
、
ろ
、
ろ
Ｒ
）
、
ろ
ｎ
ろ
、
ろ
（
ろ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
〉
Ｑ
Ｊ

卜し

層
層
層
層
層
ブ
層
層
層
層
層
遍
層
層
層
層
括
層

２
３
２
２
３
サ
２
２
２
３
３
１
３
３
２

Ｍ
２

０
０
０
８
９
９
９
０
０
８
８
８
９
９
０
８
８
８
９
９
９
９
９
９
７
７
８
８
９
９
０
０
０
７
８
９
９
０
０
０
７
７
８
８
８
８

２
２
２
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１

｜
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

５
９
２
０
３
７
８
７
８
８
０
７
１
９
０
８
８
３
６
７
３
７
７
１
５
７
０
３
６
３
３
０
６
６
０
０
８
６
７
５
７
２
３
８
４
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
３
４
３
３
２
４
３
３
３
３
２
３
５
３
４
４
４
３
３
２
３
５
３
３
３
４
４
３
３
４
５
４
３
５
４
４
３
２
３
４
４
４
２
３
４

０
３
２
６
８
０

●
●
毎
●
●
●

１
１
１
１
０
１

1.2～１．４

1.0

0.8～１.（

５
４
０

●
●
●

１
１
１

0.8～１.（

1.3

1.2

1.2～１.Ｅ

５
６
１
１
１
１

●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１

1.6～1.8

８
３
２
４
０

●
●
●
●
●

０
１
１
１
１

炉
ノ
ム
Ｆ
階
し

、
‐
』
可
‐
』

一
ヘ

ー
ハ
叩
〕
、
／
〕

１
‐
坐
甜
‐
』

２
４
５
１
１

●
●
●
ｃ
●

１
１
１
１
１

0.9～１．２

４
１
５
０
７
２

●
●
■
●
●
■

１
１
１
１
１
１

1.2～１．５

０
３
２

Ｌ
Ｌ
Ｌ

７
５
５
７
３
０
５
８
７
２
３

２
２
２
１
１
１
３
１
１
２
１

８
８

９
２
２
６
９
８
６

３
１
３
３
２
１
１

９

８
０
２
６
１
５
２
８
８
７
５
５
４
１
３
０
０
５
６
２
５
６
０
１
９

１
６
１
１
２
２
２
１
１
２
３
３
１
３
２
４
２
１
１
２
２
２
１
２
２



133

1８１．６ 1２０

１．３ 1２１

4.2

4.2 123

3.3 1５ 124

3.4 2０ 1２５

4.4 MH８ 1２６

3.4 1８ 1２７

3.3 L７ 128

3.0 1２ 1２９

2.9 1５ 130

3.6 １８ 1３１

2.8 1５ 1３２

3.0 1０

1３

ａ８ 1７

4.2 2４ 135

1363.5 1７

6.6 7３ 1３７

4２ 1384.5

3２ 1３９4.6

2.7

3.2

1４０

吻騒 1４１4.3

1421５3.0

1431５

1４５

1441５3.4

1６3.3

1463.7

－１９５－

番号

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

I02

103

104

105

IO6

:07

108

109

110

Ｌｌｌ

:１２

』１３

墓４

』１５

ﾕ１６

二l７

ｌｌ８

１ｌ９

出・ＬＬ地

層
４
塔
層
層
層
括
層
括

３
恥
３
３
２
３
”
３

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
７

１
『
迦
弐
吐
弐
則
巡
則
一
一
・
》
今
・
華
上
・
幸
．
引
剖
副
訓
電
母
電
の
】
屯
過
包
２
芝
ｌ

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｙ

最大径
(”） 随

１０－８

ユ.０

１－４

：､４

１．２

Ｌ３

ユ.１－１．５

‘$ｌ
Ｌ８

ＬＯ

，１，５

1.1

1,2~よ.４

1.0

11鰯
：､０

１．５

１．７

ユ.３

１Ｌ２

０－９．．宮ｌ－ｉ

１

３
１
０
２
５

画
恥
へ
・
伊
宙
》
■
一

０勺
｛

聖き

（９）

劉
鋤
犯

2３

土器片
の時期

蹴考 番

2２

3４

冊；：地

増
感
層
９

３
３
３

Ｎ

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
ｉ
ｌ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

》
串
離
》
一
一
華
幸
一
》
一
一
一
》
｜
準
一
》
》
》
一
採
？
、
明
明

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
ｖ
Ｙ
Ｙ
表
釈
不
不
ＳＩＢ‐O１

ＳＢ－Ｏ１

賎大径
(“）

８
“
ｑ
■
■
■
け
り
ｄ
■
４
８
ａ
■
■
■
■
Ｐ
■
■
■
■
■
■
凸
■
■

ワ
〕
ワ
］
同
一
〆
〕
凡
叩
一
－
２
》
Ｄ
Ｊ
貝
●
〕
の
宮
◎
ワ
ョ
Ｆ
Ｄ
【
一
画
内
一
○
ｎ
Ｊ
ワ
雷
ワ
』
Ｆ
Ｄ
ｑ
》
△
－
４
勺
一
面
。
・
ｑ
Ｕ
ｑ
》
、
。
ワ
ニ
画
４
乙
一
勾
凹
宮
ｑ
》
ｑ
Ｕ

厚き
(“）

９
２
９
４
－
０
０
８
５
１
３
４
０
６
８
６
４
５
２
６
７
３
２
０
１
１
８
６

１
２
２
１
４
１
．
．
５
１
２
１
３
１
２
１
１
１
２
１
３
２
１
２

４

５

宙
一

ｍ
喝
叩
哩
聖
弔
哩
』
〕
塾
に
哩
加
哩
墜
嘘
、
哩
叫
喝
“
嘘
型
型
磐
鰹
型
詞
掲

１

１

壷

<ｇ〉
土器片
の時期

備考



４ 7５

１

２

噌

552 ４

３

３

第10節粘土塊一覧表

Ｎ－Ⅲ区有孔鍔付土器

7０

第９節土製品一覧表

Ｎ－Ⅲ区把手

1２０

3０

■
９ル

第11節有孔鍔付土器一覧表

Ｎ－Ⅲ区粘土 塊

３ 2５

－１９６－

Np

．
。
ウ
】
３
４
．
③
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
‐
一

ｌＩＩＩＩｚ地鬼’

牌
聯
３
Ｍ
》
増
２
階
８

２
２
Ｍ
２
３
恥
３
池

８
０
９
９
り
０
８
８
８
８
９
９

．
．
２
１
１
．
２
２
ｌ
１
Ｌ
。
．
１
．
．
『
△

一
》
一
】
一
』

Ｎ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
ｗ
ｗ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｙ

部 佃

頚部

頚部

頚部

旭ｲ､』･吹

凱部

頚部

Ｉ;辺部

I:辺部

凱１Ｍ;から|ﾙﾘ部

両辺部

頭部

訓部

内孔・外fＬ

Ｌ
Ｉ
》
Ｌ
Ｌ

子
ｆ
列
命
』
孔
孔
ｆ
ｆ
－
ｆ
子

Ｌ
Ｌ

内
刈
哩
幻
．
幻
．
幻
．
外
刈
．
外
外

航彩のイ『無 文 様

仲利の文梯

鍔の|ざに剥文あり

海のドに藤内式Ｘ画の文梯

洗練の文様あり

露のド鋸剥文あり

備 考

写真 図 IXlNb， 柵土地農

ＮＩ９

Ｔ－ｌ９

Ｙ－．２０

Ｘ・２０

Ｘ２０

Ｙｌ８

分類

人面棚手

人面把手

人曲把手

把手

イノシシ

把手

ヘビ把手

文

目の下の部分から残っている。

|:Iの部分が強調きれている“
おそ･らく而領ケ台式か？

様 高さ

1０．０

４．５

容量＠ 備考

Nａ '１１１名地！』.！

牌
牌

一
卵

Ｎ
Ｎ
Ｒ

、さ{駒 備 与

播痕

括痕一丸形

Ｍｎ H1,‐品地点

Ｊ２８

Ｙ。：９

取さ(9) 鵬 ５

狼
縦

振
桁



－１９７－

フ

凹

第12節台形土器一覧表

Ｎ－Ⅲ区台形土器

Ｍ１

ク
】
＠
Ｊ
舟
Ⅲ
巨
凹
ロ
リ
ワ
ロ
○
○
○
》
ハ
Ｕ
、
．
ワ
叫
つ
⑱
川
迅
両
》
侭
Ｕ

出:二地点

Ｐ・畠９２層

P・‐２０３層

Ｑ・l９

Ｒ－７

Ｒ・:９３層

Ｓ・１９２層

Ｓ‐１９

ｓ‐２０３層

Ｕ・ｌ８

Ｗ－ｌ９Ｎｍ２

Ｘ‐・ｌ８

Ｙ・ｌ９ＮＱユ

不明

Ｒ２０

ＳＢＯｌ

不明

名称

鍔付

鍔付

鍔付

鍔付

鍔ｆｌ

村
付
し
付
付
付
付
付

戦
ワ
．

鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
器
鍔

部位

受Ⅲ１．鍔-:･脚

鍔

受而＋鍔

脚

鍔

盤

盤

受面-1鍔十脚

鍔

受|叶・･脚

撚

受１，－鍔．,-脚

鍔

受而卜脚

受而･･･鍔

受1m･帝鍔･半脚

孔の有無

脚中心に孔４

肌｢''心に孔右

受吋IEiの形状

ｕ
平
平
平

凹

オコケの有無 文様の有無

孔のM1})に隆帯

鍔に縦きざみ有

裏面に沈線

大きさ

242×<１０３)×(47）

備考

Ｓ－ⅣＧ－８

(811003）接合
Ｎ－ｍＰ－ｌ９
同一接地面磨耗

Ｎ一mＲ・・２０

接合

脚完全磨耗

Ｓ－－mＴ－
(810205)･同一

足跡？

脚完全磨耗

捧乱｜間.隆握一鍔

全体がとれてい
る

Ｎ－ｍｏ】8接合

(223）Ｘ〈146）
(55）



第 ５ 章Ｎ－Ⅳ区

第１節縄文時代中期の住居と出±遺物

Ｎ－Ⅳ区

SB-01

H-l8に位置する。半壊した石囲炉を検出している。炉付近から台形土器が出土している。

ＳＢ－０２

Ｈ－ｌ９に位置する。これも半壊した石囲炉のみを検出している。時期不詳である。

ＳＢ－０３

Ｊ－ｌ９に位置する。おそらく柄鏡形住居杜の柄の部分の敷石部と思われる。時期的には中期終末に位置するもの

であろう。

第２節土器すてばＢ

Ｎ－ Ⅳ区土器すてばＢ

Ｎ－Ⅲ区から続く土器すてばＢのは全体図を作成してみれば、２つの大きなブロックから構成されている。この

うち、Ｎ－Ⅳ区に最も大きなブロックとなっている。大きく見れば、直径約20ｍのブロックである。残念ながら、

このブロックの中央を農道が走っていた。Ｎ－Ⅳ区の土器すてぱの出土量は異常であり、図化したものでも９９個を

数えている。挿図41から挿図47に大まかな型式別に数値を示したように４㎡にグリッドから、相当量の土器が出土

している。

また土器の外、土偶、土製円板の出土量も他の地区をはるかに越えている。

Ｆ－ｌ７では、一つの集石があり、ほとんど遺構らしきものを持たない土器すてばにあって、特殊例といえる。こ

の集石は土器すてば形成以前に構築されており、土器すてば形成時をとおして、ケルン状になっていたと思われる。

－１９９－



－２００－

第４節土壌一覧表

リ

第３節住居杜一覧表

整理番号 上峨番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

印
却
却
却
却
『
剤
心
『
１

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

グリッド 直径×短径×深き(c､）

l56x99×

××６３

× ×３ ５

９７×８５ｘ

１０７ｘ９５ｘ

１０９×９６×

ｌ３２ｘ９０×

出’七遺物

石錐、ユーフレ

石上、打斧

膳荷、ハンマー．

図化した世物

新道式

新道式

藤内式

駒利,'｢式

備 考

ＳＢＸｃ

ＳＢｏｌ

０２

０３

グリッド

ＩＩ－ｌ８

Ｈ・’９

二－１９

艮軸×短'1W’ 住居形態

柄鏡形

炉形 態

石|ﾙ|炉

石囲炉

亦:畔Ｉ

'111‘hiの残存

填
壊

半
半

埋蕊 特殊遺物備考

台形当器



４

第５節土器一覧表

N一Ⅳ区土墳出土土器

572

Ｎ一Ⅳ区土器すてばＢ出土土器

３．

高さ

闇

２．

４

一
ひ

５４．

５

－２０１－

写真

184

図

573

凶Ⅲ 出 上 地 点

９
０
０
８
７

１
２
２
１
‘
・

一
》
雫
距
唖

Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｂ－２０

Ｂ・‐l９

Ｂ－－１８

７
８
７

１
１
１

Ｃ
Ｃ
Ｆ

Ｂ‐・ｌ９

Ｃ・・1７

分類 文 様

ﾄﾘ筒形の胸部と大きく開く内輩砺縁をもつ㈹胴部無文。口緑部は太いねｉ２り

状礎諾が症下‘，’1唇直下の２ﾉｉｗ,楢'裁縫閲寺･;『.箸弗端で交玩刺突。その『･

に二叉状陰刻と細い沈隷によるＹ字文。

:;縁部:まI陽広<外に張り出､=枇帯をな:診、４単位の貼付文をもつ‘，うち２単

位は、ハ・・|､形の性1戦を貼付し、盛り_:苫がる鼻、沈級による目．：;を表現

:宴if･蜘如装飾．他に残存する且単位は里角形に粘ﾆﾋを貼付:=中を~:又文状'二

陰刻している。

外に開くＩ]緑部に嘘い陰誇で検蕊唾諏|X画を作る。隆帯に沿ってユ条の角

押文、また【･I唇上にも１条の角抑文がめぐる。胴上半は側の止而で欠けるが

Ｙ字状文貼付。胴部中央に２本の隆帯にはさまれた楕円区画が並ぶが、その

端は折れ曲って垂下する。やはり顕り文が沿う。器面には輪積痕と指頭圧痕

を残すがあまり明瞭ではない。

４単位波状11縁Ｆに眼鏡状把手がつく。ｎ縁部文様帯は刻み目をもつ隆帯に

より、ひし形状区画と台形:i,ﾐ凶副各４単位ずつに区画され、隆帯に沿うキ･ヤ

タピラ文と、＝角押引文《,胴部の幅広い文様帯は、１本隆帯による抽鎮文と

その左上に梢''1文、各2単位から成る｡ｷｬﾀピﾗ文と波状沈線が沿う。抽

象文左端は-狸堆区画とする‘，

口緑部重三角反扉描精一隆帯に沿ってキャタピラ文、三角押引文、半円区画

内部に一§角押引文による波状文。半円区画を作る隆帯上には刻み。胴部の幅

広い文様帯では、陸誇の先が突出1声、中央にくぼむ円形文となり、その先に

扇平な三角形貼付文がつく⑫素文帯には三角抑引文による波状文がめぐって

､,、ろ。

22.8

容量‘ 備考

写 真

１８４

図 臆lNO

２
３
４
＄

１

出上地点

ＳＫ－Ｏｌ

ＳＫ･－．０５

‘部分

ＳＫ・・Ｏ２

ＳＫ‐､０４

ＳＫ・G６

ＳＢ･－０３

９
７
１
１

Ｂ
Ｆ

分類

８－：

文 様

胴部中央に三角区画債帝あり、区画内キャタピラ文と三叉文。その上下に耗

文Ｒ言』を地文とする索又雷があり、中央ＩＦ狸瞳塵廻ｗ,ぐる。最下段は楕円

区画横帯で、区画内はキャタピラ文、．-部は粘土で押しつぶされた様に無文

となっている

Ll唇に爪形刻みをもつ隆帯がめぐる。口緑部文様帯の波状隆帯は特異な流れ

方をする。貼付で嫌上げた上で隆帯がＳ字状にねじれる。やはり爪形刻み。

地文は半餓竹管【吾よる緩の沈線。胴部は半裁竹管半隆起線による方形|X同が

並ぶ。方形区画したあと籍文地文、見え侭くいがＲＬらしい。

口緑部に７単位‘'b茸推韓華がつく｡体部ｍ枇瀞吐上からrI縁部重宝角区画帯

(半円形十三角区画）、頚部素文帯、胴部幅広い文様帯、幅狭い無文帯をIま

ざんで蟻下部に扇平な重_畠角区画帯と重なる。隆帯に沿ってキ苧夕ビラ文

垂角押引文、または先端が丸味を帯びた＝角押文が１．，．２本めぐる‘,！【縁

反面|人Iiよ毒稔迂叉文崇たは誰列伝抑引文。胴部幅広v,文様帯の隆帯先端にＵ

字状突起がつく。

無文"〕頚部か.勾背:,、欠損するが11縁の形状iよ'xIの様:こなるはず。胴部は降

帯にはきまれた波状隆帯が垂１．し乏器面を４分割し、３本１組隆帯による対

弧文を配す。隆帯上刻み。波状隆帝の頂部と'L|｣央部に円形貼付。胴部地文条

諜は１本引き沈線によるｃ中Ｉ聾の連位〈おそらく底部穿孔）理謹。

台形土器。鍔部はやや突出するのみである。続茄~:~哩捲l〕減る。２孔､対、

おそらく５単位の孔はすべて下部が欠損している。

高苔

28.0

容赴Ｉ

４．３

珊考



高さ

5.7

0．１３

1.6

8.9

28.1

－２０２－－

写貞

１８５，b7a

Ｌ８６

例 岡N（

ト
ー
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｐ
ｂ
ｌ
■
■
■
一
日
Ⅲ
０
１
。
ｒ
■
■
Ⅱ

■
■
”
０
■

■
■
＆

■
■

（
ぬ
”
》
■
■
、
〃
》
『
く
●
》
一
列
“
。

ｎ
》
〕
一
八
叩
Ｕ

■

■

口
跡
《
、
７
Ｊ

（
理
。

【
』
岬
》

写
Ｊ
凸

（
》
へ
】
（
叩
如
い

■
凸
■
■
■
ｑ
■
■
凸
Ｑ
ｑ
ａ
必
■
Ｇ

■
凸
一
■
Ⅱ
凸
。
、
０
画

■
凸
《
や
〃
』

■
一
凸

鯉 士 地 点

廻
肥
万
泡
肥
四
岨

〈
』
ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
へ
》

Ｅ二８

（
ぜ
円
』
０
Ｖ
Ｑ
》
８
．
。
ｑ
》
○
○
。
。
【
ｆ
坐
る

，
１
．
。
．
。
．
。
．
。
・
・
、
１
１
１
Ｊ
可
卓
’
一

心
Ｂ
Ｂ
Ａ
・
・
Ｃ
ｃ
蕗
Ｅ
Ｂ
砂

不明

９
９
８
７
９
０
６
９
０

．
雪
１
１
１
１
２
１
。
．
２

Ｃ
Ｄ
『
’
“
〈
し
Ｗ
】
Ｅ
Ｅ
Ｂ
Ｅ

Ｆ：８

Ｆ・・Ｌ９

寺一、只
凸炉■■"

：ｆ・上７

記１８

分類

鹿
烏
叩
即
『
》
Ｐ
「
》
戸
恥
》
卸
恥
〕
侭
唖
【
ｆ
ｒ
ワ
』
旬
〃
■

文様

臆緑;よおそら<４単位の突起をもち、２踊位は直下に眼鏡状把手がつく号胴

部の幅広v‘文様帯はキャタピラ文で無文Ｉｉ緑部と画きれる。・誼モチ･・うば２

本の降情を服いた抽象文２馳位で、…端は覇つ指状を呈し、そのつ唾ぎ11の

;』'形の隆帯が例の正面となる”陥苓i『摘ってキャタピラ文と波状沈線．，

::筒形の服部が、現存部分だ:ﾅで６段の横帯:二分けちｵ1る‘,最・1.段は隆帯で

何らかのモチ･･･フを表現･ウる･中段のひし形区凹はＸ字状の隆帯で作られる

が器剛を４慰位侭分けて２単位は横長のＸひとつから成る。その雨の素文帯

のみ、キャタピラ文,こ沿う波状沈線が同・二．具を押；;し､た毒角押文;二よる波

状文となる。以!『長方形区仙i描帯j･･毎角形Ⅸ耐横糖。内面胴.ﾄ゙ ･'‘部:二:ﾘＩ暗に

スス付藩。

土器のL:半分を切って、切り，Iを擦って再利用仁供したシ思われる。．ｎ．２段

が描長楕円区画横帯、その胆が翼角区画横帯、その上は素文帯であったろう。

隆帯;F論っ･でキャタピラ文また芯冒昌角押文‘，最・F・段〈ぞ.ミ角押文仁よる波状文。

小刷深鉢。開緑肥|頃。４噸位の煙陸帯が燕下し隆帯.苫:二横に粘土をかぶせる‘，

胴部は輪積痕と指頭よりも細§･I:具を用いた密接した隈痕を残している｡

,小型深鉢。器面に３段ｷﾆわたって短隆帯を貼付する〈ケジケジ文）噌降帯

|上隠刻み。

|演錐癖蝿,ii鰯り,眼。
小型のわん形土器‘，半敗竹箭髄よる文様がつく。

全面縄文。ＲＬの縄を縦(二ころがす。木の紫底らしい。

胴部に２単位の抽象文がつくがモ･チーフは異なる。ユ本の隆帯で抽象文の枠

を枇一〉てγ､る。]:;･都上方vご梢.ＩＩＸＩ剛が少し残ってvる･隆幣侭沿ってキャタ

ピラ文，波状沈線。地文はＲＬ縄文。また・方の抽象文の挺帯.Ｌｉ二も同じ縄

|をころがす。

|無文深鉢“

|底部に網代圧痕。

|菱毒｡:1隷綱'@…内外雌釧'……識.瀧神‘

半.．;形突起、小突起２単位ずつ、いずれも突起.偶.+_隆帯垂．､.。：I緑部肥厚帯

．:z膿沈線文。胴部の２段の横構のうち上段は２単位ﾘﾆIⅡi形降梢を抱く斜fr隆

帯が入り、F段は楕・;区画が崩れて寛角形隆帯が月立つ。騒帝側の余:.i部分

Ｉと沈線渦巻文・晶叉文。隆帯上に交互・綾杉状の刻みｃ

：I緑部暇無･丈帯。胴部:二半,F幅広い文様帝があり、太く高い錘下降帯、語形

渦巻・斜行降帯が入る。降帯上刻晶、|xIのⅡ;面の垂下,降帝の背は指先？で押

圧#るｓ俺帯間の余:'1部分は粗雑な施文の沈線文で埋める‘》

胴部残存部分は２段の横帯から成る。遥下隆帯が胴部ドユ里表で延びて器面を

分割する。文様は低j･んど隆帯から成り、大渦巻文桧大ぶりな波状隆帯が沿

う。隆帯余白部の沈線文は少なく、縦列沈線を施している所がある。

５
８
３
β
５
４

■

６
５
４
８
２
０

ｌ
ｅ

ｑ
■

□
凸

３
２

容騒ｆ 備考



備考

－２０３－

写真

186

図

575

575

576

577

間NＯ

2２

2４

２５

出土地点

８
９
９
８
９
９

１
１
１
１
１
判
一

雫
》
》
一
》
一

Ｅ
ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｆ

Ｆ・・二８

，－１９

Ｂ‐・１９

Ａ・・1９

８
９
０
９
０
８
０

１
１
２
‐
一
２
１
２

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｆ・・１８

Ｄ－２０

０
７
７

２
１
１
Ｐ
■

，
Ｄ
Ｃ

Ｅ‐･l９

Ｅ－２０

分類

７
７
【
Ｉ
７
７
７
７
庁
Ｉ
７
日
７
７

虻様

11蒜の４単位小突起から隆帯が無下し、２単位牲隆帯が軍叉に聞いて．--崇に

Ｕ半を璽戒がつき、手指状モチ・・フになる。２単位は円形隆帯につながり、

円形内部に円すい状突起がつく。隆帯間を沈線渦巻文・三叉文等で埋めるｃ

胴部文様Ｆ段は5単位の楕円区画｡区画内縦列沈線｡

口緑部I昂２単位、やや鴨上る矩形の突起の両端から隆帯が垂ﾄｰして胴部上半

で渦巻く。また２単位の小牢記から砿吋為溌器.:緬舗下半↓二途して渦巻く心

胴部文様諺上．!胃２段から成り．1,.段は楕円反問枇帯。沈線文は渦巻文，竜又文・

縦ﾘ沈線など。な鍔I判慨厩部-,-胴|『半部は箸:.〈黒変し、外面胴｣ざ半部は褐

色化ｉ券羨が荒れている。

曽利式と同じ器形をもつ大型深鉢．頭部に･･本の横走隆帯、服部は２本１組

の垂下隆帯＆､帝位が器面を分割。肩部文禄蹴低平寒隆帯による大渦巻文とそ

れを連結する斜行降帯、さらｉ１薙燕"〕余白器面に渦巻文．．:叉文・縦列沈

線などをびっしり充填する画隆帯ｋ刻み。富た渦巻隆帯の背'二(よ沈銀が

入る。胴部文様帝Ｆ端は検定|睡帝を渡していちおう区切っでいる。

貫通孔を有する唾ｊ位">把手、うち２涼位の背に蛇頚M:う挙騨がつく。内折1．

縁上方の口縁部:立桟は批錦淵巻･文、≦叉文ｃ内折部は連鎖状隆帯と、４単位

把手の間侭位置する、上下::．貫通する環状装飾。内折部直ドとくびれ部に横

走捲帯、胴部.1-.半に４単位の垂下隆帯、いずれも隆帯|刻み。胴部下半は珍

１，く１画．.逆の櫛形文とＵ字文･

井戸尻式の器形だが文様の構成は曽利式になっている。２単位、２木占組の

垂下隆帝は、；i緑部で片方がＳ字状に大きく屈曲する口頚部侭１掌の隆帯が

めぐり.･唾､.に沈綴が沿う。胴部地文：本引き沈線による条線。

;|縁装飾に富む。２単位大把手のうち１単位は蛇頭状装飾を頂部に冠する。

ｌ執位献ミミズク把手の頚部が偏平・扇状に広がる。大把手間は中央に環状

把手をおき両脇に!工l形突起と諏唾些かつく。把手!､内湾:I緑部の４単位の

;q形隆帯は、胴:昌半部の連鎖状隆帯と結びついて人形を連想きせる”：|緑部

文様は太い斜行・蕊~.ご隆帯を貼付し隆帯品を刻みや数条の細い沈線で加飾す

る,，胴部<ぴれ部に枇走隆粥１本、隆帝｣二iこキャタピラ状刻み。胴!､､半部は

無文となる。

４単位の大把手のうち図のiElmと裏面の２単位は外側に突き拙し、獣面を思

わせる。:1縁部文探:筆勢r部をは営み_&Z方の沈線文と、卜方の乗り.麺睦蕎

(隆帯間を沈隷でなでつけろ）からなる。内折部端は連鎖状隆帯・深い切れ

込みで加飾される。

口緑部４単位大i_:hj三が欠悪-1-る。口蒜部文禄『ﾕ、浬熊･誤捻需のつく内折部分

をはさんで_L下にめぐる。低平な隆帝と沈線による三叉文・円形文・渦巻文

交互沈線など。なお直立する11唇部内面に沈線がめぐり把手部で~:叉文とな

る。胴部はくぴれ部の横走隆帯をはきんで.･1半は雄.ド隆帯と二本riきの条線、

下半は沈線文が少Ｌ残存する。

所謂棚形才-t器の胴ド半～底部。胴部<ぴれ部で切って河利用に供1鐸たと思

われる。

胴部上端【こひさし状突帯をめぐらす特徴をもち八ヶ岳幽南麓･-唾諏訪湖地方の

類型である。胎晶・色調に特に差売&え認α､〕られきい。胴部２単位の懸垂又の

モチ･-．フもこの類型独群のもの。懸垂文内に縦の沈線、地文は撚糸文、Ｌの

縄をﾉ11いる。

I』緑部文様:.:器誰の内併部分より上方で、４単位の垂下隆帝（２中位は連釧

状隆帯で、頂部に小さな耳状突起をもつ）で分けられる。円形隆帯を抱く斜

行隙帯４単位、うち』蝋位に隆幣,1刻み。隆帝に沿う．鋼,謄堂ｙｌＩｌ・突文と内折

部に拾うキャタピラ文は同・施文具による。崩蔀瀧帯はねじり状となり、刻

承を持つ隆帯が沿う。

6６，５

80-0

32.s
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分類 文 様

､縁部は強く内折するが服部のくびれ。ふくらみはゆるやかである。口縁部｡

胴部上半は２本１組垂下隆帯により４噸位に分かれる。胴部<ぴれ部のやや

ｉｆに柿走隆帯がつく。’１織部文様は『ノ」の字状隆帯、沈線による渦巻文、

そして特微的なのが隆帯に沿ったり単独でつけられたりする刺突文である。

31.32の様な刺突文は長野県域にふく兄ら九る結節沈線を模している可能性

がある。

八ヶ岳西南麓～諏訪湖盆の井戸尻式の特徴をよく備える。１１緑は波状となる

部分わう~かに残存。口緑部文様の細い帖十糾寿開いた人形文（対弧文）は長

野県域に通宥なﾓﾁｰﾌ｡また[I緑部･胴部〈２単位)の三つ編み状恥~ド隆

帯も長野県域の手法である。胴部地文１本引きの条線。

口縁部文様は規則性に乏しく、文様帯下端を画す２本の沈線がある所とない

所がある。波頂部中央から隆諾が垂下し２単位は円形文、２単位は渦巻文と

なるらしい。波Ⅲ部１１１ﾘ側から垂下する隆帯は奮曲して楕円形を呈し、円形文

・渦巻文を囲い込む。梢円形の内部は縦の沈線。胴上半部は２本１組垂下隆

帯４単位。胴部<びれ部やや下の横走隆帯は扇平な楕円形を呈する。波頂部

中央から垂下する隆帯に横に数本の粘土紐をかぶせる。綱部<ぴれ部の小眼

鏡状把手など、愛野韓域｡〕蜂蔵を幹云ている。

井戸尻式終末から曽利式初頭に位置づけたが、群異な土器である。口唇に粘

土紐をはりつけ二重口縁とする。キャリパー･型を呈する１１緑部には、２本ｌ

親隆帯による横に展開する文様があり、文様先端け渦巻文・練状となる。

;]緑部文様帯.ﾄﾞ端を区切る２本の横走陸帯の他、その下にも同様の隆帯がめ

ぐる。胴部ド半は張り出すであろう。全、に縦の条線、１本引きである。

口緑が肥厚。ｌｉ縁から断面三角形隆帯が２単位垂.卜する。薄手で明るい色。

図の裂側の!]緑部に、環状把手に両側をはさまれた大把手が存在したであろ

うが欠失している。例の正面には内折部直下に眼鏡状把手があり三叉文に囲

まれている。２単位の把手下に垂下隆補。服部純文は０段３条ＲＬｏ

頚部の撒帯は楕円区|'iIjと三角区MI11が小規則に並び、耳状突起で３または４単

位に分かれている。琴何医師内↓F三角抑文、楕円区画内に縦列沈線が入る。

耳状突起下の胴部に隆帯が垂下し、脇に半隆起線が沿う。隆帯上爪形刻み。

縄文は０段３条ＲＬ。

円筒形深鉢。器全面地文撚糸文、Ｌの測文を使う。非常にくっきりした撚糸

文→口緑部i-おそらく赤恥jL"〕峰微睡･卿j･奥、ヘビを摸したものか。→胴

上半部に磨消による横帯、枇帯の上-ドに沸状洗鎮が沿う。１｣縁直下に円形膳

消文も・・つ残存。

小型円筒形深鉢。胴部.､二半に豊不一瀧;:蝿.+里より上.|ざを画きれる横帯を作る。

横帯内地文無節縄文z‘を縦方向にころがした後、縦方向の交互沈線・渦巻文

など沈級文を施文する。胴部下半は全周の盟弱に横帯内と同じ垂下する短沈

線が入る。

無文浅鉢。：I縁部から内面にかけてスス付着による黒色部分がめだつ。

無文浅鉢。Ｉ｣縁部やや外反しながら立ち、頚部が『〈」の字形に張出-ｳ。

皿形を呈する特異な土器。図の様に推定復元した。

脚部のつかない台形土器。

鍔の側面に刻み。脚部の孔は４単位らしい。脚部接地面は擦れていない。

高さ

24.8

32.0

(38.4）

25.6

17.0

20.6

４．２

容量＃

４
６
３
０
４

備考

広域接

ロ．ｌ凸血が

す･てば

内
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分類 文 様

羅嘩迦圃]珪揮}ﾌ減ってv,ろ。受け面は;:.央が赤く、周囲が誤<ススがつい

でいる。

無文11縁が外反し頚部がふくらむ大型深鉢。頚部に隆帯』自沈線による火渦巻

文４単位が配きれ､大渦巻文は刻みをもつ高い隆帯に固まれる｡胴部は２本隆

帯にはきまれた蛇行隆帝で４単位に分かれ、その間に３．－４本Z組隆帯'二よ

る対弧状文が入る。対弧状の,堂帝ｆには、不明瞭な所もあるが全て刻みが施

きれる。地文は棒状工具によるｉ本引きの条線。

無文１J継が外反し頚部がふくらむ大型深鉢。口縁部と頚部の境２本の隆帯は

断匝遺角・頭部に２本二組隆帯i是よる４単位渦巻文と、それをつなぐ波状文。

胴部'よ、忠1蝋に３不の桟頴常常、以.下４単位の垂下隆帯と大きな郷ｊ稚帯、

いずれも２本上組．おそらく胴!､~半部にも弧状降帯がつき対弧状のモチー･フ

となったであろう。隆帯Jﾆ刻み。胴部地文は半裁竹管による条線。なお飛下

隆帯途lLl:に』‘．.;,弘ｉ対‘がつく。

頚那は３本の柵碓降轄間を、弧状隆帯で縦にⅨ切る手法をもつ。弧の向きは

上・ド段で逆である。隆帯は高く断面三角形状である。胴部は３木１組隆帯

が垂ドして器而を分け、４本：組隆帯によあ対弧状文が施ぎれる。弧の頂部

に円形貼付、蛇i埋陸諾が各２単位つく。隆帯』も刻み。隆帯はつながる領向

iこある。胴部地文細い_..:具にでＬ本引きの条線“非常に数多くの小破片から

成る大型二i:器。

I]縁部に向って痕線的に開く器形。１１緑部は幅広い無文帯となる。；I唇より

３本１組隆帯が垂下し逆Ｊ字状懸垂文となる。３本の隆帯間を弧状隆帯で区

切るP法をもつ。隆帯上刻み、とにろどころ抜ける所あり．地文は１本引き

の条線を粗雑に施文。

r】唇端部患り４本の隆帯が４単位垂下Ｉ頚部猫詣隆帯とつながる。頚部は１．

下２本ずつの隆帯{ﾆはぎまれた波状隆帯。胴部は５本：組隆帯とその問に入

る２本の波状降帯によるＵ字文、７本隆帯と２本波状隆帯による垂下文、各

２単位。〔冒字文ｲ『端と垂下文途中に、渦巻状粘土紐が密集する．なおＵ字文

の中央に２本隆帯が立ち上がるがモチ・うば不明。胴部地文は：本弓:き沈線

による条隷。

内電する無文口緑と間筒彩"〕認部赤もつが胴部はややふくらむ。頚部横帯は

２本の隆帯Ｉ二はさまれた波状隆帯。胴部懸垂文は４木隆帯によるＵ字文で２

単位で先端渦巻文となる。縫帯間を蝋状隆帯で区切る手法をもつ。またＵ字

文内外に、２本:､紺隆帯が４単位垂下1ハ途中２ヶ所で卜･字状に広がる。隆

糖上刻み。胴部地文は細い・'二具にて旦本目:きの条線。５３の'~乳器と酷似。

52と全く同じ構成・モチーフだが53のI;字文の中に入る２本」籾.垂下隆帝は

１ゥ所で十字状となる。また52と比べて全体に隆帯が太く、器形もやや差が

ある。胴部条線は同一施文具を用いているであろう。５２と53は出十節偶|が.

部重なるが、脈絡のある川ｔ状態は示さない。

頚部に３本の横走隆帯、そのうち下の１本が屈曲する形で胴部懸垂文とつな

がる,,懸垂文は３単位のｊ字文で、２里;､>画先端ワラピテ状〈渦巻状）とな

る－陰隆帯上刻み。懸垂文の２本隆帯と頚部の下２本は同時に刻みをつ;｝てい

るらしく、刻みがつながっている所がある。や胴部地文６本１組櫛歯状T:具

による条線。

戒立i;緑から隆帯が垂下し４単位懸垂文となる。２単位はまっすぐ垂ドし

２単位は逆Ｊ宇状。いずれも２本隆帯だが逆Ｊ字状文は11縁部では３本となっ

ている。隆帝上刻み。；i緑部と胴部の境iよ２才の検定蝿諜で、ｋ1本は屈ⅢＩ

して隆帯に沿い:1唇に至る。胴部１本引きの条線。

頚部に３本の横走隆帯。１，２本の切れLiから垂下する胴部懸垂文は２本ユ組

隆帯↓Fよる逆息字文、おそらく２単位。懸垂文先端は円形貼付を収凹む三つ

業状となる。→胴部半鮫竹管による条線→謹帯』.､刻み。

高さ 量Ｉ 備考

広域接
合土器
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内
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無文口縁部の幅が狭い。胴部は３本１組垂下隆帯により４分割し、それぞれ

に２本１組隆帯による渦巻懸垂文が入る。垂下隆帯間を、弧状隆帯で区切る

手法をもつ。また垂下隆帯上端は並列Ｕ字状・半円形を呈する。→櫛歯状工

具による条線→刻み。

胴部２本１組垂下隆帯貼付→頚部に２本の横走沈線と、列点文→胴部地文４

本１組の櫛歯状工具による条線。隆帯上刻み。頚部に隆帯を貼付しないのは

非常に稀である。

4単位波状口縁をもつ小型深鉢。口唇やや外側に突出。波頂下に１本ずつ垂

下隆帯。→４本１組櫛歯状工具による不明瞭な条線。→隆帯上刻み。

胴部のみ残存。２本１組・４単位の垂下隆帯は下端がＵ字状に閉じる。また

２単位は途中隆帯間を弧状に区切り連環状とする。→１本引き沈線による条

線→刻み。

大把手４単位のうち１個残存。把手全体が隆帯と隆帯問沈線により同心円状．

渦巻状に加飾される。把手間の頚部にＸ把手がつき、やはり隆帯で加飾され

裾部が渦巻く。胴部懸垂文は大把手下とＸ把手下を結ぶＪ字文４単位。４本

並列の太い隆帯によるが内側２本は連環状となる。隆帯間を棒状工具でしっ

かりとなぞる。外側隆帯は、Ｗ字状．Ｕ字状に屈曲する部分をもつ。→半裁

竹管条線。

3個の貫通孔を有する把手おそらく２単位のうちｌ単位が残存する。口縁把

手と頚部Ｘ把手は橋状把手（ジョッキ型）でつながれる。把手上はいずれも

半裁竹管を用いて加飾される。頚部斜格子状文→Ｘ把手おそらく１０単位・頚

部上端の横走隆帯を貼付→胴部２本１組隆帯による懸垂文貼付、モチーフ不

明→胴部半裁竹管による条線。諏訪市荒神山遺跡に類例あり。

胴部は上端の円形貼付から垂下する４本１組の隆帯、４単位。隆帯は太く隆

帯間は太い沈線で調整する。胴部中半に４本１組の横走隆帯が残るが、胴部

懸垂文のモチーフは不明。地文は半裁竹管によるしっかりした条線。

口唇部が直立する。口縁部文様帯として半隆起線による重弧文をもつが、重

弧文が左右につながって展開せず、Ｕ字状に閉じているのが特徴。→波状粘

土紐貼付。

口縁部半裁竹管による斜行線文→胴部２本１組隆帯貼付による懸垂文、上端

に粘土粒→胴部縦の条線、半裁竹管を用いて浅く施文。１本引き沈線による

部分もある。→頚部横方向、胴部縦方向の波状粘土紐を貼付。

口縁部半裁竹管による斜行線文（→この先後関係は不明瞭）胴部の全ての懸

垂文を貼付。主モチーフは２本１組隆帯が右上方で渦巻き、その直下で右に

長く伸びて先端が剣先状となる。４単位。→胴部地文縦方向条線、半裁竹管

で浅く施文。

胴部のふくらむ部分接合面にて打欠き、擦って再利用したと思われる。２本

1組隆帯貼付による、渦巻文．Ｗ字状屈曲をもつ懸垂文、５単位→半裁竹管

による条線→２本ずつ、計１０本の波状粘土紐を貼付。

X把手（７または８単位）付大型深鉢。胴部文様はＸ把手裾から垂下する３

本１組並走（棒状工具調整）隆帯による懸垂文、モチーフはおそらく逆Ｊ字

状。懸垂文先端に剣先状の貼付あり、これは土器すてばＡ出土の40番の土器

と似る。胴部地文半裁竹管による条線。

横走隆帯を境として胴上半部は無文らしい。胴下半部は１本の隆帯で渦巻文

５単位、うち４つは２つずつ横Ｓ字に連なる。渦巻文外は１本引きの条線、

内部は列点文。

68.5

把手頂

まで

86.6

44.0

54.6

2９
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分類

７
７

文様

胴部ややくびれる部分に、横走隆帯にはきまれた鋸歯状沈線があり、間隙

侭刺突文が入るｆ器すてばＡの32番.Ｓ・・Ⅲ区グリッドの43番;洞じ文様

がある。胴下r･部,士馳蔀状:l:具による条線。

小型深鉢，頚部値Ｉ不の波状粘土紐のみ。

X把手付大誕であるが小破片から成り立ってij,る･３本１組の竹苦整形隆帯

にJ二Ij澗巻状・クランク状懸垂文を作る，懸垂文は各所で恩I11し、また付随

貼付文が浩う，ＭＭ部地文は半披竹管による細くしっかり'雲た条線。

器形・文様ともＸ把手付久謹Lこ似るが把手がつかない。頚蔀‘丘韮按蛙土紐1

本だ〃・胴部は太くＬ,つかりした竹管整形隆帯で逆ｒのｉの字状、また図側

面は横Ｓ字状のモチ･‐･ﾌを作る。陸帝閲1J:雫もIミエ具で再調整したら("vｍｏ－

胴部地文半裁竹管による条線→脳錦波.諾駐上紐垂Ｆ‐

加曽利Ｅ式と何様の剛縁を持つ‘即ち隆帯貼付のあと沈線で弧線文・渦巻文。

マ陣区画を作為。Ｉ１ｉ１部は１１縁部とつながった低平な|端llfと、隆帯Ｉ.‘脇の沈

線'二よる小渦巻文を主体とする文様。降帯間と、’-1緑部マド区画|ﾉﾄ1億、半減

竹管を用いた条線。

l-i唇娃平坦で内面に突出する。器全1吋縦・斜方向条線。条線は粗雑な施文で

電複群し<間隔もバラバラ。

浅鉢とｰたｂＩ]唇上端が平らで内面に突州する。胴部は半裁竹管による条線

のみ。

浅鉢。再考;:綜部!届たく高い２本の隆帯がめぐる。内!§i全体臆非常によく別

彩が残る．外1m応１誇蕊1-告は残るが胴部には認められない”

無文。

無文。

撰文。図の:』縁部に見られるのは整形痕。

鯉文。口唇上面はたいら酉

無文浅鉢。内外耐とも．J掌にみがいている。内面lく．うっすらとスス付着。

頚部に太い横走隆帯､胴邸に2本:組飛ド隆帯は途中弧状の隆帯に隆切られ

る。隆帯上刻み。服部地文縄文ＲＩ‘。

頚部侭４本の枇走隆帯がめぐり、隆帯間を弧状隆帯で区切る手法を持つr､と

‘三とからｗ{‘・蕊哩におく。娘下段"]龍帯画Ｗ字状に肥Illlする。なお図の裏

側の．部分に純文を施文する〈拓本）。不明瞭であるが：．Ｒらしい。

頚部に高い横走隆帯が１本めぐる。隆帯上の刻みはま暇らである。胴部全面

地文範文ＲＬｏ隆帯と刻みの様子から井戸尻式終崇へ曽利式初頭の時期と’

た-，

2０

容赦ビ
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分類

７
’
一

文様

頚部・胴部隆帯貼付、胴部は２本睦帯が２単位垂下し、おそらくそれが屈曲

して、図の正面のじ手状貼付につながるのだろう。→縄文ＲＬｏ器形と文柿

帯術成は曽利式と同じだが、拠文・貼付文の作り方などから井戸尻式と考え

ておく。

I]緑部に横走隆帯にはさまれた波状隆帯。Ⅲﾘ部全血判文ＲＬｏ時期決定に迷つ

たが、波状隆帯の感じが曽利式初頭6も似る。

:]緑部に２本隆帯による渦巻つなぎ弧文。烈唇にも隆帯をまわし::垂[I緑と

している。一口縁部・胴蔀錨立ｗＩ。；I緑部は縦方向にころがし、胴部は方

向をかえて羽状とする部分がある。→胴部３本沈線による浩子状文。交差部

分に小さい渦巻文が入る。沈線〈よ梱illな感じがする。

聴騨辿又諏典ＲＬ→２本１組隆帯を８単位垂下させる→隆帯間に半裁竹管で

渦巻文を描く。隆帯間に渦巻文を２個配す場合、渦巻文間に２条１組の半隆

起線を垂下させる。例の５単位の韮下のうち正血と両側の３単位が半隆起線、

それにはさまれた２単位が隆帯である。

91と類似した形態の有孔鍔付土器と思われる力寄,・は礎存していない。胴部は

細文Ｒｚ‘施文・２～３条ユ組の半戯竹管半隆起線ＩＦより横Ｓ字文を描く。横

Ｓ字文と言っても理立せず騨三鰹需聖'ている。小渦巻文がfl随する。時期

は半数竹管の使用・縄文地文などから替利吉者勝|雌し考える。

有孔鍔付土器。鍔を上下に貫通する孔が２つずつ、対向する位置↓こ２単位存

在する。胴部にＲの組を用いる撚糸又施文→２本１組隆帯で横Ｓ字文４単位

を作る。隆帯間・脇に沈線。器内外面に赤彩がうっすらと残る。この土器は

全体に黒っぽく、撚糸文や隆帯の作り方喉どを含めて、Ｓ－ｌｖ区ＳＢ･･１１の

２番の土器と酷似-J-る。その把手は大木式の把手と考えられるが、全体の術

成は大木式と'苛勇I‘,津?ない。いずれにせよ両者とも搬入きれたものであろ

う。

地文全面撚糸文、画の縄を左巻きにしている→11縁部に２本沈線によみ弧線

文、弧線文間に渦巻文と、それを囲む縦長三叉文。弧線のljLJ部に１１｣形の判突

文。また胴部はくぴれ部に２本の枇潅沈紳し、その直､ドに弧線文。

全而に地文撚糸文、ｒ,の縄を用いる→口縁部にＣ字状貼付。貼付園ドに細い施

文具によ易雌粁制･綿冒角ばっている。蛇行沈線上嘘｡.:i域を巻き込んで湾曲

する。また貼付の中間にあたる位世の;I縁部に、沈線によ為剣先状文があるｃ

全面I『つぷの大きい縄文ＲＬを施文‘！

４里侍の沸状口録券もつ小型深鉢。全面撚糸文、Ｌ",壷z;曇A･.巻き。縦方向に

施文すあが、口緑に沿って･部横方向に施文している。底部に木の葉圧痕。

'1､型Ｕｊ卿耳謹鳶２単位の細い橋状把手がつく。胴部縄文ＲＩ‘,,底部木の葉圧

換は．-度動いている。

胴部は器而の乾燥が進んでからＬの縄を用いた撚糸文を施文するが、磨滅し

て見えにくい｡<なおこの二'二器はＳ－ＬＬ二×_出土で、｜剛の配世ミスである｡＞

拠文ＲＬを口緑部、胴上半部に比較的まばらに施文。1大Ｉ而令体に油､影が雛ｈ，

おそらく文様を描いたのであろう。

爾都玄匹壷又ＲＬ、縦方向ころがし。

吉
向

20.9

25.5

32-5

15.7

２５．７

容赴‘
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８
８
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広域接

合土器
すてば

内
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第６節石器一覧表

Ｎ－Ⅳ区住居辻

ハンーマー

２ ４ １ １
７

Ｎ－Ⅳ区土 壌

３

|’

３

石器種別一覧表Ｎ－Ⅲ区グリット

5４

§

１

１

ハン言？

235 163

１

２

、

３

１

1４

3１

２

－２０９－

石器祁別

チヤ・卜〈フレイク）

石 英

長 石

磨石ロ1１石

鉄 樺

ド リル

その 他

角 柱

石 捧

石 皿

稜腐 石

個数 石器：瞳別

雌 器

訂匙

フレイクスクレイバーー

磨 斧

溶岩

玉石

打斧

黒曜石巧錐

チーャー・卜街錐

一・I ア

個数

．
，
５
７
０
６
８
７
４
９
１
５

１
１
１
２
５
５
６
８
０
７
１

石器種別

ビヱスユースキ一コ．

スクレイパーー

ノッチドスクレイパー

ユーティライズド
フレイク

水晶ピエスエスキーーユ

大型フレイク

水品原石

怪石

計

個数

2９

１，７０４

-t畷Nｑ

１
２
４
．

０
０
０

一
一
一

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

石 鮭 石口 ドリル ビーｪ｡.ス 打斧 噌斧 稜磨石 磨矛弓． 石皿 礁器 ､ンマー. 玉石 その他

ユーフレ１

黒曜石９

12.8

水晶９

住居辻NＯ

ＳＢ－０３

石雛 石；１ ドリル ピェス 打斧 磨斧 稜磨石 磨石 :石皿 諜器 玉石 その他

ユー・プレ１

石棒］

曜石ｇ 水晶９
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第 ７ 節 土 偶一覧表

Ｎ－Ⅳ区土偶一覧表

NＱ ｌｌｌＩ士地点 部位 たて×よこ×はば 時 分割塊の観案 部位と文様 文様と施文典 彩色など

第589ｌｘ１１

第589脚２

第5891xｌ３

鋪589ｌｘ１４

第589Ｍ５

第590図６

第590図７

第590ｌｘ１８

第590ｌｘ’９

第590ｌｘ'1０

第591ｌｘ'１１

第5911叉112

第5911ｘｌｌ３

第591図1４

第592ｌｘ1１５

第5921ｘｌｌ６

第592図１７

第592ｌｘ'１８

第592図１９

第593ｌｘ1２０

第593ｌｘ1２１

第593図２２

第593Ｍ２３

第593図２４

第5941叉1２５

第594Ｍ２６

第594ｌｘ１２７

第594ｌｘ１２８

第594ｌｘ1２９

第595似'３０

第595ｌｘ1３１

6５

1８

１８

１９

2０

７
７
９
８
８
８

１

１

１

１

１

１

８
８

１

１

1８

1８

1９

１９

１９

2０

１７

８
８
７

１

１

１

８
０
８
０
８
０
８
８

１

２
１
２
１
２
１
１

Ｂ
一
一

Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
１
１

胸

頭
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔
腕顔

全身

顔
顔
顔
顔
顔
顔
頭
顔
顔
顔
顔
顔
顔
顔

３．２×３．２×３．２

６．０×５．７×↓．’

４．２×２．５×３．０

５．３×７．６×３．８

２．５×２．１×１．８

．１．０×３．３×３．６

１．７×３．６×３．３

４．０×４．２×３．２

５．１×１．()×１．１

４．()×１．１×３．０

５．５×６．１×５．１

５．９×６．０×５．２

３．１×３．８×３．１

２．７×２．５×２．７

７．６×７．４×↓、５

５．７×６．９×３．０

５．７×‘１．２×３．０

３．５×３．６×３．１

５．３×１．９×３．９

４．０×３．９×３．５

３．８×３．３×２．８

４．６×５．１×３．７

２．３×３．４×４．０

５.()×６．０×１．６

４．６×１．７×､１．８

４．５×５．１×４．２

２．８×３．９×３．０

５．０×４．０×３．９

３．９×３．５×３．６

８．０×７．２×５．６

３．４×５．５×１．１

丘領

絡沢

ケ

斯道～

今
回

井戸尻

猪沢

ｈ,砿ケ台～
新道

絡沢～
昨戸尻

ＩＭＩ利

藤内～
片戸尻

藤内～
仲戸尻

H仙
猪沢

ケ

新道～

-Z~

１１

昨戸尻

新道～藤内

藤内

絡沢～
Ⅱ:戸尻

新道～藤内

格沢

格沢～
昨戸尻

猪沢～
ﾉﾄ戸尻

硲沢～
井戸尻

Ii､領ケ台～
リ沢

新道～
井戸尻

裕沢～新道

藤内～
仲戸尻

脳浪ケ台～
硲沢

j１値ケ行～
猪沢

藤内～
ﾙー 戸尻

li領ケ台～
新道

頚部に粘土塊lｒｌｉ

頚部に分割塊Iili

頚部に分制塊|、、’
部に粘上塊ＩＡｉ

頚部に分削塊1ｍ

頚部に分割塊1ｍと木
芯痕

頚部に分削塊血

頚部に分割塊面

頚部に分削塊liliと木
芯痕

頚部に分削塊IAiのポ
ジとネガと水心痕

頚部に分割塊1ｍと木
芯痕

頚部に木芯痕

頚部に分削塊1ｍ

頭部に粘1:塊1ｍ

頚部に分削塊1ｍと木
芯痕

胸部に分削塊1ｍと木
芯痕

分割されない上偶

頚部に分割塊1ｍと木
芯痕、頭部に粘上塊
面

頭部に粘土塊1ｍ

頚部に分割塊lili、頭
部に粘土塊面

頭部に粘上塊1ｍ

頚部に分削塊1ｍ

頚部に分割塊面と木
芯痕

頭部に粘上塊1ｍ

頚部はソケット接合
法か？

頚部に木芯痕

頚部に分訓塊面

頚部に分割塊1ｍ

頚部に分削塊1ｍ

頭部に鮒叫Ｌ３個の
うち２個確認

後頭部に|i抱き~ﾐ又
文

ダブルハの字文

|｜に角押文

後蚊部に沈線又

ダブルハの字文、’
頂部降ｊｌ俄llll

後砿部に{他ざ２叉
文を降帯で炎ｌｌＩＩ

頬と頚に沈線文、後
頚部にＶ字状隆,勝

顔は指でつまんで炎
現している。

後頭部は|i抱き三叉
文であるらしい。

後頭部に'&抱き二王叉
文、’
後頚舟

lに三角抑文、
Ijに,f''1竹符又

後頭部に|i抱き
文、ダブルハの

又
又

三
字

後頭部変形|i他きえ
又又、１１１１部に袖j陰
釧文と沈線文

後頭部に|§抱き三叉
文

●

後頭部にl§抱き三叉
文

後狐部に|弛さ三叉
文を施すと忠われる。

後頭部に渦巻降格文

||と１１に角押文、後
頭部に服抱き三叉文

ダブルハの字文

後頻部に沈線文

額にミ又又と半１１文、
後卿州jに双環、’'１
文と渦巻三叉文

後頭部、側頭部に''1文
が３個、Ⅱに角押又

降帯、一部に隆帯ｋ
刺目

頭部に貫通孔３個の
うち２個確認

沈線

貫通孔３個のうち２
個確認

Ｖ字状隆帯賊1111を
施す◎

貫通孔１個

三角押文、半'11竹梼
文、後頚部は黒駒上
偶に類似

貫通孔３個のうち２
佃現存

貫通孔１個確認

降帯

角押文と降帯文と~そ
叉状陰刻文

陰刻文、降帯文、蘭
迩孔２個

円文は隆帯、角押文、
貫通孔3個のうち２個

力･ソペ剛ｔ偶
(Ｓ－Ⅳ区SＢ

-65である）

カッパ剛上偶

カッパ型ｔ偶

頭部''１空

S-lllⅨｌ９
Ｓ－ⅣⅨ８
IIil1W（

し
F

ー

カッパ型士偶

繊期の把手の
ＩＩＪ能性もある。

カッパ型土偶

あるいはカッパ

型上偶の・穂か

カッパ剛ｔ偶

力.ソパ型上偶
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Nｑ

第5951割３２

策595図３３

第5961川3.’

第596脚３５

筋596Ｍ３６

第5961刻３７

第s9UlXI38

鋪5961州３９

第596脚,10

第596図に

第596凶４２

第596図４３

第596脚1.1

節5961剛.１５

第596ｌｘ１４６

第5971剛･Ｉ７

第597ｌｘ148

第597図網

第5971割５０

第597Ｍ５１

節598図５２

第598図５３

第598脚5'’

第598脚調

節598図５６

第599脚５７

節5991Ｘｌ５８

第599Ｎ５９

第599図６０

節599図唖

輔599図６２

第599図６３

轍)00ｌｘ１６．１

第600図６５

第600脚６６

第6001ﾇ'６７

縮600図６８

第600ｌｘ１６９

出ｋ地点

銅
。
。
。
⑪
、
八
Ｕ
７
０
寺
Ｉ
９
９
７
ｍ
ひ
⑪
○
８
Ｒ
》
８

１

’
１
ｌ
ウ
白
１
２
．
．
．
』
：
：
：
勺
Ｉ
．
．
１
Ｊ
・
１

Ｊ
Ａ
Ａ
脇
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
階
空
ｌ

Ｔ
Ｌ

ＳＢ・・Ｏｌ

ＳＢＣ３

ＳＫ・・０２

NＯ

１３．１５

１３．１８

Ｂ・ｌ８

Ｂ・‐ｌ１Ｉ

Ｃ：７

Ｃ‐.：７

Ｃ・：７

Ｃ‐ＩＳ

Ｄ・’７

，．．１７

，－１８

，．.１８

，．．，

，．．ＭＩ

Ｄ－２０

，．．２０

Ｅ･－：８

Ｅ】８

Ｅ・・IＳ

Ｅ・・２８

部位

頻

顔

腕

雌

腕・胸

腕

腕

腕

腕

腕

腕

腕

眺

雌

腕

胸・腕

胸

胸・臆

胸

胸・腕

胸･両腕

脚・ll1Ii腕

M1・IIlj腕

胸・腕
嚇

脚卿

胴

腕

腕

胸
田
胸
．
脚
測
Ｉ
Ｉ

、
胸
脚
胸
．

胸
胸
胸
調

たて×よこ×はば

５．s×６．３×４．８

１：×５．２×３．７

２．５×v【､３×２２

３．６×４．０×２．３

３．２×３．９×２．２

：．O×２．５×１．２

２，６×３．２×２．§

７．；×６－０×３．０

１．５×３．８×２．６

２．３×３．３×］..ｌ

：.C×３．１×１．５

２．０×3.7'×１．９

２．３×２.ＵｘＬＩｉ

１．９×４‘Ｏ×２．０

３．５×」.Ｏｘ２･ｉ

５．１×{i､４×３.Iｉ

５．２×５．０×３．０

１．１×５．０×２.‘１

４．５×乱０×２．７

７．７×８．４×２．９

６．７×１０．２×２．５

２．６×３．９×ユ.８

１．８×１．９×３．０

筋.３×１０．０ｘ３．２

３．０×３．５×Ｚ､９

６．０×７．５×３．０

３．５×３．３×２．．

５．２×罰.７Ｘ２．９

５．７×６．４×２．９

４．０×３.君×：‐５

１.‘I×器．ユ×２．９

１．'１×昂.Ｏ×２．１

３．９×１．０×２．２

１．ｌｘ局.０×２．１

３．０×５．９×１．５

５．５×7-2×２．７

４．１×６．３×１．８

３．２×５．３×２．１

時期

職内~
ルノ5尻

新道頚部に水芯疲

ljW利

｜付恨部に分割塊而

締道灘に分割細碓氷

’’

緒択一.蝶|Ａｌ’

稗測｜
蚊部と腕部〈亀分割塊
而

‘付恨部にｲﾐ,E,痕

棉利水芯痕

締辿…藤内｜ｲく芯痕

繍適藤胸|蕊に分割蝿獅とｨ〈
｜蹴部に水芯浪
溌に分割蝋ｌｌｉｉと水

諦遮-曝禰畷罵篭駕．

Ｗ 刊 ｜

諾沢～新道‘

析道～藤内

縛訓｜

総…|髄::ご
‘削塊面

普側｜
絡沢-‐頚部にぅ壁'｣哩凹

’井戸尻（ソケ･ノト接合法）

弗沢．．-収部との接合部に分
井j-r尻割塊面

|瞥刺綴に分割塊緬と水
｜頚部と腹部に分削塊向

必＞玉１１|宮古"、閥【没ヱ
デ グ ■ ご ど ~ " E 乙 産 f ﾛ ￥ 凹 声 Ｊ ， 部位と文様

細こ円文、佐蚊祁芯
Ｋ挽き．ｆ又又、珍ら
しくミツ，！

柵巻脆帯にキャタピ
ラ文、’'1形竹符文

脇Fに沈線文

腕に半111竹･符文

眺にl｣｣形竹祷文

|…Ｉ川典

子先に刻ＩＪ

ｌｐｌ１線

叱中線

：,;中線

脚部にＲＬの純文

側腹部に沈線文、背
中は爪形文か

孔扉のまわりに角押
文

施から碗に．Z狗押文
】剛』鐸吐流郷

側腹部に沈線文、紋
付又

沈線又、紋
'|'線

｜側1蹄ｌｉに
付文、１１§

紋付又n号中線、

文様と施文典

|』1文や1乱抱き君父又
は除'冊に刻同やI']形
州突文を加飾

隆柵【二刻凹を施して
ｗ，包口

沈線

､漁文もliij後悔めく

多色など

顔の捜呪なし

バン･リイ上偶
の旧

照鼠ﾘの上偶の
ようなポーズ

バンザイｋ偶

パンザイヒ偶

パンザイヒ偶
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NbL

第600図７０

第600図７１

第600脚７２

第601脚７３

第6011割７４

節601図７５

第601図７６

第601図７７

第602図７８

節602図７９

粥602脚８０

第602脚８１

第602図８２

第６O21Xl83

第602隙'８４

第603図８５

節603別８６

第603図８７

第603図８８

第603図８９

第603図９０

第6031頁１９１

第604図９２

節604図９３

第６O4IXl94

第604図９５

第604図９６

第６O41xl97

第604凶９８

第604図９９

第604図１００

第60‘l図１０１

節604図１０２

第６O4IXIlO３

節605脚104

第６O5hXllO5

第605図106

第605図107

第605図１０８

出-t地点

５６

８
９
８
８
７
８
８
９
０
０
０
９
一
一
Ｊ
＄
９
７
８
８
８
８
８
８
８
０
１
７
７
７
８
８
８
６
７
７
７
８
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

’
’
一
１
－
一
一
一
一
一
一
』
Ｂ
一
一
一
。
一
一
一
一
一
一
》
’
一
一
圭
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ⅱ
ｌ
Ｓ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

部位

１．

１腎

咽：

|：

Iｉ

たて×よこ×はば

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２
４
２
８
５
４
７
１
２
０
６
８
心
心
２
局
８
０
７
５
１
３
３
４
９
２
０
０
５
６
８
９
２
３
６
９
０
２
８

■

◆

●

●

”

■

●

●
や

◆

◆

＆

寺
勺

●

■
①
４
■
■
●
。
凸
●
ケ
ロ

。

■

。

ｑ

■

５
３
６
４
６
５
１
９
５
２
６
４
４
４
５
２
２
３
２
４
５
３
２
３
１
３
２
５
３
１
２
６
４
５
３
４
３
Ｊ

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
０
５
心
６
７
一
心
２
心
心
心
〃
９
Ｄ
Ｊ
ｌ
心
３
４
３
』
『
郡
心
１
坪
ｐ
・
』
２
“
』
０
６
０
７
２
３
３
５
５
５

。

■

ゆ

旬

画

旬

■

６
３
４
５
３
５
４
３
５
３
２
４
５
抑
。
３
６
４
３
３
４
７
４
２
２
３
１
３
３
３
３
２
３
１
３
７
．
１
１
７

時期

紳利

稲沢～新道

道
内
近
道
内

祈
藤
新
新
藤

一
一
一

沢
泣
沢
沢
沢

猫
新
格
勝
路

I誹り

昨戸尻

卿利

紳利

曽利

斯道～藤内

静利

瞥利

捲沢～新道

折迦～藤内

神利

硲沢～斯道

啓利

硲沢～新道

新道-．藤内

Ｗ利

折道

新道～藤内

曽利

jI:戸好Ｌ

務沢～新道

縛利

分割塊の観察

腹部に粘上接合mｉ

木芯痕

頚部に分割塊而と木
芯痕

頚部に分割塊|、

頚部と腹部'二分割｣鬼
面

頚部に木芯痕

頚部と腹部に分割塊
而、頚部に木芯痕

頚部と腹部に分割塊
而、頚部に木芯痕

木』u砿

分割塊面、腹
芯痕

粘ｆｊｍｌｍ

木芯痕

片側腎部に分割塊間

腹部に分割jIulm

腕部に分割塊而

木芯膜

瞥部に分割塊lfIj

木芯痕

剛付根部に分割塊1ｍ

木芯痕

腕部に分割塊１ｍ

木芯痕

右半身に分割塊1ｍ

部位と文様

乳扉のまわり;こ三角
押文

'|§中線

正'1'線を角抑文、Ｆ
先を刻I】を指を炎出

側服部に三角押文

前は角押文､
線

11且''１級、紋付文、側
腹部．沈線

正'1'線など

側鴨部に沈線文、、１２
怖沈線間刻'二|文、つ
る状沈線文

線の間を短沈
める

側件部につる状、弧
状沈線文

側瞥部に平行沈線文

鼎臓側'腹部に：
側将部に沈線文

側腹部に沈線

腹部に角押又

側腰部に昌角押文

側腹部に渦巻沈線文

側併部に、押文

側縛部に沈線文

側腎部に角押文

側腎部に弧線文

腹部に三角文、渦巻
文、つる状文を加え
ている。

~三角抑文で渦巻文を
表出

,lHIlj線、刈称弧刻文
側腹部に二角抑文

爪先に刻目

腰部に渦巻文

側牌部に角抑文と皇
角陰刻文

渦巻状沈線文を施す。

文様と施文具

沈線で指を

二角押文

沈線

角押文と
炎出

沈線

沈線と刻肘

線
線
沈
沈

、

角ｷﾘ】文弧線文は皇

沈線文

正81'線は降州；

彩色など

'１１空土偶
Ｎ－ＭＸＩ３６

と同一個体

瞥部は中空か

腎部中空

腎那は中窒とな
ると思われる。

妊娠1:偶

妊娠'二偶

中空土偶

中空'二偶

赤彩
底にえぐり
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NＱ

第605図109

第606図110

第606脚l：

第606例112

第606図113

第６O61xlll4

第607図ll5

第607図116

第607図工７

第607図118

第6071叩１９

第607図120

第607図１２１

第607閃122

第608図123

第608図124

第608脚125

第6081週１２６

第608閃127

第6091剛128

第609図129

第609図130

第609図131

第６O91Xll32

第609脚133

第610図134

第6101剛135

第610脚136

第610図137

第611例138

第６工似1139

第611図１４０

第611図１４１

第6111郡４２

第611図143

'１１ｔ地点

９
９
９
９
０
７

１
１
．
．
１
２
、
一

一
一
一

，
ｐ
、
、
，
Ⅲ

Ｅ一：

７
７
７
７
父
》
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
９
９
ｑ
型
９
バ
リ
０
６

．
鼻
．
●
勺
凸
０
８
０
１

１
Ｔ
ｌ
１
１
ｌ
、
今
２
⑨
必
１

Ｆ
』
炉
陛
嗣
蛙
赤
恥
添
此
祁
睦
呑
魁
志
此
声
坦
炉
心
病
延
小
陛
両
』
而
凸

’
’

一

Ｆ
Ｆ

一
ｐ
ｆ
局
ｆ
一
Ｊ
皿
○
叩
。
再
Ｊ

・
・
ｌ

君
１
Ｔ
Ｉ
１
凸

１
１

０
１

口
座
両
虹
肝
４
両
６
肝
竃
（
・
い

Ｇ・’

８
９
０
０
８

１

１
２
２
１

Ｇ
ｃ
ｃ
Ｇ
Ⅲ

部位

胴
腎

胴・腎

胴・宵

宵

胴・腎

胴一脚

ド．'&身

胴
腎
腰
腎
僻
胴
答

轡・ＭＪ１

腎
牌
胴
腎
腎
腎
腎
胴
胴
胴
胴
胴
胴
替
樗
胴
胴
腰
胴

たて×よ目.×はば

３．５×２．ｌｘ３．２

６．ｌｘ３．１×５，６

５．５×３．３×２．８

７．ｌｘ４．７×.』.２

４．７×４．０×４．５

８．２×６．０×』.３

２．９×３．８×３．：

-1,6×５．．１×･1．５

３．１×２．５×３．７

１．８×３．２×３．３

４画５×２．６×３．６

３．３×．３×２．４

５．８×３．３×５．０

３．６×-1.3×３．０

４．２×３．９×２．２

9-0×：、２×７．１

７．８×６．３×･1.8

４．６×３．９×３．６

５．２×３．０×３．６

５．：×､1.5×･1．１

１．７×３．７×２．６

２．９×3..1×３．斗

６．３×３，３×５．１

１．５×｜，８×２．５

７.鳶×２．８×４．８

５，５×６．３×２．３

６．５×５．２×２．７

－１．４×２．８×３．２

７．６×６．｜×５．３

１．」×１．９Ｘ３．３

１．９×５．６×４．９

５．７×１．８×２．３

．１．４×１．'』×４．５

２．８×２．７×2.9

.1.8×３．６×４．３

時期

曽利

祈道～藤内

幣利

曽利

曽利

新道～藤内

ル戸lﾉﾋ

蒋利

稲沢~新道

lij抑ｌｌ

ｌ沖刊

新泣～藤内

卿利

紳利

曽利

新道･･･課内

井I叩ﾉヒ

幣利

搭沢．､･新道

lihii利

紳利

紳利

ｉｉ１ｌ利

liiil利

ﾉﾄ〆尻

新世～

ルノ,力。

曽利

紳利

祈道～藤内

分割塊の観察

腕部に分割塊、

水芯痕

/償半身との接合部に
分割塊lEi

腕部、左脚部との接
合部に分割塊間

接合部に分割塊而
（ソケット接合法）

腕部との接合部に分
割塊面

腎部に分割塊ｍｉ

瞥部との接合部に分
別塊而

腕部との接合1ｍ

脚部との接合部に分
割塊而

部位と文様

弧線文と短沈線

三角抑文と皇角陰刻
又

11；'1』線

側腎部につる状又と
短沈線

'暇中線

'R中線、対称弧刻文
側瞥部に_ﾐ角陰刻文

側将部に渦巻文、左
手で腹をおさえてい
る。

側僻部に角抑文

パンツ状.郡｣又を鯨
沈線でうめても､る。

対称弧刻文、側腎部
に－２角抑文で三角文

腎部に沈線文による
半隆起線文

側瞥部に沈線又

側勝部に晶角抑文

測蒔部＆-渦巻､Lと純
文ＲＬ

へソのまわりに晶角
形文など

１１号中線

角抑文に‘ｋる渦巻文

IE中線、側腹部;５.沈
線文

側腹部につる状、渦
を状沈線文

側瞥部に渦巻状沈線
文

側腹部、背部に沈線
又

IEllI線、邑叉状陰刻
文

対称弧刻文が三角陰
刻文と沈線になって
いる。

牌部仁パンツ状擦痕
と沈線文

側腎部に三角押文

文識と施文典

三角陰刻又のまわり

i呈刻Ⅱ

沈線

是角陰刻文をキャタ
ピラ文で加飾してい
る。

渦巻文は沈線

沈線又

弓角押又

沈線

､古角押文も側腎部に
施す。

､F行沈禄両単地縁と
謬る状沈線

沈線

彩色など

中空'三偶
楢原形態

妊眠上偶

'{'窄一と偶

腫畑形態
曜雌のI:偶

方錐形中実上
偶、楢原と尖
ｲiの中間形態
力、

中窄ｋ偶

Ｉｌｌ窄上偶

Ｎ－ＭＸ７０と
１１１．IMI体
中空土偶

鳴る上偶？
梢原形態のｔ偶

中空上偶

I:'１空ｋ偶
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NOL }'１，ｔ地点 部位 たて×よこ×はば 時期 分割塊の観察 部 と文様 文様と施文具 彩色など

第611Ｍ144

第6121叩4５

第612図１４６

第612図147

第613図148

第613似1149

第613図１４０

第６l31Xll51

鋪613図152

第613図153

第613図154

第613図155

第614図156

幕6141ﾇ1157

第614ｌｘ1158

第614図159

第6141叉1１６０

第614図１６１

第615Ｍ162

第６l51xll63

第615図164

第6151叉1165

第６l5iXll66

第615図167

第615図１６８

第615図169

第615図170

第615図１７１

第６l6Ixll72

第616図173

第６l61xll74

第6161叩７５

第6161叩７６

第６l61xll77

第616図178

第617Ｍ179

第６l711Xll80

第617Ｍ181

第６l7Ixll82

第617図１８３

第617脚１８４

第6181叩8５

Ｈ－ｌ９

Ｈ－２０

Ｈ－２０

１－１８

１－１８

一

で
■
■
■
■
二

Ｊ－ｌ８

Ｊ－ｌ８

Ｎ－ｌ

ＳＢ－０２

ＳＢ－６５

ＳＢ－７３

Ｈ－２０

ＳＢ－

７
８
８

１
１
１

一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ－ｌ８

Ａ－ｌ９

１
１

－
一

Ａ
Ａ

Ａ－２０

Ａ(?)－２０

Ｂ－ｌ７

Ｂ－ｌ７

Ｂ－ｌ８

－１８

Ｂ－ｌ

Ｂ－２０

Ｃ－１７

７
７
７
７
８
８

１
１
１
１
１
１

’
’
一
一
一
一

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ－ｌ８

９
９
６
８
８
８

１
１
１
１
１
１

’
’
一
一
一
一

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
，
NQ29

脚
レ
ー
．
と

瞥
智
．
啓
瞥
腰
胴
胴
胴
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
か
脚
脚
脚
脚
脚
脚
か
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚
脚

替
か
か

‘１．０

３．１

７．３

５．７

５．６

４．１

３．９

３．１

２．３

５．１

４．１

１．３

５．２

７．０

２．１

６．３

１．３

１．１

１．３

１．１

２．２

３．５

５．１

４．２

５．６

１．５

３．８

隻１．３

５．７

３．９

３．０

２．６

２．５

１．６

．１．５

５．５

３．９

２．２

‘１．５

３．２

５．２

５．８

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

７
１
９
２
１
５
７
１
５
２
１
２
０
７
４
７
１
５
２
９
８
８
２
３
５
８
８
３
２
３
４
４
．
４
５
９
３
５
７
９
２
０
８

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●

■

●
●
●
●
●

●

３
３
５
５
３
１
‐
３
５
４
３
２
３
４
－
⑩
２
３
２
３
３
２
１
３
６
１
３
２
３
２
４
２
３
２
２
４
２
５
３
１
２
２
３
４

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

２
３
５
２
９
７
６
０
３
３
０
３
８
１
３
６
３
６
８
７
７
８
３
５
５
２
２
７
１
７
５
６
１
４
２
７
３
３
９
８
３
２

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●

●

６
－
Ｊ
８
９
３
６
３
５
５
１
３
４
２
６
１
３
１
３
２
１
２
１
５
２
２
１
４
３
１
２
３
２
２
４
．
２
８
５
２
２
２
３
５

'Ｍ１利

猫沢

新道～藤内

新道～藤内

猪沢

新道～藤内

ｲi半身、腕部、脚部
の接合部に分割塊向、
左脚部にソケット接
合法

左半身と
分荊塊而

の接合部に

腕部との接介部に分
割塊而と木芯痕

粘-ｔ塊Ini

付根祁に分削塊1ｍ

左足との接介部に分
削塊IｒＩｉ

付根部に分割塊向、
疋部に粘止塊1ｍ

付根祁に分削塊面

付根部に分割塊而

左脚との接合部に分
割塊面、木芯痕

幣部に渦巻文などの
沈線又

側瞥部に渦巻文と頁
角文

対称1MK刻文、側幣部
に渦巻三叉又

側瞥部に三角押文

足竹に沈線又

足竹に沈線又

足の''1に沈線又

足の111に沈線又

脚に純又ＲＬ

足竹に沈線文

疋前に沈線文

渦巻文は角押又

角押文

三角押文

幣部''１空土偶

橋原形態土偶

底にえぐり

(Ｎ－Ⅳ区
211と接合）



国－１８

n－２Ｃ

Ｄ－２０

開－１６

Ｅ－１７

Ｅ－ｌ７

Ｆ－Ｉ８

ＮＱ１１

Ｆ－ｌ９

|劇－１９

Ｇ－２０

－２１５－

Nｑ

第618脚１８６

筋618脚187

第618図]８８

第618図189

第６]s図190

第618旗'19W

第619脚192

第6191期193

第6191Xll9イ

第６]9図１９５

第619図196

第619図197

第６l91x1198

第619脚１９９

第620間200

第6201Xl201

第620図202

第620図203

第620図204

第6201,x12幅

輔621脚206

第6211‘xl207

第621脚208

第621狭'209

鋪621図210

第621ixl211

鋪621列212

第6211刈213

縮622図211

第622iｘ'215

第622図2]６

第622Ｎ217

筋622図218

第622凶219

第622図220

第623脚221

第623閃222

第623図223

第623図224

川上地点

Ｄ・‐ユ８

，．１８

L）・］ｎ

Ｄｌ９

Ｄ・‐I９

Ｄｌ１１

八
Ａ

８
８
８
９
９
０
０
０
０
７
７
７
７
７
７
７
６
８

．
‐
ｌ
‐
１
１
２
２
２
ワ
陣
州
・
訓
礼
Ｉ
・
Ｌ
１
１
１
１

Ｆ

Ⅱ

胆

胆
Ⅲ
砿
脇
鹿
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
耐
．
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

１１．．１８

Ｈ・・１９

Ｊ‐･２０

黄採

祁ｲｶ

卸

|：
|鯛，

|川

|”
１脚

・ＩｌＭｉ

ＩＭ１１

１脚

脚

脚

即

抑

脚

跡

’脚幽

|卿職
脚

ュかかと）

１１Ｍ

脚

IIMl

IlMi

Il1・'１

脚

脚Gj

ll111

脚

脚

抑

制１

脚

脚

脚

脚

脚

脚

脚

脚

たて×よき×【さは

露
蝿
型
”
姉
雑
仙
哩
鎚
魂
叫
栂
却
率
郷
翠
“
“
蝦
諏
哩
叫
諏
殿
い
い
卿
姉
賑

一
》
》
》
部
》
雑
》
》
》
僻
榊
》
》
》
》
》
部
》
》
恥
》
》
》
誹
小
帝
》
抄
誹

３
１
：
‐
電
２
朝
２
２
２
３
３
３
２
３
３
７
２
２
２
３
．
．
．
；
や
３
２
３
５
‘
’
弧
２

８
８
９
３
７
１
７
０
－
１
７
３
６
０
６
５
０
１
４
６
０
２
２
１
３
８
０
７
３
－
ｆ

2.9×２．６×４．０

５．９×３‘８×,1.9

3.9×１．：×６．＄

2.1×２．６×２．３

２．０×２．：×2.1Ｉ

４．９×:1.8×３．５

６．７×５．６×８．３

２．Ｗ×３．３×２．２

１．６×３．２×４－３

４．５×３－３×１．３

時期

付根部に分割塊Ｉｉｌｉ

イ『足との接合部に分
削塊而

ｆｌ根部雁猫11塊1ｍと
水芯痕
（ソヶ．,,:､接合法）

左地との接合部侶分
削塊而

イく,皆痕

曽利

付根部に分荊塊１，

イミ心庇

イ.f足との接ｲＷに分
｜制塊剛

枯上塊面

粘十塊ｌｍ

ｆ‘f恨郁に分#11塊､ｉ

イ『雌との接合部に介
荊塊１ｍ

’雑根部に分測塊IfIi

緬蹴-噸内|蝿､蝋齢繊）

癖藤内鵬に分測“と

粘上塊而

＊,ｌｉｋ塊I師

付根部に分割塊1(Ｉｉ
（ソケ･ソト按合仏）

分割塊の観察 部ド嘩文'１

I1L先に典111」

足首に平行沈線側、
理沈線

肥の甲臆純綿文

旭の''１に沈線文

l1L先i;刻川

l止箇.'二Ｊ『l;111又

肥廿;呈呂Ifl抑文

疋筒億::角抑文

IlXlに角抑文と刺突又

脚に沈線文

文様と施文典

(ｉ水脂

計本州

多色など

、

＞･俊介

ノ

Ｎ・ⅣＫ
ｌ８３と捉介
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表採土偶一覧表

Ｓ－Ⅱ、Ｎ－Ｖ区土偶一覧表

NOL

筋6251剣］

輔6251x１２

節625脚３

第6251ｘｌｌ

第6251xl5

第625ｌｘ１６

第625ｌｘ１７

第6251ｌｘ１８

輪625脳１９

第０痴似'10

筋625ｌｘ111

第6251ｘｌｌ２

１１'l-hj唾‘１

三11神‘F地区

制]抑平地区

訓|神平地区

.．F:I神､1晶地砿

･ミロ陸1,1昌地歴

･ﾛＩ耐ＩＩＢﾏ・ｌＩＩＪＸ

地区外表採

地区外表採

部位

ｋ半身

胸
胸
碗
腕
腎
腎
脚
脚
脚
顔
腹

たて×よこ×【まは

ｘ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

|聯川

智利

紳利

析道,､･膿内

曽利

'首'利

智利

神利

井〆脱

曽利

分割塊の観察

頚部に分割塊1ｍと水
E;膜

頚部と胸１
分割塊1m、

祁擁合部(二
水芯1座

瞥部に分割｣鬼而

腹部との接合部に分
割塊而

付根部に分割塊Iiiiと
木芯痕

頚部に分割塊間

部位と文様

正中線

側|腹部に沈線文

1:舎先に刻圃

腕に沈線文

半隆起線で牒部を表
出

変形?"た対称弧刻又
ｋ逆昌角文

虹部に玉抱き‐i箕文
の彫刻文、背中にハ
の字状降勝

腰部に‘ド行線間、短
沈線によるパンツ様文

文様と施文共

沈線文で投出

沈線又

彩色など

NＱ

第62‘llxlI：

筋62.11ﾇ１２

姉6241剛３

鋪624脚１

第624図５

出上地点

Ｓ・・11Ⅸ
表 採

Ｎ・・ｎＩｌＸ
Ｘ－２０

Ｓ．．Ｖ灰
表 採

Ｓ・・Ｖ区
炎 採

Ｓ‐．Ｖ区
土器すてば7６

部伎

腎
足

胸・腕

卿
糊

たて×よこ×はば

ｂ，ユ×５．２×１．ユ

２．０×･１．９×３．５

，

５．８X1JI．：×３．９

４．４×３．０×３．３

５．２×３．１×５．：

時期

井ｌ１ｊＩＬ

ル戸塊

藤内～
井戸脱

井戸尻

分割塊の観察

右111J付根部

髄部と腹部の1,1.根部
に分割塊ＩＩｎ

ＩＭＩ二水芯痕

な雄との接合部に分
割塊而

部位と文様

jt,l称蝋刻文

足の甲と爪先に沈線
文

背IIl':昌Ｖ字又、腕光
に刻月

足外側に沈線文

文識と施文典 彩色など

S-III区２５７
と接合、亦彩
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第８節土製円盤一覧表

Ｎ－Ⅳ区土製円盤一覧表

番号 出土地
最大径
(c〃）

厚さ
(”）

重さ
(９）

土器片
の時期

備 考 番号 州土地
最大径
(c〃）

厚さ
(”）

重 さ
(９）

土器片
の時期

備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１
1１

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
０
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

１
４
９
５
７
１
３
８
４
３
６
１
５
３
４
８
７
２
３
５
９
９
９
６
６
６
２
３
０
８
６
３
０
７
５
５
９
９
０
６
０
７
６
３
０
２
１
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
３
３
３
３
４
３
３
４
５
５
２
５
３
３
３
３
３
２
２
２
３
４
３
４
４
４
４
２
２
３
３
２
４
３
３
３
３
３
３
３
２
３
４
３
３
２

９
０
０
０
５
０

●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
１
１

0.7～１．Ｃ

１．２

１．４

０．７～１.Ｃ

ｌ､１

１．０

０．９

１．６

１．１

１．１

１．３

１．３

１．４

１．１

１．２

０．７

１．２

１．５

０．８

１．０

１．４

１．０

１．１

１．１

１．０

０．８

１．１

１．１

１．３

１．１

１．１

０．９

１．３

１．２

１．１

１．１

１．０

０．９

１．２～１．６

２
１
０

●
●
■

１
１
１

０
５
５
５
０
４
０
０
０
１
９
５

１
１
１
１
２
１
２
２
２
２
３
２

６

５
５
９
０
５
０
０
５

５
１
１
２
１
２
１
１

９

０
３
３
１
１
９
０
３

２
３
１
２
３
１
２
２

７

1２

lｌ

ｌｌ

2４

１７

２５

lｌ

ｌｌ

６
３
９
１
４
２
５
２

１
１
１
１
１
２
１
１

９

⑲
卵
副
駆
認
別
弱
弱
訂
昭
弱
印
飢
囲
侭
“
師
“
師
鎚
的
、
、
泥
氾
測
乃
朽
両
氾
乃
帥
釦
躯
記
別
駈
郎
師
記
酌
卯
別
蛇
兜
鯉
妬
妬

ト
ト

レ
し
３
４
６
７
８

Ｊ
Ｊ
１
１
１
１
１

ベ
ベ
肋
肋
叱
池
恥

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

｜
’
｜
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｑ
》
Ｑ
〉
、
。
‐
１
４
４
Ｒ
ｕ
４
４
〈
０
句
Ｉ
ワ
〕
ワ
』
‐
１
へ
。
Ｑ
〉
‐
１
４
詮
ワ
』
’
１
〈
０
４
４
４
坐
へ
。
ワ
】
Ｒ
〕
口
１
ワ
』
Ｒ
）
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
ｑ
Ｊ
ハ
Ｕ
、
ろ
へ
』
〈
０
庁
Ｉ
ｎ
Ｕ
Ｒ
ｕ
八
Ｕ
（
０
、
。
‐
１
〔
Ｉ
〔
Ｉ
ハ
Ｕ
４
坐
Ｆ
Ｄ
【
Ｉ
ハ
Ｕ

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

、
。
へ
。
、
。
４
４
Ｆ
Ｄ
、
．
、
。
、
．
へ
。
旬
。
４
４
、
。
４
４
ワ
】
４
４
４
４
Ｆ
Ｄ
４
坐
へ
。
、
。
へ
。
４
４
４
坐
ワ
〕
へ
。
４
段
ワ
〕
へ
。
４
４
へ
○
４
４
Ｆ
Ｄ
句
。
、
。
ワ
〕
、
。
ワ
〕
Ｆ
Ｄ
ワ
］
４
４
、
。
ヘ
。
ワ
〕
ｑ
〕
へ
。
ｑ
Ｊ
ワ
］
Ｆ
Ｄ

９
０
１
１
９
８
０
０
９
０
１
８
９
２
１
０
８
８
３
９
４
０
０
２
１
３
３
５
６
２
６
１
０
０
０
８
０
０

■
●
●
●
●
●
■
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
０
０
１
１
０
１
１
０
０
１
１
１
０
０
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１

1.4ー、＝1.0

５
６
３
２
３
０
５
０
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
０

４
４
２
６
１
５
０
３
７

１
１
１
２
２
１
１
１
１

1１

１
０
０
３
１
８
８
８
０
５
８
１
１
２

２
１
２
１
２
２
２
１
２
１
１
２
２
１

1１

６
０
０
２
４
０
２
３
２

２
１
２
３
１
２
４
１
１

７
７

０
８
０
４
８
０
０
１
０
８
０
４

１
１
１
２
１
２
１
１
１
１
１
１
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番号 Ｈ１土地
最大径
(”）

厚さ
(”）

重さ
(９）

土器片
の時期

備考 番号 州土地
最大径
(”）

厚さ
(c胴）

重さ

(９）
片
期

器
時

士
の 備考

７
８
９

９
９
９

1００

1０１

1０２

１０３

lO4

105

106

107

108

109

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1２１

122

123

124

1２５

126

127

'28

129

130

131

132

133

134

135

136

７
８
９
０
１
２
３
４
５

３
３
３
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１

メンコ２

N０１１

ｎ
（
）
○
ろ
ｎ
門
）
〈
ｕ
〉
戸
０
Ｒ
Ｕ
戸
、
）
戸
、
〉
〈
ｈ
〉
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
ー
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
ー
ワ
』
ワ
Ｉ
ワ
ー
ワ
ー
ワ
ー
ワ
Ｉ
庁
』
ワ
ー
ワ
Ｉ
ワ
’
ワ
Ｉ
ワ
，
ワ
Ｉ
Ｒ
ｕ
Ｒ
ｕ
（
Ｈ
Ｕ
、
八
）
、
（
）
ｎ
八
〉
、
ｘ
）
、
ｘ
〕
（
ｘ
Ｕ
ｎ
ｘ
）
（
ｘ
Ｕ
（
×
。
（
ｘ
Ｕ
（
×
〕
Ｒ
ｕ
Ｑ
Ｕ
○
八
）
（
ｘ
Ｕ

１
１
１
人
１
Ａ
１
１
１
１
１
上
１
４
１
上
１
且
１
４
１
４
１
上
１
匹
１
上
１
人
１
１
１
１
１
Ａ
１
人
１
人
１
人
１
匹
１
■
Ｌ
１
人
１
４
１
４
１
人
１
人
１
上
１
且
１
１
１
４
１
上
１
１
１
上
１
上
９
１
１
且
１
４
１
上
１
人
１
凡
１
人
１
人
１
Ａ
１
１
１
４
１
且
１
Ｌ

ｌ
ｌ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

（
１
）
（
‐
）
（
’
）
（
‐
）
ｎ
し
（
、
〕
一
ｍ
し
（
叩
〕
〔
皿
一
（
、
〕
（
叩
〕
（
叩
〕
ｎ
〕
ｎ
〕
ｎ
〕
（
叩
〕
ｎ
〕
ｎ
Ｕ
－
ｍ
〕
ｎ
〕
ｎ
〕
（
Ⅱ
〕
ｎ
〕
（
Ⅱ
〕
〔
Ⅱ
）
ｎ
Ｕ
ｎ
”
〕
〔
”
〕
ｎ
〕
ｎ
〕
〔
叩
〕
ｎ
〕
ｎ
〕
ｎ
〕
〔
叩
）
（
Ⅱ
〕
（
い
〕
一
ｍ
〕
ｎ
〕
、
Ｕ
（
、
〕
〔
”
〕
（
叩
〕
ｎ
〕
（
Ⅱ
〕
ｎ
〕
〔
Ｕ
（
い
〕
（
叩
〕

Ｆ
Ｄ
１
４
宝
ハ
Ｕ
１
１
Ｆ
Ｄ
へ
。
一
Ｊ
【
Ｉ
へ
。
Ｑ
Ｊ
４
坐
‐
１
戸
。
Ｆ
Ｄ
〈
Ｕ
ワ
〕
Ｒ
〕
ｎ
〉
ワ
】
Ｆ
Ｄ
ハ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ワ
】
ｎ
ろ
へ
．
Ｑ
》
局
』
ワ
ー
、
ろ
へ
。
〈
ｂ
Ｆ
Ｄ
［
』
〈
や
４
４
Ｆ
Ｄ
、
ひ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
可
１
Ｆ
Ｄ
Ｑ
〉
刈
宝
〔
ろ
ｌ
（
ろ
‐
１
〈
ｂ

●
●
●
①
●
●
申
●
●
●
■
●
旬
ｅ
●
●
④
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
印
●
●
■
●
●
■
●

、
。
（
。
且
４
４
４
４
４
、
。
句
。
ワ
〕
へ
。
Ｆ
Ｄ
Ａ
坐
へ
』
、
。
凡
坐
へ
。
、
。
へ
。
ワ
〕
４
４
４
４
へ
。
（
。
ワ
〕
４
４
【
』
へ
。
ワ
〕
へ
。
へ
』
ヘ
。
へ
．
へ
。
４
４
、
。
ｎ
ｏ
へ
．
へ
。
（
。
４
宝
へ
。
八
。
へ
。
、
。
（
。
ｎ
ｄ
へ
。
４
４
幻
４
、
。

Ｏ
Ｏ
２
５

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

0.5～１．１

０．８

１．３

１．０

１．２～１．５

１．２

０．９

１．１

１．３

１．６

１．１

０．９

１．２

１．０

１．０

０．７～１．４

１．１

１．０

０．９～１．１

１．０

１．４

１．２～１．５

１．２

１．２

１．５

１．１

１．１

１．１

０．８～１．１

１．６

１．３

１．２

０．８～１．２

１．５

１．１～１．５

１．２

１．０

１．０～１．２

１．４

１．１

１．５

０．８～１.（

１．１

１．２

１．２～１．４

1３

1１

2９

２９

2１

６

５
０
１
０
０
５
５
０
６
０
５
０
８
５
７
３
０
２
５
９
４
９
５
８
６

１
１
２
４
３
１
１
３
１
１
１
１
１
２
１
１
１
２
８
１
１
１
２
１
１

２１

２．６

４
２
４
６
９
１

２
２
１
１
２
２

lｌ

ｌｌ

６
３
７
２
０
１
７
１

１
２
１
２
１
３
２
２

'46

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

1５９

１６０

161

162

163

164

165

166

'67

168

169

170

171

172

、
く
Ｊ
．
〃
宝
Ｆ
へ
』
〆
、
）
局
ｊ
ｊ
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
〕
〉
〈
ｍ
Ｕ
６
１
４
、
〃
〕
、
く
Ｊ
〃
竃
戸
『
〉
戸
ｈ
Ｕ
ワ
Ｉ
（
ｘ
Ｕ
（
ｕ
〉
ハ
叩
〉
１
上
、
〃
白

【
ｊ
Ｊ
旬
Ｊ
Ｊ
旬
Ｊ
ｊ
庁
〃
Ｉ
再
〃
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
（
×
〕
ｎ
ｘ
Ｕ
（
×
〕
（
ｘ
Ｕ
（
×
〕
（
ｘ
Ｕ
（
×
〕
、
（
）
（
理
。
ｎ
（
）
（
ｕ
〉
（
ｕ
〉
〈
ｕ
〉

１
●
上
１
Ｌ
１
上
１
且
１
上
１
４
１
４
。
’
上
１
４
１
４
１
上
１
１
《
１
人
１
４
１
上
１
上
１
上
１
Ｊ
１
４
１
且

１９３

１９４

メンコ２

メンコ２

クイ

クイ

２層

メンコｌ

メンゴ１

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１

｜
’
｜
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

９
１
１
４
９
８
１
４
２
４
８
２
０
０
３
８
０
８
５
０
５
８
７
５
３
０
１
１
８
４
０
０
９
５
２
５
６
２
６
９
６
４
６
９
６
３
８
７
４

●
■
◆
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
④
●
●
①
●
●
●

２
３
３
４
３
３
３
３
４
４
５
４
３
３
３
２
３
３
３
３
２
３
３
４
４
４
５
４
２
３
３
３
２
３
３
３
３
３
３
２
３
４
４
２
３
３
５
５
３

1.0

1.1

0.5～０．８

１．４

１．４

０．９

１．０

１．０

１．６

１．３

１．２

Ｌ２～１．４

０．９

１．０

１．３

０．９～１．５

１．１

０．９

１．１

１．２

１．０

１．６

１．２～１．５

０．９～１．４

１．４

１．３

０．９～１．１

０．９

１．１

１．１

０．７～０．９

８
３
４
０
４
３
０
４
９
０
３
０
２
９
３
２
４
１

●
●
●
●
●
甲
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
０
１
１
１
１

1０

1１

５

４
２
７

３
２
１

1１

５
０
７
５
０
０

１
３
２
４
３
１

1１

戸
○
ワ
】

１
１
１
１

1１

Ｑ
〉
Ｆ
Ｄ
４
詮
ハ
Ｕ
凡
て
Ｑ
〉
戸
０
Ｆ
Ｄ
八
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ハ
Ｕ
ｎ
〉
局
』
ハ
Ｕ
八
Ｕ
、
。
ｎ
Ｖ
へ
。
ハ
Ｕ
Ｑ
〉
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
、
。

１
１
‐
１
‐
１
‐
１
ワ
】
‐
１
ワ
〕
ワ
】
ワ
】
ワ
〕
ワ
］
１
人
‐
１
１
１
１
１
‐
１
ワ
］
‐
１
ワ
』
‐
１
‐
１
ワ
］
１
１
‐
１
２
ワ
】
１
人

1１

８
７
５
３

１
３
４
１



－２１９－

番号 出土地
最大径
(c〃）

厚さ
(”）

重さ
(９）

土器片
の時期

備考 番号 出土地
最大径
(”）

厚さ
(”）

重さ
(９）

土器片
の時期

備考

直
し
Ｆ
Ｌ
局
Ｉ
Ｅ
Ｅ
ｎ
Ｕ
、
し
１
４
ワ
ム
Ｑ
Ｊ
４
坐

ｑ
》
ｎ
ワ
ｎ
ソ
ｎ
ワ
ｎ
ワ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ

１
１
１
Ａ
１
１
１
上
利
上
ワ
白
ワ
ム
ワ
ム
ワ
ム
○
白

205

206

207

208

209

210

211

212

２１３

２１４

215

216

217

218

219

０
１
２

２
２
２

２
２
２

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

６
７
８
９
０
１
２
３

３
３
３
３
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２
２
２

No.４

戸
、
）
戸
０
戸
、
〉
ウ
Ｉ
ワ
ー
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ウ
』
ワ
ー
句
●
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ウ
ー
ワ
ー
ワ
ー
ワ
〃
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
ワ
Ｉ
【
〃
』
句
〃
Ｉ
ワ
〃
ワ
』
ワ
Ｉ
ワ
ー
ワ
ー
ｎ
（
）
（
ｘ
Ｕ
ｎ
門
）
（
×
〕
（
ｘ
Ｕ
（
ｘ
Ｕ
（
×
〕
（
ｘ
Ｕ
○
八
）
Ｑ
Ｕ
（
ｘ
Ｕ
（
×
。
（
又
。
⑥
（
）
（
ｘ
Ｕ
（
又
〕
。
○
（
×
〕
（
ｘ
Ｕ

１
４
１
上
１
１
１
且
１
上
１
上
１
人
１
４
１
上
１
且
１
１
１
上
１
１
１
上
１
人
１
４
１
人
１
且
１
上
１
上
１
人
１
上
１
Ａ
１
▲
１
４
１
上
１
４
１
４
１
上
１
４
１
４
１
Ａ
１
上
１
上
１
４
１
Ｊ
１
上
１
Ａ
１
人
１
上
１
Ｊ
１
上
１
上
１
４
１
１
１
人
１
上
１
人
１
国
上

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

戸
Ｈ
』
【
Ｈ
』
〔
Ｈ
』
戸
Ｈ
』
戸
Ｈ
』
〔
胸
』
〔
Ｈ
』
戸
Ｈ
』
戸
Ｈ
』
【
隅
』
〔
胸
』
〔
Ｈ
』
【
Ｈ
』
〔
胸
』
［
胸
』
【
Ｈ
』
［
Ｈ
』
〔
胸
』
〔
隅
』
［
胸
』
［
Ｈ
』
〔
Ｈ
』
【
僻
〕
戸
脚
』
〔
Ｈ
』
（
隅
』
［
Ｈ
』
［
隙
』
［
Ｈ
〕
［
Ｈ
』
［
Ｈ
』
孟
附
』
［
胸
』
〔
隅
』
［
Ｈ
』
［
Ｈ
』
［
Ｈ
』
［
隅
』
［
Ｈ
』
［
隅
』
〔
脚
』
〔
Ｈ
』
戸
Ｈ
』
戸
Ｈ
〕
〔
Ｈ
』
〔
隅
』
〔
隅
』
［
Ｈ
』
〔
Ｈ
』

８
９
４
０
８
１
２
２
４
４
０
９
１
４
４
２
７
３
６
０
２
１
０
１
７
５
６
０
０
１
７
８
６
９
４
５
１
０
０
２
６
６
１
８
７
１
８
１
１

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
印
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
３
３
２
３
４
３
３
３
４
３
３
６
５
４
３
３
２
３
３
３
４
３
３
２
３
３
３
３
２
２
３
２
３
３
３
４
４
３
３
３
４
４
３
８
２
３
４

０．９

０．９

１．０

１．３

０．９

１．０

０．９

１．２

１．０

０．７

１．２

１．２

０．９

１．３～１．

１．０～１．

１．４

１．４

１．１

１．０

１．１

０．９

１．０

１．１

１．３

１．０～１．：

１．０

１．１

１．０

１．０

１．３

０．７

１．２

１．４

１．１

１．０

１．１

１．０～１.（

１．１

１．３～１.（

１．０

).８～１.〔

１．１

１．１

１．２

１．７

Ｊ～２．５

1.0

1.1

1.0

８

０
５
２

１
１
１

９

３
１
６
５
０
２
７
２
６
６
８
３
５
８
２
０
３
６
５
３
５
８
２
３
６
７
３
８

１
２
１
１
１
２
１
１
４
３
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

lｌ

ｌｌ

７
５
５
９
４
６
３
２
７
５

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
1２６

７

３
９
１
１

４

Ｅ
』
６
７
８

４
４
４
４
４

２
２
２
２
２

249

ｎ
Ｕ
‐
１
ワ
】
へ
．
４
４
Ｆ
Ｄ

Ｐ
○
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ

２
ワ
〕
２
ワ
〕
２
ワ
〕

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

2７０

２７１

272

273

274

275

276

277

278

９
０
１
２
３
４
５
６

７
８
８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２

287

８
９
０
１

８
８
９
９

，
ゴ
７
ゴ
７
Ｊ
７
ゴ

No.６

３層

No.１

２層

３層

３層

３層

３層

３層

2層

〔
ろ
Ｒ
〕
Ｑ
〉
ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
０
Ｊ
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
Ｊ
ｏ
Ｊ
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
Ｑ
〉
ハ
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
〉
ハ
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
〉
〈
ｂ
〈
ｂ
〈
ｂ
〔
Ｉ
［
』
毎
Ｊ
〔
Ｉ
〔
Ｉ
句
Ｉ
〔
』
庁
Ｉ
〔
Ｉ
【
Ｉ
局
』
【
Ｉ
毎
Ｊ
再
ｊ

３
１

‐
１
３
１
１
１
勺
１
‐
１
１
１
‐
１
１
泊
１
１
Ａ
‐
１
１
上
３
１
１
０
１
１
名
１
利
１
３
１
１
４
ワ
］
ワ
］
ワ
】
ワ
〕
ワ
〕
ワ
今
ワ
〕
ワ
〕
ワ
〕
２
’
１
可
１
１
屯
１
‐
１
１
人
で
１
利
１
可
１
１
１
－
可
１
訂
１
‐
１
１
１
１

｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
｜
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｆ
』
［
じ
両
』
両
』
［
巳
戸
じ
ロ
』
戸
じ
Ｆ
』
両
』
Ｆ
些
戸
じ
Ｆ
〕
戸
巳
戸
処
戸
巳
［
じ
両
』
Ｆ
』
両
』
戸
処
両
』
肩
』
Ｆ
〕
Ｆ
』
［
巳
両
』
戸
じ
両
』
［
巳
Ｆ
』
戸
握
戸
腿
［
侭
Ｆ
Ａ
戸
侭
［
腿
戸
侭
Ｆ
Ｌ
病
握
戸
出
戸
握
［
ｆ
Ｆ
Ａ
戸
ｒ
［
肥
Ｆ
ｆ
〔
胆

３
０
１
９
９
３
９
７
０
２
９
９
７
２
７
２
４
３
７
８
３
８
１
７
４
６
８
１
７
２
２
２
７
４
９
９
３
３
６
１
６
３
１
４
７
４
９
６

句

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●

４
３
４
２
５
４
３
３
３
４
５
３
４
４
３
４
３
３
３
３
３
５
４
３
４
２
２
３
２
３
４
４
３
４
３
３
３
３
３
４
３
３
４
４
２
４
３
３

２
へ
。
ｌ
（
ろ
ｎ
〉
ワ
】
へ
．
ワ
］
〈
Ｕ
Ｏ
ｎ
Ｕ
、
。
４
宝
０
２
２
４

■
ｐ
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
①
ロ

刺
１
１
１
〈
Ｕ
日
１
３
１
‐
１
８
１
ａ
ｌ
‐
１
ワ
】
’
１
３
１
１
１
勺
１
利
１
、
１

８
１

（

（

４

1.0～１

１．３

１．４

１．３

１．９

１．４

１．１

１．２

１．１

１．０

０．９

１．１

１．１

１．２～１．

１．１

１．７

１．１～１．

１．０

０．８

１．２

１．２

１．２

１．３

０～１．

５
０
４
４
３
２
４

●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１

2５

１５

２０

８

2５

３０

２５

1９

２
０
４
４
Ｆ
Ｄ
Ｑ
〉
ｎ
〉
５
（
ろ
旬
。
（
ろ
《
。
〈
０
７
７
（
ろ
７
へ
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ
０
３
（
ろ
３
ｑ
》
へ
。
〈
Ｕ
７
０
〉
５
〈
Ｕ
へ
．
Ｆ
Ｄ
７
５
〈
Ｕ
３
７
４
〈
Ｕ

ｌ
２
［
Ｉ
ワ
］
（
．
ｌ
ワ
］
２
１
で
１
１
ワ
』
ｌ
Ｆ
Ｏ
２
１
２
１
１
１
１
１
２
２
ワ
］
へ
。
ワ
〕
’
１
２
１
ワ
］
ワ
〕
１
１
１
？
〕
１
２
２
ワ
】
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番号 出土地
最大径
(”）

厚さ
(c加）

重さ
(９）

片
期

器
時

士
の 備 考 番号 出土地

最大径
(c〃）

厚さ
(c耐）

重 さ
(９）

土器片
の時期

備考

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
．
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

｜
’
’
一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

０
０
０
３
１
２
１
４
２
３
３
４
６
２
７
９
５
５
７
６
２
３
８
１
３
０
６
１
７
８
９
５
９
４
０
０
３
５
５
５
９
４
８
０
４
７
５
２
７

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
３
３
４
４
４
２
３
３
３
３
３
３
４
４
３
２
２
３
２
４
３
３
４
５
３
４
２
３
２
３
３
２
３
４
２

１．３

１．４

１．０

１．０

１．０

１．２

０．８

１．０

５～１．３

１．３

０．８

１．３

１．０

１～１．３

１．３

１．０

１．０

７～１．２

０．９

１．１

０～１．２

０．８

１．０

１．２

０．６

１．３

１．２

１．１

１．２

１．０

０．９

１．３

１．０

１．１

０．９

１．０

０．８

１．４

１．０

１．５

１．２

１．３

１．１

１．０

１．０

１．２

１．２

１．２

１．５

●
●
●
●

０
１
０
１

５
３
１
５
５
７
０
５
５
３
０
０
５
５
０
９
２
５
７
０
５
０
７
３

２
３
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
２
２
１
２
２
２
１
１
１
１
１

９
６
１
３
０
０
７
８
１
８
０
２
０
５
８
５
５
７
２
５
８
１
７
２
２

１
３
２
２
１
１
１
２
１
１
２
４
１
３
１
１
１
１
１
１
１
２
１

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

５
６
７
８
９
０
１
２

７
７
７
７
７
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
３

383

384

385

386

387

388

389

390

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

９
０
９
５
５
４
８
７
８
５
７
６
８
８
０
３
０
２
７
６
１
８
８
６
０
８
３
０
４
９
９
２
７
５
３
３
３
５
６
８
０
９
７
５
７
３
３
７

●
Ｃ
ｅ
●
●
●
●
●
●
の
●
●
①
Ｇ
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■

３
３
２
４
４
４
３
３
３
３
２
３
４
３
３
３
４
３
３
３
５
４
５
３
４
３
３
４
２
２
１
３
３
ｏ
Ｊ
３
３
５
３
３
３
３
３
４
３
２
４
３
３

１．５

１．５

１．０

１．１～１．５

１．３

１．３

１．３

１．２

１．３

１．２～１．５

０．８

１．１

１．０～１．４

０．８

１．３

１．３

１．２

１．６

１．３

１．６

１．３

１．２

１．５～１.（

１．２

１．１

１．２

０．８

０．９

１．０

１．１～１．１

０．４～０.（

１．０～１．：

１．３

１．３

０．９

１．３

１．０～１．：

６
１
１
１
６
１
０
８
２
０
１

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１

９
６
１
９
０
０
２
０
８
０
８
０
１
５
４
４
０
９
０
０
５
２
３
９
０
０
２
３
８
５
４
４
０
６
１
５
９
１
６
７
１
６
０
６
７
３
１

３
１
１
２
３
３
２
２
１
２
２
３
１
１
１
２
１
２
２
３
３
６
１
２
２
１
１
１
１
２
１
１
１
３
２
１
１
１
２
２
１
２
１

１．０



7.0

|’備 考

第９節土製品一覧表

Ｎ－Ⅳ区把手

3.4

5.4

４．２

－２２１－

４．３

備考番号 縦４：地
最・大径
(“；

軍 ざ
(”）

重 さ

<ｇ）
ｆ器］

の時期

肌
蛇
兜
恥
妬
鵬
”
兜
”
側
皿
舵
鯛
“
鵬
“
切
肥
的
廻
皿
吃

３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

加
加
鋤
即
訓
馳
恥
鋤
加
鋤
侶
肥
旧
王
妃
迅
認
侶
肥
お
賜
姻

器
一
Ｂ
》
一
》
■
》
一

Ⅲ
Ｈ
Ｈ
Ⅲ
Ⅲ
Ｈ
Ⅲ
Ⅲ
腿
Ｈ
１
Ｉ
Ｉ
・
・
Ｉ
１
１
Ｉ
》
。
１
１
Ｉ

3.8

2.9

4.9

3.4

33

3.8

3.7

4.0

4.7

3.7

3.3

3-3

3.7

3.2

５．５

２．５

２－９

４.ユ

５－：

４．２

４．１

３．６

６
２

１

宮
⑨
２
２
Ｇ
２
”
２
５
９
・
跡
８
２
・
・
－
０
２
３
７
：
４
４
ｌ

ｅ
Ｂ
■
甲
■
『
”
■
■
申
亭
■
』
甲
■
“
■
■
■
■
Ｐ
凸

１
ｌ
‐
《
・
や
１
．
１
凸
，
今
０
１
０
・
一
，
１
１
・
一
。
』
。
△
１
１
１
．
－

４
９

■
卓

０

'２０１
二０

２０

１９

１１？！
３５ｉ
９

ユ

３０

３０１
１２０１

１３０１

：５

４２３

４二４

４１§〕

４１６

に７

４二８

４１９

４２０

４２：

４２２

４２３

４２４

４２５

４２６

４２７

４２８

４２９

４３０

４３：

４３２

４３３

４３４

番号 耕
一
副
郡
錨
泌
“
無
鵡
型
妬
率
継
姻
却
翠
諏
率
認
理
翠
”
“
蝿

１
Ｉ
１
１
！
’
Ｉ
‐
１
１

地枇
－
８
８
９
９
９
９
９
９
９
０
０
８
８
９
９
７
０
８
８
８

刑
』
１
．
．
１
１
．
一
・
．
１
１
１
２
２
１
１
．
．
，
．
１
２
１
１
１

明
明

一
峠
・
一
．
‐
鵬
・
卜
：
皿
‐
・
ｏ
ｒ
Ｌ
Ｊ
Ｊ
‐
底
ｊ
０
ｖ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
不
不

蹴大径
(“〉

厚苔
(C771j

２
０
０
２
〈
〕

■
■
■
■
■

．
。
１
１
・
今
・
凸

１．２’

１．ユｉ
０．８

：'２

０．８~:．2１
１－０

ユ.２

０．７．－:､２

Lﾆーﾆ.３１

に’
１．３

：､８

：､３

t.Ｃ’

Ｌ４１

１．０

１．２

重き

(９）
':器片
の時期

備考

写真

L6６

図

1５８７
１

５８８

図伽 Ｈ１･オー地蝉

Ａ・１８

Ｃ・二９

Ｆ－:９

，．１９

１，－１８

1..:９

Ｄｉ９

Ｃ－:９

Ｆ‐･ﾆ７

Ｒ・・１８

Ｂ・20

1：１８
ＩＮｎ３４

１Ｆ－ｌ７

分類

人面把手

人凹把手

人間把手

人面把手

混
．
Ｆ
手
手
手
手
子
Ｆ
乎

把
把
把
把
把
把
把
把
把

文様

形状不明

黒駒のと偶の屑部に似ず．把手

人面か

吋二角凹把手

中蜜把手

yj弓領ケ台期の把手

ヘビ把手か？

シカのよう;､･も見える把手。

容量： 備考



－２２２－

第１０節粘土塊一覧表

Ｎ一Ⅳ区粘土塊

NOL l1llI土地点 重さ(9) 備 考 No. ,ｌｌｊＩｔ地点 頓さ(9) 備 考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

８
７
８
８
８
９
９
９
０
７

１
１
１
１
１
１
１
１
２
１

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ－ｌ７ベルト

８
８
８
９
９
７
７
７
７
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

ハ
Ｕ
八
Ｕ
Ｆ
Ｄ
、
〉
ハ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
戸
ａ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ

勺
１
Ｑ
Ｊ
へ
。
、
１
ワ
ム
心
。
Ｔ
ｌ
？
］
岸
、
Ｆ
Ｄ２

1５

八
Ｕ
氏
』
八
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｖ
ｎ
Ｕ
頁
』
ｎ
Ｕ
貝
』
民
Ｊ

一
・
砂
⑥
⑨
父
。
ハ
ゴ
ワ
ム
ｑ
Ｕ
４
４
ワ
ム
の
○
４
番
ワ
ム

310

２１０

アジロ痕

指痕

数ケの指痕

指痕

2５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

２
３
４
５
６
７
８
９
０
．
１
２
３
４
５
６
７
８

３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
調
８
２

０
０
Ｑ

肋
Ｎ
Ｎ
Ｎ

９
９
９
０
７
９
７
７
８
８
８
９
８
８
９
０
０
０
０
８
７
７
８
０

１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
１
１
１
１
２

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
１
１
Ｊ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｈ

1６０

２５

６０

１１０

３５

200

ハ
Ｕ
一
Ｊ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
リ
ハ
Ｕ
ｎ
〉
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ

又
〕
４
岨
４
冊
句
』
４
４
ワ
』
ｑ
〉
声
⑪
ワ
』
ｑ
Ｊ
Ｆ
Ｄ
‐
１
‐
１
Ｆ
Ｄ

270

430

190

270

痕
ラ

指痕

アジロ

イ行痕

アンペ

〔指ｲＩ

満あり

アンペラ

アジロ痕

、
、

指痕

指痕



－２２３－

第１１節有孔鍔付土器一覧表

Ｎ－Ⅳ区有孔鍔付土器

lVQ 出上地点 部位 内孔・外孔 赤彩の有無 文 様 備号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
2０

１
２
２
２

2３

４
戸
。
（
０
７
（
ろ
Ｏ
ゾ

ワ
〕
ワ
］
ワ
〕
ワ
］
ワ
〕
ワ
〕

3０

１
２
３
３

3３

３４

５
６
７

３
３
３

3８

3９

4０

１
２
３
４
５
６
７

４
４
４
４
４
４
４

ＮｏＬ３

Ｎｏ､９

NOL・1０

Nio､７

一
Ｊ
Ｉ
ｎ
ｘ
Ｕ
心
八
）
ハ
ｕ
ｖ
ハ
叩
〉
一
・
〃
Ｉ
、
ｘ
）
【
ノ
ー
一
Ｊ
０
｛
，
〃
Ｉ
一
ノ
ロ
０
一
ノ
ー
６
【
ノ
ー
ｍ
ｘ
Ｕ
｜
小
ｘ
ｕ
○
八
〉
ｎ
ｘ
Ｕ
、
託
〉
ハ
ｘ
Ｕ
〈
ｕ
Ｊ
ハ
ｕ
Ｊ
ハ
ｕ
Ｊ
ハ
Ⅵ
》
ｎ
ｕ
》
〈
ｕ
Ｕ
〈
叩
”
一
ノ
０
胃
・
ｊ
ｊ
一
‐
〃
０
［
・
ｊ
Ｊ
一
ノ
０
一
Ｊ
〃
｜
ハ
バ
〕
、
ｘ
〕
ｎ
ｘ
Ｕ
、
ｘ
〉
【
／
』
〈
ｈ
Ｕ
【
・
Ｊ
ｊ
［
ノ
Ｉ
『
ノ
ー
一
ハ
ｘ
Ｕ
小
ｘ
Ｕ
、
（
〉
｜
ｍ
ｘ
Ｕ
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
ｘ
Ｕ

で
１
１
勺
Ｉ
且
『
１
４
勺
１
１
、
〃
』
１
Ⅱ
且
９
１
且
６
１
且
君
０
Ａ
勺
１
１
勺
１
１
利
１
Ａ
３
１
４
１
１
△
勺
’
八
訂
１
１
勺
１
１
１
０
且
可
１
１
１
０
１
９
１
且
６
１
１
訂
１
Ａ
勺
日
且
で
１
４
句
／
］
勺
Ｉ
且
利
１
１
勺
Ｉ
且
１
Ⅱ
１
日
１
４
１
０
１
面
Ｉ
且
勺
Ｉ
Ｌ
君
１
１
Ｔ
Ｉ
Ⅱ
勺
Ｉ
且
、
Ｉ
且
勺
１
Ａ
１
１
１
で
Ｉ
且
勺
Ｉ
且
口
１
１
屯
Ｉ
且
勺
１
１
「
１
１
で
０
且

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

７
Ｊ

－
１

・
砿
回

頚部

頚部

ｐＷＰ空

Ｆ叩

、､｡

」．

部

ｎ部

部

'1辺部

b､,

』‐ｎ戸 、 部

頚部

Ｗｐｐｒ９

b，､

」． 部

甑部

ｐ”アチ

辿
弧

部

部

頚部

、ｩｐＦ．

部

蝋部

頚部

頚部

頚郁

１１辺部

汀”す‐

部

頚部

11辺部

11辺部

頚部

１１辺部

11辺部

11辺部

川辺部

11辺部

11辺部

'1辺部

'1辺部

頚部

頚部

'1辺部

”ｊＪＰ
､Ⅶ

ユニ 部

部
部

面
、
ｊ
、

紅
型
製

'1辺部

１１辺部

11辺部

頚部

１１辺祁

頚部

頚部

１１辺部

|ＷＬ

外孔

外孔

外ｲし

外ｆＬ

Ｉﾉ､ＨＬ

ｌＷＬ

内孔

外孔

内孔

|ﾉＷＬ

|ﾉ､l孔

内孔

内孔

外孔

内孔

|ﾉ､ｌｆＬ

内孔

内孔

内ｲＬ

内孔

内孔

内孔

内孔

内ｲし

内孔

Iﾉ､l孔

内孔

|人l孔

内孔

内孔

内孔

内側赤彩あり

内側にあり

炎側にあり

炎内側にあり

鰐の卜．の降帯に爪型文あり

IMI利ⅢⅣの文様あり

藤内式文様（ｒ･）

純文あり

鍔卜．に縄文あり

Ｓ－ⅣＧ－２（81.10.7）ＩＩｉｌ。

ＮＱ３にlIil-

PVo3にliil．

底部（
坐毎
１１ 付）あり

Ｄ－ｌ９Ｄ－ｌ

N０．７にｌｌｉｌ‐

イ Ｃ－ｌ７（81.10.17）ｌＩｉｌ‐



－２２４－

No. 出上地点 部位 内孔・外孔 赤彩の有無 文 様 備考

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

２層

２層

No.６

層ＮＱ５

層

２
３

９
９
１
１

８
８
９
９
９
９
９
９
０
６
６
６
６
６
６
７
７
７
８
８
８
８
８
９
９
９
９
０
０
０
０
０
７
８
６
６
７
８
８
９
７
０

１
１
１
１
１
１
１
１
２
．
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
９
９
四
四
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
１
Ｉ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ

頚部

11辺部

頚部

ロ辺部

頚部

11辺部

頚部

頚部

頚部

頚部

１１辺部

'1辺部

頚部

１１辺部

'”
ｂ，、

』． 部

頚部

頚部

頚部

11辺部

11辺部

頚部

'1辺部

頚部

11辺部

11辺部

１１辺部

頚部

11辺部

11辺部

頚部

11辺部

頚部

頚部

頚部

頚部

頚部

１１辺部

頚部

頚部

11辺部

頚部

１１辺部

'１辺部

11辺部

頚部

脚付底部

部
部

頚
頚

内孔

内孔

内孔

内孔

内ｲＬ

内孔

内孔

外孔

内孔

内孔

|人l孔

内ｲし

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内ｲし

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

内孔

炎内側にあり

災側少々あり

内側にあり

表内側にあり

炎内側にあり

表側にあり

表側にあり

炎側にあり

内側にあり

衣内側にあり

降格あり

縄文あり

縄文あり

鍔の卜．に文様あり

Ｄ－ｌ７縄文ありとlIil-（81.9.11）

胴部のlil-個体３辺あり

｝

１
１

｝

１
１

｝

｝

'11-個体

接合

接合

５辺で接合、Ｅ－ｌ９にIIil-

liil-Ｓ－ⅣＣ－３接合（81.10.51

接介

接合

|i'一

'１１一次頁へ続く



－２２５－

NＱ 出土地点 部位 内孔・外孔 赤彩の有無 文 様 考備

６
７
８
９

９
９
９
９

100

101

102

103

104

105

106

107

９
９
９
８
８
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｊ
，

Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

立
脚
土
画
土
、
立
口
土
、
立
口
土
口
歳
阿
立
脚
立
凹

頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
頚
口辺部

脚付底部

外孔

内孔

内孔

表内にあり

’

同一前頁より

同一



－２２６－

第１２節台形土器一覧表

Ｎ－Ⅳ区台形土器

No. ''''1土地ﾉ‘'.（ 名称 部位 孔のｲＩ 受けIiIiの形状 オコケのｲi無 文様のｲi無 大きさ 備号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

1１

1２

１３

１４

1５

1６

１７

１８

１９

２０

２１

2２

２３

２４

２５

２６

2７

８
９
０

２
２
３

３１

２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
４

４１

２
３
４
５
６

４
４
４
４
４

７
８
８
７

１
１
１
１

1８

８
８
８

１
１
１

1８

19

19

19

2(）

2０

１６

1７

１７

NQ37

Nol7

1８

1８

1８

1７

１７

1８

８
８
１
１

Ｎｉ０．９

N０．１７

８
９
９
９

１
１
１
１

９
９
９
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１

８
８
１
１

2０

2０

2０

２０

２０

１９

１７

－

一

Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ

I）

I）

I）

，

，

Ｄ
Ｄ
，

I）

，

，

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ

付
し
付
付
付
付
付
付
付
し
し
付
付
し
状
付
付
状
付
付
し
付
付
付
し
状
付
状
付
し
付
し
付

な
な
な
？
な
？
？
．
？
な
な
？
？
？
？
？
？
な
な
？
？

鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
盤
鍔
鍔
盤
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔
盤
鍔
盤
鍔
鍔
鍔
鍔
鍔

脚

受ｌｉｉｉ

受面十脚

鍔十受1ｍ

脚

受ｌｉＩｉ

鍔
鍔

鍔十受1ｍ

受Ｉｎｉ

受１ｍ

鰐

受伽十脚

舟生
伽而一

受面十脚

ゆ
■
■
■
■
■
ｇ

〃
ぜ
０
０
，

誕
尖

鍔

鍔十受1ｍ

受ｌｉｌｉ

鍔

舟覧
ｇｍＯ．

鍔十受lni

舟貨
-08tＩ◆

舟世
‐ｎＵＵ－

●
二
■
■
■
■

●
■
■
且

、
”
Ｂ
Ｂ
Ｄ

舜
冬

グ

鍔
鍔
鍔

緬
川

冠
冬

舟生
血、◆

舟生
』官、_

受ｌｉＩｉ

脚

舟受
ｊｍＬ

舟陛
ｊｍＬ

受１ｍ

舟監
■■■画一

州覧
』ｐＥＬ

鍔
脚
脚
鍔
脚
舟貨
､亘宣２－

受面十脚

舟Hｔ
－ＥｍＬ

ｲｉ

ｲ』

ｲｉ

ｆ「

ｲｉ

幸
ク
ニ
Ｃ
ク
ニ
今
〃
．
《
〃
凸
８
１
６
０
今
〃
《
凸
〃
空
凸
〃
一
や
〃
《
。
〃
。
全
〃
凸
。
〃
空
《
〃
一
一
〃
一
缶
〃
つ
一
〃
一
一
〃
△
。
〃
己
今
ク
ニ

。
〃
今
つ
〃
一
一
〃
一

、
叩
’
一
Ａ
一
〃
．
。
〃
今
。
〃
。
。
〃
．
。
〃
・

今
〃
↓
。
〃
．
Ｔ
Ｉ
Ｉ
０

．
Ｍ
甘
’
つ
Ⅷ
勺
０
Ⅱ
Ｍ
・

・
Ⅷ
１
１
。
Ⅷ
廿
，
．
Ⅷ
１
１
。
Ⅷ
８
０
一
Ⅱ
Ⅱ
。
Ⅷ
１
０
Ⅶ
１
０
。
Ⅶ
Ⅱ
Ｉ
。
Ⅷ
１
０
Ⅶ
ｆ
ｌ
．
Ⅷ
Ｔ
Ｉ
．
Ⅶ
０
１
。
Ⅷ
Ｔ
Ｉ
．
Ⅷ
，
Ｉ
．
Ⅷ
Ⅷ
Ｉ
。
Ⅷ
ｒ
ｌ
。
Ⅶ
Ｔ
Ｉ
。
Ⅷ
０
１
ロ
Ⅷ
Ｔ
Ｉ

１
廿
０
１
廿
０
〕
Ⅱ
寸
０

Ⅲ
眠
り
．
Ⅷ
Ｔ
Ｉ
》
叩
Ｔ
Ｉ
画
Ⅶ
１
１
．
Ｍ
Ｕ
Ｉ
。
Ⅷ
Ｔ
Ｉ
．
Ⅷ
ｒ
ｌ

ｂ
・
も
・
｜
ｂ
－

ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ

平
平
平

1111

平

有

鰐に縦のキザ
、
、
、 リ

２４５×１３５×

接地面磨耗

接地I､磨耗

Ｃ－ｌ７ベルト８１１０２

接合

Ｓ一ⅣＧ－２

811012接合

孔の州りに降幣

202×（74）×（６８）



－２２７－

No. 出土地点 橘称 部位 孔のｲ丁 受け面の形状 オコケの有無 文様の有無 大きさ 考術

4７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

6１

２
３
４
５
６

６
６
６
６
６

５
５
３

６
６
０

Ｆ－ｌ７

Ｆ－ｌ７

Ｆ－ｌ８

Ｆ－ｌ８

Ｆ－１８

Ｆ－ｌ８

Ｆ－ｌ９

Ｆ－２０

Ｇ－ｌ８

Ｇ－ｌ８

Ｇ－２０

Ｇ－２０

１－１８

１－ｌ８

Ｉ－ｌ８

Ｊ－ｌ８

Ｊ－２０

ＳＢ－

ＮＱ４７

Ｓ Ｂ－

ＳＢ－

Ｎｏ.’

付
し
付
付
状
し
状
し
付
付
付
付
し

？
な
？
な
？
な
？
？
？
？
な

鍔
鰐
鍔
鍔
盤
鰐
盤
鍔
鰐
鍔
鍔
鍔
鍔

鍔

舟吃
_&ｍＬ

脚
脚
脚

受面

舟些
駆威◆

脚十受而

舟些
gＺｚＬ

受 面

脚十受面

鍔

鍔

脚

脚

舟lIf
-E叩2．

脚十受向

受而十脚

舟1ｋ
_“Ｋｒ．

受而十脚

有

有

有

●
ク
ニ
。
〃
．

１
１

Ｆ
Ｆ

ｂ
－
ｂ
ｌ
ｈ
・
も

lｕ

1２

IU

ド
ー
Ｆ

|lII

llII

平

Ⅲ

有

ｲｲ

ｲ『

(174）×(169)ｘ(71）

20()×２００×（38）

７×２４０×５０

接地面部磨耗

接地面部磨耗
裏側に赤彩あり

Ｓ－ｌ８Ｆ－ｌ９接合

接地面部磨耗



第６章まとめ

第１節土 器 の 概 観

第１項早期末の土器群
ｌ）

神之木台式土器は1977年に横浜市神之木台遺跡をタイプサイトとして設定された。1983年には神奈川考古同人会
２）

による該期のシンポジウムが開催され、その内容が明らかにされてきたと言える。筆者もこれに参加し、釈迦堂遺

跡群のこれらの土器について考えてみる機会を与えられた。そして、これらの神之木台式土器、下吉井式土器につ
３）

いて、若干の見解を述べたことがある。

釈迦堂遺跡群では本来の神之木台式土器に比定されるものと、これらより前後に時間差をもつものが発見されて
４）

いる。そこで、編年の基準となる無繊維の土器群を『釈迦堂Ｉ』では第１群土器ｌ～６類まで分けて説明した。そ

こでこれらをもとに釈迦堂遺跡群の早期の土器群を次のように型式分類した。

釈迦堂Ｓ１式は第１群土器２類である。ただしこれらの土器群もさらに内容は複雑で、編年図で釈迦堂Ｓｌ式の

最初の部分に示した土器群で、とくにＶ字状隆帯はあるいは神之木台式土器の範晴から逸脱するものかもしれない。

とにかく釈迦堂Ｓｌ式は断面三角形の隆帯に貝殻腹縁の刻目をもつもので、隆帯モチーフには前掲報告書で述べた

ようなものがいくつかある。

釈迦堂Ｓ２式は第１群土器１類である。これは釈迦堂Ｓｌ式とほぼ同様なモチーフをもつもので、隆帯上に貝殻

腹縁による刻目ではな〈へラ状工具を施文具とすることがおおきな違いである。このＳｌ式とＳ２式の違いは、時

間差ではなく、むしろ地域差と考えられる。貝殻腹縁を多用する地域は東海地域で、山梨県下では両方が併用され

たものと思われる。

釈迦堂Ｓ３式は第１群土器３類である。これは釈迦堂Ｓｌ、Ｓ２式の刻目を施すという意識が残るもので、断面

三角形の隆帯に貝殻背圧痕を断続的に施すものである。

釈迦堂Ｓ４式は第１群土器４類である。ここではもう刻目の意識は失われ、貝殻背圧痕を連続的に施すもので、

釈迦堂では破片が多く、一括資料にかける。

以上で、釈迦堂の早期末の編年の概要を終わる。これらの編年案は山梨ばかりでなく、他の地域で確認されなけ

ればならない。神之木台式遺跡の神之木台式土器は上記の分類編年案とはよく整合しない部分もある。というのは

神之木台遺跡ではへラ刻みのものがいくつか見られるに対して、釈迦堂では同様なモチーフIこはへう刻みはもたな

いのであるが、貝殻背圧痕の手法からＳ３ないしＳ４式に位置するものと思われる。

第２項前期初頭の土器群

前期と早期の境をどこに引くかという問題は研究者によっていくつかの意見がある。ここでは、下吉井式から前

期としたい。ただし下吉井式土器の概念規定の問題があるが、筆者は釈迦堂Ｓ４式の隆帯の上の２次施文と４単位

であった隆帯モチーフに多単位のものが出現してくる段階から、下吉井式土器としている。

釈迦堂Ｚ１式土器これは第１群土器６類に相当する。これはさらにａ類とｂ類に細別される。ａ類は２次施文と

して貝殻腹縁を刺突している。ｂ類は２次施文として中期のような角押文を施している。微細な資料ではあるが、

関東地域に散見される。このａ類とｂ類は同一型式としてとらえられるか、地域性を考慮すべきものか、検討すべ

き課題が残る。

釈迦堂Ｚ２式これは釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－４７でまとまった資料が出ている。これは隆帯上に角押文を施し、さら

に器面にも角押文を施すものである。また隆帯が失われ、器面に波長の短い角押文による波状沈線を２条施すもの
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と、角押文の意識がうすれた波状沈線が３条となるものもあり、ＳＢ－４７で一括出土したとは言え、これらに時間

差を考慮すべき余地はあるものと考える。

なお、以上早期末から前期初頭にかけての無繊維土器について述べてきたが、これと同様に含繊維土器について

も編年を追わなくてはならないのであるが、これは無繊維土器に比べて変化の乏しいものが多く、編年的研究には

あまり適さないものが多い。特､に平口縁で口辺にタガ状隆帯を巡らすものは変化の乏しいものではあるが、この時

期に特徴的なものである。

註

l）高橋雄三・吉田哲夫１９７７「横浜市神之木台遺跡出土の縄文時代遺物」「調査研究集録』

2）神奈川考古同人会縄文研究グループ編１９８３「縄文時代早期末・前期初頭の諸問題」

3）小野正文１９８３「縄文時代早期・前期初頭の土器について」「研究紀要」１

４）小野正文編１９８６「釈迦堂Ｉ」

第３項前期後半の土器群

前期後半の黒浜式から諸磯式土器までは釈迦堂Ｓ－Ｉ区で出土しているが、他の地区では破片程度の出土例しか

ない。
ｌ）

釈迦堂Ｚ３式言うまでもなく黒浜式は関東地方の土器であり、この地域には客体的な出土状態を示すのである。

この黒浜式に並行する在地の土器は先の報告で釈迦堂Ｚ３式としたもので、無繊維、薄手、内面に指圧痕、文様は

ほとんどなく縄文を多用、縄文には反の撚りがしばしば見られる。稀に４単位の波頂部から垂下隆帯が下がるもの

もある。また縄文地に一本引き沈線を加えるものもある。このような土器はすでに長野県の阿久遺跡で阿久Ⅲａ、
２）

Ⅲｂ期という時期に設定された土器である。内容的にはこの阿久遺跡のものの方が、充実しており阿久Ⅲ式とした

方がよいのかもしれない。ただ釈迦堂のものは阿久Ⅲｂ期に近い資料である。細分されることは、阿久遺跡でも釈

迦堂遺跡でも知られているが、型式学的根拠を更に充実させる必要があると思われる。

諸磯ａ式土器この型式の土器は先の釈迦堂Ｚ３式ほど地域差がなく、関東・中部地域のおおきな枠組みの中に入っ

てしまうと言える。最近では諸磯ａ式も二分して考える研究者もいる。釈迦堂でもやはり諸磯ａ式の古い部分と思

われるものが、釈迦堂Ｓ－Ｉ区ＳＢ－４１、４２で出土している。この中で４号埋斐炉のものがこれにあたる。またＳ

Ｂ－３９の覆土にも諸磯ａ式の古い部分のものがある。ほかに破片ではいくつか見られるが、ここでは資料的に恵ま

れていないことから、同一のものとして置きたいと思う。
３）

諸磯ｂ式土器この土器型式は細別案が幾人もの研究者によって、提示されている。ｂ式の３分案、４分案があり、

その内容も少しずつ異なる。釈迦堂では細別されたものがまとまって出土という状況である。山梨県下では大泉村
４）

天神遺跡で諸磯式～五領ヶ台式までの集落が検出されており、諸磯ｂ式期47軒、諸磯ｃ式期７軒、五領ケ台式期５

軒である。常識的に考えても、４段階以上の細別が可能であろう。その中で釈迦堂Ｓ－Ｉ区ＳＢ－２０は諸磯ｂ式の

最も新しい部分に属するものであると思われる。

いずれにしても、諸磯ｂ式土器は山梨県下でもさらに資料の充実を待って検討すべきであろう。

註

l）小野正文編１９８６「釈迦堂Ｉ」

2）長野県教育委員会１９８２「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘報告書」阿久遺跡

3）鈴木徳雄１９７９「諸磯式土器文様の変遷について」「白石城』埼玉県遺跡調査会報告書第36集

鈴木敏昭１９８０「諸磯ｂ式土器の構造とその変遷」（再考）「土曜考古』２

今村啓爾「諸磯式土器」「縄文文化の研究』３

４）新津健・米田明訓ｌ９８５山梨県埋蔵文化財センター「年報」１
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第４項中期初頭の土器

中期初頭の五領ヶ台式土器についての編年的研究は多くの先学によって試みられてきた。その中で、この山梨県
ｌ）

地域の五領ヶ台式土器の変遷を考える上で、最も細別化した今村啓爾氏の編年案にそって、この土器を概観して見

たい。

五領ケ台Ｉａ式土器この型式の土器はこの地域には現在のところほとんど見られない。ただ釈迦堂Ｓ－Ｉ区ＳＫ－

ｌ５５でＩａ式の好例が見られ、他の地区でも若干の小片が見られる程度である。やはり、今村氏の言うように地域

性があるのであろう。

このＩａ式は氏の言うように東北地方の影響を強く受けたものであり、氏も地域'性を考慮してＩａ式には確定し

ていない静岡県長井崎、神奈川県池辺第４と類似する土器群は、手法的には東海・近畿地方と関係するものと思わ
２）

れる。これがいわゆる踊場系土器に伴って出土している。それは上の平19号住、１２号住が好例である。ここでは、

34号住→19号住→12号住という前後関係が発掘によって確かめられている。つまり、３４号住の炉体土器と貯蔵穴出

土土器、床面直上出土土器は前期終末に位置し、覆土の土器は19号住の踊場系土器と型式学的にほぼ一致しよう。

ここに、Ｉａ式と思われる細線文系土器が伴っている。さらに、１２号住の踊場系土器は１９号住のそれとはやや様相

を異にしており、型式学的変遷が考えられる。上の平遺跡における発掘事実の重要性は、山梨県地域の中期初頭に

主体を占めると思われる踊場系の変遷をほぼ知り得ることであろう。

つまり、この地域の踊場系土器はその起源は諸磯ｃ式からであろうが、前期終末に上の平34号住の炉体土器、貯

蔵穴出土土器、床面出土土器を置くことができよう。そして中期に至って次のような変遷をたどるものと思われる。

第１段階上の平34号住覆土、１９号住、金の尾39号住、およびやや新しい傾向のある釈迦堂Ｓ－Ⅱ区ＳＢ－０４がこ

の段階である。集合沈線文の間隙を空白とするか、陰刻している。この陰刻する手法は前期末以来の伝統であり、

この段階では間隙の周りを縁取りする傾向がある。

第２段階集合沈線文土器が最も発達した時期である。釈迦堂Ｓ－Ⅱ区ＳＢ－０３、０６、上の平１３号住の炉体土器

(同報告書第１O図５）などがこの時期である。しかも、上の平13号住では炉体土器の前後関係が確かめられている。

土器は集合沈線文で飾ることが多く、問隙部は発達せず、陰刻手法はほとんど用いられなくなる。

第３段階上の平12号住（何報告書第８図lO）、釈迦堂Ｓ－Ⅱ区ＳＢ－０７がこれにあたる。集合沈線文は退化傾向

を示し、特徴的には頚部の無文化傾向が著しい。

さて、これらは第１段階が上の平19号住の伴出例から今村氏のＩａ式にあたり、第３段階がＩｂないしⅡａ式に

あたると考えられる。

五ケ台Ⅱａ式土器この型式の土器はＩａ式に比べて、やや多く見られる。都留市久保地29号住が好例である。今

村氏は確実なメルクマールとはならないとしているが、口縁部にく帯縄文＞をもつもので、ひとつの目安とはなろう。

これは、釈迦堂Ｓ－Ｉ区ＳＢ－２３、釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－５１がこれにあたる。ここで問題は釈迦堂Ｓ－Ｉ区ＳＢ－

２３は不確定な住居ではあるが、集合沈線文士器が伴出しているのである。これは集合沈線文士器の第３段階が、五

領ヶ台Ⅱａ式に同時期か、近いことを示している。

ここで縄文系土器はともかく、釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－４１、４８の炉体士器または久保地29号住にも見られる波状の

４単位外反口縁、湾曲した頚部、細く裾広がりの体部という器形をもち、口縁部に短沈線、文様は口頚部に集中し、

体部は静岡県柏窪例では４単位に分割するらしい土器が注目される。この土器の系譜は明らかにし得ないが、胎土

なども異質である。

五領ケ台nb式土器ここでは小淵沢町上平井出の土塘群出土土器が代表的な例であるi)これらは型式学的にも十
分まとまったものである。ただし、先に３段階に変遷をおったいわゆる踊場系の系譜あるこの上平井出の土器群は

Ⅱａ式に相当するこの系譜の土器の存在を考えなくてはならない。あるいは上の平13号住の炉体土器（同報告書第

１０図ｌ）がこれにあたるのかもしれない。またこれと同時期に位置されている中道町下向山の土器は時間的にも系

譜的にも検討する余地のあるものと思われる。
４）

五領ケ台Ⅱｃ式土器この時期の土器はあまり好例はない、上の平22号住、塩山市安道寺１２号住がある。
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五領ケ台直後式土器これらの土器は釈迦堂でもいくつかある、現在のところ、検討にいたる十分な資料はない、

また名称の問題も俄かには同調できないものがある。

註

l）今村啓爾

2）中山誠二

3）末木健

4）小林宏和

'985

1987

1974

1978

｢五領ケ台式土器の編年」「東京大学考古学研究室研究紀要」４

『上の平遺跡」山梨県埋蔵文化財センター調査報告第29集

『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書」北巨摩郡小淵沢町地内

｢安道寺遺跡調査報告書」（概報）

第５項格沢式土 器

山梨県地方の中期の土器の編年はその地理的環境もあって関東編年で呼ばれることもあれば、井戸尻編年で呼ば

れることもある。時期によっては、関東の土器とほとんど遜色のない土器もあれば、まったく違った様相を見せる

こともある。それゆえ、この地方では土器型式の呼び名がやや混乱をきたす場合もある。

そこで、ここでは中期の土器を初頭は五領ヶ台式とし、後は井戸尻編年にしたがった呼称を用いることにしたい

と思う。なおそこで、既製の編年では説明しきれない部分や、修正を必要とする部分については、そのつど註を加

えたいと思う。なお、関東地方の研究者のなかには、(1)格沢式から勝坂式とする意見、(2)新道式から勝坂式とする

意見、(3)藤内式からとする意見と、およそ三通り意見がある。それぞれに根拠のあることであるが、『日本先史土
ｌ）

器図譜』にある勝坂式の吟味をすれば、それはおのずから、勝坂式は藤内式からと言うことになろう。ここでは繁

雑な説明は避けるが、おおよそ０段３条の縄の使用をもって勝坂式とすればよいと考える。

ところで、最近様式論が盛んで、（１）～(3)のどの意見をもって勝坂式土器様式とすべきか、また意見の別れるとこ

ろであるが、この中間的な枠組みもまた、本来的には一つの土器型式の吟味から出発しなければならないことは言

うまでもない。
２）

格沢式土器は関東地方の「清水台式」、五領ヶ台上層式土器に相当するもので、これらを角押文土器と呼ぶ人も

いる。この土器は型式学的変化に乏しく、なかなかその推移を知ることは難しい部分もあるが、ここでは、三段階
３）

に分離した数野雅彦氏の分類編年案にしたがってその変遷をおってみたいと思う。

第１段階神谷原遺跡160号住の覆土出土土器を標準としている。五領ヶ台式土器の伝統を強く残しており、口縁

部にまばらな縦位の沈線やＹ字状沈刻文を角押文で表出したものやこれに三叉文が加わるもの、口辺部に一帯から

三帯の楕円文がある。この楕円を描く隆帯にそって一条の角押文が併走している。ただし、楕円文内を角押文で充

填する手法は未発達である。この楕円帯から懸垂文があり、中にはクランク状をなすものもある。釈迦堂では釈迦

堂Ｓ－Ⅳ区グリット（第465図－３）がこれにあたる。

第２段階大石遺跡26号生活面・覆土出土資料、藤の台遺跡３号住出土資料である。楕円区画内を縦位や斜位など

の角押文列で充填したり波状文を描くなど、充填手法の発達、隆帯に沿って２条の角押文を施すものもある。釈迦

堂ではＳ－Ⅳ区グリット（第465図－４）がほぼこれに相当するものと思われる。

第３段階神谷原遺跡１０号住に代表される。この期の特徴はまず、隆帯にそって幅広の角押文と幅狭の角押文が多

様される。つまり新道式に近いものとなりつつあるということである。釈迦堂ではＳ－Ⅳ区ＳＢ－７３でまとまった

資料が出土している。このなかにも検討すべき資料は多いが、第362図－１５，１６はすでに新道式とされるもので、格

沢式と新道式が近い位置にあることを示している。本来的に角押文と三角押文はそれほど違いのあるものではなく、

角押文の施文具を使っても三角押文は施文できるのである。

註

l）山内清男１９３２「日本先史土器図譜』

2）「清水台式」・五領ヶ台上層式土器と呼ばれる土器群は、一型式として認定できる土器群があるという提案の段階に止どまつ
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ており、型式学的検討がいまだ不十分といえよう。また、これと連動してこれらの土器群を「角押文土器」と呼び習わすの

もいかがなものであろうか。

３）数野雅彦１９８４「角押文土器の研究」「丘陵」１０

第６項新道式土器

新道式土器も他の土器と同じように、数段階の変遷を経ているものと思われる。現在この土器型式の細別案を提

示したものを知らない。それは意外にもこの土器を出土する集落とか、墓塘の発見例が少ないからである。

幸なことに、釈迦堂ではＳ－Ⅳ区ＳＢ－６８，６９．８０，８１が重複して検出されたのである。まず、ＳＢ－８１に貼床し

て80があり、さらにこれに貼床して69があったのである。６８は69に切られた僅かに覆土が残ったのみであった。こ

のことから81→80→68→69という図式が描けるのである。さらにとなりにあるＳＢ－５３は深さ約130芋ﾝという堆積状

態の良好な住居であって、この一次および二次推積層の土器と８１の炉体土器が接合するという好条件が整ったので

ある。つまり、新道式を50個体以上出土した53と８１はすくなくとも53が古いか同時期ということになる。

これとは別に、地域的にまとまりのある山梨県東部地域の新道式土器や藤内式土器を出土する住居並を検討する

と、いくつかの住居が上げられる。釈迦堂ではＳ－Ⅲ区ＳＢ－ｌ８、７８，９５，１１１があげられ、Ｓ－Ⅳ区ではＳＢ－５２、
ｌ）２）

６８，６９，８０，８１がある。他の市町村では御坂町桂野平石の住居、都留市中溝遺跡１号住が上げられる。この中溝遣
３）

跡のような藤内式を伴うものは、塩山市町田２号住がある。さらには藤内式に新道系土器が伴う例は釈迦堂Ｓ－Ｉ
４）

区ＳＢ－ｌＯ、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－３２があり、重郎原遺跡などが上げられる。さらに新しい新道系土器も存在する。この

時期の土器を通した一つの手法として隆帯十キャタピラ文があげられよう。これらの土器群の編年序列を考えると

すれば、それはおおよそ次のようになる。

第１段階釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－５３の資料が好例である。深鉢形土器では口辺部に三角区画帯を施し、体部は縄文

とするか、短隆帯をつけるものが見られる。また体部に区画帯を設けるものは三角、楕円、格子目とあるいずれも

隆帯脇をキャタピラ文で加飾している。またその最下部に楕円区画帯を巡らす例は稀で、次の段階で盛行するもの

である。格沢式土器と関連する口縁部に楕円区画帯をもつのもこの段階の特徴の一つである。すでにこの段階から

抽象文土器があり、北陸系の縦区画文もまた見られる。この第１段階はＳＢ－７３と53の埋尭炉を比べても明らかな

ように、非常に近い位置にあることは言うまでもない。なおＳＢ－５３では阿玉台ｌｂ式土器と思われるものが出土

している。釈迦堂Ｓ－Ｉ区ＳＢ－３１は藤内式土器の住居でこの下の土壌から阿玉台ｌｂ式（新）土器が出土してお

り、阿玉台式ｌｂ式土器は藤内式より古いということが明白となっている。

第２段階釈迦堂ではあまり良い例はない、新道遺跡の新道式土器がこの段階である。この地域では桂野平石の一

括資料が好例である。口辺部に三角区画帯、ここに玉抱き三叉文を陰刻するものが多い。体部には三角および菱形

などの横帯文、体部下部に三角および楕円区画帯を巡らす、これによって底部が屈折底のように見えることも大き

な特色である。

第３段階釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－９５の一括資料を標準としている。この住居はＳＢ－８４に切られており、藤内式土

器との前後関係が明瞭な資料である。基本的な深鉢形土器では口辺部三角区画帯の三角の形状が崩れる傾向にある。

体部には抽象文などのモチーフが組み込まれたものも多くなる。抽象文士器は藤内式に伴うそれと、型式学的に区

分する根拠に乏しいものが多い。文様要素ではキャタピラ文が大きく、平たいものが多用される傾向にある。

つぎに、第４段階を設定するとすれば、それはもはや藤内式土器の段階である。これは中溝や町田の資料からも

言えることで、新道式の伝統は次の井戸尻式の段階まで受け継がれ、これは系統的には新道式にあるが、時期的に

は藤内式、井戸尻式の範晴で考えなければならない。

註

ｌ）甲斐丘陵考古学研究会編１９７９「御坂町の埋蔵文化財」

２）都留市教育委員会編１９７４「中溝遺跡』

３）未報告
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第 ７ 項藤内式土器

藤内式土器は当初の設定が藤内特殊遺構と型式学的研究によって設定されており、いくつかの土器に不可解なも

のを残している､それはまさに特殊遺構という出土状況に起因していると言えよう。

幸い、釈迦堂では良好な資料に恵まれて住居杜ごとにその変遷がつかめそうである。藤内式期の集落がＳ－Ｉ区、

Ｓ一Ⅲ区、Ｓ－Ⅳ区、Ｓ－Ｖ区でそれぞれ見られるが、ここの住居並にあたってみると、そこには時間差があるこ
’）

とが知られる。これを仮りに二段階に分けて考えてみようと思う。

第１段階まず、藤内式には縦区画文土器、抽象文土器、新道系土器、縄文土器、無文土器、有孔鍔付土器、浅鉢

形土器などがある。釈迦堂では、藤内式期の集落がいくつか検出されているが、新道系土器を出土した中溝や町田

の資料から、第１段階のものはＳ－Ｉ区ＳＢ－ｌＯ，Ｓ一Ⅲ区ＳＢ－８４があげられる。ここには、いわゆる新道系の

土器は見当たらないが、抽象文土器などには隆帯十キャタピラ＋波状沈線が見られる。さきの遺跡と釈迦堂とのあ

いだに、藤内式を代表する縦区画文土器の型式学的な差異は認められないので、これらの間には時間差は存在しな

いと思われる。なお、縄文を施すものの中には、０段３条のものが見られるようになる。他にこの地域では境川村

一の沢西遺跡１１号住が好例である。

第２段階釈迦堂Ｓ－Ｉ区にいくつかあるが、釈迦堂Ｓ－Ⅳ区Ｓ－３２が好資料である。縦区画文土器、抽象文土器、

楕円文土器、縄文土器、浅鉢形土器が出土しており、新道系土器や有孔鍔付土器は見られない。ここではじめて、

楕円文土器が登場してくる。この楕円文もまたその系譜をたどれば、格沢式土器第３段階（第361図－８）、新道

式土器の第１段階（第371図－１９）、同第２段階の桂野平石例までも系譜の追えるが、文様帯の検討では別の系譜

も考えられるもので、この藤内式土器の第２段階で発達を遂げる。この種のものは楕円が重壇するものもあれば、

体部上部に楕円帯、下半は縦の縄文となるものが多い。この縄文はほとんど例外なく０段３条である。また屈折底

も多く見られるようになる。重郎原では新道系土器が出土しており、口辺部の三角区画帯も崩れ、隆帯十キャタピ

ラ文十波状沈線を施すが、区画内は素文のままである。区画文土器は他の文様要素である楕円区画などが組み込ま

れるようになる。また区画自体も大きくなる傾向にある。他にこの地域では上の原遺跡35号土壌が同時性をしめす

良い例である。

註

l）｢井戸尻」では藤内式土器をＩⅡ式に別けているが、その設定の当初を吟味すれば、この区分に矛盾があることは言うまでもない。

そこで、ここでは、良好な資料が得られたので、とりあえず２段階に分離して置きたいと思う。

第８項井戸尻式土器

藤内式土器以降を井戸尻式とすれば、山梨県下では全く資料に欠けてしまう。つい２．３年前までは、この地域

に井戸尻式はなかったのである｡最近になってようやく住居杜単位での資料が揃いつつあるという状況である。
ｌ ）２）

一の沢西４号住、５号住、６号住、９号住があり、上野原５号住、７号住、８号住などがある。この中でもとくに

一の沢４号住は出土遺物も豊富でこの地域の該期の資料の一指標となるものと思われる。ただ釈迦堂のものに比べると、

異様に同一器種の多さに驚かされる。長沢宏昌氏はこの４号住の資料をもとに、井戸尻Ⅲ式を古、新、最新と区分して

いる。
３ ）４）

井戸尻式土器は当初ＩⅡⅢ式と編年されていたが、これをＩⅢとするという改訂案がだされた。このように井戸尻

式はおおきく二分して考えるのが妥当であるとおもわれる。ところで、この井戸尻Ｉ式についても問題がない訳で
５）

もない。井戸尻Ｉ式の標式とされた井戸尻４号住のセットの中には、279の塔状把手付き土器や281はⅢ式に位置す

るものであろう。また、改定した曾利48号住は井戸尻Ｉ式とするには疑問が残る。

釈迦堂の資料は井戸尻式に比定するとすれば、Ⅲ式のものが多く、Ｉ式のものは、その内容がはっきりしない。
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と言うのは、Ｉ式がそのメルクマールとして中帯文をもつのに対して、釈迦堂の土器の中には中帯文をもつものは

ほとんど見られない。藤内Ⅱ式からの型式学的変遷として、あえて井戸尻Ｉ式期のものを設定するとすれば、Ｓ－

Ⅲ区ＳＢ－３３、３５，４８，Ｓ一Ⅳ区ＳＢ－４０、８３の資料がこれに当たると思われる。Ⅲ式に相当するものは、Ｓ－Ⅲ

区ＳＢ－３６であろう。特に、ＳＢ－３５の資料は44,45に関東の勝坂式土器独特の器形と思われる。これらは、勝

坂式の終末に位置するものであろう。ＳＢ－３６の資料には関東系のものは見られないが、信州系摺曲文士器がある。

これとよく類似した資料は上野原８号住にある。また一の沢４号住にも類似したものが幾つかある。ここでは諏訪

系の土器もある。ちなみに、ＳＢ－３５の40,41や土器すてばＡの13,14の土器は関東と中部をつなぐ土器と考えら

れるものである。このように、勝坂式期の終末の時期には地域性が顕著に現われてくるようである。つまり、信

州系土器では摺曲文士器、平洲３類Ａ系土器、一の沢西４号住「報告書図１９－４」のような諏訪系土器、関東系の

円筒形土器、または大木系土器「一の沢西56号土壌」が見られる。ふしぎなことに、関東の勝坂式土器のそろばん

玉形の浅鉢はこの地域ではほとんど見られないようである。

長沢氏は井戸尻Ⅲ式を３段階に分離した。それは「隆帯の懸垂文化」を指標としている。即ち、口縁部から垂下

する懸垂文が連続するか否かが新古の分離の基準と言う。これは曽利古式の古手を念頭に置けば、充分推察でき得

ることである。またこれとは別に、この地方では、一般に縄文の喪失と無文化または条線の充填化傾向が窺い知れ

るのである。

このうち最新とされた時期の資料はしばしば井戸尻Ⅲ式の遺構から出土するか、曾利Ｉ式の遺構から出土する傾

向がある。前者の例は一の沢西４号住、釈迦堂Ｓ－Ｖ区ＳＢ－ｌＯがある。後者のものはこの地域に曾利Ｉ式の遺構

が少ないだけに好例がない。この最終末の時期は一の沢西９若住の資料から確実に存在したことが、明白となって

いる。これらの土器は型式学的には体部文様帯はすでに曾利式であるのにたいして、口辺部の文様は以前として伝

統的な井戸尻式なのである。この体部文様帯の下端の区画の有無もまた型式区分のメルクマールとなる。

註

l）長沢宏昌ほか１９８６「一の沢遺跡・村上遺跡・後呂遺跡・浜井場遺跡」山梨県埋蔵文化財センター調査報告第16集

2）中山誠二１９８７「上野原遺跡・智光寺遺跡・切附遺跡」山梨県埋蔵文化財センター調査報告第19集

3）藤森栄一編１９７５「井戸尻』

4）武藤雄六ほか１９７８『曾利」

5）このことについてはすでに長沢氏が註ｌ）の文献で触れている。

ｌ）

第９項曾利式土器

曾利式土器はこの地域の中期後半の土器としてあまりに一般的なものである。それゆえ多くの研究があると思わ

れるが、それが意外にも研究論文が少ないことに驚かされる。

まずは『井戸尻」の報告書にはじまる。この報告によって曾利式土器の体系が立てられたのである。曾利ＩⅡⅢ

ⅣＶ式のすべてが必ずしも住居杜の切り合い関係で前後関係を把握されたものではない。むしろ、井戸尻編年全体

をとうして見れば、藤森栄一氏の進化論的型式観によるところの方が多いように思える。この井戸尻編年はこの地

域の藤森氏の後継者たちによって、さらに内容の充実がはかられている。ただここで、問題としている山梨県東部

の地域の資料はいままでの曾利式土器研究の中では部分的にしか取り上げられたことはなく、遺構単位での検討は

皆無である。都留市久保地の資料は部分的に紹介されてはいるが、八ヶ岳南麓地域のものと比較はされていない。

我々は、釈迦堂の曾利式土器を検討するに従い、曾利式の編年には合致しないものの多いことに気づかされたので

ある。

なお、付け加えるとすれば、井戸尻の曾利式土器編年はその創設という理由からではあるが、一地域の土器をもっ

て編年を組み立てた事は、重要なことだと思われる。曾利式の広域的な編年の重要性は言うまでもないが、資料の

増加に伴い徒に広域に分布する土器を編年の中に組み入れることには危慎を感ぜざるを得ない。

曾利式土器は一瞥すればすぐ理解されるように曾利ＩⅡ式土器と曾利ⅢⅣＶ式土器は大きく異なる。前者は大型
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の器形が目立ち、後者では、口辺部文様帯が特徴的である。このような口辺部文様帯は東北南部、関東、東海、北

陸に共通してみられるものである。そしてこの口辺部文様帯の喪失をもって曾利式土器は終わりを告げるのである。

曾利式土器を研究するうえで、筆者なりに疑問とする点がいくつかある。それは、まず施文順序の問題である。
２）

米田明訓氏は①成型②文様帯の区画③モチーフの施文④地文の施文というjl頂序を示された。これは基本的に

正しい観察である。付け加えるとすれば、頚部に文様帯のあるものは②と③の間に一工程増えるのである。この施

文順序は曾利式土器の大きな特徴の一つであり、加曾利Ｅ式土器とは大きく異なる。また地文であるが、これは加

曾利Ｅ式土器の縄文は①と②の工程の間に施される、下地の地文であるのに対して、曾利式の条線はモチーフの間

を埋める充填文なのである。その意味ではこの地文は「特別の点を目立たせる背景をなす部分」なのである。地文

と言う用法は文字の意味的には何等問題はないが、土器の地域性や系統を研究するうえでは、言葉を区別すべきで

あると考える。また、この施文順序について誤った見解が発表されているが、これも観察対象とした土器が、もし

このとおりだとすれば、それこそその土器の出自を示しているのである。なお、勝坂式土器にあっても、縄文が①

と②の間に施されるのが通例である。

また、曾利式土器で頻繁に使用される「懸垂文」であるが、もともと懸垂とは一本の紐の両端をもって、紐を垂

らすことをいうのではあるまいか。学史的にも曾利式土器でいうつなぎ弧文のことを懸垂文といっている。また数

学でも懸垂線は前者の意味である。ただ井戸尻の報告以来鉄棒の懸垂とおなじような意味で使われており、これを

改定することは容易ではない。筆者が早期末の土器で使用している懸垂文は前者の意味で使用しており、時期を異

にして同一用語を別の意味として使用するという混乱を招いてしまっていることを断っておきたい。

ここでは、先述のような大きな特徴から、だいたい旧来の曾利ＩⅡ式をもって曾利古とし、曾利ⅢⅣＶ式をもっ

て曾利新として見てはどうであろうか。ちなみに、釈迦堂の整理事業ではこの方式を採用して曾利の大まかな分類

と接合を行った。

曾利古式第１段階

この段階は住居辻の資料としてはあまり良好なものはない。Ｓ－Ⅳ区ＳＫ－ｌ２８はこの段階の指標となり得るも

のである。大型長胴斐は体部にＵ字、逆Ｊ字のモチーフを描き、その空間を条線で充填するものである。条線は一

本引きもあれば、櫛歯状もある。水煙把手付き土器は井戸尻式塔状把手からの変化したものであろうし、これと併

行して、すでに井戸尻Ⅲ式の段階で上野原や釈迦堂Ｓ－Ｖ区に見られる。この段階の水煙把手は大把手が４単位あ

り、この間に小把手が４単位見られる。この傾向は一の沢西56号土塘の大木系土器や釈迦堂Ｓ－Ⅲ区土器すてばＡ

(第194図６）のものにも見られる。これが曾利古第１段階になると小把手が失われると思われる。また器形も勝坂

的な屈折底もなくなる。

重弧文土器の系譜である摺曲文土器もこの段階のものは資料的に貧弱である。また浅鉢形土器も好例はないが、

口辺部に隆帯を巡らしたものが、おそらくこの時期のものであろう。

曾利古式第２段階

この段階の資料もＳ－Ⅳ区ＳＫ－０５の３個体の大型長胴莞を指標としたい。体部の主要モチーフが前時期とは異

なり竹管修形隆帯および指なで修形隆帯が用いられる。竹管修形隆帯ではしばしば竹管による爪形文が施される。

またこの主要モチーフの脇に波状粘土紐を加飾することが多い。頚部の文様帯が曾利式期には珍しく発達する。こ

こに格子目などが多用される。重弧文も竹管修形隆帯で隆帯もしくは半隆帯として整然と描かれる。この段階から

大型髪形土器の発達が見られるようになる。この形態の土器にはＸ把手がつくものが多い。Ｘ把手も４単位を基本

とするが、６～８単位のものまで見られる。水煙把手もまた４単位のものも出てくる。なお比較的小型の土器で体

部上半に横位の半隆起線の文様帯をもつものはこの時期以降に見られるものである。

曾利古式第３段階

この段階は遺構単位では把握されていないが、曾利古式を特徴付けた大型長胴斐や大型妻形土器などの器形が失

われる段階で、斜行沈線文土器がおおく見られるようになる。この土器については重弧文土器、格子目文土器とと

もに語られることが多い。ここで、施文順序を検討すれば、この斜行沈線文土器は条線が加曾利Ｅ式の縄文のよう
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に地文として施されるものと、曾利式本来の充填条線となっているものの二種があることに気が付く。つまり、こ

の土器は本来的に曾利式土器ではなく、曾利式土器の周辺に位置するもので、曾利式土器に許容され、広い分布を

もったものと思われる。そのことは曾利式土器の中心的な分布地域である山梨県下には、現在のところ曾利古第２

段階の資料が欠け第３段階以降の資料しか見られないことからも言えよう。なお、体部モチーフの検討からこれを
３）

大木式土器と関係して考える谷井彪氏の見解もある。曾利式土器における渦巻文は確かに大木式の影響であるが、

剣先状のモチーフをことさら大木式と結び付けなくともよいと考えている。この種のモチーフの祖形は玉抱き三叉

文で井戸尻式土器の中によく見られるものである。

曾利新式第１段階

この段階ではじめて口辺部文様帯と体部文様帯が分離したと言われている。確かに大木式土器、加曾利Ｅ式土器

の影響のもとに口辺文様帯が確立する。この特徴的な土器をここでは肥厚口辺土器と呼んでいるが、この土器の３

単位の波状口縁は明らかに大木８ｂ式の影響であると思われる。また体部の渦巻き文もまた米田・谷井両氏の指摘

のとおり大木式土器から取り入れたものであろう。加曽利Ｅ系とおもわれる口辺部にいわゆるつなぎ弧文をもった

土器は体部にいわゆる懸垂文としてＨ状の半隆帯をもつものが多い。

重弧文土器や斜行沈線文土器の生き残りのものも幾つかある。またＸ把手付き大型髪形土器もまた体部に渦巻き

文を２～３条の半隆帯で描く。この種の器形もまた小型化の傾向をたどるのである。

この時期の住居一括資料としてはＳ－Ⅳ区ＳＢ－５６が良好である。

曾利新式第２段階

この段階で、肥厚口辺土器は口辺部につなぎ弧文をもった土器と融合を始める。またつなぎ弧文をもった土器の

Ｈ状懸垂文のＨ字の幅が狭くなり、Ｉ字状になる傾向が窺える。Ｘ把手つきの大尭の体部渦巻き文の半隆帯は２本

から１本へと数を減らして行く傾向が見られる。この第１，第２段階の加曾利Ｅ式土器は、釈迦堂ではよい伴出例

がないが、恐らく頚部に無文帯のないものであろう。良好な住届吐資料に恵まれていない。

曾利新式第３段階

この段階で肥厚口辺土器はつなぎ弧文土器のなかに吸収されてしまい、わずかに口辺部の肥厚した土器が見られ

る程度である。つなぎ弧文土器の口辺部の弧文の性格は失われ、帯状の楕円帯となる傾向がある。大形整形土器の

大部の渦巻き文は一本のものが、主体となり、二本のものはほとんど見当たらない。この段階にＳ－Ⅲ区ＳＢ－０５

に見られるように加曾利Ｅ３式土器の伴出が見られる。

曾利新式第４段階

この段階は曾利新式の特徴であった口辺部文様帯が消滅する直前の段階として理解される。口辺部に僅かに楕円

文を巡らすものもあるが、口辺部の渦巻き文が体部文様帯の懸垂文のなかに組み込まれたものまで現れてくる。大形

髪形土器の器形も小型化を増し、半隆帯ではなくむしろ低隆帯となり、一本で渦巻きを描くことが多い。この段階

の設定に従来の編年では問題があり、多くの混乱をまねいている。

伴出する加曾利Ｅ式土器はＥ３式の範嬬に属するもので、体部磨消縄文の間や縄文の上にワラビ手状の沈線を施

すものが多い。

曾利新新式

この段階は口辺部文様帯は失われ、体部に綾杉文様帯やハの字文をほどこすものが主体となる。これが曾利式の

終末の状況で、さらに段階別に分離しなければならないが、全体的には加曾利Ｅ４式に席巻されてしまうのである。
５）６）

こうした状況が須玉町郷蔵地や境川村一の沢北において住居杜単位で明らかとなっている。この時期に柄鏡形の敷

石住居杜が多く見られる。この敷石住居と土器の関係をもって土器の型式を論ずる意見もあるが、本来的に論議の

対象とはならないとおもわれる。

註

l）曾利式土器については山形真理子が執筆する予定であったが、時間の関係上小野が説明することになった。この曾利式土器の型
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式区分は山形の原案をもとに行い、文責は小野にある。いずれ近い将来山形が発表する予定である。

２）米田明訓１９７８「曾利式土器の編年の基礎的把握」「長野県考古学会誌」３０

３）谷井彪１９８７「塚原遺跡出土の曾利式土器について」「研究紀要』７

４）米田明訓１９８７前掲書

５）田代孝１９８７「郷蔵地遺跡ｊ山梨県埋蔵文化財センター調査報告第31集

６）整理中

第10項曾利式土器の縄文
結節縄文

ｌ）

結節縄文は言うまでもなく結んだ縄のことである。この結節縄文に関する山内清男氏の説明はいたって簡単であ

る。「縄の条のうち一方が他方を繰って結節を作る場合と、縄自身で結節を作る場合がある。結節は回転してＳ字

状［22中］、又はＺ字状［22上］の連続紋を生じる［１３－１，２］・散発的に種々の型式に見られ、特に特別の発

達を示さないようにも見える。しかし特定の型式には屡々見られることがある｡」このような説明ではなかなか理

解しがたい部分が多い。

そこで結節縄文に二通りの作り方があることは山内氏が説明している通りである。このうち縄の条の一方が他方

を繰って結節をつくる場合を「直前段自結」とし、縄それ脚身で結節を作る場合を「同段自結」と区別してみては

どうだろうか。五領ヶ台式土器や曾利式土器のものはほとんど例外なく直前段自結の結節縄文である。

このうち直前段臼結のものは、第２O1IXI-41に見られ、ＲＬの縄を用いている。また同段自結のものはやや特異

な例だが、第210ｌｘ1-80の単軸絡条体の縄のなかに見られる。これはＬの縄文のＲ巻きであるが、その途中にＬの

同段自結を加えている。一般に同段自結にすると結び目が大きくなり、回転すると２条の条が見える部分が出てく

る。それゆえ、多用されなかったと思われる。

また曾利式土器の結節縄文はこの地域ではほとんど用いられず、時期決定のメルクマールとならない。結節縄文

は八ヶ岳南麓の一つの地域的現象と思われる。そしてＳ字状やＺ字状に見える結節はそれぞれ結び方があるが、こ

の点に関しては縄文土器全体を通してみて、区分することによって研究の進展は望めないのでＳ字とＺ字の区分の

ままで止どめておきたいと思う。

異段の縄

縄文の施された土器は厳密な意味で曽利式土器として良いものかどうか疑問がない訳でもないが、この検討は

別稿に譲るとして、この地域に見られる縄文の施された土器を概観してみよう。
２）

一般に、曾利式土器の縄文はＲＬの単節縄文が多いと言われている。これにたいして加曾利Ｅ式土器の中には複

節のものが見られる事があるが、曾利式土器では複節のものはほとんど見当たらない。ところが、異段の縄文がし
３） ４）

ぱい員見…居沢尾根~昔立竪穴鳶'1'：榊附#'i'ｔ
がある。居沢尾根例は異段の縄文で前前段が反の撚りとなっている。姥神例は直前段が反の撚りで、釈迦堂のＳ－

Ⅲ区ＳＢ－４３では全く反対のものが出ている。

この他にはＳ－Ⅲ区ＳＢ－３７（第l351Xl-6）で『釈迦堂Ｉ』のＳ－Ⅱ区（第47図－９）のところで特異な縄文と

したものが一個体分出土しており、それは（皮）紐状の堅いものを撚りＬとしたものである。これは繊維の方向が

不明だが、前期にやはり似たようなものがあるものは、粗い繊維の方向が判るものもある。

このように曾利式土器の縄文もまた加曾利Ｅ式士器とは違った様相を示しており、今後とも充分注意を払う必要

がある。

註

l）山内清男１９７９「日本先史土器の縄紋」

2）米田明訓１９７８前掲書
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3）青沼博之ほか１９８１「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書」－原村その４－

４）櫛原功一１９８７「姥神遺跡」大泉村埋蔵文化財調査報告第５集

第２節集 落

第１項各期の集落

三口神平地区の縄文集落は半月形をなしているが、これはあくまで曾利新式期の状況で他の時期ではまた別の集
ｌ）

落形態をなす。かってこの釈迦堂の縄文集落について発表する機会に恵まれたことがあったが、整理事業の進展に

伴い前回のものにいくつかの修正を加えなければならないこととなってしまったことを、あらかじめ断っておきた

いと思う。

土器の概観で触れた土器型式にそって各時期の住居群の在り方を述べてみたいと思う。なお釈迦堂の場合特に曾

利式期の住居にあっては、炉吐のみをもって住居としたものが多く、時期決定に苦慮したものが多いのも事実である。

釈迦堂Ｚ２式期

これは関東地方でいう下吉井式期にあたる。住居杜がＳ－Ⅲ区ＳＢ－４７、５２、lO2、lO7、１０８，１１０，１１２、Ｓ－Ⅳ

区ＳＢ－５４、５７，５９の10軒検出されている。このなかで、出土遺物も豊富なのはＳＢ－４７である。これらの土器群

はかならずしも、同時期ではなくおおむね二時期に分離されることは先にものべた通りである。

これらの集落の特徴はほぼ等高線にそってブロック状にまとまっていることである。なおここから約250ｍ離れ

た塚越北Ａ地区（Ｓ－Ｉ区）には釈迦堂Ｚｌ式とした住居が３軒以上は存在する。このＺｌ式期をもってＳ－Ｉ区

の集落は終わり、この三口神平地区に移動してきたものと思われる。

五領ケ台式期

この時期の集落として、集落景観がほぼ推定できるものはほとんど無いのではないかと思われる。筆者の知る限

り大泉村天神の該期５軒というのが良い例である。これとて住居杜出土の土器の細かな分析が発表前なので確定的

なものではない。釈迦堂では塚越北Ａ地区で五領ヶ台Ⅱａ式のＳＢ－２３と塚越北Ｂ地区（Ｓ－Ⅱ区）で五領ヶ台Ｉ

式期に相当するいわゆる踊場系土器の第１段階のものはＳＢ－０４、第２段階のものはＳＢ－０３、０６、第３段階のも

のはＳＢ－０７という状況である。この第３段階はあるいは五領ヶ台Ⅱａ式期と併行するものかもしれない。つぎに

三口神平地区ではＳ－Ⅳ区ＳＢ－４１、４７，４８，４９，５１の住居がある。このうち４７，４８，４９，５１はほぼ同一床面の近

接した炉吐なので、あるいは五領ヶ台式期特有の住居形態である一住居に複数の炉吐という場合も考えられる。む

しろこの場合はそのほうが適切かとも思われる。そうした場合であってみても、この地区では五領ケ台Ⅱａ式期２

軒ということになる。こうして見てくると五領ヶ台式期の集落というのはｌ～２軒が点在していたことになってし

まう。もちろん調査区外に住居のある可能性は充分に残されているのは言うまでもない。

格沢式期

この時期は山梨県下にはいままで住居の発見例はなく、その様相は断片な資料に頼らざるを得なかった。釈迦堂

ではＳ－ｍ区でＳＢ－２０、Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－０６、７３があるのみである。しかもこれらは、格沢式第３段階に位置す

るものと思われる。これは五領ヶ台式期からの集落形態を受け継いだものであろうか。しかしながら、他の神谷原

や木曾中学校では中期的な集落形態をなしているので、釈迦堂の場合も調査区外にその可能性を残している。

新道式期

新道式土器は釈迦堂の住居祉別の観察によれば、おおよそ３段階に区分される。第１段階に位置するものはＳ－

Ⅳ区ＳＢ－５３および81である。８１は同時期か新しい傾向にある。次の第２段階は桂野平石例を指標としたが、釈迦

堂では資料に恵まれていない。８０がおそらくこの時期であろうが、やや新しい傾向を示す。第３段階はＳ－Ⅲ区Ｓ

Ｂ－９５の資料を指標とした。新道式期最終末の時期でＳＢ－９５のように純粋に新道式土器のみが出土する例は稀で

ある。しかもＳＢ－８４の藤内式期とは重複関係をもつものである。この集落景観もまた点在的である。第３段階に至っ

てＳ－Ⅲ区ＳＢ－９５、１１１，７８，１８、Ｓ－Ⅳ区ないし69をくわえれば、散在的ではあるが、おおきな環状をなす。こ

－２４１－



こにはじめて釈迦堂に環状集落が誕生したのである。

藤内式期

藤内式の集落は三口神平地区のＳ－Ⅲ区ＳＢ－４９、８４，８７，１００、ｌＯ６Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－３２、５２がある。また、塚

越北Ａ地区でＳＢ－４７、５１，３１，０１，１０，４０，２９，０４があり、野呂原地区で４，５，１３，１７，２０号住がある。この時

期は釈迦堂遺跡群全体に住居が展開した時期なのである。言うまでもなく藤内式土器は２段階に分離されるが、こ

うした広域間における各住居がどのような関係にあったかまた大きな問題である。

塚越北Ａ地区では『釈迦堂Ｉ」において、ＳＢ－０４、１０，４０，５１が第１段階のもので、三口神平地区に至ればＳ

Ｂ－８４、１００、あるいは87で、Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－５２がこれに当たろう。野呂原地区では４，５，１７がこの時期であろ

う。もちろんこれらの中にも多少の時間差及び系統差があるように思われる。たとえば、Ｓ－Ｉ区のＳＢ－ｌＯなど

は縦区画文土器が主体を占め、これに対してＳ－Ⅳ区ＳＢ－５２や野呂原地区には新道式的なキャタピラ文十波状沈

線を文様要素としてもったものが多い。

つぎの第２段階のものは塚越北Ａ地区でＳＢ－０１、２９，３１，４７がある。三口神平地区でＳ－Ⅲ区ＳＢ－４９、lO6は

不明、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－３２がこれにあたる。野呂原地区の13,20号住は時期決定が困難である。１７と２０は近接してい

るので一般的には別時期のものであろう。そうして見て来ると藤内式期の集落もまた３～４軒の住居が各地区に環

状と言えないまでも環状様に存在していたことが知られる。

井戸尻式期

井戸尻式土器の分類の困難さについては、先にも触れた通りである。三口神平地区で該期の住居はＳ－Ⅲ区ＳＢ－

３６、４８，３３，２６，３５，３８，０９、２９－２，６５があり、Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－ｌ８、４０，３４，６０，８４野呂原地区では７，１０，１５，

１９，２０若住がある。三口神平地区では曾利式の住居によって撹乱はされているが割合と多い数である。これらのう

ち、時期決定をできる住居はごく少ない。井戸尻Ⅲ式に相当するものから抽出するとＳ－Ⅲ区ＳＢ－３６であろう。

この資料は一の沢西４号住と近い。野呂原地区の１０号住の資料は最終末のもので、曾利古ｌ式のものをいくつか含

んでいる。こうした状況は井戸尻Ⅲ式の標識資料とされた井戸尻３号住の土器群と同様である。ＳＢ－３５の資料

は中に関東系の円筒形土器を含んでいる。この釈迦堂では井戸尻Ｉ式土器の典型とされた中帯文土器はほとんどな

いようである。その代わり、Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－３５（第117図－４０，４１）のような土器が存在するようである。これらは

関東と中部をつなぐ土器の可能性がある。

さてこの井戸尻式期の住居群をあえて２時期に分離すれば、つぎのようになる。井戸尻Ｉ式期は三口神平地区Ｓ－

Ⅲ区ＳＢ－４８、３３，３５、Ｓ－Ⅳ区40,83がこれに相当しよう。井戸尻Ⅲ式期はＳ－Ⅲ区ＳＢ－３６、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－３

４がこれにあたる。また時期決定のできないものがＳ－Ⅲ区ＳＢ－２６、０９，２９－２，６５、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－６０である。

井戸尻式については、一の沢西や上野原の調査により、その内容が知られるようになってきたが、Ｉ式について

は山梨県下の資料の増加をまって検討したいと思う。

曾利式期

曾利式期の住居は123軒を上回る数である。しかも重複が著しく、その時期判別には苦慮するところが多かった。

そこを敢えて判別したものも含めて、曾利式期の集落の変遷を概観してみたい。

曾利古式第１段階

Ｓ一Ⅲ区ＳＢ－６４、６８．６９、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－６４、７０，７５の５軒がある。これらはいずれも埋髪を根拠に時期決定

をしたものである。このほかに炉形態や住居形態から、この時期のものと思われるものもいくつかある。

曾利古式第２段階

この時期になるとようやく住居が増加してくる。Ｓ－Ⅲ区でＳＢ－７０、３９，２１，５０，２９－３、Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－ｌｌ、

１０，１７，２１，５０，３３，６５の１２軒がある。また、Ｓ一Ⅲ区ＳＢ－９４、９９などがこれらと関係あるかも知れない。

曾利古式第３段階

この時期はＳ－Ⅲ区ＳＢ－９６、３０，２４、Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－０４、０７，６３の６軒である。とくにＳ－Ⅲ区ＳＢ－９６は

炉体土器に曾利古式第１段階のものを使用しており、型式分類の困難性を示している。

－２４２－



曾利新式第１段階

この時期の住居はＳ－Ⅲ区ＳＢ－ｌＯ５、４４，８０，６６、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－２０、５６，５５の６軒である。この時期は曾利新

式期として安定した時期である。

曾利新式第２段落

この時期の住居はＳ－Ⅲ区でＳＢ－５７、３７，４３，４１，４０，４２がこれに当たり、Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－８３上層遺物がこ

れに当たり、これも加えて６軒という数である。

曾利新式第３段落

この時期の住居はＳ－Ⅳ区ＳＢ－ｌＯ９、１１３，０５，６０、Ｓ－Ⅳ区でＳＢ－４４がこれにあたり、５軒となる。

曾利新式第４段階

この時期の住居はＳ－Ⅲ区ＳＢ－０４、４６，７５，８５，９３，５９、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－０１，７８，Ｎ－Ⅳ区ＳＢ－０１がこれに

当たり９軒となる。ＳＢ－４６は、埋妻からこの時期とした。

曾利新新式期

この時期の住居はＳ－Ⅲ区ＳＢ－ｌ７、２２，５５がある。これに柄鏡形のＳＢ－８５などが加わり、３軒以上の住居が

存在したのであろう。

以上、曾利式の土器編年にそって集落の変遷を追って見たが、全般を通してみれば、集落の中心に広場が存在し

たのであるが、個々の時期に於ける住居は広場という意識が存在したかどうか疑われる。ただ、Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－９３

のように住居の出入口部が広場の方向を向いており、なんらかの意識は存在したが、広場を中心として住居群が巡

るという縄文集落のイメージは薄れるようである。ただこの時期決定した住居の他に、決定し得なかった住居もあ

り、今後の課題とするところである。

また、曾利式期の集落も他の時期に比較して、格段と住居数が多いとは思われないので、土器型式の細別をさら

に検討しなければならないことは言うまでもない。

註

l）日本考古学協会・日本考古学協会山梨大会実行委員会編１９８４「シンポジウム縄文時代集落の変遷」「日本考古学協会昭和59年

度大会資料・発表要旨』

第２項住居杜について

釈迦堂ではおおくの住居杜を検出している。各時期ごとにそれぞれ特徴が認められる。例えばＳ－Ⅳ区ＳＢ－３２

のような６柱穴で、五角形の炉をもつ藤内式期の代表的な住居もあるｄ特に曾利式期に限ってみれば、ほぼ一定の

住居プランを示しているように思える。それはＳ－Ⅲ区ＳＢ－６６に見られるような５本柱穴の住居である。これは

基本的に円形プランに４本柱穴があれば十分であるのに、炉吐の北にｌ柱穴がある。該期の炉吐は住居の北側に偏

在し、炉祉の北側の空間はすでに居住空間ではない部分にｌ柱穴が設置されるのである。この柱穴の意味は本来的

な上屋構造を支えるための柱の穴なのか、問題の残るところである。

こうした観点で釈迦堂の住居杜を見て行くと、いくつかの住居に５本目の柱穴のないことに気づかされる。たと

えばＳ－Ⅱ区ＳＢ－０５および、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－５５，５６，３３がそうであり、ＳＢ－７８もその可能性が大である。不思

議なことにＳ－Ⅲ区ではこうした事例はみあたらない。ただＳＢ－４３および39はあるいはないかもしれないが、い

ずれも大事な部分に重複関係があり、明確ではない。

こうした不安定な資料は除くとして、地域的な分布の偏りと言ったものが見いだされる。時期的には曾利新式期

の時期に限られるようである。

曾利式期の住居が三口神平地区において対照的な状況を呈していることについては、土器説明の部分で述べたが、

住居プランについても同様なことが言えそうである。たとえばＳ－Ⅲ区ＳＢ－７２とＳ－Ⅳ区ＳＢ－７８の事例、Ｓ－

Ⅲ区ＳＢ－７１とＳ－Ⅳ区ＳＢ－５５の関係があげられる。曾利古式期ではＳ－Ⅲ区ＳＢ－９６とＳＢ－ｌｌがともに荊囲

－２４３－
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挿図８釈迦堂Ｓ－Ⅲ区Ｓ－Ⅳ区Ｎ－Ⅲ区Ｎ－Ⅳ区釈迦堂Ｚ２式期の集落
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挿図１１釈迦堂Ｓ－Ⅲ区Ｓ－Ⅳ区Ｎ－Ⅲ区Ｎ－Ⅳ区新道式期の集落
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埋要炉である。他に土鈴について見ても比較的対照的な状況を呈しているように思われる。

こうした対照的な状況が住居関係のいかなる関係を示しているのかは、集落論とあいまって考究されなければな
’）

らないが、民族学で言うところの双分制の直接的な導入には、先に示した曾利式土器の細別と時期別集落からは、

多くの時間を必要とする。

註

l）長崎元震１９７７「中部地方の縄文時代集落」「考古学研究』２３－４ここで長崎氏は中期後半の集落に双分制があったことをのべ

ている。筆者は土器型式論を基準とした同時性の住居群一集落論を何らかの方法で止揚しなければ、双分制論は論議されないも

のと考える。

第３項住居の埋没について
ｌ）

住居の埋没過程については、吹上パターンが特に著名である。つまり、

ｌ、住居吐の廃絶。

２、廃絶された住居並の凹地に完形土器を遺棄する。

３，廃絶された住居jzltの凹地に貝殻を遺棄する。
２）

４，３つの所業は土器の一型式内に於いて各々時間的に独立し、１，２，３の順序でなされる。

５、吹上パターンは縄文時代にかなり普遍性がある（前期の米島貝塚、中期の吹上貝塚）。

６、吹上パターンは単なる遺物、住居杜の出土状態、埋没状態にとどまらず、縄文時代に於ける人間集団が果たし

た所業の一つの（型）パターンにまで止揚して認識されるべきものである。

７、吹上パターンを時間的にも追跡することによって、縄文時代のより深い理解へと進むことが可能であろう。

と説明されている。ただし石器の項では「土器が吹上パターンを示すのと対照的で、石器は吹上パターンに該当し
３）

ないことを意味する｡」と述べ、この吹上パターンが土器の遺棄と貝殻の遺棄を中心に設定されたことを明らかに

している。

さて釈迦堂の吹上パターンに類似する住居をあげてみると、藤内式期の住居に多く見られる傾向がある。Ｓ－Ｉ

区ＳＢ－ｌＯ、Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－８４、Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－３２などに見られる。そのなかで、プラン確認時から吹上パターン

であろうと予測して発掘を進めたＳ－Ⅳ区ＳＢ－５３の事例をあげながら、釈迦堂におけるこの問題を見てみたい。

というのは小林達雄氏の言うようにこの問題を抜きにしては縄文時代への理解は進まないと思うからである。

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－５３は深さ約130センチという特に深い住居吐であった。この住居杜埋没後に土器すてばＢ

の対象区域となり、その時期においてもやや窪地を呈していたらしく、１Ａ層がその層で土器第375図－９５，９６が

ここから出土している。第304図にもセクション図を示したように、Ｉ層がいわゆる第二次埋没土で黒色を呈し、

Ⅱ層が第一次埋没士で黄色を呈し、壁の土層とほとんど変わらない土居であった。当初から良好な埋没状況が期待

されたので、セクションベルトを傾斜方向に残し、Ｉ層のみ掘り進めるという方法をとった。従って深い住居杜を

円錐形に掘りくぼめる結果となり、傾斜地で作業することになり苦慮した。こうした住居内の土層を上から剥がし

て行く方法は１Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆの順に進めることで調査進行時では層位の確認がなかなかむずかしい。特に

土居の色調はその日の条件に左右されやすい。そこでこうした環境にも左右されない、誰の目にも明白なＩ層とⅡ

層を基準にＩ層の出土遺物をＮｏ．ｌから付け、Ⅱ層の遺物をＮｏ．lOOOから付けて作業を進めた。

なお、この住居北は深さもさることながら出土遺物の面でも、土器が復元したもので54個体、土偶が27点、土製

円盤が30点、石器は全体的に多いが特に打製石斧は212点を数える。こうした異様に出土遺物の多い住居杜は普遍

性に欠け、議論の対象としては問題も残るが、土器の接合関係をみれば、第一次埋没土と第二次埋没土の遺物は接

合する。特にＳＢ－８３の炉体土器（第380図－２）は炉体土器と第一次埋没土（Ⅱ層）と第二次埋没士（Ｉ層）の三

つの違った出土位置のものが接合する。こうした土器の接合関係はなにを示すかと言えば、それは第一次埋没土と

第二次埋没士の同時性を示すのではあるまいか。従来この第一次埋没土と第二次埋没土との関係が論議されている

－２６０－



が、人為推積にしる自然推積にしるその説明はあまりに概念的で具体‘性に乏しいものであった。幸い釈迦堂のＳ－

Ⅳ区ＳＢ－５３では第一次埋没土中にも遺物が豊富でこれを説明できた。一般には第一次埋没土にはほとんど遺物を

含まないのである。

この第一次埋没土をどう考えるかで、縄文時代の社会像は大きく異なる。この第一次埋没土を自然推積と考えた
４）

末木健は「人々は集落外、即ち移動の結果、別地域に居住していたことが想定される。吹上パターンはこの移動、

及び再来という人間行為の中で理解されなければならないであろう。」と言うのである。末木氏の考えを受けた
５）

石井寛氏は港北ニュータウンの調査成果に基付いて「一土器型式でしめされる期間内においても移動行動が存

在する」と言い縄文人の頻繁な移動行動を主張している。
６）

しかし、吹上パターンに限った場合第一次埋没士が人為推積であれば、山本腫久氏が強調しているように、これ

らの説は成り立たなくなる。先にふれた釈迦堂ＳＢ－５３では明白に第一次埋没土は第二次埋没土と同時期である。

即ち人為堆積ということになる。筆者もまた山本氏と同様縄文住居における周堤の存在を確信している。末木氏は
７）

最近周堤を全面否定はしていないが、氏のいう周堤を想定させるような壁外柱穴というものは、住居の構造上遺構

として残存しないのであろうし、また吹上パターンにおける周堤の埋め戻しを想定すれば、壁外柱穴は検出できないも

のと思われる。そして、この周堤こそが、第１次埋没土と考えられるのである。

周堤は縄文時代のいつごろから存在するかという問題も生じてくる。吹上パターンと周堤を合わせた考えに従えば、

前期からということになろう。また周堤はこれを構築することによって、竪穴住居を掘り込んだ土の処理を容易にする。

ただし周堤にはローム層のような硬化しやすい土壌を用いるものと思われる。それゆえ、住居の壁際にはしばしばロー

ムブロックなどが見られる。さらに周堤を構築することによって住居空間を大きく広げるという効果も出てくる。結果

的により深い住居を構築したことになる。

ところで、小林達雄氏によって提唱された吹上パターンは末木氏の移動の所産としての吹上パターンで新たな一段階

を迎え、石井氏によってさらに積み重ねが行われた。ここに別の観点から山本氏によって別の新たな一段階が構築され、

これは氏自身によって補強されている。いずれにしろ今後とも吹上パターンはつねに検証されなければならない。

小林氏によって、セトルメント・パターンＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆの６種が示されている。このセトルメント・パター
８）９）

ンが一定の領域のなかに存在していることが秋山氏や宮崎博氏によって具体的に論じられている。こうしたことを

考え合わせれば、移動をことさら強調するよりも、それは「定住」のなかで理解すべきではなかろうか。移動を繰

り返す集団に果たして拠点的集落のセトルメント・パターンが存在するものであろうか。特に釈迦堂のような土器

すてぱをもつセトルメント・パターンＡの集落は土器すてぱに生活時の廃棄行為を繰り返していたのであり、こう

した集落をも移動の一環とは理解しがたい。筆者は一土器型式の時間内において、このようなセトルメント．パター

ンがいくつもあること自体が、基本的には採集狩猟経済段階にある縄文中期の「定住」であると考えている。

註

l）小林達雄ほか１９６５「米島貝塚」

2）これは後に様式と変更されている。小林１９７４「縄文世界における土器の廃棄について」「園史畢」９３

３）後に石器は土器と同様に吹上パターンの中に含まれるようである。

4）末木健１９７５「縄文時代中期の土器の廃棄について」「史綾」５

５）石井寛１９７７「縄文社会における集団移動と地域組織」「調査研究収録」２

６）山本腫久１９７８「縄文中期における住居祉内一括遣存土器群の性格」「神奈川考古」３

７）末木健１９８５「土器廃棄と集落研究」『論集日本原史」氏はここで肯定する方向に向いている。

8）秋山ほか１９８５前掲書

9）宮崎博１９８６「土地と縄文人」「物質文化」４７
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第４項埋萎について

埋尭とは言うまでもなく、縄文前期より認められる埋設された土器のことで、土器とほぼ同じ大きさに掘り込ん

だ中に埋設され、土壌に埋設された土器とは区別される。住居杜の内側に埋設されるものを屋内埋尭、住居吐外の
ｌ）

ものを屋外埋尭と呼ぶことが多い。山梨県下では現在のところ中期の五領ヶ台式期から認められている。

釈迦堂では中期の藤内式期から認められ、やはり中期後半の曾利式期のものが多く、それも屋内埋尭が多い。曾

利式期の住居杜が123軒検出されており、その約％の37軒に埋婆が検出されている。その他に埋妻のみで単独

に検出されたものの中にも、おそらく住居杜に伴うものと思われるものもあるが、全般的に埋妻の検出率は多くはない。

ところで、埋尭は遺跡によって違いが認められ、中には埋尭をほとんど持たない集落というのもあるから、まず、

埋婆の分類をすることによって、釈迦堂の集落の性格の一端を明らかにしたいと思う。
２）

埋妻の分類基準

ｌ場所

０不明Ｉ屋内出入口部Ⅱ屋内その他Ⅲ屋外

２埋妻の状態

Ａ不明Ｂ正位Ｃ逆位Ｄその他

３埋尭の底部の状況

０不 明ｌ底有２底穿孔３底抜４底 欠

４埋斐の口辺部の状況

ａ不明ｂ口辺部完存ｃ口辺部一部欠損ｄ口辺部斜位欠損ｅ口辺部水平欠損

５石蓋の有無

０無ｌ有

としておきたいと思う。前回筆者が設定した時点より、口辺部の状況と山梨県下でも石蓋が、思わずも自ら調査し

た釈迦堂のＳ－Ⅳ区ＳＢ－７８で検出するに及んで、石蓋をも分類に含めて考えておきたいと思う。そこで、山梨県

下の地域別に主に住居吐出土の埋尭について、この分類基準に従って一覧表を作成してみた。すると、八ヶ岳南麓

地域とこの釈迦堂の位置する甲府盆地東部の地域では歴然とした違いがあることに気が付く。
３）４）５）６）

八ヶ岳南麓地域ではここに挙げた柳坪、頭無、姥神、根小屋、中原の各遺跡において、遺跡差を越えて正位の底

部欠損のものが多いのである。これに較べて釈迦堂や北堀では低い割合ながら、逆位の埋妻が見られるのである。

特に住居吐出入口部の底部穿孔埋斐は八ヶ岳南麓地域では現在のところ皆無である。また長野県に近いのにも拘わ
７）

らず、石蓋の検出も現在のところない。釈迦堂では僅か一例のみだが石蓋がある。郡内地域はといえば、逆位の埋
８ ）９）

婆がやはり比率はすぐないが認められる。また久保地12号住には逆位底部穿孔埋婆が認められ、住吉の２号住で好

資料がある。久保地33号住でははっきりとした石蓋がある。また埋婆に近接して立石、石棒類が１４，２３，３３住で見

られることは注目される。こうした例は釈迦堂ではｌ例、八ヶ岳南麓では姥神の11号住に認められる。なお、釈迦

堂では埋妻と吊手土器はＳ－Ⅱ区ＳＢ－０５、Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－０５、ＳＢ－ｌＯ３、Ｓ－Ｖ区６号住でも伴出しないが、
１０）

八ヶ岳南麓では、柳坪11号住、柳坪Ｂ地区１０号住には破片、姥神16号住の各住居で吊手土器が出土している。根小

屋の１号住には埋妻がない。

以上八ヶ岳南麓と甲府盆地東部との違いに注目してきたが、埋妻分類基準の各項目を円のなかにある一定間隔で
１１）

取り、それらを結び付ける方法で各遺跡における「型」をみてみると、意外にもある共通した型があることに気が

付く。それは頭無に代表されるＩＢ４ｂＯという型である。それは出入口部正位底部欠損の口辺部完存の石蓋なし

という型である。この型は釈迦堂Ｓ－Ⅲ区でも、都留市久保地でもみられる埋尭の基本的な型であると言えよう。
１２）

また、先に筆者はＩＣ２という分類の出入口部逆位底部穿孔埋尭を他地域との比較から甲斐型とした。これに加え

て今回のＩＢ４ｂＯを「頭無型」としてみてはどうであろうか。前回の分類と項目が増え、項目増やせば増やすほ

どその違いが明瞭となるが、これをＩＢ４と言う分類に留どめておけば、各遺跡に殆ど共通した埋斐の型と言うこ

とができる。釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ではこの頭無型が顕著であるが、釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ではＩＢ１、ＩＢ３のそれぞれの型

－２６２－



註

l）新津健・米田明訓ｌ９８４山梨県埋蔵文化財センター「年報』１

２）小野正文１９８２「底部穿孔埋髪小考」「甲斐の地域史的展開』磯貝正義先生古稀記念論文集

ここで、筆者は同様な分類を行ったことがあるが、記号化と口辺部の分類に問題が生じたので、新たに上記のような分類を試みた。

末木健編１９７５『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』北巨摩郡長坂．明野．韮崎地内

櫛原功一１９８７『姥神遺跡」大泉村埋蔵文化財調査報告第５集

平野修１９８５「根小屋』

末木健編１９７４『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書」北巨摩郡小淵沢町地内

3）

4）

5）

6）

7） 須玉町の川又南遺跡の12号埋婆には石蓋があるらしいが、これは屋外埋髪である。

山路恭之助’986『川又南遺跡』須玉町埋蔵文化財調査報告第３集

岡本勇ほか’986『都留市史』資料編地史・考古

奥隆行編１９７６『住吉遺跡」

米田明訓編１９８６『柳坪遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第13集

こうした図化は項目と目盛りの取り方によって違いが明白となる。

ｊ
ｊ
１
１
１

８
９
皿
ｕ
ｕ 前回の分類ではＩＡ２である。

－２６３－

もあり、いくつかの型が併存する遺跡であることを物語っている。これは事例が少ないが、北堀にも言えることで

ある。
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挿図２４埋雲分類型図（１）
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９

1０

Nｑ 遺 跡鰯

都蹄i:,久保地１号住

都留市久保地･１．号住

都留市久保地５号住

都留粥久保地６号住

都留巾久保地１２号住

都留市久保地13.号.f1：

都留市久保地１４．号且：

都留市久保地23号僻

都留市久保地33号住

住吉2号住

住吉２号住

分類

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

時期

新
折
新
斬
新

利
利
利
利
利

曽
曽
前
簡
曽

新
斬
新
斬
新
新
折
新

Ｉ
り
り
１
１
１

矛
乎
》
志
矛
一
本
ｆ

利
利

曽
曽
曽
騨
曽
曽
曽
韓

備 考

2個体接近して

炉の北に底部のみ､12雌設

石蓋か？

接近L診て小さな立石あり

両側d二接近して石棒あり

f:蓋あり、東側に接近して、立石と角柱あり



－２６６－

釈迦堂埋妻一覧表

No. 遺跡名 分類 時期 備 考

９
０
．
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｕ
過
皿
喝
蝿
Ⅳ
焔
⑲
釦
皿
犯
お
型
弱
妬
”
詔
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－０７

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－ｌ７

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－２１

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－２４

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－３７

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－３９

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－４３

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－４４

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－４６

釈迦堂Ｓ－ｍ区ＳＢ－４９

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－５７

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－５９

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－６０

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－６４

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－６６

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－６８．６９

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－８０

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－８４

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－８７

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－８９

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－８８

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－９３

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－９６

釈迦堂Ｓ－ｍ区ＳＢ－ｌｏ９

釈迦堂Ｓ－Ⅲ区ＳＢ－ｌｌ３

第193図ｌＶ－７

第193図２Ｒ－６

第193図３Ｎ－３

第193図４Ｓ－７

第193図５ＳＫ－２３

第193図６１－５

第193図７Ｈ－ｌ７

第193図８

第193図９

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－０１

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区SB-04

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－０７

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－ｌ２

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－２０

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－２１

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－２３

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－２８

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－５６

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
〈
Ｕ
Ｏ
Ｏ
ｎ
〉
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
，
〉
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ

Ｃ
Ｃ
ｅ
、
。
‐
、
，
，
‘
、
ｅ
ｅ
ｅ
１
Ｄ
ｃ
ｃ
Ｃ
ｅ
ｅ
‐
、
‐
．
『
ｄ
Ｃ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
‐
。
‐
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｅ
‐
．
‐
，
、
．
‐
ｂ
‐
、
Ｏ
ｂ
ｅ
ｅ
ｅ
３
ｑ
‐
Ｄ
Ｃ
ｃ
ｃ
ｅ
１
Ｄ
和
．
Ｃ
可
．
ｅ

ｌ
４
３
４
２
２
４
３
３
３
１
１
２
１
１
２
４
４
３
４
１
１
４
１
１
４
４
３
１
４
４
２
２
４
４
４
４
４
２
４
３
４
１
４
４
４
４
２

（
Ｕ
Ｒ
〕
ロ
〕
［
ら
（
し
（
し
Ｒ
〕
〔
、
〔
ｂ
（
ロ
ロ
〕
［
ロ
（
し
、
、
〔
、
（
し
［
、
ｎ
ｂ
Ｒ
言
ｂ
〔
、
〔
ロ
（
じ
、
、
（
Ｕ
（
し
（
し
〔
ｂ
［
ｂ
［
じ
〔
ロ
（
し
（
し
声
、
〔
巳
〔
ロ
、
，
（
ｂ
（
し
〔
ｂ
［
、
、
、
〔
ロ
〔
Ｕ
［
ロ
ｎ
ｂ
、
ロ
両
Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
、
型
－
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

新
Ｅ
古
古
新
新
古
新
新
新
内
新
新
新
新
古
新
新
新
新
内
内
新
新
新
古

利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利
利

曽
加
曽
曽
曽
曽
曽
曽
曽
曽
藤
曽
曽
曽
曽
曽
曽
曽
曽
曽
藤
藤
曽
曽
曽
曽

曽利新

曽利新

新道

井戸尻

く

藤内～井戸
尻

古
古
新
Ｅ
Ｅ
噺
噺
Ｅ
佑

利
利
利
禾
禾
禾

曽
曽
曽
加
加
曽
曽
加
曽

利
新
新
古
Ｅ
Ｅ
古
新

利
利
利
利
利

曽
曽
曽
曽
加
加
曽
曽

SB-07に伴うものではなかろう。

この住居に伴うものではなかろう

並んで加Ｅの埋妻あり。

｝直列して検出

埋尭の中にミニチュアあり

炉北の埋嘉

土壌の中の石囲の中に埋設

｝二個体直列

埋尭炉であろう

埋尭炉であろう

埋要？

単独埋尭か？

住居辻に伴うものであろう。

住居杜に伴うものであろう。

あるいはＳＢ－２１に伴うものか。

あるいはＳＢ－５９に伴うものか。

○

あるいはＳＢ－２４のものかｏＳＢ－２４には炉北にも埋要あり。

これはＳＢ－２１とは別の住居であろう。

全壊しており通常の埋尭とは違う。



甲府盆地東部、南部

－２６７－

NＯ 遺跡名 分類 時期 備 考

２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

１

1１

1２

１３

１４

一宮町北堀44号住

住
住
住

ロ
呑
口
万
ロ
万

８
９
１

５
５
６

堀
堀
堀

北
北
北

町
町
町

｛
呂
｛
呂
｛
呂

一
一
一

一宮町北堀１号単独

一宮町北堀２号単独

境川村一の沢西

中道町上野原

中道町上野原１号単独

中道町上野原２号単独

中道町上野原３号単独

中道町上野原４号単独

中道町上野原５号単独

勝沼寺平２号住

０
０
０
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｅ
Ｃ
、
．
ｅ
ｅ
ｅ
‐
，
ｅ
‐
，
、
。
Ｃ
ｅ
‐
，
ｅ

４
１
４
３
１
４
４
４
１
４
４
４
４
１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ

Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ

新
新
新
新
新
新
新

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

苗
臼
歯
巳
菌
国
誼
日
堂
己
苗
白
歯
臼

五領ケ台

曽利古

井戸尻

曽利新

曽利新

井戸尻

井戸尻

井戸尻

曽利新？

ピットに底部のみ半埋設

底部の一部を欠く

底の部分のみ欠損

半壊している

五領台式の単独埋要？

炉祉の北西にあり

中に扇平な石が突き立つ

土塘か？

半壊している。石がかかる。

No. 遺 跡名 分類 時期 備 考

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区SB-64

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－７０

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－７５

釈迦堂Ｓ－Ⅳ区ＳＢ－７８

第459図’

第459図２

第459図３

第459図４

第459図５

第459図６
第459図７

第459図８

第459図９ＳＫ－０９

第459図1０

第459図lｌＦ－６

第459図１２

第459図１３

第459図１４
第459図1５

釈迦堂Ｎ－ｍＳＢ－０１

釈迦堂Ｎ－ｍＳＫ－０５

釈迦堂Ｎ－Ⅳ区ＳＫ－０６

０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
〈
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

１
ｄ
１
ｄ
，
０
ｅ
１
Ｄ
‐
ｑ
Ｃ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｅ
ｅ
Ｃ
‐
、
ｅ
‐
．
‐
ｄ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

４
４
４
４
３
４
３
１
２
４
４
・
１
１
１
４
４
４
４
１
４
４
４

〔
ｂ
ロ
〕
ロ
〕
戸
、
〔
ｂ
（
し
（
し
［
ｂ
（
し
戸
Ｄ
両
，
［
、
［
ｂ
病
ロ
（
し
（
ｂ
［
、
（
Ｄ
ｎ
Ｄ
、
，
（
し
（
し

０
０
０
０
０
０
０
ｍ
Ⅲ
０
０
０
０
０
０
１
帝
山
、
皿

Ｔ
１
Ｔ
上
ヤ
ー
Ｔ
ｌ
Ｔ
１

古
古
・
古
古
Ｅ
尻
古

利
利
利
利
戸
利

曽
曽
曽
曽
加
井
曽

古
古
古
古
古
新
古
新

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

幽
臼
飴
臼
歯
臼
歯
己
越
国
幽
画
苗
白
錨
画

ワ

曽利

〃

曽利新

曽利新

加Ｅ

曽利古

埋斐の残欠。中に骨片あり
埋妻の残欠。中に骨片あり

縦半分を失っている。

隣に立石あり。石蓋あり。

埋尭炉であろう。

逆位低部穿孔と埋発の一種であろう。

中から土製円盤３、土製薄円盤1０

｝直列しており、住居杜に伴うものであろう。

ＳＢ－ｌ４に伴うものではなかろう。

屋外埋尭であろう。

おそらく住居辻に伴うものであろう ０

おそらく住居辻に伴うものであろう。

おそらく住居i''二に伴うものであろう ０

おそらく住居杜に伴うものであろう。

おそらく住居杜に伴うものであろう。

円形プランの内側にある。

土器すてばの単独埋尭

単独の屋外理髪



－２６８－

八ケ岳南麓

NＯ 遺跡名 分 時期 備 考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
lｌ

ｌ２

３
４
１
１

1５

６
７
８
９
０

１
１
１

１
２

2１

ワ
〕
ｎ
ｄ
４
＆
５
６
７
（
ひ
Ｑ
Ｊ
０

ワ
』
ワ
］
ワ
】
ワ
】
ワ
〕
ワ
〕
ワ
］
ワ
】
ハ
。

３１

3２

３３

３４

３５

３６

長坂町柳坪Ａ地区１号住

長坂町柳坪Ａ地区２号住

長坂町柳坪Ａ地区10号住

長坂町柳坪Ａ地区１５号住

長坂町柳坪Ｂ地区３号住

長坂町柳坪Ｂ地区１０号住

長坂町柳坪Ｂ地区12号住

長坂町柳坪Ｂ地区１４号住

長坂町柳坪Ｂ地区15号住

長坂町柳坪Ｂ地区16号住

長坂町柳坪Ｂ地区23号住

長坂町柳坪Ｂ地区24号住

住
住
住
住
住
住

口
万
ロ
呑
口
万
ロ
呑
口
呑
口
言

２
３
４
５
６
７

鉦
州
鉦
へ
鉦
へ
鉦
“
鉦
皿
鉦
へ

頭
頭
頭
頭
頭
頭

町
町
町
町
町
町

坂
坂
坂
坂
坂
坂

長
長
長
長
長
長

長坂町頭無１０号住

長坂町頭無12号住

長坂町柳坪14号住

長坂町柳坪11号住

長坂町柳坪16号住

長坂町柳坪48号住

大泉村姥神11号住

大泉村姥神12号住

大泉村姥神13号住

大泉村姥神14号住

大泉村姥神１６号住

大泉村姥神17号住

大泉村姥神20号住

大泉村姥神21号住

白州町根小屋３号住

白州町根小屋５Ｃ住

白州町根小屋５Ｂ住

小淵沢町中原５Ｊ住

？
。
？
．

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
，
ｅ
ｅ
ｅ
１
Ｄ
‐
、
‐
、
‐
ｂ
ｅ
‐
，
ｅ
ｅ
‐
、
，
，
Ｃ
ｅ
，
、
１
，
１
，
，
，
‐
Ｄ
１
ｄ
ｅ
ｅ
‐
、
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
１
Ｄ
‐
、
Ｏ
ｄ
‐
、
、
．
‐
ｄ
１
ｄ
ｅ
‐
，
Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｌ
’
４
４
４
４
４
４
４
４
４
１
４
４
４
１
４
４
３
４
３
１
４
‐
１
４
４
４
４
４
４
４

４
４
４
３
４
４
４
４
４
４
３
４

〔
□
〔
、
〔
じ
ｎ
ｂ
Ｒ
〕
〔
Ｕ
（
ｂ
（
Ｕ
（
回
石
ら
〔
Ｄ
ｎ
ｂ
Ｒ
〕
Ｒ
）
〔
じ
〔
ロ
〔
巳
（
Ｄ
〔
ロ
〔
ｂ
ｎ
Ｄ
［
、
、
Ｄ
［
Ｕ
両
、
病
ｂ
、
，
Ｒ
〕
両
、
〔
Ｕ
〔
ｂ
〔
巳
〔
ロ
両
ｂ
〔
、
［
ロ
両
ｂ
ｎ
Ｄ
〔
ｂ
〔
巳
〔
ロ
［
ｂ
〔
ロ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
？
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、
型
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

曽利古

曽利新

曽利新

曽利新

暫利新～

曽利新

曽利新新

曽利新

曽利新

曽利新

利
曽利薯

曽利新新

曽利新

曽利新

曽利新

曽利新

韓
国
函
臼
歯
国
苗
ロ

利
利
利
利

加Ｅ
曽利

薪
蕊
善

曽利新

曽利古～
曽利古～

曽利新

曽利新

曽利新

曽利
曽利薯
曽利新

曽利古

薪

曽利古～新

曽利古

曽利
瞥利熱
曽利新

曽利新

曽利古～新

加Ｅ

曽利新

曽利新

底部の一部を欠く

拡張前
拡張後

新
古

埋妻の上に正位で入れ子状になった別個体の鉢形土器あり、近くに石棒が立つ。

古い埋蕊に切られている。

底部の一部を欠



第３節土製品

第１項土偶の製作法

釈迦堂遺跡群を代表する遺物は土偶である。この土偶が遺跡群全体で１１４５点出土している。もちろんこの中には

接合するもの、接合はしないが明らかに同一個体のもの、土偶とするには疑問の余地の残るものが存在する。これ

らを検討して文化庁の指定の個体数では1116点という数になる。いずれにしてもこの点数はいままでの土偶のイメー

ジをはるかに越えるものである。

これだけの数になると、土偶個々の分析は不可能に近いものになってしまう。そこで、まず土偶の製作法に注目

してみたいと思う。

①分割塊製作法これは釈迦堂では前期の土偶から見られる製作法で個々の粘土塊を合わせて土偶を作る方法で

ある。この合わせるときしばしば木芯が利用される。細かく見れば木芯でなく竹芯である場合もある。また個々

の粘土塊をつなぐ時にソケット式に差し込む方法もある。この個々の粘土塊を合わせて１個の土偶をつくるとい

うことは、製作法としてはその途中で壊れてしまう危険の多い無理な方法である。何故このような不合理な製作

法をとるかと言えば、それはあらかじめ、個々の粘土塊にそって壊すことを目的としたからである。

②手こね法もっとも簡単な方法で、一つの粘土塊から頭、手、足を引き伸ばして作る方法である。主に小型粗

像土偶に見られる方法である。

③輪積法中空土偶の製作法の一つで、土器と同じ要領で土偶をつくる方法である。主に大型中空土偶の製作法

で釈迦堂では井戸尻式期の土偶から認められる。

④塑像法木などの芯に縄を巻き付けて、それに粘土塊をかぶせる方法で、ごく稀な製作法であると思われる。

釈迦堂で僅かに１点の検出にとどまっている。

これが釈迦堂で観察された製作法である。このほかに中空土偶を作る方法として、さきの分割塊製作法に加えて、

土偶をえぐる方法も見られる。なお分割塊製作法に関しては、凡例にも示したようにスクリーントーンで土偶の割

れ口を図化した。おおくの土偶は衆知のように割られることが、そのもつ意義の一つであるから、土偶の観察には

必ず割れ口のデータが不可欠と思われる。

第２項 土 偶 の 形 態分類

釈迦堂の中期の土偶をみて、その形態の豊富さに驚かされる。このようにいくつもの形態があるということは、

そこに機能、用途の違いがあると推定するのは、それほど唐突なことではない。

まず、時期別に土偶の形態分類をする必要がある。中期の土偶は大きく、格沢式期、新道式期、藤内式期、井戸

尻式期のものと曾利式期のものに分離されよう。前者を仮に格沢井戸尻式期としておこう。最も広い意味での勝坂

式期ということもできる。しかしこれは土器型式としての勝坂式の概念と混用される恐れがあるので避けたい。

さて、筆者はすでに格沢井戸尻式期の土偶については、坂井、楢原、広畑、尖石などその形態の出土した著名な

遺跡名を冠して特徴的な土偶を形態分類してきた。ところが、釈迦堂の整理作業が進むにつれて過去に例のないも

のも見られるようになってきているので、図のようにアルファベット順に並べるのも一つの方法である。

Ａ形態坂井形態の土偶で中期の土偶としてこの地方ではあまりに一般的な土偶である。有脚立像形土偶とも呼ば

れている。土偶全般の中では立つ土偶である立像形のものは意外に少ない。両手を水平に広げ、偏平な大きなお尻

と短く太い足が特徴的である。なお腹部にはこの期の土偶のメルクマールである対称弧刻文がある。製作法は典型

的な分割塊製作法である。

Ｂ形態円錐形中空土偶で東京都楢原のものが典型例である。足を省略した円錐形の休部に頭部が付くもので、両

手は省略されるものと、前にあてているものとがある。底は閉塞されるものと開口するものとがある。どちらの中

にも中に土玉状のものを入れて土鈴のようにしたものもみられる。なおこの形態の土偶の製作法には輪積法と分

－２６９－



割塊製作法にえぐり法を加えたものがある。また中実の円錐形土偶はこの形態からは分離される。

ｃ形態いわゆるお産をする土偶として藤森栄一氏によって紹介された岡谷市広畑の土偶を典型例とした。座した

様子の土偶で、手を後ろに組んだ様子まで分かるものもある。類例は誠に少ない。

Ｄ形態尖石の壷を抱える土偶として著名なものを典型例とした。類例も少なく、形態的にもＢ，Ｃ形態と非常に

近いものと思われる。

Ｅ形態板状の抽象化された土偶を言う。格沢式期、新道式期のものは、いわゆる消化器土偶のように貫通孔があ

る。これもまた類例の少ないものであるが、塩尻市平出の分銅形をしたものもこの系譜をひくものであろう。

Ｆ形態小型の粗像土偶を言う。かたちとしてはＡ形態に近いものが多く、Ａ形態とどこで分離するかという問題

もあるが、たいがい５ｃｍ以下のものが多い。

Ｇ形態大型の中実土偶をいう。黒駒の土偶のように現存高だけでも25ｃｍを越えるようなものを言う。

Ｈ形態ほとんど類例はないが、大型の中空土偶を言う。図示したものはＳ－Ⅲ区出土のもので足部であるが、こ

の足から全体像を推定すれば、５０ｃｍをはるかに越える大型中空土偶であったと思われる。

この外にも先に触れたようにＢ形態に類似したものとして、中実の円錐形土偶およびＡ形態の亜種である神谷原

形態などがあるように、これだけの形態分類ではたりないことは言うまでもない。

曾利式期の土偶の形態

曾利式期の土偶の形態分類はさきの格沢井戸尻式期のものと比べて、形態的変化に乏しいだけに困難な一面も多

く、土偶の分類もその基準を変える必要がありそうである。曾利式土器の編年自体はある程度共通した理解がある

が、先に土器の概観でも触れたように、筆者らはこれを曾利古、新、新新と単純に分離し、それを細別する方法を

とった。これは土器以外の遺物にとっては非常に有効な方法であると思われる。というのは土器の編年的研究と他

の遺物の編年的研究ではその網目が土器の方が比較にならないほど細かいからである。

Ａ形態これは格沢井戸尻式期のＡ形態から続くもので、有脚立像形の土偶である。ただ格沢井戸尻式期のものに

比較して、両手が上がり、あたかもバンザイをしているようである。この形態の土偶には文様によっていくつかの

亜種があるようである。Ａ２形態は土器の肥厚口縁土器に対応するものと思われ、Ａｌ形態のものが細い沈線で文

様が施されるに対して、Ａ２形態のものは太い沈線で描かれる。Ａ３形態は大きさもほとんど変わらないのに、文

様がほとんど施されないものを言う。これらの土偶の製作法は分割塊製作法ではあるが、格沢井戸尻式期のそれと

は異なる。

Ｂ形態これは立像形の土偶には違いないが、足をほとんど省略してお尻に足を気持ちだけ付けたような土偶であ

る。関東の加曾利Ｅ式土偶に近いものかも知れない。

Ｃ形態小型粗像の土偶をいう。

Ｄ形態中空土偶をこの形態とした。類例が少なく全体像は不明。

さて、このように格沢井戸尻式期と曾利式期の土偶の形態分類をしてきたが、言うまでもなく前者の時期には土

偶の形態が豊富で土偶もおおいが、後者の時期では形態的変化に乏しいことが知られる。土偶の形態分類と時期的

変遷について注意を払ったのは、各集落における土偶の在り方および各集落間における土偶の在り方を考究するた

めである。この点に関しては「釈迦堂Ｉ」の藤内式期の土偶の個々の住居における分有関係について触れた。また

神谷原の格沢井戸尻式期の土偶の形態分類と時期的関係について触れたこともある。この方法に基付いて、三口神

平地区の各集落の土偶の在り方を考究すべきであるが、その量の多さから時間的に無理がある。しかも釈迦堂Ｓ－

Ｉ区や神谷原のようにある程度の数の土偶が住居ごとに出土している状況ではなく、住居より土器すてぱに多い状

況なのである。

第３項土偶の接合関係

釈迦堂では土偶の出土例が多いのにも拘わらず、その接合例は少なく僅かに15例にすぎない。また同一個体と思

われるものも僅かに３例のみである。

－２７０－
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接合関係 同一個体

地区ＮＣ 地区Ｎｏ ｌＳ－Ⅲ３２０ Ｓ－Ⅳ２３３

ｌＳ－Ⅲ９９Ｓ－Ⅲ１５５２Ｓ－Ⅳ２１１ Ｓ－Ⅳ２１２

２Ｓ－Ⅳ２Ｓ－Ⅲ１１３３Ｎ－Ⅳ７０Ｎ－Ⅳ１３６

３Ｓ－Ⅲ１７９ Ｓ － Ⅲ １ ８ １

４Ｓ－Ⅲ２ ５ ７ Ｓ － Ｖ ５

５Ｓ－Ⅲ２６１Ｓ－Ⅲ２６７

６Ｓ－Ⅲ２７１Ｓ－Ⅳ２３２

７Ｓ－Ⅲ２７５Ｓ－Ⅲ２７６

８Ｓ－Ⅳ２６Ｓ－Ⅳ２２

９Ｓ－Ⅳ８４Ｓ－Ⅳ８５

１０Ｓ－Ⅳ１５Ｓ－Ⅳ９０

１ １Ｓ－Ⅳ１３５Ｓ－Ⅳ２２６

１２Ｎ－Ⅳ１８５Ｎ－Ⅳ２１１

１３Ｎ一Ⅳ２０３Ｎ－ＩＶ２０２

１ ４ Ｎ － Ⅳ９１Ｎ－Ⅳ８８

１５Ｎ－Ⅳ１２４Ｎ－Ⅳ１２５

と言う状況である。この中で、とくに注目されるのは２と４の接合関係である。前者は三口神平地区の両端で検出

されているのである。しかも２の113は調査直前に土器すてばＡで採集しておいたものである。この接合関係は三

口神平地区の曾利式期の集落が広場を中心に機能していたことを示すものと思われる。後者は三口神平地区の士器

すてばＡと野呂原地区（Ｓ－Ｖ区）の土器すてばの接合関係である。そのあいだの距離約230ｍである。このこと

は単に土偶の接合関係の最長不到距離という距離の問題ではなく、別個の集落の問に土偶の分有関係が存在したこ

とを示している。それは取りも直さず、個々の集落関係を反映するものであり、単に地理的関係のみを根拠にグルー

ピングされていた集落関係に一つの根拠を与えるものになろう。であるから、今後は現在の発掘主体や行政の枠を

越えて土偶の接合関係に注意を払う必要があると思われる。

第４項耳栓

耳栓の研究は後晩期を主とした型式分類や形態分類が盛んである。この型式分類を中期のものにも援用できれば、

好都合であるが、なかなか中期のものまで含めた分類はでき得ないのが現状である。
ｌ）

また中期の耳栓の研究は後晩期のものに比べて少ないと言える。そのなかで、高山純氏はよくデータをまとめて、

耳栓の起源について論考している。そうした耳栓の起源、映状耳飾との関係という問題もさることながら、こうし
２）

た耳飾を誰が装着していたかも大きな問題である。決状耳飾の場合は、西口陽一氏の研究で、大阪府同府遺跡例が

検証されており、装着者は女性であった事が知られている。これに対して、中期になると男性も耳栓を装着してい
３）

たことが僅かな例ながらも知られている。

決状耳飾は縄文早期末から前期にかけて盛行するが、耳栓は中期に現れ、後晩期に多く見られる遺物である。さ

て、前期の決状耳飾は石製のものが中部地方に、土製のものが関東地方に分布しているという違いが見られる。

山梨県下ではその両方が知られる。
４ ）５）６）７）

石製のものは、韮崎市天神遺跡と花鳥山遺跡にある◎釈迦堂でも見られる。中期のものは、重郎原、日下部、釈

迦堂にある。どうもこれらは、藤内式期のものであるらしい。形態的には偏平で円形のものもあるが、釣り鐘形の

ものが多いのである。東北地方の後期にみられるものは、この形態のものと関係があると思われる。土製のものも

山梨県下にも見られる形状は円形で断面が楕円形か方形のものがある。これに対して、中期のものは断面に縁どり
８）９）

を持つことに特色がある。このような傾向は長野県篭畑遺跡、神奈川県十三菩堤遺跡の前期末の資料にも見られ

－．２７７－



田中豪ほか１９７９『貫井遺跡」

岡崎完樹ほか’974「貫井南」

１９７５「中山谷遺跡」

した観点からも集落の分析が可能となろう。

言い換えれば、中核的な集落に耳栓装着者が存在したか埋葬されたかを示しているように思われる。
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14）吉田格１９７３「東京都滝窪遺跡」「関東の石器時代」

１５）１９５８「東京都小金井町貫井遺跡調査報告」「武蔵野』３８－１

19）

る傾向である。釈迦堂ではＳ－Ⅲ区ＳＢ－９５にあり、新道式期まで続く傾向であるらしい。

さて、耳栓は中期に至って、出現するものである。ここでは時間の関係から型式分類と編年を棚上げして、どの

ような遺跡から耳栓が出土するかという問題を考えて見たい。というのは、韮崎市坂井遺跡をはじめとして、県下
１０）１１）１２）

には耳栓のみられる遺跡が多くあるからである。例えば、中道町上野原遺跡、上の平、境川村一の沢西、がある。

中でも釈迦堂ではいくつかの地区から出土しているのである。

ここで比較研究をすべ〈、広域的研究の進んでいる東京都の野川流域の耳栓の分布をみると、勝坂式末から加曽
１３）１４）１５）１６）１７）１８）１９）

利Ｅ式にかけて見られる。恋ヶ窪、多喜窪、貫井、貫井南、中山谷、三鷹五中に見られる。これらを秋山道生氏ら

の分析したく野川流域における中期前葉～後葉の遺跡分布＞にプロットしてみると、耳栓を出土する遺跡はパター

ンＡないしＢの集落に位置するのではないかという傾向が見られる。また最近では、集落のパターンの再検討がさ

れつつあるが、耳栓のように、とくに中期のものはその装着者が問題ではあるが、出土量の僅少さからもして、そ

れが男性であっても集落の構成員のなかで、なんらかの地位をもった人物であるとは容易に推定できる。またこう

ｊ
ｊ
１

６
７
８

１
１
１ 川崎義雄ほか１９６６「東京都三鷹市第５中学校校庭内遺跡調査報告」「考古学雑誌」５２－２

山村貴輝１９７９「三鷹第５中学校遺跡発掘調査報告書」三鷹市埋蔵文化財調査報告第１集

山村貴輝ほか１９８３「三鷹市第５中学校遺跡」三鷹市埋蔵文化財調査報告第８集

秋山道生ほか１９８５「縄文時代の集落研究野川流域中期を中心として」『東京考古」３

－２７８－



第４節土器すてばの研究

１．はじめに

釈迦堂遺跡群・三口神平地区（Ｓ－Ⅲ．Ｓ－Ⅳ．Ｎ－Ⅲ．Ｎ－Ⅳ区）の土器すてばを題材として行なった分析と

その結果について報告する。土器すてばと認定した土器集中箇所は三つある。土器すてばＡ・Ｂ．Ｃであり、各々

の概要は既に記述されている。

さて、本論に入る前に予め言及しておくべきことがある。まず、筆者の分析は三口神平地区の三つの土器すてぱ

のうち、土器すてばＡ・Ｂを対象とする。土器すてばＣは、実は住居吐として整理してきたが、再考の末土器すて
（１）

ばとして報告することにした。ただしＣは'性格的にＡ・Ｂと同列に扱いかねる。故に今回はＡ・Ｂのみをとり上げ

ている。

次に、筆者はこの分析で土器のみを対象とした。一般に土器捨て場という呼称が定着し、釈迦堂でもその名を冠

したが、土器のみならず石器・土製品・自然遺物なども存在することは周知の事実である。土器のみの分析では一

面的だと言われざるを得ない。しかし土器すてばの遺物を土器で代表させて議論することは妥当であると考えてい
（２）

る。なお４．項の分析においては中期のみを考えている。

上記の点を含め、時間的制約から切り捨てた部分はある･が、現時点でできるだけの成果を上げるべく努めた。以

下に本論に入る。

２．分析の目的と方法

所謂土器捨て場は、近年とくに調査報告事例が増加し、土器捨て場そのものを扱った論文も発表されている（中

野1984）。それらの成果は、土器捨て場研究の今日的課題を明らかにしている。筆者はそれら課題を念頭に置いて

釈迦堂遺跡の土器すてばの分析に臨んだ。即ちこの論稿の目的とは以下の様な点である。

１．土器すてぱの土器の分布状態を具体的に分析し、その分布を出現せしめた廃棄行動を復元する。これは

従来の研究が土器捨て場を廃棄の場として認識してきたことを受けて、より細かい分析を経て論拠を得、

廃棄の実態に迫ろうとするものである。

２．土器すてばの動態を考える。釈迦堂の土器すてばは中期の全型式を含むが、その生成発展の具体像を明

らかにしようとするものである。これはさらに進んで、集落全体の動態の中に土器すてぱを位置づけるこ

とをも目論むものである。

前者の目的に対しては、土器すてば内・内外の接合関係を中心に土器分布状況の実態を調べることとした。後者

の目的に対しては、土器の重量計算．個体数試算を行ない、集落全体と土器すてば、また土器すてばＡとＢの関係

などを数量的に択えることとした。

各々の方法について基礎資料となったデータを若干説明する。まず、土器すてばＡ・Ｂの平面図が作られている

(第91図、第544図、第571図）。発掘現場において、比較的大きな破片と顕著に集中していた破片についてはナンバー

を付け、他はグリッドー括として取り上げた。よってナンバー付土器については、出土位置を平面図上に特定する
（3）

ことが可能である。このナンバー付土器で接合関係を持つものを主に、土器すてばＡの接合関係図を作った（挿図

32）。また調査者が現場でブロックとして認識した破片集中部分は、同じナンバーが付けられているので、その内

容を調べることが可能である。

この様にナンバー付土器は資料として有効であるが、いかんせん膨大な量の破片のごく一部であるため、グリッ

ドー括で取り上げた土器も生かしたいと考えた。幸いにも時期別にグリッド毎の土器重量を計測していたので（挿

－２７９－



図41～挿図46）、このデータを利用してもう一つの目的に沿った分析を行なうこととした。このデータの具体的な

扱いに関しては４．項で述べる。

３．土器すてばにおける土器の分布状態について

－－廃棄行動の復元一

近年の報告書は調査区域内の遺物の接合関係図を掲載することが多く、それらを見るにつけ遺物分布を州現させ

た諸要因の複雑さを痛感する。この節では、土器すてぱの土器分布状態を、廃棄という視点から分析・解釈しよう
（４）

とするものである。
（５）

土器すてばＡ内の接合関係を調べる過程で、その接合関係を大まかに４つに類型ｲﾋすることができた。

（１）同一土器の破片がブロックとしてまとまる

（２）同一土器の破片がｌグリッド内もしくは隣接グリッド間程度の狭い範閉で接合関係を持つ

（３）同一土器の破片が土器すてば内の広い範開で接合関係を持つ

（４）土器すてば外と接合関係を持つ

この接合関係の４類型に沿って、土器分布のあり方を述べ、廃棄行動について考えてみよう。

ブロックについて

同一土器の接合関係という視点から類型(1)を設定したのだが、ブロックの内容という視点からすれば、それをも

含めた別個の類型化が可能である。即ち
（６）

①完形ｌ個体の土器から成るブロック

②同一土器の破片から成るブロック

③完形土器もしくは同一土器の破片を中心に他の土器の破片若干を含むブロック

④全く別個の土器の破片から成るブロック

上の様なブロックについて考える際、そのブロックを「単位廃棄」（一度の廃棄）と仮定して話を進めることは
（７）

有意義である。無論、現場でブロックとしたものを安易に単位廃棄とすることはできないが、もとの図面をﾛ今味し

て、単位廃棄と認めるに値するブロックを選んだ。即ち挿図32のＡ～Ｉである。いずれも土器すてばＡの周縁部に

位置するが、それは遺物の集中著しい中心部でブロックを抽出し難かったことに因る。

ブロックＡ～Ｉの大体の内容は付表ｌで説明している。先の①～④に照らせば

①……ブロックＧ

②……ブロックＩ

③……ブロックＡ・Ｃ．，．Ｅ・Ｈ

④……ブロックＢ・Ｆ

となる。

それでは①～④の様なブロックを生ぜしめた廃棄行動はいかがなものであったか考えてみよう。

①集落で破損した（使用不能となった）土器ｌ個体を、そのまま土器すてぱに運んで廃棄した。

②集落で破損した土器の破片の一部を土器すてばに廃棄した。

③集落で破損した土器ｌ個体もしくはその一部を、他の破片ととりまとめて土器すてぱに廃棄した。

④集落で破片をとりまとめて土器すてぱに廃棄した。

以上が筆者の想定した廃棄行動である。重要なのは、③．④のブロックがともに別個体の破片さらには異型式の

破片をも含む事実である。単位廃棄と仮定すると、この現象は土器破片のとり集め作業つまりは清掃活動を反映し

ていると考えられる。

①～④の廃棄行動について、二つの動機を考えることができる。土器の破損と清掃である。それらはいずれもご

く日常的な生活の中で生じる動機である。つまり、土器すてばは往時の日常生活の折々に、必要に応じてなされた

廃棄の集積であると考えることができる。
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付表１．土器すてばＡ内土器接合関係図付表

ツ

１３

1４
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ブ ク'四

Ｇ－ｌｌ、NcLlO810508

プ ロツク ’

接合関係

Ｆ－ｌ２、NoLl7810722

F-l2、Nql6810722

G-11、No.3810508

Ｇ－１１，NcLlO810508

G-10、No.1810309

･ブロック

号
出ヒグリッド。ｋ器ナンバー 慨 要

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
頂

藤内式の同一土器の破片多数と、
他に様々な藤内式破片

藤内式の胴部破片、井戸虻式の
胴部・底部破片

井戸尻式の口緑部～胴部とその
他の井戸尻式のロ縁部数片、新
道式ロ縁部、藤内式.1蒜部破片

期ﾖﾙ温誇個体のに]縁部～I端iI，
底部（第196図１３）。別の井戸
尻式破片が図示した接合関係を
持つ。他に様々な井戸尻式破片

需利式初頭の．-個体（第198図
27）の他、井戸尻式の底部、把
手、胴部など様々な破片

ブ:コック

爵号

Ｆ

Ｇ

Ｆｘ

ｒ

出土グリッド・土器ナンパーー

Ｇ－１０，Ｎ0.2810309

Ｇ.・９，Ｎ､4810310

Ｆ･‐･８，NOh3810319

D‐・９、恥3810313

概 要

井戸尻式の様々な口緑部．胴部
破片

井戸尻式一個体が図上でも器形
が分かる程まと吉っていた。残
念ながら土器が行方不明となり
実測図はない。

井戸尻式の'1縁部～胴部（第１９
５図８）。他に別個体の井戸尻
式の胴下半部破片があり、それ
が23番の接合関係を示した（第
195図９）。

加昔利Ｅ式の:｣縁部‘,‘胴部〈第
201図49）。

接合番号'出上グ･ノッド・土器ナンバ．

Ｅ‐－１２Ｎａ２，Ｎ、３，Ｎ、７，
Ｎq二いずれもⅡ付は810722

Ｆ－１２、NcL2810722、Ｎｑｌ
810725、NOLl9810722、Ｍ３
810722,Ｍ68110725

’Ｆ･一･l2NoL18810722
Nn3810725

G・・l2Xo28l0519
NOL5810519

１，．：ｉＭｌ７８１０５１９’
Knl3810519’

Ｄ‐・llN18810519

Nq9810519、恥ｌ５８１０５１９

ｌＥ－ｕＮｕ３８１０５１４

Ｅ・lONq4810306

1蝋'柵｜
Ｆ・・１０ＮＣ､10810312

Ｆ，画１１ＸＯＪ６８１０５１５

ｌＦ‐‐IONq48103l0

1駁'81慨溌05劃0515
Ｆ‐‐１０恥６、NqI4、Ｎｎｌ３
Ｎｑ７、Ｍ８いずれもロ付は、
810312

’F-lON1lO810310
Nhl9810310、Ｆ－９

Ｎｎ８８１０３１５

職 要

曽利式の口緑部･-胴部破
ハー

井戸尻式の胴部破片

藤内式の:1緑部--胴部破
丹

胴部破片

新道式の胴部破片

新道式の梱錐槙片

祷利報文系ｔ器の11縁部
～胴銚破Ⅱ．

曽利式初頭のH1隷部･-･胴
部破片

井戸尻式のii織部へ胴部
破瓜,

井戸尻jJtの口縁部～胴部
破片。口縁部は１ケ所に
並んでいる。

曽利式の胴部破片

曽利式の胴部破片

土器図

版番号

1３

2８

第
図
第
側
第
側
第
図
第
図

巽合番号

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１

１
－

２
ワ
ー
２
２
２
２
２
２
２

１

■
凸

閉士グリッド・-f器ナンバーー

Ｅ－８Ｎｑ､ｌ８１０３１９

Ｆ－８ＮｏＬ８８１０３１９

Ｅ－７Ｍｌ２９８１０４２７
Ｅ－３Ｎｑ２８１０３１２

Ｄ－８Ｍ：810319

Nu4BlO3I9

ＥｌｌＮｏ４８１０５｣４

Ｅ‐－１２，Ｆ・・９

Ｅ・－１０Ｎ６．７810515

E-llN15810512,Ｆ．：２

Ｆ‐．!()、F・・９，Ｆ‐１１

Ｆ－－ｌＯＭｌ８１０３１９
Ｇ－．８

F,－１０Ｋｎｌ８１０３１０
Ｇ－８

Ｆ、・８Ｎ０３８１０３１９

F．‐８，Ｇ－．８、Ｅ‐・９
Ｆ・・９

F･－９，Ｇ－７

F－７，，－８、Ｅ－９

Ｅ・・７NOLl24810427

Ｇ.・９，Ｆ・・９

Ｅ－－８Ｎｎ９８１０４２８

Ｆ・・８NqlO810319

Ｅ－９、Ｅ－ＩＯ、，８
，－９

Ｅ・・７ＫＭ2６810427
Ｆ．‐９

概 要

曽利式初頭の::二器の口緑
部~胴部破片

普利式の口縁部～胴部破
片

純文のつく胴部～底部破
片

曽利式の胴部破片

井戸房式の胴翻破片

Ｆ－ｌＯグリッドの二ケ所
にI]緑部の‐・部が並んで
いる。

曽利新式のIIIiil部砂片

底部

井戸尻式の胴下半部へ-底
部破片

普利式の胴部破片

曽利式の11緑部･-胴部破
片

井戸虻式のI]緑部破片

曽利式の胴部破片

'閏ｲﾘ式私理のI]緑部--胴
部破片

-k器似１

版番号

４

０

５
９
９

四
６

０
８

凶
９
灼
釦
的
馴

２
３

縮
図

第
図

第
凶
第
図
第
図
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付表２．＋器重量・個体数基礎データ一覧表

－２８６－

時期

五領ヶ台式

絡沢式

新道式

薦内式

井戸尻式

無文

計

曽利古式

無文

計

許利新式

加Ｅ縄文

計

中期計

(堀之内）

グリッド

層章量ｇ

238164

１６１４６３

550506

757568

2775497

3185508

5961005

2501095

2870590

5371685

2746976

20】1428

4758404

17798795

314245

｣揃ｌ韮雷乎
118778

95300

323366

342084
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土器すてば内接合関係について

挿図32に線引きして示した接合関係のうち１番～17番を類型(2)（比較的狭い範囲で接合する）、１８番～28番を類

型(3)（比較的広い範囲で接合する）とした。挿図32は確認し得た接合関係全てを網羅した訳ではない。ごく近くの

接合例、ナンバーが無いので出土地点が再確認できない破片ばかりの接合例などで省いたものがある。図の線の先

を点線としたのは、グリッドー括で上げた、ナンバーの無い破片との接合を示す。

さて、接合距離の長短から二類型に分けた形となったが、想定し得る廃棄行動にも差異がある。

（２）一度に廃棄された同一土器の破片が、廃棄の際に狭い範囲に散らばった。あるいは一度に廃棄された同一

土器の破片が、廃棄後小規模な撹乱を受けた。

（３）同一土器の破片が別の機会に廃棄された。あるいは一度に廃棄された同一土器の破片が、廃棄後大規模な

撹乱を受けた。

主に(2)を単位廃棄、(3)を同一土器の別機会の廃棄と結びつけた。近くに散らばっていたとしても、別々の機会に

廃棄された可能性を否むものではないが、ここではその別々の廃棄の意味が重要である。これは集落内において既

にバラバラになっていた土器の破片が、それぞれ別個に清掃せられて、別の機会に土器すてぱに運ばれたことを示

すと考える。類型(2)．(3)もまた集落内の日常的な清掃活動と結びつける解釈が可能である。

撹乱についてつけ加えれば、土器すてばＡは杭の１３列から７列の方向に傾斜しているが、傾斜方向の接合関係ば

かりでなく直交方向のそれも多い。脚然の営力による撹乱を特別に重視する必要はないと考える。一方、すてば中

心部に破片の集中著し〈、ブロックの認定が困難であったことは、その部分の人為的撹乱が激しかったことを示し

ていると考える。

以上、土器すてばＡ内の接合関係を中心に考察した結果、集落内の日常的な清掃活動による廃棄を想定するに至っ

た。既に土器捨て場をゴミ集積場として位置付けた中野修秀氏の論文があり（中野1984）、集落内における清掃行
（８）

為をも考慮している。釈迦堂の土器すてぱに即した筆者の解釈も、中野氏の見解を基本的に支持している。

土器すてば内外の広域接合関係について

土器すてばＡ・Ｂについて類型(4)の事例（土器すてば外と接合関係を持つ）を挿図33に図示した。全ての事例を

示した訳ではなく、典型的かつ顕著なものを選び出している。

出土位置の組み合わせは様々である。

・土器すてばと住居並（覆土）

挿図33の２，６，９，１２番

・土器すてばと土壌（覆土）とグリッド

４番

・土器すてばとグリッド

ｌ、３，５，７，８，１０，１１番

前項で述べた様な清掃活動に即して言えば、既に破損し散在していた土器破片の一部が清掃されて土器すてぱに

廃棄され、一部が住居杜や土壌の覆土中に廃棄され（あるいは流入し）、一部は清掃されずに残った。撹乱要因ま

で考慮すれば、土器破損後の破片の行方はそれこそ千差万別であったことになる。

さて、土器すてば内外に亘る接合関係を調べるについては、筆者はいくつかの見通しを持っていた。まず、三口

神平地区の集落の二極（半月形を呈する集落の両端部の住居辻密集地）と土器すてばＡ・Ｂが、各々対応すること

が証明できないかと考えた。確かに土器すてばとそれに近い住居杜密集地との接合関係が一般的である。しかし６

番の様な例外もあり、いちがいに模式的な解釈はできない。また逆に、二つの土器すてば間で頻繁に接合して、三

口神平地区集落全体が二つの土器すてぱを共用したことを証明できないかとも考えた。が、接合作業の中ではその

様な事例は確認し得なかった。よって、土器すてばＡ・Ｂの使い分けという点に関しては、その是非いずれも確証

を持ち得なかった。

土器すてば内外に亘る広域接合関係は、予想以上に数多く接合距離も大きかった為、興味深いものであった。し
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かし、土器すてぱの破片と接合する土器が住居辻から出ているからと言って、その土器がその住居辻に帰属するも

のと決めつけられないのは明白なことである。よって接合関係から集落（居住区域）と土器すてぱの具体的な関係

を推察することは、非常に難しいことだと思われた。

4．土器すてばにおける土器の重量計算。個体数試算の結果について

一土器すてぱの動態一

先述した通り、時期別．グリッド毎の土器重量計測値を利用して、土器すてば出土土器の数量的把握に努めた。

土器すてぱの機能の実態ならびに集落と結びついた動態を知る上で、この分析は思いの外有効であった。以下にそ

の詳細を述べる。

基礎データ作製の過程について

基本となったのは挿図41～挿図46の数値である。膨大な量の土器破片が計測対象となった訳だか、破片を仕分けす

る作業の分類項目は、五領ケ台式・格沢式・新道式・藤内式・井戸尻式・曽利ＩⅡ式．曽利ⅢⅣＶ式．縄文（加曽

利Ｅ式と曽利縄文系土器）．無文、とした。作業の過程では所謂井戸尻編年を使用したが、のちに曽利式について

は別個の体系を考えるに至った。曽利ＩⅡ式としたものは概ね曽利古式、曽利ⅢⅣＶ式（Ｖは少量）は概ね曽利新

式にあたるとして、以下は曽利古式・新式の呼称を用いる。

まず、土器すてばＡ・Ｂの範囲として挿図34のスクリーントーン部分を設定する。土器すてぱの範囲は本来グリッ

ド毎に一線を画すことができるものではない上に、時期による広狭も当然考えられる。しかし量的比較を行なう便

宜上、妥当と思われる画一的な範囲を限定する必要があったｏ

続いて、土器すてばＡ・Ｂ出土土器の総重量を、時期別に算出する。なお三口神平地区全体の総重量については、

実は住居並．土壌内出土土器を計測に含めていない。また全グリッドにおいて、石膏復元できるほど残りの良いも

のは抜き出したあとで計測している。故にこの分析の数字はスタートから限定性を帯びていることを認めざるを得

ない。分析の中ではこの限定をできるだけ考慮に入れたり補正したりするべく努めた。

大量の無文破片については、井戸尻式と曽利古式の両者に、その重量比に従って振り分けた。両型式は口縁部．

胴下半部などに大きく無文部を有する。加曽利Ｅ式（曽利縄文系）の縄文の破片は、曽利新式に平行するものが多

いと考え、適宜、曽利新式に含めて扱う。この二点の操作は、無視できない量の無文もしくは縄文の破片を、どう

にかデータとして生かそうとして行なった措置である。

土器の重量は、時期別に土器の大きさにかなりの差異がある為、単純に比較できない。そこで試みに各時期の土

器すてぱに含まれた土器の重量を土器個体数に置き換えて、比較の基礎とすることにした。個体数は、各型式の’

個体あたり平均重量値で総重量を割れば出てくる。問題はその平均重量である。その型式に平均的な大きさで、し

かもほぼ完形を保っている土器の重さを測ればよい訳だが、復元個体が千個を超えた釈迦堂においても、適格なの

は数個にすぎなかった。挿図35にあげた土器の重さと、筆者の経験にもとづいて、各型式の平均的な重量を以下の

様に決めた。

五領ケ台式４ｋｇ井戸尻式１０ｋｇ

格沢式４ｋｇ曽利古式１０ｋｇ

新道式４ｋ ｇ 曽 利 新 式 ５ ｋ ｇ

藤内式５ｋｇ曽利縄文系４ｋｇ

この値はその絶対的な数字よりも、相対的な関係の方が重要であると考える。

各時期の個体数計算の際、石膏復元され報告書に図が掲載された土器について、その個数を数えて加算した。先

に述べた通り、これらは最初に破片と区別され、重量計算の対象とならなかったものである。

以上の手続きを経て作製した基礎データを一覧表とした（付表２）。「個数」とは計算で出した個体数、「図」

とは報告書に実測図が載っている個体数である。付表２のデータをもとに分析を行なうが、計算は四則演算の域に

とどまる簡単なものである。
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遺跡における土器の重量計算の重要性．可能性については小林謙一氏の論文がある（小林1983）。小林氏は数量

的把握の目的としていくつかをあげているが、その３番目「遺跡内における土器の数量的な分布や、遺構ごとの土

器量の把握より遺跡の空間的な利用のされ方に関するアプローチを行う。」が最も実を結ぶことができるだろうと

筆者は考える。釈迦堂の土器すてぱは、集落の中でいかに利用された空間であったのか。

分析

・土器すてぱに包含される土器の量

重量計算によれば、中期全体の（厳密には遺構外出土）総重量は１７．８トンに及ぶ。うち7.6トン（42％）が二つの

土器すてぱに包含される。土器すてばＡとＢの中期重量比は、ほぼＡ：Ｂ＝ｌ：３となる。ちなみにＡとＢの面積

の比は１８グリッド：８５グリッド＝ｌ：4.7である。

時期毎に、全体の総重量に対する土器すてば包含量（Ａ＋Ｂ）の割合をみると

五領ヶ台式５０％

格沢式５９％

新道式５９％

藤内式４５％

井戸尻式４２％

曽利古式４８％

曽利新式２４％

（曽利新式十縄文３３％）

となり、一貫して、住居辻．土壌に含まれた分を除いた土器量の４割から６割が土器すてばに集中したことになる。

中期の終わり、曽利新式期に割合が半減しているのが注意されるが、縄文を含めた割合の方を問題とすべきである。

それにしても３分の１である。

曽利新式期の一部の時期に土器すてばＣが出現するので、それに補完される可能性がある。そこでＳ－Ⅳ区Ｇ－

９グリツトを中心とする９つのグリッドを土器すてばＣとして重量計算し、それを加えた土器すてば包含量の割合

を出すと約38％であった。いかんせん曽利新式期に土器すてば包含量の割合が減ることは否めない様である。

。土器すてばＡとＢの比較

土器すてばＡとＢを比較してみたらいかがであろうか。先に算出した個体数をもとに、時期別に対比させてみる。

3.6）

3.0）

3.4）

－２９０－

曽利新式十縄 文 ３８：６２（ｌ：1.7）

パーセンテージ比と、（）内にＡの個体数をｌとしてみた比を出してみたが、この結果が興味深い。同様な数値

を示す三つの時期のまとまりに、分けて考えることができそうである･

･五領ヶ台式。格沢式・新道式期

土器すてばＢに対し、Ａの割合が極端に低い。これを土器すてぱの機能という語に置換えて説明すると、土器す

てばＢの機能が非常に高い時期ということになる。



･藤内式・井戸尻式・曽利古式期

土器すてばＡとＢの比がｌ：３程度で安定している。即ち、土器すてばＡとＢが同等に機能しているｃ

･曽利新式期

土器すてばＢの割合が半減する。即ち、土器すてばＢの機能が相対的に低下したことになる。

三つの時期とその画期を解釈してみる。五領ヶ台式・格沢式期は土器すてばＡは存在していなかった。Ａは藤内

式期に機能を確立している。Ａの出現の画期は藤内式期よりもむしろ新道式期と考えている。藤内式から曽利古式

期まで、ＡとＢは同等に廃棄の対象となる。曽利新式期には、土器すてばＡの機能が高まり、相対的にＢの機能は

低下する。この様に解釈することによって、土器すてばＡとＢの相対的な動態が把握できたことになる。

。土器すてばＡ・Ｂの消長

各土器すてぱの消長を、より具体的に示すことはできないであろうか。各々について、すてば全体をlOOとして、

時期毎の重量・個体数の割合を計算した結果が付表３，グラフ化したのが挿図36である。

Ａ・Ｂともに曽利古式までは同様な変遷を示すと考える。即ち、ＡｏＢともに新道・藤内式期に若干、次の井戸

尻式期に急激に割合を増やし、曽利古式期に続く。しかし、曽利新式期に至り土器すてばＡとＢの差が顕著となる。

土器すてばＡはそのまま増加し特に個体数の割合の増加が著しいが、土器すてばＢの重量の割合は半減しているの

である。

先の分析で曽利新式期に土器すてばＢの相対的な機能の低下を述べたが、それと同質の結果となった。ただし、

土器すてばＢ自体についてみると、重量の割合は半減するが、個体数をみるとほとんど減っていない。ということ

は、曽利新式期に土器すてばＢの機能は決して低下したのではなく、むしろ土器すてばＡの機能が著しく増大した

という面を、強調するべきであろう。

分析結果のまとめ － 集 落 の 変 遷 と 土 器 すてば－
（９）

釈迦堂遺跡・三口神平地区においては、中期初めの五領ヶ台式・格沢式段階では土器すてぱはＢのみであった。

これは住居杜の位置を見ると首肯されることであって、この時期の住居は集落西側つまり土器すてばＡの近辺には

まだ存在していないのである（挿図９，挿図10）。新道式段階で始めてＳ－Ⅲ区ＳＢ－９５が西側に出現し（挿図１１）

、廃棄の場が用意される必然性が生ずる。土器すてばＡがまさに形成され始めた時期は新道式期に求めるのがよい

であろう。藤内式の段階には数棟の住居が西に伸びて、集落は二極に分かれる（挿図12）。この時期には土器すて

ばＡは廃棄の場として確立し十分に機能を果している。そしてこの土器すてばＡが、集落の西縁を限るものとなっ

たことにも意義がある。

土器すてばＡ・Ｂともに、井戸尻式段階に土器量が飛躍的に増大した。これは井戸尻式。曽利古式の土器の本来

的な大きさにも由来するであろうが、当該期の土器生産量・消費量の増大として考えることもできる。住居杜の数

も多い（挿図１３～挿図１７）。

曽利新式段階に至ると、土器すてばＡの機能が著しく高まる。この時期の住居は比較的集落西側に多く、東側に

少ないこと（挿図１８～挿図22）と関連させて説明することが可能である。さらにこの時期には土器すてばＣも存在

している。

ちなみに後期・堀之内式の時期には、土器すてばＡとＢの重量は逆転している。後期について安易な言及は避け

るが、土器すてばＢは中期終末に相対的に機能を減じ、後期に入っては廃棄の場としての使命を終息していたと考

えられるのではないだろうか。

5．要約と展望

記述が繁雑になってしまったので、簡単に要約する。

｡釈迦堂遺跡群・三口神平地区の土器すてばＡ・Ｂについて、土器の接合関係の類型をもとに、往時の廃棄行動の

復元を試みた。同一個体の土器がまとまっている場合は、土器の破損を動機とした廃棄を想定できる。単位廃棄

－ ２ ９ １ －



と認定できるブロックの内部に別個の土器さらには異型式の土器が含まれる場合は、集落内の破片の取り集め作

業つまりは清掃活動を想定できる。同一個体の土器の破片が広い範囲で接合する場合は、それらが別の機会に廃

棄されたであろうこと、即ち集落内で別々に清掃されたであろうことを想定できる。以上の様に筆者は、土器の

破損・集落内清掃というごく普通に生じ得る動機にもとづく、ごく日常的な廃棄行動の集積が土器すてばである

と考えた訳である。

｡土器の重量計算・個体数試算の分析は興味深い結果をもたらしてくれた。土器すてばＢが中期初頭から廃棄の場

として機能していたのに対し、土器すてばＡは藤内式期に土器すてばＢと同等の機能を確立した。その出現の画

期は前段階の新道式期に求められた。これは住居の西側への進出、つまり居住空間の拡大と関連づけられた。井

戸尻式～曽利古式は土器すてぱの土器量が増大し、土器すてばＡとＢは同等に機能している。曽利新式には土器

すてばＡの機能の増大著しく、相対的にＢの機能が減じたが、これもまた住居が西側に多かったことに結びつけ

られた。以上の様に土器すてぱの動態と集落の動態を関連させて論ずることができたのである。

（、

最後に、現在までの土器捨て場の幸|i告事例に基づいて、若干のまとめと今後の方向性について述べてみたい。

土器捨て場は次の様な性格を持つ。

・異型式に属する土器が、平面的にも層位的にも混在している。

・ほとんどが破片の形で存在する。完形土器はほとんど、あるいは全く含まれない。

・破片が散在するのに対し、完形土器や大形破片は同一地点につぶれることが多い。

・破片の接合距離は大きい。

上記の特徴は筆者の管見した限りの報告例のほとんど全てに共通する。釈迦堂にも全てあてはまる。すると基本的

な土器捨て場像が明らかに見えてくる。今後はこの像をきちんと把握して土器捨て場を普遍的に論ずる必要がある。

この様な廃棄の場を持つ集落がいかなる性格のものであるか、定住性の問題を含めて論ずる必要がある。

従来の報告が言及した問題のいくつかを述べる。まず、土偶に代表される特殊遺物の集中を以て土器捨て場に宗

教的意味を持たせる意見であるが、釈迦堂遺跡群・三口神平地区においてはそれを支持する積極的な根拠を得られ

なかった。土偶は土器すてぱにも多いが、住居杜覆土にも多い。つまり土器をはじめとする遺物が高い集中を示す

所にまた土偶も集中するのであり、土偶のみに意味を持たせることはできない。ただし往時の廃棄行動が何らかの

宗教的意識に裏打ちされていた可能性を否定することはできず、そういったメンタルな部分にいかにアプローチし

ていくか、今後の課題となる。

次に、廃棄論の最重要問題は吹上パターンの理解であろう。同じく廃棄の場としての土器捨て場と、廃絶住居の

くぼみとを比較し、その異同に言及した報告例もある（細田1982、長沢1986）。三口神平地区で認識した通り吹上

パターン住居の遺物と土器すてぱの遺物の内容に差異がないとすれば、両者の差異を廃棄の動機（廃棄の時）の違

いに求めるのも一案であろう。敢えて言えば、日常生活の必要に応じて常に廃棄の場であった土器捨て場に対し、

一住居の廃絶を機縁としてその住屑の什器を一括して埋め戻したのが吹上パターン（の所謂完形一括廃棄）ではな

かったか。いずれにせよ吹上パターンの内容の整理を待って、さらに議論を進めるべきである。

６．おわりに

この論稿は、筆者が1987年度東京大学大学院藤本強教授の演習において発表した内容をまとめたものである。貴

重な助言を与えてくださった藤本教授はじめ先輩後輩諸氏に感謝する。

註

(1)土器すてばＣは時期的に限定される土器が小規模に集中する。一方土器すてばＡ・Ｂは遺跡に存在する全型式を網羅し、規模も大

きい。

(2)三口神平地区には前期初頭・下吉井式期の住居北１０棟が存在するが、五領ヶ台式までの空白期間の長さを考慮すれば、土器すてば

－２９２－
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あとがき

釈迦堂遺跡群の調査に入ったのは1980年の２月であった。桃の木とぶどう棚を取り除かれた寒々と

した扇状地の中央部は、余りにも広大であったことが記憶にあたらしい。しかも歩けば土器片があち

こちに散乱している状況であった。調査は22ヶ月を要した。その期間ほとんど土日のない日々が続い

たが、遺跡の広大さと遺物の豊富さの緊張感が調査に向かわせた。遺跡の素晴らしさが次第に人々に

知られるようになり、８１年の春からは見学者が毎日訪れ、日曜日には数百人という数であった。その

ためプレハブを一棟用意して、仮展示をしたほどであり、見学者用のパンフレットも7000枚を越えた。

こうしたことから保存問題も持ち上がり、連日の新聞を賑わすこととなったが、調査は81年１１月１５日

をもってようやく終了したのである。

終了後レプリカの作成もあり、８１年は暮れ、８２年から一宮町の旧相興農協舎屋において整理作業を

開始した。そして83年の秋に旧一宮町役場庁舎に移転した。ここに移転したことによって、膨大な資

料を広げる事ができ、整理作業の大幅な進展があった。こうして87年にはようやく「釈迦堂Ｉ」を刊

行することができた。この87年３月をもって整理作業は終了することとなったが、『釈迦堂Ⅱ」の報

告は編集の材料がようやく整った段階であったが、センターの所長を始めとする同僚諸氏の理解の上

に編集作業を進め、ここに刊行のはこびとなった。

釈迦堂に入って既に８年となる。一時は新聞の「釈放」「解釈」などの「釈」の字が、あたかもワー

プロの検索機能のように目に入るという精神状態が続いた。一人で膨大な資料を抱え、作業としては

毎日毎日進んでも、果たしてこれをまとめることができるかどうかという危慎が頭を離れなかった。

遺跡の内容は私の能力を遥かに越え、その実態をどの程度報告できたのだろうか。例えば石器につ

いては、ようやくその数を報告できたに過ぎないし、土壌出土の土器については拓影までは完了した

ものの編集は断念した。２０トンを越える土器は復元可能なものを報告した｡土器の復元と報告はほぼ

できたが、グリット出土の土器は復元したもののみを報告しており、大半のものは、土器片の重量を

グリット別に報告することによって、報告できない小さな土器片から縄文時代の土器の消費の一端を

知ることを可能にしたに過ないと思われる。

なお、報告者の責任上「まとめ」を行ったが、これは編集が整ったこの１ヶ月で書き上げたもので、

問題点の一端をあげたに過ぎず、今後に残された課題のほうが大きい。

最後に、長期にわたり、叱吃激励をいただいた方々、あたたかいお言葉をいただいた方々、研究上

のアドバイスをいただいた方々、発掘、整理に御協力をいただいた方々に衷心より感謝申し上げ、筆

をおく。

－３２３－
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